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修 敎要錄 一 


解題 並 凡例 

修敎耍 錄は治 敎要錄 • 武教 要錄 • 手鏡 要錄 • 治平 要錄 と共に 五大 要錄の 一つで あつ 

て、 然も 治 敎要錄 と共に 姉妹 篇を爲 して 居る。 卽ち 大學の 修身 齊 家に 當る のが 修敎要 

錄で、 治國平 天下に 當る のが 治 敎耍錄 である。 執筆の 年代 は 明 曆ニ年 素行 三十 五 歳の 

時であって、 素行の 學說が 三教 一 致から 朱子學 中心の 思想に 進轉 した 時代の もので あ 

る。 故に この 書の 自序に も その 事由 を 詳記して ある。 

本書の 目的 は その 新學 說に從 つて 修身 卽學 問の 立場 を 明かに した もので、 全篇 十卷" 

道 源より 說き 起して 次に 學 問の 本質 を 論じ、 カ行に 終る。 題名 は 修敎と 云 ふ も 齊家を 

兼ね、 理論と 實 際に 亙り 詳說 して ある。 

或は 素行 の 學說は 日に 新に して 停ま らず、 そ の 本意 は 最後 の 著述に あるの だから、 

今更 廢棄 同様の 舊說を 窺 ふの 要は あるまい とい ふ 人が あるか もしれ ぬ。 現に 全集 第 四 

卷山鹿 語類の 門人 序文に も その 意味の 事が 見出され 得る。 然し 凡そ 偉大なる 思想家の 

精神 を 知らん とせば、 その 人が 苦 辛して 探求した 道 を、 同じ 態度で 歩んで 、-、 同じ 

修 敎耍錄  一一 一 


修 敎耍錄  四 

苦勞を 味って 見なければ 本當 のと； J ろ は 分る もの でない かと 思 ふ。 尙ほ 义單に ^5!^ の 

變 化と 云 ふ も、 それ は 大體の 事であって、 部分的に は變ら ない もの も ある i>f〕 である。 

卽ち同 語類の 序に、 「漢 唐宋 明の 諸 儒 は 其の 訓詁 事 論 各.' 執り 用 ふべ し」 とも 云って ゐ 

る。 されば 素行の 所謂 朱子學 研究 は 果して どんな 程度の もので あるか、 何故に 一 ！• 敎ー 

致から 朱 子 擧に轉 じた か、 更に また、 どう 云 ふところが 復古^に 變 化した のか、 ：！： 本 

學に變 化すべき 萌芽が どこに あつたか 等の 問題 を 解決 十 る に は 是非 本書 によらね ばな 

ら ぬと 思 ふ。 

內容の 一般 構成 は 各篇备 章に 就いて、 始に 支那の 古典 或は 先 儒の 說を 縱橫. GZ 在に 引 

ffl して 巧みに 自說の 緒 端 を 啓き、 遂に 「今 案ずる に」 として 結論 を 下して ゐる。 

底本 は 平 戶山鹿 家所藏 の 素行 自筆と 直 門弟 筆の 混 つて ゐ る 最も ：X 口 頼 十 るに 足る もの 

である。 全部 漢文で、 往々 無 點の外 多く は訓 點を附 して ある。 今！； 國譯 十る に當 りて 

は 成るべく その 固有の 訓 點に從 つたが、 古代語 は 現代 風に 改め、 明かに 誤 脫と認 むる 

もの、 又は 意味の 通じ 難き もの は 適 直 改めた。 目次 も 便 { 凡 編者が 附 した。 
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修 敎耍錄 自序 

舉は 如何なる を是れ 的と す。 身を修 むる を 以て 的と 爲し 了す。 身を修 むる の 要は 學 

問に 在り。 學は 如何にして 修身な り や。 道體を 以て 本と 爲す。 道體は 天地 を 以て 證と 

爲す。 道體は 如何にして 至る や。 學問致 知 を 以てす。 致 知 は 如何にして 實 地に 至る か。 

カ行して 效を爲 す を 以て 十。 故に 致 知力 行 は擧の 始終な り。 道 體は學 の 至善な り。 道 

源 を 得ざる とき は、 下舉 して 上達 を 知らず、 其の 學術、 形而下なる 者に 泥 著し、 固陋 

( I  > 

(1) き， i シ 偏 倚- 塞 都 不通な り。 唯 だ 道 源 を 言 ひて 致 知力 行の 功 を 究めざる とき は、 其の 學 高遠 

"ミ 、墓  (二) 

至に 同 に馳 せて、 心 を 求め 悟り を 期す る も、 虚寂 を捉へ 虚空 を蹈 みて、 實 地に 致らず。 故に 

致 知 • カ行 • 道 源 一 も闕 くる こと あるとき は聖學 ならず。 聖學の 世に 明かなら ざる、 

Si 中庸 第 信に 宜な るかな。 夫子 曰 はく 、「もの 行 はれざる や、 我れ 之れ を 知る。 知者 は 之れ に 過 

ぎ， 愚者 は 及ば ざれば なり。 道の 明かなら ざる や、 我れ 之れ を 知る。 賢者 は 之れ に 過 

ぎ、 不肖 者 は 及ば ざれば なり」 と。 予少 にして 父の 命に 從ひ、 强 めて 書を讀 み、 中 ご 

修 敎耍錄  九 


修 敎耍錄  一 0 

ろ 記誦 詞章 を 好み、 壯 にして 口に 理を謂 ふを嗜 み、 禪を 好み、 老 莊を樂 しみて、 殆ど 

三教 を 以て 一 致と 爲し、 六經を 以て 糟粕 と爲 十。 程 朱の 註釋に 因らず、 字訓 を 聞けば 

註解と 爲 し- 本心 を ：5； 指して 覺 了し • 其の 間の 言行 皆 過不及な しと 爲す。 縱ひ過 不：^ 

ある も 亦是れ 一事の 糟粕 のみ。 以爲 らく、 象 山 • 陽 明 も猶ほ 此の 地 を 知らず と。 近來 

竊に 思へ らく * 學は是 れ何ぞ • 修身の みと。 此れ を 以て 身上に 體.？ I するとき は、 父チ 

の 間、 君臣の 際 も 始めて 覺る、 知の 致らず、 行の 力めざる を。 - いぬに 於て 意：：^ を丄 り- 

高遠 を棄 てて、 近く 思へば、 向の 爲 せる 所 皆 放 僻 邪 異にして- の 言へ る所呰 尸、 に^ 

き 人 を 惑 はすの 言な り。 故に 事物 交接の 則， 天地と 悖戾 す。 是れ道 源 明かなら ずして 

知と 行と 處を易 ふれば なり。 夫れ 道 源 を 明かに する の 術、 ゆ 問に 在ら ざれば 則ち 其の 

知 致らず。 其の 知 を 致さん と 欲せば、 則ち カ行して 其の 效を兑 よ。 其の 效 5^ ざれば、 

則ち 學 問して 知 を 致せ。 此の 如くなる とき は、 道 源 遂に 明かに して、 而も 聖^の 始終 

する： W なり。 故に 今 修身 を 以て 的と 爲 し- 近 源 •  ^問. カ行 を 以て 三 要と 爲し、 表題 

2)  の を修 敎耍錄 と號づ く。 是れ予 の學蔽 はるる に 因り、 同志に 示す の 一助と すと 一 K ふ。 明 

^  磨 中 申の 舂 三月、 後舉 素行 序す。 


道 
源 


修 敎要錄 卷之ー 


天人 同 一 

乾元亨 利貞、 

(二)  く  *  (三) 

れ 程 頸 曰 はく、 上古の 聖人 始めて 八卦 を畫 して、 三才の 道備 はれり。 因って 之れ を 重 

^00^ ねて 以て 天下の 變を盡 す。 故に 六畫 して 卦を 成す。 乾 を 重ねて 乾と 爲寸。 乾 は 天な 

釋 する 程 伊出  や 

の 語 は 皆 その り。 天 は 天の 形體、 乾 は 天の 性情。 乾 は 健な り。 健に して 息む ことなき、 之れ を 乾 

著易傳 に出づ  (R 一 

0 と 謂 ふ。 夫れ 天專ら 之れ を 言 ふとき は、 道な り。 「天 且つ 違 はず」 とい ふ是れ なり。 

出 一 SSI 照 分って 之れ を 言 ふとき は、 形體を 以て 之れ を 天と 謂 ひ、 主宰 を 以て 之れ を 帝と 謂 ひ- 

功 用 を 以て 之れ を 鬼神と 謂 ひ、 妙 用 を 以て 之れ を 神と 謂 ひ、 性情 を 以て 之れ を 乾と 

謂 ふ。 乾 は 萬 物の 始、 故に 天と 爲し、 陽と 爲 し. 父と 爲し， 君と 爲す。 元亨 利貞、 

道 源  11. 


1 二 


二)  \s、 

字 は 仲. 深、 明 

の * 者。 孝 i- ポ 

の 朝に 文淵閣 

大學士 たり。 

文莊. o,#1 せら 

7>。 犬 ゆ- 衍. K 

補の 5« 有名な 

. (二) 卦辭を 

解說 せる もの、 

十 W 中の 彖傳 

を さす 

(三) m 契な 

り。 下の 程 氏 

易 傅の 說 によ 

れば 「大いに 

始. 終 一 を 明かに 

して」 と 請む 

ベ し t 今 底不 

の 訓に從 ふ 

(SI) 乾卦六 

爻 


之れ を 四 德と謂 ふ。 元は 萬 物の 始、 -ゾ は离 物の-お、 利 は 萬 物の 遂， い：：： は禺 物の 成な 

り。 唯 だ 乾坤の み 此の 四德 あり、 他の 卦に 在りて は 事に 隨 ひて 變ず。 故に 元は 專ら 

善 大と爲 し、 利 は 正 固 を 主と す。 な ア^の 體も 各. - 其の 事に 稱 へり。 四德の な 

るかな、 大な るかな。 朱裹曰 はく、 元亨 利^ は 天道の 常、 仁義 禮智は 人性の 綱な り 

とに-丘 文^ 曰 はく、 乾の 三 畫は萬 世 文字の 祖 なり。 元 ケケ利 貞の四 字 は 萬世義 利の 宗 

なり。 天に 在りて は 春夏秋冬たり、 人に 在りて は 仁義 禮智 たり、 天地の 間に 流行し 

て は 元會運 世と 爲る。 

タン II ハク 十ル  "テム チブヲ  キ ンテ シキ ヌ (三)  ズ ：wn  -- ル -ー 

彖曰、 大哉乾 元、 萬 物資 始、 乃統， 天、 雲 行 雨 施 品物 流， 形、 大明 終始 六 位 時 成、 時 

乘ニ六 龍ー以 御， 天、 乾道變 化、 备正ニ 性 命； 保 二 合 大和 一 乃 利 A、 首 出二庶 物；^ 國 咸 

ヤスシ 

寧、 

程 願 曰 はく、 卦 下の 辭を 象と 爲す。 夫子 從 ひて 之れ を釋 く， 通じて 之れ を，.^ と 謂 ふ" 

彖は 一 卦の義 を 言 ふ。 大 なる 哉 乾 元と は、 乾 元は 萬 物を始 むる の道大 なる を la: せる 

なり。 四德の 元は 猶ほ 五常の 仁の ごとし。 偏に 言 ふとき は 一 事、 專ら言 ふとき は 四 


^ 五 


者 を 包ぬ。 萬 物資り て始む ， 乃ち 天を統 ぶと は、 元 を 言 ふなり。 乾 元は 統べて 天の 

道 を 言 ふなり。 天道 は 萬 物 を 始め、 萬 物資り て 天に 始まるな り。 雲行き 雨 施して 品 

、」  とほ 

物 形 を 流く と は、 言 ふこ ころ は亨 るな り。 天道 運行して 萬 物 を 生育す。 大いに 天道 

の 始終 を 明かに するとき は、 卦の六 位 各-' 時 を 以て 成る こと を 見る。 卦の初 終 は 乃 

ち 天道の 終始、 此の 六 ス乂の 時に 乘 ずる は、 乃ち 天運な り。 以て 天 を 御す と は、 以て 

天運に 當るを 謂 ふ。 乾道變 化して 萬 物 を 生育す、 洪纖 高下 各.^ 其の 類 を 以てす、 各 ~ 

性 命 を 正しくす るな り。 天の 賦 する 所 を 命と 爲し、 物の 受 くる 所 を 性と 爲す。 大和 

. を 保 合して、 乃ち 利貞 なりと は、 保 は 常に 存 する を 謂 ひ、 合 は 常に 和す る を 謂 ふ、 

大和 を 保 合す、 是を 以て 利に して 且つ 貞 なり。 天地の 道常久 にして 巳まざる 者 は、 

大和 を 保 合すれば なり。 天 は 萬 物の 祖 たり、 王 は 萬 邦の 宗 たり。 乾 道 首と して 庶物 

(lis  ) 

萬 類の に 出で て而 して 萬彙亨 る。 君 道 天位に 尊 臨して 而 して 四海 從ふ。 王者 天の 道 を體に 

するとき は、 萬 國咸く 寧し。 

象 曰、 天 行 健、 君子 以自 彊 不, 息， 

道 源  一 三 


修敎耍 錄卷之 一  一 四 

程顿曰 はく， 乾 道 は 覆 育の 象 至大な り、 聖人に 非 ずん ば 能く 體に 十る ことなし。 人 

の 皆 取りて 法るべき こと を 欲す、 故に 其の 行 健なる を 取る のみ。 至 健 同に 以て-大道 

を 兌る に 足れり。 君子 以て. n ら； g; めて 息まず と は、 大 行の 健に 法るな り。 朱 「n は 

く、 乾々 息まざる は體 なり。 日往 き月來 り、 寒 往き暑 來るは 用な り。 體 あるとき は 

用 あり、 用 あるとき は體 あり。 先 後の 說を 可とせず。 

文 言 曰， 夫 大人 者、 與ニ 天地 1 合， 一 其德； 與， 一 B 月 1 合， 一 其 明； 與， 一四 時, 合 二 其 序； 與， 鬼 

神 一 合 二 其 吉凶； 先 ， 天而天 弗， 違、 後 レ天而 奉 ニ天ノ 時，； 天 且弗レ 違、 而 況於， 人、 

チヌャ -I 

ダニず， 1 

(一) 程 願 曰 はく、 大人 は 犬 地 • 日月 • 四時. 鬼神と 合すと は、 道に 合へば なり。 - 大地 は 

り、 大人 を兒 道な り、 鬼神 は 造化の 迹 なり。 聖人 天に 先ち て、 天 之れ に 同じう し、 "大に 後れて 能 

るに 利ろ し」。  かな 

又 「飛 に く 天に 順 ふ 者 は、 道に 合へば のみ。 道に 合 ふとき は、 人と 鬼神と 豈 能く 違 はんや。 

在り、 大人 を  、二 

ば；： 一？；；： サ .？づ 曰 はく、 大人 は 卽ち爻 の 辭の利 見の 所の 大人 を釋 くな り。 是の德 ありて 其の 位 

Ji"  5 大.^ へえ U 

せるな り  に當れ ば、 乃ち 以て 之れ に 常るべし。 人と 大地 鬼神と 本と ニ理 なし。 特に 有 我の 私 


に 1 ま. る、 是を 以て 形 體に梏 せられて、 而 して 能く 相通ぜ ず。 大人 は 私な し， 道 を 

以て 體と爲 す。 曾て 何ぞ 彼此 先 後 を 之れ 言 ふべき ならん や。 天に 先ち て 違 はずと は、 

意の 爲す 所默 して 道と 契 ふこと を 謂 ひ、 天に 後れて 天 を 奉ぐ と は、 理の是 の 如くな 

る こと を 知りて i げて 之れ を 行 ふ を 謂 ふ。 丘 文莊曰 はく、 上天 下地に して、 聖人 其 

の 中に 居る。 日月の 代 明、 四時の 錯行、 鬼神の 顯微、 聖人 一 として 之れ と 合せざる 

はなし。 所謂 合と は 豈區々 然として 效法を 以て 之れ を 比 並 せんや。 蓋し 聖人 天位に 

居り 天 德を備 へ、 心、 天と 通じ、 道、 天と 契 ひ、 一念 天に 合す。 何く に往 くと して 

かまら ざらん や。 況ゃ地 は 天の 對 にして、 日月 は 天地の 精華たり、 四時 は 天地の 運 

動たり、 鬼神 又 天地の 功 用なる 者 を や。 其の 大 なる 者旣に 合する とき は、 其の 他 合 

せず とい ふこと なし。 天旣に 合す、 是を 以て 心神 運動し 天人 合同し， 无 形に 視、 无 

聲に聽 き、 天の 意に 先ち て 爲す所 ありて、 天の 從 はんこと を 求む るに 意 あるに 非ず 

と 

して、 天 自ら 以て 我れ に 違 ふこと 能 はざる なり。 天の 意 を 承け 時と 偕に 行 ひ 其 

の 時 序の 常に 因りて、 時 措の 宜を 制爲 し、 以て 天に 奉ぐ るに 非ず とい ふこと なきの 

み。 是れ 則ち 天に 先ち て 天 我れ に 違 はず、 天に 後れて 我れ 天に 逆 はざる なり。 聖人 


修敎耍 錄卷之 一  一 丄ハ 

の德 天に 合する に 非ざる より は、 何 を 以て か 能く 天に 先 後して 相與に 之れ 和 同 せん 

や。 

坤.^ 曰、 至哉坤 元、. 萬 物資 生、 乃 順 承， 天、 坤厚 載， 物ノ 德合 ニ無疆 一； 含弘 光お、， 品 

クト. K- ル 

物 咸亨、 

程頤曰 はく、 資 りて 生ずる の 道、 大 なりと 謂 ふべ し。 乾 旣に大 と稱十 * 故に 坤を至 

と稱 す。 至の 義， 差 や 緩し、 大の 盛なる に かず。 聖人の 尊卑の 辨に於 ける、 謹嚴 

此の 如し。 萬 物 乾に 資 りて 以て 始まり、 坤に資 りて 以て 生ず、 父母の 道な り。 順に 

して 天の 施 を 承け、 以て 其の 功 を 成す、 坤の 厚德、 萬 物 を 持 載し • 乾の无 疆に合 ふ 

なり。 含弘 光大の 四 者 を 以て 坤道を 形容す る は、 猶ほ 乾の 剛健 中正 純粹の ごとし。 

含 は 包容な り、 弘 は寬裕 なり、 光は昭 明な り、 大は博 厚な り。 此の 四 者 あり、 故に 

能く 天に 承く るの 功 を 成し * 品物 成くな v> り遂 ぐる を 得るな り。 

二 ハク ハル シ U.  ョ a シトハ タダシぶ I シ ウス ル ノヲ  ノハ  -ーメ ル マ J  n シ トハ. >  二 トコ 口 

® 之.^ 曰、 恆亨无 レ咎、 利 , 貞、 久ニ於 其 道 一也、 天地 道 久而 不レ已 也、 利， 有 レ攸 


f 一 ) 前 95「 大 

なる 哉 乾 元」 

さす  _ 


レ往、 終 則 有レ始 也、 日月 得 , 天 而能久 照、 四時 變化 而能久 成、 聖人 久 一一 於 其 道 一 

ス  テ ノヲヒ ラン キメ  シ ル 

而 天下 化成、 觀 n 其 所， レ恆、 而 天地 萬 物 之 情 可， 見矣、 

程頤曰 はく、 伝の 道 は亨る こと を 致して 過咎 なかるべし。 但だ恆 しう する 所， 宜し 

く 其の 正 を 得べ し、 正 を 失 ふとき は 怪しう すべきの 道に 非ざる なり。 故に 曰 はく、 

其の 道に 久しう すと。 其の 道と は恆 しう すべきの 正道な り。 天地の 巳まざる 所以 は 

蓋し 恆久の 道 あれば なり、 人 能く S しう すべきの 道を恆 しう するとき は、 天地の 理 

に 合するな り。 天下の 理、 未だ 動かず して 能く 恆 しき 者 あらざる なり。 動く とき は 

終りて 復た 始まる。 所以に S しう して 窮まらず。 凡そ 天地の 生ずる 所の 物 は >  山嶽 

の 堅 厚と 雖も、 未だ 能く 變ぜ ざる 者 あらず、 故に 恆は 一 定の 謂に 非ざる なり。 一 定 

するとき は恆 なる 能 はず。 唯 だ 時に 隨 ひて 變 易す、 乃ち 常の 道な り。 故に 云 はく、 

ところ  よろ  かく  (三) 

往く攸 あるに 利し と。 理の是 の 如き こと を 明かに す、 人の 常に 泥まん こと を懼 るれ 

ばな り。 日月 得 , 天より 以下 は 極めて 常 理を言 ふ。 日月 は 陰陽の 精氣 のみ。 唯 だ 其 

れ 天の 道に 順 ひ 往來盈 縮す。 故に 能く 久しく 照して 巳まず。 天に 得 ふと は 天理に 順 

ふなり。 四時 は 陰陽の 氣 のみ。 往來變 化して 萬 物 を 生成す る も、 亦 天に 得 ふ を 以て 


の 故に 常に 久しくして 已 まず。 聖人 は 常 久の道 を 以て 之れ を 行 ふこと 常 あり、 而し 

て 天下 之れ に 化して 以て 美俗 を 成すな り。 其の 恆 しき 所を觀 ると は、 H::^ の 久しく 

照し、 四時の 久しく 成り、 聖人の 道の 常 久の理 を 能くす る 所以 を 觀るを 謂 ふ。 此れ 

を觀 ると き は 天地 萬 物の 情理 も： 13- るべ し。 天地 常久の 道、 天下 常 久の理 は、 道 を 知 

る 者に 非 ずん ば、 孰れ か 能く 之れ を識 らん。 

繫、 辭曰、 易 有 二 太 極； 是 生二兩 儀； 兩儀生 二 四 象； 四 象 生 二 八卦； 

朱 子 曰 はく、 一  毎に 二 を 生ずる は 然の理 なり。 易 は 陰陽の 變、 太 極 は 其の 理 なり。 

兩儀は 始め ー畫 たり、 以て 陰陽 を 分つ。 四 象 は 次に 二 畫を爲 して 以て 太少を 分つ。 

八卦 は 次に 三 畫を爲 して 三才の 象 始めて 備 はるな り。 此の 數言 は實に 聖人 易 を 作る 

(三) 

自然の 次第、 絲毫の 智力 を假ら ずして 成る 者 あり、 畫卦 操^、 其の 序 も皆然 り。 

是故 天生 二 神 物へ if- 聖人 則， 之、 天地 變化、 聖人 效 VN、 天垂， 象 見 二 吉凶 一 聖人 あ 

レ之、 河 出 Jl、 洛出 JT 聖人 則 VN、 

朱 子 曰 はく、 此の 四つの 者 は 聖人 易 を 作る の 由る 所な り。 
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i) 

お 第 lis 辭 古 者 包 犧氏之 王 二 天下一 仰 則 觀ニ象 於 天； 俯 則 觀，, 法 於 地； 觀，， 一 鳥獸之 文與， 地 之 

宜； 近 取- 1 諸 か" 遠 取， 1 諸 物； 於， 是 始 作 二 八卦； 以通二 神明 之德； 以類二 萬 物 之 

朱 子 曰 はく、 俯仰 遠近、 取る 所 一 ならず。 然して 以て 陰陽 消息の 兩 端を驗 むる に 過 

ぎざる のみ。 神明の 德は健 順 動 止の 性の 如く、 萬 物の 情 は 雷 風 山澤の 象の 如し。 ™ ^一 

濂溪曰 はく、 「無 極 にして 太 極」 と。 蔡節齋 曰 は く、 朱 子の 曰) はく、 「太 極 は象數 未だ 

あら は 

形れ ずして 其の 理已に 具 はるの 稱」 と。 叉 曰 はく、 一 未だ 天地 あらざる の 先き、 畢竟 

字 S 靜、 宋 是 れ先づ 此の 理 あり」 と。 叉 曰 はく、 一  無 極 は 只 だ是れ 這の 道理 を說 く、 初に 當 りて 

代の 擧 者、 一  も 

生 ji へす、 易 元と 一物た し、 只 だ是れ 此の 理 あるの み。 此れ 箇の 道理 便ち 會す、 動に して 陽 を 生 

に 精し 周易 

Mil 象 意 じ、 靜 にして. 陰 を 生ずる を」 と。 此の 三 條を詳 にす るに、 皆 是れ太 極 を 主として 言 を 

(八) 朱 子の  うち 

nsiigs? 爲 すなり。 叉 曰 はく、 一  陰陽の 裏より して 看る とき は、 所謂 太 極 は 便ち 只 だ是れ 陰陽 

察寫 に出づ 

の 裏に 在り、 而 して 今の 人 『陰陽の 上面^に 一 箇 無形 無 影 底 あり、 是れ太 極な り』 

と 說くは 非な り 一 と。 叉 曰 はく T 太 極 は 只 だ是れ 天地 萬 物の 理。 天地に 在りて は 則 

ち 天地の 中に 太 極 あり、 萬 物に 在りて は 則ち 萬 物の 中に 太 極 あり」 と。 又 曰 はく、 

is  源  一九 


修敎耍 錄卷之 一  , 

「以て 陰陽 を 離る る こと あるに 非ず、 陰陽に 卽 きて 其の 體を 指す」 と。 此の 三條を 

詳に 十る に、 皆是れ 陰陽 を 主として 言を爲 すなり。 故に 太 極 を 主として 言 ふとき 

は、 太 極 は 陰陽の 先に 在り、 陰陽 を 主として 首 ふとき は、 太 極 は 陰陽の 內に 在り。 

蓋し 陰陽 未 生より して 言 ふとき は、 所謂 太 極 は 必ず 當に 先に 有るべし、 陰陽 旣 生よ 

りして 言 ふとき は、 所謂 太 極 は卽ち 陰陽の 中に 在るな り。 陰陽の 外に^に 太 極 あり 

まこと ( 1 )  あやまり 

(一) 列 子の  て 常に 陰陽の 主たり と 謂 ふ 者 は、 固に 列 子が 不生不 化の 譯に陷 る こと を爲 す. 而し 

天瑞 第一に  か 

^0^0 て獨り 夫の 太 極 は 只 だ 陰陽の 中に 在る の說を 執る 者 は、 則ち 又 其の 樞紐 根柢の 所爲 

の 語出づ  へ 建 安の 4^ 采 たり 

つ：) ^-の擧  を 失して 大本 を、 ま識ら ざる 听 あり。 (愚 按ずる に、 節齋 先生 此の 條 のみ 1 ずる 所、 最 

者、 建 安の 邵 

も 明かに 備 はれり と爲 す、 而 して 或は 陰陽 未 生の 說に 於て 疑 あり。 t 右し， M 環 を 以て 

.^H,^^ 之れ を 言 ふとき は- 陰の 前 は是れ 陽、 陽の 前 は 又是れ 陰、 未 生 を 以て 言 ふべ から ざ 

にして 陳淳に 

J るに 似たり。 若し 截 して 一陽 初めて 動く 處萬物 未だ 生ぜざる 時より して 之れ を 言 ふ 

0^^,^ とき は、 一陽 未だ 動かざる の 時、 之れ を 陰陽 未 生と 謂 ふと も 亦 町な り。 未だ 陽 を 生 

の 編 慕な り 

ぜず とも、 陽の 理は已 に 其 はり、 未だ 陰 を 生ぜず とも、 陰の 理は. u に 具 はる、 人心 

に 在りて は 則ち 喜 怒哀樂 未發の 中と 爲し、 總 じて 名 づけて 太 極と 曰 ふ。 然して 陰陽 


の 先に 具 はりて 陰陽の 內に 流行 十る は、 一太 極の み。 

ニニ) 以下 二 

一一 二 貝  一 二 行 ま 

樓 iiMS 太 極 動いて 陽 を 生じ、 動く こと 極まりて 靜 なり。 靜 にして 陰 を 生じ、 靜 なること 極ま. 

その なり 

一大 "„の) 學 IliJ りて 復た 動く  e 一  動 ー靜、 互に 其の 根と 爲り、 陰に 分れ 陽に 分れて 兩儀 立つ。 

P つ 神 £1" 葉采曰 はく、 動いて 陽 を 生じ、 動く こと 極まりて 靜 なり、 靜 にして 陰 を 生じ、 靜 

*n. 凌 作 郎を以 

て 1 は C たる なること 極まりて 復た 動く と は、 太 極流 行の 妙， 無 究に相 推す をず ふなり。 一 動 一 

も 至らす 自 

M^^^^i 靜、 互に 其の 根と 爲り、 陰に 分れ 陽に 分れて 兩儀 立つ と は、 ニ氣對 待の 體 一定して 

いひ、 安樂 先 か  S 

生と？ -最 易 はらざる を 言 ふなり。 邵 子の 曰 はく、 「用 は 天地の 先に 起り、 體は 天地の 後に 立 

も 易理に 深く 

雜 rs^:J:;:。 つ-一 とい ふ は、 是れ なり。 然して 詳 にして 之れ を 分つ とき は、 動いて 陽 を 生じ、 靜 

皇 igs^ 世 書 •  てい ぶん 

I 集 等の 著 にして 陰 を 生ずる は、 是れ 流行の 中定分 未だ 嘗て 亂れ ざるな り。 一 動 一 靜、 互に 其 

あ r4 卒して 

■^14  • の 根と 爲る は、 是れ對 待の 中 妙 用 實に相 流通す るな り。 

If ほ 敬 M ぶ宋 陽 變じ陰 合して 水火 木金土 を 生ず。 五氣順 布し 四時 行 はる。 五行 は 一 陰陽な り。 陰陽 

の 裏-者、 官吏  も 

は 一 太 極な り。 太 極 は 本と 無 極な り。 五行の 生ずる や、 各/其の 性 を 一 にす.。 

ssfii 等の 張 南 軒 曰 はく、 五行の 生 質 は 同じから ざる ありと 雖も、 然も 太 極の 理 未だ 嘗て 存せ 

道 源  二 一 


ずん ば あらず。 五行 各. '其の 性 を 一 に するとき は、 仁義 禮智 信の 理と爲 りて 五行 

各.' 其の 一 を專ら にす るな り。 

無 極の 眞、 二 五の 精、 妙 合して 凝る。 乾 道 は 男 を 成し、 坤道は 夂を成 十。 ニ氣 交感し 

て 萬 物 を 化生す。 萬 物 生々 して 變化 窮まる ことなし。 惟 だ 人の みは 其の 秀を 得て 最も 

靈 なり。 形旣に 生じ、 神、 知を發 す。 五 性感 動して 善惡 分れ 萬 事 出づ。 聖人 之れ を定 

むる に 中正 仁義 を 以てし- 而 して 靜を 主として 人 極 を 立つ。 故に 聖人 は 大地と 其の 徳 

を 合し、 日月と 其の 明 を 合し， 四時と 其の 序 を 合し. 鬼神と 其の 吉凶 を 合す。 

李) 果齋臼 はく、 五 性感 動して 善惡 分る- 是れ五 性 皆 動 あり 靜 あるな り。 惟 だ 聖人 能 

く 其の 性 を 定めて 靜を 主と す。 故に 動いて 善なら ずと いふ こと ぼ. し、 而 して 人心の 

太 極 立つ。 蓋し 人生れ て靜 なる は、 性の 本體 なり， til 然として 欲な し， 斯に 能く 靜 

を 主と す。 此れ 極 を 立つ るの 要镇 なり. 一。 或は 問 ふ、 周 子、 禮智を 言 はずして 屮. 4=- 

を 言 ふ は何ぞ やと。 葉ダ曰 はく、 此の 圖の 辭義は 悉く 易に 出づ。 易 は 陰陽に 本 づき 

て 之れ を 人事に 推す。 其の 德を 仁義と 曰 ひ、 其の 用 を 中正と 曰 ふ、 要は 陰陽の •€ 端 

を 越えざる のみ。 仁義に して 中正に E ざれば、 仁 は 姑息と 爲 り- 義は忍 刻と 爲 るの 


(五) 太鹿圓 

胃 頭の 一 句 

(六) 明の 胡 

廣等勅 を 奉じ 

て 撰せ る もの 

なり 

(七) 朱學の 

大家 明 道 先生、 

出 伊川の 兄 

なり。 この 語 

そ. の 遺書に 出 

で、 近 思錄道 

體 類に も敉め 


類たり。 故に 易 は 尤も 中正 を 重んず。 

君子 之れ を修 して 吉 なり、 小人 之れ に 悖りて 凶な り。 故に 曰 はく、 天の 道 を 立てて 陰 

と 陽と と 曰 ひ、 地の 道 を 立てて 柔と剛 とと 曰 ひ、 人の 道 を 立てて 仁と 義 とと 曰 ふと。 

叉 曰 はく、 始に原 づき 終に 反る、 故に 死生の 說を 知る と。 大 なる 哉 易 や- 斯れ 其れ 至 

れ るかな。 

蔡節齋 曰 はく、 易に 太 極 あり。 易は變 易な り、 夫子の 所謂 無體の 易な り。 太 極 は 至 

極な り。 言 ふこ ころ は、 變 易無體 にして 至極の 理 ありと なり。 故に 周 子の 太 極圖說 

F  (2) 

は 特に 「無 極に して 太 極」 を 以て、 易に 太 極 ありの 義を發 明す。 其の 所謂 無 極に し 

て 太 極た る 者 は， 蓋し 亦 其の 無體の 易に して 至極の 理 ある を 言 ふなり。 是れ 其の 無 

極の 眞、 實に 夫子が 易の 一 言に 得る あり。 而 して 或は 以て 周 子 妄りに 加 ふと 爲すも 

の は 護な り。 且つ 其の 圖說は 易に 取れる 者に 非ざる はなし。 而 して 其の 篇末又 「大 

. なる 哉 易 や」 を 以て 之れ を 結す。 聖賢の 言斷識 るべき なり。 g!s?lf。 

(六】 

程 子 I 曰 はく、 天地の 物 を 生ずる、 各. >  不足の 理 なし。 常に 思へ らく、 天下の 君臣 父 

道 源  二  一二 


(一) 明 道 先 

生の 語>  遺書 

に 出で、 近 思 

錄 お- 體 類に 收 

めら 乙。 易 « 

乾卦九 三に 

「<« 子 終 B 乾 

乾し、 タに惕 

若たり。 ¥r ふ 

けれども 咎な 

し 云々。 _>5:： 子 

は德に 進み is^ 

を倏 む。 忠信 

は 德に進 わ 所 

以 なり」 と 出 

づ 

(二) 上文 原 

文 は 「君子 當 

終： wis 越 在 _大 

也」 と あり。 

越の マが 於の 

字と 同じと な 


修敎耍 錄卷之 一  二 四 

子 兄弟 夫婦 は 多少 分を盡 さざる の 處 あらん こと を。 

葉采曰 はく， 分と は 天理 當然の 則な り。 犬の 物 を 生ずる， 理に戯 欠な くして、 人の 

物に 處 する、 每に 理を盡 さず。 君臣 父子 兄弟 夫婦の 如き、 丁：^ も 其の 心 を盡さ ざれ 

ば、 理 に當ら ず。. 是れを 分を盡 さざる と爲 すたり。  . 

忠信 は德に 進む 所以な り。 終 曰 乾々 すと は、 君子 當に 終日 在 大に對 すべきな り。 

葉采曰 はく、 說は 乾の 卦九 三の 文 言に 見 ゆ。 眞 心に 發 する、 之れ を 忠と謂 ひ、 (议理 

を盡 す、 之れ を 信と 謂 ふ。 忠信 は 乃ち 德に 進む の 基。 終日 乾々 は、 終日 在 大に對 す 

る を 謂 ふなり。 越 は 於な り。 君子 は 一 言 一 動 其の 忠信 を 守り， 常に 上帝に 贮" 對し、 

敢 へて 一毫 欺 慢の意 あらざる なり。 以下 皆 在 犬に 對 する 所以の 義を發 明す るな り。 

蓋し 上 大 の 載は聲 なく 臭な し。 其の 體は 則ち 之れ を 易と 謂 ひ、 其の 理は 則ち 之れ を 道 

と 謂 ひ、 其の 用 は 則ち 之れ を 神と 謂 ひ、 其の 人に 命ずる は 則ち 之れ を 性と 謂 ひ * 性に 

率 ふ は 則ち 之れ を 道と 謂 ひ、 道を修 むる は 則ち 之れ を 敎と謂 ふ。 


(一一 y。M 傳に 程 子 I 曰 はく、 一陽 下に 復 する は 乃ち 天地 生物の 心なり。 先 儒 皆靜を 以て 天地の 心 を 

^ 這體 類に 收 見る と爲 す。 蓋し 知らず、 動の 端 は 乃， ち 天地の 心なり。 道 を 知る 者に 非 ずん ば 孰れ か 

能く 識 らん。 

ー】曰^し1?1^ 葉采日 はく、 復の卦 の 象に 日 はく、 「復は 其れ 天地の 心 を 見る か」 と。 朱 子 日 はく、 

.,5,- 41- する. H  •  (五)  まこと  や 

S て S 地のお  「十月 積 陰に して 陽 氣收斂 す。 天地 生物の 心 固に 未だ 嘗て 息まず、 但だ 端倪の 見る 

を 見るべき か  ベ きな し。 一 陽 旣に復 すれば 則ち 生意發 動す、 乃ち 始めて 復た 其の 端緒 を 見るな り 一。 

となり 

(五) 易卦を 

nr に 配 すれば、 

r 六 1，.^ の 張子 i 曰 はく、 氣は 太虚に 坎然 として、 升 降 飛揚し、 未だ 嘗て 止 息せ ず。 此れ 虛實動 

麵蒙。 靜の 機， 陰陽 剛柔 の始 なり。 浮んで 上る 者 は 陽の ぎな り、 降って 下る 者 は 陰の 獨 なり。 

「七 iL 一本、 其の 感遇聚 結して、 風雨と 爲り、 霜雪と 爲り、 品の 形 を 流き、 山川の 融 結す る， 糟 

p^^^ 粕燥燼 も敎に 非ず とい ふこと なし。 游氣 紛擾し、 合して 質 を 成す 者 は、 人物の 萬殊を 

を 成して 布き  や 

つらなる こと 生ず。 其の 陰陽 兩端 循環して 已 まざる 者 は、 天地の 大義 を 立つ。 

朱 子 曰 はく、 坎然は 盛大 |i 氳の義 なり。 太虚に 坎 然として 上下に 周流し、 古に 1 き 

今 を 究めて， 未だ 嘗て 止 息せ ざる 者 は元氣 なり。 虚實 動靜、 妙 用 是れに 由り て 形る， 

道 源  二 五 


の 稱に字 :5 
門す II は ご 
人 ° 山中 
程 先立 揚 

W 生 '時 

道と 世' 


類 又 天つ  す 二 

に 近道 じ  W 

敉ほ、 篇 

む に 正  い 

道 出:^  し 

體づの  う 


修敎要 錄卷之 一  ニナ、 

故に 機と 曰 ふ。 陰陽 剛柔、 定體 是れに 由り て 立つ、 故に 始と曰 ふ。 判れて 上下 淸^ 

と爲 り、 合して 風雨 霜雪と 爲り、 凝って 人物 山川の 形質と 爲り、 散 じて 柏 爐の 

査： t と爲 る、 消長 萬變、 生々 究 まらず、 皆 近體の 流行な り。 故に 曰 はく、  ：*._敎 にあ 

らず とい ふこと なしと。 游氣 紛擾 は緯 なり、 陰陽 循環 は經 なり。 3、 曰 はく、 陰陽の 

循環 は 磨の 如く、 游氣の 紛擾 は 磨 中より 出づる 者の 如しと。 

k の 物に 體 して 遺さざる、 猶ほ 仁の 事に 體 して 在らず とい ふこと 無き がごと し。 

朱 子 曰 はく、 物に 體 すと は、 物の 體と爲 る を 言 ふなり。 蓋し 物々 には简 の大理 あり。 

事に 體 すと は、 事々 是れ仁 をば 做し 出し 來るを 謂 ふなり。 

(三) I- 

楊子 f 曰 はく、 志學 の士、 身 を 以て 之れ を 體し心 を 以て 之れ を驗 するとき は、 ： 大地の 

心 自ら 目前に 陳. 露し、 古人の 大體已 に 我れ に 在り。 然らずんば 未だ 口耳 の^を 免れず。 

朱 子 曰 はく、 其の 衣冠 を 正しくし、 其の 瞻視を 尊び、 心を潛 めて 以て 居り、 上帝に 對 


(En 書經商 

書 湯 US に T 王 

曰 はく、 云々、 

惟れ 皇 たる 上 

帝、 衷を 下民 

に 降せ り 云 

々」 と あり 

(五) 原典 は 

「義と 仁と 雖 

も」 に 作る 

(六〕 原典、 

遠に 作る 

(七) 朱 子の 

著尊德 性齋銘 

に出づ 

(八) 程 巧 

字 は 允夫、 宋 

の擧 者、 朱 子 

の 妻の 弟に し 

て 門人 

(九) 道- 問 

藥 I も 尊 n 德 

性 I も 共 に 中 

甯 の 語 

(一 c〕 宋の 

閱縣の 人、 字 

は 直 卿。 朱 子 

そ ふ 志 堅き を 

し、 妻す に 

女 も 以て し、 

病 革 まるに 及 

んで 著書 を 接 

け、 吾が 道の 


すと。 又 曰 はく、 惟れ 皇 たる 上帝、 此の 下民 を 降し、 何 を 以て か 之れ に予 へた 

(1A  } 

る。 曰 はく 義と 仁と。 維れ 義と 仁と、 惟れ 帝の 則な り。 斯れ を欽み 斯れを 承む、 猶ほ 

あた  た 

懼る らく は克は ざらん こと を。 孰れ か昏 して 且つ 狂なる。 苟賤 汗卑、 淫 視傾聽 * 其の 

けが  あなど 

四 支を惰 り、 天の 明 を 褻し， 人の 紀を漫 り、 此の 下流 を 甘ん ず。 衆惡 の委" 我れ 其れ 

此に i 金み、 職んで 阪の心 を 栗る。 幽 たる 其の 窒 あり、 赫 として 其の 臨 あり、 玉 を 執り 

盈を 奉ず。 須臾 顚沛も 任 重く 道悠 なり。 其れ 敢へ て 怠る あらん や。 瑟、 の お s;」ls 储 

づく。 予謂 はく、 當に尊 德性を 以て 之れ に 易 ふ 

べしと。 允夫 銘を請 ふ。 因って 爲に 此れ を 作る。 

(5)  ョ) 

黄榦曰 はく、 太 極 ありて 陰陽 分つ。 陰陽 ありて 五行 具 はる。 太 極 二 五 妙 合して 人物 生 ■ 

る。 人に 賦 する 者は秀 にして 靈 なり。 精氣 凝って 形と 爲り、 魂魄 交りて 祌と爲 り、 五 

常 具 はりて 性と 爲り、 物に 感じて 情と 爲り、 諸れ を 用に 措いて 事と 爲 る。. 物の 生ずる 

や、 偏にして 且つ 塞な りと 雖も、 而も 亦 太 極 二 五の 爲す 所に 非ず とい ふこと なし。 此 

れ道 原の 天に 出づ る者然 り。 聖人 は 叉 其の 秀の秀 なる を 得て 最も 靈 なる 者な り。 是に 

于て 天に 繼ぎ極 を 立てて 道 統の傳 を 得。 故に 能く 天地に 參 し" 化育 を贊 けて、 人倫 を 

道 源  二 七 


統べ 理め、 人 をして 各. - 其の 生 を 遂げ、 备- 其の 性 を 全うせし むる 者- 其の 道^ を發 

明して 以て 天下 後世に 示す 所以の 者、 皆考ふ ベ きなり。 

vb: 文莊曰 はく、 道^の 傳、 堯舜 より 起り て 孔子に 備 はる。 孟子 沒十 るに 至りて 屮絕 

する 者 干有餘 年な り。 有 宋の周 子 始めて 復た 其の 端 を 開き、 問して 之れ を 明せ ろ 者 

は 二 程な り、 緒ぎ て 之れ を 成せる 者 は 朱 子な り。 朱門の 高弟 弟子 親り 其の 眞 I？： を 得 

たる 者 は 勉齋の 黄 氏 一 人たり。 其の 朱門に 在る こと 亦猶ほ 孔門の 背 子 あるが ごとし" 

其の 之れ が 口 傳心授 を 得た る こと 最も 親切な りと 爲す。 故に 其の 總べ て g^il 贤 の道統 

傅授 する 所以 を敍 ぶる 者眞 にして 的な り、 詳 にして 明な り。 諸 儒の 及ぶ 所に 非ざる 

者 あり。 

〇 今 案ずる に， 天 能く 覆 ひ 地 能く 載せ， U 月 運り 四時 行 はれ、 雲行き 雨 施して- 品 

物备. '其の 生を遂 ぐる 者ば 陰陽 五行の み。 陰陽 五行、 其の 源 を 推す とき は 則ち 一 理 

のみ。 是れ 夫子の 所謂 「太 極 兩儀を 生ず」 なり。 太 極 は理の 根源に して、 其の 用 は 

陰陽たり。 陰陽 猶ほ理 にして、 之れ を 用 ひて 博く 施す もの は 五行な り。 其の 功 用 を 

見る と. は 天地な り。 陰陽 は 大地の 本、 五行 は 犬 地の 用な り， 而 して 其の 然る 所以 


更に 計 較安排 を 待たざる なり。 夫れ 人 は 二 五の 正 氣を禀 けて 以て 形 を 成す、 理 最も 

it れに賦 す。 性心氣 血を備 へて 道理 情欲 あり。 性 心 は 天に 本づ いて 全く 雜駭 なく、 

氣血は 地に 因って 動静 運用 を爲 し、 道理 情欲 能く 萬 事の 用を爲 す。 故に 人 能く 天命 

の 性に 循 ふとき は 各. '自然の 理 あり、 尤も 以て 天命の 本然 初めより 間隔な きこと を 

no- るべ し。 然れ ども 其の 淸濁 厚薄の 禀_^1 ハ にして、 賢 知者 は 過に 失し、 愚 不肖 者は不 

きざし 

及に 失して、 其の 漸昏 蔽錯雜 して 其の 天命の 性 を 全うする なき 所 ある こと を 免 かれ 

ず。 唯 だ 聖人の み 能く 淸明 純粹 天理 渾 然として 上帝に 配す。 天と 聖人と 亦 道中の 一 

物、 但だ 天と 聖人との み理の 全き を 得て 虧闕 する 所な し。 故に 聖人 能く 天地の 本 原 

に 因り、 其の 道の 在る 所に 法り て、 之れ が 品 節 防 範を爲 して 以て 敎を 天下に 立て、 

嬉順 五常の 德を 論ず。 之れ が 親疎 を辨じ 仁、 之れ が文爲 制度 を爲 し義、 之れ が 開 導 

禁止 を爲 し. -、 差别を 知りて 智、 之れ が實を 建て、 其の 材質の 宜に 因りて 以て 其の 

用 を 致し、 其の 取 用の 節 を 制して 以て 其の 生 を 遂げし め、 而 して 天人 をして 合一な 

らしむ るな り。 成？ j! の 所謂 一 上帝 衷を 降す」、 詩に 曰 はく、 「天 蒸民 を 生ず、 物 あれ 

ば 則 あり」、 叉 曰 はく、 「殷の 未だ 師を喪 はざる とき 克く 上帝に 配す 一、 孔子の 曰 はく" 


(一) ii 

伯 《| 第 十九 章 

に sr つ。 高大 

天に 過ぐ る も 

の なく、 唯 だ 

&.: 人 のみこ 

れに じ 得る 

i な り 

(二)  SS 

Kss 第 十九 おお 

に 「1< 何 を か 

言 はんや、 四 

時 行 はれ 百 物 

生す」 と 出づ 

(三) 中康首 

章 

(は) w 仲舒、 

漢の翠 者、 官 

中大 夫、 後 S 

西 王の 扣 とな 

る 

(五) 頃 » 溪、 


出づ" r 聖は 

天 を 希み、 IK 

は6^で希み、 

士は K を * む。 

云々」 と 

(六) 程 明 道 

(七〕 中庸 首 

章 

(八) 中康章 


一  三 〇 

「唯 だ天大 なりと 爲す、 唯だ堯 之れ に 則る， 一、 叉 曰 はく、 「天 何 を か 言 ふや」、 子 思の 

所謂 「天の 命ずる 之れ 性」、 是れ なり。 漢の董 子が 所謂 「道の 大原は 天に 出 づ」、 (ま) 

のぞ  ニハ) 

子が 所謂 「聖は 天 を 希む」、 明 道の 曰 はく、 「天地 生物の 氣 象を觀 る」， 朱 子の 曰 は 

く、 「上帝に 對す」 とい ふ、 亦 此の 意な り。 舉者 此の 標的 を 以て 熟諫 玩味せば、 W 

ち 始めて 天人 一 原の 妙 を 知らん か。 

(さ 

一一 (ケ ノズル レヲフ ト シク ガマ 一一 レヌフ .i  ム や ヲレヌ 7 ト 

中庸 曰、 天命 之 謂， 性、 率 ， 性 之 謂， 道、 修， 道 之 謂， 敎、 

朱 子 曰 はく、 命 は猶ほ 令の ごとし。 性 は 卽ち理 なり。 天 陰陽 五行 を 以て 物 を 化生 

し、 氣 以て 形 を 成す、 而 して 理 も亦焉 れに賦 十、 猶ほ 命令の ごときな り。 曰疋に 於て 

人物の 生、 各.' 其の 賦 する 所の 理に 因り、 以て 健 順 五常の 德を爲 す、 所謂 性な り。 

率は循 なり。 道 は 猶ほ路 の ごとし。 人物 各  >  其の 性の 自然に 循 ふとき は， 其の RI 川 

事物の 間 各.' 當に行 ふべき の路 あらず とい ふこと なし。 是れ 則ち 所謂 道な り。 修は 

之れ を 品 節するな り。 性 道 は 同じと 雖も、 氣禀は 或は 異なり、 故に 過不及の 差な き 

こと 能 はず。 聖人、 人物の 當に行 ふべき ものに 因りて 之れ を 品 節して、 以て 法 を 犬 


句に 出づ 


(九) 中赛 或 

S3 に出づ 


一 〇〕 ま 子 


六 章、 SI 端の 

說參 照。 五 典 

は 父 は義、 母 

は 慈、 兄 は 友、 

弟 は恭、 子 は 

孝なる こと 


下に 爲る、 則ち 之れ を 敎と謂 ふ。 禮樂刑 政の 若き 是れ なり。 蓋し 人の 人た る 所以、 

よ  だづ 

道の 道た る 所以、 聖人の 敎 たる 所以、 其の 自る所 を 原ぬ るに、 一として 天に 本 づき 

て 我れ に備 はらざる はなし。 學者 之れ を 知る とき は、 其の 擧に 於け る、 力 を 用 ふる 

所 を 知りて 自ら 巳む 能 は ざらん。 叉 曰 はく、 性 は 是れ箇 の渾淪 底の 物。 性の 有る 所 

に循 ひ、 其の 許 多の 分派 條理 は卽ち 道な り。 人の 共に 由る 所 を 以て 言 ふとき は 之れ 

を 道と 謂 ひ、 其の 各.' 條理 ある を 以て 言 ふとき は 之れ を 理と謂 ひ、 其の 目 は 則ち 君 

臣. 父子 • 兄弟 • 夫婦. 朋友の 間に 出で ず、 而 して 其の 實はニ 物な きなり」。 或 ひと 

中庸 首章の 義を問 ふ。 朱 子 曰 はく、 天の 萬 物に 賦予 十る 所以に して 自ら 巳む 能 は ざ 

る もの は、 命な り。 吾が 是の命 を 得て 以て 生じて 全體に 非ざる なきもの は、 性な り „ 

故に 命 を 以て 之れ を 言 ふとき は 元 亨利貞 と 曰 ひ、 而 して 四時 五行 庶類萬 化 是れに 由 

(10- 一 

りて 出で ずと いふ ことなし。 性 を 以て 之れ を 言 ふとき は 仁義 禮智と 曰 ひ、 而 して 四 

端 五 典 萬 物 萬 事の 理 其の 間に 統べず とい ふこと なし。 蓋し 天に 在り 人に 在りて 性 命 

の 分 ありと 雖も、 其の 理は 未だ 嘗て 一 なら ずん ば あらず" 人に 在り 物に 在りて 氣禀 

の異 ありと 雖も、 其の 理は 未だ 嘗て 同じから ずん ば あらず。 又 曰 はく、 天の 命ずる 

道 源  三 一 


三 二 


) 泵典： 


(二)  S 德秀、 

朱の？ S 城の 人、 

字は景 元。 理 


KI 州に 知た hv、 

されて « 林 

®!  士と たり、 

<» 知 政事に 拜 

して 卒す。 文 

忠と UK す。 * 

は 朱 i« を宗と 

す。 車 者 西 山 

先生と 稱す。 

大 衍義， 四 

Is  . 西 山 

文 1^ 等の 著 あ 

り 

(三) 前 出 三 

0 頁 九 行 <» 照 

(e:) 太極圔 

說、 前 出 ニー 

頁參 . 


の 性 は 仁義 禮智 のみ。 其の 仁の 性に 循 ふとき は、 父子の 親より 以て 民 を 仁し 物 を 愛 

する に 至る まで 皆 道な り。 其の 義の 性に 循 ふとき は、 君臣の 分より 以て.： K を 敬し 親 

を 尊ぶ に 至る まで 亦 道な り。 其の 禮の 性に 循 ふとき は、 恭敬^ 遞の節 丈 皆 道な り。 

其の 智の 性に 循 ふとき は、 是非 邪 正の 分^も 亦 道な り。 蓋し 所謂 性 は 一 理の具 はら 

ずと いふ ことなし、 故に 所謂 道 は 外に 求む る こと を 待たず して、 而も 備 はらざる 所 

なし。 所謂 性 は 一物の 得ず とい ふこと なし • 故に 所謂 道 は人爲 を假ら ずして、 而も 

あ まね 

周から ずと いふ 所な し。 

眞西山 曰 はく、 人の 五常 は 天の 五行に 本づ く。 五行 天に 運り て、 人之れを^^て以 

て 性と 爲す。 木 は 仁、 火 は禮、 金 は義、 水 は智、 土 は 信な り、 各  >  本 づく攸 あり。 

(三) 

昔より 性 を 言 ふ 者 五常 を 曰 ふの み。 朱 子 乃ち 之れ に 益す に 健 順 を 以て 十る は何ぞ や- 

蓋し 陽の 性 は 健に して 木火焉 れに屬 す、 人に 在りて は 則ち 仁禮 たり。 陰の 性 は 順に 

して 金水焉 れに屬 す、 人に 在りて は 則ち 義智 たり。 而 して 土 は 則ち 二 氣の冲 和に し 

て、 信 も 亦 健 順 を 兼ぬ。 故に 周 子の 曰 はく、 「五行 は 一 陰陽な り」 と。 陰陽 は 五行の 

外に 在らず、 健 順 も亦豈 五常の 外に 在らん や。 ーュ曰 はく、 子 思、 大 命 之れ 性と 言 ふ 


は、 卽ち？ i の 所謂 「衷を 降す」 なり。 其の 性に 率 ふ 之れ 道、 道を修 むる 之れ 敎と言 

ふ は、 卽ち 湯の 所謂 r 克く 厥の 猷を 綏ぜ しむれば 惟れ 后」 なり。 前 聖後賢 更に 相發 

明して  一 口より 出づ るが 如し。 而 して 朱 子の 性 を 論ずる、 曰 はく 仁義 禮智 と。 其の 

道と 敎とを 論ずる、 亦 必ず 仁義 禮智と 曰 ふ。 其の 佛老の 學が空 寂 を 以て 性と 爲し虛 

無 を 以て 道と 爲し、 管 商が 徒の 刑名 功利 を 以て 敎と爲 す ものに 視 へば、 孰れ か眞， 

孰れ か妄、 孰れ か是 * 孰れ か 非、 辨ぜ ずして 明かなる べし。 叉 曰 はく、 朱 子、 吿子 

が 生 之れ を 性と 謂 ふの 章に 於て、 深く 人と 物との 異なる を 言 ひて、 而も 此の 章に 於 

て は 乃ち 人物 を 兼ねて 言 ふ。 生 之れ を 性と 謂 ふ は氣を 以て 言 ふ ものな り。 天命 之れ 

を 性と 謂 ふ は理を 以て 言 ふ ものな り。 氣を 以て 之れ を 言 ふとき は、 人物 一票く る 所 之 

れ 同じから ざる も、 理を 以て 之れ を 言 ふとき は、 天の 命ずる 所 は 一 のみ。 然 らば 則 

ち 虎狼の 搏 lg、 馬 牛の 觸は 道に 非ざる や。 曰 はく、 子 思の 所謂 性に 率 ふと 云 ふ も 

の は 其の 天命の 性に 循 ふなり。 搏 噬提觸 あるが 若き は、 則ち 氣稟 の爲す 所に して、 

天命の 本然に 非ず。 豈獨り 物の み然 するな らん や。 凡そ 人の 善 を 爲すは 皆 天命の 性 

に循 ふなり。 其の 不善 を 爲すは 則ち 氣禀の 性に 發す。 是れを 以て 觀れぱ 則ち 此の 章 
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人物 を 兼ねて 言 ふ も、 尙ほ 何ぞ疑 はんや。  . 

陳北溪 曰 はく， 性 命 は 只 だ是れ 一箇の 道理、 分ち て 看ざる とき は 則ち 分曉 せず。 

只管 分ち て 看て、 合せて 看 ざれば 叉 離れ 了り、 相干涉 せず。 須 らく 是 れ揮然 一 理の 

中に 就きて、 看 得界分 ありて 相亂れ ざるべし。 ^以 之れ を 命と 謂 ひ 之れ を 性と 謂 ふ 

は 何の 故ぞ。 大抵 性 は 只だ是 れ理、 然れ ども 人の 生成ら ざれば 只 だ { 仝 なり。 蔺の理 

を 得る は、 須 らく 箇の 形骸 ありて 方に 載め て 此の 理を 得べ し。 其の 實、 理は氣 に 外 

ならず。 天地の 氣を 得て 這の 形 を 成し， 天地の 理を 得て 這の 性 を 成す。 所以に 橫渠 

の 張子 曰 はく、 「天地の 塞、 吾が 其の 體。 天地の 帥、 吾が 其の 性」 と。 塞の 字 只だ是 

れ 孟子の 「浩然の 氣 天地に 塞がる」 の 句に 就きて、 一字 を 掇り來 りて 氣を說 く。 帥 

の 字 只 だ是れ 孟子の 「志 は氣の 帥な り」 の 句に 就きて、 一字 を 扱り 來 りて 理を說 く。 

人と 物と 同じく 天地の 氣を 得て 以て 生ず。 天地の 氣は只 だ 一般な り。 人物の 受け 去 

る こと 各.' 同じから ざるに 因りて、 人 は 五行の 秀を 得て 正にして 通ず。 所以に 仁義 

禮智粹 然として 獨り 物と 異なり。 

知 新日錄 に..^ 曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「天 陰陽 五 (行) を 以て 云 * 命令の ごときな り」 と。 


(七) 詩輕周 

頌、 維 天 之 命 

の篇 


(八) 孔子 間 

居篇 

f 九) 萬 童 上 

篇 第五 章 T 舜 

の 天下 を 有つ 

や， 敦か 之れ 

も ®、 へしと。 

白 はく、 天 之 


出づ 

(一 〇) SES 

卞傳 - 


必ず 天人 交接の 際 方に 命と 言ぶべし。 未だ 付かざる の 先 も、 旣 に付きた るの 後 も 命 

と 言 ふこと を 得ず。 吾が 說の 若き は、 未だ 付かざる と已 に付きた ると を 論ぜず、 皆 

命と 言ぶべし。 或 ひと 問 ふ、 何 を 以て 天命と 爲す やと。 曰 はく、 詩に 云 ふ、 「維れ 天 

の 命、 於穆 として 巳まず」 と。 潢渠 先生の 「天 自ら 巳む 能 はざる 所の 者 を 命と 謂 ふ」 

と 曰 ふ、 此れ 義疏 なり。 曰 はく、 何 をか已 まずと 謂 ふ。 曰 はく、 朱 子の 「天 陰陽 五行 

ゅづ 

を 以て 萬 物 を 化生す」 と 曰 ふ、 是れ なり。 二 五 相 禪り順 環して 端な く 首尾 を an- ざる、 

是れ已 まざるな り。 絪？ I して 巳まず、 人物 ここに 生ず。 人物 旣に 生じて 復た 自ら 已 

まず。 已 まざる を 命と 爲し、 物に 在りて 性と 曰 ふ。 蓋し 卽ち 命に して 之れ を 性と 謂 

ふ。 旣に 命に して 而る 後に 性 あるに 非ざる なり。 曰 はく、 已 まざる を 何 を 以て か 之 

れを 命と 謂 ふ。 曰 はく、 禮 記に 曰 はく T 天、 四時 あり、 春夏秋冬、 敎に 非ず とい ふ 

ことたし。 地、 祌氣を 載せ、 風-筵 流行し 庶物露 生す、 敎に 非ず とい ふこと なし」 と ( 

春夏秋冬、 風 纏 流行 は 卽ちニ 五の 已 まざる 者な り。 以て 敎と謂 ふべ くんば、 則ち 亦 

5  (一  cn 

以て 命と 謂 ふべ し。 孟子の 曰 はく、 「天 之れ に與 ふ，」 と は 之れ を 示す のみ。 易に 

曰 はく、 「夫れ 乾 確然と して 人に 易 を 示し、 夫れ 坤憒 然として 人に 簡を 示す」 と。 示 

道 源  三 五 
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十 は卽ち 命な り。 曰 はく、 其の 之れ を 性と 謂 ふ 所以 は何ぞ や。 曰 はく、 人の 旣に生 

ずる、 方寸に して 生々 し 亦 復た已 まず。 是れ卽 ち 命な り。 而 して 仁義^ 智焉に 具 は 

る。 夫れ 人の 身に 有て る もの、 內 にして 一 心、 外にして 四^ 百骸 より 以て 械々 も髮 

に 至る、 少 より 老に 至る まで、 生 機 未だ 嘗て 停歇 せず、 命に 非ず とい ふこと なし。 

其の 雜 ならざる 者 を 指して 義理の 性と 謂 ひ、 其の 離れざる 者 を 指して 嗜欲氣 質の 性 

むさ 

と 謂 ふ。 人の 生る る や、 目已 むこと 能 はずして 視， 耳已 むこと 能 はずして 聽き 寒 

已 むこと 能 はずして 衣、 飢 ゑて 匕む こと 能 はずして 食 ふ、 命に 非ず とい ふこと なし- 

愛すべきに 遇 ひて は、 已む能 はずして 愛し、 惡 むべき に 遇 ひて は、 - しむ 能 はずして 

悪み、 敬すべき に 遇 ひて は、 已む能 はずして 敬し、 是非に 遇 ひて は， 匕 む 能 はずし 

て 是非す、 命に 非ず とい ふこと なし。 然して 孟氏 並に 之れ を 性と 謂 ふ。 夫れ 人 幼に 

して 之れ に 名 づけ、 長 じて 之れ に 字つ くる も、 其れ 宽に 一 人の み。 性 は 命の 刖 字な 

り。 然 らば 則ち 性 固に 是の 若く 雜 なり や。 曰 はく、 義理の 性 固に 嗜 欲に 由り て 以て 

ちら. U  /  S 

兄る。 目の色に 於け る、 耳の 聲に 於け る • 其の 未だ 不善 あらず。 色 過ぎて 目 を 眩 

かしめ、 聲 過ぎて 耳 をして 雍- がしむ る は、 之れ を樂 しむに 非ず、 以て 已む べし。 ：：^,! 


て已 むべ くして 已 まざる は、 是れ 其の 性に 率 ふこと 能 はざる なり。 親の 孝に 已 むこ 

と 能 はず、 長の 悌に已 むこと 能 はず、 愛すべき *惡 むべき • 敬 すべ き . 是非に 遇 ふの 

敬愛 羞惡 是非に 已 むこと 能 はざる、 以て 巳むべからざる なり。 以て 已む ベから ずし 

て已 むは、 是れ亦 其の 性に 率 ふこと 能 はざる なり。 故に 性に 率 ふ、 之れ を 道と 謂 ふな 

り。 性 を 謂 ひて 不善な りと 爲 して 可な らん や。 義理 氣質嗜 欲に 二 性 ありと 謂 ひて 可 

ならん や。 性 を 命に 非ず と 謂 ひて 可な らん や。 嗟々、 夫れ 人 謂へ らく、 性と 天道と、 

聖人 も 言 ひ 難き の 謂な りと。 言 ひ 難き とい ふ は 非な り。 四時 行 はれ、 百 物 生る。 聖人 

(三)  とも 

蓋し 之れ を 言 ふ。 行 ふとして 與 にせず とい ふこと なし。 聖人 叉 身 を 以て 之れ を 言 ふ 

學 びて 微し 悟る とき は、 卽ち 之れ を 引きて 天を觀 て、 聖人に 於て は猶ほ 親る ことな 

ん 

きが ごとし。 學 びて 悟る や、 身に 卽 して 性 道 在り、 又奚ぞ 聖人 を觀る こと を 待たん 

鳴 呼、 微な るかな。 王 陽 ゆ 山陰 學 記に 曰 はく、 夫れ 聖人の 學 は心學 なり。 學 以て 其の 

心を盡 さん こと を 求む るの み。 堯. 舜 .li^ の 相 授受す る、 曰 はく 「人心 惟れ 危く 道 

心 唯 だ徵、 惟れ 精 惟れ 一 、允に 厥の 中 を 執れ 一 と。 道心 は 性に 率 ふの 謂に して、 未だ 

人に 雜ら ず、 聲 なく 臭な く、 至微 にして 顯 はる、 誠の 源な り。 人心 は 則ち 人に 雜 はり. 
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て危 し、 偽の 端な り。 孺 子の 井に 入る を： nj? て惻隱 する は 性に 率 ふの 道な り。 從 つて 

交 を 其の 父母に 內れ、 譽を 鄕黨に 要む る は 則ち 人心な り e 飢 ゑて 食し、 おして 飮む 

は 性に 率 ふの 道な り。 從 つて 滋味の 美 を 極め， 口腹の 黎を恣 に 十る は 則ち 人心な り 

もつ >H ら 

惟れ 1 は、 道心に 一 なるな り。 惟れ 精 は、 道心の 一 ならざる こと を 慮るな り。 叫して 

之れ を 二に する こと ある は 人心 を 以てな り。 道、 中なら ざるな く * 逍 心に 一 にして 

息まず、 是れを 允に 厥の 中 を 執る と 謂 ふ。 然して 道心に 一 なるとき は、 ：：^ して 屮ら 

ずと いふ ことなく、 發 して 和なら ずと いふ ことなし。 是の 故に、 是の 道心に 率 ひて 

之れ を 父子に 發 して は 親なら ずと いふ ことなく、 之れ を 君臣に 發 して は 義 あらざる 

たく， 之れ を 夫 1^  • 長 幼. 朋友に 發 して は、 ^あらず とい ふこと なく、 序 あらざる 

なく、 信 あらざる なし。 是れを 節に 中る の 和と 謂 ふ、 天下の 達 道な り。 陽 ゆ チ曰は 

ばし しん  ニー 一) 

く、 馬子 莘、 道を修 むる 之れ を敎 とい ふ を 問 ふ。 舊說に 謂 はく、 聖人 吾が 性の^ 有 を 

品 節して 以て 法 を 犬 下に 爲す、 禮樂刑 政の 屬の 若しと。 此の 意 何 如。 陽 明 子の 曰 は 

く、 道 は卽ち 性卽ち 命， 本然 完々 全々 として 增減 する こと を 得ず、 修飾 を假ら ざる 

的な り、 何ぞ 聖人の 品 節 を 要する を須 たん。 却って 是れ 完全なら ざるの 物件な り。 


禮樂刑 政 は是れ 天下 を 治む るの 法、 固に 亦 之れ を敎と 謂ぶべし。 但だ 是れ子 思の ォ- 

ところ  / 

旨に あらず。 若し 先 儒の 說の 如くん ば、 下 面の 敎に 由り て 道に 入る 的 は、 何に 緣り 

て か 聖人の 禮樂刑 政の 敎を舍 て 了り て 別に 一 段の 戒愼 恐懼の 工夫 を說き 出さん。 却 

つて 是れ 聖人の 敎は 虚しく 設けたり と爲 すと。 子 莘請ひ 問 ふ。 先生 曰 はく、 子 思の 

ひと  ナな. H 

性 道 敎は皆 本 原の 上より 說く。 天命の人に於けるょりすれば：命は便：^っ之れを性と 

謂 ひ， 性に 率 ひて 行 ふより すれば、 性 は 便ち 之れ を 道と 謂 ひ、 道に 循 ひて 修 むる よ 

りすれば、 道 は 便ち 之れ を 敎と謂 ふ。 性に 率 ふと は 是れ誠 ある 者の 事に して、 所謂 

S) 

「誠より して 明なる 之れ を 性と 謂 ふ」 ものな り。 道を修 むと は是れ 之れ を 誠にす る 

者の 事に して、 所謂 「明より して 誠 ある 之れ を 敎と謂 ふ」 ものな り。 聖人 は 性に 率 

ひて 行 ふ、 卽 ち是れ 道。 聖人 以下 は 未だ 性に 率 ふこと 能 はず、 道に 於て 未だ 過不及 

ある こと を 免れず。 故に 須 らく 道 を修 むべ し。 道を修 むる とき は、 賢 智者 も 得て 過 

ぎず、 愚 不背者 も 得て 及ば ずん ば あらず。 都て 這 筒の 道に 循著 せんこと を 要す * 便 

ち 是れ箇 の敎の 字な り。 天道の 至敎、 風雨 霜 露 も敎に 非ず とい ふこと なしの 敎と同 

じ。 修レ 道の 字， 「道 を修 むる に 仁 を 以てす」 とい ふと 同じ。 人 能く 道 を 修めて 然し-. 


て 後に 能く 道に 違 はずして * 以て 其の 性の 本 體に復 するとき は、 是れ 亦^ 人性に 率 

ふの 道な り。 下 節の 戒愼 恐懼 は 便ち 是れ 道を修 むる の 工夫、 中和 は 便ち 是れ 其の 性 

の 本 體に復 するな り。 易に 所謂 「理を 窮め 性を盡 して 以て 命に 至る」 とい ふが 如し。 

(五)  ， 、 

中和 位 育 は 便ち 是れ 性を盡 して 命に 至るな り。 二"^ 4 玄問辨 錄に曰 はく、 問 ふ、 大陰 

陽 五行 を 以て 萬 物 を 化生し， 氣 以て 形 を 成す、 而 して 理 も亦焉 れに賦 す。 是に 於て 

人物の 生 各. '賦 する 所の 理を 得、 以て 健 順 五常の 德を爲 す、 所謂 性な り。 人物 各 ~ 

あ ひだ 

其の 性の 自然に 循 ふとき は、 其の 日用 事物の 間 各- 當に行 ふべ きの 路 あらず とい ふ 

ことなし。 所謂 道な りと。 然り や。 曰 はく、 中 5i は學 者の 爲 にして 作る、 皆 人理な 

り。 而 して 伊川. 考亭 動もすれば 人物 を 兼ねて 之れ を 言 ふ。 夫れ 人 は 人の 性 あり、 

物 は 物の 性 あり、 豈 以て 人の 性猶ほ 牛の 性の ごとく、 牛の 性祸ほ 犬の 性の ごとくな 

らん や。 且つ 犬 地の 間に 盈 つる 者、 唯 だ 萬 物 凡べ て 草木 土石 皆 物な り。 若し 人物の 

生 各- 賦 する 所の 理を 得、 以て 健 順 五常の 德と爲 すと 謂 はば、 則ち 知らず 草木 土石 

其の 健 順 五常の 德若 何ん。 若し 人物 各-其の 性の 自然に 循ひ、 日用 事物の 間 各-行 

ふべ きの 路 あらず とい ふこと なしと 謂 はば、 知らず 草木 土石 其の 當に行 ふべ きの 路 


若 何ん。 理 通じ 難し。 ズ曰 はく、 問 ふ 性 は 卽ち理 なりと、 然り や。 臼 はく、 理は 脈. 

絡 徵密條 派 分明な り。 天下の 理皆然 り。 而 して 性の 字 は 生に 從ひ 心に 從 ふとき は、 ： 

人心 具す る 所の 生理な り。 性 は 乃ち 定名 にして、 理は 虚位たり。 性 は靈を 含みて 能 

く應 じ、 理は體 を 具して 爲す ことなし。 性は郛 廓の 中に 存し. 厥れ 惟 だ に秉 る。 

理は 事物に 隨 ひて 各. - 不同 あるに 在り。 性 卽ち理 なりと 謂 ふ は、 未だ 敢 へて 然らず 1 

且つ 性卽ち 是れ理 ならば、 理卽 ち是れ 性な り。 而 して 世の 倫理と 稱 する こと ある 者、； 

亦 之れ を 倫 性と 謂 ひて 可な らん や。 文理と 稱 する こと ある 者、 亦 之れ を 文 と 謂 ひ ： 

{ー0) 

て 可な らん や。 固に 識 りぬべき のみ。 王 龍、，^ 曰 はく、 春秋の 世- 佛氏 寂滅 を 以て 性： 

と爲 す。 子 田 わ， 性 を 言 ひて、 乃ち 天の 命な りと。 吾が 性 は 則ち 天の 性な り。 人 天地 

ちゅう  そい ，， 、  一 

の 中 を 得て 以て 生ず。 本と 吾が 心 生々 して 息まざる の理， 此れ 之れ を 性と 謂 ふ。 豈， 

寂滅の 謂な らん や。 老氏、 虚無 を 以て 道と 爲す。 子 田 r 道 は 諸れ を 性に 率 ふと 謂 ふ。 • 

吾が 道 は 則ち 天の 道な り。 仁の 性に 率 ひて 父子の 道 出で、 義の 性に 率 ひて 君臣の 道 

•  出で、 禮の 性に 率 ひて 賓 主の 道 出で， 智の 性に 率 ひて 是非 賢 否の 道 出づ。 此れ 之れ . 

を 道と 謂 ふ。 豈 虚無の 謂な らん や。 後世 術數を 以て 敎と爲 す もの あり。 子 思 は 道 を- ： 
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修 むる を 以て 敎と爲 す。 吾が 敎は 乃ち 天の 敎 なり。 後 章の 「誠より して 明かなる 之 

つ) 生れな -れ を 性と 謂 ふ」 は、 卽ち 「性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」 を 解す。 乃ち 聖人 は 生 知 安；：；：， 

一^ ふ？；" 從容 として 道に 中る。 所謂 誠 は 天の 道な り、 名 づく容 からず。 中^ 一部の 書 専ら. N 

=+|  れを 誠にす る 者の 爲に發 明す。 後に 「明より して 誠なる 者 は 之れ を 敎と謂 ふ」 と 言 

ふ は、 卽ち 「道 を修 むる 之れ を 敎と謂 ふ」 を 解す。 言 ふこ ころ は、 之れ を 誠にす る 

者 性に 率 ふ 能 はずん ば、 或は 過ぎ 或は 及ばず、 能く 其の 本心の 明なる 處 よりして 之 

お S 《簡ぉ {1、 れを 修め 以て 中に 歸 する、 亦 道と 爲す 所以な り。 惻隱 の處の 如き は 乃ち 本心 吾が 仁 

あす。 i を敎 へ、 羞. 惡の處 は 乃ち 本心 吾が 義を敎 へ、 恭敬 辭！^ は 乃ち 本心 吾が 禮を敎 へ、 是 

の處は 乃ち 本心 吾が 智を敎 ふ。 此を 以て 謂 ふとき は、 敎は乂 Z 一 術數の 謂な らん や y 

す。 n ら 满 1- 水 曰 はく、 命 は 命脈の 命の 如し、 乃ち 其の 中正の 處 なり。 或 ひと 難 じて： n はく、 

1 ； g を爲 す、 

^w^., 子が 大命 を 言 ふや、 命脈の 類 を 以てす。 命令の 命に 異なる は何ぞ やと。 否みて：！ I は 

Si?i す 乙 こ 在  いひ  いひ 

り  く、 其の 命脈の 云 や、 命 門の 云な り、 命根の 云な り。 皆 以て 其の 要 を 言へ る ものな 

新 り。 劉 子の 所謂 天地の 中是れ なり。 

(S) 素行の  (き  う 

S3  〇 今 案ずる に、 人の 生 皆 一大に 本づ く。 其の 胎を禀 くる や、 父母の 架に 因る が 如しと 


雖も、 是れ 天地の 感ずる 所に して、 ニ氣 五行の 精相聚 りて 成るな り。 其の 毛髮 筋骨 

皮肉 臟腑氣 血の 運行 脈絡の 相 通ず る、 一指の 大小、 一毛の 有無、 盡く 天地の 造化に 

して 更に 作爲 する 所な し、 能く 全く 能く 純な り。 其の 旣に 生ずる に 及んで や >  ：3 の 

聲 ある、 目の 視る ある、 耳の 聽 くこと ある、 四 支の 運動す る、 是れ 何物 か 能くす る 

や。 是れ 天の 命ずる 性に して、 人の 爲す 所に 非ず。 我が 性の 本源 は 則ち 天の 命な り、 

(五) 

更に 差別す る 所な し。 此の 性 本と 純朴に して 生 知の み。 其の 生 知 唯 だ感應 して 影響 

の 如く 泥 著な し、 其の 發見 する 所 則ち 仁義 禮智の 誠な り。 人 已に長 じて 接する 所に 

因って、 知と 物と 習 ふ、 其の 交接す る 所 は 則ち 父子な り、 兄弟な り、 夫婦な り、 朋 

友な り、 君臣な り。 人の 始終 相 接する 所、 此の間の み。 此の間に 在りて 其の 生 知の 

性に 率 ふとき は、 理と 物と 推移して 違 はず。 故に 曰 はく、 「性に 率 ふ 之れ を 道と 謂 ふ」。 

道 は 五倫の 際、 由る 所の 大路な り。 入、 日に 月に 外 誘の 爲に奪 はれ、 人欲の 爲に蔽 

はれ、 姦 侯の 爲に習 はれて、 知の 狎 るる 所 皆 邪 路に陷 り、 巧言令色の 間に 涵養して、 

生 誠の 性 昏蔽失 塞して、 致す 所、 爲す所 皆 雜駭邪 侯な り。 故に 其の 敎を 立て、 其の 

是非 を 正し、 其の 邪 正を辨 じて、 道に 至らし む。 所謂 敎は昏 蔽失塞 を 待ちて 而 して 
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後 焉れを 用 ふるに あらず、 胎敎 あり、 小^ あり， 大^ あり、 是れ皆 大命の 性に 率 ひ- 

て 其の 道を盡 さんと 欲する の 用に して、  ^に 此の 道 あり 此の 敎ぁ るに^ず。 敎は道 

を 修め、 道 は 性に 率 ふの み。 故に 曰 はく、 「道 を修 むる 之れ を 敎と謂 ふ。 屮： W の 一書 

は 聖人の 道 源 を •  論じて， 首章に 大人 Ml の 理を謂 ふ、 至れり 盡 せり。 凡そ 性 は 人生 

の 道 源に して、 受けて 之れ を 行 ふ は 道な り。 道， 敎を 以てせ ざれば 周から ず、 其の 

體用 甚だ 明かな り。 

に AJ^I?  又 曰 はく、 明 儒 は 天命 を 以て 性と 爲す。 所謂 犬 命 は 「大 の 命於稷 として. J まず」 

is- 維人 之 人 叩 

^^^,^0  と， 是れ なり。 大地の 氣、 生々 して 已 まざる と， 人身の 生々 して 已ま ざると * 是れ 

性な り-ぶ.，。 此の 說 甚だ 妙なる に似て 實は聖 舉の本 志に あらず。 於穆 として： J まず 

を 以て 天命と 爲す は、 其の 說非 なり。 已 まざる 所以の 者 は 犬の 命な り。 於梭 として 

巳まざる 者 は 天の 道な り。 於穆は 幽深玄 遠の 意、 是れ 犬の 命の 聲 なく，：^ なきな り。 

人の 道 あろ 所以の 者 は 性に して、 之れ に 率 ふ は 道な り。 生々 已 まざる を 以て 性と 爲 

る は 非な り。 已 まざる 所以 は是れ 性な り。 已 まざる 者 は 道な り。 已 まざる 所以の 者 

は 指して 視 すべから ず。 已 まざる 者は卽 今日 用 由って 行 ふ 所な り。 且つ 大命 は 生 性 


の 由って 出づる 所に して， 直に 天命 を 以て 性と 爲すは 異端の 說 なり。 學 者熟讀 玩味 

せ ざ る と き は 意味 の 深長 を識ら ざらん。 

(二) 

道 也 者不， 可，， 須臾 離， 也、 可， 離 非， 道 也、 是故 君子 愼乎ぁ 所，， 不 ノ睹、 恐 k 乎 あ所ノ 

ル 力 

レ fv レ& 

朱 子 曰 はく、 道 は 日用 事物 當に行 ふべき の 理>  皆 性の 德 にして 心に 具し- 物と して 

有らず とい ふこと なく、 時として 然ら ずと いふ ことなし。 所以に 須臾 も 離る ベから 

ざるな り。 若し 其れ 離るべき とき は、 豈 性に 率 ふの 謂な らん や。 《1 疋を 以て 君子の 心 

常に 敬 長を存 して、 mf^, 聞せ ずと 雖も 亦敢 へて 忽せ にせず。 天理の 本然 を存 して 須臾 

あ ひだ  4v<f^ 

の 頃 も 離れし めざる 所以な り。 に 曰 はく、 道 は 性に 率 ふの み。 性 は 有らず とい 

ふこと なし、 故に 道 は 在らず とい ふこと なし。 大 にして 父子 君臣、 小に して 動靜食 

息、 人力の 爲 を假ら ずして 各. -當然 不易の 理 あらず とい ふこと なき、 所謂 道な り。 

是れ 乃ち 天下 人物の 共に 由る 所、 天地に 充塞し 古今に 貫徹して 諸れ を 至近に 取る と 

き は、 常に 吾が 一 心に 外なら ず。 之れ に循 ふとき は 治まり、 之れ を 失 ふとき は亂 る。 
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蓋し 須臾の 頃 も 得て^ くも 離る ベ きな し。 若し 其れ 以て 暫く 合 ひ く 離る ベ くして、 

事に 於て 損益す る 所な くんば、 則ち 是れ 人力 私 智の爲 す 所の 者に して、 性に 率 ふの 

謂に 非ず。 聖人の 修 して 以て 敎と爲 す 所の 者 は、 其の 離るべからざる 者に w りて 之 

れを品 節す。 君子. の 由って 以て 舉を爲 す 所の 者 は、 其の 離るべからざる 者に W りて 

之れ を 持 守す。 是を 以て 日用の 間 須臾の 頃、 持 守 工夫 一 も 至らざる あるとき は、 所 

謂 離る ベ からざる 者 未だ 嘗て 我れ に 在ら ずん ば あらず と雖 も、 人欲 之れ を 問つ ると 

き は、 亦 判然として 二 物にして 相 管らず。 是れ 則ち 人の 形 ありと 曰 ふと 雖も， 其の 

禽獸を 違る こと 何ぞ遠 からん や。 是を 以て 君子 は 其の 目の 3- るに 及ばざる 所 を戒愼 

し、 其の 耳の 聞かざる 所 を 恐懼して、 瞭然と して 心 目の 間 常に 其の 離るべからざる 

者 を 見る が 若く して、 敢 へて 須臾の 間 も 以て 人欲の 私に 流れて 禽獸の 域に 陷る こと 

二)  ss あらず。 書の 怨を 防ぐ を 言 ひて rsa- ずして 是に圖 る」 gg? 欧 と 曰 ひ、 禮の 親に 事 ふ 

^^Ho^  る を 言 ひて 「無 聲に聽 き、 無形に 視る」 と 曰 ふが 若し。 蓋し 其の 「色に 徴し 聲に發 

る 前 もい ふ  して、 然して 後に 以て 其の 力 を 用 ふる あり」 に を 待たざる なり。 夫れ 旣に 已 に此 

の 如きと き は、 叉 以て 謂へ らく、 道 同に 所と して 在らず とい ふこと なくして、 幽隱 


の 間 は 乃ち 他人の 見ざる 所に して 己れ 獨り 見る 所、 道 固に 時として 然ら ずと いふ こ 

. となく して、 細微の 事 は 乃ち 他人の 聞かざる 所に して 己れ 獨り 聞く 所、 是れ皆 常 

の 情の 忽 せに する 所、 以に 以て 天 を 欺き 人 を 罔すべし と爲 す。 而 して 必ずしも 謹ま 

ざる 者 は、 吾が 心の 靈皎 なること 日月の 如くに して、 旣に 己れ 之れ を 知る とき は毫 

髮の間 も潛遁 する 所な く、 又 他人の 知る より 甚 しき ある を 知らず。 又 況ゃ旣 に是の 

あら.  一 i 

心 ある、 藏 伏の 久しき とき は 其の 聲音 容貌の 間に 見れ 行事 施爲の 實に發 し、 必ず 暴 

著して 擒ふ ベから ざる もの あり、 又 念 慮の 差の みに 止まらざる なり。 是を 以て 君子 

旣に 耳目の 及ばざる 所に 戒愼 するとき は、 此の 心 常に 明かに して 物の 爲に蔽 はれず 

して、 此に 於て 尤も 敢 へて 其の 謹 を 致さ ずん ば あらず。 必ず 其の 幾 微の際 をして 一 

毫も 人欲の 萌 なくして 義理の 發に 純なら しむる とき は、 下學の 功、 善 を 盡し美 を 全 

へだて  あ ひま  み  とど 

くして 須臾の 間な し。 二つの 者相須 つて、 皆躬に 反し 己れ が爲 にし、 人欲 を 遏め天 

へ ニノ  4n.w'.K 

藥 ^ 第 MK}、 理を存 する の實 事な り。 蓋し 道を體 する の 功、 此れより 先なる 者 あるな し。 故に 子 

!■ 有レ 所- iSe 僚 1  ユ、 t ゥ  しめ  QT^ 

レ，？  思 此の 首に 於て、 以て 言を爲 して 以て 君子の 學は 必ず 此れより 入る こと を 見す。 p 

^0^^  ふ大擧 は先づ 恐懼 ある を 要せざる に、 中庸 却って 恐懼 を 要する は何ぞ や。 眞西 U 曰 

道 源  四 七 
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はく、 大學の 恐懼 は 中庸の 恐懼と 同じから ず。 中庸 は 其の- B ざる 所 を 戒愼し * 化の 

聞かざる 所 を 恐懼す、 只 だ 是れ搴 物 未だ 形れ ざるの 時、 常々 に 敬 を 持し、 人 をして 

昏昧 たら ざら しむる のみ。 大學の 恐懼 は 只 だ是れ 俗語に 所謂 怖 長の 意- 门ら屮：^と 

異なる こと あり。. 

二)  I 

ョ. 中審 莫 k 一一 乎隱； 莫レ顯 二 乎微； 故 君子 愼ニ其 獨 一也、 

前文の つ  (二) 

f 一 中 雄 章 朱 子 曰 はく、 隱 は喑處 なり、 微は 細事な り。 獨は 人の 知らざる 所に して 「しれ 獨り知 

句 首章 

る 所の 地な り。 言 ふこ ころ は、 幽暗の 中 細微の 事、 跡 未だ 形れ ずと 雖も幾 は 則ち： J 

に 動く、 人知らず と雖 も、 而も 己れ 獨り 之れ を 知る とき は、 是れ大 下の 桌^ 明顯 

で- -) 朱 子 語  にして 此れより 過ぐ る 者 ある ことなし。 是を 以て 君子 は旣に 常に 戒懼 して な此に 

中康 一 に 出  き. 

i 違 ほ" 多少 於て 尤も 謹 を 加 ふ。 |£=ト。節 人欲を將に萌さんとするに^31め、 其の 隱微の 中に！^ 滋暗 

曰、 十  長して 以て 道 を 離る るの 遠き に 至らし めざる 所以な り。 ^ふ獨 を^む は、 只だ是 に 

H 所レ 十手  (M2  , 

十目の 見る 所 十手の 指す 所の 處と那 の喑窒 欺かざる 時と 一 般 なること なきや 否や。 

第 十一 卷 二-一  fe^qj 

<isi  "^う 曰 はく、 這の 獨は只 だ是れ 獨自の 時の みならず- 衆人と 對 坐して 心中より 發す 


卞 とと へ 仕 子 字" * さ 

鐘の 稱 、しの はの 5 
集 問す, 驚て 門 器 永 
あ 答 。室 徒 下 之嘉陳 
b 錄弟 先に 、 、の埴 
に 子 生 敎致朱 人 ' 


る 念の 或は 正 或は 不正なる 如き も， 此れ 亦是の 獨の處 なり。 一片の 止水 中間に 一 點 

の 動く 處の あるが 如き、 此れ 最も 緊要 工夫 を 著く るの 處 なり。 問 ふ 涵養 は 工夫 實 

に 初 終 を 貫く、 而 して 未 發の前 は 只だ須 らく 涵養すべし。 纖に發 する の處 便ち 須ら 

く 省察 の 工夫 を 用ぶべし。 涵養 愈 . ^熟する に 至 つ て は 則ち 省察 愈 . '精し からん か。 

曰 はく 是 なり。 又 問 ふ、 戒懼は 喜 怒 哀樂未 發び前 を 涵養す る 所以な り。 此の 時に 當 

り て 寂然 不動 只 だ 涵養の 工夫 を 下し 得よ。 獨を 謹む は 喜 怒哀樂 已に發 する の 時 を 省 

察する 所以な り。 此の 時に 當 りて 一 毫も 放 過 すれば 則ち 欲に 流れん。 義利を 判別す 

る は 全く 此の 時に 在りと。 知らず 是れ 此の 如き や 否や。 曰 はく、 此の 說 甚だ 善し。 

陳潜室 曰 はく、 戒慎 恐懼と 獨を 謹む と、 是れ兩 項の 地頭な り。 戒愼 恐懼 は是れ 自家 

睹 ざる 聞かざる の 時、 謹獨 は是れ 衆人の 睹 ざる 聞かざる の 際な り。 或 問に 曰 はく、 

諸家の 說皆 階ざる を 戒慎し 聞かざる を 恐懼す る を 以て 卽ち 謹獨の 意と 爲す。 子 は 乃 

ち 之れ を 分ち て 以て 兩 事と 爲す。 無 乃 破碎支 離の 甚 しきもの か。 曰 はく、 旣に道 は 

離るべからず と 言 ふとき は、 是れ 適く として 在らず とい ふこと なし、 而 して 又隱ょ 

あら は  あら は 

り るる はなく、 微 より 顯 るる はなしと 言 ふとき は、 是れ要 切の 處 尤も 隱微に 在る 

道 源  四 九 


(一) 中瘛末 

s に 「詩に 云 

ふ、 濟 みて 伏 

ると 雖も、 ^ 

孔ゲ 之れ 昭な 

h -。 故に 君子 

は 内に 省みて 

疾 しからす、 

志に はづる こ 

となく 云 .-Tc 

詩に 云 ふ、 B5 

の 室に 在る を 

み 

相る に、 ^ほ 

r^i^ に愧ぢ す、 

故に 君子 は 動 

かすして 敬し、 

首 はすして 

信」 と出づ 。 

と は 室の 

西北 隅に して 

Si 暗の 處 をい 

(二) 程 子の 

言 の 原文 は 


00, 是持養 

氣象」 なり 

(三) 二 程 語 

卷 二に 出づ， 

又 中瘛集 に 

.% 出づ 
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なり。 旣に附 ざる を戒 謹し 聞かざる を 恐懼す と 言 ふとき は、 是れ處 として 謹なら ず 

とい ふこと なく、 又獨を 謹む と 言 ふとき は、 是れ 其の 謹む 所の 者 尤も 獨に 在るな り。 

是れ 固に 異なら ずん ば あるべ からず。 若し 夫れ 同じく 一  事たら ば、 ^ち 其の 言 を爲 

す こと 又何ぞ 必ず 是の 若く の 重複 あらん や。 且つ 此の 書の 卒の章 「潜みて 伏る と雖 

も」 と 「， 屋？ I に愧ぢ ず」 と亦兩 たび 之れ を 言 ひ、 正に _此 と 相 首尾す。 但だ 諸家 皆 之 

れを 察せず して、 獨り程 子 嘗て r 屋 漏に 愧ぢ ざると 獨を 謹む と、 是れ持 養の 氣象」 

(二 ) 

とい ふの 言 あり。 其の 二者の 間に 特に 與の字 を 加 ふ、 是れ 固に 已に 分ち て兩 事と 爲 

す。 而 して 當時聽 く 者 未だ 察せざる こと あるの み。 gl^ssss 德 is3、"is:?i§ な；： igS 

る もの あるべし、 言 形狀を ほし 難し。 之れ を 養 ふとき は須 らく 直た ョ. H く、  ：  v.-c^r-5Hn  ^  r-s 

るべ し。 屋 漏に 愧ぢ ざると 獨を 謹む と 這 は是れ 筒の 持 養 底の 氣 象と。 曰 はく  hj 又 ん そ^ざる S! 力ざる 

の獨 たらざる こと を 知らん や。 曰 はく、 其の 睹 ざる 聞かざる 所の 者 は、 己れ の^ 

ざる 聞かざる 所たり。 故に 上に 道 は 離るべからず と 言 ひて * 下に は 君子 は 其の 平常 

の處 より 其の 戒懼を 用 ひざる 所な しと 言 ふ。 而 して 極めて 之れ を； 一一 一：： ひて 以て 此に至 

るな り。 獨は 人の 睹 ざる 聞かざる 所な り。 故に 上に 隱 より： 3- るる はなく 微 より 顯る 

る はなしと 言 ひて、 下に は 君子の 謹む 所 は 尤も 此の 幽隱の 地に 在りと 言 ふなり。 是 


れ 其の 語勢 自ら 相 唱和して 各.' 血脈 あり、 理 甚だ 分明な り。 如し 是の 兩條は 皆謹獨 

の 意たり と 曰 はば、 則ち 是れ持 守の 功平 常の 慮に 施す 所な くして、 專ら 幽隱の 問に 

在るな り。 且つ 破 碎の幾 を 免る と雖 も、 其の 繁復偏 滞して 當る 所な きも 亦甚 し。 曰 

き は (En  (五) MO  ？ ご 

はく、 程 子の 所謂 隱微の 際は呂 氏が 改本 及び 游. 楊 氏と 同じから ざるが 若し。 而る 

を 子 之れ を 一 にす る は何ぞ や。 曰 はく、 理を 以て 之れ を 言へば、 三 家 は 程 子の 盡せ 

るに 若かず。 心 を 以て 之れ を 言へば、 程 子 は 三 家の 密な るに 若かず。 是れ 固に 同じ 

からざる 者 あるが 若し。 然れ ども 必ず 是の理 ありて 然して 後に 是の心 あり、 是の心 

ありて 而 して 後に 是の理 ある なれば、 則ち 亦 初より 異 指な きなり。 合せて 之れ を 言 

ふ は 亦 何の 不可なる ことか 之れ あらん や。 程 子 曰 はく、 「人 只、 だ 耳目の 見聞す る 所の 者 を 

以て 顯 見と 爲し、 見聞せ ざる 所の 者を隱 微と爲 す。 而 して 理は 却って 甚だ 顯 なること を 知ら 

ず。 且つ 昔 人 琴を彈 きつつ 嬉螂の 蟬を捕 ふる を 見る、 而 して 聞く 者 以て 殺聲ぁ リと爲 す、 殺、 

心に 在りて、 人 其の 琴 を 聞きて 之れ を 知る が 如し。 豈顯に 非ず や。 人不 # ぁリて 自ら 謂 ふ、 人 

之れ を 知らず と。 然して 天地の 理 甚だ 著 はに して 欺く ベ からず」 と。 藍 田の 呂氏曰 はく、 「此 

の聿、 道の 耍、 誠 あち ずん ば あるべ かちざる こと を 明かに す。 道の 我れ に 在る は 猶ほ飮 食居虚 

す 

の 去つべからざる がごと し。 去つべき は 皆 外物な り。 誠 は 以て 已が爲 めに す、 故に 其の 心 を 欺 


中 さ 多 中 類 2  2 
康じ少 康卷ご       •  - 

章 相— 人' 
句 朱 逸、 十 朱 
子 あ 語 二-了-  fi* 

のり 句、 IS 
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かずつ 人心 至って 靈 なり。 二 明の 思 も、 善と 不善と 之れ を 知らず とい ふこと なし = 他人 は 明な 

りと 雖も 輿らざる 所 あり。 故に 其の 獨を愼 むは、 已が爲 にす る こと を 知る のみ」 と。 廣 平の 游 

氏 R はく、 「人の^ざる 所 を 隱と謂 ふべ し、 而 して 心獨り 之れ を 知る、 亦 見ならず や。 人の 聞か 

ざる 所 を 微と謂 ふべ し、 而 して 心獨リ 之れ を 聞く、 亦顳 ならず や」 と。 <S 山の 楊 氏 曰 はく、 「獨 

は、 物に 交 はるの 時に 非ず、 中に 動く こと ありて 其の 違 ふこと 未だ 遠から ざるな リ。 聰の及 

ぶ 所に 非ず と雖 も、 而も 其の 幾 固に 巳に 心 目の 間に 瞭然たり。 其の 顯見 たる、 軌れ かおれに 加 

へん。 自ら 蔽 はんと 欲すと 雖も、 吾れ 誰れ を か 欺かん、 天 を 欺かん や。 此れ 君子 必ず 其の^ や 

愼む なり」 と。 問 ふ、 程 子 Q 琴 を彈き 殺 心の 虑を擧 "ぐる は、 是れ 人の 知る 處に 就きて 言 ふ。 

a:  • 游 •  £| 氏の 說く 所は是 れ已れ が. H ら 知る 處に 就きて 言 ふ。 章句に は是れ 二者 を 合せて 贯ふ 

や、 否やと。 朱子闩 はく  、「中に 動く こと あれば、 已れ K に 先づ. R ら 知るな り、 亦 人の 知る こと 

を 挽 ふ 能 はず。 所謂 誠の 餘ふ ベから ざるな り」 と。 問 ふ、 迹未. だ 形れ ずと 雖も幾 は 則ち 巳に， 

(0 上の 兩句 は是れ 3^ 子の 意、 人知らず と 雖も已 れ獨り 知る の 下の 兩句は 是れ游 氏の 意な り 

や、 否や。 曰 はく、 r 然り、 兩事只 だ 口 おれ 一 理。 幾旣に 動く とき は.. しれ 必ず 之^ を 知る。 已れ旣 

に 知る とき は、 人 必ず 之れ を 知るな り JO 

知 新 日錄申 r 曰 はく、 道 は 是れ性 命、 如何 ぞ 離れ 得ん。 一 身より 言 ふとき は 性 命に 


非ず とい ふこと なく、 一身の 外より 言 ふとき も 性 命に 非ず とい ふこと なし。 今より 

前に 遡る も、 今より 後に 沿 ふ も、 性 命に 非ず とい ふこと なし。 如何 ぞ 離れ 得ん。 

問.. -戒懼 は是れ 己れ が 知らざる 所の 時の 工夫、 愼獨 は是れ 己れ が獨り t る 所の 時の 

§ 前の 問 工夫な りと。 此の 說何 如。 陽 明 子の 曰 はく、 「只 だ是れ 一個の 工夫な り。 無事の 時 は 

と 共 にこの 文 

00 固より 是れ獨 り 知り、 有事の 時 も 亦 是れ獨 り 知る。 人 若し 此の 獨 知の 地に 力 を 用 ふ 

(五〕 大擧に  る こと を 知らず して、 只 だ 人の 共に 知る 听の 逢に 在りて 功 を 用 ひば、 便ち 是れ僞 を 

「小人 問" t  (W) 

^^^s^, 作すな り。 便ち 是れ 君子 を 見て 而 して 後に 厭然 たるな り。 此れ 獨 知の 處、 便ち 是れ 

て而し 后に 誠の 萌芽に して、 此の 處は善 念と 惡 念と を 論ぜず 更に 虚假 なし。 ー是 なれば 百是、 

厭 然として 其  あ y  (六) 

ー錯れ ば百錯 る。 正に 是れ 王霸. 義 利. 誠 僞* 善 惡の界 頭な り。 此に 於て 一 立して 

(六 y 分れ HI 立つ こと 定まれば、 便ち 是れ本 を 端し 源 を 澄ますな り、 便ち 是れ誠 を 立つ るな り。 

の 意  つ m 

^ 七の Y 肝要の 古人 許 多の 誠 身の 工夫 は 精神 命脈の 全體 正に 此の 處に 在り。 眞 に是れ 見なく 顯 なく- 

時な く處 なく、 終な く始 なく、 只 だ 是れ此 筒の 工夫な り。 今 若し 叉 戒懼を 分ち て 己 

れが 知らざる 所と 爲 して 工夫 を卽 けなば、 便ち 支 離し 便ち 間斷 あらん。 旣に 戒懼す 

ると きは卽 ち是れ 知るな り。 己れ i 右に 知ら ずん ば、 是れ 誰れ か戒懼 せん。 是の 如き 

. 道 源  五三 


の Hf^ 解， 便ち 寂滅 禪定に 流れ 入らん こと を 要す」 と。 曰 はく、 「善 念と. c„iH ふと を 論ぜ 

ず、 更に 虚假 なしと するとき は、 獨 知の 地 は 更に 無念の 時な きか」。 曰 はく、 「戒懼 

も 亦是れ 念な り、 戒懼の 念 は 時として 息むべき なし。 若し 戒懼の 心 稍く；！^ せざる こ 

と あるとき は、 是 れ-昏 積 がら ずん ば 便ち 已に惡 念に 流入せ るな り。 朝より 暮に 至り、 

少 より 老に 至る まで、 若し 無念 卽ち 是れ 己れ 知らざる こと を耍 めば、 此れ 除 だ是れ 

(二) 

昏聰、 除 だ 是れ稿 木 死灰な り」。 又 曰 はく、 君子の 戒愼 恐懼 は 惟 だ 其の 昭明 覺の 

者 或は 昏昧 放逸す る 所 ありて 非 僻 邪妄に 流れて 其の 本 體の正 を 失せん こと を 恐る る 

のみ。 戒愼 恐？ いの 功、 時として 間 (斷) ある ことなき とき は、 天理 常に 存 して、 其の 

昭明 靈覺の 本體、 ^蔽 する 所な く、 牽 接する 所な く、 恐惧薆 患す る 所な く、 好樂忿 

懷 する 所な く、 意必固 我す る 所な く、 歉 愧作 する 所な く， 和融 徹、 充塞 流行、 

動容 周旋 而も 禮に 中り、 心の 欲する 所に 從 ひて 踰 えず。 是れ 乃ち 所謂 戒惧の a 典體流 

行なり。 常の 言に 人 無心と 言 ふ も、 只 だ 私心 無しと 言 ふべ し、 無心と 言 ふべ からず 

^ざる を 戒懼し 聞かざる を恐惧 す、 是れ 心な くんば あるべからざる なり。 恐^^する 

： 六) 

所ぁり"^^ぉ患する所ぁる、 是れ 私心 あるべからざる なり。 堯舜の 々業々 たる、 文 王 


の 小心 翼々 たる、 皆 戒愼の 謂な り、 皆 其の 心體の 自然に 出づ るな り。 喜 怒 哀樂の 思 

慮 知 覺に與 る、 皆 心の 發 する 所な り。 是の 故に 君子の 學に 於け る や、 用に 因って 以 

て 其の 體を 求め、 別に 寂然 不動、 靜 にして 存 養の 時 ありと 謂 ふに 非ず。 程 子の 所謂 

旣に思 ふは卽 ち是れ 已に發 するな り、 旣 に知覺 ある は卽 ち是れ 動な りと いふ は、 皆 

中 を 喜 怒哀樂 未發の 時に 求む る 者の 爲に 之れ を 言 ふなり。 其の 無發と 不知と を 謂 ふ 

に 非ず。 常に 戒愼 恐惧の 心を存 するとき は、 其の 工夫 未だ 始 より 一息の 間 も 必ず 睹 

ざる 聞かざる よりして 存養 せず とい ふこと あらざる なり。 學者但 だ 動處に 於て 功 を 

加へ、 間斷 せし むる ことなく、 動いて 中なら ずと いふ ことなくして、 所謂 寂然 不動 

の體、 當に 自ら 之れ を 知るべし。 王 陽 明 I 原靜に 答へ て 曰 はく、 理は靜 なきものな 

り。 常に 知り 常に 存し 常に 理を 主る は、 卽ち瞎 ざる 聞かざる、 思 ふこと なく 爲すこ 

となき の 謂な り。 睹 ざる 聞かざる、 思 ふこと なく 爲す ことなき は、 枯木 死灰の 謂に 

非ず。 睹閜 思爲、 理に 一 にして、 而も 未だ 嘗て 覩聞 思爲 する 所 あらざる は、 卽ち是 

れ 動いて 而も 未だ 嘗て 動かざる なり C 所謂 動に も 亦 定まり 靜 にも 亦 定まり、 1^ 用 一 

も 動く ことなく、 靜 なる も靜 なること なき は 神な り。 動く も 動く ことなく、 靜 なる も靜 なること なしと は、 不動 不靜に 非ざる な 

程 明 道の 定性 書に r 定とは 動に も 亦 定まり、 靜 にも 亦 定まる」 と出づ (一 二) 程 伊川の 易 傅の 序に 出づ 
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13- なる 者な り。 事 ありて 感通 する は， 固に 以て 動と 一 百 ふべ し" 然れ ども 寂然たる 者 

は 未だ 嘗て 增す こと あらざる なり。 事な くして 寂然たる は、 固に 以て 靜と言 ふべ し" 

然れ ども 感通 する 者 は 未だ 嘗て 減ずる こと あらざる なり。 义曰 はく、 能く 戒愼 恐饥 

する 者 は是れ 良知な り。 必ず 此の 心 天理に 純に して 一毫の 人欲の 私な からん と 欲す 

此れ 聖と 作る の 功な り。 必ず 此の 心 大理に 純に して 一 毫の 人欲の 私な からん と 欲せ 

ば、 未萌の 先に 防ぎ、 方に 萌 さんと する の 際に 克 つに 非 ずん ば、 能 はざる なり。 

萌の 先に 防ぎ、 方. S の 際に 克っ は、 此れ 正に 中席の 戒愼 恐^、 大舉の 致^ 格 物の 功 

ま *■ にき ざさん. -, - する 

なり、 此れ を舍 いての 外に^ 功な きなり。 高..^ ナノ 問 辨錄に 曰 はく、 問 ふ、 戒惧と m 

獨と 分って 二と 爲 すと、 然り やと。 曰 はく、 「人の 目 ある、 何 を 以て か附 ざらん。 人 

の 耳 ある、 何 を 以て か 聞か ざらん。 瞎 ざる 聞かざる は、 則ち 是れ 冥然 のみ、 而 して 义 

何 を 以て か 其の 戒懼の 功 を 致さん。 蓋し 幽暗の 地、 人の^ざる 聞かざる 所 を 指して 

言 ふ、 卽ち 所謂 獨 なり。 謹レ 獨は卽 ち戒惧 なり。 莫, 見 莫レ顯 と は、 乃ち 是れ當 に 戒饥 

すべき 所以の 意を發 明す。 文義 自ら 明に して、 相對 して 言 ふべき に 非ざる なり」 と _ 

きざ  とど  ，- 

「天哩 の 本然 をが し， 人欲 を將 に. S さんと する に むと。 其の 說何 如」。 曰 はく 


「理と 欲と 雨つな がら 立たず、 人心 一 一 用な し。 克己 は 卽ち是 れ復禮 なり。 豈 一 邊 己れ 

01) S, に克 ちて、 叉 一 邊 禮に復 らん や。 人欲 を遏 むる は卽 ち是れ 天理 を存 するな り。 豈 一 

字 は 了 凡、 明 

00, 邊 天理 を 存し、 又 一 邊 人欲 を遏 めん や.。 叉 卽ち言 ふ 所の 如く 分ち て 二と 爲 せば、 則 

權 せらる。 秀  まこと 

吉の 朝鮮 征伐 ち 戒臞は 人欲 を遏 めざらん や、 謹獨は 天理 を存せ ざらん や。 支離甚 し。 固に 知り ぬ- 

に 際して は 明  1 , 

は？、、 分ち て 之れ を 言 ひ、 對 して 之れ を 言 ふ は、 皆 未だ 當ら ざる を」。 申す 日 はく、 已那 

ぞ睹 ざる 聞かざる の 時 あらん。 袁-徐 gjg. の 所謂、 眼 を 開いて 光 を 見、 眼 を 合せ 

著書に、 兩行  こ， 

^ti^  て 暗 を昆、 聲 あれば 聲を 聞き、 聲 なければ 寂 を 聞く とい ひ、 陽 明の 所謂 除 だ 是れ昏 

I： ひし 歷れ I  牦、 除 だ 是れ稿 木 死灰と いふ、 是れ なり。 蓋し 人より 之れ を 言 ふの み。 人より 言へ 

燈は 有名な り  ク 

，き 1，|、 ば、 睹 ざる 聞か ざ る と爲 す。 本 心 昭灼 にして 不味な るより 言 へば、 則ち 曰 はく 莫 レ見 

莫, 顯は、 是れ 所謂 獨知 なり。 隱微は 卽ち睹 ざる 聞かざる なり、 愼獨 の愼の 字は卽 

, 襲 、に ま ち戒 愼恐惧 なり。 中 玄の說 妙な りと 爲す。 徐 .羅* 黎が 諸說の 若き は、 玄妙に して 

喜ぶべし と雖 も、 却って 杜撰 傷 奇に涉 るな り。 fl& 近 叉 曰 はく、 獨の 字說き 起し， 

来りて、 是れ 虞廷の 一 の 字、 此れ 名 をば 知る と雖 も、 却って 未だ 情識に 渉らず、 些 

中 を. *^ 乙 1  I  えい/、、 

と 出.. つ  兒 の夾雜 なし、 只 だ 渾淪ー 圑の明 體瑩々 として 中に 在りて、 芒耀 を. 露さず、 卽ち性 

道 源  五 七 
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命の 本眞 なり。 未だ 嘗て 瞎る ことな くんば あらざる も、 ^て附 るべき なし。 未だ 1 

て 聞く ことな くんば あらざる も、 開きて 聞くべき なし。 此の 處 失錯して 保 任せ ざれ 一 

ば、 便ち 邪路に 入り、 未 發の中 を 壌 了す。 此の 獨. 卽 ち是れ 中、 至尊に して 對 なく、 - 

2ひ^5々 一 箇 にして 物と 並ぶ こと を爲 さず、 乃ち 一 地位に 至る。 惟れ 精と は、 其の 雜を 

去りて 此の 一 に 返る 所以な り。 "^ふ 不， 附不， 聞 は 是れ本 體を說 き、 戒 愼恐饥 は是れ 

も  ル • 一 

工夫 を說 くや 否や。 陽 明 子 曰 はく、 此の 處須 らく 本 體を信 得すべ し。 原と 是れ不 レ賭ー 

不ノ 的なる も、 亦 原と 是れ (戒 愼恐惧 的な り。) 戒愼恐 as 曾て 不レ， ぉ不， 聞の 上に 一 

在て 此 -1 子 を 加へ 得ず。 眞を 見得す る 時 は、 便ち 戒愼 恐惧 は是れ 本體、 不，^".^,聞は 

是れ 工夫と 謂 ふ も 亦 得たり。 袁了凡 曰 はく、 是の 故に 君子 戒愼 する の 以下、 正に 道 

を修 むる の 工夫 を說 く。 人性の 上 一物 を 加 ふべ からず。 戒愼 すれば 則ち 0 然の I 

そ.； 1  かこの ゆ，^ •  一 

に乖 き、 縱任 すれば 又 道に 入る の 門に. g く。 所以に 滯 有と 著 空と は仉に n 性 中道の， 

旨に 達せず。 故に 其の 防ざる 所 を 戒慎し、 其の聞かざる所を恐^^せんと欲す。 蓋-^ 

力 を 著け ざるの 中に 力 を 著く るな り。 凡そ 中席の 說は須 らく 中^ を 以て 之れ を 解く 一 

、、/し。 に 所謂^ざる 閜 かざる 者 は、 附 ざる 聞かざる に 非ざる なり。 卽ち鬼 祌の寒 


に 所謂 「之れ を視て 見えず、 聽 きて 聞えず」 とい ふ ものな り。 蓋し 天の 命ずる 所、 ネ 

と聲 臭な し、 豈睹聞 あらん や。 目 ある 者 得て 其の 明 を 用 ひず、 耳 ある 者 得て 其の 聰- - 

を 措さず。 是に 於て 戏謹 恐惧 して、 便ち 方 所の 然ら ざるに 落せず。 是れ卽 ち 恐惧す 

る 所 あり。 子 思 人の 爲に眞 切、 特に 根 塵の 及ばざる 處に 就いて 一線の 路を 指示す。 

故に 不 X 瞎不, 聞 を 以て 之れ を 言 ふ。 空 寂 を 有ち て 棲 托すべ しと 爲せ るに 非ず。 若 i 

ル ル 力 

し 不レ睹 不レ聞 を 以て 耳目の 上に 就いて 說く とき は、 道 を 去る こと 遠し。 且つ 耳目 も 

亦不； i 睹不レ 聞の 時な し。 眼 を 開けば 色 を 見、 眼 を 合せば 暗 を 見る 如き、 色と 暗と 皆 一 

覩る こと を 成すな り。 物 あれば 物 を 見、 物なければ 空 を 見る、 亦總 ベて 是れ 隙るな- 

り。 不， 睹に 非ざる なり。 鐘 を 打つ 時 は 響 を 聞き、 鐘 を 打たざる 時 は 寂 を 聞く 如き *  ^ 

蓋し 聲塵 は起滅 ある も、 聞の 性に 去來 なきな り。 故に 鐘 を 打たざる の 時 は 只 だ 之れ _ 

を 無 J* と 謂 ふべ く、 之れ を不 A 聞と 謂 ふべ からず。 眼前に 物 を 見ざる の 時 は 只 だ 無 

レ 形と 謂 ふべ く、 之れ を不， 親と 謂 ふべ からず。 試みに 之れ を 思 ふに、 自ら 明白な り * 

這 筒の 不， 睹不レ 聞 は、 至幽 にして 萬 象昭然 たり、 故に 曰 はく 莫， 見と。 至 小に して 萬 ， 

そな は  シ 

形畢く 具る、 故に 曰 はく 莫， 顯と。 是れ卽 ち 所謂 獨 なり。 獨は 無， 對 の稱。 目 は 色と 


對す、 睹 ざると き は 色 を 離れて 獨 なり。 耳 は 聲と對 す、 聞かざる とき は聲を 離れて 

獨 なり。 j 适の些 子、 原と 萬 物と 侶たら ず、 原と 諸 緣と伍 を 作さず。 孔子の 所謂 一 , 處 

廷の 所謂 屮、 皆是の 物な り。 時々 此の 獨の 體を彀 得し、 M 前して 不 レ隨不 I 染、 ^t. 

是れ愼 レ獨、 便ち 是れ 修レ 道の 實ェ、 便ち 是れ 聖門眞 正に 盡， 性の 脈路、 此れ 上文と 一 

直に 說き 下して、 二 意に 非ざる なり。 堪^ 泉 曰 はく、 戒 愼は不 A 忘の 謂、 恐 饥は不 

レ怠の 謂な り。 夫の 心の 本體 は、 助く ると き は 過ぎ、 忘 るるとき は不」 =^、 皆 敬に ル. ざ 

るな り、 本體に 非ざる なり。 戒愼 恐惧は 其の 敬の 謂な り。 又 曰 はく、 不レ^ 不.^ は 道 

の體 なりと は、 何ぞ や。 町レ 町 レ聞は 道の 用な り、 nu- 聞すべからざる 者 は 道の 體な 

り。 曰 はく、  二つの ぼの 字の 指す 所 ありと 爲す は、 何ぞ や。 曰 はく、 所 レ立卓 湖 也 

と。 所 は 此の 理 なり。 孔子の 曰 はく、 「正に 目 を 明かに して 之れ を視る も， 得て：： る 

ベから ざるな り、 耳 を 傾けて 之れ を聽 くも、 得て 聞くべからざる なり」 と は、 此の 

理を謂 ふなり。 必ず 見る 所 あり て而 して 後に 敬して 以て 之れ を 養 ふ ものな り。 

〇 今 案ずる に、 道と は率レ 性の 謂な り。 天 蒸民 を 生ず、 物 あれば 則 ありと。 人の 生る 

る や、 一日 一時 一 刻 片時 も 亦 物 あらず とい ふこと なし。 物 あるとき は 此の 道 あり。 


き 首」 はト 可" 須を 一な り。 君子 は昭々 の 爲に節 を信 にせず、 冥-の 爲に 行を惰 ら.. 

ず、 語默 藝、 明暗 ま 霞 i£f 入 計 薩ぉ I、 霊に 在て す。 是れ可 一 

レ i 者 は 道に あらざる なり。 所い 1.^睹* 所 レ不レ 聞の 者 は、 默 なり、 靜 なり、 暗な り - 

入な り、 去な り。 此の間に 於て 戒慎 霞 するとき は、 其の 涵養す る所大 なり。 _ "曰 は 一 

く、 不. 睹不. 聞 は 是れき 1  まの 地ん ニ齓レ fcrl の 間な り。 能く 戒慎まして 涵ュ 

養 するとき は、 の 間 も I 心 通して 力 I けず。 人 I 籠く して、 

レ の 時に 於て 俄然と して 戒慎 恐 惧を爲 す。 故に 其の 戒慎 恐惧 する 所、 唯 だ戰ー 

f 束の みに して 心 情不.％ 悉く 正道 を 失す。 是れ 人の 通 情なり 。所， の字甚 メカ あ J 

り。 叉 曰 はく、 此の 章、 上文の 所謂 道と 敎とを 論ずるな り。 道 也 者 須臾 不レ可 レノ翔 可 ルー 

レ lil 不 アビ は、 是れ 道の 解な り。 ああ 君 戒 n 愼乎其 所- 不レ 睹、 恐 こ 懼乎其 所-不一 

レ si と は、 是れ敎 の 解な り。 戒 I 惧は 敬の 季る 所の 形な り。 敎は 敬に 因って 立 一 

つ。 敬 は 叉戒愼 恐惧に 在ら ざれば 發 I るな り。 戒愼は 在 レ內、 恐惧は 在い 外な り - 

或 ひと 曰 はく、  ？ 睹不， 聞 は、 是れ漏 衡平の 地、 菌 無人 場の 事なる かと C 曰 は 

く、 明 儒の 意見 は .1|だぉ、 故に 戒愼 恐懼の 功、 時として 間む こと あるなければ . 一 
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六 二 

則ち 天理 常に 存 して 其の 昭明 靈覺の 本 體齡蔽 す る 所な し、 是れ 戒愼恐 m して 此の 心 

を存 するな りと し、 If 化、 (視， 之而不 ，：13^、  而 不レキ 是れ不 k 不レ 聞の 地な 

りと し、 §^ -ぉ ほ、 に 幽暗の 地 を 指して 不レ 陏不レ 聞と 爲す、 IS ほ、 の 皆 心 上の 工夫 を 指す < 

(二)  .  .  :. 

子 朱 子の み 唯 だ 「君子の 心 常に 敬 長を存 し、 見聞せ ずと 雖も 亦敢 へて III にせず」 を 

以て 章句と 爲す。 是れ聖 學の本 志な り。 心 上 を 指して 其の 說を味 ふ 者 は、 茶 妙なる 

に似て 日用の 益な し。 凡そ 人 皆 之れ を昆て 始めて 知り、 之れ を 聞きて 初めて 知る。 

知者 賢者 は 是れに 反す。 故に 其の 戒愼 恐懼す る は 未だ 附聞 せざる 所に 在り。 人 各- 

父子 あり、 兄弟 あり、 朋友 あり、 夫婦 あり、 上下 あり， 閑居 するとき は 閑居の 道 あ 

り、 睡眠 するとき は 睡眠の 道 あり、 一 語 一 默、 ー覺 一睡、 皆 道 あり。 戒愼恐 懶は唯 

だ 此の間の み。 子 之 燕 居 中々 如矣- 夭々， |リ矣 と， S か？^ 曾 子 か ".Illsnrl- 大 

の 小人 閑居 而爲， 1 不善； 是れ 君子の 敬畏 する 所な り。 若し 心 上 を 指して 力 を 著けば、 

異端に 陷 らん。 

又 曰 はく、 隱微は 幾の 動く 所な り。 隱は 理の隱 るる 所、 微は 事の 微 なる 所、 皆 人の 

知らざる 所に して 獨り 知る 所な り。 故に 獨を愼 むと 曰 ふ は、 率，.^ の 謂な り。 此の 章、 


天命 之 謂レ 性、 率 レ性之 謂レ 道の 義を 論ずるな り。 明 儒 は獨を 以て 靈明獨 知 萬 法不侶 

と爲 す。 其の 說太だ 高遠な り。 靈獨 の妙處 は何ぞ H 夫 を 加 ふべ けんや。 聖人の 學は 

下く して 敎を垂 る。 戒慎と 曰 ひ、 恐 惧と曰 ひ、 愼獨と 曰 ふ、 是れ 皆敎の 立つ 所な り。 

或 ひと 曰 はく、 諸家 多く は戒愼 恐懼 を 以て 謹 獨と爲 し、 故に 一 章と 爲す。 朱子^ 

つて 二 章と 爲す は、 其の 說 如何。 曰 はく、 朱 子の 說は或 問に 詳 なり。 前章 は 道と 敎 

と を 述べ、 此の 章 は 性と 敎と を述 ぶ、 而も 反覆 熟 論せ るな り。 

喜 怒 哀樂之 未.， 發謂二 之 中； 發而皆 中， 節 請， 一之 和； 中 也 者 天下 之 大本 也、 和 也 者 天下 之 

達 道 也、 

朱 子 曰 はく、 喜 怒 哀樂は 情なり。 其の 未， 發は 則ち 性な り、 偏 倚す る 所な し、 故に 之 

れを 中と 謂 ふ。 發皆 中， 節 は 情の 正な り、 垂房 する 所な し、 故に 之れ を 和と 謂 ふ。 大 

本 は 天命の 性、 天下の 理は 皆是れ より 出づ、 道の 體 なり。 達 道 は循, 性の 謂、 天下 古 

今の 共に 由る 所、 道の 用たり。 此れ は 性情の 德を言 ひて、 以て 道不 レ可レ 離の 意 を 明 

かにす るな り。 或 問に、 蓋し 天命の 性 は 萬 理焉れ に 具 はる。 喜 怒哀樂 各- 當る攸 あ 


修敎耍 錄卷之 一  ナ、 四 

り。 其の 未 レ發に 方り ては渾 然として 在 t 中、 偏 倚 十る 所な し. 故に 之れ を 中と^ ふ。 

. 其の 發 して 皆 其の 當を 得る に 及んで 乖戾 する 所な し、 故に 之れ を 和と 謂 ふ。 謂.；. N 

巾 1 と は、 性の 德と 道の 體を狀 ぶる 所以な り。 其の！ K 地 jes: 物の 理該 ねざる 所な きを 

以ての 故に 天下 之 大本と 曰 ふ。 謂 二 之 和 一と は、 情の 正と 道の 用 を 著す 所以ない。 ==: 

の 古今 人物の 共に 由る 所なる を 以ての 故に 天下 之 達 道と 曰 ふ。 i し 大命の 性 は純粹 

至善に して、 人心に 具 はる 者な り。 其の 體 用の 全、 本と 皆 此の 如くに して、 愚 を W 

てして 加 損 あるに あらざる なり。 然れ ども 靜に して 之れ を存 する 所以 を 不，. W とき 

ほど- 4*1-  ん 

は、 天理 昧 くして 大本 立たざる 所 あり、 動いて 之れ を 節に する 所以 を不， 知と き は、 

人欲 肆 にして 達 道行 はれざる 所 あり。 唯 だ 君子 は 其の 不， 附不レ 聞の 前より して 戒 

謹恐惧 する 所以の 者 愈.' 嚴に愈  >  敬して、 以て 一 毫の偏 倚な きに 至る。 而 して 之れ 

を 守り て 常に 失 は ざれば、 則ち 以て 其の 中 を 致す こと ありて 大本の 立つ こと：！： に以 

て 益. -固 きこと を爲 す。 尤も 隱微 幽獨の 際に 於て 其の 善 惡の幾 を 謹む 所以の 者 愈- 

精に 愈. -密 に、 以て 一 毫の差 謬な きに 至る。 而 して 之れ を 行うて 苺に 違 は ざれば、 

則ち 以て 其の 和 を 致す こと あり て 達 道の 行 はるる こと 日に 以て 益- 廣 きこと を爲す 


<1) 中庸 第 

二 章 T 君子 之 

中康 也、 君子 

而時 中」 と 出 

づ 

(二) 程 +と 

その 門下 呂大 

臨。 問答と 云 

ふ は 有名なる 

未發 問答 も 指 

し、 本文の 割 

注は卽 ちその 

問答の 一 部な 

り、 中庸^^略 

上に 載す 

(三) 易 §^辭 

上傳 に、 「易 无 

レ思 也、 无レ爲 

也、 寂然 不レ 動、 

感 _€遂 通- 天 

卞之故 T*r-1H< 

下 之 至 神 i 其 

孰 能- 3(= 於此 T」 

と 5r つ 

(四) 中康或 

..SI の 引 S 緩き 


と。 曰 はく、 然 らば 則ち 中和 は 果して 二 物 か。 曰 はく、 其の ー體ー 用の 名を觀 ると 

き は、 安ん ぞ 二なら ざる こと を 得ん。 其の ー體ー 用の 實を 察する とき は、 此れ は 彼 

れが體 たり、 彼れ は 此れが 用たり >  耳目の 能く 視聽 し、 視聽の 耳目に 由る が 如し、 

初より 二 物 あるに 非ざる なり。 曰 はく、 子 思の 中和 を 言 ふこと 此の 如くして、 周 子 

の 言 は 則ち 曰 はく、 「中 は 和な り、 節に 中るな り、 天下の 達 道な り」 と。 fs:?f， 乃 

ち 中 を 擧げて 之れ を 和に 合す。 然 らば 則ち 又 將に何 を 以て か 天下の 大本と 爲 さんや。 

曰 はく、 子 思の 所謂 中 は 未發を 以て 言 ふなり。 周 子の 所謂 中 は 時 中 を 以て 言 ふなり。 

ョ t;、  .  TT3 苟. 口 l^o 藍 田の 呂氏 問-つて 曰 ふ、 先生 謂へ らく、 凡 そ 心 を 言 ふ 者 ま SIS 经を 指して 言 ふと。 

曰 はく 程 •  の H^!^ 口， 5 伊 然 らば 則ち 未 發の前 は 之れ を 無心と 請うて 可な らん や。 竊に 謂へ らく、 未 發の前 

ほ 心 體昭々 として 具に 在り。 E 發は 乃ち， むの 用な りと。 程 子 曰 ふ、 凡そ 心 を 言 ふ 者 は E 發を 指して 言 ふ i は、 此れ 固に 未だ 

當ら す。 心 は 一 なり。 體を 指して 言 ふこと あり T 寂然と して 動か や」、 是れ なり。 用 を 指して 言 ふこと あり、 じて； 大 下の 故 


ts^」 所 liispfl 鳴 曰 はく、 之れ を 文集に 考 ふるに、 則ち 是れ 其の 書 蓋し 完 からず。 

然して 程 子 初に 謂 ふ、 凡そ 心 を 言 ふ 者 は 皆 已發を 指して 言 ふと。 而 るに 後の 書に 乃 

ち 自ら 以て 未レ 當と爲 す。 向に 呂氏 之れ を 問 ふの 審な るに 非ず して、 完 からざる の 

中に、 又 此の 書 を 失 ふ。 則ち 此の 言の 未レ 當を攀 者 何に 自 りて 之れ を 知らん や。 此 

を 以て 叉 知りぬ、 聖賢の 言 固に 端を發 して 未だ 竟 へざる もの ある を。 者 尤も 常に 

道 源  六 五 
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つく  おもむき  に はか 

心 を 虚しく し 意を悉 して 以て 其の 歸 を.：^: にすべし。 未だ 其の 一言 を 執って；^ に 以て 

定と爲 すべから ざるな り。 其の 中の 字を說 くこと、 過不及に 因って 名 を 立て、 又 併 

せて 時 巾の 中 を 指す に似て， 在， 中の 義と 少しく 異なり。 蓋し 未 發の時 は、 在， 中の 

義、 之れ を 偏 倚す る 所な しと 謂 ひて 可な り。 之れ を 無二 過不及-と 謂 ふ は， 則ち 此の 

時に 方り て は 未だ 節に 中る と 節に 中らざる との 言 ふべ きもの あらず * 無， I 過不及, の 

名 も、 亦 何に 自 つて 立たん や。 叉 其の 下の 文 皆 不偏 不倚を 以て 言と 爲 せば、 此の 語 

(1) 中 集  は 亦 或は 未だ 定論と 爲す こと を 得ざる なり。 お-田の 氏 s: はく、 「中 は 卽ォ， 性な り」 と。 

略 ：£„^ の 抄出  かたど 

なる が 如し  程子闩 はく 、「中 は 性の 體段 を狀る 所以な り、 猶ほ 天は圓 なり、 地 は 方な りと 稱 して、 方 脚は卽 

ち 天地な りと 謂 ふべ からざる がごと し。 中の 義 たる や、 無二 過不及 一によ つて 名 を 立つ、 して 

(二) 朱チ語  中 を 指して 性と 爲 して 可な らん や」 と。 問 ふ、 渾 然として 中に 在りと は、 恐らく は：^ れ窖怒 未 

13 卷六 十二に  す 

出づ、 但し 語 、だ發 せざる とき は、 此の 心至虚 にして 都べ て！ i 倚な く、 停々 當々 として、！ も 其の 中間に 在り、 

に I あり § 

2ーー) 語類に  所謂 獨 立して 四 傍に 近から ざる は、 心の 體、 地の 中なる もの かと。 朱 子の 曰 はく、  .E 'に 在りと 

は 「なお 句 所謂」  ゎづ か 

と ある も、 こ  は、 未だ 動かざる 時の^ 好の 處 なり。 時に 中す ると は、 巳に 動く 時の 价 好の 處 なり。 才に發 す 

の Si 中 街 章句 

に 見 常ら す  る 時、 喜に 偏せ ざれば 怒に 偏す、 之れ を 中に 在りと 謂 ふ を 得ず。 然れ ども：： ハ だ 耍す るに 21 倚す 

る 所の 一事に 就いて、 之れ に.^ して 价 好なる を 得れば、 過不及な きなり。 蓋し 過不及な き は 乃 


ち 偏 倚な き 者の 爲す 所に して、 偏 倚な き 者 は是れ 能く 過不及な き 所以な りと。 問 ふ、 5^子は曰 

はく、 中 は 性の 體段 を狀る 所以、 猶ほ 天の 圓に 地の 方なる がごと し。 故に 天 は 圆 く 地 は 方な り 

と 謂 ふ は 可なる も、 方圓は 以て 天地 を盡 すに 足れり と 謂 ふ は 不可たり と。 晦 翁の 謂， パ、 喜怒哀 

樂 未だ 發 せざる は 則ち 性な りと。 愚意 亦 謂へ らく、 性と 中と は 一 物の み。 天の 命ずる 所よ リす 

れば 之れ を 性と 謂 ひ、 四 者 0 未だ 發 せざる より すれば 之れ を 中と 謂 ふ。 若し 程 子の 所論の 如，、 

んば、 豈性は 是れ虚 なる 物、 中は是 れ著實 なる 些惘と 謂 はんか。 其の 不同 或は 此に 在リ" 潛室 

の 陳氏曰 はく、 四 者 未だ 發 せざる とき、 此の 境界に 當 りて は卽ち 此の 人生れ て靜 なる 處 なり、 

故 に 晦翁は 此れ を 指して 性と 爲す。 蓋し 發 すれ ば 情と 爲す、 中を以 て 性と 爲 すに 非 ざ るな リ C 

中 は 只 だ是れ 其の 未發の 時の 體段 を狀る こと 此の 如し。 若し 便ち 中 を 以て 性、， -; 爲 すと き は、 是 

二  0 

すな！.？  二 ン ノ 

れ 圓を稱 して 天と 爲し、 方を稱 して 地と 爲す ものにして、 而ち 可な らん や。 呂氏又 允 執 二 其 

中 1 とい ふ を 引きて 以て 未 發の旨 を 明かに すれば、 程 子の 書を說 くや、 固に 謂 へ らく、 

「允 執 二 厥 中 一と は 之れ を 行 ふ 所以な り、 蓋し 其の 听謂中 は 乃ち 時 中の 中 を 指して 未 

發の 中に 非ず」 と。 呂氏叉 「之れ を 喜 怒哀樂 未發の 時に 求む」 と 謂へば、 は 赤 

子の 心 を 失 はす、 乃ち 所謂 允に 厥の 中 を 孰る ものな り。 又 曰 はく、 聖人の 學は中 を 以て 大本と 爲す、 中と は 過 f^w- なきの 謂 

なり。 何の 準則す る 所 ありて 過不及 を 知る かとなら ば、 之れ を 心に 求む るの み。 此の 心 は 動きて 出入 時な し、 何に 從 つて 之 

|ん&^^42はきー。ぉ：？-*程子は蘇季明が問に答ふる所以は、 叉 已に旣 に 思 ふこと あれ 


修敎耍 錄卷之 一  六 八 

ば 卽ち是 れ已發 とい ふの 說 なり。 そ 此れ 皆 其の 決して 呂說を W て 然り と爲ざ る も 

のな り。 獨だ 其の 此に 於て、 何が 故に 略して 辦 ずる 所 なきや を 知らず。 ^^亦 當に 

之れ を詳 かにす ベ し、 未だ 其の 辨ぜ ざる を昆て に 以て 是と爲 十べ からざる なり。 

二) この 問  蘇 氏、 喜 怒」 H 樂 0 前に 於て 中 を 求む るの 可-を 問 ふ。 ぉ子闩 はく、 「不可な"。 1^ に^ 怒^ 樂未 

t メヰ程 子の W 書 

に 出で、 近 S  發の 前に 之れ を 求めん と 思 はば、 又 却って 是れ思 ふなり。 旣に m ャか は卽ち れ！ J 發 にして、 思 

JJ5 な も 預 にも 

と 喜 怒 二 R 樂と 一 般 なリ。 綠に發 すれば 之れ を 和と 謂 ふ、 之れ を 中と 謂 ふべ から-ず」。 問 ふ、 呂 

森季 M な 氏 は 當に喜 怒」 樂未發 の 前に 求むべし と 言 ふ。 斯の言 を 信ぜば、 恐らくは著11^-なか.り，<、 之れ 

を 如何して 可な らん や。 曰 はく、 喜 怒 哀樂 未發の 時に 存養 すと 言へば 則ち 可な リ、 し 中を葚 

怒哀樂 未發の 前に 求む と： 頁へば 則ち 不可な り」 と。 朱子闩 はく、  Hif 子 C 「緣に W 亍ん は卽 t,:^ れ 

巳發」 の  一.：？ は 能く 子 思 言外の 意を發 明す。 蓋し 言 ふこ ころ は、 喜 怒」 H 樂の發 する や 待たず、 

だ 思 ふ 所 あれば 卽ち是 れ： 0 發と。 此の 意-しに 極めて 精微、 說 きて 未 發の界 に 到リ、 十分 盡頭 

に 至る、 以て 加 ふること あるべからず。 曰 はく、 然 らば 則ち 程 子卒に 赤子の 心 を 以て 已 

つ 一) S ゃ雜 發と爲 す は何ぞ や。 曰 はく、 衆人の 心 は 未 發の時 あらず とい ふこと なく、 亦 已發の 

ai 下 ほ 十二 

に；， 7ff ？、 時 あらず とい ふこと なし。 老稚 賢愚 を 以て^つ こと あらざる なり。 何し 孟子 指 十 所 

^- レ失 M 其 # 子 

^ ふ if も  1  化す  の 赤子の 心 は 純一 無 偽なる 者、 乃ち 其の 發す るに 因って 而 して 後に： HJ^S 尺へ し。 未だ 


(三) 以下 中 

庸 集^に 出づ 


(S) 中庸 集 

略に 出づ 


發 せざる が 若 くんば、 則ち 純一 無僞 なれ ども 叉 以て 之れ を 名づく 5^ に 足らず、 而も 

亦獨り 赤子の 心の みを然 りと 爲 すに 非ず。 是を 以て 程 子 は 夫の 心 皆 已發の 一 言を改 

むと 雖も、 而も 赤子の 心 を 以て 已發 と爲 すと き は、 得て 改む ベから ざるな り。 蘇 氏、 

赤子 Q 心を已 發と爲 すの 是否を 問 ふ。 程 子 曰 はく 、「巳に 發 して 道 を 去る こと 未だ 遠から ざるな 

リ」 と〕 曰 はく、 「大人 は 其の 赤子の 心 を 失 はずと は 如何」。 曰 はく、 「其の 純一 にして 道に 近き 

を 取るな リ」。 藍 田の 呂氏曰 はく、 「喜 怒 哀樂の 未發は 則ち 赤子の 心、 其の 未發を 求む るに 當リ 

て、 此の 心至虛 にして 偏 倚す る 所な し、 故に 之れ を 中と 謂 ふ」 と。 程 子 曰 はく、 「喜 怒 哀樂の 未 

發之れ を 中と 謂 ふ、 赤子の 心は發 して 未だ 中に 遠 かちざる なリ、 若し 便ち 之れ を 中と 謂 へば、 

是れ 大本 を識ら ざるな リ」 と。 朱 子 曰 はく、 「赤子の 心 は 動静 常な し、 寂然 不動の 謂に 非ず、 故 

に 之れ を 中と 謂 ふべ からず。 然れ ども 欲 を 營み巧 を 知る Q 思 ひな. し、 故に 未だ 中に 遠からずと 

謂 ふ。 未 發の中 は本體 自然な リ、 究 索を須 ひず」 と。 曰 はく、 程 子の 明鏡止水の ik は 固に 

聖人の 心 を 以て 赤子の 心に 異なりと 爲 せり、 然 らば 則ち 此れ 其の 未 發と爲 十 もの か-" 

曰 はく、 聖人の 心 未だ 發 せざる とき は 水鏡の 體と爲 し， 旣に發 するとき は 水鏡の 用 

と爲 す、 亦獨り 未發を 指して 言 ふに 非ざる なり。 釋 は ^『ズ f$§g お？ 紋 ま 

曰 はく、 諸說 如何。 曰 はく、 程子備 はれり。 但だ 其の 蘇季 明に 答 ふるの 後 章 は、 記錄. 

道 m  六 九 


多く 本旨 を 失 ふ、 答と 問と 相對 値せず。 耳 も 問くな く  HI も るな しの 答の 如き、 下： 

文の 若し 無レ 事の 時 は須, 見須， 聞の 說を 以て 之れ を參 ふるに、 其の 誤り 必 せり。 lii 

is" 蓋し 未 發の時 は但だ 未だ 喜 怒 哀樂の 偏 あらず と爲 るの み。 其の：：！の：：^^^^こと丄 

あり 耳の 聞く こと •  あるが 若 くんば、 當に 愈.' 益.' 精 明に して 亂 るべ からず、 お 心焉ー 

れに 在らず して 遂に 耳目の 用を廢 する が 若くな らん や。 ほ、 氏圆 i 見 SSS ん ^^^^M^^ 

S 、も 、の SSSSS れひ I。 其の 靜を言 ふ 時. は旣 に知覺 あり ノ登靜 を 言 ひて 「復は 以て 一 

天地の 心 を 見る」 を 引いて 說を爲 すべ けんや、 亦曉 るべ からざる なり。 i し" ャ靜 の.： 

時に 當 りて は、 但だ 能く 知 覺の者 ある も、 未だ 知覺 する 所 あらず。 故に 以て 靜中物 一 

ありと 爲すは 則ち 可な り、 而 して 便ち 「縱に 思 ふは卽 ち是れ 已發」 を 以て 比する こ 

とを爲 すと き は 則ち 未だ 可なら ず。 以て 坤の卦 は 純 陰なる も 而も 無，. 陽と 爲ず と爲 

すと き は 則ち 可な り、 而 して 便ち 復の 一 陽已に 動く を 以て 比 十る こと を爲 すと き は 

則ち 未だ 可なら ず。 復は 所謂 「時として 不， 中 ものな し」、 所謂 「善く 觀る者 は 却って； 

已發の 際に 於て 之れ を觀 る」 とい ふ は、 則ち 語 は 要 切なり と雖 も、 其の 文意 亦 斷績な 一 

き 能 はず。 動 上に 靜を 求む るの 云に 至って は、 問 ふ 者义轉 じて 他に 之く。  一氏 問 ふ、 一 


中 は是れ 時として 中なる あり や 否や。 程 子 曰 はく、 何れの 時に して か 中なら ざらん。 事 を 以て 

之れ を 一 百へば、 時として 中なる あり、 道 を 以て 之れ を 一 百へば、 何れの 時に して か 中なら ざらん： 

(蘇 氏)  ォ 

やと。 曰 はく、 固に 是れ爲 す 所 皆 中、 然り而 して 四 者 未發の 時を觀 るに、 靜時も 自ら 一般の 氣」 

象 ぁリ、 事に 接する 時に 至る に 及んで ヌ 自ら 別なる は何ぞ や。 曰 はく、 善く 觀る者 は 此の 如く 一 

(蘇 氏) 

ならず、 却って 喜 怒哀樂 已發の 際に 於て 之れ を觀 る。 且つ 說け、 静時 如何。 曰 はく、 之れ を 無 一 

物と 謂へば 不可な リ、 然れ ども 自ら 知 覺の處 ぁリ。 曰 はく、 旣 に知覺 あれば 却って 是れ 動な り y 

なん  (巧)  _ 

怎生、 ぞ靜と 一一-一口 はんや。 人 「復は 其れ 天地の 心 を 見る」 を說 いて、 皆 以て 至静 能く 天地の 心 を 見 

(2) 

ると 謂 ふ は 非な リ。 復の卦 の 下 面の ー畫は 便ち 是れ 動な リ。 安ん ぞ 之れ を 靜と謂 ふこと を 得ん P 

古より 儒者 皆 言へ ちく、 靜 にして 天地の 心 を 見る と。 惟 だ 某し は 一 百 ふ、 動に して 天地の 心 を 見 

(程 子) 

ると。 或 ひと 曰 はく， 是れ動 上に 靜を 求む る なきや 否や。 曰 はく、 固に 是な リ、 然れ ども 最も _ 

難しと。 朱 子 曰 はく 、- 至 靜の時 は 但だ能 知能 覺の 者ぁリ て、 所レ知 所レ覺 なし。 是れ 易の 卦に純 A 

坤を爲 る も無レ 陽の 象と 爲 さず。 若し 復の卦 を 論ずれば、 須 もく 知 覺 する 所の 者 ある を 以て 之 

れに當 つべ し、 合せて 一 說と爲 す を 得ず. - 故に 邵子も 亦 云 ふ、 「一 陽 初めて 動く 虚、 萬 物 未だ 

生ぜざる の 時」 と。 此れ 至微 至妙 Q 處、 須らく 心 を 虚しく し 慮を靜 にして 方に 始めて 見得す ベ 一 

し。 其の 動字靜 字の 問に 答へ、 敬 何 を 以て か 功 を 用 ふるの 問に 答へ、 思慮 定まらず 
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(如何) との 問に 答へ、 以て 無事の 時須 らく 見る ベ し" ぬらく 聞くべし のへ，？ i の あきに 至. 

りて は、 則ち 皆精當 なり。 或 ひと 曰 はく、 い； 3|E 怒 哀樂未 發の前 は 動の 字 を 下す や、 t 卵の 字 を 

下す や。 子 曰 はく、 之れ を 靜と謂 ひて 可な リ、 然れ ども 靜中 りく 物 ぁリて 始めて 得べ し、 

這の 裹 便ち I^li- れ 難き 處 なリ、 學者 自ら 先 づ敬を 理會し 得る におく はなし、 能く 敬 すれば，：. Z. り此 

れを 知らん。 或 ひと E はく、 敬 何 を 以て 功 を 用 ひん。 n はく、 主 一 にがく はなし。 12 ふ、 = ぷ， 

て忠 ふ、 思慮 定まらず、 或は 一事 を 思- 「て 未だ 了らざる に 他事 麻の 如く 乂 生ず、 如；！： C  Mu„\ 

此れ 之れ が 本 を 誠にせ ざるべからず、 須 らく 是れ (習 ふべ し、) 習うて 能く 專 一 なる i^:^ も 好し、 

思慮と 應 事と に拘ら ず^ 一  を 求めん こと を耍 す。 或 ひと 曰 はく、 靜 坐の 時に 當リて 物の 前に 過 

ぐる 者、 K がって 見 ゆる や 見えざる やり 曰 はく、  W 如何と 尉よ、 おし：：； ルれ 大事なら ば、 祭祀にば 

と 5  くわう 

旒 もて 叨を蔽 ひ， ^總 もて 耳に 充っ るが 如くす る Q み 、 凡そ 物の 過ぐ る 者 見えず 聞えざる なり U 

I 右し 無事の 時なら ば、 目 一； 姒 らく 見 ゆべ く、 lit- らく 聞 ゆべ しと。 朱 子 n はく、 靜屮物 ありと は 

只 だ 是れ知 覺不昧 なリ。 或 ひと 程 子の 語の 「繙 に知覺 あれば 便ち n 冗れ 動」 を 引きて ii を爲 す。 

闩 はく、 寒を知リ暖を两：^ると云ふが若きは便ち：：！；-れ知^ヒに動く、 今 未だ^て 事物に 著かず し. 

て、 但. だ 知覺の 在る ぁリ、 何ぞ 其の！ W たる を 妨げん、 靜坐は 便ち 只 だ：：； れ瞌睥 と 成さず。 化 

し 其の 祭祀の 時に 當 りて は 聞す る 所な しと 曰 へ ば、 則ち 古人が 祭报を 制して 旒擴. 


y で禁？ は i を 設け、 其の 廣視 雜聽を 得ず して 其の 精一 を 致さん こと を 欲すと 曰 ふと 雖も、 然も 

文，？： 是れを 以て 眞と爲 して 以て 全く 其の 聰明 を蔽ひ 之れ をして 一 に 見聞な からしむ るに 

(七) 事物が  くっきり . ま  (」， る) 

M^^^ 足る， に 非ず、 履の 約 ありて 以て 行の 戒と爲 し、 尊の 禁 ありて 以て 酒の 戒と爲 すと 

K さ) 論 『i 曰 ふが 若し、 然も 初より 未だ 嘗て 是れを 以てして 遂に 行かず 飮 まずと いふ こと あら 

S3- 章 首 童に、  ，、  つく 

孔子 克， し复. S  )  0  i や は 之れ を 拘と謂 ふ、 絲を 以て 之れ を り >1K 壞の 頭に 著け て 以て 行の 戒と 4Jrj ン IKK こ； TncTb  ntt-kv- 

s-^ii.H^  さるた 55 す。 禁とは を 承く るの 器、 禁 と名づ くる は 以て 酒の 戒と爲 せば なり e 老し 穿に せ 田る の 時 を 

が ^ お r 視、 して 眞に旒 纊の爲 に 塞がれ 遂に 聾瞽の 如くなら しめば、 則ち 是れ禮 容樂節 皆 知ろ こ 

非 湾 勿 レ聽、 非  まさ 

禮勿 t 一一 r^s- と 能 はず、 亦 將に何 を 以て か 其の 誠意 を 致し 鬼神に 交らん や。 程 子の 言 決して 是の 

勿レ ss」 と出づ 

へ h^>l  T>i^  (七)  あ ひ 一め 

一む あは i£  如くの 過ぎた る あら じ。 其の 過ぎて 留めず の 問に 答 ふるに 至って は、 則ち 又 相 値 は 

K7X^^^^  や- K3  、：；'  ±1? ヽ ン C  V き！ Am レゥ }  0 或 ひと 曰 はく、 敬の 時に 當 りて は 見 間す と雖 も、 過ぎて 留まら-さるな き や 

t ヒ^ 1 輯ゾ %  さる 力 くして al^ii へ き^？め，. 5 や。 5? 日 はく、 說き道 はす や、 ns;g る こと 勿れ、 聽 くこと 勿れ」 と- 

の  意  勿の 字  (t)  (<) 

ば〕。 fm^^f 得 si-fi や 大抵 此の 條 最も 謬 誤 多し。 蓋し 他人の 說を聽 きて 旁より 竊に記 

を 弗の 字の 意 す、 唯に 未だ 答 者の 意 を了會 せざる のみに 非ず して、 亦 未だ 問 者の 情 をも悉 さず。 

に說 くと き は  (一 0 一 

是を 以て 此の 亂道を 致して 人の 耳 を 誤り、 衍 然として 翁 ほ 幸に 其 の 間紕？ i 顯然た る 

り  じんえ き  いんぼつ 

(一 0) 粗雜 は、 尙ほ尋 It- して 以て 其の 僞を 別つべき も、 獨り微 言の 煙沒 せる 者 は 遂に 復た傳 は 

誤 の 意  (二) 

(1 1) 論語 らず。 惜しむ べしと 爲す のみ。 ：c 氏の 此の 章の 說 尤も 多く 疑 ふべ し。 屢空. 貨殖- 

道 . 源  七三 
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心爲， 甚と いふ を 引く が 如き は、 其れ 彼此に 於て 蓋し 兩 つながら 之れ を 失 十。 共の.. 

空しき に 由り て而 して 後に 夫の 屮る を！：： ると 3 ふ は、 是れ又 前章の 心 を^し. つして 

之れ を 求む るの 說 なり。 其の 陷 りて 浮 に 入らざる もの 幾 ど 希な り。 蓋し 其の 瘸权 

正に 未發の 前に 於て 夫の 所謂 中なる 者 を 見る こと を 求めて 之れ を 執る こと を 欲すろ 

に 在り。 是を 以て 1^.- 言 ひて 病 愈.' し。 殊に 知らず、 經の 文に 所謂 「中和 を 致 

す」 とい ふ 者 を。 亦 曰 はく、 「其の 未 發に當 りて 此の 心 虚しき こと 鏡の 明なる が 如く 

水の 止なる が 如く なれば、 則ち 但だ當 に 敬して 以て 之れ を存 して 其れ をして 小し も 

差ャ心 あらしめ ざるべき のみ」 と。 未だ 是の 如きの 說 あらざる なり。 且つ 曰 ふ、 「未發 

の 前 は 宜しく 其れ 著 意 推 求 を 待たず して 心：： n の 問に 瞭然たり、 一 も 之れ を 求む るの 

心 あるとき は、 是れ 便ち 已發 と爲 す。 固に 已に 得て 之れ を ず、 ゃ從 つて 之れ を 

執る こと を 欲する とき は、 其の 偏 倚た る ゃ亦甚 し、 又 何の 屮か 5：： ベ けんや。 且つ 夫 

れ未發 • 已發は 日用の 間 固に 自然の 機 あり、 人力 を假ら ず。 其の 未發に 方り て は 本 

より 肉ら 寂然たり、 固に 執 を 事と する 所な し、 其の 當に發 すべきに 及んで は 則ち 乂 

當に 事に 卽き 物に 卽き感 に隨っ て應 ずべ し、 亦 安ん ぞ塊 然として 動かず して 此の 未 


も 見る に 1? か 

らん。 故に 曰 

はく、  S より 

見なる はなく、 

徵 より 顯 なる ■ 

はなし」 と 中 

賡 集お-に 出づ。 

この 听の 文中 

庸或 問に 出づ 

(二) 程 子の 

0. 呂氏 これ 

を 引用す 

(三) 存 養の 

意、 底本 以下 

股 文 あり 

S) 論語 先 

進！； ftl^ 十八 章 

の 語 

(五) 中の 場 

合 は 空に あら 

す 必す事 あり 

と 

(六) 臆に 同 

じ， 臆 刹 忖度 


闓見 多く 才識 

ちる が に * 

t9f に 中るな り、 

然れ ども 全部 

が 全部 中る と 

いふ わけに あ 


(七) 


甚 しければ、 事物に 瞎接の 際 


發の中 を 執 ふる を 得ん や。 此れ 義理の 根本たり。 此れに 於て 差 あるとき は 差 はざる 

もん  らし  た 

所な し」 と。 此れ呂氏が說の條理紊|亂援引乖刺して其の疑ふべきに勝へざる所3^ 

まこと 

なり。 程 子 之れ を 幾り て 以て 大本 を識ら ずと 爲す、 豈 信なら ざらん や。 藍 田の S 氏 H 

はく、 人 義理の 當 なると 無 レ過無 一一 不 及-の 中た る を 知らざる なき も、 未だ 中なる 所以に 及ば さ 

るな り。 喜怒哀 樂未發 Q 前に 1^ りて 吾が 心に 求む、 果して 何を爲 すか。 囘ゃ 其れ 庶 力らん か 鑾> 

(五) 

空しと。 惟れ 空しう して 然して 後に 以て 中なる を 見るべき も、 空 は 中に 非 さるな リ 必ず 事 

あるな り。 喜 怒 哀樂の 未だ 發 せず、 私意 小知の 其の 間に 徺る ことなくして、 乃ち 所謂 空かし 曰 

よく、 空 こして 然して 後に 中なる を 見る、 實 なるとき は 見ざる なリ。 子 貢が 聞 見を聚 t るの 多 

きが 若き、 其の 心 巳に 實なリ C 貨 確の 如き は、 蓄 ふる 所に 素 ぁリ、 應 ずる 所に (I ーリ あり、 富有 

と 曰 ふと 雖も亦 時として 窮 する あ リ、 故に 億れば Kr にして 未だ 皆 中なら ず。 權リて 然して 後 

に 輕重を 知り、 度り て 然して 後に 長短 を 知る、 物 皆 然リ、 心を甚 しと 爲す といへば、 則ち、 んの 

物 を 度る は (i) 度の 審な るより 甚し、 其 Q 物に 應て るに 當に 毫髮の 差な かるべし。 然れ ども 人 應- 

レ i じて 節に 中らざる 者 常に 多し e 其の 敌何ぞ え。 (これ) 中 を 得て 之れ を 執らず、 私意 づ矢の 

其の 間に 1 る こと あるに 由るな リ。 故に 義理 も當 ならず、 或は 過ぎ 或は 及ばざる こと、 ^ほ揭 

以下 孟子 梁 惠王上 篇第七 章に 出づ (八) 重量 を はかる に權 とい ひ、 寸 尺の 長さ を 計る に 度と いふ。 ここ は 心の 權度は 更に 《ぉ 

、毫 « も 理に這 ふこと なきが 當然 なりとの 意 


道 


源 


七 五 
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変の 法 精し からざる とき は fE 物を稱 量して 銖兩 分寸の 差な き 能 はざる がごと し。 此れ 所？ i 性 .t^ 

の理 は； 大道の 自然に 出で て 人 Q 私 知の 能く 爲す 所に 非 ざれば なリ。 故に 「^怒 哀樂の 未だ 發せ 

ざる 之れ を 屮と謂 ふ」 と H ふな リ 0 朱 子 曰 はく、 孟子 は 乃ち"； れ心 e ら度 り、 ：： んの 心が 物 を 蘇 

るに 非ざる を 論じ、 喜 怒 哀樂未 發の中 を 執らん と 欲する も、 知らず 如何して^ リ 得ん。 那の ¥ 

而 前に 來 らば、 只 だ 他れ に應 ずる を 得る のみ。 當に 喜ぶべき とき は 便す.' おび、 におるべき も； 

、 一 一  § 

き は 便ち 怒る、 如何 ぞ執リ 得ん。 楊 氏の 謂 ふ 所 は、 「未發 の 時、 心 を 以て 之れ を驗す kH 

とき は、 中の 義 自ら 見 ゆ、 執りて 失 ふこと なく、 人欲の 私なければ • 發 して 必ず 節 1 

に 中る」 と。 又 曰 はく、 「須 らく 未發の 際に 於て 能く 所謂 中を體 すべ し」 と。 其れ 「.M.: 

on  f=l)  一 

れを驗 し 之れ を體し 之れ を 執る」 と 曰 ふ は、 則ち 呂 氏の 失な り。 其れ 「其の 働 や 其 一 

の 喜 や， 中 固に 自若たり」 と 曰 ふ は、 疑 ふらく は 程 子 云 ふ 所の 「和 を 言 ふとき は屮. 

は 其の 中に 在り」 とい ふ ものと 相似たり。 然して 細かに 之れ を 推す とき は、 程 子の 

意 は 正に 謂へ らく、 喜 怒 哀樂已 發の處 に， 未發 の理發 見して 此の 一事 一物の 屮に 在」 

り 各. -偏倚 過不及の 差な し， 乃ち 時 中の 中 y して；^ 然 在， 中の 中に 非ず とい ふ C 一 

と を 見得す と。 楊 氏の 中 固に 自若たり と 云 ふが 若き， 而 して 又莊 周が 「怒 出 づれど 


も 怒らず」 の 言 を 引いて 以て 之れ を 明かに する は、 露 § き？？ 則ち 是れ 以爲 らく" 聖 

まさ  ー ぱら 

人 方に 喜 怒 哀樂の 時に 當り 其の 心 漠然として 木石に 同じく、 而 して 姑く 外 此の 如き 

の 形 を 示すな りと。 凡そ 云爲 する 所 皆復た 中心の 誠に 出で ず。 大抵 楊 氏が 言、 多く 

佛 老に雜 はる、 故に 其の 類 を 失する こと 此の 如し。 其れ 當に 其の 中 否 を 論ずべき も 

當に 其の 有無 を 論ずべ からず と 曰 ふ は、 則ち 至論な り。 龜 山の 楊 氏 曰 はく、 但だ喜 怒 

哀樂 未發の 際に 於て 心 を 以て 之れ を驗 むる とき は 中の 義 自ら 見 ゆ、 精一 に 非 ずん ば 焉んぞ 能く 

之れ を 執らん。 又 曰 はく、 執りて^ ふこと なく、 人欲の 私な きとき は、 發 して 必ず 都に 中る。 

發 して 節に 中れば、 中 固に 未だ 嘗て 亡びざる なリ。 孔子の 慟む も、 孟子の 喜ぶ も、 其の 慟 むべ 

く 喜ぶべき に 因る のみ、 孔孟に 於て 何 か あらん や。 其の 慟ゃ 其の 喜 や、 中 固に 自 おた リ。 鑑の 

物に 於け る、 物に 因って 形 を 異にす、 而 して 鑑の明 は 未、 だ 嘗て 異ならず。 莊 生が 所謂 「怒 出づ 

ニハ一 

れ ども 怒らざる とき は 則ち 怒 は 怒らざる に 出づ、 出で て爲 せど も爲す こと な き と き は， 則ち 

爲す こと は爲す ことなき に出づ J と、 亦 此の 意な り。 若し 聖人に して 喜 怒哀樂 なきと き は、 則 

ち 天下の 達道廢 す。 一人天下に 横行して、 武王亦 必ずしも 恥ぢ ざるな リ。 故に 此に 於て 四の 者 

當に 其の 節に 中る と 節に 中らざる と を 論ずべ し、 當に 其の 有無 を 論ずべ からざる なリ。 又 曰 は 

く、 須 らく 是れ喜 怒哀樂 未發の 際に 於て は 能く 所謂 中を體 し、 喜 怒哀樂 巳發の 後に 於て は 能く 


修敎 耍錄卷 クニ  七 八" 

昕謂和 を 得べ し、 中和 を 致す とき は 天地 位すべく、  Je? 物 育すべし と。  一 

(二)  - 

新 曰 錄に曰 はく、 高 中玄曰 はく、 問 ふ、 程 子 は 「只 だ 喜 怒哀樂 未だ 發 せず、 ^. 

ち是れ 中な り」 と 曰 ふ、 然り や。 曰 はく、 豈 此の 理 あらん や。 人生れ て靜 なる は大： 

の 性な り、 性の 本體 なり。 物に 感じて 動く のみ。 物 りて 人物 を 化する とき は、 大； 

理を滅 して 人欲 を窮 むる 者 多し。 寧 者 必ず 須 らく 戒愼 恐懼して 性の 源 を 涵養す ベ し 《 

至粹 至純 なれば、 其の 喜 怒哀樂 未だ 發 せず、 只 だ是れ 一 理 の中涵 りて 更に 邪 なし. 

方に 中と 謂 ふべ し。 中なる とき は 和なら ずと いふ ことなし。 彼の 常人の i 右き は 喜 怒： 

哀樂 是れ未 發と雖 も、 然も 根 株の 在る 所 皆 私意の 潜伏な り、 中と 謂 ふべ けんや。 中 一 

なら ざれば 何の 和 か 之れ あらん。 曰 はく、 大本 達 道 は 何 如。 曰 はく、 徒 だ 本と E は 一 

ずして 天下の 大本と 曰 ひ、 徒 だ 道と 曰 はずして 天下の 達 道と 曰 ふ、 蓋し 大地 萬 物の- 

ここ  ここ 

理皆此 に 具 はりて、 天地 を 位し 萬 物 を 育す る 所以の 者 皆此に 由る こと を 言 ひて 下 

文の 張 本と 爲る なり。 澄 問 ふ、 寧靜 にして 心を存 する 時、 未發の 中と 爲 すべし や 否 

や。 陽 明 >r 曰 はく、 今の 人の、.：： を存 十る は、 只 だ氣を 定め 得る のみ、 其の 寧 錚の時 

S  一 

に當 りても 亦 只 だ 是れ氣 の寧靜 なる のみ、 以て 未發の 中と 爲 すべ からず。 曰 はく  ： 


(五) 傳習錄 

に 問 思に 作る 

も 正しと すべ 

し 

(六) 同樣に 

の 意 

(七) 一本、 

著に 作る あり 

(八) 易の e 

辭上 《 に t& 謂 

「寂然と して 

動かす、 感じ 

て 遂に 天下の 

故に 通す」 を 

指す 

「九) 程 明 道 

の 定性 書に 

「靡 然として 

太 公、 物 来り 

て顧瞎 す」 と 

ある を 指す 


未だ 便ち 是れ 中なる にあら ざれ ども、 亦 是れ中 を 求む るの 工夫なる ことな からん や" 

曰 はく、 只 だ 人欲 を 去りて 天理 を存 せんこと を 要む、 方に 是れ 工夫な り。 靜の時 も 

念々 人欲 を 去りて 天理 を存 し、 動の 時 も 念々 人欲 を 去りて 天理 を存 し、 寧 靜と不 寧 

靜 とに 管ら ざれ、 若し 那の寧 靜に靠 らば、 惟に 漸く 靜を 喜び 動 を 厭 ふの 弊 あるの み 

たらず、 中間 許 多の 病 痛 只 だ是れ 潜伏し 在りて 終に 絶ち 去る こと 能 はず、 事に 遇う 

て は舊に 依って 兹長 せん。 理に循 ふ を 以て 主と 爲 さば， 何ぞ 嘗て 寧靜 なら ざらん。 

寧靜を 以て 主と 爲 さば、 未だ 必ずしも 能く 理に循 は ざらん。 ふ 色 を 好み 利 を 好み 

名 を 好む 等の 心 は、 固に 是れ 私欲なる も、 間居雜 慮の 如き は 如何 ぞ亦 之れ を 私欲と 

謂 ふや。 陽 明 子が 曰 はく、 畢竟 色 を 好み 利 を 好み 名 を 好む 等の 根 上より 起る。 自ら 

其の 根 を 尋ねて 便ち 見よ。 汝が 心中の 如き， 決して 是れ 劫盜を 做す の 思慮 あるな き 

こと を 知る は何ぞ や。 汝 元より 是の 心なき を 以てな り。 汝が貨 色 名利 等の 心の 若き、 

一切 皆 劫盗 を 做さざる の 心の 如く • 一般に 都て 消滅し 了ら ば、 光々 として 只 だ是れ 

(七) なん  (八) 

心の 本體 なり、 看よ 甚の間 思慮 あらん。 此れ 便ち 是れ 寂然 不動、 便ち 是れ 未發之 中. 

便ち 是れ 廓然 大公、 自然に 感じて 遂に 通じ、 自然に 發 して 節に 中り、 自然に 物來り 

道 源  七 九 


二) 降 澄 の 

胡、 《 習 卷 

之 上、 ^元靜 

所； 《 にやに つ 

(二) 李侗， 

字 は S 中、 延 

平 先生と 被す。 

朱 子の 師 なり 

(三) -g 本の 

讀 方なる も、 

次の 如 く^め 

ばお ほよく 通 

饤 川 は 人 

が 未 ％i の 前に 

於て 節の 中 を 

討ね て 巾 を 把 

つ て 一 物と 做 

し 《? る こと、 

か 向に 所謂 

お 定まる W 4 

n  ほめて 中と 做 

すが 如くなら 

/ こと をお る。 

故に C: だ洒養 

お 察の 上に 於 

て 功 を ffl ひし 

む」 

S 前々 條、 

寧靜に 心を存 

する 2- 云々 の 

說も す 

(五) 異本、 

之 を 人に il: る 
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あ ひヌぅ  ひい  二 1> 

て順應 ず。 R-..^ 伊川 謂 ふ、 「當に 喜 怒哀樂 未發の 前に 於て 中 を 求むべからず」 と。 延 

平 は舉者 をして 未發の 前の 氣象何 如と 看せ しむ。 (何 如) 陽 明 子が 曰 はく， 皆是な 

り。 伊川 は 人が 未發の 前に 於て 筒の 中 を 討ね て 中 を 把って 一 物と 做し^ん こと を 恐 

るる こと、 吾が 向に 所謂 氣 定まる 時 を 認めて 中と 做す が 故に、 只 だ 涵養^ 察の 上に 

於て 功 を 用 ひしむ とい ふが 如し。 延平は 人の 未だ 便ち 手 を 下十處 あら ざらん こと を 

恐る。 故に 人 をして 時々 刻々 に 未發の 前の 氣象を 求めし め， 之れ をして： m を しく 

し？ - 

して 視る こと も 唯 だ 此れ、 耳 を 傾けて 聽 くこと も 唯 だ 此れなら しむ。 卽 ち是れ 不レ睹 

を戒； W し 不レ聞 を 恐懼す るの 工夫な り。 皆 古人 已 むこ と を 得ず して 人 を ふの 言な 

みちひ、 

り。.^ ふ 喜 怒 哀樂の 中和 は、 其の 全體は 常の 人 固に 有つ こと 能 はざる も， 一件の 小 

事の 當に喜 怒すべき 者の 如き は、 平時 喜 怒の む ある ことなく、 其の時に臨むに"^fiり 

て 亦 能く 節に 中ら ば、 亦 之れ を 中和と 謂 ふべき か。 陽 明 子が 曰 はく、 一は 一， に 在 

りても 皆 亦 之れ を 中和と 謂 ふべ し。 然れ ども 未だ 之れ を 大本 達 道と 謂 ふべ からず。 

もの 

人の 性 街 善に して 中和 は是れ 人々 原と 有する 的な り、 3;„1； 無しと 謂 ふべ. t んゃ。 但だ 

常人の 心 は 旣に是 れ昏蔽 あるとき は 其の 本 體も亦 時々 發昆 すと 雖も， 終に 是れ哲 明 


(七) 

暫滅 にして 其の 全體大 用に 非ず。 中なら ずと いふ 所な くして、 然して 後に 之れ を大 

本と 謂 ひ、 和なら ずと いふ 所な くして、 然して 後に 之れ を 達 道と 謂 ふ。 唯 だ 天下の 

(澄) 

至誠に して 然して 後に 能く 天下の 大本 を 立つ。 中 は 只 だ是れ 天理な り。 曰 はく、 何 

i 明〕 

者 を か 天理と 爲す。 曰 はく、 人欲 を 去り 得て、 便ち 天理 を識 らん。 曰 はく、 天理 何 

を 以て か 之れ を 中と 謂 ふ。 曰 はく、 隔倚 する 所なければ なり。 曰 はく、 偏 倚す る听 

f+ し 一 

なき は、 是れ 何等の 氣 象ぞ。 曰 はく、 明鏡の 如く 然り、 全體瑩 徹して 略ぼ纖 塵の 染 

著す るな し。 曰 はく、 偏 倚 は 是れ染 著す る 所 あり。 色 を 好み 利 を 好み 名 を 好む 等の 

項 上に 著 在す るが 如き は、 方に 偏 倚 を 見得す る も、 未發の 時の 若き は 美 色 名利 皆 未 

あ ひ あら ほ  (H 明) 

だ 相 著れ ず、 (何 を 以て か 便ち 其の 偏 倚す る 所 ある を 知らん。 曰 はく、 未だ 相 著 はれ 

ずと 雖 も、) 然れ ども 平日 好， 色 • 好レ利 • 好， 名の 心 は 原と 未だ 嘗て 無くん ば あらず。 

旣に 未だ 嘗て 無くん ば あら ざれば、 卽ち 之れ を 有と 謂 ふ。 旣に 之れ を 有と 謂へば、 

(10) 

亦 偏 倚な しと 謂 ふべ からず。 之れ を瘧を 病む の 人に 譬 ふるに、 時あって 發ら ずと 雖 

も、 病根 は 原より 曾て 除か ざれば， 則ち 亦 之れ を 無病の 人と 謂 ふこと を 得ず。 須ら 

く是れ 平日 好， 色 • 好， 名 • 好, 利 等の 項 一 に 私心に 應 じて 掃除 蕩 維して 復た 熾毫の 
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留滯 するな く、 此の 心の 全體廊 然として 純ら 是れ 天理なら しめて、 方に 之れ を 喜 怒 

(二  ) 

哀 I 水 未發の 中と 謂ぶべく、 方に 是れ 天下の 大本な り。 問 ふ未發 と已發 を。 陽 明 子 

曰 はく、 只 だ 後 儒 は 未發. 已發 を將て 分說し 了る に緣 りて， 只 だ t 刀 頭に 筒の 未 發* 

已發 なしと 說 くこと を 得て、 人 をして 自ら 思うて 之れ を 得しむ。 若し 简の 未發 •「」 

發 ありと 說 かば、 聽く 者舊に 依りて 後 儒の 見解に 落 在 せん。 若し 眞に未 發* 已發な 

もと  も 

きこと を 見得せば、 箇の未 發 • 已發 ありと 說 くも、 原より 妨げず。 Is- と 筒の 未 發* 

已發の 在る こと あれば なり。 問 うて 曰 はく、 未發は 未だ 嘗て 和なら ずん ば あらず、 

已發は 未だ 嘗て 中なら ずん ば あらず。 譬 へば 鐘聲の 如し。 未だ 叩かざる も 無しと 謂 

ふべ からず、 旣に扣 くも 有りと 謂 ふべ からず。 畢竟 筒の 扣 くと 扣 かざる とのみ。 何 

如。 曰 はく、 未だ 叩かざる 時、 原と 是れ天 を 驚かし 地 を 動かす 的、 旣に扣 く 時， 也 

た 只 だ 是れ天 を 寂し 地を寞 する 的な り。 . ^ふ樂 は是れ 心の 本體 なりと。 知らず、 

大 故に 遇うて 哀哭す るの 時に 於け る も、 此の 樂 還た 在り ゃ不 や。 曰 はく、 須 らく 是 

れ大哭 一番し 了り て 方に 樂 なり。 哭せ ざれば 便ち 樂 しまず。 哭 すと 雖も 此の 心の 安 

き 處卽ち 是れ樂 なり。 本體は 未だ 嘗て 動く こと あらず。 又 曰 はく、 學 問して 人情^ 


變を 除き 了れば 無事な り。 喜 怒 哀樂は 人情に 非ず や。 視聽 言動より 以て 富貴 貧賤 息 

難 死生に 至る まで、 皆事變 なり。 事 變は亦 只 だ 人情の 裏に 在り。 其の 要は 只 だ 中 

(六) 

0  .0S  和 を 致す に 在り。 中和 を 致す は 只 だ獨を 謹む に 在り。 に ふ 良知 は 原と 是れ 中和 的 

卷之 下、 黃省  すた ま 

會所錄 に出づ なり、 如何 ぞ 却って 過不及 あらん。 曰 はく、 過不及の 處を 知り 得ば、 就ち 是れ 中和 

なり。 又 曰 はく、 未 發の中 は 專ら靜 の 時 を 指して 言 ふに 非ず、 發の 時に 就きて 此の 

ベ き だう 

心 喜 怒哀樂 の爲に 牽引 泊 橈せられ ず、 明覺 寂然 不動の 體 にして、 卽ち 所謂 動に も 亦 

定まる ものな り。 若し 牽引 汨撓 する あれば、 卽ち 所謂 氣に 動き 欲に 動く。 旣に 動く 

こと あるとき は、 其の 發 する 所 必ず 和なら ず。 故に 未 發の中 は卽ち 是れ發 して 節に 

中る の 和な り。 卽ち是 れ未發 の 中 は 動な く靜 なく、 體用 一源なる 者な り。 未 發の中 

は卽ち 良知な り、 前後 內外 なくして 渾然たる 一 體の 者な り。 未發 • 已發は 以て 動静 

を 言 ふべき も、 良知 は 未だ 已發 • 未 發に分 たれざる なり。 動 靜は遇 ふ 所の 時な り。 

心の 本體は 固より 動静に 分た る ことなし。 未發は 已發の 中に 在り、 而も 已發の 中に 

未だ 嘗て 別に 未 發の者 在る こと あるに あらず。 已發は 未發の 中に 在り、 而も 未發の 

中に 未だ 嘗て 別に 已發 の者存 する こと あるに あらず。 是れ 未だ 嘗て 動靜 なくん ば あ 

道 源  八 三 
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ら ずして、 而も 動靜を 以て 分つべからざる 者な り。 あ 勸ぉ問 ふ、 未發の 中と は是れ 

如何。 陽 明 子が 曰 はく、 汝俱 だ不， 防 を戒愼 し不， 聞 を 恐^し、 此の 心 を 養 ひ 得て 純 

あらに 

ならば、 是れ 天理 便ち 自然に 見 れん。 觀時略 ぼ 氣象を 示さん こと を 請 ふ。 陽 明 子 曰 

(二)  /. ，、わ  たん ぢ ため  にがさ 

はく、 啞 子の 苦风を 喫する ごとし。 雨の 與に說 き 得ず。 雨 此の 苦 を 知らん と 要せば 

(一二)  § 

ま  ム つじん  わ ノン か 

還た 須 らく 爾. 0 ら 喫せよ。 時に 曰 仁 傍に 在りて 曰 はく、 此の 如くん ば才 に是れ 知 一 

卽 ち是れ 行なり。 王 陽 明 汪石潭 に 答へ て 曰 はく、 夫れ 喜 怒 哀樂は 情なり。 旣に曰 は 

く 未 發と謂 ふべ からず と。 喜 怒 哀樂の 未發は 則ち 是れ 其の 本體を 指して 言 ふ、 性な 

り。 斯の言 は 子 思より す、 程 子に して 始めて あるに 非ず。 執事 旣に 以て 然 りと 爲さ 

ざる は 則ち 當れ り、 子 思の 中庸より 始まれり。 喜 怒 哀樂と 思慮 知 覺とは 皆 心の 發す 

る 所な り。 心 は 性情 を統 ぶ。 性 は 心の 體 なり、 情 は 心の 用な り。 程 子の.： ム はく T 心 

は 一 なる も、 體を 指して 言 ふ 者 あり、 寂然 不， 動、 是れ なり、 用 を 指して 言 ふ 者 あ 

ジテ -! ズ  ，ばら 

n, 感而遂 通、 是れ なり」 と。 斯の言 旣に 以て 加 ふるもの なし。 執事 姑く 之れ を 1 

の說に 求めよ。 夫れ き 用 は 一 原な り。 體の 用た る 所以 を 知らば 則ち 用の 體 たる 所以 

を 知る。 然 りと 雖も體 は微 にして 知り 難し， 用は顯 にして ：！：^ 易し。 執事の へ る こ 


と亦宜 ならず や。 夫れ 朝より 募に 至る まで 未だ 嘗て 寂然 不動の 時 あらず と 謂 ふ 者 は， - 

是れ 其の 用 を 見て 其の 所謂 體を 得ざる なり。 君子の 學に 於け る や、 用に 因って 以て 

其の 體を 求む。 凡そ 程 子の 所謂、 「旣に 思 ふは卽 ち是れ 已發、 旣 に知覺 ある は 卽ち是 

ため 

れ動」 とい ふ もの は、 皆 中 を 喜 怒哀樂 未發の 時に 求む る 者の 爲に言 ふなり。 其の 未發 

なき を 謂へ る ものに 非ず。 朱 子 も 未 發の說 に 於て、 其の 始は亦 嘗て 之れ を 疑へ り。 

今 其の 集の 中、 (翻 軒と 論難 辨析 する 所の 者 蓋し 往復 數十 にして、 而 して 後に 其の 說 

を 決す。 今の 中庸の 註疏 是れ なり。 其の 此に 於け る、 亦 苟もす るに 非ず。 獨リ 其の 

所謂 「戒 懼に自 りて 之れ を 約して 以て 至靜の 中に 至り、 謹 獨に自 りて 之れ を 精し く 

して 以て 應レ 物の 處に 至る」 とせし は、 亦 剖 折に 過ぎた るが 若し。 而 して 後の 讀者 

途に 以て 分ち て兩 節と 爲し、 其の 別に 寂然 不^、 靜 にして 存 養の 時 ありと 疑 ひ、 

常に 戒愼 恐惧の 心を存 する こと を 知らず、 則ち 其の 工夫 未だ 始めより 一 息の 間も必 

しばら  (一 01 

ず 其の 不レ聞 不；， 睹 よりして 存 養す るに 非 ずん ば あらず。 吾 兄且く 動處に 於て ェを加 

へて 間斷 せし むるな くんば、 動 も 和なら ずと いふ ことなく、 卽ち靜 も 中なら ずと い 

ふこと なくして、 所謂 寂然 不動の 體 IS に 自ら 知るべし。 申， 曰 はく、 近 儒 は 喜怒哀 
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樂未發 の 時な しと 謂 ふ も、 竊に謂 へ らく、 然ら じ。 夫れ 人心 は 斷念絶 想の 時な し、 未 

だ應 接せざる 時と 雖も亦 思慮 あり、 亦知覺 あり、 此れ 誠に 然り。 然して 思慮 知^ は 

只 だ 之れ を 思慮 知 覺と謂 ふべき も、 之れ を 喜怒哀楽と 謂 ふべ からず。 喜 怒 哀樂の 若 

き は 分明に 未 發の時 あり。 又 謂へ らく、 發 して 未， 發 の者存 する こと あり。 夫れ 發し 

て 未 レ發者 ありて 存 すと は、 是れ 太虚の 中 雷 爆 電光して 而も 太虚の 本體は 寂然 不動 

にして 自若なる、 是れ 則ち 然り。 而 るを發 せざる はなしと 謂 ひて 可な らん ゃパ. な 

らば) 則ち 是れ曰 霽れ 天淸 める 時 も 亦 雷 爆 電光す るな り、 (E^ して) 可な らん や。 义 

曰 はく、 發 して 皆 節に 中る と。 已發と 言 はずして 只 だ 發と言 ふ。 蓋し 已發と 一一 s ふと 

き は未發 あり C 惟 だ未發 とい ふこと 無し、 故に 只 だ 發と言 ふなり。 51 だ發 する 者 は 

發 して、 發 する 所以の 者 は 未だ 嘗て 發 せず、 故に 發 して 而も 未だ 發 せざる 者 ありて， 

(一) as 中 存す。 發 して 未だ 發 せざる 者 ありて 存 するとき は 節に 中ろ。 此の 二 句 は是れ 一物 異 

庸のニ 句 を 指  ことみ、 

すべし  名に して、 先 後な く 節 次な し、 說き 得て 儘く 巧な り。 理に 於ても 亦 妨げ あらず" 但 

だ經 文に 喜 怒 哀樂未 發の字 あるに 據 りて， 則ち 未 發の字 を 以てする も、 i はた 之れ 理 

に 於て 亦 妨害な し、 而 して 何ぞ 必ず 「此の 如く すれば 乃ち 精たり」 と 臼 はんや。 且 


つ 此の 如くん ば、 何 ぞ不， 發と曰 はずして、 未， 發と曰 ふ は何ぞ や。 未の 字と 不の 

§  *1 字と 亦 自ら f かり。 又 曰 はく、 戒 愼恐惧 涵養して 性の 源至粹 至純なる とき は、 喜 怒 

哀樂未 發の時 も瑩々 淨々 として 絕 えて 染 著す るな く， 偏 倚す る 所な し， 故に 之れ を 

中と 謂 ひ、 旣に發 する の 時 も 過不及な く 恰も 其の 節に 中り て、 未發の 中と 乖戻 する 

所な し、 故に 之れ を 和と 謂 ふなり。 叉 曰 はく、 陽 明 子が 言 はく、 「未 發. 已發は 中 

道 を 用 ふるに 於て 本體 より 出づ」 と。 此の 理 甚だ 妙な り、 會. - 之れ と 吾が 說と 相妨 

げざる を 喜ぶ。 但し 本文に 據 つて 之れ を 観れば、 未の 字 は 當に不 の 字に 改め 作る ベ 

し。 人心の 常に 發 する 者 は、 明覺生 意な り。 時として 未發 ある 者 は 喜 怒哀樂 なり。 

中庸 は 喜 怒 哀樂を 指して 言 ふ、 則ち 未發 實に是 れ未發 なり。 之れ を 天地に 辟 ふる 

に、 常に 發 する 者 は 生 機な り、 時あって 發 せざる 者 は 雷 露 風雨な り。 喜怒哀 樂未發 

の 時 は廓然 大公- 1 一一の i ひも 私意の 牽滯 なし、 卽ち 中と 爲す。 此の 中 は 蓋し 愼獨ょ 

り來 る- 未發 なれば 便ち 是れ 中と 謂 ふに 非ざる なり。 發 して 節に 中る と 謂 ふが 若き 

も、 用 は體を 妨げず、 發 する 者發 して、 而も 發 する 所以の 者 は 終に 發 せず、 初よ 

り乖戾 なし、 卽ち 此れ 是の 和、 亦卽ち 此れ 是の 中な り。 蓋し 未 發の本 體は已 發に在 

, 道 源  八 七 


八 八 


二)  S 味. 深 

(二) にえき 

らざ る こと、 

決斷 つかす 暖 

味なる こと 

S 前 出 四 

二  H 金 照 

(四) 林 ffl 中、 

擇^lは，vの字、 

束 Mti^ す。 

栄代 古田の 人、 

朱 子の 門人， 

終 if? 仕へ す、 


て、 本 體は亦 動靜合 一 、 體用合 一 に 在」 


(五) 朱 W の 

意、 孟子に 平 

た 


(六) 朱^ 巷、 

卽ち朱 子な り 


のみ、 却って 上句の 未の 字 を 含糊說 了す る を 要せざる なり。 义 Mr は. 


此の 理 却って 化？、 水に して 深く 味 ふべき 

程 子の 云 ふ， 

「未發 は 在, 中の 義」 と。 港せ 泉が 云 はく、 「程 子 は 在， 中の 義を 以てす、 不レ 出の 義 

なり」 と。 林 擇之は 謂 ふ、 「在 レ 中の 義は 是れ 裏面の 道理な り。 此の 如きと き は、 中 

は 當に內 の 字と 看るべし。 未 發と言 ふ は、 是 れ含藏 して 內に 在る のみ。 此の 中 は 許 

多の 道理 を 含 得し、 在 は 此れ 靈活虛 通、 悝々 不死な り、 卽 ち不， 防不， 聞の. 妙」 と。 

此れ 又 一 說 なり。 は tr7 外 は Jl^jt レ ft; ほね ビ」 徐—. -ぉ曰 はく、 予に問 ふ 者 ありて in ふ、 中 

廢に未 發を謂 ひて 中と 爲す、 (然 らば) 卽ち 盗賊 も 亦 未 發の時 あり、 獨り 中に 非ず や 

と。 余 咲って 應 へて 曰 はく、 愚 を 以て 之れ を觀 るに、 豈惟だ 盜賊も 未發の 時な から 

(H さ  (£) 

んゃ、 卽ち 聖賢 も 亦 未發の 時な し。 曰 はく、 平旦は 未だ 物と 接 はらず、 此の 時 は 未 

發に 非ず や。 予曰 はく * 好 惡は與 に發に 近き や 否や。 昔，； i 翁の 曰 はく、 「大地 あり 

てより 以來、 時として 生ぜず とい ふこと なし， 生 人 ありて より 以來 • 時として 發 

せず とい ふこと なし」 と。 斯の 言確當 なり。 夫れ 之れ を 未 發と謂 ふ は卽ち 所謂 不 

レ ぉ不， 聞な り。 吾人 終日 夜 眼 を 開きて は 光り を兑、 看 を いて は を 兄る， ^れ の. 一 


に 答 照 前；^ 七 7 
2; 出 取 、出^ 貝； S 

づ楚こ 四 參 
U 侗の 一王 照 前 
文 の 語真畿 出 
は 書 は參、 五 


時か瞎 ざらん。 聲 あれば 響を聽 き、 聲 なければ 寂に 聽く， 何れの 持 か 聞か ざらん- 


如ョ 于睹 T 

菩 之 不レ將 者 

不一 一 f3 レ陆而 出 I 

也、 耳 發％ 聞 T 

苔 之 不レ聞 者、 

不，， レ閱而 出 I 

也と ある も、 

返點 にあ やま 

り あり 


旣に睹 聞せ ざるの 時なければ、 何れの 時 か未發 ならん、 如何 ぞ 中の 致すべき あらん。 

問 ふ 者 豁然と して 曰 はく > 良く 是 なり、 良く 是 なり、 誠に 未發の 時な しと。 <| 曰-ほか 

く、 子旣に 未發の 時な きこと を 信ず。 我れ 且つ 子に 語らん。 豈但だ 聖賢が 未發を 

有する のみな らん や、 卽ち盜 賊も亦 未發の 者の 在る あり。 何と なれば、 夫れ 行 は 常 

なる ありて、 堯の 爲に存 せず、 樂の爲 に 亡せ ず。 蓋し 未 發とは 時に 非ず、 直に 天命 

の 性 を 指して 言 ふなり。 發は 時として 發せ ずと いふ ことなくして、 發 する 所以の 者 

は& 古より 未だ 之れ を發 せず。 中庸 は 人に I, 性の 舉を敎 へ、 功夫 全く 此の 處に著 

落す、 故に 始終 只だ是 れ愼， 獨 のみ。 袁了ク 曰 はく、 獨を愼 むと き は 性を盡 し- 性 

を盡 すと き は、 廓 然として 大公な り、 便ち 是れ 未發の 中な り。 物來 りて 順應 す、 便 

ち是れ 已發の 和な り。 未 發.已 發は對 待に 非ず、 先 後に 非ず、 言 成れば 文 自ら 次第 

を 成す のみ。 寵溪 先生 嘗て 謂 はく、 「發 して 節に 中る (處 )， 卽ち是 れ未發 の 中な り」 

と。 原と 曾て 發 する 所 あらざる なり。 眼 は 隙に 發 する も、 吾が 不, 睹者は 隙に 隨っ 

て 出で ず、 耳 は 聞に 發 する も、 吾が 不， 聞 者 は 聞に 隨 つて 出で ざるが 如きな り。 子 
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二) 以上、 

知 新 IMS- 抄出 

(二)  W の^ 

柯の？ T  卷、 

王5£明の，^^を 

(三) 體 と 用 

i が 完全なる 

こと 

(S1) 孟子 梁 

惠： 土 上篇第 七 

章に、 齊の宣 

王 堂上に 在り 

て 堂 下に 牛 を 


の 祭 


に 殺す ものな 

る を 知りて、 

憐 みに 堪 へす、 

待-お 然 らば 祭 

を やめん かと 

云 ひしと ころ、 

王 は 羊 を 以て 

牛に 代へ て 祭 

るべ しと 云 ひ 

し 故事。 その 

罪な き は 牛 羊 

同じき も、 眼 

前の 牛 を 見て 

見る に 忍び ざ 

るの. 心 ある は 

王た るに 足れ 
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思 は 中和 を 言 ひて、 喜 怒 哀樂を 以て 之れ を 明かに する も、 其の 赏只だ 情識の 未， 形. 

を 謂 ひて 中と 爲し、 事に 順って 情なき を 和と 爲す。 此れ 孔門のお 皆な り。 旣 に已發 

と 云 ふとき は、 正 も亦兑 るべき なし、 や 偏 倚 を や。 未發は 已發の 外に 在らず *  u 疋 

れ 和の 統會 する 所な り、 千變萬 化する とも 此に 翕受 し此 に資始 せざる ことなし- 故 

に 天下の 大本と 爲す。 已發は 未發の 外に 在らず、 是れ 中の 流行す る 所な り、 ^物 共 

に 通達して 碍 なし， 故に 天下の 達 道と 爲. 一。 

求是 編に 曰 はく、 平時に 喜 怒の 心 あるな き 者 は 中な り。 時に 臨んで 亦 能く 節に 屮 

る 者 は 和な り。 中 は卽ち 性な り、 和 は卽ち 情なり。 性情 は卽ち fj^ なり。 ^9は 一 のみ。 

(三)  i と 

全體大 用に 在りて、 固に 此の 道な り、 初より 加 ふる 所な し。 一時 一率に 在りても、 

亦 此の 道な り、 初より 損する 所な し。 陽 明 は 乃ち 謂へ らく 、「 一 時 一 事の 中和 は 未だ 

之れ を 大本 達 道と 謂 ふべ からず、 必ず 中なら ずと いふ 所な くして 而 して 後に 之れ を 

大本と 謂 ひ、 和せ ずと いふ 所な くして 而 して 後に 之れ を 達 道と 謂 ふ」 と。 是れ道 を 

以て 二 ありと 爲 すなり。 齊宣の 牛に：；^ ふる は、 一 事の 中和に 過ぎざる のみ。 而 して 

5 一 

孟子 以て是 の 心 以て 王た るに 足れり と爲 す。 宋景は 人に 君た るの 言 三つ ある は、 一 


b と 孟子 贊せ 

しなり 

(五) 春秋 戰 

國の 宋の景 公、 

害て 後 惑卽ち 

火星が 心 星の 

居 る ベ き 場所 

にある を 見て， 

心 尾の 場所 は 

列 星 を 諸侯の 

土地に 配 すれ 

ば 宋の國 にあ 

おる を 以て 頗 

る 憂慮せ しに * 

天文 を ：！？ る 人 

が、 凶事 を宰 

相に うつして 

自已の 鍋 を 免 

るべ しと 進言 

せし に、 公 曰 

はく T 相 は 吾 

の投 肱な り」、 

又 民に 轉 嫁す 

べしと 逸 言せ 

しに 「君 は 民 

に 待つな り」、 

更に 歳に 轉嫁 

して 凶歳なら 

しむべ しと 進 

めしに、 「錄歲 

には^ 困し む、 

吾れ 誰が 爲に 

か 君お らん」 


言の 中和に 過ぎざる のみ、 而 して 熒惑 之れ が 爲に舍 を 退く。 然 らば 則ち 大本 達 道 何 

ぞ 必ず 中なら ずと いふ 所な く 和せ ずと いふ 所な くして 而 して 後に 可な らん や。 之れ 

を擊 石の 火に 譬 ふるに >  只 だ 星々 子の みなる も、 機に 引 著せば 便ち 以て 原 を 僚く ベ 

し。 故に 星々 の 火 は卽ち 原の 火に して、 小に 非ざる なり。 撩レ 原の 火 は卽ち 星々 

の 火に して 大な るに 非ざる なり。 火 を 知れば 則ち 中和 を 知る。 故に 事に 所謂 大 なし. 

傳禪も 亦 尋常な り。 亦 所謂 小な し、 一介 も卽 ち千駟 なり。 時に 所謂 久 なし >  天地 も 

(七) 

しゃう し  はう たん  つね おも  ひら 

亦 須臾な り。 亦 所謂 暫 なし、 if 子も卽 ち彭聃 なり." 陽 明 毎に 以 へらく、 藩籬を 剖き 

お ほい 

て昭 曠を觀 ると。 自ら 其の 識を 偉に する 者に して、 見 此れに 及ばざる こと は何ぞ や-" 

(求是 編)  もつ は 

叉 曰 はく * 未 發の中 は 純ら 是れ 天理に して、 寂然 廓 然として 偏 倚す る 所な し。 陽 明 

謂 はく、 「其れ 明鏡の 如く 然り、 全體瑩 徹して 略ぼ纖 塵の 染著 するな し」 と は 似た 

り。 然して 又 謂 はく、 「美 色 名利 は 未だ 相 著 はれず と雖 も、 其の 平日 好， 色. 好， 利 • 

好レ 名の 心 は 原と 未だ 嘗て 無くん ば あらず、 之れ を 痣 を 病む の 人に 譬 ふるに、 時 あ 

つて 發ら ずと 雖も • 病根 は 原より 曾て 除か ざれば、 亦 之れ を 無, 病と 謂 ふこと を 得 

ず」 とい ふとき は、 深く 疑 ふべき もの あり。 蓋し 瘡は 乍ち に發り 乍ち に 病む。 乍ち 

道 源  九 一 


と 云 ふ。 港 さ 

せし 者 曰 はく、 

「天 は.？；？  くし 

て卑 きに 聽く、 

人に 君た る 

の fK 三つ あり、 

宜しく 動く こ 

と あるべ し」 

to 果して そ 

の感應 ありて 

熒 fsi ふその 位 S 

を きたりと 

いふ。 十八 史 

^にも 出づ 

(六) 位 を 傅 

へ！！ る こと 

(七) 一な 死に 

せる. ナ 供の 窓、 

彭 聃は 古の S 

0^, 彭祖 と 

老聃 なり 

(一) 前 出 八 


修敎耍 錄卷之 一  九 二 

に 止み、 乍ち に發 ると き は、 發 して 固に 竊 なり。 其の 發 せざる の 時 も 亦^な り。 今 

乃ち 不發の 病 を 以て 未發の 中に 況ふ、 是れ未 發の中 は特だ 其の 好レ 色. 好レ 利. 好レ名 

の 心の 未だ 形見れ ざる 者の み。 此の 如くん ば 何 を 以て か 天下の 大本と 爲 さんや。 何 

ぞ 其の 明鏡と いふの 言と 自ら 相 戾れる や。 (鏡 は) 本. と 塵な くして、 塵は染 より 生ず" 

人 は 本と 癒な くして、 瘧は 病より 生ず。 心 は 本と 偏 倚な くして、 偏 倚 は 意より 生ず" 

故に 未 發の中 は卽ち 無， 疾の 人、 無レ 塵の 鏡な り。 而 して 條を 病む を 以て 之れ に喩ふ 

る は、 豈 引喩の 當を 失する 者に 非ず や。 何 を 以て か苟 卿が 性 を 以て 惡と爲 す 者に 異 

たらん や。 此の 段 I 読 sg,? は 本と 未 發の中 を 論ず。 而 して 反覆して 之れ を玩 ぶと き 

は、 始には 則ち 人欲 を 去.^ 得て 便ち 天理 を識 ると 曰 ひ  >  末に は 則ち 須 らく 是れ平 U 

好色. 好 利 • 好 名 等の 項 一 に 私心に 應 じて 掃除 蕩滌 して 復た 纖毫 の^ 滯 するな く、 

此の 心の 全體靡 然として 純ら 是れ 天理なら しめて、 方に 之れ を 喜 怒哀樂 未發の 中と 

謂 ふべ しと 曰 ふ。 是れ皆 偏 倚の 後に 中 を 致す の 工夫 を 下す の說 話に して、 未 發の中 

と爲る 所以に 非ず。 豈 其の 良知の 寧に 溺れ、 皆已 發の處 より！ nfs; して 此の 言 を爲す 

か。 其れ 亦 之れ を 失する こと 遠し。 


0 一) 以下 素 〇(，;_|, 一案ず るに、 喜 怒 哀樂之 未, 發謂ニ 之 中-は、 天. 命 謂 二 之 性 一の 義を 謂へ るな り。 犬 

行の ダ 

命の 性 は 未だ 物に 涉ら ず、 混然 純一 のみ、 故に 之れ を 中と 曰 ふ。 性と 曰 はずして 中 

と 曰 ふ は、 性 は 其の 全 體の號 にして、 接應の 間より 之れ を稱 するとき は 不偏 不 倚な 

, り、 故に 中と 曰 ふなり。 發而皆 中 &謂ニ 之 和 一は、 率 レ性謂 一一 之 道 1 の義を 謂へ るな 

り。 性の 發 する は 喜 怒 哀樂の 情の み。 情發 して 皆 節に 中る とき は、 天命の 性に 率 ひ 

て 須臾の 離るべき なし， 故に 之れ を 和と 曰 ふなり。 中 也 者 天下 之 大本 也、 和 也 者 天 

下 之 達 道 也と は、 中 は 道 原な り、 萬 物の 由り て 出づる 所な り、 故に 大本と 曰 ふなり- 

和 は 用 ひて 私な く、 能く 通達して 乖房 せず、 故に 達 道と 曰 ふなり。 中 は 和に 因って 

行 はる。 和 は 中に 自 つて 出づ。 其の 本 は 純一 にして、 其の 用 は 私欲の 間隔な し、 體 

用 本末 一致に して、 性と 道と 相 表裏す るな り。 

或 ひと 問うて 曰 ふ、 明 儒の 曰 はく、 「未發 の 前に 此の 心 を 養 ひ 得て 純ら 天理に して 

而 して 後に 未發の 中と 曰 ふべ し、 未發の 前に 此の 心を存 養せ ずん ば 如何して 發 して 

節に 中らん や」 と。 此の 說 如何。 曰 はく、 是れ王 陽 明が 學 徒の 說く所 にして、 宋儒も 

亦 此の 說 あり。 I- り 伊川の 曰 はく、 「只 だ 喜 怒哀樂 の未發 便ち 是れ 中な り」 と。 延平 

道  源  九 三 


修敎耍 錄卷之 一  九 s: 

の 李 氏 は 曰 はく、 「其の 未 レ發に 方り て、 是れ 所謂 中な り、 性な り」 と。 朱 子の 曰 は 

く、 「喜 怒 哀樂； £ 然として 中に 在り、 未だ 物に 感ぜず、 未だ 一 偏に ：！^ 著す るの 患 あ 

らず、 亦 未だ 過と 不 及との 差 あらず、 故に 特に 中 を 以て 之れ に名づ く」。 愚 竊に案 

ずるに、 是れ 聖學の 本意な り。 天.^ の 性 は 元と 不增不 減、 堯舜 も亦增 さず、 Mm も 

亦 損せず。 故に 喜 怒 哀樂未 發の問 は 寂然と して 動かず、 ^全の 地位 純一 なる のみ。 

存 養の 力 を 著くべき 所な し。 其の 發す るに 及びて や、 私欲の 爲 に昏蔽 せられて、 其 

の 情 は 節に 中らず、 天命の 性 を 失 ふなり。 明 儒 は 意見 を 建て、 未 發の前 を 味って 其 

の 力 を 閑 空の 地に 著く。 其の 說 人の 耳に 入りて 甚だ 切なる が 如しと 雖も、 是れ 異端 

の惑說 にして、 人 をして 虛 遠に 陷 らしめ て 曰 用の 益な し。 

たうせ き 

2) 支那 古  或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 盜跖も 亦 未 發の時 あり、 獨り 中に 非ざる や。 曰 はく、 大 

昔黃帝 代の  よば 

は 大 泥棒，" 命の 性 豈盜跖 を^まん や。 情の 發 して 皆 節に 中らざる や、 終に 舛な 衬と爲 り、 盗^と 

爲る なり。 情の 發 して 皆 節に 中る や、 聖人と 爲り 君子と 爲る なり。 皆の 字 尤も 味 ふ 

べし。 常人の 情 も 亦 天性より 出づ、 豈 初めより 皆 節に 中らざる ベ けんや。 1^^«蔽の厚 

薄に 因りて、 或は 節に 中り、 或は 節に 中らざる なり。 故に 發 して 皆 節に 中らざる と 


八 子淸接 。前の S 二 c^; 
章告 明せ 未 四 刻 頁 
に 子の ざ だ 時 、平參 九 
出上氣 る 事に 今 旦照ー 
づ篇 。時 物 當のは • 


き は、 之れ を 和と 曰 ふべ からず。 盜跖が 性 も 亦 天命な り、 其の 喜 怒 哀樂の 未だ 發せ 

ざる や、 叉 純一 の 中な り。 然して 中和 相對せ ざれば、 其の 中 も 亦 言 ふべ からざる な 

り。 中 は 和に 對し、 庸は 中に 對す、 是れ體 用 一原の 謂な り。 王 陽 明が 雍疾を 以て 之 

あやま 

れに譬 ふる、 其の 說 甚だ 謬れ り。 

或 ひと 曰 はく、 人心 は 斷念絕 想の 時な きに、 喜 怒 哀樂は 未 發の時 ありと。 思想の 

(二) 蘇季明 間に 於て 工夫 あるか。 曰 はく、 程 子 蘇 氏に 答へ て 曰 はく、 「思 ふは卽 ち是れ 已發」 と * 

la と 喜 怒 哀樂と は 一般な り。 思うて 節に 中らざる と 節に 中る と、 能く 致む ると き は 

和と 曰 ふべ し。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 思想の 間に 力 を 著け ざらん や。 曰 はく、 

喜 怒哀樂 未發の 前を存 養す るの み。 但だ拘 著せず 泥 滞せ ずして、 意味の 深長 を 知り 

天性の 純一 を 感ずるな り。 

或 ひと 曰 はく、 明 儒 は 未發を 以て 不發と 作す。 i せ」 に 此の 說 如何。 曰 はく、 性 あれ 

ば 情 ある、 是れ 天理の 自然な り。 未發は 已發を 含む。 人情 發 せんと 欲して 未だ 發せ 

ざるな り。 若し 不發を 以て 之れ を 論ぜば、 稿. 死灰な り。 未の 字 意味 あり。 或 ひと 

曰 はく、 未發は 孟子の I. 一旦の 氣か。 曰 はく、 然り、 豈唯 だ平旦 のみな らん や、 時々 

道 源  九 五 


修敎耍 錄卷之 一 

未 發の中 あり。 百姓 曰に 用 ひて 是れを 知らざる なり 


九 六 


二) 中 や 3C 

(二)  .e-iwsf 

句に 屮 r づ 


B 朱 子の 

巾^ 或 問な り。 

以下 は 或 問 中 

の 或 ひとと 朱 

子との 問答な 


致， 一中 和, 夭 地位 焉、 萬 物 育焉， 

朱 子 曰 はく、 致す と は 推して 之れ を 極む る ことなり。 位すと は 其の 所に 安ん ずるな 

り。 有すと は 其の 生を遂 ぐる ことなり。 戒愼に c: りて 之れ を 約して 以て ff-^ の 中に 

至り、 偏 倚す る 所な くして 其の 守り 失 はざる とき は、 其の 中 を 極めて 大地 位す。 ^ 

獨 よりして 之れ を 精し うして 以て 應， 物の 處に 至り、 少しも 差 謬な くして 適く とし 

て然ら ざるな きとき は、 其の 和 を 極めて 萬 物 育す。 蓋し 天地 萬 物 は 本と 吾が ー體な 

り。 吾が 心 正しき とき は 天地の 心 も 亦 正し。 吾が 氣 順なる とき は 犬 地の 氣も亦 "順な 

^dMn.. 故に 其の 效驗 此の 如きに 至る。 此れ 學 問の 極 功、 聖人の 能. T 初め 

より 外に 待つ； 0 と あるに 非ず して、 I び」 g  0、 道を修 むる の 敎も亦 其の 中に 在り。 是 

れ 其の ー體ー 用、 動 靜の殊 なる ありと 雖も、 然も 必ず 其の 體 立ちて 而 して 後に 用以 

て 行 はるる こと あり、 則ち 其の 赏亦兩 事 あるに 非ず。 故に 此に 於て 合せて 之れ を 言 

ニニ) 

ひて、 以て 上文の 意 を 結す。 或^に 曰 はく、 天地 位し 离物 育す とい ふ は 諸家 皆 其の 


(s 

指す 


(五) 天の 運 

行 

(六) 位な き 

に 至る と斷定 

ほ 出来す との 

意 

(七) 鵜 記の 

篇名 ， 


理を 以て 言 ふに- 子 は獨り 其の 事 を 以て 論ず。 然 らば 則ち 古より 衰亂の 世 は 中和に 

病む 所以の 者 多し。 天地の 位、 萬 物の 育、 豈是れ を 以て 其の 常 を 失へ るか。 £ がく、 

三 辰 IC を 失し 山崩れ 川竭 くると き は、 必ずしも 天 翻へ り 地， 覆へ りて 然して 後に 一 § あ 

7  たいとくらん けつ 

ら すと 爲す にあらず、 兵亂 凶荒 胎 殯卵狮 すれば、 必ずしも 人 消し 物盡 きて 然して 後 

こお E-tJ ずと 6f さ V  。 樂^^。に曰はく、 胎生の 者 は SKU ご V、 卵生の 者 は m けす と。 遠 は 1 ご七3きき^き 

.^，，で^^と*^さマ 音獨 なり、 内の 敗る るな り，^  Si は 乎 efr 況 後の 反， 裂く るお り。 凡そ 此の 若き 者豈 

(マ ふ 

不中 不和の 致す 所に 非ず して 叉 安ん ぞ， 1- ふべ けんや。 今 事 を 以て 言 ふ 者 は、 固に 

以て 是の理 ありて 而 して 後に 是の事 ありと 爲 すなり。 彼の 理を 以て 言 ふ 者 は- 亦以 

て是の事なくして徒に是の理ぁりと爲すのみに非ざるなり。伹だ其の言の^^リ備、 以 

て 後 學の疑 を 啓く こと あり。 直に 事 を 以て 言 ひて 理は 其の 中に 在りと する の盡 せり 

(問 者) 

と爲 すに 若かざる のみ。 曰 はく、 然 らば 則ち 其の 不レ 位不, 育の 時に 當 りて、 豈聖 

賢 其の 世に 生る るな くして， 其の 夫の 中和 を 致す 所以の 者 乃ち 以て 其の 一 二 を 救 ふ 

こと ある 能 はざる は何ぞ や。 曰 はく- 善惡感 通の 理も亦 其の 力の 至る所に 及んで 止 

むの み。 彼の 達して 上に 在る 者 も旣に 以て 之れ を 病む こと ありと 曰 ふとき は、 夫の 

災 異の變 又豈窮 して、 下に 在る 者の 能く 救 ふ 所な らん や。 伹だ 能く 中和 を 一身に 

道 源  九 七 


九 八 


二) 共 ェ* 

«f§^. 三 苗， 

«3。 舜 この 四 

を i4K 刀して、 

天下 悉く 服せ 

り。 番 經ぉ典 


(二) 

弟、 お . 0 

叔、 共に 衬王 

の子武 B?! に與 

して 周の 王 

に叛 く。 周 公 

これ を 伐つ 

(三) 中 康 の 

本文に、 中と 

和と を 別々 に 

說 きし 理由 を 

問 へ るな らん 

(四) 以下 は 

朱 子 語類 卷六 

の 十二 問答 


致す とき は、 天下 亂 ると 雖も 吾が 身の 天地 萬 物 は 安泰た るに 害 あらず。 お £„の； 

其の 能くせ ざる 者 は 天下 治まる と雖 も、 吾が 身の 天地 萬 物は乖 たるに^ あらず。 

f  二  . 

^1"^ 。其の 間 一家 一 國 皆然ら ずと いふ ことたし。 此れ 又 知ら ずん ば あるべ か 

《二」  (i  t つじ  §  I 

ら ざるの み。 曰 はく，  二者 は 之れ 實 事と 爲 して 可な り、 而 して 中和 を 分ち て 以て 焉： 

に屬 くる は、 將に 又破碎 の^しき と爲さ ざらん や。 曰 はく- 世に は 同に 未だ 能く 中 

を 致して 和に 足らざる 者 あらず、 亦 未だ 能く 和 を 致して 中に 本づ かざる 者 あらざる 一 

なり。 未だ 天地 已に 位して 萬 物 育せ ざる 者 あらず、 亦 未だ： 大地 位せず して 萬 物 £1 ら j 

育す る 者 あらざる なり。 特に 其の 效に據 つて、 本と 其の 然る 所以 を 推. V とき は、 一 

各！ 從 つて 来る 所 ありて 紊 るべ からざる のみ。 問 中和 を 致して-大地 位し jffi: 物 育す 一 

ると、 喜 怒 哀樂と は 相 干せず。 朱 子 曰 はく， 世間 何事 か 喜お 哀樂の 上に^ 在せ ざる * 

且つ 人君 一 人 を 喜して 之れ を 賞 すれば 千 萬人勸 み、. 一 人 を 怒りて 之れ を 罰する とき 

あいきよう  二 

は 千 萬人懼 るるが 如き、 以て 鰥{ 碁 を哀： ^し 人材 を樂 育す るに 至る は、 這れ 便ち 是れ - 

萬 物 育 十るな り。 以て 君臣 父子 夫婦 長幼 相 處り相 接して 是 ならざる なきに 至る は、 

這 箇卽ち 這れ 喜お 節に 中る 處、 便ち 是れ 實理の 流行たり。 問 ふ 中和 を 致して 大地 位 


し 萬 物 育す、 此れ 有， 位 者 を 以て 言 ふなり。 一介の 士の 如き は 如何 ぞ 此の 如き こと 

を 得ん。 曰 はく、 若し 一 身の 中和 を 致し 得れば 便ち 一 身に 充塞す、 一 の 中和 を 致 

し 得れば 便ち 一 家に 充塞す。 若し 天下の 中和 を 致し 得れば 便ち 天下に 充塞す。 此の 

理 あれば 便ち 此の 事 あり、 此の 事 あれば 便ち 此の 理 あり。 一 日の 克復の 如き、 如何 

ぞ 便ち 天下 仁に 歸 する を 得ん となれば、 此の 理 あるが 爲の 故な り。 "^ふ 堯.？ I は 中 

和 を 致す 能 はずと 謂 ふべ からず、 而も 亦 水 孕の 災 あり。 曰 はく、  f は 其の 常 (時) 

を 言 ふ。 堯 •  口：！ は 非常の 變に 遇せるな り。 大抵 中和 を 致す は、 吾が 一 念の より 培 

植推廣 して 以て 裁成輔 相し ぼ 直 輔翼す るに 至る、 一事の 不， 盡 なし。 に是 れ至處 

なり。 問 ふ 此の 如くん ば、 須 らく 専ら 人 主の 身上に 就いて 說 きて、 方に 此の 工夫 あ 

り や。 曰 はく、 規模 Sn ら是れ 此の 如し。 然して 人 备.^ 一箇の 地位に 隨 つて 做し 去く。 

人 主 は 中和 を 致す も 士大夫 は 便ち 中和 を 致さず と 道 ふに あらず。 眞 F し 曰 はく、 中 

和を教 すの 功 を 用 ふる 所以 は、 敬と 曰 ふに 過ぎざる のみ。 不，. 瞎不レ 聞して 戒懼 十る 

は、 靜 なる 時の 敬な り。 謹 レ獨は 動の 時の 敬な り。 靜に 敬なら ずと いふ ことなき は、 

中 を 致す 所以な り。 動に 敬なら ずと いふ ことなき は、 和 を 致す 所以な り。 かくして 
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(九) 工夫 

二) 赛經の 

W 名、 「通 なれ 

こ したが 

ば 時れ 雨 若 ふ。 

乂 なれば 時れ 

場 (33 若 ふ。 

ilz なれば 時れ 

若 ふ。 

IS たれ ば^れ 

§ ひふ。 な 

れば 時れ 風 若 

ふ」 と出づ 

(二) 以下 朱 

子の 中康 章句 

の 解 を つづめ 

て、 問と せる 

なり。 前 出 九 


自然に 天地 位し 萬 物 育す。 洪範の 所謂 肅 •  乂  • 竹 • 謀 • 聖 にして .刚 •  n  .  ^  •  ^  • ； 

風の 時れ 若 ふが 如く 之れ に應 ずる も、 荒 仲舒が 所謂 「人君 心 を 正して 以て 朝廷 を 正 _ 

し、 百 宫 を 正し、 萬 民 を 正す、 而 して 陰陽 和し 風雨 時 あり 諸 福の 物畢く 至る」 とい 

ふ も、 皆是れ 此の 瑰 なり。  一 

高 中 玄の問 辨錄に 曰 はく、 問 ふ、 戒 懼に自 りて 之れ を 約して 以て 中 を 致め、 謹獨に I 

自 りて 之れ を 精し うして 以て 和 を 致む、 中 なれば 則ち 心 正にして、 大地の 心 も 亦 正 一 

なり。 和 なれば 則ち 氣順 にして、 天地の 氣も亦 順な りと。 然り や。 曰 はく、  二せ の 不一 

中 あれば 以て 中と 言 ふべ からず、 一毫の 不和 あれば 以て 和と 言 ふべ からず。 旣に 之； 

れを 中と 謂 ひ、 旣に 之れ を 和と 謂 ふとき は、 中なら ざるな く 和なら ざるな きものな 一 

り。 而るを 又 何 を 以て か 「中和 を 致す」 と 言 ふ。 且つ 和 は 中より 來る、 -M 獨は卽 ち 一 

戒悅 なり。 若し 分ち て 二と 爲 せば、 戒 m は 中 を 致して、 顧 ふに 和なら ざらん か。 謹獨 

は 和 を 致して、 顧 ふに 中なら ざらん か。 心 正しければ 則ち 位する も、 顧 ふに 育せ ざら 

んか。 氣順 なれば 育す る も、 顧 ふに 位せ ざらん か。 破碎支 離して、 以て 推し 做 ふべ- 

からざる なり。 且つ 門の 言 は 街. 5:. ん理感 應の說 なりと。 曾て 未だ 之れ を かず。 人 一 


の屋？ I の 中に 在る が 如き * 其の 中和 を 致す も、 何 を 以て か 便ち 能く 天地 を 位し 萬 物 

(問 者) 

を 育 せんや、 固に 又 其の 然ら ざる こと 知るな り。 曰 はく， 其の 事な しと 雖も 乃ち 其 

の理 ありと。 曰 はく、 此れ 正しく 後 儒の 曲說 にして、 其の 理を 求めて 得ず、 從 つて 

S 强 ひて 之れ が 辭を爲 る 者な り。 夫れ 其の 理 あれば 必ず 其の 事 あり。 旣に 其の 事なければ， 

附會 の辭 もな  (H) 

)vi な MFS 理に 於て 何 か 在らん。 然 らば 則ち 何 如。 曰 はく、 致 は 推して 極む るの 謂な り。 吾が 

"si  心の中 和 を 以て 之れ. を 身に 體 して、 之れ を 家に 推し 之れ を 天下に 推し、 以て 天地の 

.  道 を 裁 成し 天地の 宜を輔 相し、 以て 民 を 左右る、 是れ 致な り。 故に 以て 位すべく 以 

§ 孟子 搪 て 育すべし。 猶ほ 孟子の 「擴 めて 之れ を充 たせば * 以て 四海 を 保ん ずるに 足る」 と 

充 の說、 公孫  (六 1 

言 ふが ごとし。 猶ほ堯 典の 「克く 俊德を 明かに して 以て 九族 を 親しみ、 以て 百姓 を 

に 出 つ 

^ 書 * の 平 章に して 以て 萬 邦 を 協和す， 一 とい ふ ものの ごとし。 且つ 中庸の 後 章 皆 以て 首章の 

意を發 明す。 若し 感應を 以て 言 ふ ものと すれば， 後に 於て 更に 發 明す る處 なし。 曰 

(七) 中庸 後 はく、 子が 言の 如くん ば、 後に 發明 する 者 あるか。 曰 はく、 「惟 だ 天下の 至誠の み 能 

章 第二 十二 章 

け if 弓け く 其の 性を盡 し、 以て 人の 性を盡 し、 以て 物の 性を盡 し、 以て 天地に 參し 以て 化育 

を 賛くー  とい ふ は、 所謂 中和 を 致すな り。 夫の 人物の 性盡 きて 參贊の 功 成る に 及ん 

道 源  . 一〇一 


n 敎要錄 卷之ー  一〇 二 

二) 孫+の  で ま >  則ち： 叫？！ 大地 K し 萬 物 育す とい ふ 者な り。 袁/ 凡 臼 はく、 致 は卽ち 「人 を 致 

語に？^ く か 4 

して 入に 致さる」 の 致な り。 屮和 は是れ 性の 徳、 俠っ ベく して 求むべからず、 お" く 

ノれ す」 と あ 養 ふべ くして 襲 ひて 取るべからざる なり。 中和 を 致す は， 獨を愼 みて 以て 之れ を忟 

0^^^.^ つのみ。 心外の-大地 なく. 心外の 萬 物な し。 吾れ 誠に 此の 心 を 養 ひ 得て 完く 足る と 

、  き は、 六合の 大精も 流かず とい ふこと なく、 蛾 爆の 微氣も M かずとい ふこ レ， -な し。 

か つ ん * も I 

.  大地の 位し 萬：^ の^ 十る こと. n ら 是れ實 事な り。 ゆ 者 試みに りら 此の 心 を 露 し て 

(m 好 は 1  (一一！ 

^^^^H^  稍 や 養 ひ 得て 好ん ぱ、 那の 時節 便ち 一 投の淸 寧 開 胸の 象 ある こと をお 化え * 便ち  一 ^ 

の飛曜 活動の 趣 ある こと を覺 えん。 這れ 便ち 是れ位 育の 眞景 なり。 や 久しう して 

典の a:.?? に、  る  くわ  にん：. 

^ ^^-  徴 ある 者 を や。 此の 田地に 到る とき は亦パ だ是れ 一念 果を 結んで、 大小の 物 我 二 喜 

^.^O^^^^L に：：^ ざるない。 n^tt- 曰 はく、 巾 和 を 致 十の 工夫 は 只 だ 是れ 愼獨の 上に 已に盡 しんれ 

と あ ！ 

おの はな：： り。 此に 特に 重ねて 一 句を提 する のみ。 愼 獨は是 れ 徹首徹 尾の H 夫な り。 獨は卽 ち 

王レ i??^.i,、tt,  (三)  (巧>  しふき 

文-上の is に 不， 附不 I 聞 * 卽ち 心の 體 なり。 は 純に 到る 處 なり。 卽ち 堯の欽 明、 文の 糾熙の 境 

「探 々たる 文 

ドー！ 界 なり。 愼獨の 故に 未發の 中、 已發の 和、 則ち 中和 已に 致して/ れり。 屮は 大本た 

^ 」 と り、 和 は 達 道たり、 吾れ 能く 中和 を 致して、 大本 立ちて 達 道行 はる。 ^位お すべ か 


ら ざらん や， - ー說に 天地 萬 物と は 吾が 心の 天地 萬 物 を 以て 言 ふと、 亦 可な り。 

〇ー| 「案ずる に、 致 二 中和 一と は、 修， 道 之 si, 敎の義 を 謂 ふなり。 前章に 中和の 大本 達 

道た る こと を 謂 ひて、 此の 章に 到りて 致の 字 を 以て 力 を 著く るな り。 中和 を 知る と 

雖も 致さざる とき は 用な し。 天地 位 萬 物 育と は、 聖神功 化の 極 を 言 ふなり。 中和 を 

致す の效驗 >  其の 大たる こと 該ね備 はらず とい ふこと なし。 天地 位 萬 物 育を宋 明の 

先 儒 は 多く 理を 以て 言 ふ。 朱 子 は 事理 を該 ねて 言 ふ、 其の 說太 だ備 はって 闕 くる こ 

となし。 道の 大 なる、 天下に 充 つる を 以て 極と 爲す C 故に 大學は 修身 を 以て 要と 爲 

し 1 天下 平 を 以て 極と 爲す。 中庸 は 性 道 を 以て 要と 爲し、 中和 を 致して 天地 位し 萬 

^育 十る を 以て 極と 爲す C 一身の 天地 位し 一身の 萬 物 育す とい ふ 者 は、 一己の 工夫 

にして >  其の 說備 はらず。 故に 朱 子 は 極 功 能事 を 以て 之れ を 論ずるな り， - 

朱 子 曰 はく、 右 第一章、 子 思、 傳 ふる 所の 意 を 述べて 以て 言 を 立つ。 首に は 道の 

本 原 は 天に 出で て 易 ふべ からず、 其の 實 體は 己れ に備 はって 離るべからざる こと を 

明かに し、 次 は存養 省察の 要 It 讓のを 言 ひ， 終に は 聖神功 化の 極 を 言 ふ C 蓋し 學者此 

に 於て つて 諸れ を 身に 求めて 自得し * 以て 夫の 外 誘の 私 を 去って 其の 本然の 善 を 
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充てん こ と を 欲 十るな り。 

程 伊川 曰 はく、 此の 篇は 乃ち 孔門 傅 授の心 法な り。 子 思 子 は 其の 久しう して 差 は 

ん こと を 恐れし なり。 故に 之れ を 書に 筆して 以て 孟子に 投く。 其の 書始に 一 理をー 百 

ひ、 中 ごろ 散 じて 萬 事と 爲 し、 末に 復た 合して 一 理と爲 十。 之れ を 放っとき は 六合 

に彌 り、 之れを卷くときは^？！ぃて密に藏まる。 其の 味^り なくして 皆赏风 やなり。 善 

く讀 まん 者玩 索して 得る あらば、 則ち 身 を 終 ふるまで 之れ を 用 ひて 能く 盡 きざる 者 

あり。 眞西山 曰 はく、 中 麻 は 始には 天命の 性 を 言 ひ、 終に は無聲 無，：：^ を 言 ふ、 化し 

く 高 妙なる が 若し。 然して 戒愼と 曰 ひ 恐 惧と曰 ひ * 謹 獨と曰 ひ $1! 恭と曰 ふ は * 則ち 

皆 人に 示す に 力 を 用 ふるの 方 を 以てする なり。 蓋し 必ず 戒惧 謹獨 して 而 して 後に 能 

く の 性の 善 を 全うし、 必ず 篤恭 にして 而 して 後に 無聲 無，：^ の 境に 造る、 未だ^て 

人 をして 心を窃 冥に 馳 せて 其の 實を踐 まざらし むる こ と あらざる なり" 

丘 文 莊が曰 はく、 中席の 一 書 は雜へ て禮 記の 屮， に 在りし を、 程 氏 始めて 之れ を 表 

出して、 朱 子に 至って 之れ が 章：？  • 或 問を爲 り、 始めて 大いに 世に 明かな り。 蓋し 卞 

の 一 またる、 虞 書に 始まり *  ^の 言 は 則ち：.^ に叻 まるな り。 堯是を 以て 之れ を 舜に俾 


へ , 舜是を 以て 之れ を禹 • 湯 • 文 • 武 • 周 公に 傳ふ， 皆 聞きて 是の道 を 知る 者な り" 

孔子 は 群聖を 集めた るの 大成 (者) にして、 六經 を刪述 し" 旣に 其の 授受の 言 を 書に 

載す。 門人 叉 其の 嘗て 言 ひし 所の 者を魯 論の 終篇に 記す。 中の 道是に 至って 大いに 

著 はる。 然 りと 雖も、 中の 人に 在る や、 心に 出 づと雖 も、 人の 信に 之れ を 執す る 所 

以の者 は、 言と 行と に 過ぎざる のみ。 故に 易の 乾の 文 言に 於て、 又 一 の 庸の字 を 著 

して 曰 はく、 「庸言 之れ を 信に し， 庸行 之れ を 謹む 一と。 嘗て 以て 門人に 語げ て 曰 は 

く、 「中庸の 德 たる こと 其れ 至れる かた。 民鮮 きこと 久し」 と。 門人 旣に 之れ を 論語 

の 中に 載 十。 子 思 は 孔子の 孫 を 以て 親ら 業 を 曾 子に 受く。 曾 子 は 親ら 其の 師の ロ傳 

面 命を受 くる 者な り。 受 くる 所 ありて 此の 書を爲 る、 乃ち 中庸の 二字 を 合せて 以て 

其の 書の 名と 爲 して、 其の 聖祖 嘗て 語る 所の 者 を 載す。 第二 三 章に 於て は 萬 世聖學 

の 標準 を 立つ る 所以な り。 其の 意 は、 聖 門の 學は 必ず 中に して、 中 又 必ず 庸 なり、 

乃ち 人倫 曰 用の 常にして 詭 異にして 行 ひ 難き の 事に 非ず と 曰 ふが 若し。 是の理 や 乃 

ち 上天の 命ずる 所、 人物の 率 ふ 所、 聖人の 以て 敎 ふる 所、 學 者の 以て 學ぶ 所、 帝王 

の 以て 治む る 所、 百姓の 以て 行 ふ 所、 一 に 皆是の 中庸 を 以て 準則と 爲す。 此に 偏す 


(一) ぉ道 に 

同じ 
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ベから ず、 倚すべからず、 以て 不及 たるべからず、 以て 太 だ 過ぐべからず、 ¥ 

平焉 として 以て 險 なく 陂 なく、 常々 焉 として 以て 怪 ならず 奇 ならず、 敎 ふる 者必， す" 

是れに 於て して、 其の 敎を 受けて 以て 學を爲 す 者 も 亦 必ず 是れに 於て し， 治む る 省 

、ふず 是れに 於て レて、 其の 治 を 奉じて 以て 生 を 爲す者 も 亦 必ず 是れ に 於て す.。 一 

爲す者 此れに 異なる とき は 異端の 差と 爲り、 治 を 爲す者 此れに 異なる とき は 伯 道せ 

维と爲 る。 先 儒 此れ を 謂 ひて 孔門 傳授の 心 法と 爲十 なり。  二 


(二) 孟子 藤 

文 公 上 jl« 首 寒 

の 全文な り 


(一ー；) 朱 子の 

孟子 集註に！ 《 

せらる 


I 文 公, つ 4 子； IIS 世 お レ楚- 過 ゴ木而 見 n 孟子 一 孟子 道- 1 性 善 一 f ぜ必 稱，， 

堯キ 世子 自レ楚 % 躯 、還 一 仏； n^,- 孟 孟 K!: 日、 世子 疑， 一 吾 言-乎、 夫 道 一而 已矣、 成 g 

£^^景<,5,1^、  0^,  丈夫 也、 I 丈夫 也、 nfn ^長. 彼 哉、 顏淵 日、 舜 何人 也、 予何 

也、 I, キト I 亦 I. 曰 や 公明 俵 IS: 日、 文 王我師 也、 闲公豈 欺 k 哉、 今 膝 絶」.^ 神 

レ 短ヲ- § ^五 4i. 也- i も， 44 善 I 一  若ノ藥 l^k ハ lYi 疾不レ k 

政- f;s^.，m 後 

態， It 愈， 

yt)zr 曰 はく、 性 は 卽ち哩 なり、 -大 下の 理、 其の 自る所 を 原ぬ るに、 未だ 不善 あらず。 


喜 怒哀樂 未だ 發 せざる、 何ぞ 嘗て 不善た らん。 發 して 節に 中る、 卽ち往 くと して ir 

ならず とい ふこと なし。 發 して 節に 中らず して 然して 後に 不善と 爲す。 故に 凡そ 善 

惡 を 言 ふ に は 皆 善 を 先にして 惡 を 後 に し、 吉凶 を 言 ふに は 皆 吉 を 先にして 凶を豫 

S) 朱 子の  にし， 是非 を 言 ふに は 皆是を 先にして 非 を 後に す。 "-ぞ 曰 はく、 性 は 人の 天に 禀け 

孟子 集註の こ 

の意 下に 出. つ て 以て 生く る 所の 理 なり。 渾然たる 至善、 未だ 嘗て 惡 あらず、 人と 堯舜と 初めより 

しづ  お^ひ 

少しの 異なる ことなし。 伹だ 衆人 は 私欲に 汨 みて 之れ を 失し， 堯舜は 私欲の 蔽 なく 

して 能く 其の 性 を _ ^つるの み。 故に 孟子 世子と 言 ふや， 毎に 性の 善 を 道 ひて 必ず 堯： 

舜を稱 して 以て 之れ を實 にす。 其の 仁義 は 外に 求む る こと を假ら ず、 聖人 は學 びて 

お 二  (五) 

S) 同じく  至るべき こと を 知り、 力 を 用 ふる を懈 たら ざらん こと を 欲する たり。 叉 曰 はく 時 

孟子 集註 

の 人、 性の 本 善た る を 知らず して、 聖賢 を 以て 企及すべからず と爲 す、 故に 世子 孟 

(六」 普通 は  ミ， C. 

ネ 「は I^Ml^  子の 言に 疑な きこと 能 はずして、 復た來 つて 見えん こと を 求む。 蓋し 別に 卑近の 行 

已" 盡!^ 一 _ "ま ひ 易き 說 あらん こと を 恐る るたり。 孟子 之れ を 知る、 故に 之れ に 告げて 曰 はく 、「夫 

4i 他說 なき こ  f 六) 

I 明かに J- れ道は 一 のみ 一 と。 以て 古今の 聖愚 本と 同 一 性なる こと を 明かに し， 前言に 已に 靠 

るな り」 と讀 

£ 方 1 一 讀 7i きて 復た 他說 なしと せるな り。 又 曰 はく、 孟子 旣に 世子に 吿 ぐるに， 道に 二 致な き 
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を 以てして- 夜た 成陬 等が 三 言 を 引いて 以て 之れ を 明かに し， 世子の 篤く：； i:- じ 力め 

行 ひて、 當に復 た 異說を 求むべき にあらざる こと を 欲するな り。 乂 3 はく、 膝の 國 

は 小な りと 雖も猶 ほ 治を爲 すに 足る、 但だ 恐る る は 卑近に 安んじて 自ら 克っ能 は ざ 

ると き は 以て 惡を 去って 善を爲 すに 足らざる こ とのみ。 孟子の 性 を 言 ふこと 始めて 

此に 見えて、 詳に吿 子の 篇に具 はれり。 然して 默識 して 旁く 通ず ると き は， 七 篇 の 

中 此の 意に 非ず とい ふこと なし。 其の 前聖の 未だ 發 せざる もの を廣 めて •  人の 門 

(三) 

に 功 ある 所以な り。 程 子の 言 信なる かな。 . ^ふ 孔子の 性と 天道と を 言 ふ は 得 て^く 

ぺ からず と。 (而 るに) 孟子 は 乃ち 口 を 開けば 性 善を說 く。 是れ 如何。 ZI はく、 ： 直 

子 は 也た 只 だ是れ 大概に 性 善な りと 說 くも、 性の 善なる 所以の 處に 至りて は、 也た 

まれ  (五- 

說 くこと 少なり。 須 らく 是れ 「一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ、 之れ を 繼ぐ者 は 善な り * 

之れ を 成す 者 は 性な り」 と說 くが 如き、 方に 是れ 性と 大道と を說 くの み。 ； ii§ に繼レ 

と 言 ふ は、 是れ未 生の 前 を 指す。 孟子の 性 善と 言 ふ は、 是れ已 生の 後 を 指す。 ヒ 生 

を 曰 ふと 雖も、 然も 其の 本體は 初めより 相 離れず。 3 曰 はく、 伊川の 謂 ゆる 性^ 理 

也の 一句- 直に 孔子より 後 怖 だ 伴 川說き 得て 盡 せり。 這の 一 句- 便ち：： 疋れ 千お 枇性 


の 根基 を說 く。 理は是 れ箇の 公共 底の 物事な り。 不レ 解ニ會 不善 一人 は 不是を 做して 

自ら 是 とし、 性 を 失 了す、 却って 是れ壞 了して 著修 せず。 又 曰 はく、 性 善 は 理を以 

て 之れ を 言 ふ。 堯 舜を稱 する は、 其の 事 を 質して 以て 之れ を實 にして、 互に 相發す 

る 所以な り。 其の 意 は 蓋し 曰 はく、 性 善 を 知る とき は 堯舜の 必ず 爲 すべき こと を 知 

り、 堯 舜の爲 すべき こと を 知る とき は、 其の 性 善に 於け る や 之れ を 信ずる こと 益- 

(七) 

篤く して、 之れ を 守る こと 益.^ 固し となり。 問.. - 人の 未だ 便ち 堯舜に 至る こ と 能 

はずして、 而も 孟子 言へば 必ず 之れ を稱 する は何ぞ や。 曰 はく * 性 は 善な りと 道 ふ 

と堯 舜を稱 するとの 二 句 は、 正に 相 表裏す。 蓋し 人の 堯舜に 至らざる (所以の) 者 は 

是れ 他れ の 力量 至らざる なり、 固に 奈何と もすべき なし。 然れ ども 人須 らく 當に堯 

舜を 以て 法と 爲 すべし。 人 堯舜の 地位に 到り 得て 方に 一 筒の 人と 做り 得， 缺闕 する 

所な し。 然れ ども 也た 只 だ是れ 本分の 事、 這れ 便ち 是れ 至善に 止まるな り。. 問ふ孟 

(九) まさ 

子 性 善 を 道 ふ、 看 来れば 孟子の 「赤子 將に 井に 入らん と 十る ゃ怵^ 惻隱の 心 あり」 

(一 9 

と 言 ふ は、 此れ 只 だ 情の 上に 就いて 見る。 r 孩提の 童 も 其の 親 を 愛せざる なし，」 と 

言 ふが 如き も、 亦 只 だ是れ 情の 上に 就いて 說 くや。 曰 はく、 未だ 發 せざる 時 は、 怵 
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しばらく 

條惻隱 と孩提 愛， 親の 心と は 皆 裏面に 在り 了れ り。 少間發 出し 來る は、 卽ち 是れ未 

發 底の 物事な り。 靜も 也た 只 だ是れ 這の 物事、 動 も 也た 只 だ是れ 這の 物事たり。 . ぶ 

子の 說く 所の 如き は、 正 に 人 發動十 る處に 於て 是れ 這 の 物事なる こ と を 得 せ ん 

こと を 要す。 卽ち是 れ靜の 時に 所, 養 底の 物事な り。 靜の時 若し 這の 物事 を；： S 寸し 

得る とき は、 日用の 流行 卽ち 是れ 這の 物事な り。 今の 學者 且つ 動靜只 だ是れ 一箇の 

物事なる こと を識 得せん こと を 要す。 問，. - 孟子 性 善 を 道 ふ。 蓋し 謂 ゆる 性 は 不善 

あるな きなり。 明 道 は 乃ち 以爲 らく、 善 は 固に 性な り、 然れ ども. 忠も亦 之れ を 性と 

(二) . 

謂 はずん ば あるべからず と。 其の 義 如何。 澄 室の 陳 P- 曰 はく、 雜に氣 質の 性 を識れ 

ば、 卽 ち善惡 方に 各. -著落 あり。 然らずんば 惡 何れの 處 より 生ぜん。 孟子の 說 未だ 

備 はらざる を 以ての 故に、 程 門 此の 義を發 十。 孟子 專ら 義理の 性を說 くと き は、 .€=^ 

歸 する 所な し。 是れ性 を 論じて 氣を 論ぜざる なり。 孟子の 說 未だ 備 はらず と爲 十。 

專ら氣 を說 くと き は、 善 別な しと 爲す。 是れ氣 を 論じて 性 を 論ぜざる なり。 ills 子 

f 一一  一) 

の 論、 其の 本 を 明かに せざる 所以な り。 程 子 は 氣質を 兼ねて 性 を 論ず。 雲 ^りん.^ 

曰 はく、 孔子 も 亦 嘗て 性 善を說 きて 曰 はく、 「之れ を 繼ぐ者 は 善な り、 之れ を 成 十^ 


； JJIES. は 性な り」 と。 但だ 善の 字 を 造化 發 育の 處 より 說き、 人生 禀受の 慮より 說 かず。 子 

00S 思の 天命 之 謂， 性、 率， 性 之 謂， 道と 曰 ふ は、 正に 是れ源 頭より 性の 本 善を說 く。 但 

0 八 頁參 照  だ 一 の 善の 字 を 露出せ ず。 性 善の 論、 孟子より 始めて 之れ を發 す。 集註に 釋十、 「性 

は 人の 天に 一 m けて 以て 生く るの 理 なり」 と。 此の 一 句 便ち 吿 子が 所謂 「生 之れ を 性 

！  S  と 謂 ふ」 を闢 倒す。 蓋し 生 は是れ 性なら ず。 生の 理は 是れ 性な り。 天地の 間 豈不好 

2ハ) 朱 子 集  底の 道理 あらん や。 故に 曰 はく、 「人と 堯舜と 初めより 少しの 異なる ことなし」 と。 

孟子 性 善 を 道 ふ は 其の 理を言 ふなり。 堯 舜を稱 して 以て 之れ を實 にす る は、 其の 事 

を 言 ふなり。 天下に 理外の 事な し。 能く 堯舜 が爲す 所の 事を爲 せば、 便ち 是れ 吾が 

得て 以て 生く る 所の 理を 失せず。 然れ ども 人 皆堯舜 なること 能 はざる は、 氣 質の 拘 

し 物欲の 蔽 へばな り。 集註に 物欲 を 言 ひて 氣質を 言 はざる は、 蓋し 孟子 曾て 氣 質の 

性に 說き 到らざる を 以ての 故に、 但だ 孟子の 意に 據 つて 之れ を 言 ふなり。 

(七) 素行  〇 今 案ずる に、 性 は 天の 命ずる 所に して 得て 言 ふべ からず。 强 ひて 言 ふとき は 善 

(とい ふ) のみ。 然れ ども 性の 善 未だ 發 せざる とき は 見るべからず。 性 善の 發 して 

皆 節に 中る 者 は堯舜 なり。 性 善の 理を言 ふと 雖も、 堯舜の 知行 を效 とせ ざれば、 理 
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あって 事な し。 大下豈 其の 理 ありて 其の なきの 理 あらん や。 故に 孟子 犬 性の 本-股 

は 善なる こと を 言 ひて、 堯舜を 以て 事の 見るべき ものと 爲る なり。 朱 子の 曰 ふ 「必 

ず堯 舜を稱 する は 性 善の 實を驗 する 所以な り」 と は、 是れ なり。 

二)  i 吿子 曰、 gS; 第お 『性 猶ニ杞 柳 一也、 義猶ニ 柄 捲 一也， 以ニ 人性 ー爲ニ 仁義； 猶卞 以ニ杞 柳- 爲 * 

4 ひ の  ヌ  ハク クッテ -1 ン： ，r  , 入ヲ  ショウ ゾ クシ テ y シ-广 一一 ナ 

S  . 桮 S  ^.B^. 孟子 曰、 子 能 柳 之 性， 而 以爲， -桮 捲-乎、 ^&-M 杞 柳- 而 後以 

,桮豚 上 也、 赚 龍？  &l^r 股 二 (贼 5 ぎき 一而 ル爲 £桮1 則 亦^ 戕二贼 人 ー以爲 * 仁義 & ハ- 

率 ，1 天下 之 人 1 而禍， 一 仁義 1 者、 必子之 言 夫、 sij、 

(二)  0. 朱 子 曰 はく、 吿子 一一 一一：： ふこ ころ は、 人の 性 本と 仁義な し， 必ず 输猱を 待って.，^ して 後 

に 成る と。 苟 子が 性 惡の說 の 如し。 S 、子 拠？ はき 。な 此の 如くん ば、 大 下の 人 皆 

仁義 を 以て 性 を 害すと 爲 して、 肯 へて 爲 さじ。 是れ 子が 首に W つて 仁義の 禍と爲 る 

なり。 眞 rtj 山 曰 はく * 吿 子が 說は盖 し 人の 性 は 本と 仁義な し、 必ず 力 を 用 ひて 强ひ 

て爲す こと • 杞柳は 本と 桮 捲に 非ず して 必ず 嬌 採して 而 して 後に 就る が 若しと なり。 

何ぞ 夫れ 理に 味き や。 夫れ 仁義 は卽ち 性な り。 吿子は 乃ち 曰 はく、 「人の 性 を 以て 仁 


義を爲 す， 一 と。 此の 如くん ば、 性 は 自ら 性. 仁義 は 自ら 仁義な り、 其れ 可な らん や 。一 

夫れ 杞柳を 以て 桮 捲と 爲 すに は、 必ず 之れ を 斬 伐し 之れ を 屈折して、 乃ち ii- く 成る i 

あり。 人の 仁義 を爲 すが 若き は、 乃ち 性の 固有す る 所に して、 孩提も 皆 親 を 愛する 

こと を 知る、 卽ち 所謂 仁な り。 長ず るに 及んで は 皆 兄 を 敬す る こと を 知る、 卽ち所 

謂義 なり。 何の 勉强矯 揉 か 之れ あらん。 吿 子が 言 をして 行 はしめば、 世の 人、 仏ず に 

つとめし ひる  ケ 一つ 

義は 乃ち 人 を妝賊 する の 物と 曰 ひて、 時に 長れ 撣 つて 肯 へて 爲じ。 是れ 天下 を率ゐ 一 

て 仁義 を 害する もの.. 其の 害將た 勝て 計 ふべ からず。 此れ 孟子が 辨ぜ ずん ば あるべ 一 

からざる 所以な り。  ； 

申甫曰 はく  > 吿 子が 謂 ふ、 性 は 仁義な し、 必ず 爲を 待つ と。 孟子の 謂 はく、 性き- 

仁義、 爲を 待たず と。 吿 子が 性を說 くこと 四た び 其の 說を變 ずる も、 大旨は 只 だ是ー 

S) 

れ 「善 もな く 不善 もな し」 の 一 句に して- 言 ふこ ころ は、 是れ惡 的の 物なら ず、 亦 

是れ善 的の 物なら ず、 爲を 待ちて 而 して 後に 善惡 ありと。 故に 杞柳 *瑞 水の 喻 あり > 

而 して 其の 根 原 は 生 之れ を 性と 爲 すより 来れり。 空々 白々、 只だ箇 の知覺 運動、 善 一 

を 爲すも 亦 得， 惡を爲 す こと も 亦 得、 知覺 運動 は 全く 善惡を 以て 名づ くべ からず、 i 


惟 だ 生 を 性と 爲 すが 故に 食 色 を 性と 爲し、 生 を 善な く 不善た しとす るが 故に 義を以 

て 外と 爲す。 其の 仁 を 言 ひて 內と爲 す 者 も、 亦 其の 內に屬 する こと を 言 ふの みに し 

て、 以て 性の 所有と 爲す にあらざる なり。 若し 以て 性の 所有と 爲ば、 性 も 亦 善な り。 

孟子 は 却って 仁義 を 以て 性の 所有と 爲す、 故に 性 善と 言 ふ。 孟子 は 仁義 を 以て 統べ 

て之れを性に^！するなれば、 仁義 は是れ 一物な り * 吿子は 分ち て內 外に 置く なれば、 

仁義 を 以て 二 物と 爲 すなり。 人以爲 らく、 吿 子遞辭 もて ®r 其の 說を變 ず- 非な リ 

と。 吿子は 始終 是れ善 もな く 不善 もな しと 說く、 他の 四 樣の說 を 看る も、 只 だ是れ 

一個の 宗旨な り >  何ぞ 嘗て 變 ぜん。 又 曰 はく • 王 陽 明 も 亦 無 善 無惡を 以て 心の 體と 

爲す。 吿 子と 匕： ：！ を 同じう するな きこと を 得ん や。 曰 はく、 此の 處 亦^だ 一一 一一：： ひ 難し。 

必ず 上 根の 人に して 方に 此れ を授 ふべ し。 老子 曰 はく、 「道 を 失して 後に 德 あり、 德 

を 失して 後に 仁 あり、 仁 を 失して 後に 義 あり」 と。 吿子 は卽ち 老子の 意な り、 . 渖々 

:t々、 作爲 する 所な くして、 方に 自然の 道に 合す、 1^ に些 の作爲 あれば、 是れ好 的 

の 意思と 雖も、 然して 亦 木に して 犠^な り、 其の 性 を 失す。 老子の 所謂 道 を 失して 

後に 德 あり 云々 は 也た 吿 子が 意な り、 蓋し 還た 無に せんこと. を 欲 十、 故に 個の 不 


ふ。 子 答へ 

て r 吿子 我れ 

に 先 きだちて 

心 を 動かさす」 

と あり 

(七) 穴に 同 

じ 

(八) B 明の 

い へ る 無 善 • 

無 惡の無 字 を 

指す 

(九) 竟と同 

意 

(一 〇) 詩 《 

大雅、 文 王の 

篇に 「上天の 

載 ほ、 聲も無 

く 臭 も 無し、 

文 王に 儀刑せ 

ば、 萬邦孚 を 

作さん」 と 出 

づ る も 指す 

ニー) 繫辭 

上傳に 「寂然 

として 動かす、 

感じて 遂に 天 

下の 故に 通 

す」 と ある を 

指す 

(一二)  as§ 

下傳に 「子 m 

ほく、 天下 何 


動 心の 道を學 ぶ。 卽ち佛 家の 不思 惡不思 善の 敎法 にして、 漠然として 起 念す る 所な 

(七) 

くわき う  ク 

きなり。 此の 見解 豈 甚だ 高から ず や。 然して 却って 頑 空 の 窠 臼に 墮ち 入る 。 豈無， 善 

無二 不善 一の 宗旨 之れ を爲 すに 非ず や。 今 陽 明 も 亦 此の 說を爲 す、 非 上 根の 人 をして 

此の 法に 依りて 行 はしめば、 豈叉 一 吿子 にあらず や。 夫れ 無の 一 字 は 亦是れ 千古 心 

(た ~ 

性の 眞詮、 但だ看 得し 好らん こと を 要す。 看 得し 好ら ば、 則ち 詩の 所謂 無聲無 ir 

(ニー 一 

中庸の 所謂 不レ 睹不， 聞、 易の 所謂 寂然 不動、 何 思 何 慮と いふ、 是れ なり。 人心 は 

一物 を 著け 最も 恆に 有すべからず。 伹に惡 念 有すべからざる のみに あらず、 卽ち善 

念 も 亦是れ 名利 の 根に して 亦 有す ベ か らず。 然も 所謂 無 は 是れ灰 念斷想 の 謂に あら 

(一 I ミ 

ず.、 乃ち 其の 固然に 順って， 情識 意思 を 添へ ざるの 謂な り。 義の 如き は 本と 是れ性 

にして 仁義 自然の 生 機に 順って 之れ を 行 ふ。 何ぞ 嘗て 爲を廢 せん、 何ぞ 嘗て 不自然 

ならん。 却って 是れ 之れ を爲 して 以て 爲さ ざれば、 則ち 有に して 無な り。 陽 明 は 常 

に ま 一 仁義 一行 を說 き- 行フ， 一 仁義 一 を 非と す。 蓋し 仁義の 本 的に 依って 之れ を 行 ふ、 此 

れ由 一一 仁義 一行な り。 仁義 を 以て 美と 爲て 之れ を 行 ふ は、 此 は是れ 外面に 個の 仁義 を 

取り 来って 鑲. 嵌す る もの、 是れ義 を 假り義 を 襲 ひ、 矯揉 造作に 涉 りて 性の 本然 を 害 

道 源  一一 五 
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おそ  な 

^するな り。 吿子 は是れ 此の 害を怕 る， 故に 一 切 去り 棄 てて 個の 頑 無 を 作す。 其の 

仁義 を 以て 性 を 害 はんこと を 恐る るな り。 是れ 性と 仁義と を 把って 二 物と，；^ し f る 

なり。 陽 明が 說の 若き は、 則ち 是れ 性卽 仁義 • 仁義 卽性、 其の 固有に 順って 更に 作 

爲を消 ひず、 完々 成々、 體任 自然 • 心中に 略 ぼ 一 の 意思 を も 挽かず。 此れ 又 一 個 

の 無 的の 宗旨な り、 認め 得て 精な らんこと を 要す。 徐岩泉 曰 はく、  は 是れ吿 子 は 

氣を 認めて 性と 爲し、 却って 性の 氣に附 する を 知らず。 性 は 氣の靈 なり、 ； 1- を 離れ 

ずして 氣を雜 へざる 者な り。 杞柳を 以て 桮捲 を爲 るに は、 須 らく 人力 を假 りて 之れ 

を爲 すべし。 人性 を 以て 仁義 を爲 すと いふ も- I ぬと 背て 仁義 あらず。 吿 f が 病は爲 

の 字の 上に 在り。 

吿子 日、 性ポ, 湍水, 也、 決，, 諸 東方, 則 東 流， 決，, 諸 西方, 則 西 流、 ん I 之 無 1 が， 「于善 

不善 一也、 猶ニ水之無^,分ニ于東西1也、 孟子 曰、 あ 性 挺  1, 分ニ于 東！^; 翁 〔チヒ 下" 一 乎- 

人性 之 善 也、 屑，， 水 之 就，， 下 也、 人 無. あ-一 不善； ^^^^^kv^. 今 あ 水 S 一 虻 ゆ" V？ 

可レ 使， 過， 穀、 激而行 ， 之、 可， 使， 在， 山、 是豈水 之 性 哉、 ：！^勢則然也， 人 之：^, 


說性箸 子 者;;^ Kg 
を 善書 法 、S  C 
唱惡 多言 揚 
ふ 混し そ 雄 漢 孟 
合、 の、 の 子 
の 人 他揚學 m 


レ爲ニ 不善； 其 性亦猶 レ是、 

朱 子 (S はく、 告子、 前說に 因ってす 小 r く 之れ を變 ずるな り。 g 。は si」Ki に T 揚子 

113^.^  ，^-り&^こ£  -0 揚子法 言の 修身 篇に、 人の 性 は善惡 混す、 其の 善を修 むれ 善人と 爲り . i つ 拿 

力 善悪 混す るの 說に 近し ^の 惡を修 むれば 惡 人と 爲る。 氣 なる 者 は 善惡に 適く 所の 馬なる か。 . ^グ flf 

言 ふこ ころ は、 性 は 本と 善な り、 故に 之れ に 順って 善なら ずと いふ ことなし。 本と 

惡 なし、 故に 之れ に 反いて 而 して 後に 惡を爲 す。 本と 定體 なくして 以て 爲 さざる 所 

なかる べしと いふに 非ず となり。 張 南 軒 曰 はく、 伊川 云 ふ T 荀 子が 性を言 ふ は杞柳 

の 論な り、 揚 子が 性 を 言 ふは湍 水の 論な り 一 と。 蓋し 荀子は 人の 性 は 仁義 を 以て 僞 

と爲 すと 謂 ひ、 而 して 揚子は 人の 性 は善惡 混ぜり、 其の 善を修 むる とき は 善人と 爲 

り、 其の 惡を修 むる とき は 惡を爲 すと 謂へ るが 故な り。 吿子は 大本 を識ら ず， 故に 

(五) 强 ひて 始めに 性を譬 へて 杞 柳と 爲し、 人の 性 を 以て 仁義 を爲 すと 謂 ふ。 今復た 性を譬 へて 

爲 すなり 

湍 水と 爲し、 善 • 不善 を 分つ ことなしと 謂 ふ。 夫れ 善 • 不善 をハ 刀つ ことなくん は 

こ  ゆだ  そこな 

性 果して 何物と 爲す や。 眞實 の理を 論じて 諸れ を 茫昧の 地に 委ぬ、 其の 害 ふ 所大な 

り。 善き かな 孟子の 言、 曰 はく、 「人 不善 ある ことなし、 水 下らざる こと あるな し」 

と、 深切 著明な りと 謂 ふべ し。 眞西山 曰 はく、 水の性 は 未だ 嘗て 下に 就か ずん ば あ 

道 源  二 七 
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らず、 之れ を搏擊 して 暫く 其の 本性に 違 はしむ べしと 雖も、 終に 其の 本性に^ら ざ. 

らしむ る こと 能 はず。 人の 不善 を 爲す者 固に 之れ ある も、 其の 然る 所以の 者 は往々 

にして 物欲の 爲に誘 はれ、 利害に 移されて、 而も 其の 本然の 性なる に 非ざる なり。 

故に 甚愚 無知の 人と 雖も、 之れ を詈 るに 惡逆を 以てし. 之れ を \ie くるに 盜賊を 以て 

すれば、 色 を變ぜ ざる 者鮮 し。 赤子の 井に 入る を 見る に 至って は、 則ち 怵惕 して 之 

.  れを救 はざる はなし。 朱 子の 章 旨 之れ を盡 せり。 

(一) 吿子上 吿子 曰、 生 之 謂， 性、 孟子 曰、 生 之 謂， 性 也、 猶ニ白 之 謂- A 白與、 曰 然， 白羽 之，：！： 也 

宽第：ーー章の全 h  ノ  ハ, -- ノ  * ハク ，キ ラバ チ ( ふ； ノ  ... 

文  猶， 一白 雪 之 白 一白 雪 之 白、 猶ニ 白玉 之 白 I 與、 曰 然、 然 則 犬 之性猶 1- 牛 之 性； 牛 之 性猶ニ 

クキ  クキ 

人 之 性 1 與、 

(二)  ^1 朱 子 曰 はく、 生 は 人物の 知覺 運動す る 所以の 者 を 指して 一 百 ふ。 吿子性 を 論ずる こと 

(一， じ 大 a,. 前後 四 章、 語 は 同じから ずと 雖も、 然も 其のえ 指 は 此れに 外なら ず。 近世の 佛 氏が 

(pn  レ 

^^^^0^^ 所謂 「作用 是性ー とい ふ 者と 略 ぼ 相似たり。 性 は 人の 犬に 得る 所の 理 なり。 生 は 人 

S 磨き の 天に 得る 所の 氣 なり。 性 は 形而上なる 者な り、 氣は 形而下なる 者な り。 人物の 生 


は 是の性 を 有せず とい ふこと なく、 亦 是の氣 を 有せず とい ふこと なし。 然して 氣を 

以て 之れ を 言 ふとき は、 知覺 運動 は 人と 物と 異なら ざるが 若し。 理を 以て 之れ を 言 

ふとき は、 仁義 禮智 の禀、 豈 物の 得て 全き 所な らん や。 此れ 人の 性 は 不善な くし 

て 萬 物の 靈 たる 所以な り。 吿子は 性の 理 たる こと を 知らず して 所謂 氣 なる 者 を 以て 

之れ に當 つ。 是を 以て 杞柳. 湍水 の喩、 食 色 無レ善 無二 不善 1 の說， 縱橫 緣戾紛 舛 

i す、 而 して 此の 章の 誤 は 乃ち 其の 本 根たり。 然る 所以 は、 蓋し 徒 だ知覺 運動の 蠢 

然 たる 者 は 人と 物と 同じき こと を 知って、 仁義 禮智 の粹然 たる 者 は 一；^ と 物と 異なる 

こと を 知ら ざれば なり。 孟子 是れを 以て 之れ を 折く、 其の 義 精し。 又 曰 はく、 生 之 

si レ性は 只 だ 是れ氣 の 上に 就いて 說き 得たり。 蓋し 謂へ らく、 人 は 許 多の 知覺 運動 あ 

り、 物 も 也た 許 多の 知覺 運動 あり、 人と 物と 只 だ 一般と し、 却って 人の 物と 異なる 

所以の 者、 其の 正氣を 得る を 以ての 故に、 全く 許 多の 道理 を 得る こと を 知らざる な 

り。 物の 如き は 則ち 氣昏 して 哩も 亦昏 了す。 又 曰 はく、 生 は 之れ を 氣と謂 ひ、 生の 

理 之れ を 性と 謂 ふ。 ^ふ氣 は 天より 出 づるゃ 否や。 曰 はく、 性と 氣と皆 天より 出づ 

性 は 只だ是 れ理、 氣は 則ち 已に 形象に 屬す。 性の 善 は 固に 人の 同じう する 所、 氣は 


A ゅ篇の 弟::: 
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便ち 齊 しからざる 處 あり。 物 も 也た 這の 性 あり、 只 だ 是れ禀 け 來 つて 偏， - なり。 

這の 性 便ち 也た 氣に隨 つて 轉 了す。 問.. -子、 吿子性 を 論ずる の 數章を 以て 皆 生 之 li 

レ 性の 二百に 木づ くる は何ぞ や。 曰 はく、 吿子は 性の 理 たる こと を 知らず、 乃ち 人の 

身に 卽 いて 其の 能く 知覺 運動す る 者 を 指して 以て 之れ に當 つ、 所謂 生と いふ 者是れ 

(1) 性 も 指 なり。 始めに 而も 其の 但だ 能く 知覺 運動す るの みに して、 敎に非 ずん ば 成らざる を 

見さん とす、 故に 杞 柳の 譬 あり。 旣に 孟子の 言に 屈して 其の 說の 悪に 偏 なること 

を % ふるや， 又湍 水の 喩を爲 して、 以て 其の 但だ 能く 知覺 運動して 而も 善 惡の分 あ 

るに 非ざる こと を 見し， 又以 へらく、 孟子 未だ 己れ の 意 を喩ら ずと て、 遂に 此の 章 

に 於て 其の 立論の 本意 を 極めて、 索め て 之れ を 言 ふ。 孟子 之れ を 折く に 至りて 則ち 

其の 說又窮 す。 而れ ども 終に 其の 非 を 悟らざる なり。 其の 食 色 を 以て 言 を爲す は， 

蓋し 猶ほ生 之れ を爾 りと 云 ふが ごとし。 而 して 公都 子の 引く 所 は又湍 水の 餘 論な り- 

是れを 以て 之れ を考 ふるに、 凡そ 吿 子が 性 を 論ずる は、 生の 一字に 外ぎ ざる こと 明 

かなり。 然 らば 則ち 吿子は 固に 氣質を 指して 言へ るか" 曰 はく、 吿 子が 所謂 性 は 固 

に 氣質を 離れず、 然して 未だ 嘗て 其の 氣質 たる こと を 知らず、 而も 亦 其の 淸濁^ 否 


の 分 ある こと を も 知らざる なり。 叉 曰 はく、 禪 家の 說に * 如何なる か 是れ佛 • 曰 は 

く 見 性 成佛。 如何なる か是れ 性、 曰 はく 作用 是 性と。 蓋し 謂へ らく、 目の 視， 耳の 

聽き、 手の 捉 執し、 足の 運奔 する は 皆 性な りと。 只 だ箇の 形而下なる 者 を說き 得る 

のみ。 且つ 手の 能く 執捉 する が 如き、 若し 刀 を 執り 胡 亂に人 を 殺す も， 亦 性と 爲す 

ベ けんや。 又 曰 はく、 犬 牛 は 人の 形 氣旣に 具 はりて 知覺 あり 能く 運動す る 者 なれば 

生な り。 生 ある こと は 同じと 雖も、 然も 形 氣旣に 異なる とき は、 其の 生 は 天より 得 

るの 理も亦 異なる こと あり。 蓋し 人に 在って は 則ち 其の 全き を 得て 不善 ある ことな 

く， 物に 在って は 則ち 蔽 はれて 其の 全き を 得ざる こと あり。 是れ 乃ち 所謂 性な り。 

今吿 子が 生 之 謂レ 性と 曰 ふ は、 白 之 謂， 白が 如きに して、 凡そ 白に は 異なれる 白な • 

ければ、 則ち 是れ 形氣の 生なる 者 を 指して 以て 性と 爲 して、 人物の 天に 得る 所の 者 

も 亦 不同な しと 謂へ， るな り。 故に 孟子 此れ を 以て 之れ を 詰る。 而 して 吿子は 理屈し 

詞窮 して 復た對 ふること 能 はざる なり。 叉 曰 はく、 人と. 物との 性の 異を 論ずる は、 

固に 氣禀の 同じから ざるに 由る、 但し 其の 然る 所以の 者を究 むれば、 却って 是れ其 

さづ  (三 1  V？ の： a,^ 

の 氣禀の 同じから ざるに 因って 娬 かる 所の 理も 固より 亦 異なる あり。 所以に 孟子 は 


^B0  2 
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犬の 性と 牛の 性と 人の 性と 同じから ざる 者 ある こと を分刖 して- 未だ 脊て 犬の；^  • 

牛の 氣 • 人の 氣の 同じから ざる こと を 言 はざる なり。 又 曰 はく、 此の 章 は 乃ち 半：： チ 

迷 終の 本 根に して、 孟子が 開示の 要 切なり。 蓋し 知覺 運動 は 形 氣の爲 す 所、 仁義^ 

智は 天命の 賦 する 所な り。 舉者此 に 於て 正に 當に 其の 偏 正 全闕を .¥ にして、 阳ら 

物より 贵き 所以 を 知らん こと を 求む ベ し- 有 生の 同 を 以て 反って 自ら. 徵こ. おって. 

二)  ： 

i, 自ら 己が 性の 大に 全き を 知らざる こと あるべからず。 黄 勉齋曰 はく、 夫れ 性 は 人物 

が 天より 得る 所の 理 なり、 仁義 禮智の 屬是れ なり。 生 は 人物が 大 より 得る 所の； I- な 

り、 知覺 あって 能く 運動す る 者是れ なり。 性 は 萬 物 之れ 一 原、 生 あるの 額 各. ■: 大に 

得て 固に 少しの 異なる ことなし、 但だ禀 くる 所の 氣は 則ち 或は 其の 淸燭 美惡 の齊し 

からざる に 値 ふ。 故に 理の赋 する 所 も 開宗： 偏 正の 異なき こと 能 はず。 此れ 人と 物の 

分ろ る 所以な り。 然して 氣を 以て 言 ふとき は、 一票く る所殊 なりと 雖 も- 共の 知覺運 

動 を爲す 所以の 者 は^だ 異なる ことなし。 理を 以て 言 ふとき は、 其の 本 同じと 雑 も. 

人の 是の四 端 ありて 至靈至 貴た る 所以の 者は庶 物の 凝すべき に 非ず。 吿 子が 舉は以 

て 此れ を 知る に 足らず、 但だ 其の 蠢然の 生 を 見て 卽ち 以て 性と 爲す。 而 して 又 凡そ 


此れ を 得る 者 は 同じ か "ら ざる ある こ となし と 謂 ふとき は、 則ち 是れ 唯に 性 を 知ら ざ 

るの みに あらず、 亦 氣をも 知らず、 唯に 外より 觀る 者の 人獸の 別を亂 るの みに あら 

ずして、 其の 身に 反み る 者 も 亦 天理 人欲の 幾 (徵) に 味し。 雲峯曰 はく、 大學. 中 

^ 一) 朱 子 * 庸 首章の 或 問に 皆 以て 人物の 生は理 同じう して 氣 異なりと 爲 して、 に は 以て 氣同 

じうして 理 異なりと 爲す は何ぞ や。 朱 子 嘗て 曰 はく 、「萬 物の 一 原 を 論ずる とき は理 

同じう して 氣 異なり、 萬 物の 異體 を觀 ると き は 氣猪ほ 相 近くして 理は絕 えて 同じ か 

らず。 氣の 異なる は粹 駭の齊 しから ざれば なり、 理の 異なる は 偏 全の 異なる こと 或 

れば なり 一 と。 嘗て 是れに 因って 之れ を 推す に、 蓋し 大本 大 原の 上より 說く とき は、 

大化 流行して 萬 物に 賦予 十.、 何ぞ 嘗て 人と 物と を 分たん。 此れ 理の 同じき なり。 但 

だ 人 は 其の 氣の 正にして 且つ 通なる を 得た る 者な り、 物 は氣の 偏にして 且つ 塞なる 

を 得た る 者な り。 此れ 氣の 異なるな り。 人物 旣に 此の 氣を 得て 以て 生く ると き は、 

.  人 能く 知覺 運動して、 物 も 亦 能く 知覺 運動す。 此れ 叉 其の 氣の 同じき なり。 然して 

人 は 其の 氣の 全き を 得、 故に 理に 於ても 亦 全し。 物 は 其の 氣の偏 を 得、 故に 理に於 

て も 亦 偏す。 (然 らば) 則ち 人と 物と 又 異ならざる 能 はざる なり。 理 同じう して 架 

道 • 源  一 二三 . 
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異なる は、 是れ 人物 有 生の 初より 說く、 氣 同じう して 理 異なる は- 是れ 人物 お^の 

後より 說く。 朱 子の 說 精し。 

(三〕  レ _ゾ フト  や， 

王 陽 明 曰 はく、 生 之 謂レ 性の 生の 字 は 卽ち是 れ氣の 字に して- 猶ほ 氣卽是 性と 言 

はんが 如きたり。 氣は卽 ち 是れ性 なれば、 人生れ て靜 なる 以上 は說 くぎから ず。 才に 

氣卽是 性と 說 けば， 卽ち已 に 一 邊に落 在し、 是れ 性の 本 原に 非ず。 孟子の 性 善 は 是 

れ本 原の 上より 說く。 然して 性 善の 端は須 らく 氣，. -に 在りて 始めて！ EJ^ 得すべし。 i 右 

し氣 なくん ば 亦 見る ベ きな し。 惻隱 • 羞惡 • 辭譲 • 是非 は卽ち 是れ氣 なり。 程 子の 

謂 はく、 「性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば 備 はらず、 氣を 論じて 性 を 論ぜ ざれば 明かな 

らず」 と。 亦 是れ學 者 各. - 1 邊を認 むる が爲 に， 只 だ 此の 如きの 說を 得。 i 右し n 性 

の 明白 を 見得す る 時 は、 氣は卽 ち是れ 性、 性 は卽ち 是れ氣 にして、 原と 性氣の 分つ 

べき ものな きなり。 rf.. 甫曰 はく、 孟子 も 亦 是れ生 を 離れて 性 を 言 はず、 但だ 生す る 

所以の 處是れ 善と する が 故に、 毎に 善の 處に 歸宗 す。 吿子は 生 を 以て 性と： K ふ- 但 

だ 生す る 所以の 處是れ 無， 善 無二 不善 一とす るが 故に、 亦 無， 善 無二 不善 一の 處に 歸宗 す。 

其の 杞柳 • 湍水猶 ほ 性の ごとしと 曰. ふ は、 俱に 是れ， 岡の 無の 卞の竞 &を說 き、 其の 


食 色謂レ 性と 曰 ふ は、 又 生 を 以て 下の 一節に 轉 じて 言 ふなり。 吿 子が 意 は 上の 一節 

に歸し 去らん こと を 要し、 下の 一節に 轉じ來 る を 要せざる なり。 蓋し 生の 字 は 上の 

一節に 轉 ずれば、 便ち 是れ無 的の 境界に して、 下の 一 節に 轉 ずれば、 便ち 是れ貪 著 

{ 七) 

、， な  きょ， つ こくた くれい 一-いき へき/、  ル r フ  ブヲ 

愛慾、 不 なれば 矜刻卓 ifs^ 跌蹵々 なり。 故に 貪， 食 • 悅, 色 • 仁義 等の 項 は 皆 是れ性 

の贅旒 なり。 食 色 は 猶ほ佛 家の 六 根の ごとし。 此れに 緣 つて 個の 仁義 を 生ず。 仁 は 

六 塵な り、 義は 六の 中に 見る る 所の 境な り。 這の 根 • 塵 • 境 は 皆 是れ性 を 害する の 

物、 吿 子が 本意に 據れば 便ち 嗜慾を 禁絕し 仁義 を 斷棄し * 根 塵の 見 を；^ さず、 一 切 

の 善惡皆 思想せ ず、 言に 得ず、 心に 求む るな く、 心に 得ず、 氣に 求む るな く、 頑然 

として 動かず、 以て 無 善 無 不善の 宗に歸 せんこと を 欲するな り。 沈 ^曰 はく、 問 

ふ、 人の 生る る や 性 あり 命 あり。 吾が 心の 主宰 之れ を 性と 謂 ふ、 性 は爲す ことなき 

うまれつき 

者な り。 吾が 心の 流行 之れ を 命と 謂 ふ、 命 は 質 ある 者な り。 故に 天地の 性 あり、 

氣 質の 性 ありと 曰 ふ。 何 ぞ理氣 を 以て 一 たりと 謂 はんや。 曰 はく、 天は氣 なり、 地 

は 質な り。 天地 能く 氣 質に 外な らん や。 天 は 卽ち理 にして、 理は 卽ち氣 の條理 なり、 

気質 能く 天地に 異ならん や。 後 儒が 紛々 たる 理氣 の辨， 理に 不正な くして 氣に 不正 
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修敎耍 錄卷之  一  ニニ ハ， 

ありと 謂 ふ も、 其の 條理を W て 之れ を 理と謂 ひ 其の 運用 を 以て 之れ を 氣と謂 ふ を 加 

へる 一お I 對 立す らず。 又 豈氣質 ありて n ら 一 靈を 具へ、 而 して 氣 質の 性と- 大 性と 相 偶す と 曰 はんや。 

理氣の 分， 本體 の， 工夫、 始めより 合一 ならざる なり。 孟子 性 を 論ずる、 亦；^ 質 を 離 

にに 作用に るる こと 能 はず。 質 は 性の 器な り、 氣は 性の 運な り。 孰れ か 得て 之れ を 二つに し， 

而 して 之れ を 離 十 者な らん や。 蓋し 性 は是れ 心の 生に して、 氣質を 離れ r らば、 卽 

ち 性の 名づ くべき ものな し。 天地の 性 は 乃ち 氣 質の 精華に して、 豈氣 質の 性と 相對 

して 言 ふべ けんや。 生 之 謂レ 性の 生の 字 は、 卽ち是 れ氣の 字な り、 ^ほ； I- は 卽ち性 

(三)  ザ  、e:l 

なりと 言 はんが ごとし。 先師 謂 はく、 「吿子 も 亦說き 得て 是 なり、 但 だ頭腦 を. り 得 

ずして、 ； めて 一 邊 とぎし 去る。 若し 頭 腦を曉 り 得ば、 此の 如く 說 くも 亦 是 なり。 

氣は卽 ち 是れ性 なれば、 人生れ て靜 なる 以上 は說 くべ からず。 才に 氣卽是 性と 說 ひ-. 

ば 卽ち已 に 一 邊に落 在して、 是れ 性の 本 原に あらず。 f£ 子の 性 善 は 是れ本 IS の 上よ 

り說 く、 然して 性 善の 端は須 らく 氣 上に 在りて 始めて 昆 得すべし。 若し 氣 なくん ば， 

.  ひと  まか  *t シ 

亦昆 るべき なし。 人口に 信せ て說き 意に 任せて 行 ふ 如き * 皆是れ 我が 心性に 依りて 

出し 來 ると 說く。 然して 却って 過 差 あり。 若し 頭腦を り 得て 吾が 良知 h に： り說 


ォ  (s)  こ 

に 一 る^れ 適 き 出し 来り、 事 を 行 はば、 便ち 自ら 是れ 停當 ならん。 然して 良知 も 亦 只 だ是れ 這の 

ロ說、 這の 身 行に して、 豈 能く 氣を 外にし 得て、 ^に 个の行 ひ 去く の理 あらん や。 

程 子 謂 はく、 『性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば 備 はらず、 氣を 論じて 性 を 論ぜ ざれば 明か 

ならず』 と。 亦 是れ學 者の 理氣を 分って 各. - 一端 を認む るが 爲に、 只 だ 此の 如く 說 

くこと を 得。 若し 性の 明白 を 悟り 得ば、 氣は卽 ち是れ 性， 性 は卽ち 是れ氣 にして、 

原と 性氣の 分つべき ものな きなり」 と。 叉 曰 はく、 問 ふ、 精 氣神は 一 なり と 曰 ふ 

(如何)。 流行 を 氣と爲 し， 凝聚を 精と 爲し、 妙 用 を 神と 爲す。 之れ を 火の 然 ゆるに 

譬 ふるに、 精 は 其の 明な り、 氣は 其の 執-なり、 祌は 其の 照な り。 如し 良知の 體 明か 

なること を 見得せば、 凡そ 此の 類 皆 以て 言 はずして 喩 るべ きなり。 

へ JEJsifii 告子 曰、 食 色 性 也、 仁內 也、 非. Z 外 也、 義外 也、 非：， 內、 

1  七) 孟子 集 朱 子 曰 はく、 吿子は 人の 知覺 運動す る 者 を 以て 性と 爲す、 故に 人の 貪 を 甘し とし 色 

(八) 義に同 を 悅ぶ者 は卽ち 其の 性な りと 言 ふ。 故に 仁愛の 心 は內に 生じて、 事物の {1 は 外に 由 

り、 學者は 伹だ當 に 力 を 仁に 用 ひて 必ずしも 義に合 ふこと を 求めざる ベ しとな り。 

道 源  ニー  七 
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申甫曰 はく、 吿 子が 意へ らく、 貪 は 生に 緣 つて 因 ある を 以て • 貪 色の 性 あり、 

便ち 個のへ： 01 著 愛欲 を帶 び、 又 情に 因って 境 を 生じ、 而 して 後に 义展轉 無 k 窮ぁ り、 

ここ  きょ， い 

(一) i 此に 到りて 方に 善 あり 不善 あり。 不善 は 言 ふ を 待たず、 卽ち善 も 大抵： 名 造作して 

る  (二：  む"， 

C5 性卽ち 混沌 を 開^す るより 出づ と。 故に 意 を 立てて 只 だ 其の 生に 反して 之れ を 逆へ て 以て 

生れな がらの 

* の S  無に 歸 せしめん と 欲す。 故に 孟子の 論に 從 へば、 當に 其の 生に 順 ふべ し， 吿 子が 論 

に從 へば、 當に 其の 生 を 閉ざすべき なり。 

S 化 「； 上 公都 子 In; 曰、 告子曰 性 無， 善 無， 一 不善 一也、 或 曰 性 可 二 以爲， 善、 可，， -以爲 一, 不善； 是 

0.  0^ 故 文武 興 則 民 好 ，善、 之 幽 M 興 則 民 好， 暴、 或 曰、 有，, 性 善, 有，！ 性 不善； 是故以 

の sw^p  ヌ シテ レ リ (S) テ (六 1 ヲ ンテ ，-■ リ  テ 7 シ  ト ッ テ シテ ト リ (七) ト 

f 五) 81 傲 無 堯爲， 君 而有, 象、 以 ニ瞽叟 1 爲， 父而 有， 舜、 以, 紂爲， 一 兄 之 子, 且 以爲， 君 而有ニ 徵子啓 王 

y ハ な r ズ、 子 比 干 一 今 曰 フニ 性 善； 然 則 彼 皆 非 與、 孟子 曰、 乃 若， 1 其 情； 則 可 n 以爲 Jsr 乃 所 

謂 善 也、 若 ぁ爲ニ 不善； 非ニネ 之 象1 也、 惻隱之 心、 人皆チ 之、 羞惡之 心、 人皆チ 之、 

の, \久 丑 \ に  、  ノ  、  、 

恭敬 之 心， 人 皆 有， 之、 是非 之 心、 人 皆 有， 之、 惻隱之 心 仁 也、 羞惡 之心義 也、 恭敬 之 

共に S3 の 三 仁  ハ  ハ  へ ザ ルリ ト * ス-ー レ？  レ 一一 スル レプ ザル (ノミ  -ー 〈ク 

と 稱 せり  心禮 也， 是非 之心智 也， 仁義 禮智 非， 一由， 外 I-,, 我 也、 我 固有， 之 也、 弗， 思 耳矣、 故 曰 


g9』fg 求 則得レ 之、 舍則 失 壬， 或 相 信 蓰而無 レ算者 ii や 1 數 f 五 不 M ヒ！^ ii.^ 才-者 也、!； sni" 

天生 ニ然 民； 有 k 物 有い 則、 民之秉 JT 好ニ是 殻德； 孔子 曰、 爲二 此ノ 詩, 者 >| ハ知レ 道ス乎 力、 ト 

故 有 レ物必 有 A 則， 民之秉 レ彝 也、 故 好 n 是懿 德； 

朱 子 曰 はく、 情 は 性の 動な り。 人の 情 は 本と 但だ 以て 善を爲 すべく して、 以て 惡を 

爲 すべから ざれば、 則ち 性の 本と 善なる こと 知るべし。 又 曰 はく、 才は猶 ほ 材質の 

ごとし、 人の 能な り。 人 是の性 あるとき は 是の才 あり、 性旣に 善なる とき は. iv も 亦 

善な り。 人の 不善 を 爲すは 乃ち 物欲に 陷溺 して 然 り.' 其の 才の 罪に 非ず。 乂曰 はく。 

物 あれば 必ず 法 ありと は、 耳目 あれば 聰明の 德 あり、 父子 あれば 慈 孝の 心 あるが 如 

し。 是れ 民の 秉り 執る 所の 常の 性な り。 故に 人の 情 は 此の 懿德を 好せ ざる 者な し。 

此れ を 以て 之れ を觀れ ば、 人性の 善なる こと 見つべし。 而 して 公都 子 問 ふ 所の 三說 

は 皆辨ぜ ずして 明かな り。 眞西 U 曰 はく、 公都 子は吿 子に 學ぶ 者な り。 故に 性 善 を 

以て 非と 爲 して、 三者の 說を 設けて 以て 孟子 を 闘く。 孟子 之れ と辨ぜ ず、 獨だ 性の 

發見 する 者 を 以て 之れ を 言 ふ。 蓋し 所謂 性 は 仁義 禮智 のみ。 然して 未 發の前 は 兆 朕 

の 見るべき ものな く、 惟 だ 物に 感じて 動き、 惻隱を 爲し羞 惡を爲 し * 恭敬 を爲 し：！ 疋 

道 源  一二 九 
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非を爲 す、 然して 後に 性の 本識 るべ し。 蓋し 四つの 者 は 情なり、 而 して 其の 本 は 則 

ち 性たり。 其の 性の 善に 由る が 故に 發 して 情と 爲 りて 亦 善な り。 情の 善なる に wo 

て 性の 善 も 知るべし。 夫れ 善 は 性な り、 而 して 能く 善 を爲す 者は才 なり。 性 は體を 

以て 言 ひ、 才は用 を 以て 言 ふ。 才は 本と 以て 善を爲 すべく して、 以て 惡を爲 すべ か 

らず。 今 乃ち 不善 を爲 すに 至る 者 は、 是れ 豈才の 罪な らん や。 陷；^ して 然 らしむ る 

たり。 夫れ 四 者の 心 を 人々 皆 有する 所以の 者 は、 其の 仁義 禮智の 性 を =1; する に 山る 

が 故な り。 1^ と は、 火 を 以て 金を銷 すの 名な り。 火の 金 を 銷すは 外より 以て. 2: に 至 

るな り。 性 は 則ち 我が 固有す る 所に して 外より 來 るに 非ず。 獨だ 夫の 人の 思 はず 求 

めざる こと を薆 ふるのみ。 夫れ 物 求む る ことあって 得られざる 者 は、 外に 在る が 故 

たり。 性 は 則ち 其の 我れ に 在る 者 を 求む， 何ぞ 得ざる ことか 之れ あらん。 木然の } 

は 初めより 限 量な し、 天下の 善 を 極めて 爲 すべから ざる 者な し。 今 乃ち 善. 51- 相.^ る 

の 遠き は、 其の 才を盡 す 能 はざる に 由るな り。 思 ふと 曰 ひ 求む と 曰 ひ、 而 して 又 盡 

すと 曰 ふ、 此れ 孟子 人に 敎へ功 を 用 ふるの 至要な り。 民の 詩 は 其の 說已に 前章に 

ゆ、 合せて 之れ を觀て 可な り。 


申甫曰 はく、 吿子は 惟 だ 無, 善 無二 不善 一と 曰 ふ。 孟子 は 人 皆 之れ を 有し 我れ 固よ 

り 之れ を 有すと 曰 ふなり。 吿子は 筒の 無の 字を說 き、 孟子 は箇の 有の 字を說 く。 吿 

子 は義は 外な りと 曰 ひ、 孟子 は 仁義 禮智は 外より 我れ を It すに 非ざる なりと 曰 ふ。 

吿子は 個の 外の 字を說 き、 孟子 は 個の 內の 字を說 く。 惟 だ 無を說 くが 故に 之れ を 外 

とし • 惟 だ 有を說 くが 故に 之れ を內 とす。 吿子は 但に義 を 外にす るの みならず して * 

且つ 仁 を も 外と す。 彼れ は 仁 を 以て 惟 だ 中に 有すと 爲 さざる なり。 叉 曰 はく、 -惻隱 

の 四 者 は 情なり、 而 して 直ちに 之れ を 指して 曰 はく 仁義 禮智 と。 然 らば 則ち 情を以 

(答へ て) 二)  ？ 三ろ 

て 性と 爲す や。 曰 はく、 惻隱は 之 心の 二字 を 以て 言 ふとき は是れ 性な り。 之 心は是 

(三) 

れ惻隱 を爲す 所以の 者な り。 孟子に 之 端の 二字 ありて、 此に 此の 二字な き は何ぞ や。 

孟子 專ら 惻隱の 上に 就いて 言 ふとき は 仁 之 端と 曰 ふ。 此に心 上 を 指して 言 ふとき は、 

直ちに 仁と 曰 ふなり。 此の 話 を 同じう して 意の 指す 所 異なる のみ。 必ずしも 惻隱の 

心 は 性の 仁 あるに 由るな り 云々 と 曰 はざる は、 就ち 惻隱の 心 仁に 當るを 以てな り。 

孟子 曰、 人 之 所， I 不, 學而 能, 者、 其 良能 也、 所， I 不, 慮而 知, 者、 良知 也、 孩提之 童 無 K 


修敎耍 錄卷之 一  一三 二 

不 レ知レ 愛一 I 其 親 1 者 h 及 一一 其 長 一也、 供 不レ 知レ敬 一一 其 兄 一 者 h 親 ， 親 仁 也 * 敬 」： ^義 

也、 無：， 他 達 二 之 天下 >  也， 

程 子 曰 はく *  i::- 知 良能 は 皆 由る 所な くして、 乃ち 天に 出で、 人に 槃ら ず。 朱， Iz: は 

く、  と は 本然の 善な り。 眞西 山. 臼 はく-  A は 本然の 善 を 謂 ふなり。 善 は 性より 屮 Z 

づ、 故に 本然の 能 は學を 待たず して 能くし、 本然の 知 は 慮 を 待たず して 知る こと あ 

り。 人の 幼に して 親 を 愛し 長 じて 兄 を 敬す る を觀て 知るべし。 親 を 親と する の 心 之 

れを 天下に 達すれば、 卽ち 所謂 仁な り。 長 を 敬す るの 心 之れ を大 下に 達すれば、 卽 

ち 所謂 義 なり。 然 らば 則ち 仁義 豈 孝弟の 外に 出 でんや。 斯の理 や、 孟子 蓋し 之 

れを言 ふ。 天下 後世の 爲に 慮る もの 切なり。 

王 陽 明 曰 はく、  ^1^知は所謂「是非の心」 にして、 人 皆 之れ ありて、 寧 を 待たず して 

有し、 慮 を 待たず して 得る 者 あり。 人 孰れ か是の 良知な からん や。 獨り 之れ を 致す 

こと 能 はざる のみ。 聖人より 以て 愚人に 至る まで， 一 人の 心より 以て 四海の 遠き に 

Icy* ！^^:^ 達る まで、 千古の 前より 以て 萬 代の 後に 至る まで、 III じからざる こと ある ことなし。 

违^9ともに中  ：  (二 

やの 語  是れ 良知 は是れ 所謂 「天下の 大本」 なり。 是の 良知 を 致して 行 ふ は 則ち 所謂 -V 下 


(二) 

孫 丑 上 篇第六 

章に 「今人 乍 

見- K 子將义 

5t 井？ 嘉ビ侃 

惻瞎之 心 T 

* レ所 1= 以內 -1 

交 於 蘧 子 之 父 

& 一也、 ま 

以耍】 <於鄉 

黨明友 一也、 

然，, 也」 と 出 

づ。 を惡む 

と は 赤子 を 救 

はざる ために 

立つ 惡名 をい 

とふの 意 

(三) 吿 子 上 

篇 gll. 十 意に、 

「 一 輦食 一 豆 

費， 得 レ之則 生、 

弗 レ得則 死、 

IS 而 レ之、 UJ- 

レ道之 人 弗 レ受、 

^爾 而與レ 之、 

ケ 一人 不レ唇 也、 

萬鞋 則不レ 

義ニ  g 受レ 之、 

萬 鍾 於 レ我何 加焉， 

見て 廣大の 天 を 見る 

情 を 起せり 


の 達 道 一 な. 


王龍溪 


曰 はく、 良知 は 思慮に 外なら ざる も、 而も 思 意 は 却って 能- 


以て 良知 を蔽 ふ。 故に 孟子 尤も 其の 慮らざる 者 を 指して 而 して 後に. N れを 良と 謂 ふ。 

じゅって き  ニニ  もこ  にて 

孺 子の 井に 入る を an- て怵 煤す る は 良知な り。 而 して 交 を 納れ譽 を 要め て 聲を惡 むと 

( 三，！ 

き は 則ち 慮れるな り" 喊蹴を 見て 屑し とせず して 受けざる は 良知な り、 而 して 宮 

窒. 妻妾. 得 レ我 のために 之れ を爲 すと き は 則ち 慮れるな り。 故に 曰 はく、 「天下 何 

を か 思 ひ 何 を か 慮らん j と。 此れ 正に 用 功 を 指して 言 ひ、 其の 成功 を 要む るに 非 ざ 

るな り。 叉 曰 はく、 孩提の 愛敬 は 乃ち 一端の 發昆 にして、 必ず 以て 之れ を 天下に 達 

し 之れ を繼 ぎて、 而 して 後に 全き 體を爲 す。 孩提之 知 は 諸れ を昭々 の 天に 譬へ、 達 ：| 

之 天下一 之 知 は 諸れ を 廣大の 天に 譬ふ、 牧 拾保聚 する は 之れ を 達する 所以な り。 予 

謂へ らく、 昭々 の 天 は卽ち 廣大の 天な り。 容 隙より 見る 所 は 則ち 以て 昭々 と爲 し、 

れ うく..；  く  たが 

!li 一 靡より 見る 所 は 則ち 以て 廣大 と爲 す。 是れ 見る こと 牾ふ 所あって、 天の 小大 あろ 

に 非ざる なり。 齊 王が 觳觫 たる 堂 下の 牛 は特だ 一 念の 昭々 たるの みに して、 孟子 は 


妻妾 之 奉、 所レ議 窮乏 者 得 A 我與」 云々 と 出 づるを 指す (四) . "ほ 出-つ (五) 隙間より 見れば 昭 明の 天 を 

一と 能 L たさる をい ふ (六〕 孟子 t 入 惠王上 篇第七 意に 出. 一て として ク.： ノ卞も引かれて屠所に赴く牛に對して«^王 


道 


源 


二) 孟子 雜 

g 下 §3^ 十二 

竜に 出つ 


(二) 未詳 


01!) 第二 十 


修敎耍 錄卷之  一  二！ 一四 

其の 以て 民 を 保ん じて 王た ろべき を 許 十。 此れ" > ：積累 する 所あって 然 らん や- ^て 

て 民 を 保ん ずるに 至る も 亦 惟 だ 此の 一 念 を 失 はざる のみ。 故に 曰 はく T 大人 は 赤子 

の 心 を 失 はず」 と。 大人の 大人た る 所以 は、 惟 だ 之れ を 失 はざる に 在る のみ、 能く 

ニー ) 

毫末 を 加 ふること あるに 非ざる なり。 f 靜子曰 はく、 孟子の 此の 章 是れ性 善 を 道 ふ。 

愛敬 も 亦 情の 善なる 處 にして、 其の 根 頭 は是れ 性な り、 以て 之れ を大 下に 達して 愛 

敬せ ずと いふ ことな かるべし。 仁義 は卽 ち是れ 知能の 良の 見れ にして、 仁義 は 之れ 

外に 非ざる なり、 以て 之れ を 達して 愛敬せ ずと いふ ことな かるべし。 此れ^2^^£^-能 

の 仁義と 爲す 所以な り。 愛敬を以て仁義と爲すも亦是れ情に卽きて性を：：^^？なり。 

叉 曰 はく、 親 を 親と する は 仁な り、 長 を 敬す るは義 なり。 愛敬 卽ち是 れ仁雜 なりと 

謂 ふとき は、 只 だ 此の 二 句に て 便ち 了る、 又何ぞ 必ず 無, 他 達 二 之 天下一と や. f ふこと 

を 添 へん や。 中庸に 據れ ば、 云 はく、 「i!l! は 人な り、 親 を 親と する を 大と爲 す」 と。 

爲レ大 の 二字 を 加 添 すれば、 親 A 親 も 還た 未だ 當に全 體の仁 を 得べ からず、 特だ仁 

の 中に 在って 此れ を 最大な りと 爲す のみ。 然れ ども 固より 亦 仁な り。 蓋し 仁 は 人な 

り、 仁 は 人の 心なり、 仁 は是れ 筒の 生 意 懇切に して、 是れ 親， 親 は 乃ち 是れ生 i,M^ 懇 


(四) 底本の 

訓點 左の 如く， 

「然必 s  口 (親 

レ親、 必合ァ 天 

下 無 レ不レ 在- 

其 親愛 T 乃 Is,- 

in 周融無 レ間而 

s>l 全體之 仁 T 

故 云 達 之 天 

下 T」i あるに 

從 へる も、 審 

かならざる に 

似たり 

(五) 良知 を 

致す の 致すな 

(六) 雜 3 上 

篤 第二 十七 章. 


切の 中の 最も 懇切な り、 故に 仁な りと 曰 ふ。 然れ ども 必ず 何 ぞ只だ 親， 親と する の 

みならん， 必ず 合に 天下 其の 親愛に 在らざる なければ 乃ち 周融 間な くして 全 體の仁 

たりと 爲 すべし。 故に 達 二 之 天下一と 云 ふ。 陽 明 先生 は 愛敬 を 以て 良知と 爲 して、 達 一一 

之 天下-を 以て 其の 良知 を 致す ことと 爲す。 此の 說 甚だ 是 なり。 然れ ども 此の 中當 

ん，  (ヌ) 

に 一 轉語を 捕って、 若し 陽 明の 意を會 得せず、 必ず 致 を 乃ち 仁と 爲し、 不， 致 を 便 

ち 仁と 爲 ざると き は、 則ち 仁義 は尙ほ 致す の 後の 事に 在り。 唯 だ 卽ち親 を 親と する 

を 以て 當に 仁と すべく、 長 を 敬して 當に義 とすべき なり。 蓋し 孟子 前章に 嘗て 曰 は 

く 、「仁の 實は 親に 事 ふる 是れ なり、 義の實 は 兄に 從ふ 是れ なり」 と。 實は 草木の 實. 

にして、 能く 發生 すれ ども 而も 未だ 發生 せず、 千 枝 萬 葉 皆 其の 中に 在り、 達する と 

きは發 生す。 達する と は 華 さくな り。 孟子の 此の節 は 華 さく 處を 指して 仁義と 言 ふ 

に 非ざる なり。 其の 意， 愛敬 を 以て 仁義と 爲 すと 云 ふが 若き は、 他な し、 此の 愛敬 

は 許 多の 妙 道理 を包涵 し、 以て 之れ を 天下に 達して 愛せず とい ふ 所な く、 敬せ ずと 

いふ 所な かるべし、 而 して 愛せざる 所な く、 敬せ ざる 所な き、 卽ち 此れ 愛親 敬 長の 

達する 所な り。 此れ 仁義と 爲す 所以な り。 達する 處を 以て 仁義と 爲 すに 非ず して， 

道 源  一 三 五 


修敎耍 錄卷之 一  ニー 一六 

や 1 ヌ？ ぱ. 達する 所以の 處を 以て 仁義と 爲す、 乃ち 所謂 仁義の 赏 なり。 羅近溪 ：！： はく、  ii: ふ、 

前 出 五 七 

照  孟子 は、 慮らず して 知り 學ば ずして 能くす と說 き、 Ig と.：^ 知-:^ 能旣に 並び. 百うて 後 

に 却って 只 だ 知 を 言 ふ は何ぞ や。 曰 はく、 知 は 吾が 心の 體 にして 之れ を 乾に す、 

(二)  故に 乾 は 1^ を 以て 知る。 能 は 心の 用に して 之れ を坤に 嵐す、 故に 坤は簡 を 以て 能く 

上 a- に 一お  +  か 

flf^^  す。 乾 は 坤を統 ぶる に 足れり。 乾 を 言へば 坤 自ら 其の 中に 在り。 知 は 能を該 ぬろ に 

す。 おは 大始  ォ 

も 知り、 坤は  足れり。 知 を 首 ふとき は、 能 自ら 其の 中に 在り。 下 文の 核 提も其 の 親 を 愛する こと 

成 物 を 作 7.*。 

践 易^い  を 知り、 其の 兄 を 敬 ふこと を 知る とい ふが 如き， 旣に親 を 愛する を 知り 兄 を 敬 ふ を 

なるとき は  知ると；^^くときは， 能く 親 を 愛し 能く 兄 を 敬す る は 言 ふこと を 待たず。 王. If  ：31 は 

知り く、  K  バ ル ラ 

H^^^  く， 問 ふ、 不レ 學不レ 慮の 知 は 只 だ孩提 赤子の 時に 在りて 說く， 成人 以後に は 許，.^ の 

i 出づ  (II 一)  バ ル ラ 

S 幹 は * 紛 酬酢 あり、 合 幹 的の 事 如何 ぞ 能く 不レ 攀不， 慮 こと を 得ん。 曰 はく、 此れ 正に 是 

よ くするの 意。  なん 

お れ聖に 入る の脈路 なり。 ^は 是れ甚 の 事を學 び、 慮 は 是れ甚 の 事 を か 慮る。 ^は復 

a た 他の 學 ばざる の體を 得る のみ、 盧は復 た 他の 慮らざる の體を 5：: るの み。 故に 曰 は 

なり 

おもむ さ  ただ 

く、 途を 殊にして 歸を 同じう し， 慮 を 百に して 致 を 一 にす、 i5l に 思 はずして？ T 勉 

めず して 中る に 至る は、 亦 只 だ是れ 赤子の 初心 を 失 はざる のみ。 之れ を 種, 樹に 


素 
行 


ふるに、 天に 參 はり 抱 ふべき に 至る と雖 も、 亦 只 だ是れ 他の 最初 些 子の 萌孳の 生 を 

失 はざる なり * 能く 毫末 を 加 ふること ある 非ざる なり。 

〇 今 案ずる に， 良知 良能 は攀を 待たず して 然る者な り、 前章に 所謂 性 善な り。 性 善 

の發 する や 仁と 義 とのみ、 之れ を 天下に 達し， 別の 道な し， 所謂 中庸の 達 道 は是れ 

なり。 故に 曰 はく、 無, 他 達 二 之 天下一 也と。 

叉 曰 はく、 後 儒良 知 を 致す の說， 王 陽 明 自ら 以て 新奇と 爲し、 世人 も 亦 其の 新奇 

たる を 喜ぶ。 其の 說， 不， 學 不.， 慮して 能く 知る を 以て 本と 爲し、 愛敬 を 以て 用と 爲 

十ん 凡そ 人の 男女の 情、 飲食の 欲， 利害の 事、 毀 譽の動 は、 皆是 れ不レ 學不レ 慮して 

知る 所 あり、 此れ を 以て 良知と 爲す とき は、 發 見の 情 皆 邪 路に陷 つて、 愛敬の 用 何 

れの處 に 在る か。 若し 其の 際に 在って 其の 非 を 正さん と 欲すれば、 思慮 畢習は 力 を 

著く るの 地に して、 之れ を 良知 良能と 謂 ふべ からず e 良知 良能 は 致せり と 言 ふべ か 

ら ずし 是れ陽 明の 說 新奇なる が 如しと 雖 も， 終に 危殆に して 不レ安 こと を 免 かれ ざ 

る fc 故に 其の 寧 者 或は 異端に 陷り、 或は 思 意に 任せて 實學 もらず。 

或 ひと 曰 はく、 男女の 情、 飮 食の 欲、 利害の 事、 毀 譽の動 は， 良知 良能なら ず ゃレ. 

道 源  •  一 三 七 


修敎耍 錄卷之 一  ,  ニニ 八 

曰 はく、 良知 能 は 人の 不， 5^ 不， 慮して 能く 知る 所の 者な り。 故に 孟子 愛敬 を 以て 

之れ を 示す。 言 ふこ ころ は、 孩提の 童 は 天性 Si 然 たり、 更に 外 習な くして、 內 がら 

其の 親 を 愛する を.^ る。 是れ犬 性の 發見 にして 已むを 得ざる の 情なり。 孩提の 間 は 

笑 啼陲覺 のみ。 其の 接 應は唯 だ 愛親の み。 是れ仁 は 人心な り。 旣に少 く- 4- じて 外人 

を 憚る、 是れ兄 を 敬す るの 情なり、 則ち 義 なり。 其の 成人に 及んで、 男女 飲食の 

なら ひ 

榮辱 利害の 動 は， 悉く 知の 習に 因り 人の 情に 誘 はれて 感動す。 是 れ不， ゅ不 ：.^ の 情 

に 非ず。 或 ひとの 曰 はく、 然 らば 則ち 良知に 於て 之れ を 致さ ざらん や。 曰 はく、  .U 

知 良能 は 致す 所な し， 唯 だ 性 善に して 良知 良能の 發 3- して 仁義と 爲 るの 全 體大用 を. 

知るな り。 之れ を 致さん と 欲する とき は、 率， t 謂 一一 之 道 一 修， 道 謂 二 之 敎ー なり。 

道 を 修めて 而 して 後に. R 知の 門に 入るべし、 ^に^：：-知を致さんと欲するは、 則ち 夫 

の^ 指 見 性な り。 

或 ひと 曰 はく、 孟子 初めに 良能 良知と 言 ひて、 終に 能に 及ばざる は何ぞ や。 01 

はく、  -R 知 は 則ち 良能な り。 親 を 愛する こと を 知れば、 親 を 愛する こと を 能くし、 

兄 を 敬 ふこと を 知る とき は、 兄 を 敬 ふこと を 能くす。 "疋れ 知能の 間 更に 犬 性 を 離れ 


ず、 知行 合一 なり。 長ず るに 及んで 私欲 昏蔽 し、 恩 ま 旣に萌 す、 故に 知行 隔絶して • 

知 も 知なら ず、 行 も 行ならず e 孟子 其の 本然 を 謂うて 知能 を 二に する も、 叉 其の 說 

を 一 にして 知 を 言 ふの みたれば- 行 は 其の 下に 在るな り。 


I 


修 敎要錄 卷之ニ 


道 源 二 

(一) 擎畫 孟子 曰.、 盡 一一 其 心 一 者、 知， 一 せん 性 一也、 知 一一 其 性 一則 知, 天 也、 存 一一 其 心 1 養 二 其 性； 所 一一 以 

心 1 篇 首章 全  フル- 1  二 ウジ H ウタ ガ 〈 テヲ テツ ハレ ヲ  ナリ ツルヲ 

文  事 1. 天 也、 妖壽不^、 修， 身以 俟^、 所 n 以 立.， 命 也、 

n ご 孟子 集 朱 子 曰 はく、 心 は、 人の 神明が 衆理を 具へ て 萬 事に 應 ずる 所以の 者な り。 性 は 則ち 

心の 具 ふる 所の 理 にして、 天 は 叉 理の從 つて 以て 出づる 所の 者な り。 人 是の心 あつ 

S 完全 無  て 全體に 非ず とい ふこと 莫し。 然れ ども 理を 究めざる とき は、 蔽 はるる 所あって 以 

缺の體 

て 此の 心の 量 を盡す ことなし。 故に 能く 其の 心の 全體を 極めて 盡 さざる なき 者 は、 

必ず 其れ 能く 夫の 理を 究めて 知らず とい ふこと なき 者な り。 旣に 其の 理を 知る とき 

は、 其の 從 つて 出 づる所 も 亦 是れに 外なら ず。 學の序 を 以て 之れ を 言へ ば、 知レ性 

は 則ち 物 格の 謂な り、 盡レ心 は 則ち 知 至の 謂たり。 存とは 操りて 舍 てざる を 謂 ひ、 

道 m  一四 一 


が しゅ 章 子顿亡 

如て る の 31 卷ご 
し 辛 句 隨 心 六 
け を 所 上 十 朱 
た抄 に篇 、子 
る 出 見 0 孟語 


修敎耍 錄卷之 二  is:  二 

養と は 順にして 害 はざる を 謂 ふ。 事 は 則ち 奉 承して 違 はざる なり。 1^ 壽は 命の 短；： K 

なり。 或は 疑な り。 不, 1^ と は、 天 を 知る の 至りな り。 身 を 修めて 以て 死 を：^ つと 

き は、 大に 事へ て 以て 身 を 終 はるな り。 立, 命と は、 其の 天の 賦 する 所 を 全うして 

^ 一)  ，w 子 集 人爲を 以て 之れ を 害せざる を 謂 ふ。 又 曰 はく、 心 を 盡し性 を 知りて 大を 知る は、 其 

の理に 造る 所以な り。 心 を 存し性 を 養 ひ 以て 天に 事 ふる は、 其の 事 を展む 所以な り。 

其の 理を 知ら ざれば、 固に 其の 事 を 履む こと 能 はず。 然して 徒に 其の 现に选 りて 其 

の 事 を 履まざる とき は、 亦 以て 諸れ を 己れ に 有 十る ことなし。 お 一，？ 

mM^^. 天 を 知って 妖壽を 以てせ ハの心 を-.^ はざる は- ^の盡 せるな り。 犬に ：？- へ 

て 能く 身 を 修めて 以て 死 を俟っ は、 仁の 至れるな り。 智盡 さざる こと あれば， W よ 

り 仁た る 所以 を 知らず、 然して 智 にして 不仁なる とき は、 亦將 に流蕩 して 法らず、 

而も 以て 智と爲 すに 足らず。 又 曰 はく、 天 は理の 自然にして、 人の 由って 以て 生ず 

る 所の 者な り。 性は理 の全體 にして、 人の 得て 以て 生ずる 所の 者な り。 心 は 則ち 人 

あるじ 

の 身に 主として 是の理 を 具 ふる 所以の 者な り。 天の 大 なる は 外な くして、 性の" S ボは 

其れ 全し。 故に 人の 本心 は 其の 體廓 然として 亦 限 量な し、 惟 だ 其れ 形氣の 私に i せ 

1 ばられ 


< 一二) 論語 里 

仁篇第 十五 章 

及び、 同衞 S 

公篇 第二 章に 

出づ。 孔子の 

道 は 一 貫の み。 

卽ち 仁の 一 を 

以て 貫通す る 

なり 

S) 孟子 雜 

婁上篇 第 九 章 

に 「得- 1 其 民- 

有レ道、  得 一一 其 

心 i 斯得レ 民」 

と ある ％ 指す 

.(五) 放心 を 


上 篇第十 一 章 

に、 「擧 問の 道 

ほ 他な し、 せハ 

の 放心 を 求む 

るの み」 と あ 

.5。 放心と は 

此の 仁心 を 放 

逸して 逃がせ 

るな り。 これ 

を 求む る は、 

固有の 仁心 を 

再び 我れ に 取 

房す k-i な.？ 

(六) 朱 子 語 


られ、 聞 見の 小に 滞る。 是を 以て 蔽 はれて 盡 さざる 所 あり。 人 能く 事に 卽き 物に 卽 

きて 其の 理を 究め 極め、 一日 會通 貫徹して 遺す 所な きに 至る とき は、 則ち 以て 其の 

本然の 體を 全うする ことあって、 吾れ の 性た る 所以と 天の 天た る 所以の 者と 皆 此れ 

(一一 一) 

に 外なら ずして、 一 以て 之れ を 莨す。 伊川の 云 はく、 「心 を盡 して 然して 後に 性 を 知 

る」 と。 此れ 然ら ざるな り。 盡の 字は大 なり、 知の 字 は 零 星な り。 性 は 吾が 心の 實 

すこし 

理 にして、 若し 知得せ ずん ば 却って 箇の甚 をか盡 さん。 惟 だ 知の 上に 就きて 積累し 

將ち 去いて 自然に 心 を盡す なり。 人 能く 其の 心 を 盡す者 は 只 だ 其の 性 を 知 る と爲す - 

(き (^)  V ヌ <  ノヌ 

此の 句の 文 義と得 二 其 民 一 者 得 一一 其 心 一と は 相似れ り。 者の 字、 仔細に 看 ずん ば あるべ 

からず，。 又 曰 はく、 人の 其の 心 を盡す 所以の 者 は、 其の 其の 性 を 知る を 以ての 故な 

ス ヲスヲ  (五) 

り。 蓋し 盡レ 心と 存レ 心と は 同じから ず。 存レ 心は卽 ち操存 して 放 を 求む るの 事に して- 

是れ擧 者の 初めより 力 を 用 ふる 處 なり。 盡， 心 は 則ち 究レ理 の 至りに して 廓然 貫通の 

謂な り。 所謂 知， 性は卽 ち窮， 理の 事な り。 須 らく 是れ理 を 窮めて 方に 能く 性 を 知る 

べし。 知レ性 之れ 盡す とき は 能く 其の 心を盡 すなり。 又 曰 はく、 性 は 我れ に賦 する の 

分 を 以て 言 ひ、 天 は 公共の 道理 を 以て 言 ふ。 天 は 便ち 是れ 箇の大 底の 人、 人 は 便ち 

道 源  一 四  一二 


修敎 耍錄卷 之 二  一四 s: 

ほ S 是れ 筒の 小 底の 一大な り。 吾が仁儀禮智は卽ち天の^^ーハ！：^：^ぃにして、 凡て 五：： が 何十る 

し  所の 者は智 彼れ よりして 來る なり。 故に 吾が 性 を 知る とき はき 然に大 を 知ろ。 問 ふ 

如何 か 是れ天 は理の 出づる 所ぞ。 曰 はく， 天 は 便ち 是れ那 の 太虚、 ^だ 能，、 心を盡 

へ 「一 i 至 し 性 を 知る とき は、 天な り、 便ち 是れに 外なら ず。 問ふ盡，心を今旣に「i^^i;-と定め 

る」 S 、後 作して 說く とき は、 知レ 天の 一條 當に 何に か繫、 屬 すべき。 之れ を知レ 性の 下に 弊げ.. H. 

に出づ  プ-ヌ  ルヌ  にに  I 

に じ 5^1 歸 盡レ 心の 前と 知レ 性と 俱に 一 褒 事と 爲 るか。 抑. - 之れ を盡， 心の 下に 弊げば、 乃ち 知 

ttw  ^  \-3  C  ^  ル  ごに  ル * 'ヽノ  7  A  ヲ 

一緒に K の 至 は 又 底 事 を 精 熟せん や。 曰 はく、 知 二 共 性 一則 知」 大。 此の 文勢に 據れ ば、 U だ 合 

に 知， 性の 裏に 在き て說 くべ し。 叉 E はく、 先づ 心を存 して 而 して 後に 性 を 養 ふ。 

父子の 心 を；：^ し得盡 して 方に 仁の 性 を 養 ひ 得、 君臣の 心を存 し得盡 して 方に の 性 

を 養 ひ 得るな り。 之れ を；：^ し 之れ を 養 ふ は、 卽 ち是れ 事な り。 心性 は 卽ち是 れ大な 

り。 故に 曰 ふ、 所， ー以 事气大 也と。 知, 性 は 是れ性 中の 物事 を 知得す るな り- 旣に知 

り 得て は須 らく 盡 すべし。 知り 得て 方に 始めて 是れ 心を盡 す、 其の 心 を；^ し- 其の 

i い 即 性 を 養 ひて 方に 始めて 是れ H 夫 を 做す 處 なり。 大學の髮^^:プ％ぁ知至"が如し。 物 I 

1K 參照  と は、 物理の 極まる 處、 到らず とい ふこと なきに して、 知レ 性な り。 知 至と は、 吾が 


心の 知る 所、 盡さ ずと いふ ことなく 盡レ 心なり。 意 誠に 至って は 則ち 存 一一 其 心 一 養 一一 

せ ノハ性 一 ことなり。 聖人 知を說 けば 必ず 行を說 く。  3 曰 はく、 存， 心と は、 氣物 を遂は 

ずして 常に 其の 至 正 を 守るな り。 養 1 性と は、 事 必ず 理に循 ひて 其の 本然 を 害せ ざ 

るな り。 叉 曰 はく、 心性 は 皆 天の 我れ に與 ふる 所以の 者に して、 存養 する こと 能 は 

ずして 之れ を tE 亡す る は、 則ち 天に 事 ふる 所以に 非ず。 夫れ 心 は 性 を 具し、 敬 以て 

之れ を存 するとき は、 性 其の 養 を 得て 害する 所な し。 此れ 君子の 天に 奉 順す る 所以 

なり。 蓋し 能く 其の 心を盡 して 之れ を 終 ふるの 事 は、 k 冉が 「請 ふ 斯の語 を 事と せ 

ん」 とい ふ 所以の 意な り。 故に 敬 は擧の 終始に して 所謂 徹上徹 下の 道な り。 問ふ盡 

レ 心存レ 心の 盡は 是れ極 至の 地位に て なきや、 存 は是れ 初めより 這の 心を存 得する こ 

とに て なきや、 否や。 曰 はく、 盡， 心 は 未だ 極 至を說 かず、 只 だ是れ 凡ての 事 は 便 

ち須 らく 理會 すべく、 十分に 周く 足らし めて 少しも 闕 漏の 慮な くして， 方に 是れ盡 

すなり。 存は獨 だ是れ 初めより 工夫す るに 非ず、 初めの 間 固に 是れ. 操り 守り 存 して 

這の 裏に 在り、 存し 得て 熟する に 到りて 後に 也た 只 だ 是れ存 するな り。 這の 存の字 

る  きざ 

に は 始終な し * 只 だ 這の 裏を存 するな り。 ヌ曰 はく、 盡, 心と は 私智萌 さず して 萬 


修敎要 錄卷之 二  一四 六 

を さ 

理洞 貧す るたり、 之れ を斂 めて 具 はらざる 所な く、 之れ を擴 めて 通ぜ ざる 所な きの 

謂な り。 學 びて 此に 至らば、 則ち 性の 德 たる ゃ該 ねざる 所な くして、 天の 大 たる 者 

此れに 外なら ざる こと を 知る。 存とは 此れ を存 する のみ、 養と は 此れ を 養 ふの み。 

生死 其の 心 を 異にせず して、 身 を 修めて 以て 其の 正を俟 つと き は、 氣 一票の 偏に 拘ら 

した： A  U テ ル 

ずして天の正命我れに^111って立っ。 叉 臼 はく、 大概 此の 章の 所謂 盡， 心 は 物 格 知 至 

の 事に して、 曾 子が 一 唯して 一 貧の 言に 疑な き 所以の 者是れ なり。 所謂 事レ と は、 

(二  J  (一 一一)  ^> 

誠意 正 心 修身の 事 にして、 會子 が、 i に 臨み 薄 を展み て 曰に 其の 身 を 省みず とい ふ こ 

とたき 所以の 者是れ なり。 所謂 立レ 命と は、 是の 如くして 以て 身を沒 する ことにして 

ひら  (En  . 

曾 子が 手足 を 啓いて 免 かるる こと を 知り、 正しく 11^ るる を 得て 求む るな き 所以の 者 

是れ なり。 是れを 以て 之れ を 推せば、 一章の 指 略 ぼ 見るべし。. 源 曰 はく、 心 は 

是れ 活物な り、 須 らく 是れ 操れば 存し， 然らざれば便ち放ち7^^くべし。 性は是 れ^ 

理 なり、 須 らく 當に 之れ に 順って 害せざる べし。 辔 すと は 違 悖して 之れ を妝 傷す る 

を 謂 ふ。 性 は 本と 妝傷を 以て 言 ふべ からず、 但だ自家違^！：し了るが爲に便ち是れ之 

れを狀 傷す るな り。 之れ を 奉 承して 違 は ざれば、 便ち 只 だ 是れ心 を^し 性 を 養 ふの 


なき は 孝 六る 

所以な り 

(四) 同前、 i 


- けたる 身體 

. 死 

お正しく 

JK ると いへ る 

なり 

(五) 灣 

宋 C 趙. 源 

0 人 si に 作 


の 人、 は漢 

it、  It 蹇と號 

す。 呂祖議 及』 


めに 潙 ft の蔡 

起り て Sfi 者 多 

-、 お-散せ しも、 

® り 動ぜす。 

朱 くこれ 

を 推 《 す。 -傳 

眙 書院 を 築い 


溥貽 先生と 港 

す。 S 書 慕 疏* 

六^ i^^fe* 通 

鑑集義 • 日 新 


(六) 


事な り。 ふ盡， 心 知， 性， 存， 心 養， 性と。 上 (句) は是れ 知の 工夫， 下 (句.) は 是れ行 

の 工夫な り- 然して 上の 一節 は 知， 性が 先に 在り、 盡， 心 は 後に 在り、 下の 一節 は存 

.  (七) 

レ心 先に 在り、 養レ性 後に 在る は何ぞ や。 陳潛窒 曰 はく、 知， 性は卽 ち窮， 理格, 物の 學， 

ささ  ル 

是れ 工夫 最も 先んずる 者な り。 盡\ むは 卽ち大 學の知 至の 境界， 存， 心 は卽ち 誠意 正 

心の 謂な り。 養 レ性は 其の 中に 在り。 存, 心の 外に 別に 所謂 養レ 性の 工夫 あるに 非ず、 

故に 養レ性 は存レ 心の 下に 在り。 齊節齋 曰 はく、 孟子の 此の 章と 大^. 中庸と 相 表裏 

す。 其の 理を 究めて 以て 天 を 知る は、 卽ち 中庸の 所謂 知な り。 其の 事 を 履んで 以て 

うたが 

天に 事 ふる は、 卽ち 中庸の 所謂 仁な り。 妖壽貳 はず 身 を 修めて 以て 死 を 俟っは 命 を 

立てて^！恥へ ざる所以なりとは、 卽ち 中庸の 所謂 勇な り。 大學と 合せて 前に 屢》- 言 ふ。 


胡雲峯 


曰 まく、 其の 理に 造らん と 欲する 者 は、 ェ (夫) を 用 ふること 全く 知, 性の 


上に 在り。 知, 性に 工夫 あり、 盡, 心 は 工夫な くして、 盡く是 れ大段 功 を 見る。 知 は 

是れ積 累の用 功な り。 其の 事 を 履まん と 欲する 者 は、 ェを用 ふること 全く 存レ 心の 

上に 在り。 存， 心に 工夫 あり。 存とは 之れ を 操りて 舍 てず、 養 は 之れ に頓 つて 害 は 


の 顏序轉 倒せ. 


達 道 也、 & ,1 一 以行.. 之 者 1 也」 と あ L 


(七) 前 出 一 一 〇 頁潛 室の 陳氏參 照 (八) 前 出 一九 頁參 ：2i  (九) 中毒 第二 十 章に 「知 仁 * 三者、 天 7 之 

この 章に この 三者 を說く こと 詳 なり ( 一 〇) 前 出 1 1 〇 頁參照 


道 


源 


四 七 


ざるに 過ぎざる のみ。 集註に 理と 事と を 分けて 言 ひ、 又智と 仁と を 分けて 言 ふ は 何 

(二 )  よ 

ぞゃ。 蓋し 能く 其の 理を 知れば、 已に是 れに自 つて 智 にして、 然して 必ず 1^ 壽を以 

うたが  まさ 

て 其の 心 を 或はず、 方に 其の 智の盡 せりと 爲 すを昆 る" 能く 其の 事を踐 めば， 已に 

(三) よ  *i 

14^ れに自 つて 仁に して、 然して 必ず 身 を 修めて 以て 死を俟 ち、 方に其の仁のf^-れり 

と 爲すを 見る。 

程 子 曰 はく、 心 は 性な り、 天な り、 一理な り。 理 よりして 言へば、 之れ を 天と ii 

ふ。 禀受 よりして 言へば、 之れ を 性と 謂 ひ、 諸れ を 人に；^ する よりして 言へば， 之 

れを 心と 謂 ふ。 

(五)  よ 

張 橫渠曰 はく、 太虚に 由り て 天の 名 あり、 氣 化に 由って 道の 名 あり、 と 氣とを 

合せて 性の 名 あり、 性と 知 覺とを 合せて 心の 名 あり" 

朱 子 曰 はく、 太虚に 由り て 天の 名 あり、 氣 化に 由って 道の 名 ありと は、 此 は是れ 

總 ベて 說く。 虛と氣 と を 合せて 性の 名 あり * 性と 知 覺とを 合せて 心の 名 ありと は、 

此は 人の 上に 就いて 說く。 四 句 は 本と 只 だ是れ 一箇の 太虚に して、 渐ゃ 細かに 分け 

て說き 得て 密 なる のみ。 太虚に 由って 天の 名 ありと は、 便ち 是の 四つの 者の 總體に 


(六) 周濂溪 

の 作、 圔の上 

部に 一 の圈ぁ 

り。 朱 子の 圔 

解に はこの 圓 

阖を說 明して 

「これ は 所謂 

It; 極に して 太 

極な り。 動い 

て ST 靜 にし 

て 陰なる 所以 

の本體 なり。 

然れ ども 以て 

陰陽より 皺る 


*i ざるな. 


其の 本 體を指 

し、 瞎 陽を雜 

へす して 言 を 

爲 せる のみ」 

と 云 ふ 

(七) 蔡沈、 

字 は 仲 少 

にして 朱熹に 

從樓 す。 書經 

集傳 • 洪 範皇， 


て、 先 儒未發 

の 所に 及ぶ，^ 

； に九峯 に隱 


して、 四つの 者に 雜 ならざる の 言な リ。 氣 化に 由って 道の 名 ありと いふ 氣化は 那 

の 陰陽 造化 金 木 水火 土 皆是れ なり。 太虚 は 便ち 是れ太 極圖の 上面の 一圓 圈 なり。 氣 

化 は 便ち 是れ 陰靜陽 動な り。 虚と氣 と を 合せて 性の 名 ありと いふ は、 這の 氣 あれば 

便ち 這の 理の隨 つて 這の 裏に 在る あり、 若し 此の 氣 なきと き は 這の 理甚 の處に 在り 

て か安頓 せん。 性と 知 覺とを 合せて 心の 名 ありと いふ 知 覺は叉 是れ那 の 氣の虚 なる 

處 なり、 聰明 視聽、 作爲 運用 は皆是 れ知覺 なり。 叉 曰 はく、 是の物 あるとき は是の 

理と氣 と あり、 故に 性の 名 あり。 若し 是の 物な きとき は 理の寓 る 所 を 見ず。 太虚に 

由って 天の 名 ありと は、 只 だ是れ 理に據 つて 言 ふ。 氣 化に 由って 道の 名 ありと は、 

氣の 化に 由って 备.' 生長 消息 底の 道理 あり、 故に 道の 名 あり。 旣に已 に 物 を 成す と 

(七) 

き は、 物 各.，' 理 あり、 故に 虚と氣 と を 合せて 性の 名 ありと 曰 ふ。 蔡九峯 曰 はく、 橫 

渠の四 語 は 只 だ是れ 理氣の 二字に して 細かに 分つな り。 太 極に 由って 天の 名 ありと 

は、 卽ち 「無 一 極に して 太 極」 の 謂な り、 理を 以て 言 ふなり。 氣 化に 由って 道の 名 あ 


I  I りと は、 卽ち 一 一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ」 の 謂な り、 氣を 以て 言 ふなり。 虛と 第と 

ii^ い、， 和 <t^;^ 峯 先生と 呼ぶ (八) 周 禳溪の 太 極 圔說の 語 (九) 易の蒙辭上傳に 「一 陰 一 陽之謂レ道、 |?之者善^1、 成レ之者性也、 仁者見レ之謂ー- 

之 仁 f 知者 見レ之 SS 一一 之 知 一 云々」 と あり 


道 


源 


四 九 
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を 合せて 性の 名 ありと は、 卽ち 「之れ を 繼ぐ者 は 善な り、 之れ を 成す 者 は 性な り」 

の 謂な り、 人物の 禀受を 以て 言 ふなり， - と 知 覺とを 合せて 心の 名 ありと は、 卽ち 

(一一) r> 

(1) 大 人心 道心の 謂な り、 心の 體を 以て 言 ふなり。 陳 新，， . ^、曰 はく、 天 は理 のみ」 唯 だ现を 

禹 おに 「入 心  /"き ちわ 

以て 言 ふとき は泛に 幾し〕 (故に) 形體を 以て 之れ を 天と 謂 ふ。 惟 だ 形體を W て 一一：.？  i 

允 執-一 厥 中 こ  あさき 

lis とき は 淺に涉 る。 今 太虚と 曰 ふとき は、 虚空の 中、 太 極の 理 あり、 此れ 太虚に 山つ 

心な 指す。 卽  nG.- え 

て 天の 名 ある 所以な り。 一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ、 所以に 一 陰に して 又 一陽、 一陽 

2)  10 にして 又 一 陰 は、 氣の 化な り。 化と 云 ふ は、 然る 所以の 妙な り。 此れ 氣 化に 由って 

陳氏、 名 は m、  ゃゴ  t 

^^^^^  道の 名 ある 所以な り。 太虚の 虛と氣 化の 氣とを 合せて、 理は 氣に寓 りて 人に a (はる. 

り  此れ 虛と氣 と を 合せて 性の 名 ある 所以な り。 性は理 なり、 知覺は 此の 理を 知^ 十る 

所以な り、 偏に 知覺と 言へば、 惟 だ 氣の靈 を 見る のみ、 必ず 性と， 印 覺とを 合せて 之 

れを言 ふとき は、 心の 名 ある 所以な り。 此れ を 以て 之れ を 剖 祈せば、 其れ 庶幾から 

んか C 吳氏 曰 はく、 天 は理を 以て 一一 R ひ、 虚は 氣に雜 はらざる の 名な り。 二：； ポ迭に 

運り 交錯 變 化して、 天理の 流行 を 見る。 氣は理 に 根ざして 氣に つ， 此れ 卽ち 氣以 

て 形 を 成して 理 も亦焉 れに賦 十る 者な り。 性 は 理に循 ひて 知覺 はぐ. -に雜 る。 此れ 卽. 


ち 人の 神明 ii 衆理を 具へ て 萬 事に 應 ずる 所以の 者な り。 の 文定曰 はく、 張子 

が 所謂 虚の字 は理を 指して 言 ふ。 蓋し 謂 ゆる 理は 形而上た る 者に して 未だ 形 氣に涉 

らず、 故に 虚と爲 るの み。 下 面に 虚と氣 と を 合せて 之れ を證 す。 見得たり、 此の 虚 

の 字 は是れ 自然の 理を 指す こと を。 蓋し 謂 ゆる 此の 太虚 自然の 理 あって、 因って 之 

れを名 づけて 天と 曰 ふ、 然して 自然の 理は 初めより 聲 臭の 名づく べきな し。 必ず 其 

れ陽動 陰靜， 消息 盈虚、 萬 化生々 して 其の 變 窮まらず、 因って 得て 見るべし。 故に 

氣 化に 由って 道の 名 ありと 曰 ふ。 天 は理の 自然 を 以て 言 ふ、 太虚の 體 なり。 道は理 

の 運行 を 以て 言 ふ、 太虚の 用な り。 人身に 就いて 看る とき は、 必ず 氣聚 まって 人と 

成り、 而 して 理 固に 亦 此に聚 まり、 方に 始めて 五常の 名 ぁリ。 故に 虛と氣 と を 合せ 

て 性の 名 ありと 曰 ふ。 所謂 虛と氣 と を 合せて、 氣聚 まりて 理 方に 聚 まると 謂 ふとき 

は， 方に 此の 理を 指して 性と 爲 すべきの み。 合の 字、 周 子が 二 五 妙 合の 意の 如くな 

るに 過ぎず。 心 は 性情 を较 ぶ。 性は理 なり、 情 は氣の 所レ爲 なり。 故に 性と 知覺と 

を 合せて 心の 名 ありと 曰 ふ。 

程 伊川 曰 はく、 性 は 卽ち理 なり a 理は 則ち 堯舜 より 塗 人に 至る まで 一 なり。 才は 
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氣に禀 く。 氣に淸 濁 あり。 其の 淸を禀 くる 者 は 賢と 爲し、 其 の^を 稟 くる 者 は 愚と 

爲す。 學んで 之れ を 知る とき は、 氣に淸 濁な し， 皆 善に 至りて 性の 本に^る べし" 

湯武は 之れ を 身の ままに すと いふ、 是れ なり。 孔子の 言 ふ 所 「下 愚 は 移らず」 とい 

^^^t  »  M^.^J^^.^  D  V  -s  ；  o 朱子曰はく、 唯だ理は 一 なり、 故に^^なり。 ぉは粗なり、 故に锥なり。 乂 

ふ^<?は QC ち 自暴き fK のノ なり 曰 はく、 理は 贫珠の 如し、 氣は水 G 如し。 是の Sf あって； i して 後に の 》 

あり、 是の あるとき は必 是の珂 あり。 w だ氣 S の？ g なる 1« は s^s とほり、 珠の 落ちて 

水の 中に 在る が 如し。 氣の衝 を S くる 者 は 愚喑と はり、 珠の ise ちて？ ® 水の 中に 在る が 如し" 

程 明 道 曰 はく、 性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば 備 はらず、 氣を 論じて 性 を 論ぜ ざれば 

明かなら ず。 之れ を 二に する は不是 なり。 朱 子 曰 はく、 性 を 論じて 氣を 論ぜ ざれば. 

以て 其の 生 質の 異を るな し。 氣を 論じて 性 を 論ぜ ざれば， 以て 義理の！ E を兑 るな 

し。 孟子の 性 善な りと 言へ る もの は 前聖の 未だ 發 せざる 所な り。 "rm して 此にー 百 ふ も 

の は 又 孟子の 未だ 發 せざる 所な り。 又 曰 はく、 本然の 性 は 只 だ是れ 至善な り、 然し 

て 氣質を 以て 之れ を 論ぜ ざれば、 其の 昏明 開港 剛柔强 弱 ある を 知る ことなし。 故に 

備 はらざる 所 あるな り。 徒に 氣 質の 性 を 論じて、 本 原より 之れ を 言 はざる とき は • 

昏明開 塞 剛柔强 弱 の 不同 あ る こ と を 知 る と雖 も、 而も 至善の 原と 未だ 嘗て 異な る こ 

と あらざる を 知らず。 故に 明かなら ざる 所 あるな り。 是の兩 邊を須 て 都べ て 説いて， 


禮義を そしる、 

之れ を 自暴と 

0  J 吾 が 身 

仁に 居り 義に 

由る こと 能 は 


れを 自棄と 謂 

ふなり」 .0 出 

づ . 

(四) 遣 書に 

出づ、 近 思錄 

爲事 にも 牧 

め ら る 

(五) 程 子の 

前言 を 指す 

(六) 前 出 三 

H 頁參照 

(七) 前 出 1 

一 〇 頁 g 照 

(八) 誇 語 陽 


「子 曰、 性 相 

近 也、 習 相 遠 

也」 と 出づ。 

人の 性 は 大凡 

似 たれ ども 習 

STif; 問に より 

差異 生す. 0 な 

り- ここ はこ 

の 性が 氣 質の 

性な り との 說 


理 方に 明かに 備 はる。 陳..^^曰はく、 只 だ 大本の み を 論じて 氣禀に 及ばざる とき は、 

論ずる 所缺闕 ありて 未だ 備 はらず。 若し 只 だ氣禀 のみ を 論じて 大本に 及ばざる とき 

は、 便ち 只 だ 粗 底 を說き 得て、 道理 全然と して 明かなら ず。 千 萬 世の jifi は 學者只 

だ 他の 說を 得按 して、 更に 改め 易 ふべ から ざらん。 陳潛ま 曰 はく、 孟子の 性 善 は 源 

頭の 上より 說く。 情 を 論じ 才を 論ずる に 及んで、 只 だ是れ 善を說 いて 氣質を 論ぜ ざ 

れば、 淸濁 厚薄 是れ備 はらざる なり。 諸子 紛々 の說、 各.' 自ら 氣質を 把り、 分別し 

て 便ち 天性と 作し 看 了る。 其の 不明の 失- 害 を爲す こと 滋 K 甚し。 孔門の 「g は 相 

近し- 習 ふとき は 相 遠し」 とい ふ を、 却って 氣 質の 性の 上に 就きて 淸濁を 論じ- 「11、 

智下 愚を說 くに 至りて は、 乃ち 氣淸の 十分 厚き 者 を 上智と 爲し、 氣 の 十分 薄き 者 

を 下 愚と 爲す、 其の 間の 相 近き 者 は 乃ち 是れ中 人な り、 淸獨は 四 六の 間に 在， リ、 總 

ベ て是の 三等の 氣質を 起す と 論じ 得たり。 此の 說 乃ち 是れ 孟子の 說と 互に 相發 明し 

て 知らん こと を 要す。 孔子 は 是れ氣 質の 性を說 き、 孟子 は 是れ源 頭 本然の 性を說 く。 

諸子 は 只 だ 是れ氣 質 を 把って 便ち 本然の 性と 作して 看！! り 了る。 


「唯 上 知 與= 下 愚- 不レ 移」 と出づ (一〇) 四 分か 六 分かの 意 
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或 ひと 伊川に 問うて 曰 はく、 先生の 云 ふ， 「性 は 不善な きも * す は 善. 不奔 あり. I 

と。 揚雄 *韓 愈 は 皆 才を說 き 著 はす。 然れ ども 孟子の 意を觀 るに- 却って 才も亦 不一 

だ 一- 

善 ある ことなき に 似たり。  (その) 不善なる 所以 を 言 ふ處に 及んで は、 只 だ是れ 「食 

つると き は 之れ を 失 ふ」 と 云 ひ、 肯 へて 初め 禀 くるの 時に 不善の ネ ありと 一 K はず。 I 

(二)  しか  一 

「大 の才を 降す こと 爾く殊 なる に 非ず」 と 云 ふが 如き、 是れ 不善 は才に 在らず、 但 一 

(1! ご  たく/ ヽ 

だ 凶歳に 遇 ふ を 以て 之れ に陷溺 する のみと いふ。 又 「牛 山の 木 を觀， 人 其の 濯々 た- 

お もへ  §  ； 

る を 見る や、 以爲 らく、 未だ 嘗て 才 あらず と。 此れ 豈 山の 性な らん や。 = 疋れ 山の 性- 

未だ 嘗て 才 なくん ば あらざる も、 只 だ 斧斤：^ 羊の 之れ を 害する が爲 のみ」 とい ふ" 一 

叉 曰 はく、 「人 其の 禽獸 (の ごとき) を： て以爲 らく、 未だ 嘗て 才 あらず と。 是れー 

豈 人の 情ならん や。 才 なき 所以の 者 は 只 だ 旦暮の 爲す所 又 之れ を 亡す るが 爲の 

(七)  したが  •  > 

み」 と。 又 「乃ち 其の 情に 若へば 則ち 以て 善を爲 すべし • 乃ち 所謂 善な り。 _ ；;; ： し.. 

の 不善 を爲す は才の 罪に 非ざる なり」 と、 則ち 是れ情 を 以て 之れ を觀 て、 才 も亦禾 

だ 嘗て 善なら ずん ば あらざる なり。 此の 數處 を觀 るに、 竊に疑 ふ、 才 は是れ 一 简のー 

たすけ  ？... つ.. - 

善を爲 すの 資 にして、 譬へ ば 一 器械 を 作る に須 らく 是れ 器械の 村 料 あり て 方に 爲" S 


べきが 如き かと。 r 惻隱の 心 は 仁な り 云々。 故に 曰 はく 求む ると き は 之れ を？ iir 舍」 

つると き は 之れ を 失 ふ。 或は 相倍蓰 して 算 なき は、 其の 才を盡 す 能 はざる なり， 一 と 一 

云 ふが 如くん ば、 四 端 は 便ち 是れ 善を爲 すの 才 にして， 不善なる 所以の 者 は 此の 四 J 

端の 才を盡 す 能 はざる を 以てな り。 孟子の 意を觀 るに， 性 *情* 才の 三つの 者に 皆 I 

不善な しと 言 ふに 似て、 亦肯 へて 所， 禀の處 に 於て 不善 を說 かず。 今 「(j;) に 善. 不 j 

善 あり」 と 言 ふ は何ぞ や。 或 ひと 云 ふ、 善の 地 は 便ち 是れ 性， 善を爲 さんと 欲する 一 

は 便ち 是れ 情、 能く 善 を 爲すは 便ち 是れ才 と。 如何。 光生の 云 はく、 上智と 下 愚 は 一 

便ち 是れ才 なり。 堯を 以て 君と 爲 して 象 あり、 瞽暖を 以て 父と 爲 して 舜 ある も、 亦 

是れ才 なり。 然れ ども 孟子 只 だ才の 罪に 非ず と 云 ふに- 蓋し 公都 子 正に 性 善 を 問 ひ， 

孟子 且く 他の 正意 を 答へ て、 一 々之れ を辨 ずるに 暇 あらざる なり。 J 践"； 一 

伊川 曰 はく、 性の 善を稱 して 之れ を 道と 謂 ふ。 道と 性と は 一 なり。 性の 善なる 此 一 

の 如き を 以ての 故に 之れ を 性 善と 謂 ふ。 性の 本 之れ を 命と 謂 ひ、 性の 自然なる 者 之- 1 

れを 天と 謂 ふ。 性の 形 ある 者に 自 つて 之れ を 心と 謂 ひ * 性の 動く こと ある 者に 自っ 一 

て 之れ を 情と 謂 ふ。 凡そ 此の 數者は 皆 一 なり。 聖人 は 事に 因りて 以て 名 を 制す- 故. 
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に (名の) 问 じからざる こと 此の 若し。 而 して 後 の^者 文に 隨 つて 義を g ち * 奇3^|- 

の說を 求む、 而も 聖人の 意 を 去る こと 遠し U  乂曰 はく、 生 之 謂， 性と 天命. い 性と 

は 同じき か。 性の 字、 一概に 論ず/ベ からず。 生 之 謂， 性 は 止 だ禀受 する 所を訓 ずる 

なり。 天命 之 謂， 性 は 此れ 性の 理を言 ふなり。 今の 人、 天性 柔 なりと か- 天性 剛； „ は 

なりと か 言 ひ、 俗に 天成と も 言 ふ も、 皆生來 此の 如しと なり。 此れ 禀受 する 所を訓 

ずるな り。 

明 道 曰 はく、 生 之れ を 性と 謂 ふ。 性 は 卽ち氣 なり、 氣は卽 ち 性な り。 生の 謂な り。 

^の ある，；； 4 凍って 形 も 成し、 现 因って 焉れに 具 はる、 是れ 之れ を 性と 謂 ふ。 、fcj 眠 JS 一、，  elulfel え も >  0 

性と 氣とは 本と 相 離れ-さる なり。 故に 31 はく、  $1 は S ち氣 なり、 氣は S ちがな り や ゾ生 a に善惡 あり 

然れ ども 是れ性 中元と 此の 兩 物あって 相 對 して 生ずる にあらず。 ば .Fl お つ Tlli ゾ 

E^^^^^BS^ 幼より して 善なる あり、 幼より して 惡 なる ありし 

0JS,b00M^ 是れ氣 禀の然 らしむ る こと あるな り。 善 は 固に 

性な り。 然れ ども 惡も亦 之れ を 性と 謂 はずん ば あるべからず。 り 

ゆ 5.^^?^^^£^:或^ぶ，，ぷ_^,し，て.，便りち此，，カ如きのみ。 朱 子の 日 はく、 天下に 性 外の 物な し、 本と*§にして§^に5^るるの 

みと jsj の 臼 はく 天命 賦予の 初に 原づく とき は、 固に 善あって 惡 なし。 1ゃ|$拘^§の後に及べば、 其の^-しき者は|！ 

蓋し 生 之れ を 性と 謂 ふ。 人生れ て靜 なる 以上 


は說く 一谷から ず。 IT に 性 を說く 時、 便ち 已に 是れ 性なら ず。 S- 子 si:; 物献 S 仏が 

て R だ 之れ を W と 謂ぶべし、 未だ 名 づけて 性と 爲 すべから す。 ！ t 請 天に 在る ものにして 命と 曰 ふんれ り。 接に 性も^.:;: 時 は Is^ 

お 此の 現 PJ15 ちて の 中に 在り、 全く 是れ 性の 本體 にあら す。 所 講人 に 在る ものにして、 性と 日 ふ 

は。 凡そ 人の 性 を說く は、 只 だ是れ 「おれ を 繼ぐ者 は 善な り」 とい ふを說 く.^ 孟子 

の 性 善 を 言 ふ、 是れ たり。 夫の 所謂 「之れ を 繼ぐ者 は 善な り」 と は、 猶ほ 水の 流れ 

て 就く がごと し。 皆 水な り、 流れて 海に 至る まで 終に 汗る る 所な き あり。 此れ 

何ぞ 人力 を 煩 はすこと を 爲ん。 流れて 未だ 遠からずして 固より 已に 漸く 濁る る あり- 

出で て 甚だ 遠くして 方に 濁る 所 ある あり。 濁る ことの 多き 者 あり、 濁る ことの 少き 

者 あり-」 淸濁 同じから ずと 雖も、 然れ ども 濁る 者 を 以て 水と 爲さ ずん ば あるべ から 

ず。 蔡辭に 曰 はく、 一.， 一  陰 一 陽 之れ を 道と 謂 ふ。 之れ を 繼ぐ者 は 善な リ」 と。 蓋し 天道 流行し 

て 萬 物を發 育す、 陚受の 間、 渾然たる 一 理 ありて 純粹 至善な リ、 所謂 性 善なる 者な リ。 之れ を 

纏-ぐと 云 ふ は、 ^ほ 水流れ て 下に 就く がごと し" 其の 淸濁 遠近の 不同 ある は、 猶ほ氣 禀の昏 明 

純 馼に淺 深 あるが ごときな り。 水 固に 本と 涛し、 流れて 蜀 るに 及んで、 之れ を 水に 非 チと謂 ふ 

ベから ざる は、 猶ほ性 は 本と 善な りと 雖も氣 に 局せられ て惡 となる に 及んで、 之れ を 性に 非ず 

と 謂 ふべ からざる がごと し。 此れ 重ねて、 善 は 固に 性な り、 惡も亦 之れ を 性と 謂 はずん ば ある 
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ベから ざる こと を釋， 、なり、" 此の 如くん ば、 ^ち 人 は 以て 澄 治の 功 を 加へ ずん ば ある 

ベから ず。 故に 力 を 用 ふること 敏 勇なる とき は 疾く淸 み、 力 を 用 ふること 緩总 なる 

とき は 遲く淸 む。 其の 淸め るに 及んで は、 則ち 却って 只 だ 是れ元 初の 水たり。 是れ 

淸 める を 將ち來 つて 濁れる に換 却す るに あらず、 亦是 れ^れ る を 取 出し 來っ て 一 

隅に 置 在す るに あらず。 水の 淸 むは 則ち 性 善の 謂な り。 故に 是れ 善と" と 性の 中 

に 在って 兩 物と 爲 りて 相對 して 各自に 出で 來る にあらず。 朱 子 01 はく、 人 は 氣の爲 に 

昏 せらる と雖 も、 面 も 性 は 則ち 未だ 嘗て 其の 中に 在ら ずん ば あらず、 故に ほ 治の 功 を. S へず ス 

ば あるべからず。 惟. だ 能く 學んで 以て 之れ に 勝つ とき は、 此 Q 理渾 然として 初めより 未だ^て 

損」 はざる を 知る。 謂 元 初の 水な り。 ？！ ると 雖も 而も 涛 める 者の 存す、 故に 濟 める を 將も來 つ 

て？！ に換 ふるに^ず。 旣に淸 むと き は 本と r ぁリ なし、 故に^れ る を 取って 一 隅に 匱く に^す。 

此の 如きと き は 則ち 其 0 本 は 善なる のみ。 性の 中に 2 一  ai 兩 物の 對 立して 並び 行 ふ こと あらん や。 

此の 理 はえ 命な り、 順って 之れ に 循ふは 則ち 道な り。 此れに 循 つて 之れ を 修め、 各.. 

其の 分 を 得る は、 則ち 敎 たり。 天命より 以て 敎に 至る まで、 れ において 加 損す 

る ことなし。 此れ 舜犬下 を^って る 者な り。 ！^£sw2;,!3J?siwsg§?i^" 


の 本然に * すと いふ ことなし。 人の私智の能-、^3-す听に*す。 然して 聖人 

にお すん ば .JJJ. す こ と 能 は ざ る こと あり。 故に 舜 の 事. を W て 之れ を 明か にす。 

又 韓持國 に 語げ て 曰 はく、 如し 妄を說 き 幻を說 いて 不好 底の 性と 爲ば、 請 ふ^に 

一箇の 好 底の 性 を 尋ね 來 つて 此の 不好 底の 性に 換 了し 著せよ。 道 は卽ち 性な り。 若 

し 道の 外に 性 を 尋ね、 性の 外に 道 を 尋ねば、 便ち 不是 なり。 聖賢、 天德を 論ずる、 

(全) 

蓋し 謂へ らく、 自家 は 元と 是れ 天然 完然 自足の 物な りと。 若し 汙壌 する 所なければ. 

卽ち *t に 直にして 之れ を 行ぶべし。 若し 小し く汗壞 する あれば， 卽ち 敬して 以て 之 

(三 ) 

もと  おち 

れを 治して、 復た舊 の 如くなら しめよ。 能く 舊の 如くなら しむる 所以の 者、 蓋し 謂 

ふ に 自家 の 本質 元 と 曰 疋れ完 足 の 物 なれば り。 若し 合に 修 治す ベく して 之れ を 修治十 

*p ち 

る は、 是れ義 なり。 若し 修治を 消 ひずして 修 治せざる も， 亦 是れ義 なり。 故に 常に 

簡易 明白に して 行 ひ 易し。 禪學 者は總 ベて 是れ强 ひて 事 を 生ず。 山河 大地の 說の如 

か  *^<ん ち  あ-つ 

きに 至って は、 是れ 他の 山河 大地な り、 叉 側の 何事に か 干らん。 孔子の 道の 如きに 

至って は、 日 星の 明なる が 如くに して、 猶ほ 門人の 未だ 能く 曉す こと 能 は ざらん こ 

と を 息 ふ。 故に 曰 はく、 「予言 ふこと 無 からん と 欲す， 一 と。 顏 子が 如き は 則ち 默し 

{ 五 ) 

て識る も、 其の 他 は 未だ 疑問 を 免 かれず。 故に 「小 子 何 を か 述べん」 と 曰へば、 叉 


( 一 ) 他に ゆ 

き處 なき 唯 一 

の說 となり 

(二)  に 

出で、 近 思 

に軟 めら る 


(三) この 塞 

は 物の 上に つ 

いて {lii ふとな 

h -。 これに 對 

して 開 は 人の 

上に つ いて 言 

張子の 

^正お に 出づ、 

近 卷 二に 

牧 めら る 

(五) 朱 子 語 

〔お ei に出づ 
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曰 はく、 「天 何 を か 言 ふや、 四時 行 はれ 百 物 生る」 と。 明白な りと 謂 ひつべし。 若 

し 能く 此の 言の 上に 於て 看 得し 破せば、 便ち 信に 是れ 禪を會 するな り。 是れ 未だ 尊 

ね 得ざる に 非ず、 蓋し 實に 是れ 去る 處 なくして 說く、 此の 理 本と 二つな きが 故な 

り 0 

張 橫渠曰 はく、 凡そ 物 是の性 あらず とい ふこと なし。 通蔽開 来に 由っての 所以に 

人物の 別 あり。 蔽に 厚薄 あるに 由っての 故に 智 愚の^ あり。 塞なる 者は牢 として 開 

くべ からず。 厚き 者 は 以て 開くべく して 之れ を 開く こと 難し。 薄き 者 は 之れ を 開く 

11しー3£- ン。 Bp ナ flk- 直 こき <  ai-i- レニ  J,-;o  Esu の氣 あれば 必す是 の 1- あり、 此れ 人 i 物との 仕に す 

こと 易し け は rK?i5! に 達し ^.^\^ノと i  ,i る 所な り。 氣に！ §藪開 塞 あるに 山っての 故に 人物の a: 

二チ 

あり。 蔽に saf あるに 由っての 故に 人に X 智 愚の 異 あり。 塞なる 者 は氣拘 して 之れ を $?贫 す、 故に 開く ベから す。 此れ は 物 

も 一：： E ふたり。 蔽 はるる 者 は但だ 喑 にして？ @ ぜざる 所 あるな り、 開くべし。 顧 ふに 難易の 分ち あるの み。 其の 63 に 問/、 に 

及ん たは、 ： 人道に 通す、 聖人と 

1 なり。 此れ は 人 を 言 ふなり。 

叉 曰 はく、 形して 而 して 後に 氣 の 性 あり。 善く 之れ を 反すと き は、 大地の 性 位， 


す。 故に 氣 質の 性 は 君子 性と せざる 者 あ、 


曰 はく、 天地の 性 を 論ずる とき は • 


專ら理 を 指して 言 ふ。 氣 質の 性 を 論ずる とき は 理と氣 と を 以て 雜へ て 之れ を 言 ふ。 

-ー も. *.\ めぐ 

天地の 性 は 則ち 太 極 本然の 妙， 萬殊の 一本な り。 氣 質の 性 は 則ち 二；^ 交 > 運 りて 生 


ず、 一 本に して 萬殊 なり。 氣 質の 性 は卽ち 此の 理氣 質の 中に 墮在 する のみ。 別に 一 

の 生 あるに 非ざる なり。 又 曰 はく、 性 は 只 だ 是れ理 なり。 然して 那の (Jll〕 質な きとき 

は、 此の 理安頓 する 處沒 けん、 伹だ氣 の 淸明を 得れば 蔽 固せ ずして、 此の 理 順に 發し 

出で 來る。 蔽 固の 少き者 は、 發し 出で 來 りて 天理 勝つ。 蔽固 多き 者 は 則ち 私欲 勝つ。 

便ち 見得たり、 本 原の 性に 不善 ある ことなき を。 只 だ 氣質を 被りて 昏濁 あるとき は 

隔り 了り、 寧んで 以て 之れ に 反る とき は 天地の 性存 す。 故に 性を說 くと き は、 須ら 

く 氣質を 兼ねて 之れ を 言 ひて 方に 備 はるべし。 叉 曰 はく、 氣 質の 說は 張. 程に 起り、 

たすけ 

聖 門に 功 あり、 後 擧に補 あり。 之れ を 言 ひて 人 をして 深く 感ずる こと あらしめ し は、 

退 之が 性の 三 品を說 ける が 如き 也た 是れ なり。 但だ 曾て 分明に 是れ氣 質の 性なる こ 

とを說 かざりし のみ。 孟子 性 善を說 くも、 伹だ本 原の 處を說 き 得て、 却って 曾て 氣 

質の 性 を說き 得ず。 以に亦 分 疎 を 費す。 張 • 程の 說 をして 早く 出さし めば、 諸子 

の性惡 と善惡 混ず ると を說 ける 等 (の 說) は 自ら 爭論を 用 ひず。 故に 張 • 程 の說立 

ほろ  (一 0) 

つと き は、 諸子の 說泯 ぶ。 ヌ曰 はく、 孟子 は氣 質の 性 を 言 はずと 雖も、 然れ ども 吿 

子の 生 之 謂レ 性の 辨に 於て 亦 旣に徵 く 其の 端を發 す。 但だ吿 子辭究 して 復た問 辨す一 


る ことなし- 故に 亦 得て 其の 辨を盡 さず， 周 子出づ るに 至って * 始めて 太 極 陰陽 五 

行の 說を 推し 明らめて、 以て 人物の 生す る や 其の 性 則ち 同 じうして 氣 質の つて 來 

る 所 其の 變化錯 裸して 此の 如きの 齊 しからざる 者 ある こと を 明かに す。 程 子の 始め 

て 性の 理 たる こと を 明かに する に 至って、 張子と 與 に皆氣 質の 說 あり。 又 はく、 

氣 質の 性 は 便ち 只 だ是れ (天 地の 性- 只 だ 是れ) 這箇の 天地の 性 は 却って 那の 裏より 

過ぎ、 好 底の 性な り、 水の 如し。 氣 質の 性 は 些の醬 と 鹽とを 殺げば 便ち 是れ 一般の 

滋味なる が 如し。 ：へ臼 はく、 天地の 物 を 生ずる 所以の 者は理 なり。 其の物 を 生ずる 

者 は氣と 質と なり。 人物 是の氣 質 を 得て 以て 形 を 成し、 而 して 其の 理の 是れ にせる 

者 は 則ち 之れ を 性と 謂 ふなり。 

朱 子 曰 はく、 吿子曰 はく， 性 無， 善 無二 不善 一と。 此れ 亦 生 之 謂， 性. 食 < ^性 也の 

なり。 はだ^-、；^ 速 動， し 食 や しとし 色 をお ぶ 者 を 認めて、 卽ち v;H=Mii!)v^  •  <wtef れ D  n  z リ 

性と し、 而 して 意に 任せて 之れ を、 所， psi なしと 爲す。 せ 薪 F  •  4eF カ說 蓋し ル の，^ し 

陳新安 曰 はく、 蘇 東 坡性を 論じて 謂 はく、 一— 堯舜 より _以來 孔子に 至る まで， 「しむ を 

得ず して 中と 曰 ひ 一 と 曰 ふ、 未だ 嘗て 善惡を 分って 貢 はず。 孟子 性 は 善な リ と^ひ 

てより、 而 して 一 と 中と 支る るな り」" 胡 文 定公性 を 論じて 謂 はく、 「性 は 善 を 以て 


言 ふべ からず。 楊に 善 を 說く時 は 便ち 惡と對 す、 本然の 性に 非ず。 孟子 性 は 善な り 

よ  ぜんざ *  /  .、 

. と 道 ふ は 只 だ 是れ黉 歎の 辭 なり。 說 いて 箇の性 を 好し とする、 佛 言の 善哉 善哉の 如 

い？ に し」。 五 峯性を 論じて 一 K はく、 「凡そ 人の 生る る や、 粹然 たる 天地の 心 道義 全く 具 は 

す &の子 {- 十 

lil 。ふ _乂 か り、 適な く莫 なく、 善惡を 以て 辨 ずべ からず、 是非 を 以て 分つべからず」。 

者五峯 先生と  (六  一  £ト ， 

-^t 叉 曰 はく、 或 ひと 曰 はく、  g. づナ、 に 「性 は 以て 善を爲 すべく、 以て 不善 を爲 すべし」 

V  .1 ハ〕 ま n 子 上 

1六章に 出 と は、 此れ 卽ち 享が湍 水の 說な り。 

(七) 同前 章  n し ，(七)  (八) 

ズ〕 韓退之 或 ひと 曰 はく、 「性 善なる あり、 性 不善なる あり」 と、 是れ韓 子が 性に 三 品 あり 

し- るり <wi 瓜 J D  ン。 韓 子が 原 性の 篇に、 性 は 生と 俱に 生す る ものな り。 情 は 物に 接して 生す る ものな り。 

とづ ス び ,1^?)J;g^,p:-L 性の 品に 三つ あ h- て、 其の 性お る 所以の 者 は 五つ あり。 情の 品に 三つ ありて、 其の 情 

たる 听以の 者 は 七つ あり。 何ぞ や。 曰 はく、 性の 品に 上中下の 朱 子  、 韋 三コ 口つ よ J ヽビ ぼご 

三 あり、 上 は 善の み、 中 は 導いて 上下すべし、 下は惡 のみと。 曰 はく 韓子カ 三 口口の 說は匚 ハた案 を 

S 朱 子 語 說き 得て、 曾て 性 を說き 得ず。 又 曰 はく、 孟子の 公都 子 三 章 は 同じく 氣 質の 性を說 

0§  くと 雖も、 然も 雨の 或 曰 の 說は猶 ほ善惡 を分辨 する こと を 知れる がごと し- 惟 だ 

二 0 ーク  シ  尸 4" ち  一  タ  キ 

ysf^ り 吿子 無レ 善 無 こ 不善 一の 說 最も 妝 なし。 他れ 此の 無， 善 無：， 惡の 名に 就いて 渾( 然) として 分 

Us 一す) 吿子 別なければ、 善 を爲し 惡を爲 すと 雖も、 總 ベて 妨げな しとす るな り。 今の 世の 善惡 

を擇 ばず して 是非 を顚 倒して 稱 して 本性と 爲す 者と、 何 を 以て か 異ならん や。 陳氏 

道 源  一 六 三 
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口 はく、 韓 子が 謂 はく、 「人の 性た る 所以の 者 は 五つ。 曰 はく、 仁義 禮^; ！;! ^なり」 

と。 此の 語 は 性の 字 を 看 得する こと 端的に 似たり。 徂だ 分ち て 三 ng と 爲寸は 义差ひ 

r れり。 三 品 は 只 だ氣禀 を說き 得る のみ、 然して 氣 質の 齊 しからざる は 或は 相 什 百 

千 萬に して、 豈但だ 三 品の みならん や。 

又 曰 はく、 程 子が 才の 字を說 くと 孟子の 本文と は 小異な り。 蓋し 孟子 は專ら 其の 

性より 發 する 者 を 指して 之れ を 言 ふ。 故に 以て 才に 不善な しと 爲す。 程 子 は 其の 氣 

に禀 くる 者 を 兼ね 指して 之れ を 言へ る なれば、 則ち 人の 才 固に 昏明强 弱の 不同 あり 

とす。 張子が 所謂 氣 質の 性 は是れ なり。 ニ說殊 なりと 雖も、 各， -當る 所 あり。 然も 

事理 を 以て 之れ を考 ふれば、 程 子を密 なりと 爲す。 蓋し 氣 質の 禀 くる 所 は 不善 あり 

と雖 も、 而も 性の 本と 善なる を 害 はず。 性 は 本と 善な りと 雖も、 而も 以てお- X 小^ 

の (知) 行な くんば あるべからず。 は I れ： 舉者當 に 深く 玩 ふべき 所な り。 問.. - 

孟子 • 程 子才の 字 を 論ずる の 同異 を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 才は只 だ 一般 能く 爲す 之れ 

を 才と謂 ふ。 才の初 も 亦 善な し。 他の 氣 質の 善 惡 あるに 緣る， 故に 其の 卞も 亦善惡 

あり。 孟子 は 其の 同じき 者より 之れ を 言 ふ、 故に 以て 性に 出 づと爲 す。 程 子 は 則ち 


其の 異なる 者より 之れ を 言 ふ、 故に 以て 氣に禀 くと 爲す。 大抵 孟子 は 多く 是れ 専ら 

性 を 以て 言 ふ、 故に 以て 性 善に して 才も 不善な しと 爲す。 周. 程. 張子に 至って は 

方に 說 いて 氣の 上に 到る。 之れ を 要するに、 須 らく 是れ 二つの 者 を 兼ねて 之れ を 言 

ひて 方に 備 はるべし。 

參 ii  . 陳北溪 曰 はく、 心 裏に 在って 未だ 發動 せざる 底 をき と爲 す。 事物 觸 著して 便ち 發 

(五) 黃 >#、  も C  こ  も 0  よ 

朱 子 門 下、 前 動して 出で 來る底 は是れ 情なり。 這の 動く 底 は 只 だ是れ 性の 中 就り 發し 出で 來り、 

出 二三 頁參照  b こ 

y ゲ) き 严、 是れ 別の 物なら ず。 情の 節に 中る、 是れ 本性より 發し來 る、 便ち 是れ 善な り。 其の 

の 字 は 仲 元 節に 中らざる は、 是れ 物欲に 感じて 動き. 本性より 發 し來ら ず、 便ち 不善 あり。 又 

S  (勉齋 ) 

日 はく、 氣 質の 性 は是れ 氣禀を 以て 之れ を 言 ふ。 天地の 性 は是れ 大本 を 以て 之れ を 

書院 を 作り て  か  よ 

0- る、 その 前 言 ふ。 其の 實は 天地の 性 も亦氣 質の 中 を 離れず、 只 だ是れ 那の氣 質の 中 就り て、 氣 

に兩峯 あり、  まじ 

一」 S£S 質の 性 を 分別し 出し て與 に相雜 へずして 言 ふの み。 

義. 論 +m 紀聞 •  _(lf-> 

3.1  i  黄 勉齋曰 はく、 學者理 の 不善な きこと を 知る とき は、 當に存 養の 功 を 加 ふべ し。 

秦蕩 述 • 太 極 

一一 氣 質の 善 あり 不善 ある こと を 知る とき は、 當に矯 揉の 功 を 施す ベ し C 

I き L，  饒雙峯 曰 はく、 人 未だ 生れざる 以前 は 性と 喚び 做さず、 旣に 生れて 以後 方に 性と. 

道 源  一六 五 
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喚び 做す。 機" に 性と 喚び 做せば 便ち 袞 じて 氣 質の 中に 在り。 所以に 善 あり 不善 あり • 

此れ 氣 質の 性な り。 然して 性の 本然 は 唯 だ 善 あるの み。 氣 質の 中 就り て >  那の本 

然の者 を 指して 說く、 是れ 則ち 天地の 性な り。 若し 兩 筒の 性 を 分ち 做さず して 說 

(- 1  - 

くと き は、 性と 氣と鵲 突して 分曉 なし。 若し 一 筒の 性 を 合せ 做さず して 說 けば、 雨 

件の 物事と 認め 做し 去り 了る。 故に 程 子 曰 はく、 「之れ を 二に する は 則ち 不是 なり」 

と C 問 ふ、 「善く 之れ を 反すと き は 天地の 性；：^ す」 とい ふ、 知らず 未だ 反らざる 以 

(さへ て) 

前に 此の 性存 する や 否や。 曰 はく、 曾て 反らざる の 時 も 此の 性 亦 未だ 嘗て 無くん ば 

あらず。 且つ 一 の ：1 杏の 人も殘 疾を昆 て は 憐偶を 知り、 一 の强 -f- の 人 も 好 人を兑 て 

は 恭遞を 知る が 如し、 畢竟 筒の 性內に 在る ありて * 知らず 覺 えずして 忽然と して 

：:^ し 出で 來る なり。 但し 人氣質 物欲の 累 あるとき は、 此の 性 常に 存 する こと 能 はず。 

須 らく 善く す 上に 於て 工夫 を 做して 方に 性の 本體を 存じ 得べ し。 問 ふ、 之れ を 反 

す 工夫 は 如何。 曰 はく、 涵養 體認 し克 治充擴 する は 皆是れ 反， 之の 道な り。 臂 へば 

水の 泥沙を 被りて 混/する が 如し。 若し 澄 治 を 加 ふるとき は 本然の 淸 仍って 在り。 

(gn やき  も-こ  5) 

孟子 夜氣 を；^ く、 便ち 是れ人 をして 涵養せ しめん こと を 要む るな り。 四 端 及び 擴充 


を說 く， 便ち 是れ 體驗 し充擴 せんこと を 要む るな り。 獨り克 治の 一 邊は 却って 曾て 

說 かざる あり。 

陳新安 曰 はく、 性 を 論じて 氣を 論ぜざる、 是の說 は 孟子な り。 其の 論 甚だ 正しう 

して 明かな り。 伹 だせて 氣 質を說 破せ ざれば、 周ね く備 はらざる のみ。 氣を 論じて 

(六)  せんびう 

性 を 論ぜざる、 是の說 は 苟*揚 なり。 則ち 全く 舛緣 して 理を說 くこと 明かなら ず 

其の 害大 なり。 孟子 性 善の 說は 正しう して 未だ 備 はらず、 程 子が 性卽理 也の 說を得 

て 以て 其の 甚だ 正しき 者 を 助く るに 足れ， り、 又 張 • 程が 氣 質の 說を 得て 以て 其の 未 

だ備 はらざる 者 を 補 ふに 足れり。 朱 子 會萃提 緩して 盡く 其の、； i を發 して 餘蕴 なし， 

其の 柱に 繼ぎ來 を 開く の 功大なる 哉。 叉 曰 はく、 性は渾 然として 全體 中に 在って 未 

だ發せ ざれば、 形象の 見るべき なし * 動いて 情と 爲 つて 方に 見るべき のみ。 仁義 禮 

智の性 動いて 惻隱 • 羞惡 • 辭讓 • 是非の 情と 爲る， 所謂 本伹だ 善と 爲 すべく して 惡 

と爲 すべから ざる 者な り。 其の 情の 善なる に 因って 其の 性の 本と 善なる こと を 知る 

べし。 蓋し 其の 流れに 遡って 其の 源 を 知るな り。 水の 初めて 流れ出 づるゃ 尙ほ淸 め 

るが 如し， 則ち 其の 末流の 先に 淸 める を 知るべき ゃ必 せり。 此れ 乃ち 其の 情の 至る 
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に 若 ひ、 乃ち 所謂 善な リ。 

朱 子 曰 はく、 性は說 くべ からざる も、 情 は 却って 説くべし。 所以に 吿子性 を 問へ 

るに、 孟子 は 却って 他の 情 を 答 ふ。 蓋し 情 は 善と 爲 すべし と 謂 ふとき は 性に 不善 あ 

る ことなし。 所謂 四 端 は 皆 情なり。 仁 は是れ 性に して、 惻隱 は是れ 情なり。 惻隱は 

是れ 仁の 發 出し 來 るの 端 芽に して、 一箇の 穀 種の 如きと 相似たり。 穀の 未だ 生ぜ ざ 

る， 是れ 性な り。 發 して 萌芽と 爲る、 是れ 情なり。 所謂 性 は 只 だ 是れ那 の 仁義 禮 t» 

の 四つの 者の み。 叉 曰 はく、 性 は 水の 如し、 情 は 水の 流る るが 如し。 情 旣に發 する 

とき は、 善 あり 不善 ある は 人の 如何に 在る のみ。 才は 則ち 善を爲 すべき 者な り。 彼 

れ 其の 性旣に 善なる とき は、 其の 才も亦 以て 善を爲 すべし。 今 乃ち 不善 を爲 すに 至 

る は、 是れ才 の 此の 如くなる に 非ず して、 乃ち 自家が 才 をして 此の 如き を 得しむ る 

なり、 故に 曰 はく、 「「.R- の 罪に 非ず」 と。. 問 ふ 性の 不善な き 所以 は 其の 天 に 出づる 

を 以てな り。 才の 善. 不善 ある 所以 は 其の 氣に出 づるを 以てな り。 之れ を 要するに 

性 は 天に 出で、 才も亦 天に 出づ。 何の 故に 便ち 此の 如きに 至る や" 曰 はく， 性は是 

れ形 而 上なる 者な り、 氣 は是れ 形， 而 下なる 者な り。 形而上なる 者 は 全く 是れ 大理 


なり。 形而下なる 者 は 只 だ是れ 那の査 滓な り。 形に 至りて は 又 是れ査 滓の 至って^ 

れる 者な り。 問 ふ 孟子 情と 才と皆 善な りと 言 ふ は 如何。 曰 はく、 情 は 本と 自ら 善に 

して、 其の 發 する や 未だ 染汚 あらず、 何ぞ 嘗て 不善な らん。 才は只 だ是れ 資質に ム 

て 亦 不善な し。 譬 へば 物の 未だ 染まらざる は 只 だ是れ 白な り。 又 曰 はく- 性の 本體 

は理 のみ。 情 は 則ち 性の 動いて 爲す こと あるな り。 才は 則ち 性の 具にして 能く 爲す 

者な り。 性 は 形象 聲 臭の 形容すべき なし， 故に 二つの 者 を 以て 之れ を 言 ふ、 二つの 

者の 本と 善なる を 知る とき は、 性の 善なる ゃ必. せり。 

高 中玄曰 はく. 性 は卽ち 心なり、 天 は卽ち 性な り、 命 は卽ち 天な り。 盡， 心 乃ち 

シ 7 フヲ  Elnls: 月 (玉)  スヲ ル ヲ ルヲ (六) 

存レ 心養レ 性の 成功な り。 3,^^ 曰 はく、 孟子の 盡， 心. 知レ性 • 知， 天 は、 生 知 安行に 

して 聖人の 事な り。 存， 心 • 養， 性-事 k は學』 知 利 行に して 賢人の 事な り。 夭壽不 

レ 貳修， 身 以俟は 困知勉 行に して 學 者の 事な り。 豈專 ら盡， 心 • 知， 性 を 以て 知と 爲し、 

存レ心 • 養レ性 を 行と 爲 すべ けんや。 夫れ 心の 體は 性な り。 性の 原 は 天な り。 能く 其 

の 心を盡 すと き は、 是れ 能く 其の 性を盡 すなり。 中庸に 云 ふ、 一， 惟 だ 天下の 至誠の 

み 能く 其の 性 を盡す こと を爲 す」 と。 又 曰 ふ、 「天 (地) の 化育 を 知り、 諸れ を 鬼 
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だ だ 

神に 質して 疑 ふなき は、 天 を 知るな り」 と。 此れ 唯 だ 聖人に して 而 して 後に 能く 然 

り。 故に H はく、 「(此れ) 生知安行にして聖人の^^なり」 と。 共の 心 を. 仆 する 者 は 

未だ 能く 其の 心を盡 さざる 者な り。 故に 須 らく 之れ を：：^ 十る の 功 を 加 ふべ し。 必ず 

之 れ を ：！^ 十 る こ と旣 に 久しう し て 、 存す る こ と を 待たず し て a ら ：:^ せざる こ となく 

して、 然して 後に 以て 進みて 盡 すと 首 ふべ し。 蓋し 知レ 天の 知 は 知 州 知縣の 知の 如 

.  し。 知 州 は 則ち 一 州の 事 皆 己れ が 事な り。 知縣は 則ち 一 縣の事 皆 己れ が 事な り。 是 

れ 己 分 上の 事に して、 已に 天と 一 たる 者な り。 桌, 天 は 則ち 子の 父に 事 へ 臣の君 

に 事 ふるが 如し。 須 らく 是れ 恭敬 奉 承して 然して 後に 能く 失する ことな かるべし- 

猶ほ大 と 二た るが ごときな り。 大の 命じて 我れ に與 ふる 所以のお は、 心なり、 性な 

二)  ^|記祭 り。 吾れ 但だ 之れ を：^ して 敢 へて 失 はず、 之れ を 養 ひて 敢 へて i ホ： はす、 「父母 全く 

is に出づ  かへ 

-5  1^ 本に して 之れ を 生み、 子 全くして 之れ を歸 す」 が 如き 者な り。 故に n はく， 「此れ 率 知 

は 「固 B 一  心 

利 行に して K 人の 事な り，！ と。 妖壽 不.. 成に 至って は、 則ち 其の 心 を 化する 者と 义. 

^ 之 ぁ而， f も」 マ 1  マ 間 あり。 其の 心 を^す る 者 は 未だ 能く 其の 心を盡 さず と雖 も- W に 已に心 を 善を爲 

1 投の讀 方に 

從 へり  すに 一 にして、 時に^せ ざる こと あれば 則ち 之れ を存 する のみ。 今 之れ をして 、毒： 


不貳 ならしむ る は、 猶ほ 妖壽を 以て 其の 心 を 二に する 者な り。 猶ほ 天壽を 以て 其の 

心 を 二に する は、 是れ 其の 善を爲 すの 心猶ほ 未だ 能く 一 ならざる がごと し。 之れ 

を存 する こと 尙ほ 未だ 可なら ざる 所 あり、 而も 何ぞ 之れ を盡 すと 云 ふ ベ けんや。 

今 く 之れ をして 妖壽を 以て 其の 善を爲 すの 心 を 二なら ざら しむ る は、 「死生 夭壽 

0  一二 

皆定命 あり、 吾れ 但だー 心 を 善を爲 すに 於て して * 究通夭 壽の故 を 以て 便ち 善 を 

把り 爲 すの 心變 動し. J すべ からず * 只 だ 去って 吾が 身 を 修めて 以て 天命 を俟っ の 

み」 と 曰 ふが 如し。 究通得 喪 夭壽に 個の 命 ある こと を 見得して、 我れ に 在っても 亦 

必ず 此れ を 以て 心 を 動かさざる， 是れ 其の 平日 尙ほ 未だ 天命 ある を 知らざる なり。 

事 レ天は 天と 二ったり と雖 も、 然れ ども 已に眞 に 天命の 在る 所 を 知る。 但だ惟 だ 之 

ッ レ ヲ  f  J と 

れを 恭敬 奉 承す るの み。 而 して 俟， 之と 云 ふ 者の 若き は、 则ち尙 ほ 未だ 眞に 天命の 

まの あた ここ 

在る 所 を 知る こと 能 はず、 猶ほ俟 つ 所 ある 者な り。 未だ 曾て 面 り此に 在る を 見ず 

う  (さ 

して 之れ を 等 候す る 如きの 意な り。 故に 曰 はく、 所ニ以 立- X 叩な りと。 立と は 創立の 

立な り、 立， 德丄 チ言丄 チ功丄 1 レ 名の 類の 如し。 凡そ 立と 言 ふ は、 皆 昔 未だ 嘗て 

有らず して 今 始めて 建立す るの 謂な り。 孔子の 所謂 「命 を 知ら ざれば 以て 君子た る ■ 


修敎耍 錄卷之 二  一七 二 

ことなき 一 者な り。 此れ 便ち 是れ 初學立 心の 始 にして、 個の 闲勉 的の 怠 在る あり „ - 

故に 曰 はく、 「此れ 困知勉 行に して 舉 者の 事な り」 と。 今盡 \心. 知レ性 • 知レ天 を：；、 

て 格物致知と 爲 さば、 初 寧の 士の尙 ほ 未だ 其の 心 を 或に せざる こと 能 はざる 者 をし 

て， 遽に 之れ に 聖人の 生 知 安行の 事 を 責めし むる もの、 學者 をして 手 を 下す 處 なか 

らしむ る 所以に して、 風 を 捕へ 影を捉 ふるが 如く、 茫然と して 其の 心 を 措く 所 を 知 

る ことな からしむ。 幾何して か 天下 を 率 ゐて路 する に 至ら ざらん。 徐岩ゃ 臼 はく- 

陽 明 先生  >  生 安. 學 利. 困勉を 分って 三 節に 屬す、 f^f當なり至當なり。 孟子 復た起 

ると も 易へ ざらん。 心 は卽ち 性に して、 性 は卽ち 心なり。 性の 神明の 處 * 卽 ち是れ 

心なり。 心の 萬理 畢く備 はる 處、 卽 ち是れ 性な り。 心性 は 一 なり。 盡， 心 • 知， 性 は 

是れ 一 時の 事， 是 れ盡， 心 は 知， 性に 由る にあらず。 若し 此の 說の 如くん ば、 則ち 心 

性は是 れ兩箇 にして、 知 -盡 に 先 後 ある を認 むる ものにして" 非な り。 又 曰 はく， 

人心の 分量 は 最大な り、 巨細 兼ね 該ね、 遠近 畢く擧 ぐ。 動靜 端な く、 周流 まず、 

卽ち 其の 知る 所と 能くす る 所 は、 眞 に是れ 六合に 瀰漫し 天 地に 充塞し • 千古に^ ホ 

し 上下 常な し。 凡そ 天下 古今の 理 有らざる 所な く * 上下 古今の， 爲 すべから ざるな 


し。 此れ 其の 分量 何の 限る 所ぞ や。 之れ を盡 すと 云 ふ は、 其の 能くす る 所の 分量 を 

せん L つ  r- 一  あ  キ -M- 

盡 すなり。 ー處 として 到らざる なく、 纖悉 して 遣 十 こと 或るな くして、 方に 之れ を 

盡 すと 謂 ふ。 心の 在る 所を盡 せば、 乃ち 性の 在る 所 を 知るな り。 人 能く 心を盡 すと 

お 、. しやく ぜん  かぎり  あきら 

き は、 性 中 具 ふる 所の 理に 于て灼 然として 邊 なく， 洞 かに 底 蘊を窺 ひ、 絕 えて 遮蔽 

なく、 絕 えて 障礙 なし。 若し 些の 遮蔽 障礙 すべ くんば、 便ち 知 全から ず、 行 去らず。 

安ん、 ぞ 之れ を盡, 心と 謂 ふこと を 得ん や。 故に 盡：， 心の 處は卽 ち是れ 知， 性の 處 なり。 

叉 曰 はく， 心 は 分量 あり、 故に 盡 すと 曰 ふ。 性 は是れ 種々 の 道理 あり、 故に 知る と 

曰 ふ。 看 得し 破す 時 は、 盡レ 性と 謂 ひて 可な り、 知レ 心と 謂 ふ も 亦 可な り。 此の 章の 

盡レ心 は卽ち 中庸の 盡レ なり、 ニ說 なし。 

g 素行  〇 今 案ずる に、 心 は 神明の 舍 にして 衆理を 具へ て 萬 事に 應 ずる 者な り。 盡とは 致さ 

ずと いふ ことなき なり。 凡そ 心の 體は衆 理を備 ふと 雖も、 其の 用發 して 其の 理を致 

さざる こと あり、 故に 心の 發 用して 理を 窮めざる なくして、 而 して 後に 初めて 性の 

本 善 を 知る。 性 を 知る とき は 天命 自ら 明かな り。 故に 其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知 

るな り.。 其の 性 を 知る とき は 天 を 知る。 此に 於て 天人 合一 にして 更に 差^な し。 性 

道 源  r 七三 
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は說 くべき の 事な く、 心 を 著くべき の處 なし。 性の 發昆 して 萬 事に 應 ずるの 理、 之 

れを 心と 謂 ふ。 舉者心 を 著く るの 際 唯 だ盡レ 心の み。 盡の字 尤も 味 あり、 卜 分に し 

て 一分 を 闘く とき は.、 盡 すと 曰 ふべ からざる なり。 子 朱 子 曰 はく、 「性 は說 くべ から 

ざる も、 情 は 却って 說く べし。 所以に 吿子性 を 問 ふに、 孟子 却って 他の 情 を 答 ふ." ム 

云」 I, に と。 レ心は 放心せ ざるの 謂な り。 ；：^ と は 時として； せず とい ふこと なき 

なり。 心 常に 存 するとき は、 至誠 息むな く、 至明蔽 はるる ことなく， 其の 性，：： 1、り 全 

し G 存， 心 は、 性 を 養 ふ 所以な り。 ； ！^, 心 i4 性、 是れ 1K に 事 ふる 所以な り。 盡は事 

物の 間に 於て 理を窮 むる たり。 存 は大理 を.；：^ して 失 はざる なり。 壽不 レ^ 修レ 身：^ 

俟レ 之と は、 人の 利害の 大 なる は 生死に 過ぎざる が 故に 生死 更に 疑 はずして 身を修 

めて 天 年 を 終 ふる は是れ 天命の 立つ 所な り。 此の 章 初めに 天人 合一 を 論じ、 中 ごろ 

存養を 以て 用と 爲し • 終に 修身の が妖壽 • 成 はず 死生 惑 はざる に If る こと を 述べ て- 

知行 具に 悉十。 舉 者熟讀 すべし。 故に 今 は 後 儒 性理の 說を贅 する のみ。 

二)  上 

u  Is" 十一 京 全  二)  ハク ハノ  ハノ  テノタ  ラ  ウテ ノヲ  ムル r ヌシィ 力 + 

文，  孟子 曰、 仁人 心 也、 義人 路 也， 舍 ニ其路 一而 不， 由、 放， 一 其 心 一而 不， 知， 求、 哀 哉、 人 


(二) 孟子 集 


6 一一)  il ョ， 

义近思 5JS 存養 

類に も出づ ； i 


有 二 鶴 犬 放ハ則 知， 求, 之、 有 n 放心 1 而不レ 知に 求、 寧 問 之 道 無， 他、 求 M 其 放心 1 而已 矢、 

(二  ) 

朱 子 曰 はく、 仁 は 心の 德 なり、 然れ ども 伹だ 之れ を 仁と 謂 ふとき は、 人 其の 己れ に 

切なる こと を 知らず。 故に 反って 之れ を 名 づけて 人心と 曰 ふとき は、 (以て) 其の 此 

の 身酬酢 萬變の 主と 爲て 須臾 も 失 ふべ からざる こと を昆 るべ し。 義は事 を 行 ふの 宜な 

り。 之れ を 人の 路と謂 ふとき は、 以て 其の 出入 往来 必ず 由る の 道と 爲て 須臾 も舍 つべ 

てきぜん 

からざる こと を 見るべし。 哀 哉の 二字 最も 宜しく 詳に味 ふべ し。 人 をして 锡 然として 

深く 省みる 處 あらしむ。 上 (文) に 仁義 を 兼ね 言 ひて、 此の 下に 專ら 放心 を 求む る こ 

と を 論ずる は、 能く 放心 を 求む ると き は 仁に 違 はずして 義は 其の 中に な-りと なり。 學 

問の 事 ぼ に 一 端に 非ず、 然して 其 0 道 は 其の 放心 を 求む るに 在る のみ。 蓋し 能く 此の 

如きと き は、 志氣淸 明、 義理 昭著 にして、 以て 上達すべし。 然らずんば 則ち 昏昧 放逸 

ニー 一) 

して、 事に 學に從 ふと 雖も、 而も 終に 發明 する 所 ある 能 はず。 故に 程 子 曰 はく、 「aif 

すで  も  つづ まやか 

賢の 千 言 萬 語 は、 只 だ是れ 人已に 放てる の 心を將 つて 之れ を 約 にして、 反覆して 身 

に 入り 來 つて 自ら 能く 向上 を尋め 去り、 下學 して 上達せ しめん こと を 欲す」 と。 此れ 

乃ち 孟子が 開示 切要の 言に して、 程 子 叉 之れ を發 明して 曲に 其の 指を盡 す。 學者 宜し 

道 源  一七 五 


二〕 易の 復 

卦に 「其の 道 

H&) 反 SJ! し、 七 

日に 1-VJ 來復 

1.-」 tsr つ。 

七日 i いふ は 

七た び錢 ffl す 

る こと をい 

へ るな り。 

の卦 は：：：：： 一に 

して、 純 Si 乾 

II 一一 一一が 一 陽始 

めて^ する^ 

卽ち  一二-: に變 

じ、 併せて こ 

わ よ り 七 變を 

輕て び 一 陽 

が 下に 来復す 

るな り 

(二)  Q 是の 

二字に て、 こ 

れは 1—— であ 

るの 意 

(三〕 以下 慨 

ね 朱 子 語類 卷 

五十 九に 出づ 

(e:)  {ゃ季 慈， 

i 木の 擧者、 一 

仕へ ざれ ど 

も 名 1 ば 近に 聞 

ゆ 

(五) 0S. 

は 前 £S の も 

の を i„s す 
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く 服 1? して 失 ふこと なかるべし。 . ^子闩 はく、 反. 0 して 身に 入り 來 ると は、 れ： 0に 縱ち出 

づる 底を將 つて 舊に 依り 收 拾し 轉じ來 る ことに あらず、 七：：！ にして 來復 する が 如し。 はんれ 已 住の 

陽 重ねて 新に 將來 して 復生 する にあらず。 蓋し 离底 は已 に. R ら 過ぎ去り 了る。 這の^ rt: 然に： じ 

出で 來 りて、 只 だ是れ 求む る こと を 知る とき は 心 便ち 在り、 便ち 是れ 反復して 身に 入リ來 るな り。 

上に 學 問の 二字 あり、 只、 だ是れ 放心 を 求めて 便ち 休まざる こと を \ ^る。 「自ら 能く 向上 を It め 去 

り、 下學 して 上達す る」 の 二 句 は 這 是れ 此の 心 を存し 得て 方に 做し 去るべき なり。 必ず：： だれ 槐然 

(！  一一  J 

として 化-」 しく 這の 心 を 守り 得て、 便ち 了る とせず。 叉 曰 はく、 學 問の 道 は、 孟子 斷 然とし 

て 放心 を 求む るに 在りと 說く。 學者須 らく 先づ 這の 放心 を收 拾すべし。 然ら ずして 此 

ま  いた-つら 

の 心 放 /せば、 博舉 也た 是れ 閑な り、 審問 も 也た 是れ 閑な り。 如何して 明辨 し、 如何 

して 篤行 せん。 蓋し 身 はー屋 子の 如し。 心 は 一家 主の 如し。 此の 家主あって 然して 後 

に 能く 門 戶を應 掃し 事務 を 整頓す。 若し 是れ 主な きとき は、 此の 屋は 一 荒：！^ に 過ぎ ざ 

るの み。 义曰 はく、 陳烈は 初の 年 窨を讀 む も 理會し 得ず、 又 記 (隐) せず。 W つて.^ 子 

の 放心 を 求む るの 一 段 を讀ん で、 遂に 人事 を 謝絶し 窒 中に 靜坐 する こと 數 月、 後に 文 


字 を 看る に、 記 性 數倍を 加へ て 又 聰明な 


0 又  1 


曰 はく、 或 者 明 道の 語を錯 り^て、 謂 


へらく 是れ 放心 を收 拾す と。 遂に 釋 氏の 箇の { 仝 寂 を 守る が 如くす。 知らず、 其の 意に 

收ニ (放) 心 一と 謂 ふ は、 只 だ 善の 端 を存し 得て 渐く 能く 充て 廣 めんこと を 要し， 釋 氏の 

徒らに 空 寂なら しめて 已 むが 如きに 非ざる を。 叉 門人に 謂 ひて 曰 はく、 古より 聖賢の 

人に 敎 ふるや、 只 だ 這の 理の 上に 就いて 功 を 用 ふ。 所謂 放心 は 是れ走 作して 別の 處に 

ゎづ. A 

向 ひ 去る にあらず。 瞬 目の 間 便ち 見えざる も、 纔に覺 し 得ば 便ち 又 面前に 在り。 是れ 

はな は  (六) しばら  も 

(六) 對 者の 苦 だしく は收 拾し 難から ず。 公且く 提撕し 去って 便ち 見得せ よ。 ヌ曰 はく、 如し 今ェ 

呼稱。 ここ は 

に對 して 夫 を 下さん こと を 要せば、 且く須 らく 端莊存 養して 獨だ 昭睛の 原を觀 るべ し。 枉げて 

うが  もち 

(七) 朱 子 門 工夫 を 費し 紙上の. 語を鑌 っを須 ひず。 存 養し 得る を 待てば、 此の 中 昭明洞 達して 自ら 

下、 この 語 朱  一  き 

IJ^If 五十 許 多の 窒礙 なき こと を覺 えん。 恁の時 方に 文字 を 取り 來 つて 看る とき は、 自然に 意味 

規 I よけ 翻 出 あり、 道理 自然に 透徹す、 事に 遇 ふ 時 自然に^ を迎 へ て 解す、 皆 許 多の 病 痛な し。 又 曰 

する 意  (七)  (八) 

(九) 朱 子の >ru、、  9f,LAm ゥ匸 Ji 乂ょ コヽ -ヒ& ^1 りヒこ Jt  T  0 嘗て 林 に 請って 曰 ほく、 放心 は a り 是れ走 作の み を 放と 

孟 集註の こ は 學 者の H+K は ロノた lABl の.^ に i^f 喚び 做す にあら す C 接に 昏睡し 去る も 也た 卽ち 是れ 放な り。 

の 章 こ SP 少  一九)  (一 01  そ ブー . 

(10) 生々 程 子 曰 はく、 心は穀 種の 如く、 仁 は 則ち 其の 生の 性な り。 舞 3 曰 はく、 生の 性は是 

する 4  、 卽. \ つ  (二) 

s^fm れ 愛の 理 たり。 黄 勉齋曰 はく- 心 は 是れ穀 種に して、 心の 德は 是れ穀 種の 中の 生の 性 

一一 一七 一 5J 出 だり。 生の 性 は 便ち 是れ理 にして * 謂 ゆる 其の 此の 生理 を 具して 未だ 生ぜざる ものな 

道 源  一七 七 


七 


( 1 ) 前 出 1 

1 010; 參照 


(二) 束搏せ 


(三) 追 書に 

出づ、 近&錄 

道が" 頹 にあり、 


誤り、 自注に 

見る 如く、 周 

子の 意に より 

.E ら發 明せ し 

ものな り 

(ra) 遣 書に 

出づ、 又 近 思 

錄道 is: 類に あ 


り。 若し 陽氣發 動して 萌芽 を 生 出せし 後 は 巳に 是れ 情なり。 須 らく 生の 字 を 認め 得て • 

那の喜 怒哀樂 に 渉り 去らざる べし。 陳潛室 曰 はく- 人心 は是れ 物にして、 穀械 も亦是 

れ物 なり。 只 だ是れ 物の 生理 ある 者の み。 然 らば 便ち 心 を 指して 仁と 爲すは 不可な り. 

但だ 人心の 中に 此の 生理 を 其 ふるのみ。 便ち 穀種を 以て 仁と 爲すも 亦 不可な り、 ^だ 

穀 種の 中 亦 此の 生理 を 含む のみ。 穀は是 れ殼實 の 結び 成る に 過ぎず して、 穀の總 に ti 

を播 して 便ち 萌莩 する 所以の 者 は、 蓋し 其の 生の 性 ある を 以てな り。 心 は是れ 血氣の 

做し 成る に 過ぎず して、 心の 運動 惻怛 の處 ある 所以 は 亦 其の 生の 性 ある を 以てな り。 

人心と 穀 種と 惟 だ 其の 生の 性 あり、 故に 之れ を 仁と 謂 ふ。 而 して 仁 は 則ち 二者の 形に 

榜 せらる るに 非ざる なり。 孟子 只 だ 人の 懸空し 去って 仁 を 討 ねん こと を 恐る、 故に 人 

心に 卽 いて 言 ふ。 程 子 は 叉 人の 人心 を 以て 仁と 爲ん こと を 恐る. 故に 穀 種に 卽 いて 言 

ふ。 

周 子 く、 天地 物 を 生ずる の讓 を觀 ると。 S^S^^^^^M^^ 

比れ 卽ち周 子が 窓 前の 草 を 除き 去らす して、 之れ を 問へ 

ば、 云 はく、  C 家の 意思と 一 投 なりと いふ、 是れ なり。 

明 道 曰 はく、 萬 物の 生 意 最も 觀る べし。 此れ 元は 善の 長な り、 斯れ 所謂 仁な り。 朱 


:K 類 又 遺 ：2 
I 子に 近 書 C 
： と あ 思 に 
は り 錄出程 
m  。道づ 子 
身滿體 'の 


(五) 些細、 

すこしば か L 


(七) 誇語雍 

也 篤 第二 十八 

章に 「子 貢 日、 

如 有 S 施， お 

民 T 而能 濟ょレ 

衆、 何 如、 可 

レ謂レ 仁 乎、 子 

曰、 何事-於 仁 T 

必也聖 乎、 堯 


夫 仁者 已欲 

レ立 而立 レ人、 

已欲レ 達 而 達 

レ人、 能 近 取 

レ 饔-可レ謂， 一仁 

之 方 I 也已」 と 


子 曰 はく、 物の 初めて 生ずる ゃ淳粹 にして 未だ 散なら ず、 最も 看る に 好し。 幹 葉 茂 盛 

する に 及んで は 便ち 看る に 好からず。 孺子 井に 入る を 見る 時 は 怵揚惻 隱の心 は 只 だ 這 

の些 子なる も 便ち 仁 を 見得す。 他の 政に 發 して 仁 を 施す に 到りて は、 其の 仁 固に 廣く 

して、 然して 却って 看 難し。 

フ、 一 一 まく、  is- さ N1J ョ W  則樣 D  >o 腔 子 は猶 ほ軀設 の ごとし。 街. は傷但 なり、 矇は 痛な り。 人の 一 身、 側 S の 

^0^<  あ 子曰兀 t 伸隱 の、. e 心 ま 一らざる 所な し。 故に 疾痛摘 * 之れ に稱 るるとき は覺 す。 之れ に 由って 

之れ を 推す とき は、 天地 萬 物 本と ー體 なり、 住く として 惻穩の 心に 非す とい ふこと なし。 朱 子の ヌ m まく、  頁、 0 

曰 はく、  fas 充實 して 空缺 する 處 なし、 刀にて割きても！^；痛み、 針に て 1.^ しても 亦 痛む が 如し。 iiixE く 靠 .flfp^t 


-先づ 仁を識 るべ し。 仁は渾 然として 物と 體を 同じう す。 義禮智 信 皆 仁な 


叉 


曰 は 


く、 醫 書に 手足の 痿痺 する を 不仁と 爲す。 此の 一 百 最も 名狀に 善し。 仁 は 天地 萬 物を以 

て 一 體と爲 す、 己れ に 非ず とい ふこと なし。 認め 得て 己れ と爲 せば、 何の 至らざる 所 

か あらん。 若し 諸れ を 己れ に 有せ ざれば、 自ら 己れ と 相 干らず、 手足の 不仁の 如し、 

氣已に 貫かず、 皆 己れ に屬 せず。 故に 博く 施して 衆 を 濟ふは 乃ち 聖人の 功 用な り。 

仁 は 至って 言 ひ 難し。 故に 止 だ 「己れ 立たん と 欲して 人 を 立て， 己れ 達せん と 欲して 

人 を 達す。 能く 近く 譬を 取る。 仁の 方と 謂 ふべき のみ」 と。 是の 如く 仁を觀 せしめん 

と 欲す、 以て 仁の 體を得 たるべし。 天地 萬 物と 我れ と同體 なり コ 心に 私蔽 なきと き は 自然に 

道 源  一七 九 
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愛して 公な り、 所謂 仁な リ。 戶 W も 是の理 明かなら ずして 私意の 爲 に隔截 せらる ろと き は、 形 爾 

汝の 分， J に交涉 なし。 臂 へば 手足の 瘦 ii- して 氣相 莨かず、 疾 h 袖 痒" 蜿智相 干らざる が 如し、 此れ 四 

體の 不仁な り。 朱 子 R はく、 博く 施し 衆 を 濟ふは 是れ事 上に 就いて 說き、 却って 心 上に 就いて 

か ザ。 夫子 所以に 提起して 正に 是れ心 上に 就いて 仁の 本體を 指して 之れ に告 ぐ。 乂曰 はく、 博く 

施し 衆 を 濟ふは 固に 仁の 極 功な り、 恨し 乍ち 孺 子の 將に许 に 入らん とする を 見る 時に、 优 恻^ 

の 心 ある も 亦 便ち 是れ 仁 にして、 此の 處 最も 看る に 好きな り。 

問 ふ、 仁と 心と 何に 異なる。 .^j 曰 はく、 心は譬 へば 穀 種の 如し。 生の 性 は 便ち 是 

(二) 

れ仁 にして、 陽氣發 する 處は 乃ち 情なり。 又 仁 を 問 ふ。 曰 はく、 此れ 諸 公 n ら 之れ を 

a- ふに 在り。 聖賢 言 ふ 所の 仁の 處を將 つて 類し 聚 めて 之れ を 觀て體 し 出し 來れ。 孟 

子の 曰 はく、 「惻隱 の 心 は 仁な り」 と。 後人 遂に 愛 を 以て 仁と 爲す。 愛 は CI ら是れ 情 

なり、 仁 は 自ら 是れ 性な り。 豈專ら 愛 を 以て 仁と 爲 すべ けんや。 仁 子 は； 一一 一 3 ふ、 r 惻隱の 

心 は 仁の 端な り」 と、 旣に 仁の 端と 曰 ふとき は 便ち 之れ を 仁と 謂 ふべ からず。 退 之が 

「博く 愛する 之れ を 仁と 謂 ふ」 と 言 ふ は 非な り。 仁 は 固に 博く 愛す。 然れ ども 便ち 博 

愛 を 以て 仁と 爲すは 則ち 不可な り。 仁 は 愛の 性、 愛 は 仁の 情なり。 愛 を 以て 仁と 爲す は是れ 


情 を 指して 性と 爲 すなり" 端と 云 ふ は 一一 目 ふ こ ころ は 仁 中に 在って 端緖 外に 見 はるるな リ。 或 ひと 

謂 はく、 「1 ー遲、 .U を 問 ふ。 子 臼 はく、 人 を 愛す」 とい ふ、 是れ 夫子 も 亦 嘗て 愛 を 以て 仁 を 言 ふ 

なり。 曰 はく、 孔門の 問答 は 皆 是れ人 をして 已發 の處に 於て 功 を 用 ひしむ。 孟子の 所謂 「惻隱 の 

心 は 仁な り」 も 亦是れ 巳發の 端に 於て 體認 す。 然して 後の 仁 を 論ずる 者 は復た 性情の 別 を 知るな 

し。 故に 程 子 此の 義を發 して 以て 人に 示す、 流れに 沿うて 其の 源に 逸ち しめんと 欲するな リ C 學 

者 其れ 深く 之れ を體 せよ。 

朱 子 曰 はく、 仁 は形迹 なき 底の 物事な り、 孟子 人の 理會し 得 ざらん こと を 恐れ、 便 

ち說 き^ふ、 只 だ 人心 便ち 是れ なりと。 却って 是れ仁 を 把へ 来って 人心 を 形容せ ずし 

て、 乃ち 是れ 人心 を 把へ 来って 人に 指し示す に 仁 を 以てせる なり。 心 は是れ 始終 を 通 

貫す るの 物、 仁 は是れ 心の 體、 本来の 妙， 物欲に 汨 るるとき は、 是の心 ありと 雖も而 

も 其の 本然の 妙 を 失 ふ。 唯 だ 功 を 用 ふること 親切なる 者の 能く 之れ に復 すと 爲す。 孟 

子の 言 固に 是れ渾 然として 人 未だ 嘗て 是の 心な くんば あらず。 而 して 或は 不仁に 至る 

は、 只 だ是れ 其の 本、： ：- の 妙 を 失 ひて 然るの み。 則ち 仁の 字 • 心の 字 亦 須 らく 略 ぼ 分別 

(五) 

あるべし。 眞西山 曰 はく、 仁 は 心の 德 なり、 而 して 孟子 直ちに 以て 人心と 爲す は、 蓋 
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し 此の 心あって 卽ち 此の 仁 あり、 心 ありて 不仁なる は卽ち 人に 非 ざれば なり。 孔門 仁 

を 言 ふこと 多し、 皆 其の 功 用の 處を 指して 言 ふ。 此 には徑 ちに 全 體を擧 げて人 をして 

心卽 仁仁卽 心なる こと を 知らせて、 二つ を 以て 之れ を視 るべ から ざら しむるな り。 W 

雲 貧 曰 はく、 中庸に 「仁 は 人な り」 と 言 ふ。 此の 人の 字 は 人の 身 を 指して 言 ふ。 此に 

は 則ち i51 ちに 人の 心 を 指して 言 ふ。 身と 言 ふとき は、 人 此の 身 あれば 便ち 自ら 此の 生 

理を具 ふ、 之れ を 他處に 比して 仁と 言 ふ、 已に 甚だ 親切な り。 此に 心と 言 ふとき は、 

又 生の 理は 人の 身に 具 はるを 兑る、 而 して 心は穀 種の 如く 又 此の 生理 を 具へ て 未だ 生 

二 11-) 

ぜ ざる 者な り。 中庸 を 視れば 又 親切な り。 ^雙壤 曰 はく.' 孟子の 上文 は 仁人 心 也を說 

く。 是れ心 を 把へ て 義理の 心と 做し、 下 文の 心の 字と 應ぜ ず、 又 別に 是れ 一 意な り。 

とら  な 

若し 放心 を 把へ 求め 做して 精神 を收 攝し昏 放せし めず とするとき は、 只 だ 知覺の 上よ 

り說き 去って、 恐らく は 仁人 心 也と 相 接 了せ ざらん。 囊 嘗て 此れ を 以て 之れ を 勉齋に 

質せし に、 勉齋云 はく、 此の 章の 首 は 仁人 心と 言 ふ， 是れ仁 乃ち 人の 心なり と^ふな 

り。 次に は 其の 心 を 放ちて 求む る を 知らず と 言 ひ、 末に は 寧 問の 道 は 他な し 其の 放心 

を 求む るの みと 言 ふ。 言 ふこ ころ は、 擧 問の 道 は 止 だ 一端に 非ず、 講 討論 玩索 涵養 


五陳 


持 守踐行 擴充克 治の 如き 皆是れ なり、 其の 此の 如き 所以の 者 は 他 あるに 非ず、 吾が 失 

へる 所の 仁 を 求む るに 過ぎざる のみ、 此れ 乃ち 學 問の 道と なり。 三个の 心の 字 脈絡 聯 

貫して 皆 是れ仁 を 指して 言 ふ。 今の 讀者仁 を 以て 心 を 言 はざる は 非な り。 閥 i ま 曰 は 

く、 仁 は 人の 本心な り、 不仁の 人 は 其の 本心 を 失 ひ 其の 心 を 放つ が 故な り。 本心 存す 

ると き は 仁と 爲り、 放っとき は 仁に 非ず。 仁に 非 ざれば、 仁に 居りて 以て 其の 體を立 

つる こと 能 はず、 必ず 義に 由って 以て 其の 用 を 達する こと 能 はざる なり。 放心 を 求む 

る は 卽ち仁 を 求む る 所以. なり。 學問は 仁 を 求む るの 方に して、 仁 を 求む るは學 問の 本 

なり。 此の 章の 歸宿は 求， I 放心 一の 上に 在り、 是の歸 宿 は求レ 仁の 上に 在り。 

明 道 曰 はく、 心 は 腔 子の 裏に 在る こと を 要す。 叉 曰 はく， 只 だ 外面に 些の罅 隙 あれ 

f 更ら 4ET,uo 腔 子 は猶ほ SS 神明の 啥の ごとし。 腔 子の 裏に 在りと は、 心の 外に 勃せ ざる を謂 ふなり。 問 (tyrn-H 

は 俊 ゃン宠 了ュ， - ふ、 心 は 如何して か 腔； Jf: の 裏に 在らん。 朱 子 曰 はく、 敬 するとき は 便ち 腔 子の 裏に 在り。 ヌ曰は 

く、 若し 存養 する 能 は ざれば、 只 だ 是れ說 話な り。 朱 子 曰 はく、 專ら 時文 を 做す 底の 

か  てい  すべ  か  しばら 

人 は、 他の 說く 底の もの 都て 是れ 聖賢の 說話 なり。 且つ 廉を說 けば 他れ 且く會 說し得 

て 好く、 義を說けば他れ也た會^i^^し得て好きが如きも、 他の 身上に 處 する こと を 待つ 

とき は、 只 だ 自ら 廉 ならず、 只 だ 自ら 義 ならず。 許 多の 話を將 つて 只 だ是れ 紙上に 就 
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いて 說 くに 緣 るな り。 厳 は 是れ题 目の 上に 廉を： 説く に 介 ひ、 義は 是れ题 目の 上に 義を 

說 くに 合 ふ も、 都て 自家 身上 些子. の 事に も關 せず。 

(1) 1. 又 曰 はく， 人心 主と 作り 定まらざる こと、 正に 一 简の翻 車の 如く、 流轉 動^して- S 

X 近 思錄存 ま  ,  た ん -ヶ ~ 

llf ーデ， ゆ 臾も 停まる ことなし、 感ずる. 所 萬 端な り。 若し 一 简の主 を 做さ ずん ば 乍 心 生 ぞ奈： 1: せん。 

riisi 張 天；^ 嘗て 言 ふ、 「自ら 約す、 數年牀 に 上 著して より 便ち 事 を 思ます る こと を 得じリ 

(三) 心に 固 

約束しての (事 を 思量せ ざる) 後、 須 らく 强 ひて 他の 這の 心 を 把り 來 つて 制 縛すべく * 亦 娘ら くル 

寓 して 一 筒の 形象に 在くべし」 と。 皆 自然に 非ず。 君實 自ら 謂 ふ、 「吾れ 術 を 得たり、 

(五) ひたすら 

£^^は、、 只管に 筒の 中の 字 を 念ず」 と。 此れ 又 中の 爲に係 縛 せらる。 且つ 中 亦 何の 形象 あらん U 

張^、 字 は-犬 4;、 强 ひて S 慮を絕 たんと 欲して 然も 心に 安 te! する 鍵な し。 1? 馬 ffl 公 は 此の 心 を 中め 字に おさんと 欲す 飞は. . 

亦 未だ 係 著す る 所 ある を 免 かれす。 朱 子： w にく、  SO へ は 人家に. E ら 主と 作らす して 却って 別人 を誚ひ 来って ホと 作す か 55 し 

叉 曰 はく、 人心 常に 活 する こと を 要む ると き は、 周流 究 りなく して 一隅に 滞らず。 g 

0^^H^. 又 曰 はく， 須 らく 是れ 其の 心を大 にして 開濶せ しむべし。 譬 へば 九^の^ 

をぎ が 如く- 須 らく 脚 を 大きに 做し て^ひ 得べ し。 マ SSSi い？ I は i おお ^ 

おこた 

叉 曰 はく、 舉者 全く 此の 心を體 せば、 舉 未だ 盡 さず と雖 も、 若し 事物の 來る や， 0 

ぜ ずん ば あるべからず。 伹だ 分限に 隨 つて 之れ に應 ずれば、 中らず と雖も 遠からず。 


問 ふ、 心に 善惡 あり や 否や。 伊川 曰 はく、 天に 在って は 命と 爲し、 義に 在って は理 

と爲 し、 人に 在って は 性と 爲し， 身に 主たる は 心と 爲す。 其の 實は 一な り。 心 は 本と- 

善なる も、 思慮に 發 するとき は 善 あり 不善 あり。 若し 旣に發 するとき は 之れ を 情と 謂 

ふべき も、 之れ を 心と 謂 ふべ からず。 朱 子 曰 はく、 旣に發 する も 之れ を 心に 非ず と 謂 

ふべ からず。 但だ 不善 あるとき は 心の 本體に 非ざる のみ。 

叉 曰 はく、 心 は 生 道な り。 此の 心 あるとき は 斯に是 の 形 を 具へ て 以て 生す。 惻隱の 

(六) 字よ. m 心 は 人の 生 道な り。 朱う 曰 はく、 心 は 生 道な りと は、 謂 ふこ ころ は、 天地 は 生物 を以 

^^00 て 心と 爲 して、 人 之れ を 得て 以て 心と 爲す 者と なり。 叉 曰 はく、 心 は是れ 箇の活 底の 

(七) ヘム 孫 丑 ，匆 ま. 心. ii 人の 生理な り。 是の心 あるとき は 斯に是 の 形 を 具す。 此れ 言 ふこ ころ は、 人 此の 心 を 得る が 

上篇 第二 章に ％ たり 故に、 醐-& 運用 生 々として 窮まらす、 ^も是 の 心なき とき は、 砂石に同じぅして生理！！^すとなり。 

^M^^ 叉 曰 はく、 心 は 一 なり。 體を 指して 言 ふ 者 あり、 用 を 指して 言 ふ 者 あり。 § 

曰 はく、 詖辭  こと 

は 其の 蔽 はる て 遂に 天下の 故に 

る听を 知り、 通す る、 是れ なり。 

0^^^, 伊川、 朱 長文に 答へ る 書に 曰 はく、 心 は 道に 通ず。 然して 後に 能く 是非 を辨 ず。 權 

邪辭は 其の 雜  くら  (七) ル ヌ 

縣酵 衡を 持して 以て 輕重 を較 ぶる が 如し。 孟子の 所謂 知レ 言是れ なり。 心-、 道に 通ぜ ずし 

云に て、 古人の 是非 を較 ぶる は、 猶ほ 權衡を 持たず して 輕重を 酌る がごと し。 其の 目 力 を- 
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(一) 時中卽 

ち 時に 镇 ひて 

宜しき にかな 

ひ 中る こと- 

中庸に 「君子 

而時 中」 と 出 

づ 

(二) 論語 先 

進 Iff 第 十八 章 

に 出づ。 孔子 

の 語な り 


1 八 六 

二 ) 

はか 


(三) 前 出 
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竭し、 其の 心 志を勞 して、 時に 中なら しむと 雖も、 亦 古人の 所謂 「傲る とき は 潘-中 

る - ^7  0 ItnMJ-HdlTr-HVT- る. H  }  0 道 は 事物 當 然の项 なり、 ？ S は曉 一す るな り。 首 を 知る i は、 K 下の H 其の 现 

る」 な，. 君子 は さるな t も 究め 明かに して 其の 是^め 然る 所以 を識ら すと いふ こと 力き なり。^ 中と は 

時として 之れ に 中る ある を 謅 ふ。 億 は 意 を 以て 瑞度 

するな h -。  51 度して 中る i き は、. 道理の 致に * す。 

叉 曰 はく、 心 は 至って 重し、 雞犬は 至って 輕し。 雞犬 放てる とき は 之れ を 求む る こ 

と を 知り、 心 放てる とき は 求む る こと を 知らず。 豈 其の 至輕を 愛して 其の 至 重 を 忘れ 

んゃ。 思 はざる のみ。 今 世の 人 其の 當に樂 しむべからざる 所を樂 しみて、 其の 當に樂 

しむべき 所を樂 しまず、 其の 當に慕 ふべ からざる 所 を 慕 ひて、 其の 當に慕 ふべき 所 を 

慕 はず" 皆輕 重の 分 を 思 はざる に 由るな り。 

又 曰 はく、 人 ありて 無心 を說 く。 曰 はく、 無心 は 便ち 不是 なり、 只 だ當に 無二 私心 I 

と 云 ふべ し。 

問 ふ、 人の 形 體に限 量 あり、 心に 限 量 あり や 否や。 曰 はく、 心の 形 を 論ずる とき は 

安ん ぞ限 量な きこと を 得ん。 叉 問 ふ、 心の 妙 用に 限 量 あり や 否や。 曰 はく、 自ら 是れ 

人に は 限 量 あり。 有限の 形、 有限の 氣を 以て 苟も 之れ に 通 i ま ^ ずるに 道 を 以てせ ずん 

ば、 安ん ぞ限 量な きこと を 得ん。 孟子 曰 はく、 「其の、 むを盡 せば 其の 性 を 知る」 と。 


心 は卽ち 性な り。 天に 在って は 命と 爲し、 人に 在って は 性と 爲し、 其の 主たる 所 を 論 

ずれば 心と 爲す。 其の 實は只 だ是れ 一箇の 道な り。 苟も 能く 之れ に 通ず るに 道 を 以て 

せば、 叉 豈限量 あらん や。 天下 更に 性 外の 物な し。 限 量 ありと 云 ふが 若き は、 是の性 

を 除きて 外に 物 ありて、 始めて 得ん。 

問 ふ、 日中に 爲すを 欲せ ざり し 所の 事 を 夜 多く 夢に 見る は 此れ 何の 故ぞ や。 曰 はく、 

只 だ是れ 心の 定まら ざれば なり。 今の 人 夢に 見る 所の 事 は 豈特だ 一 日の 間に 有する 

所の 事な らん や、 亦 數十年 前の 事 も 夢に 之れ を 見る 者 あり。 只 だ 心中 舊と 此の 事 ある 

が爲 に、 平日 忽ち 事 有る とき 此の 事と 相 感じ、 或は 氣相 感じて 然して 後に 發 出し 來る 

なり。 故に 白日に 憎惡 する 所の 者と 雖も亦 時に 夢に 見る こと あり。 譬 へば 水の 風に 激 

せられて 浪を 成す が 如し、 風旣に 息んで 波猶ほ 询 湧して 未だ 巳まざる なり。 若し 存養 

てい  ォ  こ  きざし 

久しき 底の 人 は 自ら 此の 如くなら ず。 聖賢 は 這箇の 夢な し。 只 だ 朕 兆 あれば 便ち 夢に 

あら は  す 

形る るな り。 人に は氣淸 みて 夢な き 者 あり、 亦氣昏 くして 夢な き 者 あり。 聖人の 夢な 

き は氣淸 めばなり。 人 困し むこと 甚 しき 時 は 更に 夢な きが 若き は、 只 だ 是れ昏 氣蔽隔 

して 夢み る こと を 得ざる なり。 孔子が 周 公 を 夢み るの 事の 若き は， 常人の 夢と 別な り。 


(一) 語錄に 

出づ、 又 近 思 

錄道體 類に あ 

(二) 朱 子 語 

想卷 九十 八に 
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人 夢寐の 間に 於ても 亦 以て ftl 家舉ぶ 所の 淺深を 卜すべし。 夢寐 敏 倒の 如き は、 卽ち是 

れ心志 定まらず、 操； 1^ 固から ざるな り。 

問 ふ、 人心 繁著 する， 所の 事 則ち 夜 夢に 見 るるとき は、 著す る 所の 事 善 なれば、 寡 

に 之れ を 見る 者 は 害 あらざる なきや 否や。 s はく， 是れ 善事と 雖も心 亦是れ 動ず。 凡 

そ 事 朕 兆 ありて 夢に 入る 者 は 却って 害な し。 此れ を捨 いて は 皆是れ 妄動な り。 成 ひと 

曰 はく、 孔子 嘗て 夢に 周 公 を 見る、 當に 如何と。 曰 はく、 此れ 聖人 誠を存 する 處 なり。 

聖人 は 周 公の 道 を 行 はんと 欲す、 故に 一 夢寐と 雖も周 公 を 忘れず。 旣に衰 ふるに 及ん 

では 道の 行 ふべ からざる こと を 知る、 故に 復た 夢み ざるな り。 然れ ども 所謂 夢に 周 公 

を ると は、 豈是れ 夜々 に 周 公と 語る ことならん や。 人の 心は須 らく 定めて 他れ を 使 

ふこと を 要すべし。 思 ひの 時に 方に 思 ふ は 乃ち 是れ なり。 今の 人 は 都て 心に 由る。 曰 

はく、 心 は 誰か 之れ を 使 ふ。 曰 はく、 心 を 以て 心 を 使 ふ は 則ち IH- なり。 人心. {Z: ら 山れ 

ば 便ち 放し 去る。 


張 橫渠曰 はく、 心 は 性情 を統 ぶる 者な 


朱 子- 


曰 はく、  と は是れ 主宰す るな 


性 は 心の 理。 情 は 心の 用。 心 は 性隋の 主な り。 孟子の 仁人 心 也 も 乂惻隱 之 心と 曰 ふ 


性情の 上 都て 箇の 心の 字 を 下す。 (以て) 心が 性情 を統 ぶる の義を 見るべし。 

c』 一) 張橫渠 叉 曰 はく、 其の 心 を大に するとき は 能く 天下の 物に 體す。 物 未だ 體 せざる あれば、 

心 は 外 有りと 爲す。 世人の 心 は 見聞の 狹 きに 止まる も、 聖人 は 性を盡 して、 見聞 を以 

て 其の 心 を 梧せ ず、 其の 天下 を視る こと 一物と して 我れ に 非ざる はなし。 朱 子 (£ はく、 

體は猶 ほ體認 の體の ごとし。 自身 を將 つて 事物の 中に 入り、 其の 理を 究め 見るな り。 

又 曰 はく、 只 だ是れ 私意 あれば、 便ち 內外扞 格し、 只 だ 自身の 上の 事 を 見得して、 凡 

あ-つか 

そ 物 皆 己れ と 相關る こと を 得ず、 便ち 是れ外 有る の 心なり。 ータ曰 はく、 心大 なるとき 

メ、 るし 

は 百 物 皆 通じ、 心 小なる とき は 百 物 皆 病む。 は？ Igssn は融ま S は 

となら ざ る 

なし、 云々。 

又 曰 はく、 心淸む 時は少 く、 亂 るる 時 は 常に 多し。 其の 淸む時 は視る こと 明に 聽く 

こと 聰 なり。 四 體覊束 を 待たず して 自然に 恭 謹す。 其の 亂 るる 時 は 是れに 反す。 此の 

如き は何ぞ や。 蓋し 心 を 用 ふること 未だ 熟せず、 客 慮 多くして 常心少 ければ なり。 習 

俗の 心 未だ 去らず して 實心 未だ 完 から ざれば なり。 朱ョ曰 はく， 橫渠大 段 功夫 を 弔 ひ 

- お ほむね 

來る， 說き 得て 更に 精 切なり。 又 曰 はく， 客 慮 は 是れ泛 々底の 思慮に して、 習俗の 心 

道 源  一 八 九 
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は 是れ從 來習染 偏 勝 の 心なり。 實心 は是れ 義理 の 心な り 。 

又 曰 はく、 心 を 正しう する の 始は當 に 己が 心 を 以て 嚴師 と爲 すべし。 凡そ 動作す る 

所 は 則ち 懼 るる 所 を 知る。 此の 如き； J と 一 二 年、 守り 得て 牢固なら ば、 则ち. n: 然に心 

正し からん。 又 曰 はく、 機 事 を閲る ことの 久しき とき は、 機 心 必ず 生ず。 蓋し 其の 閱 

る 時に 方って 心 必ず 喜ぶ。 旣に 喜ぶ とき は、 種子 を 種 ゑ 下す 如し。 §1 化 细^" IJ^ISS!- 

者 は 必す機 

心 ありと。 

1 . (15  . 

周 子 曰 はく 孟子の 曰 ふ、 「心 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし」 と。 予謂 へらく、 心 

を 養 ふ は 寡う して 存す るに 止まらざる のみ。 蓋し 焉れを 寡う して 以て 無に 至る。 無な 

ると き は 誠 立ちて 明 通ず。 誠 立つ は 賢な り、 明 通ず るは聖 なり。 朱 子 曰 はく、 誠 立つ 

と は、 實體. の 安固なる を 謂 ふ。 明 通ず ると き は實用 流行す。 立 は 三十 而立の 立の 如し- 

通ず ると き は 則ち 惑 はず 命 を 知って、 耳順 ふに 鄕 ふなり。 或 ひと 問 ふ、 孟子と 周 子の 

言と 果して 以そ 異なる こと あり や。 曰 はく、 孟子の 所謂 欲 は 耳目 口 鼻 四^の 欲 を 以て 

し、 人の 無くす る 能 はざる 所な り。 然れ ども 多くして 節する ことなき とき は、 心の 害 

を爲 す。 周 子 は 心の 欲に 流る る 者 を 指す、 是れは 則ち 有るべからざる なり。 指す 所 y 


000 淺 深の 不同 あり。 然れ ども 孟子の 寡欲に 由る とき は、 以て 周 子の 無欲 を盡 すべし。 明 

而立、 S 十而 道 曰 はく、 「心 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし I とい ふとき は 、、い 自ら 誠と なる。 荀 子が 

T レ惑、 £ 十而  -  >  -1 P  フ I  7 

SITU^^S 言 はく 、「心 を 養 ふ は 誠より 善き はなし」 とい ふとき は、 旣に誠 あり、 叉 何 を か 養 はん。 

HI 一 i 所/ほ 此れ 巳に 誠 を 知らず、 叉 養 ふ 所以 を も 知らざる なり。 

あり 

朱 子 曰 はく、 心の 虚靈は 限 量 あるな し- 六合の 外の 如し。 之れ を 思へば 卽ち 至る、 

千 百世の 已に往 きしに 前 だつ もの も、 千 萬 世の 方に 來 るに 後る る もの も、 皆目 前に 在 

り。 人 利欲の 爲に昏 まされて、 此の 理を 見ざる 所以な り。 

叉 曰 はく、 天道 流行し 魔 化 £1 造化 發 育して、 gv^gl 凡そ 聲色貌 象あって 天地の 間 

に盈 つる 者 は、 皆 物な り。 旣に是 の 物 あれば、 則ち 其の 是の 物た る 所以の 者 は 各- 當 

然の則 あらず とい ふこと なくして、 自ら 已む容 からざる なり。 是れ皆 天の 娬 する 所 を 

得た る ものにして、 人の 能く 爲す 所に 非ず。 今且く 其の 至って 切に して 近き 者 を 以て 

あるじ 

之れ を 言へば、 心の 物た る や、 實に 身に 主として、 其の 體は 仁義 禮智の 性 あり、 其の 

用 は惻隱 • 羞惡 • 恭敬 • 是非 わ 情 あり、 渾 然として 中に 在って、 感に隨 つて 應ず。 各- 

つかさと ころ 

主 どる 攸 あって 亂 るべ からざる なり。 次いで 身の 具 ふる 所に 及ぶ とき は 口 鼻 耳目 四 K 
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の 用 あり、 又 次いで 身の 接 はる 所に 及ぶ とき は 君臣 . 父子 • 夫婦 • 長幼 • 朋友の 常 あ 

り。 是れ皆 必ず 當然の 則あって 自ら 已む容 からず。 所謂 理 なり。 外にして 人に 至って 

は、 人の 理も 己れ に 異ならず、 遠くして 物に 至って は、 物の 理も 人に 異ならざる なり。 

あ 其の 大を 極む.^ とき は、 天地の 運、 古今の 變も 外なる 能 はず。 小を盡 すと き 

は、 一 塵の 微、 ー息の頃も氪す能はず。 ？？き？れほー：^；^^^^^：^^？^^-な^现，の？；- 

れ蔵絵該；^ま！；^^^；^^^^^？磨續^ま？及，鍾懸！！^是れ乃ち 

上帝 降す 所の 衷、 跳 "きれ： J 。承 ii- る 所の &ね、 ■sag 化い 劉 子が 所謂 天地の 巾- 

左 公 十三 f、  成肅 公、 齊 侯に <?! して 奏を ほつ。 子、 脤を； ffl に 受けて 不敬な り。 sffnt く、  rs,e>J  ,-J,=s:、  ^ 

は 天地の 中 を 受けて 以て 生す、 i 命な り。 是を 以て 動作に i 威 S の 細お ^ び ぉ定む sssc-i 者 「ゆ f ん； 以^ 

紅、 て- ll£sfj。 夫子の 所謂 性と 天道と， 子 思の 所謂 天命の 性- 孟子の 所謂 仁義の 心、 

擎 の 所謂 天然 自有 の 中、 g& は き： 、つ if 

お き！ 露き 醫 れ； 口 1 り。 擎が所 I 

物の 一 原、， 雜； fetsli 纏 簡 ssi- 邵 子が 所 I の 

形體 5。 子 性？ I？ 形 L 子 ほ r は (liasfn に 謂 f のな り。 但だ 其の 氣 質に 淸濁偏 正の. 殊 なる あり.、 物 

欲に 淺深 厚薄の 異なる あり。 B 疋を 以て 人と 物と、 賢と 愚と、 相 i に 懸絶して、 间 じき 


h た附 ー卷 こと 能 .1  二. ごる のみ。 問 ふ、 衷を 降し、 桑 を秉る Q 一  段、 其 G 名 は 異なりと 雖も、 之れ を 要する 

は語錄 なり  - 

に 皆是れ 一 理 なりつ 朱 子の 曰 はく、 誠に 是れ 一 理. なり、 豈分别 な かるべ けんや C 須ら， 、各-其 

Q 名字 訓義 Q 異なる 所以 を曉 るべ し、 方に 其の 所謂 同じき を 見ん。 衷 Q 字 は 只-だ 是れ箇 の 無過不 

(七 一 

(七) ー副當 及 Q 中に して、 是れ售 の 恰好 底 Q 道理な り。 天、 人物 を 生ずる や、 箇々 に 一 副當の 恰好に して 無 

ほ i 力！： 一 S にして、 

一種のと いは 過不及の 道 里 ありて、 降して 爾に輿 ふ。 今の 人 折衷と 一 百 ふ。 衷を 折す と は、 中 を 以て 則と 爲 して 

んが 如し  、 

^^,^00 其 Q 正 を 取るな り。 (Is^k 民 を 生ず、 物 あれば 則 ありと。 則 Q 字 却つ 一-中の 字に 似た リ。 天の 此の 

に； P づ  .-i ひ 

.  物 を 生ずる、 必ず 箇の當 然の則 ぁリ。 故に 民 之れ を 執りて 以て 道と 爲す。 此 Q 懿德を 好せ ざ 

るな き 所以な リ。 衷を 下民に 降す と。 緊要 は 降 Q 字 Q 上に 在リ。 故に 天より して 之れ を 一 百 ふとき 

は 衷 を 降す と 謂 ひ、 人此 Q 衷 を 受くる よ り し 一 、 言 ふ と き は 之 れ を 性 と 謂 ふ" ^  >. 據 -り 來 る M と 受 

くる とに 緣 つて 言 ふなり。 問 ふ、 彝 にして 秉 ると 言 ふ は何ぞ や- 曰 はく、 渾然たる 一 理 吾が 心 

に 具 はりて 移し 奪 ふべ からざる， -と、 秉リ 執る が 若く 然り。 問 ふ、 劉 子が 云 ふ 天地 0 中と ai- 子の 

云 ふ 天然 自有 0 中と、 此 Q 中 0 字 は 同じき や 否や。 曰 はく、 天地 Q 中. に是 れ未發 Q 中、 天然 自有 

C 中 は 是れ時 中な り。 天地 0 中. 11 是れ 道體を 指し、 天然 自有 0 中 tS 是れ 事物 0 理を 指す。 又 曰 は 

, ， 性と 天道と は、 性 は 便ち 是れ 自家 底、 天道 は Is- ち是れ 上面の 蹈子、 其 Q 流行 は是れ 天道に し 

て、 人 之れ を 得て 性と 爲す。 又 n はく、 諸 先生 這 0 道理 を說 く、 邵子說 き 得て 最も 實を 著，、。 這 

道 源  一九 三 
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の 道理 空虚に して 形影な し。 惟 だ 是れ性 は 道の 形 體と說 く は、 却って 實を 見得す。 只. だ 諸れ を： 赍 

が 身に 反して 之れ を 求む。 れ實に 這の 道理あって、 還って 是れ 這の 逬理 なし。 故に 常に 之れ が 

爲に說 いて 曰 はく、 此の 道の 實有を 知らん と 欲せば、 之れ を當 に！ が 性分の 內に 求むべし。 邵子 

忽ち 擎壤 築の"：^ の內 より 幾 句 を說き 出で て 云 はく、 「性 は 道の 形體 なり、 心 は 性の 郛- 邪な り、 身 は 

心の 區 字な リ、 物 は 身の 舟 車な リ」 と。 此の 說 極めて 好し。 又 曰 はく、 氣赏の浩^^正とは正^^- 

の 中の 語に 本づ く。 亦是れ 人物の 贤 不竹智 a- を將 つて 相對 して 分って 之れ を 言 ふこと 此の 如し" 

若し 大概に して 論ぜば、 人は涛 くして 物 は-ぬる、 人 は 正しう して 物 は 偏な り。 乂 細かに 之れ を 論 

ぜば、 智は 乃ち 涛 Q 淸、 賢 は 乃ち 正の 正、 愚 は 乃ち 淸 の^、 不 -：：： は 乃ち 正の^ にして、 ^子が 所 

謂 物 は 人の 性に 近き 者 あり、 又 獨の淸 なる、 偏の 正なる 者な り。 物欲の 淺 深厚 叩 S は 乃ん 通じて 衆 

人の 爲 にして 盲 ふ。 西 山の眞 氏 曰 はく、 詩に 彝を秉 ると 謂 ふ。 言 ふこ ころ は、 衆 民 *1 此の 常の 理 

を # ^り 執る となり。 孟子に 仁義の 心と 謂 ふ 。言 ふこ ころ は、 人旣に 陰陽の理 を 得て 以て 性と！^ す 

とき は、 自然に 仁義の 心 ありと。 只 だ 仁義の 二字 を擧 ぐる は、 仁 は禮を ね、 義は智 を 化 ぬれば 

なり。 ^は 是れ 仁の 著 はれ、 智は是 れ義の 蔵な り。 子の 所謂- 大然の 中 は、 言 ふこ ころ は、 凡そ 

百の 事物 箇の 恰好 底の 道理 ありて、 過 あるべからず 不及 あるべからず、 張子が 所謂 「^^物流出 

する、 百 川の 一 原 を 同じう す」 の 如し。 其の 理の 同じき を 以ての 故に、 一人の 心 を 以て 天 


下 萬 物の 理に 於て 知る 能 はずと いふ ことなし。 其の 稟の 異なる を 以ての 故に、 其の 理 

に 於て 或は 究 むる こと 能 はざる： 所 あり。 理 未だ 究 まらざる あるが 故に 其の 知盡 さざる 

こと あり。 知盡 さざる あるとき は、 其の 心の 發 する 所 必ず 義理に 純に して 物欲の 私 を 

雜 ふること なしと いふ こと 能 はず。 此れ 其の 意 誠 あらざる こと あり、 心 正しから ざる 

こと あり、 身 修まらざる こと ありて、 天下 國家 得て 治むべからざる 所以な り。 昔は聖 

人 蓋し 之れ を 憂 ふること あり、 是を 以て 其の 始敎に 於て 之れ が 小 學を爲 して、 之れ を 

して 誠 敬 を 習 はしむ ると き は、 其の 放心 を收め 其の 德性を 養 ふ 所以の 者已に 其の 至り 

を 用 ひずと いふ 所な し。 fligs- 其の 大學に 進む に 及ぶ とき は、 叉 之れ をして 夫の 事 

物の 中に 卽 きて、 其の 知る 所の 理に 因って 推して 之れ を 究めて 以て 各！ 其の 極に 到ら 

しむる とき は、 吾が 知識 も 亦 得て 以て 周遍精 切に して 盡さ ずと いふ ことなし。 其の 力 

を 用 ふるの 方の 若き は、 則ち 或は 之れ を 事 爲の著 はれた るに 考へ、 或は 之れ を 念 慮の 

敎 ヒるこ y 問 ふ、 事 爲に關 る 者 は 念盧に 外ぎ すして、 念 慮に 人る 者 は往々 皆是 れ事爲 なり。 此に 分って 二 項と 爲 

f れ -K? に t ク月し す 意 如何。 朱 子の 曰 はく、 固に 是れ §g て 相関る。 然れ ども 也た 外に 在る を 做す 底 あり、 也た 念盧 方に 

禱く底 あり。 念 慮 方に ft く は 更に 須 らく 那箇は 是れ正 不正と 辨 別すべし、 這れ ロハ だ 始末の 上に 就いて 大約 此の 4^ まク 

如しと 說 くたり。 問- r 只お 著 はれた ると 微れ たるとの 上に 就いて 看ん か *^ 曰 はく、 筒の ii. あり、 箇の徴 あり。 Is^slIM ォ 

を 文字の 中に 求め、 或は 之れ を講 論の 際に 索む。 贩 身心 性情の 德、 人倫 日 
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m の 常より 以て 犬 地 鬼神の 變、 鳥獣 草木の {=:• に. や-るまで、 c: ら 其の 一物の 中、 以て 其 

の 常に 然るべ き 所に して 已む容 からざる と、 其の 然る 所以に して 易 ふべ からざる 者と 

を Ink- る こと あらず とい ふこと 莫 からしめ、 必ず 其の 表裏 精粗 盡さ ずと いふ 所な くして- 

叉 益. - 其の 類 を 推して 以て 之れ に 通ず。 一 日脫然として^通に1^-るときは、 大 下の 物 

に 於て 皆 以て 其の 義理の 精微の 極まる 所を究 むる こと あり、 而 して 吾が 聰明^ 智も亦 

皆 以て 其の 心の 本體を 極む る こと ありて 盡さ ずと いふ ことなし。 朱子闩 はく、 个 S 人 未 

だ 嘗て 當に 然るべ くして 已む容 からざる 者 を 看 見せず、 ：： ハだ „li- れ上 (而) に 就いて  一^の 奸惡を 

(一) 八：： の 較量す るの みつ 1H; に 這の 底 は 是れ 我れ 合 當に爲 すべき こと を 見得す るが 如き は、 .E ら ヒ むべ から 

二 字 にて、 $5  ,  (二 

然：： すべき、 ざる 所の 者 あり。 臣 と.， 爲ては 必ず 忠す るの 如き、 口 y れ謾" に說 いて 此の 如きに 非ず。 蓋し 臣と爲 

又は 正に：： 

れ^す るの^ て は 以て 忠 あらざる ベから ざるな り。 子と 爲ては 必ず 孝と いふ も、 亦れ 凡れ りに 說ぃて 此の 如き 

に 非ず、 蓋し 子と 爲ては 以て 孝なら ずん ば あるべからざる なり。 問 ふ、 然る 所以に して ふべ か 

ら ざる 者と は、 是れ理 や-指して 言 ふつ- 當に 然るべき 所に して 已む容 からざる 者と は、 れ 人心 を 

指して 貢 ふや 否や。 闩 はく、 下の句 は：： ハ. だ 是れ事 を 指して 言 ふ。 《v 事 W に 常に 然るべき 所に し 

て 「しむ 容 からざる 者 あり、 然して 又 當に其 0 然る 所以の 者 は 何の 故ぞと 求むべし. 其の 然る 所以 

の 者 は 理 なリ。 理は ny の 如し。 故に 易 ふべ からず。 又 人 赤子の 丼 に 入る を兒 て^ 渊 I：：】 の 心 あ 


るが 如し。 此れ 其り 事當に 然るべきが 如，.、 にして、 已む { 好かん ざる 者な リ。 然して 其の 此の 如き 

か. U ち 

所以の 者 は 何の 故ぞ、 必ず 鐘の 道理 あれば なり。 陳氏曰 はく、 身に 在って は 謂 ゆる 手の 容合當 に 

恭しくすべく、 足の 容合當 に 重し くすべき の 類、 心に 在って は 體合當 に 寂に 用 合當に 感ずる の 類 

の 如き、 性 は、 仁 は 合 富に 愛し 義は合 當に斷 ずるの 類の 如き、 情 は、 赤子の 井に 入る を 見れば 合 

富に 惻隱 し、 大. M 客 を 見れば 合當に 恭敬す るの 類の 如き、 人腧 は、 君 は 合當に 仁に 止ま リ、 臣は 

合當に 敬に 止まる の 類の 如き、 日用 は、 居處は 合當に 恭しくし、 事 を 執れば 合當に 敬す るの 類の 

如き、 天地 は、 ：大に 合當に 高く、 地に 合當に 厚き が 如く、 鬼神の ニ氣 は、 陽 は 合當に 伸び、 陰 は 

合當 に： W する が 如き、 鳥獸 は、 牛 は 合當に 耕しお は 合 當に乘 るが 如き、 草木 は、 恭は 合當に 生じ 

秋 は 合當に 殺す る 等の 類の 如き、 皆理 ありて 其の 間に 存 するな リ。 朱 子 曰 はく、 盡 すべかん ざる 

者 は 心の 事、 盡 すべき 者 は 心の 理 なり。 理 旣に盡 きて 後 は、 謂 ゆる 一物 初め 曾て 識ら ざるが 如き 

も 面前に 來到 すれば 便ち 此の 物を識 得す、 吾が 心の 理を盡 せば な り 。 

ニー  > 

(二) 張 34  張 南 軒 曰 はく、 學 問の 道 は 放心 を 求む る を 以て 主と 爲す。 然して 心は豈 人に 遠から 

ここ  きざし そく 

んゃ。 其の 放 を 知って 之れ を 求む ると き は、 是に 在り。 所謂 放 は 其の 幾 間 息 を容れ ず。 

故に 君子 は 造次に も 克く念 ひ戰兢 して 自ら 持す。 其の 放を收 めて 之れ を存 する 所以な 

り。 之れ を存 する こと 久しき とき は、 天理 寝 や 明かに して、 是れ 心の 體將に 周流して 
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れ 厥れ て i^::: 禹:: ： 
しの一. _ ^の C 誤 二 

と 由に 惟 語 に 
あご 、れに 前 出番 

り を 允 精 15 出づ 
執に 惟 い 大 
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蔽 はるるな し。 堯 *舜. 禹相 授受の 際 を 以て 獨だ曰 はく、 「人心 惟れ 危く、 道心 惟れ 微 

なり」 と。 心豈 二つ あらん や。 之れ を 放っとき は、 人心の 危極り あるな し。 其の 放 を 

知って 之れ を 求む ると き は、 道心の 微豈 是れに 外な らん や。 故に 之れ を 精一 にす る を 

貴ぶ のみ。 

(三) 孟子 公 

孫 丑上篇 第二 

rs) 孟子 集 公孫 a 問 曰， 夫子 加 ニ齊之 卿相 T 得 レ行レ 道焉、 雖ニ 由レ此 霸王； 不, 異 矣、 如， 此則 

動 レ心否 乎、 孟子 曰、 否、 我 四十 不レ動 レ、. ^、 

ヽ， マ)^!; U 曲  (En  は. n う 

の 上に" rs 朱 子 曰 はく、 孟子 若し 位 を 得て 道 を 行へば、 此れに 由って 伯 王の 業 を 成 十と 雖も、 

十日」 sr.m 仕」 

r セ 1 づ朱子 語 亦 怪しむ に 足らざる も、 任大 にして 责重 きこと 此の 如き は、 亦 恐懼 疑惑す る 所あって、 

^-D  \^^B^^t^o  w 峯の饒 氏 日 はく、 恐惧 疑惑の 四 字 は是れ 心の 動く 所以 を說 くと 雖も、 然も 恐 は a れ下 

9! つ。 又 「^  丄 を衝 力ま」/ ふ 文の 簽レ氣 の 張 本たり。 疑惑の ネは 是れ下 文の 知 レー 百の 張 本たり。 之れ を 要するに SS1_5 せす して 

王の 事大な り、  で 、一 

恐らくは,^,^  然して 後に 恐惧 せす。 故に 心の 動 を 論ずる とき は、 恐惧を 以て 先に 居り、 y<  4-Mi^ilt  二  \こきニャ|^1、--4&51た 

§の事を|^し 心の 動かざる 所以 を 論す ると き は、 又 疑惑す る 所な きを 以て 先に ST る。 匹リ！^！^仕にして君！^？：^^明カに德立 

S 。ざお^ 7 つの 時な り。 孔子 四十に して 惑 はずと いふ は亦不 レ動レ 心の 謂な り。 ^SJgsJ へす S き Si 噃 

動かさん」 と 動 やて 皆 義に八 "へば 長 怯す る 所な し。 盛 位に 當 りて 大道 を ほふと 雖 も， 亦 沛然と して 其の 車な き 听を行 ふの み、 何ぞ 心の 勑 くこ 

出づ。 過ぎす と 力 之れ あらん。 易に 所 IS 「其の 行 ふ 處を疑 はす」 と は 蓋し 此の 如し。 而 して 孔子の 惑 はすと いふ も 亦 其の 《 なり。 公孫 丑け. £ 

ノリ 子が 脚 ま I を W て 其の 心 を 動かす と 謂 ふに ます。 謂へ らく、  干-の 事 尺な り。 孟子 SUlS し 過ぎ 

せす の 1k〕 なり す、 疑惧す る 所あって 其の 心 を^ かさん こと を るの み。 知らす^&干：^*.-しき閣《に^5,0--とな、 


曰、 若， 是則 夫子 過 二 孟賁 d 迷矣、 曰、 是不， 難、 吿 子先レ 我不， 動， 心、 

^1 孟子 集 朱 子 曰 はく • 孟賁は 勇士な り。 吿子は 名は不 害。 孟賁は 血氣の 勇な り。 丑 蓋し 之れ 

を 借りて 以て 孟子 不動心の 難き を贊 す。 孟子の 言 ふこ ころ は、 吿子は 未だ 道 を 知る と 

爲 さざる に、 乃ち 能く 我れ に 先んじて 心 を 動かさ ざれば、 此れ 未だ 難しと 爲 すに 足ら 

ずと なり。 

〈クル r サヲ リャ  ハク リ ふ 小クキ ユウ ィゥ フ ヲ  ハダへ タ ハマ r  !•  If?  マジ ガ - 

曰， 不 ，動 レ心 有， 道 乎、 曰、 有、 北宮 1 之 養 i 也、 不二 膚撓； 1 刺 不二 目 逃； 0 

UH  I フー 一 テ  ヲ ハジ カシ メラ ルル ハ 二 お」 £3 シ タル ルレ ヲ  二  ケ カツ クワン パク- -モ— 1 

90 思 以ニ 一 毫 き- 於 人 一 1  碰、 若. 撻ニ 之 於 市 朝 一 不. 受 ニ於褐 寬博ー S 

レ大受 之 者ぶ、 不 之 其服*,- 不 亦 不レ受 二 於 萬乘之 君" 視. 刺， 禽乘之 君； 若. 刺こ褐 夫； 侧、 殺 4 ぶ  1" 

諸 HI; 惡聲至 必反 之、 3^3^. 孟施舍 之 所 ノ養ボ 也- 視レ f^Ki  J> し、 

な, tsg、 曰、 ^敵而 I 進、 慮 k 而 t 會、 曰き 二三 も 一 者 也、 聽 S レ Isiim き 1; き認； 

0§ き 舍豈能 爲-ー 必勝- 哉、 能 無 ，惧 而 已矣. 而之不 士き以 Sf# 孟施ぁ 曾 r^; 北宮 1 

一- - -) 朱 子  タリ  一一  レ  ハ ダラ ノレ 力 レルヲ シテ  ハ (九) レリ ヲ 

-： ネー 一 似 二子 夏； 夫 二子 之 勇 未 A 知 二 其 孰 賢； 然而 孟施舍 守， 約 也、 

」 子 夏 

張讓第 リ 朱 子 曰 はく、  ^は 務めて 人に 敵し、 舍は 専ら 己れ を 守る。 子 夏 は 篤く 聖人 を 信じ、 

.1 ヽな つ .c をつ  こ  (ョ)  二 

-ンノ  りい r  ョ |4-ま 一又つ C 者- L トー ni I こ 4iJ^  "リ。 問 ふ、 子 夏 篤く 聖人 を 信す る を。 朱 子 曰 はく、 這 1 れ事實 なしと 雖も、 但だ 

つけたる なり f nJ:slBU^ て誇ォを5ォに，1^^も 他れ の 言語に、「 日に 其の 亡き 所 を 知り、 月に 其の 能くす る 所 を 忘お る こ" が 

こ u 
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見類註に曰ね^^ 
ゆ 卷記出 は 本；;; 
五 はで 孟 行 
十 朱 '子の 以 
二子 細 集 朱 下 

に 語 字 註 子 


2 置 卷之 二  二 00 

^ss^^r0^ui^M^^§ 故に 二子と 竹 子 . 子 f 练 

倫に 非ず と雖も * 然も 其の 氣象を 論ずる とき は、 各 ~ 使れ る 所 あ"。 & はは 射 ほ 勝の ご 

i きなり。 約 は 要な り。 言 ふこ ころ は、 二子の を 論ずる とき は、 未だ 誰が 膨れる 力 

を 知らざる も、 其の 守る 所 を 論ずる とき は- 舍は黝 に 比して 其の 要 を 得たり と爲 すな 

yl!^ 五 ffl 語 り。 問 ふ、 如何 かれ 几れ 孟施舍 が 約 を. >る 處ぞ〕 朱 子 iw はく、 北 宮糊は 便ち 人に 勝，.： 施 今よ：：、 

だ是れ 能く^る るな きこと を 知る のみ。 勝たざる こと を る こと 射 ほ 勝つ がごと きなりと. 1"..- 

如し。 此は是 れ孟施 舍自ん 其の 勇 を 言 ふこと 此の 如し。 孟子 此の 二 ぞの勇 を 言 ひて、 未だ 其の 執 

れが 勝れる こと を 知らざる も、 但だ孟 施舍は 守る 所 其の 耍を 得た リと〕 蓋し 其の 勇の 執れが 勝る 

こと を 論ぜず して、 似 だ 其の 守リの 孰れが 約なる か を 論じ、 且つ 二子の. 甘子 • 子 夏に 似た る は、 

直に 其の 氣を 守リ勇 を 養 ふの 分量 淺 深が 似た る 所 あ リと爲 す を 以てする のみ。 其 の德を 以てせ 

んゃ〕 . 

昔者曾子li子襄，日、子好，^^乎、\^l£^「-大：ぁ於夫^f:,矣-  ^"，瓶，， 褐 s^; 

吾不， 惴焉、 自反而 縮、 雖，， 千 萬ん， 吾バ i^i 犬- 

(二)  ここ 

朱 子 曰^く 此は曾 子の 勇 を 言 ふなり。 子襄 は贫 子の 弟子な り。 夫子 は 孔子な り。 


縮 は 直な り、 惴 は恐惧 するな り。 往は往 いて 之れ を 敵と するな り。 ti-ss:; を s^s^s 露 

に 、動かざる は、 ロハ だ 方寸の 間に 在り。 若し 仰いで 愧ぢ す、 俯して ぢ ざれば、 如何に 大 なる 利害 を 看る も、 皆 以て 之れ を 易 ふ 

るに 足らす、 若し 一毫 も K からざる あれば、 此の心便ち索然たり。 ^^;*舍は是れ死を長れすして心を動かさチ、 吿子 は是れ 義理 

も， 認めす して 心 を 動かさす。 «3 子 は是 

れ自ら 反して くして 心 を 動かさす。 

孟施舍 之 守 X 氣、 叉不レ 如， 二 曾 子 之 守 U 約 也， 

朱 子 曰 はく、 言 ふこ ころ は、 孟施舍 は 曾 子に 似たり と雖 も、 然も 其の 守る 所 は 乃ち 

一 身の 氣 なれば、 叉 曾 子が 身に 反み て 理に循 つて 守る 所 尤も 其の 要 を 得た るに 如かず 

み な も と  ここ 

となり。 孟子の 不， 動， 心 は 其の 原 蓋し 赴に 出づ。 下 文に 之れ を詳 にす。 朱 子 曰 はく、 孟 

子 は、 w 子が 子 襄に謂 ふの 一段 を說 いて、 巳に 自ら 盡し r る。 只-だ 公孫 丑 問 ひ 得て 了る 期な きが 

爲の 故に、 後； € 許 多の 說 話ぁリ C 此の 一段 は 他れ に轉換 して 問 はるる が爲 に、 答へ 得て 周 K なる 

所以な り。 然して 前段に 就きて 語脈 氣象を 着れば、 後截 なしと 雖も、 亦 自ら 見るべし。 前の ー截 

已に. R ら 見得れば、 後而許 多の 意思 足る。 乂曰 はく、 守 約 は 只 だ是れ 守る 所の 約なる なり" 言 ふ 

こころ は、 北 宫黝の 守氣は 孟施舍 が- >氣3 約なる に 似かず、 孟施舍 Q 守 氣は乂 曾 子が 守る 所の 約 

な る に 如 か ざ るな り。 孟施 舍は氣 の 上 に 就 い て 工夫 を 做し、 曾 子 は 理の上 に 就 い て 工夫 を 做す し 

曰、 敢 問、 夫子 之不， 動， 心、 與ニ吿 子 之 不-, 動レ 心、 可 二 得 聞 ー與、 吿子 曰、 不レ得 一一 於 一 if 

道 源  二 〇ー 
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勿レ求 一一 於 心； 不レ >.J: 一一 於 心 一 勿， 求 二 於氣； 不， 得 二 於 心 一 勿， 求 二 於氣, 可、 不レ得 二 於 言- 

勿 レイ： ノ あ，.； 於、； -1 不可、 夫 志 氣之帥 也、 氣 體之充 也、 夫 志 fi^ 焉、 氣次焉 、故 日 持 n 其 志 ^ 

レ ゾ ：• 六フ / ヲ 

0. 暴 ニ其氣 T  . 

朱 子 曰 はく、 吿 子の 謂 ふこ ころ は、 言に 於て 達せざる 所 あれば、 當に 其の 言 を舍て 

置いて、 必ずしも 反み て 其の 理を 心に 求めざる べし、 心に 於て 安から ざる 所 あれば、 

當に 力めて 其の 心 を 制して、 必ずしも 更に 其の 助け を氣に 求めざる べし。 此れ 1>、 共 

の 心 を 守って 動かざる の 速なる 所以と なり。 逨は年 未だ 四十なら ざる を IS ふ。 朱 子 H はく- 

告 子の 意に 以爲へ もく、 言語の 失 は當に 直に 之れ を 言に 求めて、 以て れの心 を 動かす に 足ん ざ 

るべ く、 念 慮の 失 は當に 直に 之れ を 心に 求め、 必ずしも 更に 之れ を氣に 求めざる べしと。 蓋し 其 

の 夭 资剛 勁に して 人に 過ぐ る 者 ぁリ、 力めて 能く 堅忍 固執して 以て 其の 一 偏の 見 を，：^ る、 學 正し 

(二 一 

からず と雖 も、 而も 能く 孟子に 先んじて 心 を 動かさざる 所以な リ。 其の 性 を 論ずる 0 數章 を 襯 る 

に、 理！： W し詞究 まると き は、 '其の 說を變 じて 以て 勝 を 取る、 終に 從容 没し- }lm^ 明辨 して 其 

おも： 53 

Q 言 ふ 所の 失に 因って 之れ を 心に le{ み て 以て 至 當の歸 を 求む る こと 能 はず。 此れ 其の 一 百に 得ず し 

て 諸れ を 心に 求めざる の驗 なリ。 又 曰 はく、 告子は 只. だ 個 0 心 を 守り 得 定め 去って 都て 外面 をめ：" 

せず、 是も亦 得、 不是も 亦 得た リ。 孟子 Q 意 は、 是の心 失 ふ 所 あれば、 言に 見 はるる こと、 肝の 


比較し 

れば、 

や/ 取る 意 

に して、 對 

善 を 追求す る 

に 非す、 より 

善き を 追求す 


s) 吿 子の 

仁內義 外の 說、 

ュ2 出 ニー  七 頁 

參照 


(五) 前 出 

EI 七 頁參照 


病の 目に 見 はるる が 如しと 謂 ふ に 相似た リ。 孟子 旣に 其の 言 を 誦して 之れ を斷 じて 曰 はく. 

彼れ の 「心に 得 ずん ば 諸れ を氣に 求む る 勿れ」 と 謂 ふ は、 本 を 急に して 其の 末 を 緩う 

す、 猶ほ 之れ 可なる か。 「言に 得 ずん ば 諸れ を 心に 求め ざれ」 と 謂 ふ は、 則ち 旣に外 

に 失して 遂に 其の 內を 遣る、 其れ 不可なる こと 必 せり。 朱 子 曰 はく、 以下の 文 之れ を觀る 

に、 氣亦 能く 反って 其の 心 を 動かす とする なれば、 氣に 求む る こと 勿れの 說も、 亦 未だ 善 を盡せ 

(三) 

りと 爲 さず。 但だ心 は氣を 動かす の 時 多し、 氣は心 を 動かす の 時 少し。 故に 孟子 は 其れ 彼れ は此 

れょリ 善き を 取る のみ。 一 百に 至って は 口に 發 すと 雖も、 而も 實は 心よ リ出 づ。 內に蔽 陷離究 の 病 

つね 

あるとき は、 外に 詖淫邪 遁の失 ぁリ。 言に 得 ずん ば每に 諸れ を 心に 求む ると き は、 其れ 理を 察す 

る こと 日に 益； 精し。 孟子、 一 百 を 知り 氣を養 ひ 以て 不 レ動レ 心の 本と 爲す 所以 Q 者 は、 此 Q 道 を 用 

ふれば なリ。 而 して 告子は 之れ に す。 是れ 徒ち に 一 百 Q 外に 發 する を 見て、 其の 中よ リ出づ る こ 

と を 知らず。 一 百 を 知ら ざれば 便ち 義を 知らず、 義を 外にす る 所以な り。 其れ 理を 害する こと 深し. 

故に 斷 然として 以て 不可な りと 爲す。 此に 於て 告 子が 不動心 は 孟子に 異なる 所以 を 見るべし、 而 

して 亦豈 能く 終に 動か ざらん や。 然れ ども 凡そ 可と 曰 ふ は、 亦 僅に 可に して 未だ 盡さざ 

る 所 あるの 辭 のみ。 若し 其の 極 を 論ずる とき は、 志 は 固に 心の 之く 所に して， 氣の將 

(五) 

帥たり。 然して 氣は亦 人の 身に 充 fi> する 所以に して、 志の 卒徒 たる 者な り。 慶源 Q 輔 

道 源  二 〇 三 
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氏：： はく、 心 は 知あって、 ：；^は知なしリ ：；^は 1 なるときは能く志を動かすと--ムふと嫩>,-、 然も 大 

机： _ 疋れ氣 は 心に 隨 つて 動く- d 故に 志 を 以て氣 り將 帥と 爲す〕 い  1- は 志の 使 ふ 所に 從 ふこと、 ^^ほ卒 

徒の^^を將帥に^く.がごとし〕 心と 一 百 はずして 志と 一 百 ふ は、 志 は 心 の 1! にして 之く 所の 處 あれば 

なり。 似 だ 志 は 其の 動處に 就いて 盲 ふ、 故に 尤も 切なる の み。 下.： 父 乂-ぉ I： ふ、 「". ルれ； 3- なリ、 .^1 

反って 其の 心 を 動かす」 と。 亦 見つべし レ 心 は 形な くして 氣は あり。 心 を 本と 爲し氣 を 木と 爲 

す と 云 J と 雖 も、 然も 人 の 其 の 身 に 充満して 餒乏 に 至 ら ざ る 所以の 者 は、 货に氣 が^の 卒；^ たる 

に賴リ てな リ。 志に して 而も 氣 なきと き は、 志 使 ふ 所な し、 亦. a ほ將 帥の 而も 卒徒 なきと き は 亦 

虚名なる がごと きのみ。 故に 志 は 固に 至極たり。 而 して 氣は卽 ち 之れ に 次ぐ。 人！； に 常 

に 敬して 其の 志 を 守るべし。 然も 亦 其の 氣を養 ふこと を 致さ ずん ば あるべからず。 蓋 

し 其の 内外 本末 交，. -相 培養す。 此れ 則ち 孟子の 心 未だ 嘗て 必ずしも 其れ 動かさ ずん ば 

あらず して 而も 自然に 動かざる 所以の 大略な り。 

I 曰、 士 ^ 至焉氣 次焉、 叉 曰、 持 M 其 志 1 無， 暴 ，- 其氣, 者 何 也、 nr 志？！：： • 則 動， 菊、 

氣壹 則 動：， 志 也， 今 夫 蹶者趨 者， 是氣 也、 而 反動， I 其心ハ 

朱 子 曰 はく， 公孫 丑 は 孟子が 志 は 至って 氣は 次， ぐと 首 へ る こ と を：：： 几る が 故に 問 ふ。 


低 二 今 文領ニ 

き 铺に卷 

を ふ 股 五 
云 調 落 十 * 
ふ 子 あ 二子 
の り 。語 


此の 如きと き は專ら 其の 志 を 持して 可な らんに、 又 其の 氣を 暴す る ことな かれと 言 ふ 

は何ぞ やと。 壹は專 一 なり。 驟は顚 躓な り。 趨は 走な り。 孟子 言 ふこ ころ は、 志の 向 

ふ所專 一なる とき は、 氣 固に 之れ に從 ふ。 然して 氣の 在る 所專 一なる とき は、 志 も 亦 

1 えつ ご 4\ー  !A€ こ 力 n  S-  50 志 は 心の 之く 所、 故に 向 ふと 言 ふ ベ し。 氣は 則ち 做し 出し 来る 底、 K ち是 V フ 

反って. N,w 力 旁に 力 さる れ向ふ (とい ふ 字 )％ 以て  一一 一一 I ベから す、 ロハ だ 在の 字 4 下す こと^ 得； 5 なり。 人の 

顏蹈趨 走す るが 如き は、 則ち 氣專ら 是れに 在って、 而 して 反って 其の 心 を 動か 十。 所 

以に旣 に 其の 志 を 持して、 而 して 叉 必ず 其の 氣を 暴す る ことな かれと なり。 .fe 子 曰 は 

く、 志が 氣を 動かす 者 は 什が 丸つ にして、 氣の志 を 動かす 者 は 什が 一 なりと。 程 子 曰 

はく、 告子は 言に 得 ずん ば 心に 求む る 勿れと いふ。 蓋し 義の內 に 在る こと を 知ら ざれ 

ばな り。 志 は 氣を帥 ゆ。 其の 志 を持定 して、 其の 氣を 暴亂 する ことな かれと は、 雨つ 

の 事な り。 志專ー なるとき は氣を 動かす、 氣專ー なるとき は 志 を 動かす。 然も 志が 氣 

を 動か 十 こと は 多し と爲 十。 且つ 若し 志 專ら淫 辟に 在らば、 豈氣を 動かさ ざらん や。 

氣專ら 喜 怒に 在らば、 豈志を 動かさ ざらん や。 故に 緊く者 趨る者 は IB- つて 其の 心 を 動 

.lLifJl( 1 )  も  はな は (二  ) 

かすな り。 曰 はく、 吿子 氣を將 つて 說き 得て 太だ诋 了なる が爲の 故に (此の 話 を) 

說く。 志 は 最も 緊要な り、 氣も亦 緩う すべから ず。 故に 曰 はく、 一志 至り 氣 次ぐ」 と。 

道 二 〇 五 
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. 「其の 志 を 持して、 其の 氣を 暴す る ことな かれ」 と は、 是れ 兩邊に 工夫 を 做す。 志 は 

卽 ち是れ 心の 向 ふ 所な り、 今一 件の 事 を 做さん と 欲する は 這 は 便ち 是れ 志な り。 其の 

志 を 持す る は 便ち 是れ心 を 養 ふなり。 是れ志 を 持す る 外に^に 筒の 心 を 養 ふこと あら 

ず。 喜 怒の 如き、 若し 喜に 當 つて は 須 らく 喜ぶべく、 怒に 常って は須 らく 怒るべし。 

一一 b は 便ち 是れ志 を 持す るな り。 若し 喜び 得て 分に 過ぎて 一 向に 喜び、 れ I り はて 分に 過 

一 じ)。 1^ ぎて 一 向に 怒る とき は、 氣 便ち 暴し 了り て 志 _ 却た 反って 爲に 動かさる。 蹶趨は 是れ氣 

* は衡 に、 W なり。 ぎの 心 は 本と 曾て 動かず、 只 だ 忽然と して 一 跌を 喫して、 氣 打して 一 たび 暴す 

。に、 ると き は、 其の 心 便ち 動き 了る。 問 ふ k 趨 反って 其の 心 を 動かす とい ふ も、 若し 是れ 

れば 則ち JM 和 志 養 ひ 得て 堅定 ならば、 須 らく 蹶趨も 亦 動かし 得る 能 はざる べき ことなから んゃ、 否 

や。 曰 はく、 人の 奔走す る、 如何 ぞ心 動か ざらん。 曰 はく、 蹶趨は 多く は 卒然 i 腱の 

際こ禹 1 す、 ill こ 得て 心 を 動かし 易き か。 日 はく、  ^なり。 おさ， 車に 在りて は i? 和 を 

なし」 と出づ 

聞き、 行く とき は 「說玉 を 鳴らす、 皆 其の 氣を 暴す る ことなき 所以な り。 今旣に 此れな 

て趨 走の 節 を し. らず 如何して 暴す る ことなしと 爲ん。 曰 はく、 凡そ 人 は 動作 多く 語 笑 多し、 力 

仏す 古の 君  (®/,  、ノ  . 

rer"- れを 所, レ f4 底の 事 を 做し、 且つ 只 だ 五十里 を 行き 得る に 却って 便ち 百 里 を 行かん こと を 


要む るが 如き、 皆是れ 其の 氣を 暴す るな り。 寧者須 らく 事々 節約 を 要すべし， 過當せ 

しむる ことな かれ。 此れ 便ち 是れ養 レ氣の 道な り。 志の 氣を 動かす は、 是れ， 源 頭の^ 

れる 者、 故に 下流 も 亦 濁るな り。 氣の志 を 動かす 者 は、 却って 是れ 下流 喪り て泄れ ず" 

n 一一)  二 程 遺 反って 上面 を燭し 了るな り。 ふ 程 子の 遣 書に 云 はく、 「志 一 たび 動く とき は氣を 動か 

書、 二十 五卷、  (Hn 

ネ" „«i ぼ。， S す、 氣ー たび 動く とき は 志 を 動かす」 と。 外 書に 一 K はく、 「志專 一 なるとき は 氣を動 

道 • 伊 B  二 先  ぜ  (五) 

れ^ かす、 氣專 一 なるとき は 志 を 動かす」 と。 ニ說 孰れ か是 なる。 曰 はく、 此れ 必ず 一 日 

の を、 後に 朱  き 

子が 編 せる の 語な らん。 學者 同じく 之れ を聽 いて、 記す 所备. M 湾 深 あり、 類 多き こと 此の 如し。 

なり 

if、) 十一 一一 一 Ml 「志 一た び 動く とき は氣を 動かし、 氣ー たび 動く とき は 志 を 動かす」、 此の 言 未だ 氣 

同じく 二 程 子 

門人の 記す る を 動かし 志 を 動かす こと を說 かざる に、 而も 先づ志 動き 氣動 くと 言 ひて、 反って 一の 

と こ ろ をす 子  し 

00 動の 字 を 添へ 了 はる、 固に 後の 一 說の 記す 所 其の 本旨 を 得た るに 若 か才。 蓋し 言 ふ、 

Mn して、 それ 

に I ひ」 外 書 志專ー なるとき は 固に 氣を 動か 十 • ベ くして、 氣專ー なるとき は 亦 以て 其の 志 を 動かす 

玉 じ i 日卽 べしと。 問 ふ 持， 志-養， 氣の 交. - 養と 爲す は何ぞ や。 曰 はく、 持 レ志は 其の 內を 直く 

する 所以、 無, 暴 は 外 を 防ぐ 所以、 兩 者备. '其の 功 を 致して 偏慶 する 所な きとき は、 

志 正しう して 氣 自ら {ー15 し。 氣完 くして 志 益. - 正しき とき は、 其の 存 養の 功に 於て 且つ 

道 源  . 二  0 七 
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將た 一 息の 存せ ざるな し。 ふ 養氣の 次第 工夫 內外 是れ 交- -盡 せり。 n.. しに^る ベ か 

らず、 £1 ら 其の 志 を 守る とき は 便ち 無事な りと 謂 ふ。 氣緣に 其の 平 を 得 ざれば、 志 も 

亦 其の 安き こと を す、 故に 孟子 は 蹶趨を 以て 之れ を 形容す。 吿 子の 所謂 「心に 得 f 

んば氣 に 求む る こと 勿れ」 と は、 是れ 未だ 至論と 爲 さず、 程 子の 「氣、 志 を 動かす A 

は；^ がー」 と 言 ふ 所以、 正に 謂 ゆる 是れ爾 り や。 曰 はく、 然り、 兩 者相夾 著して 方に 

1； めて 德^ ならず。 陳 i 安 曰 はく、 前に は 心と 氣とを 言へ るに、 忽ち 义心 を變 へて 志 

と 言 ふ は、 蓋し 心 は 全體を 以て 言 ひ、 志 は 心の 動いて 向 ふ 所の 處 ある を 以て 一 百 ふ。 

( 】 ) 卞中 も  ( 一 ) 

か、 元 代人、 黄 氏な. 曰 はく、 持レ 志の 工夫 は簡 にして 知り 易し。 養レ氣のェ夫は密にして明らめ難し_ 

靖^^縣尹とな 

り 兵， 死す 故に 孟子 獨り氣 を 養 ふこと を詳 にす。 

へテ フ  ィヅ クン 力 ズル ハク レレ" ヲ  レ クフガ  ヲ 

敢 問、 夫子 惡 乎 長、 曰、 我 知 J き、 我 善 養 二 吾 浩然 之氣ー 

^一)  朱 子 曰：^ く、 公孫 丑復た 孟子の 心 を 動かさざる こと 吿 子に 異なる 所以 此の 如き 者 は 

何の 長ず る 所あって 能く 然る や を 問 ふ。 而 して 孟子 又詳に 之れ に吿 ぐるに 其の 故を以 

てす。 言 を 知る とい ふ は、 心 を 盡し性 を 知って、 凡そ 犬 下の 首に 於て 以て 其の 理を究 

め 極めて 其の 是非 得失の 然る 所以 を識る こと あらず とい ふこと なきな り。 然は 盛大 


(三) 前 出 二 

〇 二-只に 「夫 

志？ 抵之帥 也、 • 


と ある を 指す 


(四) 朱 子 語 


流 一， t の貌、 氣は卽 ち 所謂 || の 充てる 者に して、 本と 自ら 浩然たり、 養 を 失 ふが 故に^ 

う。 惟 だ 孟子 は 善く 之れ を 養うて 以て 其の 初に 復る こと を爲 すなり。 蓋し 惟 だ 言 を 知 

ると き は、 以て 夫の 道義 を 明かに する こと ありて、 而 して 天下の 事に 於て 疑 ふ 所な し。 

氣を養 ふとき は * 以て 夫の 道義に 配す る こと ありて、 而 して 天下の 事に 於て 惧 るる 所 

なし。 此れ 其の 大任に 當 りて 心 を 動かさざる 所以な り。 吿 子が 擧は 此れと 正に 相反す。 

其の 心 を 動かさざる こと 殆ど 亦 冥 然として 覺る ことなく、  Si: 然として 顧みざる のみ。 

朱ヨ曰 はく、 言 を 知る は 便ち 是れ 理を究 むるな り。 先 づ理を 究めて 是非 を 見得せ ずん 

ば、 如何して 氣を養 ひ 得ん。 須 らく 是れ 1 義は皆 一 一 審 に處 して 是を 得る こと を 要 

して 其の 氣?^ に充大 なるべし。 又 曰 はく， 孟子 浩然の 氣を 論ずる の 一 段、 緊要 全く 知 

レ言の 上に 在り。 所以に 許 多の 工夫 全く 格物致知に 在り。 物に， 格る とき は 能く 言 を 知 

る、 意 を 誠に するとき は 能く 氣を養 ふ。 叉 曰 はく、 知 言 • 養氣は 是れ兩 事と 雖も、 其 

の實は 相關る こと、 正に 致 知 • 格 物 . 正 心 • 誠意の 類の 如し， ノ 若し 言 を 知る とき は、 

便ち 是非 邪 正 を 見得て 義理 昭然 たり。 此れ 浩然の 氣 自ら 生ず。 叉 曰 はく、  ^^.3然の氣は 

乃ち 其の 本来の 體段を 指して 言 ふ。 酬酢 應接擧 つて 皆 義に合 ふとき は、 俯仰 並に！^ 作 

道 源  二 〇 九 
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たし、 故に 其の 氣 自然に 盛大 流行 十。 問 ふ 知 一一 一一？ 養 氣の說 を。. 曰 はく、 孟チ の不， 動 

レ心は 言 を 知って 以て 其の 前 を 開く、 故に 疑 ふ 所な し、 氣を 養って 以て 其の後 を 培 ふ、 

おそ 

故に 懾 るる 所た し。 智勇の 將の 勝敗の 形、 得失の 算、 胸中に 判然たり、 而 して 熊虎她 

楙百 萬の 衆 又 皆 其の 旌旄を 望み、 其の 金 鼓を聽 いて、 之れ が爲 に. ^ぬに 赴き 火 を^んで 

死 ある こと 二 な  <, 是を 以て 干 に轉戰 して，： 1： ふ 所 前な きが 如し。 其れ 吿 子が 不 

大樣 レ動， 心に 視 ふれば、 正に 猶ほ 勇夫 作卒の 初より 制レ 勝料レ 敵の 謀 なく、  乂^^ 蟒 「ナの 

援， 徒な くして、 其の 勇 を 恃んで 身 をお でて 以て 敵に 赴く がごと し、 其の 入の 爲に擒 

にせられざる は 特に 幸の み。 告 子が 學 他に 考！； はする 所な しと 雖も * 然もぶ 子の 此の 章 

^0.^h^ の 言 を 以て 反覆して 之れ を 求 むれば， 亦脫 然として 見るべし。 麼 源の 輔丄曰 はく、 成 龍 

.ij る th-  ゎづか 

大とは 其の 體を言 ひ、 流行と は 其の 用 を 言 ふ。 才に 小 なれば 便ち 氣の 本體に 非ず。 

才に 1^;^ すれば 便ち 氣の本 用に 非ず。 氣とは 卽ち犬 地の 氣 にして、 人の 其の 身 を充滿 

する 所以の 者な り。 其の 本然の 體用 自ら 是れ 浩然な り、 其の 養 を 失 ふに 由っての 故に 

だいば ふ  る  ミ 

1^ 乏して 體に充 たず。 ヌ曰 はく， 孟子 能く 入の 言の 是非 を 知る。 吿子は 乃ち 自ら 其の 

言 を 以て 外と 爲 して、 而 して 復た考 へず。 孟子 は 善く 其の 氣を養 ふ、 而 して 吿子は 乃 


一 曰れ ち氣を 以て 末と 爲 して 求む る こと を 知らず。 此れ 所謂 正に 相反す るな り。 其の 心 を 動 

かさざる 者 は是れ 硬く 其の 心 を把定 する に 過ぎず、 冥々 然として 都て 知覺 なく、 一切 

の 事に 於て 皆 漠然として 之れ と扞 格して 顧みざる のみ、 亦豈 能く 終に 動か ざらん や。 

然して 其の 能く 動かざる 所以の 者 は 亦 幸の み。 

敢問、 何 謂 二 浩然 之 il^,; 曰、 難 J 百 也、 

<5 公孫 丑 朱 子 曰 はく、 孟子 先づ知 J 一口と 言 ふ。 然るに 丑 先 づ養レ 氣を問 ふ 者 は、 上文 方に 志氣 

を 論ずる を 承け て 言 ふなり。 難レ言 とい ふ は、 蓋し 其の 心獨り 得る 所に して 形 聲の験 

たぐ， 未だ 言語 を 以て 形容し 易から ざる 者 あり。 故に 程 子 曰 はく、 「此の 一 言 を觀る 

朱 子 語 とき は 孟子の 實に 是の氣 ある こと 知るべし」 と。 問 ふ (浩然の 氣と血 氣とは 如何。 曰 は 

類卷 五十二 

く、 只 だ是れ 一 氣 なり。 義理 其の 中に 附く とき は 浩然の 氣と爲 り、 義理に 由らず して 

發 すると. き は 只 だ血氣 たり。 然して 人の 禀 くる 所の 氣も亦 自ら 同じから ず、 禀け 得て 

盛なる こと ある 者 は、 人となり 强壯 にして 分に 隨 ひて 亦 立 作す る こと あり、 之れ をし 

て 事 を 做さし むる とき は 亦 分に 隨 ひて 做し 得 出す。 若し 稟け 得て 衰 へ たる者は^1_女靡巽 

懦 にして、 都て 立 作す る 所 ある こと を 解せ ず-。 唯 だ是れ 浩然の 氣を 養成 するとき は、 

道 源  ニー 一 
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. 却って 天地と 一 と爲 り、 更に 限 量な し。 

ノルて  一一 シ-. 了テヲ ツチ  ギ ft: ハスん r- ル  -ー 

其 爲.， 氣也、 ； 4- 大 至剛、 以， 直 養 而無， 害、 則 塞ニ于 天地 之 間； 

(1) 集註  朱 子 曰 はく、  f^-大は初ょり限量なきなり、 至 剛は屈 橈すべからざる なり。 1 し 犬 地 

の正氣 にして、 人 得て 以て 生ずる ものな り。 其の 體段 本と 是の 如し。 惟だ夬れ^I1:ら反 

りみ て 縮き とき は 其の 養 ふ 所 を 得、 而 して 又作爲 して 以て 之れ を 害 ふ 所な きとき は 其 

の 本體轄 けずして、 而 して 充塞して 間な し。 fugsss き？。 し 程 子の 曰 はく、 「大人 

は 一 なり、 更に 分^ あらず。 ：^;^ 然の氣 は 乃ち 吾が 氣 なり、 養うて 害 ふなき とき は. 大地 

に 塞がる。 1 も 私意の 爲に蔽 はるる とき は、 欲 然として^ ゑて 其の 小なる こと を 知る 

つ P 一 ャ^^ なり」。 §1  一郎 マ 謝 氏が 曰 はく、 「洁然 の 氣は須 らく 心 其の 正 を 得る の 時に 於て 識？ i 十べ 

者、 宁は顯 道、  ニー 一) 

ISA し. 一 と。 又 曰 はく、 一. 洗 然は是 れ.^ 缺 する 時な し」 と。 ノゼ曰 はく、 天地の 氣は處 とし 

たり、 世に 上  か 

If^MJ ；。 て 到らず とい ふこと なく、 處 として 透らず とい ふこと なし-" 是れ 他の 氣剛 にして、 金 

集註に 引く  ま  -  一，； 5*5 

ニー 一) 朱 子 語 石と 雖も 也た 透過し 去る。 人 便ち 是れ這 個の 氣を禀 け 得て 欠闕 する ことなし。 所以に 

類 卷五 十一 一  u^f 

程 子の 曰 はく、 「天人 一 なり、 更に 分^せず。 浩然の 氣は 乃ち 吾が 氣 なり」 と。 _ 曰 

i さ 

はく、 ず； 5 然の氣 は識り 難き も、 須 らく 識り 得て 當に行 ふべき こと を 要す。 心に^ら ざ 
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るの 時， 自然に 此の 氣象 あり。 問.. - 伊川 は 至大 至剛以 直に 於て 句を點 し、 先生 は 却つ 

朱 子 曰 はく、 若し 直の 字に 於て 句を點 するとき は、 養の 字 

曰 はく、 至大 至 剛は氣 の本體 にして、 以， 直 養 無 ，害 は 是れ功 を 用 

ふるの 處 なり。 塞 二 天地 之 間 一は 乃ち 是れ效 なり。 問 ふ 他の 書に は 養 氣を說 かず、 只 だ 

孟子の み 之れ を 言 ふ は 何の 故ぞ や。 曰 はく、 這の 源流 は 便ち 那箇の 「心廣 く體胖 なり」、 

「內に 省みて 疾 しから ざれば、 夫れ 何 を か 憂へ 何 をか懼 れん」 の處に 在りて 來る。 大 

にも 0  S  (セ i バ 

抵只 だ是れ 一 氣 なり、 又是 れ^に 個の 甚底か を將ち 去いて 他 を 養 ふに あらず。 但だ集 

レ義 便ち 是れ氣 を 養 ひ、 知 J 目 便ち 是れ 這の 義を 知り 得。 人 能く 仰いで 愧ぢ ず、 俯して 

作ぢ ざる 時、 這の 氣を 看る に、 自ら 是れ 浩然と して 天地の 間に 塞がるな り。 又 曰 はく * 

機に 浩然 を說 けば 便ち 剛果の 意思 あり、 長江 大河の 浩々 然として 來 るが 如し。 富貴. 

貧賤 • 威武 も 淫し 移し 屈する 能 はざる の 類 は 皆 低し、 以て 此れ を 語るべからず。 問.. み 

浩然の 氣は是 れ禀け 得た る 底な り や 否や。 曰 はく、 只 だ 是れ這 個の 氣、 若し 曾て 養 ひ 

得 ざれば、 剛底は 便ち 粗暴に、 弱 底 は 便ち 衰怯 なり。 問 ふ 孟子 浩然の 氣を說 いて、 却 

つて 禀陚の 淸濁を 分って 說 かず (如何)。 曰 はく、 此の 章， 孟子の 意 は 是れ氣 稟を說 

道 源  二 一 三 
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かず、 只 だ 不，， 動， 心を說 くに 內 つて 說 して 這の 裏に 到る。 今の 人の 氣魄 を說 くに 似 

て 相似たり、 這の 氣魄 あれば 便ち 這の 事 を 做し 得- 氣她 なければ 便ち 做し 得ず。 1 一 股 

り. a-p- 臼 はく、 浩然の 氣は 本と 是れ 天地の 正氣 にして 然も 大人 一 理 なり、 故に 孟子 更 

に 分別せ ず、 直ちに 以て 己れ が 氣と爲 すなり。 養うて 害 ふこと なきと き は、 其の 本體 

を 全うして 天地に 塞がる も、 若し 集義を 務めず して 爲す所 一 つ にても 私意 遮隔 しぶる 

こと あるとき は、 便ち 流行せ ずして 欲 然として^ 乏し- 以て 身に 充 つるに 足らずして 

其の 正大の 體を 失す. るな り。 東 陽の 許.^ 曰 はく、 天地に 塞がる は、 只 だ是れ 物に 應じ 

て は 皆 道義に 合 ひて 物從 はずと いふ ことなき なり。 郊に 至りて は 則ち t り、 に は 則 

ち享 く。 鳥獸 魚綮咸 く 若って、 人倫 日用 言 はずして 知るべし。 

其 爲レ氣 也、 配 二 i 與&、 無 レ是 |£ 也、 

朱 子 曰 はく、 配と は 合うて 助け あるの 意な り。 慶 源の 輔氏 曰 はく、 此の 意 は (^ 先生が 

「配 は 是れ観 貼し 起し 來 るな リ」 と！：： へる に 本 づく。 朱 子の 請 へ らく、  rib の 二字 は 配の 字 を 

說き 得て 極めて 親切な リ。 蓋し 道義 は是 れ虚底 Q 物、 本と. E ら孤 単なる も、 這の； 3- 襯 貼し 起し 米 

る こと を 得る とき は、 便ち 張大 にして 達せず とい ふ 所な し。 今の 人事 を 做す にも 亦 逍義に 合 ふ 者 


ぁリ、 若し 此 Q 氣な きとき は：： ハだ 是れ 一個の 衰 31- 底の 人な リ， f 李 先生 又 曰 はく、  r 氣と 道義と は 

1 滚 して 出し 來る」 と。 朱 子 Q 謂 へんく、 「 一 滚 して 出し 來 ると は 道理 を說き 得て 好し。 孟子 分明 

に義と 道と に 配す と說 く、 是れ， 兩物相 捕 貼す るに あらず。 只. だ是れ 二お して 發 出し 來 るな リ」 と。 

故に 朱子此 Q 意 を 用 ひて 配 Q 字に 就きて、 此の 句 を說き 出す。 蓋し 巳 に 情 切 を 極めた リ。 義は人 

心の 裁 制な り、 道 は 天理の 自然な り。  > おは 護 乏して 氣の 體に充 ちざる なり。 言 ふこ こ 

ろ は， 人 能く 此の 氣を 養成 するとき は、 其の 氣、 義 道に 合うて 之れ が 助けと 爲り、 其 

れ をして 之れ を 行 ふこと 勇決に して 疑 ひ 憚り ある 所な からしむ。 若し 此の 氣 なきと き 

は、 其の 一時の 爲す 所， 未だ 必ずしも 道義に 出で ずん ば あらず と雖 も、 然も 其の 體充 

ちざる 所 あるとき は 亦 疑惧 を 免れず して、 以て 爲す こと あるに 足らずと。 .fe 子 曰 はく， 

浩然の 氣は 天地の 正氣 なり、 大 なるとき は 在らず とい ふ 所な し • 剛 なるとき は 屈する 

所な し， 直 道順 理を 以て 養うて 害 ふこと なきと き は， 天地の 間に 塞がる， 少しも 私意 

,  あれば 卽ち是 れ氣^ く。 不義なければ 便ち 是れ 集義 にして、 私意 あれば 便ち 是れ， 成う。 

又 曰 はく、 氣を 率ゐる こと は 志に 在り、 氣を養 ふこと は 直に 在り。 內に 私意 あれば 則 

3W 朱 子 語  (巧) 

類卷 五十二 ち 甲え， 不義なければ 則ち 浩然たり。 き寸曰 はく > 道義 別ちて 而 して 言へば、 道は是 

道 源  ニー  五 
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れ物我 公共 自然の 理* 義は卽 ち 吾が 心の 能く 斷 制する 者に して 用いて 以て 此の 理を處 

く 所の 者な り。 道 は 是れ體 統を擧 げて言 ふ。 義 は是れ 此の 一事の 處 する 所に 就いて 言 

ふ。 父 は當に 慈なる ベく. 子 は當に 孝なる ベく > 君 は當に 仁なる ベく • 臣は當 に 敬な 

るべき が 如き は、 此れ 義 なり。 孝 慈なる 所：： r 仁 敬なる 所以 は 則ち 道な り。 故に 後 面 

只 だ 集 義を說 く。 道義 は是れ 公共に して 形影な き 底の 物事 • 氣 は是れ 自家の 身上 底な 

り。 自家 若し 這の 氣 なきと き は、 道義 は 自ら 道義. 氣は 自ら 氣 にして、 如何して 他 を 

へ 1  一一 一/ 助け 得ん。 又 曰 はく， 雨 個の 「其の 氣 たる や 一 とい ふの こと， ：4.^ 大至剛 は是れ 此の 氣 

の 一一 傾 所 の體 段を說 く、 配 ニ義與 >1 道 は是れ 此の 氣の將 て 此の 如く 用 ふべ しとい ふこと を 説く- 

是れ氣 の 功 用を說 くな り。 或 ひと 問" 何 を 以て か氣は 之れ 義と 道と に 配す と 言 ふや。 

曰 はく， 道は體 なり、 義は 用な り。 二者 皆理 なり、 形 .t^ 上なる 者な り。 氣は 器な り、 

形而下なる 者な り。 本體を 以て 之れ を 言 ふとき は、 是の理 ありて 而 して 後に 是の； I- あ 

り、 而 して 理の行 はるる 所以 は 又氣に 因って 以て 質と 爲 すなり。 人 を 以て 之れ を 言 ふ 

とき は、 必ず 道 を 明かに し義を 集めて 然る 後に 能く 浩然の 氣を 生す、 而 して 義と 道と 

は 又 是の氣 に 因って 而 して 後に 以て 行 はるる こと を 得。 蓋し 一 一 者 は 上下 體 用の 殊 なる 


ありと 雖も、 然も 其の 渾 合して 間 なきや 乃ち 此の 如し 苟も 養 ふ 所以 を 知らず して 以 

て 之れ を 害 ふこと あるとき は， 理は 自ら 理、 氣は 自ら 氣 にして、 其の 浩然と して 充っ 

る 者 も 且つ 將に 饿然の 餒を爲 さんと す。 或は 略 ぼ 道義の 貴し と爲る こと を 知る も， 而 

も 之れ を恃ん で爲す こと あらんと 欲すれば、 亦 且つ 散漫 蕭索 として W て 自ら 振 ふこと 

能 はず。 

レツ ミテ ヲノ ズ ルナ リ ズ  ウテ  ルー I レヲ  ル it ハル カラ  ュ  ゥ  レニへ ク  ハ 

是集 所， 生 者、 非 ニ義襲 而 取-之 也， 行 有 レ不 レ慊 -I 於 心.； 則 _ ぼ矣， 我 故 曰， 告子 

未こ嘗 知 fcr 以二 其 外 U 之、 

朱 子 曰 はく、 集 義は猶 ほ 積善と 言 ふが ごとし。 蓋し 事々 皆 義に合 はんこと を 欲する 

なり。 襲 は掩ひ 取るな り、 齊侯 4 莒の 襲の 如し。 お 一 i せま ir き 齢 ふこ 

ころ は、 氣は 以て 道義に 配すべし と雖 も、 而も 其の 之れ を 養 ふの 始は、 乃ち 事 皆義に 

合うて 自ら 反み て 常に 直きに 由る、 是を 以て 愧ぢ 作づる 所な くして、 此の 氣 自然に 中 

より 發 生す、 只 だ 一 事 を 行うて 偶.' 義に合 ふに 由り て 便ち 外に 掩ひ 襲うて 之れ を 得べ 

きに 非ず となり。 慊は 快き なり、 足るな り。 言 ふこ ころ は、 行 ふ 所、 一 も 義に合 はず 

して 而 して 自ら 反み て 直なら ざる こと あれば、 心に 足らずして 而 して 其の 體充 たざる- 
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所 あり、 然ると き は義豈 外に 在らん や。 吿子 此の 理を 知らず して、 乃ち：：！ はく、 「仁 

は內 なり、 義は 外な り」 と。 而 して 復た義 を 以て 事と 爲 ざれば、 則ち 必ず 集载 にして 

以て 浩然の 氣を 生ずる こと 能 はず。 上文に 「言に 得 ずん ば 心に 求む る こと 勿れ」 とい 

n)  ふ は、 卽ち義 を 外にす るの 意に して、 詳に吿 子 上 篇に兑 えたり。 朱- 「曰 はく、 商 は 只 

類卷 五十！ 一 

だ是れ 私曲な きなり。 集 義は只 だ是れ 事々 の 上 皆 度に して、 仰いで"： K に愧ぢ ず、 俯し 

て 入に 怍ぢ ず、 便ち 是れ活 然の氣 なり。 而 して 今 只 だ n,:^ の 心を將 て體驗 して >  那の 

私曲な きの 處に 到れば、 自然に 此の 氣象 あり-」 又 曰 はく、 直 を 以て 養 ふ は、 是れ むら 

つ 一) 朱 is 反み て 縮き なり。 集 義は是 れ直を 以て 養 ふなり。 然して 此の 工夫 は須 らく 集義 を積漸 

す 「f "、く 11 して 自然に 此の 浩然の 氣を 生ずべ し。 是れ  一 二 件の 合義 底の 事 を 行うて 能く^ 然の氣 

して n ら 能く 

此の Is を掩ひ 取る にあらず。 集 義は是 れ歲月 積久の 功、 襲 取 は是れ 一朝一夕の 事、 從 つて 掩 

を 生す」 と讀 

ませり  ひ 取る は 終に 己れ が 有に 非ず。 又 曰 はく、 此の上の 三：？ は 本と 是れ 氣を說 く。 下の 兩 

句 は是の 字と 非の 字と 對し、 襲の 字と 生の 字と 對寸。 其の 意 蓋し 曰 はく、 此の 氣 乃ち 

集義 にして 自ら 中より 生ず、 義を 行うて 之れ を 外に 襲 ひ 取る に 非ず と 湖ーム ふ。 生の 字 

は 取の 字と 對十。 生 は是れ 裏面より 生じ 出づ るな り、 取 は是れ 外面より 取り 來る なり • 


TV  さかん 

ヌ曰 はく、 義襲 ふと は是れ 一 事の 義に 於て 勇んで 之れ を爲 して 以て 吾が 氣を壯 にす る 

なり、 然も 亦 生 底の 道理な し、 只 だ 是れ些 の客氣 のみ、 久しから ずして 則ち 消 ゆ。 

又 曰 はく， 孟子 許 多氣を 論ずる、 只 だ集レ 義所レ 生の 一 句の 上に 在り。 只 だ是れ 件々 宜 

に 合うて 一 事と して 箇の是 を 求めず とい ふこと なく * 自然に 積み 得て 多き とき は、 胸 

中 仰いで 愧ぢず 俯して 作ぢ ず。 纔に些 子 も 道理に 合 はざる こと あれば、 心 下 便ち 足 

ら ざるな り。 問 ふ義と 道と に 配す とい ふ は、 是れ氣 の 道義 を 助けて 而 して 行く こと、 

叉義を 集めて 生ずる 所と 曰 ふ は、 是れ氣 叉集義 よりして 生ずる ことなる か。 朱 子 曰 は 

く、 初め 工夫 を 下す 時集義 にして、 然る 後に 浩然の 氣を 生ず。 氣已に 養成して 叉 却つ 

て 他の 道義 を 助けて 行くな り。 叉 曰 はく、 吿 子が 病 は、 蓋し 心の 懷る處 は卽ち 是れ義 

の 安ん ずる 所、 其の 不， 慊處は 卽ち是 れ義に 合 はずと いふ こ と を 知らざる なり、 故に 直 

に義を 以て 外と 爲 して 求めず。 吿子は 直に 是れ義 を 將て屛 除し 去る。 只 だ 心 上に 就い 

て理會 せよ。 因って 擧ぐ、 陸 子靜云 はく、 「書 を 讀んで 義理 を講求 十る は 正に 是れ吿 

そ れ ,ノ し 

子が 義 外の 工夫な り」 と。 某日 はく、 然ら ず、 子靜の 如き は、 書を讀 まず、 義理 を 求 

めず、 只だ靜 坐して 心 を 澄ます もの、 却って 是れ吿 子が 義を 外にす る ものな り。 * 久峯 
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の 饒ょ臼 はく、 先に 氣は義 と 道と に 配す と說 き- 後に 集 義と說 き， 而も 道に 及ばざる 

は、 蓋し 道は是 れ體、 義 は是れ 用、 浩然の 氣は體 あり 用 あり、 其の 體は 道に 配し- 其 

の 用 は義に 配す。 故に 義と 道と に 配す と 曰 ふ。 其の 體用は 一 なり、 用 を； K ふとき は體 

其の 中に 在り、 體の 上に は 工夫 を 做す 處 なし。 故に 只 だ 集 義を說 くな り。 

必有， 事焉， 而 正、 心 勿， 忘、 勿， 一助 長- 也， 無 T 若 ニ宋人 1 然 宋人有 T 閑 二 其 之 

ルヲゼ マケ マ  し シテ. ^チ ヒナ ノー I ハク  ッ カレス  ケテ ヲ ゼシム  ノ  〈シ U ナイ テ レバ 

不リ長 而报レ 之 者 h 芒々 然 歸 謂， I 其 人, 曰、 今日 病矣、 予助, 苗 長矣、 其 子 趨而往 視 

、1 ン ^.^"^  ヲ  や カレス  ノ  ル ケ テ ヲ ゼシメ ハ シ  テ シテ シト  ス ツル ヲ ハ  ル クチ ギ 一：' ， 

レ之、 ^則搞 矣、 天下 之 不二 助； g? 者 塞矣、 以爲 レ無レ 益、 而舍レ 之 者、 不， 4^.^ 者 

「や 氏 將レ伐 一一  ケ テレ， ブ ズルハ クヲ  ズ 一一 キノ ミニ  シテ ス レメ 

IS ヒ J. 也、 助， 之 長 者、 报， tE 者 也、 非， I 徒 無.， 益、 而 义寄レ 之、 

季路 兒-, 孔子-  ： レ ノ.， 

レ曰事 1  氏 £f」 朱 子 曰 はく、 必有， 事焉 而勿レ 正と 趙氏 • 程 子 は 七 字 を 以て 句と 爲す。 IS ひ 近世 或 

云々 と 出づる  クは 

をぉ^^。  J£ は 下 文の、 七の 字を幷 せて 之れ を 讀む者 ある も 亦 通ず。 必ず 事 ありと は、 事と する 所 あ 

ば，ひる1ぉ^^ るな り。 有 レ事ニ 於顓臾 一の 有レ 事の 如し。 正は預 期な り。 舂秋傳 に 曰 はく  1^ 不」 止レ勝 

しな，' とい ふ是れ なり。 gpjf 十- 鴻 洋 正レ 心に 作る が 如き も、 義亦 M じ。 此れ 大 の 所 

(二) 下の 心  ンゥ， -ル ヌ 

謂 •  ル」 心 ものと 語意 自ら 同じから ざるな-り。 此は言 ふこ ころ は- 養氣は 必ず 集義を 

い ヽ る を 指す 

な.' 以て 事と 爲 して、 其の 效を預 期す る 勿れ、 其の 或は 未だ 充 たざる とき は、 ^だ 常に 其 


の 所， 有， 事 を 忘る る 勿れ、 而 して 作爲 して 以て 其の 長 を 助くべからず、 乃ち 集 義養氣 

の 節度な りと。 閱は 憂な り。 揠は拔 なり。 芒々 は 無知の 貌 なり。 其 人と は 家人な り。 

病は疲 倦な り。 之れ を舍 てて 耘ら ずと は、 其の 事 ある 所 を 忘る るな り。 很 いて 之れ を 

助けて 長ず る は、 之れ を 正ち 得ず して 妄りに 作爲 する こと ある 者たり。 然して 耘らざ 

ると き は 養 を 失 ふの み、 揠く とき は 反って 以て 之れ を 害す。 曰疋の 二者た きとき は * 氣 

其の 養 を 得て 害 ふ 所た し。 吿 子の 義 を 集む 能 はずして 彊 ひて 其の 心 を 制せん と 欲す る 

が 如き は、 則ち 必ず 正 助の 病 を 免る る 能 はず。 其の 所謂 浩然と いふ 者に 於て、 蓋し 惟 

だ 善く 養 はざる のみに あらず、 而 して 叉 反って 之れ を 害 ふ。 問 ふ 必ず 事 ありと は- 當 

に 敬 を 用 ふべき や 否や。 子 曰 はく、 敬 は 只 だ是れ 涵養の 一事、 必ず 事 ありと は須ら 

く 集義. に當 つべ し。 只 だ 敬 を 用 ふること を 知って 集義を 知ら ざれば、 却って 是れ g て 

iV  37 』  あた 

事な し。 ークド..^ 義は是 れ理に 中る こと 莫きゃ 否や。 曰 はく、 理に 中る こと は 事に 在り、 

義は 心の 內に 在り、 苟も 義を 主と せず ば、 浩然の 氣 何に 從 つて か 生ぜん。 朱 子 曰 はく、 

集 義は是 れ養氣 の 丹 頭、 必ず 事 ありと は 是れ集 義&火 法な り C 必ず 事 ありと は、 言 ふ 

こころ は、 養氣は 必ず 集義を 以て 事と 爲し、 須 らく 事 を 做す こと を 把り て 做し 去らん 
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M と を 要すべし。 敬 を 主と 十る が 如き は、 也た 須 らく 事 を 做す こと を 把り てお" 丄ら 

ん こと を 要すべし。 放心 を 求む るが 如き は， 也た 須 らく 事 を 做す こと を 把り て 求め 去 

るべ し。 叉 曰 はく、 勿， 正と は 勿, 待な り。 勿, 忘と は 集義を 以て 事と 爲す こと を 忘る る 

勿れと なり。 助長と は 之れ を 待つ ことの 至らず して、 而 して 之れ を拔 いて . お ぜ しむる 

^^^^ なり。 正 は 等 待 期 望の 意。 ー邊の 集義の 如き、 r 邊に 此の 等 待に 在り。 ぎの 氣の 生ずる、 

silM 刻 等ち 來り 等ち 去って、 却って 便ち 去って 助け 長ず。 氣 未だ 浩然に 至ら ざれば、 1§ ^ち 作 

！ f おれ 在 1 起して 張 主せ しむ。 已に 剛毅に して 屈 橈す る 所な しと 謂うて. 便ち 發 揮し 事 を 做し？ K 

r^^p^  く を 要する は、 便ち 是れ 助け 長ず るな り。 必有， 事焉 と勿レ 忘と は、 是 集義の H 夫 を 

るが 如し 云々。  レツ r レケ ズル 「 

0^^^^ 論ず。 勿レ 正と 勿 こ 助長- と は、 是れ氣 の 本體の 上に 一 件の 物事 を 添へ 得ず、 等 待 を 要 

せず 催促 を 要せざる こと を 論ず。 又 曰 はく、 集， 義所, 生 を 論ずる とき は義を 主と 爲し、 

あるに 從 ふべ スル ト -ー  すべ 

きに 似たり 配 n 義與 -A 道 を 論ずる とき は、 氣を 主と 爲す。 一向に 都て 義を 以て 主と 爲 すこし」 を 欲す、 

故に 之れ を 失す。 又 曰 はく、 人 能く 義を 集み て 以て 其の 浩然の 氣を養 ふ、 故に 事物の 

來る とき 自ら 以て 之れ に應 ずる こと あり。 一 つも 期待の 心を萌 すべから ず、 が 間 も 之 

れを 待って 得 ざれば、 必ず 私意に 出で 作爲 する 所 ありて 其の 天理に >^ ふ。 是 之れ を 


助けて 長ぜ しむるな り。 今人の 物に 於け る、 苟も 種 植の功 を 施して 日 至の 時に 至る と 

き は 自然に 成熟す。 若し 方に 種 ゑて 其の 必ず 長 ぜんこと を 待って 長ぜ ざると き は、 從 

つて 之れ を拔 く、 其の 天に 逆 ひ 物 を 害 ふこと 甚し。 又 曰 はく、 養氣の 一章、 不動心に 

在り。 不動心 は 勇に 在り。 勇 は氣に 在り。 氣は 集義に 在り。 勿， 忘 勿， 一助 長 一は 叉是れ 

那 の集義 底の 節度な り。 吿 子の 若き は 則ち 更に 言の 得失、 事の 是非、 氣の平 あり 不平 

ある こと を理會 せず して、 只 だ是れ 硬く 那の心 を制壓 して 動 かざらし む、 恰も 修行 を 

打 硬す と說 くが 如きと 一 般 なり。 ふ 此の 氣是れ 天地 底に 禀け 得て 來る。 是れ 集義ょ 

り 方に 生ぜん か。 曰 はく、 本と 自ら 浩然なる も、 人 自ら 少時 壤了 せらる。 今 當に義 を 

集み て 方に 能く 生ず-べし。 曰 はく、 人 集義を 知らざる も 合 下に 恁 地の 剛勇なる もの あ 

り、 是れ 如何。 曰 はく、 此れ 只 だ是れ 齒氣、 便ち 是れ 黝舍が 勇に して 亦 終 に^うる 時 

あり。 此の 章須 らく 頭より 節々 看 來り看 去って、 首尾 貫通して 見得し 活 して 方に 是な 

き/  \ 

るべ し、 只 だ 略 ぼ 涉獵し 說き得 去って 便 了すべからず。 南 軒の 張 氏 曰 はく、 勿 二 助長 一 

と は、 其れ 自ら 充 たんこと を 待って 强 ひて 之れ を充 たしむべからず となり。 此れ 天理 

したが 

の當 si^-; に循 ふこと を爲 して、 而 して 人 爲を 以て 之れ に 加へ ざるな り。 然れ ども 忘れ ざ 
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らんこ と を 欲する とき は 助け 長ず るに 近く、 助け 長ぜ ざらん こ と を 欲す ると き は 或は 

之れ を 忘る。 ニ^の 問， 之れ を 守る こと 難しと 爲す。 寧 者 多く 之れ を 忘る るの 1  资を爲 

す こと を 知って、 助長の 害 を爲す こと 尤も 甚し きを 知らず、 故に を；^ くこと を 引い 

て 喩と爲 す。 iE の-お ぜ ざる を 問 ふる は、 祸ほ氣 の 未だ 充 たざる を-憂 ふるが ごとし。 

いて 以て 助畏 する は、 祸ほ 其の 氣を 作して 之れ をして 充 たしむ るが ごときな り。 或 ひ 

と 曰 はく、  二 程 は 多く 必有レ 事焉を 以て 敬に 事 ありと 爲す、 而 して 孟子 は^ち 策義を 

主と す。 異なる こと あり や。 曰 はく、 以て 異なる ことなし。 孟子の 所謂 持, 志と は卽 

ち 敬の 道な り。 其の 志 を 持す るに 非 ずん ば、 其れ 能く 以て 義を 集まん や。 敬と 義と蓋 

し相須 ひて 而 して 成る 者な り。 雙 5<4 の， リ曰 はく、 有 レ事. 勿い 忘と は， 是れ ：5： を 以て 

養 ふこと を說 く。 勿レ正 • 勿：， 助と は、 是れ 養うて 害する ことなき を說 く。 必ず 事 あり、 

忘る る 勿れ 助長す る 勿れ は是れ 集義の 工夫に して、 正ち て 助長す る は 是れ義 襲うて 取 

らんこと を 要む るな り。 集義 • 義 襲の 兩：？ は、 乃ち 是れ 一 段の 骨子な り。 集： を 以て 

無益と 爲 して 之れ を 忘る る 者 は、 を 転らざる 者な り。 義 を 以て 心と 爲し 其の 效を 

預 じめ 期って 助け 長ず る 者 は、 なを 催く 者な り。 惟 だ 其れ 是 なる は集義 生ずる 所の^ 


なり、 故に 當に 必ず 事 ありて 心に 忘る る ことな かるべし。 惟 だ 其れ 非なる は義 襲うて 

之れ を 取る ことな. り、 故に 當に 正つな く 助け 長ず る ことな かるべし。 直 を 以て 養うて 

害する ことなき は、 是れ 之れ を 養 ふの 正道に して、 集義の 生ずる 所 は是れ 之れ を 養 ふ 

の 成功、 事 あり 忘る る こと 勿れと は是れ 工夫 を 做す の處 なり。 或 ひと 問 ふ、 天下の 苗 

を 助け 長ぜ ざる 者 は 寡し と、 其の 意 何と 謂 ふこと ぞゃ。 曰 はく、 此れ は是れ 天下の 人 

は 平時に 其の 氣を養 ふこと 能 はざる 者なる を說 く。 皆是れ 時に 臨んで 助長して 以て 其 

の氣を 暴す るな り、 浩然に 似て 却って 是れ 自家 集義の 生ずる 所の 底に あらず、 故に 乍 

まさ  しゃう ぞく  ただ 

ち 長 じ 乍ち 消す、 盈ち 易く 縮まり 易し- 適に 以て 其の 氣を 妝賊 十る に 足れる のみ。 特 

に 氣を養 ひて 助長すべからず とい ふの みに あらず、 凡そ 事 皆 助長すべからず。 書 を 看 

て 未だ 通ぜ ざるが 如き、 心 を 潜めて 玩索 する こと 能 はずして、 强 ひて 探り、 力めて 索 

むる の 類、 皆是れ 助長す るな り。 
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レ究、 生 二 於 あ 心； 害，^ ~ 政； 發ニせ ~ 政； 害 n 於 其 事； 聖人 復起 必從二 吾 言 1 矣、 

朱 子 曰 はく、 該 は偏陂 なり。 淫は 放蕩たり。 邪 は 邪 僻な り。 遁は 逃避な り。 四つの 
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者 相 因る、 一 百の 病な り。 蔽 は遮隔 なり。 陷は 沈？ れ i がゅ溺 なり。 離は叛 去たり。 窮は 

困 屈な り。 四つの 者 亦 相 因る、 則ち 心の 失な り。 人の 言 ある、 皆 心より 出づ。 其の 心 

正理に 明かに して 蔽 なし、 然して 後に 其の 言 平 正 通達して 病な し。 苟も 然ら ざる こと 

を爲れ ば、 必ず 是の 四つの 者の 病 あり。 其の 言の 病に 卽 いて 而 して 其の 心の 失 を 知り" 

か  みち 

叉 其の 政事に 害 ある ことの 決然と して 易 ふべ からざる 者 此の 如き こと を. 5^ る。 心 道に 

通じて 天下の 理に 疑な きに 非 ずん ば、 其れ 孰れ か 之れ を 能く せん。 吿子は 首に 得ず し 

て肯 へて 之れ を 心に 求めず、 義は 外な りと いふの 說を爲 すに 至る、 則ち 自ら 四 者の 病 

を 免れず。 其れ 何 を 以て か 天下の 言 を 知りて 而も 疑 ふ 所な からん や。 程 子 曰 はく、 「心 

Is! に 通じて 然して 後に 能く 是非 を辨 ずる、 權衡を 持して 以て 輕重 を較 ぶる が 如し。 孟 

子の 所謂 知レ言 と は是れ なり」 と。 叉 曰 はく、 「孟子の 知レ言 は 正に 人の 堂上に 在って 

方に 能く 堂 下の 人の 曲直 を辨 ずるが 如し。 若し 猶 

ほ 未だ 堂 下衆 人の 中に 雜る こと を 免れざる とき は、 辨 ずる 能 はざる こと 決せり」 と。 

(I) 子 n はく、 詖淫邪 踵、 蔽 S 離窮、 四つの 者 は 相 因るな り。 心に 蔽 はるる 所 あれば、 K だ  一 を 

見て 一 邊を 見ず。 投 氏が 爲我、 ？：？ 子が 兼 愛 0 如き、 各. - 只、 だ 一 邊を 見る、 故に 其の 辭 波な リ。 


は是 れ偏陂 なリ。 此の 理 本と 平 正なる も、 他れ は 只 だ說き 得て 一達な リ。 字 凡そ 皮に 從ふ は皆是 

れ 一 邊の 意な り。 跛 Q 如き は是れ 脚の 一 長 一 短なる もの、 坡 は是れ 山の 一 邊斜 なるな リ。 蔽は卽 

ち陷 なリ。 陷は 深く 入る の義 なり。 是 Q 身陷 つて 都 Q 裏に 在る ピと、 水に 陷溺 する が 如し、 只 だ 

かくの ごとく 

水 を 見て 岸 を 見ず して 了る。 故に 其の 辭 放蕩して 過ぐ。 說き 得て 週 遮 浩瀚に して、 纔に恁 地 陷 

入る こと 深 了な リ。 是に 於て 一向に 正路に 背 却して、 開き 去る こと 愈.' 遠く、 遂に 正路と 相 離れ 

了る。 故に 其の 辭は 邪な り。 旣に 正路 を 離 去し 了れば、 他那の 物事 も 物事 を 成さず、 畢竟 用 ひ 得 

ずして 遂に 窮す るに 至る。 窮 すれば 是れ說 き 去らず して 了る。 故に 其の 辭遁 す。 遁 (詞) は 是れ旣 

のち て. a  (sn 

s) 孟子 言 に 離れて 後 走 脚 底の 話な り、 楊子の 如き は、 本と 是れ 一 乇を拔 いて 以て 天下 を 利せ ざるに、 却つ 

心上篇 第二 十  i 

^五せ1 に IJi、 て 天下 は 一 毛の 能く 利す る 所に 非ず と說 く。 夷 子 は 本と 愛に 差等な しと 說け るに、 却って 施す， 一 

^「動 子お R と 親より 始 むと 說く。 佛子は 本と 父母 を 無す るに、 却って 父母の 經を說 く。 皆是 れ遁辭 なり。 タ 

>g の 人な り C  ルヲ  i 

下 文の こと 孟 曰 はく、 此の 一章 は專ら 知レ言 を 以て 主と 爲す。 若し 言 を 知らざる とき は、 自ら 以て 義と爲 す も 

f.M お 文 公上篇 

第五 章に 出づ 而も 未お 必ずしも 是れ義 ならず、 自ち 以て 直と 爲すも 而も 未だ 必ずしも 是れ 直なら ず、 是非 すら 

且つ 辨 ずる ことなし。 然して 言 を 知る こと を說 い て、 又 只 だ 詖淫邪 遁の四 者 を 知る こと を說 く。 

蓋し 天下の 事 只 だ 一箇 Q 是と 不是と あるの み，、 若し 那の 不是底 を辨じ 得る とき は、 便ち 那 0 是底 

を識 得し 了る。 然も 道理 を 見得す る こと 十分 分明なる に 非 ずん ば、 辨じ 得て 親切なる こと 能 はず。 

道 源  ニニ 七 


ニニ 八 


(一) i 一 

二 五 頁 ま Si 

(二)  f£ 子 膝 

文 公 下 *| 第 九 

に 出づ。 作- 

其 心 於 

其 車？ 作， i 於 

來 Is^r 於 其 政 一 

と あり、 ffl!- と 

お と 前後す 


且っ集義の如き^^"=疋れ道理を見得して分明なるときは、 動 靜出虔 皆 道理に 術って 集 * に = ^ずと い 

ジテ メニ ァリ ノ  二 

ふこと なし。 ふ、 ？ ；^. 子 知 匕 百の 處に は、 き-於 其 心-? 害 二 於 其 政 1 と說 きて 政 を 先にして 事 や-後に 

し、 ！ SISSf を闕 ぞくる 處に は、 作 二 於 其 心 一 害 二 於 其 事 一と 說 きて、 事 を 先にして 政 を 後に す (^河)。 

朱子闩 はく、 事 を 先にして. 政 を 後に する は、 是れ微 よりして 著に 至るな リ。 政 を 先にし て^を 後 

にす る は、 是れ大 網より して 節目に 至るな リ。 問 ふ、 程 子の 說は 直に 是れ心 道に 通ず る 者 を喩ナ 

なきや 否 や。 臼 はく、 此は 只. だ是れ 見識 他よ リ高 くして 方に 能： 他の 是非 得失々 辨ず、 i 〃し a 識 

他と 一 般 ならば 如何 ぞ他を 解き 辨じ 得ん と 言 へ るな リ。 


卷之 上、 元 

靜 1^55 に ar つ。 

し、 これ 以 

下 二  b:  一  n 末 

行まで すべ て 


前 出 二 

(•rf!) 至る の 

字の 意 はま^ 

の 至の 意に * 


(六) 志-全 焉 

tS? 次焉 S 次の 

宁の解 なり， 


陽 明 ni はく、 吿子 は是れ 硬く 此の 心 を 把捉し 著して、 他れ の 動か ざらん こと を 要 

む。 孟子 は 却って 是れ義 を 集み て 自然に 動かざる に 到る。 又 曰 はく、 心の 本 體は原 

と. E ら 動かず。 心の 本 體は卽 ち是れ 性， 性 は卽ち 是れ理 なり。 性 は 元と 動かず、 理 

も 元と 動かず。 集義 は是れ 其の 心の 本 體に復 るな り。 「志の 至る所 は氣も 亦- 4- る」 

の 謂な り。 極 至に 非ず。 次 は贰の 謂な り。 其の 志 を 持 するとき は 氣を養 ふこと 其の 

中に 在り、 其の 氣を 暴す るな きとき は 亦 其の 志 を 持す。 孟子 は、 吿 子が 偏 を 救 ふ、 故 


此の 如く 夹 持して 說. 


义 


曰 はく、 孟子の 不， 動， 心と 吿 子の 不 レ動レ 心と は， 異な 


る 所 只 だ 毫萱の 間に 在り。 吿子は 只 だ 不動心 上に 在って 功 を 著け、 孟子 は 便ち 直ち 

に 此の 心の 原と 不レ 動處 より 分曉 す。 心の 本體は 原と 是れ動 著せざる も、 只 だ 行 ふ 所 

義に合 はざる こと あるが 爲に 便ち 動 了す。 孟子 は 心の 動と 不動と を 論ぜず， 只だ是 

れ集， 義 なり。 行 ふ 所 是れ義 ならず とい ふこと なきと き は、 此の 心 自然に 動く ベ き處 

なし。 吿 子の 若き は 只 だ 此の 心の 不動 を 要む、 便ち 是れ 硬く 此の 心 を 把捉し、 他の 

S 心 を 指  生 々串 」 まざる の 根を將 て、 反って 他れ を 阻 撓十飞 此れ 徒に 益な きのみなら ずして 又 

す 

之れ を 害す。 孟子 集義の 工夫 は 是れ復 た 其の 心の 本體 にして、 自ら 是れ養 ひ 得て 充 

滿し、 並に 餒歉 なく、 自ら 是れ縱 横 自在に して 活潑澄 地な り、 便ち 是れ 浩然の 氣な 

S 傳習錄 り。 叉 (£) はく、 近世 學を 講ずる 者、 往々 にして 多く 勿レ 忘勿レ 助の 工夫 甚だ 難しと 說 

卷之 中、 答，, 1W  S か 

つ 第一 i*?  く。 之れ を 問へば 則ち 云 ふ、 「纔に 意 を 著 くれば 便ち 是れ 助く るな り、 纔に意 を 著け 

が ありて、 全 ざれば 便ち 是れ 忘る るな り、 甚だ 難き 所以な り I 一  と。 (因って) 曰 はく、 「忘 は 是れ個 

く am じから す  こ  S  -,  こた 

の甚 |j を か 忘れ、 助 は是れ 個の 甚麼を か 助く る」 と。 其の 人默 然として 對 ふるな く- 

始めて 請 問す。 (因って 說 いて) 曰 はく、 學問は 只 だ是れ 個の 必有 レ事焉 にして、 勿 

レ 忘勿レ 助の 累 を說 かざる のみ。 必有， 事と は、 只 だ是れ 時々 に義を 集み 去く こと 

道 き  ニニ 九 
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なり。 t 右し 時々 に 必有レ 事の 工夫 を 用 ひ 去く も、 而も 或は 時あって (問斷 すれば， 

もち  S 

便ち 是れ 忘れ 了るな り。 卽ち勿 J 心を須 ふ。 又 時々 に必 有， 事の 工夫 を 用 ひ.^/、 も- 

或は 時あって) 速に 效を 求めん こと を 欲すれば、 此は 便ち 是れ 助け 了るな り。 卽ち 

勿レ 助を須 ふ。 其の 工夫 は 全く 必有レ 事の 上に 在り。 勿レ忘 勿, 助 を 用 ふる は、 只 だ 其 

の 間に 就きて 提 撕警覺 する のみ。 若し 是れ 工夫 原と 間斷 なくん ば、 卽ち 更に 勿， 忘 

と說 くを須 ひず、 原と 速に 效を 求む る を 欲せ ずん ば、 卽ち 更に 勿， 助と 說く を須ひ 

-ず。 此れ 其の 功夫 何等の 明白 簡易 ぞゃ、 何等の 洒脫 自在 ぞゃ。 今 却って 必有レ 摸の 上 

に 功 を 用 ひ 去かず して、 乃ち 懸空に 一 個の 勿， 忘 勿 レ助を 守 著す る は、 は 正に 是れ 

鍋を燒 きて 釵 をお 一る に、 鍋の 內に 未だ 曾て 水 を 注ぎ 米 を 下さず して、 乃ち 專ら柴 を 

ゆ  なにもの  (二) 

添へ 去いて 火 を 放つな り。 知らず 畢竟 個の 甚麼を か 煮出し 来らん。 吾れ 恐らく は 火 

候 未だ 調停に 及ばず して 鍋 以て 先づ 破裂 せん。 近日 一 種の 專ら 勿， 忘 勿， 助の 上に あ 

て 功 を 用 ふる 者、 其の 病 正に 是れ 此の 如く， 終日 懸 空に 個の 勿 レ忘を 做し ぷき、 乂 

懸 空に 侗の 勿， 助 を 做し 去き、 ^^々蕩々として全く實に手を落下する處なく， 究竟 

(111) 

の 功夫 は 只 だ 個の 空に 沈み 寂 を 守る こと を 做し 得る のみに して， 风 〈成って は 一 個の 


癡 i 漢才 なり。 I 一子の 事の 來 るに 遇 はば、 卽ち 便ち 牽滯 紛擾して 復た 經綸宰 制する 

S) 誤る こ こと 能 はず。 此れ 皆 有志の 士 にして 而も 乃ち 之れ をして 勞苦纏 ，して 一 生 を 耽閣せ 

(五) 鄭申甫  しむる は、 皆擧 術の 人 を 誤る に 由る の 故な リ。 甚だ 憫む べし。 申甫曰 はく、 孟施舍 

之 守 レ氣の 一 句 * 看 得し 好からん こと を 要す。 彼れ が 守 も 亦 心 上より 守る も、 但だ 

其の 守る 所の 者 は 心の 氣 にして、 心の 理に 非ざる なり。 蓋し 心の 生々 たる 處は、 是 

れ理、 亦 是れ氣 なり、 孟施舍 は 只 だ 是れ心 を將て 空々 に 自ら 守り、 心中 生々 の氣を 

(六) どこえ  して 外面の 爲に撼 動す る 所 あら ざら しむるな り。 然れ ども 此れ 何等 力 を 費して 把持 

。聽" して、 稍 や 一 吾に 失し、 便ち 自在なら ず。 何 ぞ心を 以て 理に順 ひ理の 之く 所に 隨っ 

<^s. て、 我れ 燕 じて 焉れ に與 する に 如かん。 眞に太 山 前に 崩る る も 色變ら ず、 麋鹿 左に 

興る も 目 瞬かざる の 模様 あり。 心 如何 ぞ 動き 得ん。 力 を 費して 把持す るの 功に 比す 

れば、 尤も 約な りと 爲さ ざらん や。 一 の 守の 字に 著し 防 制奸獄 の氣象 あり、 何等の 

ゥバ) 氣の出 支 吾ぞ。 曾 子 は： S の 出入に 聽 せて 守り 了る を 消 ひず。 叉 曰 はく、 心 自ら 氣 あり、 人 

心は氣 機の 出入に 乘じ、 把持 定まらず、 便ち 氣に隨 つて 波蕩 する こと 然り。 氣は原 

と是れ 生龍活 虎と 一 般 なり、 豈 能く 硬く 制する も 他れ 動か ざらん や。 只だ强 ひて 其 

道 源  二三 一 
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の 心 を 制する のみ。 其の 心 を 制する とき は、 氣も亦 自ら 定まる C 此 は是れ 其の 心の 

氣を 守りて、 其の 心の 理を 守る に 非ざる なり。 生 龍活虎 を將て 之れ を擒 縛す るな り 力 

孟子 は理を 以て 主と 爲し、 氣の 出入に 聽せ、 略 ぼ 相 干せず、 生 龍活虎 を將て 之れ に 

乘駕 して、 我が 自在 {.15^ 閑の 處、 此れ 便ち 是れ 善く 浩然の 氣を養 ふなり。 善く；^ 然の 

氣を養 ふ 者 は 志 を 持し 理に順 ふの み。 吿子も 亦是れ 此の 如き も， 此の 氣 他に 摧 折せ 

(I)  i られ、 已に 甚だ 守， 氣 あり、 5i 制拂 逆の 意 あり。 養 レ氣と 曰 ふ は 馴習調 服の まあり。 

るか、 文 i な ：13  , 

らす  又 曰 はく、 吿 子は是 れ 思慮 を 絕ち氣 息を定 むる の 工夫な り。 3 曰 はく、 舊；^^に、 心 

に 得ず して * 事に 應じ 人に 接する に 道理 差 失し 自家の 心裡 不快なる が 如きと き は、 

當に過 を 改め 想 を 謝し 以て 其の 失 を 補ぶべし、 而 して 其の 助け を氣に 求めよ と。 愚 

謂へ らく， 此の 說の 如くん ば、 則ち 氣に 求む る 勿れと いふ は 乃ち 不可の 大 なる 者な 

り。 何ぞ 僅に 可に して 心に 求む る 勿れと いふ 者に 愈れ りと 謂 ふ を 得ん や。 大全の 小 

註の 中 を 看る に 亦 此の 說 なし。 竊に意 ふに、 心に 得ず して、 事變 得失の 爲に心 下 を 

撼撩 せられ、 1^1: 掛礙 して 安穩を 得ざる が 如き * 此れ 卽ち 是れ 心の 動く 處 なり。 氣 

上に 就いて 把持して 以て 此の 心の 安き を 求む る は、 此れ 卽ち叻 け を氣に 求む るな り。 


但だ 恐らく は 把持し 得ず、 心 之れ に 因って 益.' 以て 衝動 せん。 吿子は 自らの 心安 か 

ら ざれば、 此れ 亦 自らの 心 を 放 下して 全く 提起せ ざるな り。 此れ 亦是れ 個の 安心の 

捷法 なり。 蓋し 心 は 主な り、 氣は 役な り。 心 能く 氣を 降伏し 得る も、 氣は 能く 心 を 

降伏し 得ず。 心の中に 得ざる とき、 亦 當に心 上に 自 つて 求むべし 。さ々 として 氣上 

に 在て 求 むれば 自ら 事を濟 さず。 故に 氣に 求む る 勿れと いふ を 可な りと 爲す のみ。 

蓋し 重んずる 所 心に 在るな り。 重んずる 所 心に 在れば、 此の 心 最も 明白 靈妙を 打 得 

(五 \ 

せんこと を 要す、 乃ち 言に 得ざる も 亦 心に 求む る ことなき とき は、 此の 心 昏黑を 打 

し， り、 只 だ 頑 空 無知 覺の 模様と 作り、 路脈 全く 差 ふ、 所以に 大いに 不可な りと 爲 

すなり。 然れ ども 之れ を 要するに、 不可なる 者 は 固に 不可に して、 而も 可なる 者 も 

ニハ)  もち 

亦 未だ 盡く 可なる にあらず、 下 文の 志 氣相須 ふる 處を觀 て 見つべし。 氣調 養し 得て 

好き ものに 於ても 亦 志 を 助く る こと を爲 さず、 而るを 之れ を 置いて 求む るな きこと 

を 欲す、 豈盡く 可なる こと を 得ん や。 朱 註に 曰 はく、 「吿子 謂へ らく、 言に 於て 達 

すてお 

せざる 所 あれば、 當に 其の 言を舍 置いて、 必ずしも 其の 理を 心に 反 求せ ざるべし。 

心に 於て 安から ざる 所 あれば、 當に 其の 心 を 力 制して 必ずしも 更に 其の 助け を氣に 
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求めざる べし」 と。 愚 謂へ らく、 力 制の 二字、 亦舍 置の 二字に 換へ 做さん に は 如か. 

ずと。 蓋し 力 制の 二字 は卽 ち是れ 助け を氣 に. 求む る ことなり。 孟子 は^ょり 吿 子の 

,1 レ求 ニ於氣 一とい へる を 以て 非と 爲す。 是 れ然れ ども 求の 字 亦 人 爲に涉 著す。 孟子 

〔 一  (二) 

は 求と 言 はずして、 無, 暴と 曰 ひ、 反って 善 養と 曰 ふ。 又 曰 はく、 一 百に 得ざる も 心 

に 求む る こと 勿れ、 心に 得ざる も氣に 求む る こと 勿れと は、 內外 隔絶して^ 通ぜ ず、 

一 齊に放 下せし むるな り。 此れ 吿 子が 不，， 動， 心の 捷法 なり。 勿レ 求， ー於氣 一の.？ に 就 

いて 看る に、 吿子は 心 を 以て 主と 爲すを 知れる 者に 似く、 頭腦 あるに 似たり。 勿 

レ求ニ 於 心 1 の 句に 就いて 看れば、 吿子は 又 心 を 以て 主と 爲すを 知れる 者に 非ず、 全 

く頭腦 なし。 之れ を 要するに、 心 を 以て 主と 爲すを 知れる 者に 似し とする も、 亦是 

れ 吾が 儒め 正 法 を 以て 借に 看て 繭 云 ふなり。 乃ち 吿 子が 本意 は 亦 是れ心 を 以て 主と 

作す にあらず、 只 だ 是れ硬 然として 都て 管せ ず、 佛 家の 不思 善. 不思惡 の 如く、 模 

樣 是非 得失 之れ を 置いて 等閑に し 個の 頑 空 を 作す、 便ち 是れ なり。 又 曰 はく- 大抵 

もつ  ら つ 

• 舍 • 吿子は 是れ心 を將て 之れ を橫 にし， 孟子 は 則ち 心 を將て 之れ を 順にす るな 

り。 鎗； 益；！ i:? おい 不動心の 急速 を 要する 人 は、 外面の 紛々 接々 たる 皆以 


て 我が 心 を撓亂 する に 足る を 見て、 便ち 厥うて 之れ を 遣ち、 拒みて 之れ を絕 たんと 

欲す。 無心に して 理に循 ふが 若き の 人 は， 則ち 事物の 雜沓， 形骸の 運奔、 皆 此の 心 

の靈明 自然の 妙 用に して、 太虚の 中に 風 鐘 作 止して 本體自 如た るが 如く、 不動 を 期 

せず して 自然に 不動に 於て す。 人 謂へ らく、  #"*舍* 吿子 は氣の 上に 功 を 用 ひ、 

强 ひて 其の 氣を 制する と。 然り や。 曰 はく、 强 ひて 其の 氣を 制する に は、 將た心 を 

用 ひて 以て 强 ひて 之れ を 制せ ざらん や。 曰 はく、 然 らば 則ち 强 ひて 其の 心 を 制する 

か。 曰 はく、 强 制の 一念 を 起せば、 便ち 已に心 動くな り、 如何 ぞ 不動な らん。 曰 は 

く、 然 らば 則ち 何如ぞ や。 曰 はく、 朱 子が 吿 子を說 くの 二 句 極めて 好し。 「冥 然と 

して 覺る ことなく- 博 然として 顧みず」 と。 只 だ 一 味 頑 硬 不理に して、 做して 省み 

ず、 事と して 怕れ ざる 人の 模樣、 如何 ぞ 他れ を 動かし 得ん。 彼れ の此に 到る、 亦自ー 

然に 了す、 如何 ぞ 之れ を强 制と 謂 はん。 所謂 强と は、 然る こと 能 はずして 力めて 

其の 然 らんこと を 欲する の 謂な り。 力 欲 の 二字 は卽ち 是れ心 動くな り。 舍， 

吿子 は是れ 此の 如くなら ず。 曰 はく、 然 らば 則ち 何 を 以て 之れ を强 制と 謂 ふや。 

曰 はく、 强 制と は 其の 理を 論ぜるな り。 理に順 はず、 因って 之れ を 强と謂 ふ。 蓋 
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し 心の 生梭は 流通 出入 碍な きも、 吾れ 一 邊に置 在 すれば、 那の 一 邊は 通じ 去く こと 

を 許さず、 就ち 是れ强 制な り。 直麥 無， 害， 就ち 是れ 人の 生に 順 ふなり。 直 は 草木 

の 芽の 下より 直上す るが 如きな り、 吾れ 其の 底遂の 機に 順って 理に逆 ふこと を爲さ 

ザ • 當に是 の 如くして 吾れ 之れ に 順 ふべき なり。 强 制は不 直の 謂なる も， ^を 以て 

養 ふ 者 之れ を 視て然 りと 謂 ふの み、 彼れ豈 自ら 其の 强制 たる を 知らん や" 3 曰 はく、 

つらな  ゎづか 

氣と 心と は 原と 相聯 る。 心の 生々 活 勃の 處卽ち 是れ氣 なり。 故に 心中 辘に羞 作 あれ 

ば、 險の上 自ら 赤を發 す。 硬く 之れ を 制して 赤 を發せ ざら しむる は • 只 だ是れ 頑に 

して 羞愧 せざる のみ。 何 ぞ集義 して 羞愧の 事な からしむ るに 若かん。 何に 由って 赤 

を發 せんや。 氣を養 ふの 功 は 全く 志 を 持す るに 在り。 險 上に 赤を發 する は、 氣の生 

生 すれば なり。 自然の 生 機 を將て 硬く 之れ を 折く は、 便ち 是れ 其の 氣を暴 ふなり。 

故に 吿 子の 氣に 求む る 勿れと いふ は、 乃ち 氣を暴 ふと 爲す 所以な り。 譬 へば 草の 將 

に發生 せんとす る や、 硬く 石 を 以て 之れ を壓 する が 如し、 之れ を 暴 ふに 非 ざらん や" 

志 を 持し 義を 集む は、 生々 の 機 自ら 順なる なり。 

又 曰 はく、 吿子は 不動に 心 ありて、 孟子 は 不動に 心なし。 不動に 心 ある 者 は、 W 


く 無心の 模様 を 做す も、 然も 却って 是れ 無心の 心なり。 無心の 心 は 不動 なれ ども 

實に 動な り。 ヌ曰 はく、 氣は 體の充 なり、 志の 至る所、 氣 必ず 次ぐ は、 此れ 自然の 

生 機な り。 以て 之れ を 折くべく して * 而も 氣に 求めず と。 (氣 の) 人の 身に 在る は、 

水の 地中に 在る が 如し。 順に 去いて 涂溪 汪洋の 水と 作ら ずん ば、 却って 逆に 来って 

PI 一 Ji 堯 山 を 懐み 陵に 襄 るの 水と 作る。 心旣に 打して 過 却 强認せ ずん ば、 箇 は是れ ^ に氣 

典に せつ  や fL り そ，. る 

炎と 作り、 許 多事 を 害す、 此れ 山 を懷み 陵に 襄 るの 水な り、 此れ 卽ち 是れ義 襲な り。 

氣は 自ら 是れ 活動し、 個の 物 生々 して 已ま ざるに、 之れ を 置いて 求む る ことなく、 

其の 生を聽 さざる は、 便ち 是れ 之れ を 暴 ふなり。 

叉 曰 はく、 其の 氣 たる ゃ至剛 至大に して 天地の 間に 塞がる と は * 言 ふこ ころ は、 

氣の體 段 此の 如しと なり。 時に 文に 天地の 間に 塞がる こと を 講ずる は、 是れ氣 の 功 

用に して、 是れ 氣の體 段に あらず。 夫れ 氣は 人身の 氣 のみ、 何 を 以て か 能く 天地の 

間に 塞がらん。 ^^は是れ實話不是なり。 子 皿 子 誇張して、 氣は 何く より 来る や、 人身 

の 氣は卽 ち 天地の 氣 なること を認 得せん こと を 要め たるな り。 人 只だ寸 管の 中に 出 

入す るを認 得して 氣と爲 すと き は * 氣は 嫗殼の 中に 落 在して 便ち 小 了し、 之れ を 血 

道 源  二三 七 
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に， Li 「！ S 氣と謂 ふ、 鼓して 之れ を 用 ふれば 之れ を 客 氣と謂 ふ、 浩然の 氣に 非ざる なり。 ^然 

u^^^ の氣は 直ちに 是れ 乾坤の 靜專動 直靜翕 動^ 底の 氣 なり、 私意 を 以て 之れ を { ネ： はず、 

して、 其の 動  かへ 

くや 有」 なり、 此の 氣 原初の 本色に 復り 了る とき は、 吾れ の 氣は卽 ち 天地の 氣 なり、 天地の 氣は卽 

是を 以て 大ぃ  .  へ ，，，： 

耽 の I は ち 吾れ の氣 なり。 但だ目 間の 升 降 飛揚 溫涼 寒暑 の 薰蒸拍 塞充滿 して 間な き を：！？？ と 

の 動く や SS く。 き は、 其の 孰れが 吾れ の氣 たり、 孰れが 天地の 氣 たる こと を 知らざる なり。 露 個に 

是を 以 2 一一 

は；^」 くと ある 是れ 天地の 間に 塞がりて 未だ 消えざる なり。 說 きて 彌 綸參贊 の處に 到れば、 此の 氣 

に^  „  . . ん  (三、) 

^^^^h 固に 能く 彌綸 參赞 す。 然れ ども 彌綸 參贊は 是れ功 用に して、 是れ 配，！ 義與 の 節の 

と。 易 辭上  § うつ 

，「易 は ほ 意な り、 氣の 本體に 非ず。 孟子 此の 氣の樣 范を狀 し 出す、 眞に 人身と 天地と 一 般に 

地と^ <~ 故 

^^^^^^ して 萬 物 皆 我れ に備 はるの 氣象を 見得す。 此れ等 は實に 見得す るに 非 ずん ば、 孰れ 

i 出づ。 參箕  シヒ  7/  ： 

ぷ 中庸^ 14- か 信じ 得ん。 乃ち 難 J 目と 爲す 所以な り。 ヌ曰 はく、 黄 _ ^、梨 曰 ふ、 「此の 氣は！ K も 也 

二 章の 「天地  を  よ 

^ -^^ た經 むべき とき は、 便ち 上りて 天に 際り、 地 も 也た 緯 むべき とき は、 便ち 下りて 地 

て 天地と 參た  わ だか ま  ひろが 

るべ し」 .0 あ に蟠 る。 四海 をも容 保すべき とき は、 便ち 是れ橫 りて 四海に 滿っ。 故に 此の 架 通ず 

ハー 一 一一  るに 在て は、 浩然と して 天地と 其の 發生を 同じう す。 此の 氣民を 正しう するとき は、 

(H) 規範の  に/  V つ 

意。 范は範 に 浩然と して 天地と 其の 肅殺を 同じう す。 此れ 惟 だ 能く 是の氣 ある 者の み 乃ち 自ら 見 


得す。 故に 曰 はく 言 ひ 難き な (1」 と。 葵峯が 此の 說は 終に 是れ氣 の 功 用な り。 或 ひ 

と 曰 ふ、 人の 氣は只 だ 一身 を 管 得し 除り 了る のみ、 天 を經し 地を緯 する こと、 何 を 

以て 氣の 天地の 間に 塞がる を 見ん や。 曰 はく、 汝 試みに 看よ、 天 開け 曰 蒙 るる 時に 

溫蒸喧 和なる、 是れ 何の 氣ぞ。 曰 はく、 是れ 天地の 氣 なり。 曰 はく、 是れ 天地の 氣 

A- う うん あられ 

にあらず、 是れ 吾れ の氣 なり。 試みに 看よ、 形 雲 霰 を 飛ばし 栗烈嚴 凍の 時、 是れ何 

の氣 ぞ。 曰 はく、 是れ 天地の 氣 なり。 曰 はく、 是れ 天地の 氣 にあらず、 是れ 吾れ の 

氣 なり。 試みに 看よ、 汝が 一 身の 鼻孔より 出入す る は是れ 何の 氣ぞ。 曰 はく、 是れ 

吾が 氣 なり。. 曰 はく、 是れ 吾が 氣 にあらず、 是れ 天地の 氣 なり。 何 を 以ての 故ぞ。 

,  (七) 

.ft  ^ ん う，) きち 

曰 はく、 人 那の氣 ある を 得る は、 原と 是れ 天地 絪緦の 来せるな り。 天地人 物 は 共に 

一個の 氣 なり。 此の 氣を 喚んで 天 的と 作す こと も 亦 得、 喚んで 地 的と 做す こと も 亦 

得、 喚んで 我 的と 做す こと も 亦 得、 喚んで 人物 的と 做す； J とも 亦 得。 豈是れ 天地の 

間に 塞がる にあらず や。 此の 本色 を 養 ひ 得來れ ば、 天地の 間 許大の 事も爲 すべから 

ずと いふ ことなし、 便ち 能く 道と 義に 配して 發 出し 來れ ば、 海外 極 邊の地 も 是の氣 

の 到る 所に あらず とい ふこと なく、 金石の 至 堅なる も 是の氣 の 莨く 所に あらず とい 
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ふこと なし。 此 は是れ 至大 至剛、 此 は是れ 天地の 氣、 亦是れ 我が 氣 なり。 乂 曰 はく" 

大抵 氣と 道義と は 相に 終始 を爲 す。 始め 義を 集む の 時 も 亦 自ら 一 段の 氣 あり、 m だ 

猜 ほ禱路 して 未だ 十分の 勇なら ず、 此に 到り 是の 集義の 功行、 員滿 なるとき は- 道 

義 愈.' 精し く 積みて 氣も亦 愈- 吓. なり。 配 二 道義 一の 三 字 を 肴よ， 天地 を喊 動す るの 

気勢 あり。 

又 曰 はく、 朱 註に 「吿子 は 此の 理を 知らず、 乃ち 曰 はく 仁 は內、 義は 外な りと して- 

復た義 を 以て 事と 爲 ざれば、 則ち 必ず 集義 して 以て 浩然の 氣を 生ずる こと 能 はず」 

と 曰 ふ も， 說 いて 未だ 吿子を 服せ しむる を 得ず。 吿子も 亦 義は是 れ_ 好 的 東 li: なる を 

知る も、 但だ 以て 屬 して 外 邊に 在りと 爲 せる のみ。 彼れ 豈 吾人が 事 を 行 ふや 便ち 義 

に 背くべし と 謂 はんや。 且つ 彼れ が 不動心の 樣范 は- 亦』 謂へ らく、 吾 的と。 是れ義 

外邊の 議論 は 一 切 信^す る こと 堅く、 執 得する こと 狠 しき を恤 ふること なかるべき 

のみ。 知らず 彼れ が 所謂 義は 乃ち 是れ 外面より 假り來 るの 義、 是れ 心に 根ざさざる 

の義、 五 伯 仁を假 るの 假の 如しと する を。 此れ 正に 所謂 義襲 なり。 葵^ 謂へ らく、 

(二  . 

SS 襲. 外の S なりと。 ？ 外 「sgwit?,i" 。い 其れ 是れ 大抵 氣を 助く 


るの 人、 一段の 名義 を假ら ざれば、 氣も亦 助け 來ら ず、 然も 外面 塗抹して 終に 本色 

究竟に 非ず して、 盈ち 易く 涸れ 易し。 "所以に 集 を 要して * 襲 を 要せざる なり。 朱 註 

は意圓 にして 而も 語滯 ほる こと を 免 かれず。 苟子は 性は惡 なりと 謂 ふ も、 豈 便ち 人 

は惡 なるべし と 謂 はんや。 禮は僞 なりと 謂 ふ も、 豈 便ち 人 は 毀くべし と 謂 はんや。 

吿子義 は 外な りと 謂 ふ も、 豈 便ち 義は 事と 十る ことな. かるべし と 謂 はんや。 曰 はく、 

然 らば 則ち 若 何。 曰 はく、 義 なるとき は 心 慊 し， 不義なる とき は 心像から ず。 此 

れを 以て 義と 心と 相 連る を 見よ。 義の內 に 在る こと 明かな り。 吿子は 乃ち 義を 以て 

PV5 の 外と 爲す。 「我れ 故に 曰 はく 吿子は 未だ 嘗て 義を 知らず と。 其の 之れ を 外にす る を 

以てな り」 は 只 だ 此れ 便 了す。 必ずしも 復た 東西 を牽 かず。 蓋し 孟子 平日 素より 謂 

へらく、 吿子 は義を 知らず と。 此れに 因って 證 して 之れ に 及ぶ のみ。 並に 別意な し。 

吿 子の 義 は是れ 集まざる より 來る もの。 然して 其の 之れ を 襲 ふ は不是 なる も、 義を 

以て 外と 爲 すが 故に 之れ を 襲 ふなり。 故に 朱 註 は意圓 にして 而も 語 滞 ほる と 曰 ふな 

り。 吿子 は集義 する 能 はずと 謂 ふとき は、 此の 說は是 なり。 吿子 は義を 以て 外と し 

て肯 へて 集まざる なりと 謂へば、 此の 說非 なり。 

道 源  二 四 一 
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( 1 )  ゆ  みて ,0 

〇 今 案ずる に、 心は體 なり。 志 は 心の 之く 所な り。 氣は 用に して 體の充 なり。 氣を 

養 は ざれば、 心 何に 由って か 動か ざらん や。 之れ を 養 ふに 道 あり、 所謂 集義の 生ず 

る 所の 者な り。 北宮黝 • 孟 施舍. 吿 子が 心 を 動かさざる は、 皆 養 ふ 所 或は 勝 を 守り、 

無 レ懼を 守り、 或は 氣を 守る、 各.' 其の 一端に して 全から ず。 孟子の 所謂 浩然の 氣 

は 天地の 間に 塞がって 至大 至剛 なり。 程 朱 之れ を盡 す、 故に 赞 せず。 

(二) 〈ク  WT,-r、  テ ナリ (三，) 一 J  ，  二、  JJ テ / クル ヲ  一一  ル レヌ ゲン ャ テ ス 

孟子 曰、 牛山賴 之木嘗 美矣、 一" syls# ぉ以 i ハ郊ニ 於大國 1 也， 斧斤 伐 A 之、 可 二 以爲， 

レ美 也、 gSJiif  It 聽！ f- 是ぁ日 あ 之， 4、 雨 あ 之 所 い 4L4_ 一  .斷^ 之 生- 焉、 践姚、 

濯 一也、 以爲. 未， ノ 材焉、 13101 山 之き 也 哉、 l"s，sii3? 木. fi: ま i€Jr;，^ 

存， 1 乎ん, 者 h 豈 無二 仁義之心1哉、：^ハ所1,,以放，,其良心,者、 亦猶，,斧1^之於,木也、 旦々 

而伐， 之、 可 二 以爲- 美 乎、 其 日夜 之 所， 息、 平旦 之氣、 好 惡與， 人相 近 也 者 幾 希， 

則 其 旦晝之 所， 爲、 有 こ 榜亡, 之矣、 松， 之 反覆、 則せ.， ハ夜 氣不， 足， 1 以存； 夜 氣不， 足こ以 

存； 則 其 違 ニ禽獸 1 不， 遠矣、 人 見 二 其禽獸 一也、 而 以爲， 未ニ嘗 有，， 才焉 者、 是豈人 之 情 


也 哉、 4 ち -vr ギ 斗お r あき i-，lc「％ 孔子 op  ， 

. f  ：シ. • ス ツル &: ハ ス  ク  シト ル「 ノ ム カフ t- ヲ ダ ノ ィヒカ 

則存 舍 則 亡、 出入 無， 時、 莫， 知， 1 其 鄕ー 惟 心 之 謂與、 

お 集註に 朱 子 曰 はく、 良心 は 本然の 善心、 卽ち 所謂 仁義の 心なり。 平 旦の氣 は 未だ 物と 接せ 

ざるの 時の 淸 明の 氣を謂 ふ。 好悪 は 人と 相 近し と は、 言 ふこ ころ は、 人心の 同じく 然 

る 所 を 得るな り。 幾 ど 希と は 多から ざる ことなり。 榜は械 なり。 反覆 は展轉 なり。 言 

ふこ ころ は、 人の 良心 已に放 失すと 雖も、 然も 其の 日夜の 間猶ほ 必ず 生長す る 所 あり- 

故に 平旦 未だ 物と 接せず して 其の 氣淸 明の 際 は、 良心 猶ほ 必ず 發 する 者 あり、 伹だ 

其の 發見 至微 にして、 旦晝 の爲す 所の 不善 又 已に隨 つて 之れ を梏 亡す る こと、 山木旣 

はう！ b つ 

に 伐つ て猶 ほ萌孳 あり て 而も 牛 羊 叉 之れ を牧す る が \  J とく、 晝 の 爲 す所旣 に 以て 其の 

IS 生長す 夜の する 所 を 害する こと あり、 夜の 息す る 所 叉 其の 晝の爲 す 所に 勝つ 能 はざる が 如 

し。 是を 以て 展轉相 害して、 夜氣の 生ずる に 至る こと 日に 以て 寝く 薄く して、 以て 其 

の 仁義の 良心 を存 する に 足らず、 則ち 平 旦の氣 も亦淸 なること 能 はずして- 好惡 する 

所 遂に 人と 遠し となり。 叉 曰 はく、 山 木 も 人心 も 其の 理ー なり。 叉 曰 はく- 孔子の 一一 一 In 

は、 、七此 に 操れば 此に 在り、 之れ を捨 つれば 失 ひ 去り、 其の 出入 定時な く 亦定處 なき 

道 源  二 四 一一 一 


二) 李侗、 

延 平に 住し 世 

に延平 先生と 

稱す。 朱 子. J 

れに 師事す。 

もと 羅從彥 に 

從舉 して 世事 

も-謝絶 する こ 

ii: 十餘 年な 

り。 隆興 元年 

卒す、 年 七十 

一 、 文 晴と諡 

す。 延平問 

語； S あり 

(二) 靜 かな 

る貌 

(三) 伊川 

(E) 朱 子 語 

1^ 卷五 十九に 

出づ 

(五) 以下の 

朱 子 曰 はく は 

皆 朱 子 語類 卷 

五十 九に 出づ 


修敎耍 錄卷之 二  二 四 四 

こと 此の 如しと。 孟子 之れ を 引いて 以て 心の 神明 測られず 得失の 易く して 保守の 難く" 

頃刻 も 其の 養 を 失 ふべ からざる こと を 明かに す。 學者當 に 時として 其の 力 を 用 ひずと 

いふ ことなく、 神 をして 淸く、 氣 をして 定に する こと ♦ 常に 平旦の 時の 如くなら しむ 

ベ きとき は、 此の 心 常に 存 して 適く として 仁義に 非ず とい ふこと なし。 子 曰 ふ、 「心 

豈 出入 あらん や、 亦 操舍を 以て 言 ふの み。 之れ を 操る の 道 は 敬 以て.^ を^く する の 

み」 と。 之れ を師髓 1 李に 聞きし に、 曰 はく、 人 は 理義の 心 未だ 嘗て 無くん ば あら ざ 

る も、 惟 だ 之れ を 持 守 するとき 卽ち 在る のみ。 若し 旦晝の 間に 於て^」」 する に 至ら ざ 

ると き は、 夜氣 愈. -淸 なり。 夜氣 愈.' 淸 なれば、 平旦 未だ 物と 接せざる の 時 湛然た 

る虛 明の 氣象 自ら 見るべし。 孟子 此の 夜 氣の說 を 發す、 率 者に 於て 極めて 力 あり。 

しくつ 11 玩んで 深く 之れ を 省みる べしと。 程 子， 曰 はく、 夜 氣の存 する 所の 者 は 良知な 


り、 良能な 

し、 然して 後に 以て 聖人に 至る あり。 ^ョ曰 は 


苟も 擴 めて 之れ を充し >  旦晝 の^す る 所 を 化し、 夜氣 の.. 仆 する 所を爲 

平 旦の氣 は 只 だ是れ 夜間 息し 得て" 

許 多の 時節 物と 接せず、 饞に 醒め 來れば 便ち 這 些の淸 明の 氣を 得る こと あり。 此の 心 

かく  C、J とく  し. K ら-、  こつ ぼつ-  ) 义 (五一 、 » 

自ら iili 他,， 虛靜 なり。 少問纔 に 物と 接すれば、 舊に 依って 又汨沒 し，， J る -ン曰 はく 


(六) 好惡の 

公なる こと 人 

と 近き なり 


(七) 朱 子 語 


(八) 同前、 

梏 亡の 二字 を 

レ 之に 作る 


日夜の 息す る 所の 底 は是れ 良心な り、 平 旦の氣 は 自ら 是れ氣 なり。 夜氣は 雨露の 潤の 

如し、 良心 は萌 寧の 生の 如し。 人の 良心 は梏 亡す る こと ありと 雖も、 而も 彼れ 未だ 嘗 

て 生ぜ ずん ば あらざる なり。 又 曰 はく、 此の 段の 首尾 は 只 だ 良心の 爲に設 く。 夜氣以 

て存 する に 足らず。 蓋し 以 へらく、 夜氣 は至淸 にして 以て 此の 良心 を存 する に 足る、 

平 旦の氣 も 亦 淸んで 亦 以て 此の 良心 を存 する に 足る。 故に 其の 好惡 人と 相 近し。 但だ 

此の 心 は存し 得て 多 時なら ざるな り。 之れ を梏 亡す と は、 人 其の 夜 氣を梏 亡す と 謂 ふ、 

非な り。 其の 良心 を榜 亡す る を 謂 ふなり。 又 曰 はく、 夜氣 以て 存す るに 足らずと は、 

皆 是れ旦 晝の爲 す 所 壌り 了れば なり。 所謂 好惡 人と 相 近き もの (幾 ど 希) と は、 今 只 

だ 這の 好惡の 上に 去いて 理會 する こと を 要す。 日用の 間 這の 上に 於て 見得て 分曉 なれ 

ば、 力 を 得る 處 あり、 夜氣 方に 爾と存 す。 夜 氣の上 却って 未だ 工夫 あらず。 只 だ是れ 

^  ひる £  (七 J 

旦晝に 理會し 去く のみ、 這の 裏に 工夫 あり。 日間 一分の 道理 を 添へ 得れば、 夜 氣も便 

ち 一分 を 添へ 得。 日間 只管に 進み 夜間 只管に 添 ふるとき は、 這の 氣 便ち 盛な り。 氣は 

日 裏に も 也た 生じ、 夜間に も 也た 生ず。 只 だ是れ 日間に 生ずる 底 は 物欲の 爲に梏 亡せ 

られ、 手に 隨 つて 又 耗 散し 了る。 夜間に 生ずる 底 は 則ち 聚 まって 那の 裏に 在り、 曾て 

道 源  二 四 五 


修敎耍 錄卷之 二  二 四 六 

耗散 せず e 所以に 那の 良心 を 養 ひ 得るな り。 譬 へば 一 井水の 如し， 終 H 攪動 すれば ffi 

ち渾り 了る も、 夜に 至って 稍し く靜 なれば 便ち 淸 水の 出 づる ぁリ。 所謂 夜氣 以て；^ す 

るに 足らざる 者と は、 授 動し 得て 太甚が 如し、 則ち 止 息の 時 ありと 雖も 此の 水 亦淸む 

Z  た，， . さう しゃう ぞ：  いてば 

こと 能 はず。 一二 曰 はく、 人心 は 毎日 事物に 松せられ、 斲 喪妝賊 して 餘る所 幾 くもなし" 

唯 だ 夜氣靜 なれば、 庶 く は 以て 少しく 存 すべきの み。 夜 氣の靜 なる に 至りても 而も 

猜ほ 以て 存す るに 足ら ざれば、 天理 都て 喪び て 禽獸を 去る こと 遠から ざるな り。 前 輩 

皆明說 なし。 某 因って 孟子 を將 つて 反覆 熟讀 して、 方に 看 得し^す。 後に 程 子の 「夜 

氣の存 する 所の 者 は 良知 良能な り」 と說 ける を 看る に、 臆 見と 合 ふ。 此を 以て 知りぬ、 

ォ あら は  r^z 

書を觀 るは須 らく 熟讀深 思して 道理 自ら 見るべき を" 5 曰 はく， 氣と理 と は 本と 相 依 

る。 旦晝の 爲す所 其の 理を 害せ ざれば、 夜 氣の養 ふ 所 益. '厚し。 夜氣の 息す る 所旣に 

理を 助く る こと あれば、 且晝の 爲す所 益.，' 當ら ずと いふ ことなし。 ， 日間 松 亡す る 者 {4 

ければ、 夜氣 自然に 淸 明虚靜 なり、 平旦に 至っても 亦然 り、 旦晝 事に 應じ 物に 接する 

時に 至っても 亦然ら ずと いふ ことなし。 又 曰 はく、 夜氣 は是れ 母、 息す る 所 は是れ 子？ 

き 添字  蓋し 息す る 所の 者 は 本と 自ら 微了 にして、 旦晝 只管に 之れ を 梢す。 今日 株す る こと 一 


分、 明日 楞 する こと 一分、 所謂 之れ を榜 する こと 反覆して 息す る 所の 者泯 ぶと き は、 

夜 氣も亦 以て 存す るに 足らず。 若し 能く 存 すれば 便ち 是れ 仁義の 良心 を 息し 得るな り。 

仁義の 心 は 人の 固有す る 所 なれ ども、 但だ 放って 求む る こと を 知らざる とき は、 天の 

こつ ぼつ 

我れ に與 ふる 所以の 者 も 始めて 泊沒 する 所 あり。 是れ 此の 如しと 雖も、 然も 其の 日夜 

の 息す る 所 平旦に 至りて 其の 氣淸 明に して、 利 慾の 爲に昏 まされ ずん ば、 本心の 好惡 

猶ほ 人と 相 近き 處 ある も、 其の 且晝 の爲す 所に 至りて 叉 以て 之れ を榜 亡す る こと あり。 

之れ を 梧す る こと 反覆 すれば、 這些 の夜氣 ありと 雖も亦 以て 其の 良心 を存 養す るに 足 

. らず。 反覆 は 只 だ是れ 循環な り。 夜氣 以て 存す るに 足ら ざれば、 人の 形 ありと 雖も， 

だんた f 子の 其の 實は 禽獸と 遠からず。 故に 下 文に 復た云 ふ 「苟も 其の 養 を 得る とき は 物と して 長 

ぜず とい ふこと なく、 苟も 其の 養 を 失 ふとき は 物と して 消せず とい ふこと なし」 と。 

良心の 消長 は 只 だ 其の 養 を 得る と 其の 養 を 失 ふとに 在る のみ。 牛 山の 木 嘗て 美な りと。 

是れ 人の 仁義の 心に 喩ふ。 大 國に郊 として 斧斤 之れ を 伐る は、 猜ほ 人の 其の 良心 を 放 

つが ごとし。 「日夜の 息す る 所、 雨露の 潤す 所、 萌莩の 生な きに 非ず」 と、 便ち 是れ 

平旦 の氣、 其の 好惡 人と 相 近き 處 なり。 旦晝の 梏亡は 則ち 又 所謂 牛 羊又從 つて 之れ に 

道 源  二 四 七 
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牧 するな り。 芽. 寧の 萌と雖 も 亦 且つ 戕賊 して 餘り たじ。 

朱 子 曰 はく、 心豈 出入 あらん や。 出 は 只 だ 外 を 指して 言 ふ。 入 は 只 だ內を 指して 言 

ふ。 只 だ 是れ人 操って 之れ を存 せんこと を 要する のみ。 是れ 物の 散 失して 而る 後に 之 

れを收 むる が 如きに 非ざる なり。 心 は 是れ箇 の 活物、 須 らく 是れ操 守すべし、 放舍を 

要せず。 亡と は是れ 無に あらず、 只 だ 是れ走 作して 物 を逐ひ 去き 了るな り。 又 得た 

り、 。ま 操らざる とき は舍 て、 出で ざると き は 入り、 閑處の 以て 安頓 すべきな きこと 


？! t 。を ほ？" . を。 惟 心 之 謂 與とは 1^ 指して 之れ を總 結す るな 


問 ふ 


范淳 夫が 女 孟子の 此の 章 を ク^ 


みて 曰 ふ、 「孟子 心 を識ら ず、 心豈 出入 あらん や」 と。 伊川 之れ を 聞いて 曰 ふ、 「此の 

女 孟子 を識ら ずと 雖も 却って 能く 心を識 る」 と。 此の 語是れ 之れ を 許して、 是れ之 

れを 許さず。 (如何) 曰 はく、 此の 女 必ず 天資 高見に して、 此の 心 常に 湛 然として 安 

定 して 出入な きなり。 然して 衆人 は 皆 此の 如くなる 能 はず。 若し 衆人 を 通じて 之れ を 

論ぜば、 心 却って 是れ走 作す る 底の 物な り。 孟子 引く 所の 夫子の 言 は是れ 衆人に 通じ 

て 論ずる のみ。 又 曰 はく、 心 は 却って 識り 易し， 只 だ是れ 孟子の 意 を識ら ざるな り。 

» きもの  し. & 

、リ ょ是れ 死物に あらず、 須 らく 把り て活と 做して 看るべし。 雨ら ずん ば 5- ち Hy れ釋氏 


チ つ-やう 

の 入定 坐禪 なり。 操 存は只 だ是れ 事に 應じ 物に 接する の 時に 於て 事々 理に 中る、 便ち 

ニー 一)  こつぜん  一一 

0X0 是れ存 なり。 若し 只 だ 是れ兀 然として 守る こと 這の 裏に 在る も、 忽ちに 事 あつ て 吾 

が 前に 至れば、 操る 底 便ち 散 了す る、 却って 是れ 一. 舍 つると き は 亡す」 たり。 問 ふ 操 

た  一 K  /  、 

りて 之れ を存 する こと 能 はざる とき は、 其の 出で て 物 を 外に 逐ふ、 其の 偶  內に存 す 

る 者と 皆荒忽 として 常な く 定まれる 處を 知る ことなし。 然して 所謂 入る は 亦 此の 心旣 

に 出で て復た 外より 入る に 非ざる や。 亦 曰 はく、 物を逐 ふの 心暫ぐ 息む とき は 此の 

心 未だ 嘗 て內に 在ら ずん ば あらざる のみ。 擧者此 に 於て 苟も 能く 操 つて 之れ を ^す る 

とき は、 此の 心 放たず して 常に 內に 主たり。 叉 曰 はく、 心の 體は 固に 本と 靜 なり、 然 

れ ども 亦 動かざる こと 能 はず。 其の 用 固に 本と 善な り、 然れ ども 亦 能く 流れて 不善に 

入る。 夫の 其の 動いて 不善に 流る る 者 は、 固に 心の 體の 本然と 謂 ふべ からず、 然れ ど. 

,、  いざな 

も 亦 之れ を 心と 謂 はざる ベから ず。 但だ 其の物に 誘 はれて 然るの み。 故に 先聖 只 だ 操 

•  鲁 

ると きは存 し- 存 するとき は靜 なること を說 く。 而 して 其の 動く や 不善な きも、 舍っ 

ると き は 亡す。 是に 於て か 動いて 不善に 流る る 者 あり。 出入 時な く、 其の 鄕 ふこと を； 

知る 莫 しと は、 出 は 亡な り、 入は存 なり、 本 一 定の 時な く 亦 一 定の處 なし、 特だ 人の 择 

道 源  •  二 四 九 


二) 石 jr 

字 は 子 重、 0 
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舍 如何に 磐る のみ。 只 だ 此の 四 句 は 心の 體用 始終 眞妄邪 正 を說き 得て 備 はらず とい ふ 

ま Nu「 一 一  す 

所な し。 ^^石 子 重に 答 ふる 書に 曰 はく、 孔子、 「操れば 存 し- 舍 つれば 亡す、 出入 

時な く、 其の 鄕 ふこと を 知るな し」 の 四 句 を 曾 ひて、 「惟 だ 心の 謂な り」 とい ふ 一句 

を 以て 之れ を 結ぶ。 正に 是れ 心の 體用を 直 指して 其の 周流 變化 神明 不測の 妙 をせ：： ふな 

り。 若し 其れ 舍亡は 此の 如き 走 作 を 致し 得と 謂 ふとき は、 孔子が 心の 體と言 ふ もの 只 

だ 心の 病 を說き 得た るの み。 聖人 言 を 立て物 を 命ずる の 意、 恐らく は 此の 如くなら ざ 

らん。 出入の 兩字を 兼ぬ、 善 あり 惡 あり.、 皆舍 亡の 致す 所と 謂 ふべ からざる なり。 又 

心の 本體は 存亡 を 以て 言 ふべ からず と 謂 はば、 此れ 亦 未だ 安から ず。 t 右し 操りて 存す 

る 所の 者 は 初めより 本體に 非ず とい ふとき は、 知らず 存 する 所の 者 果して 何物た るか 

を、 而 して 又何ぞ 必ずしも 其のお を 以て 爲ん や。 偶- (復) 記憶す、 胡文定 公が 所謂 

「不起 不滅 は 心の 體、 方 起 方滅は 心の 用、 能く 常に 操りて 存 するとき は 一 日 の 問と 雖 

じじゃく 

も 百た び 起り 百た び滅 して、 心 固に 自若たり」 とい ふ 者 自ら 是れ好 語な り、 仉だ讀 者 

當に 所謂 不起 不滅 は 是れ瑰 然として 動かず 知覺 する 所な きに 非ざる こと を 知る ベ し。 

又 百 起 百 滅の中 別に 一 物の 不起 不滅 あるに 非ざる なり。 但だ 此の 心^ 然として 全く 私 


夜:;^ 參前: p ら ほ 勝 来 持 2 指 S 
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意な し。 是れ 則ち 寂然 不動の 本體 にして、 其の 理に 順って 起り、 理に 順って 滅す。 斯 

(三) 易の 擊 れ 乃ち 感じて 遂に 天下の 故に 通ず る 所以の 者と 爾云 ふ。 „ ^ふ 人心 紛擾の 時 は 把捉し 難 

辭上傳 に 「易 

し (如何)。 曰 はく、 眞 箇是れ 難し、 持 把 久しう する 能 はず、 叉 事物 及び 閑 思慮に 引. 

こと 夭き なり。  も  二  かか は 

寂然と して 動 き將ち 去らる。 孟子 牛 山の 木の 一章 最も 看ん こと を 要す。 叉 曰 はく、 這箇は 別人に 干 

かす、 感じて  つ 

Si らず、 事是れ 難しと 雖 も亦須 らく 自ら 力 を 著くべし、 常に 惺々 にして 放 倒 を 要せず、 

S) 以下 別 物欲 來る を覺 得せば 便ち 著緊 して 他れ に隨ひ 去かん こと を 要せ ざれ。 若し 把持し 得ず 

の 出典なる ベ ，  ぶ  1 

れぇ 集に は 他れ に 勝ち 去らず と說 くなら ば、 是れ 自ら 壞る なり、 更に 甚を か說 かん。 仁 を爲す こ. 

と は 己れ に 由り て 人に 由らん や。 

叉 曰 はく、 靜を 主と する に は、 夜氣の 一章 見るべし。 

诞雲峰 曰 はく、 集註に 浩氣を 論じて は 則ち 以て 前聖 未だ 發 せざる 所 を擴げ て、 學者 

當に心 を 潜めて 玩 索すべき 所と 爲し、 此に 夜氣を 論じて は 則ち 以て 舉 者に 於て 極めて 

力 あり 宜しく 熟玩 して 深く 省みる べしと 爲 す。 蓋し 此の 兩の氣 の 字、 此れより 前に は 

未だ 發せ ずして- 孟子 之れ を發 す。 浩氣は 謂 ゆる 是れ 氣の體 段に して、 人 皆 之れ を 天 

地に 得て 以て 生ずる 者、 夜氣は 則ち 浩氣の 中より 說き、 夜間 叉淸明 此の 如し。 ニ氣ぁ 

道 源  二 五 1 


同 但靜卷 2 
あ し 所 之 ^ 
り 字 i« 上 

W に "4 
に 出 陸 習 

異 づ 元 m 


修敎耍 錄卷之 二  二 五 二 

るに 非ざる なり。 浩氣 は是れ 統べて 說く。 夜氣は 則ち 人の 共の 心 を 放つ 者の 爲に說 

く。 聖人 は志氣 常に 淸明 にして 放心な し、 故に 夜氣 なし。 舉 者の 若き 尤も { 几 しく 深く 

翁 みるべし- 但だ 當に玩 索すべき のみに あらず。 許 東 陽 曰 はく、 浩然の 章 は氣を 養う 

て 心 を 以て 主と 爲る こと を 論じ、 此の 章 は 心 を 養うて 氣を 以て 驗と爲 る こと を 論ず。 

曰 はく 志 者氣之 帥と- 故に 心 を 以て 主と 爲 ると is へるな り。 曰 はく 平旦好 惡與レ 人相 

近と， 故に 氣を 以て 驗と爲 ると 謂へ るな り。 集義は 固に 養氣の 方たり。 夫の 義を 知つ 

て 之れ を 集む 所以の 者 は 乃ち 心なり。 心 を 養 ふに は 固に 其の 枕 亡 を 戒め 其の 息す る 所 

を驗 す、 而 して 力 を 致 十べき 者 は 則ち 氣 なり。 彼れ は 養うて 暴 ふこと なくして 以て 吾 

が 仁義の 氣を充 たさんと 欲し、 此れ は氣の 息す るに 因つ て 以て 吾が 仁義の 心 を 養 はん 

と 欲す。 兩 章の 持. 志操, 心の 意、 未だ 嘗て 同じから ずん ば あらず。 而 して 氣は 則ち 身 

に 在る と 天に 在る との 異 ある も、 然も 未だ 始めより 相に 用 を爲さ ずん ば あらず。 

王 陽 明 曰 はく、 孟子 夜 氣を說 く、 亦 只 だ是れ 其の 良心 を 失へ るの 人の 爲に 個の 良 

心が 萌し 動く の虚を 指し 出して、 之れ をして 此れに 從 つて 培養し 將ち去 かしむ るな 

り。 今已に 良知の 明白 を 知得し 常に 致 知の 功 を 用 ふれば、 卽ち已に更に夜氣を！？^^く 
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】頁參 照 


こと を須 ひず。 則ち 日間 事 ある も 事な きも * 皆是れ 此の 氣の 翁聚發 生す る處 なり。 

もち  ニニ 

聖人 は 則ち 夜 氣を說 くこと を 消 ひず。 却つ て 是れ鬼 を 得て 後に 鬼 を 守る こと を 知ら 

ずして 仍って 去って 株 を 守って、 兎 は 將に復 た 之れ を 失 はんとす るな り。 出入 無, 

時、 莫レ知 二 其鄕ー と、 此れ 常人の 心 上に 就いて 說 くと 雖も、 擧 者亦須 らく 心の 本體 

元と 是れ 此の 如き こと を 知得すべし。 則ち 操存の 工夫 始めて 病 痛な けん。 便ち 出 を 

亡と 爲し入 を 存と爲 すと 謂 ふべ からず。 若し 本體を 論ずる とき は、 元と 是れ 出づる 

も Q 

ことなく 入る ことなき 的な り。 若し 出入 を 論ずる とき は、 其の 思慮 發用 は是れ 出な 

り、 然して 主宰 は 常に 昭々 として 此に 在り、 何の 出と いふ ことか 之れ あらん、 何の 

ニニ)  おうしう 

入と いふ ことか 之れ あらん。 程 子の 所謂 「腔 子」 は 亦 只 だ是れ 天理の み。 終日 應酬 

すと 雖も 而も 天理 を 出で ざる は、 卽 ち是れ 子の 裏に 在るな り。 若し 天理 を 出づれ 

すな は  (» 明) 

ば斯ち 之れ を 放と 謂 ひ、 斯ち 之れ を 亡と 謂 ふ。 又 曰 はく、 出入 は 亦 只 だ是れ 動靜な 


二 

(en  はじめ  むか 

動靜は 端な し。 豈鄕 ふこと あらん や。 ョ青ゾ お 曰 は. 


11 は 物と 體， I& を 同じう し. 


みた もと ル 一一  か  A てる もつ- 

化生の 原、 入, 聖、 の徵 機と 爲す。 夫の 氣は體 の 充 にして 天地に 塞がる 者な り。 氣 

の靈を 良知と 爲す。 孟子、 日夜 息す る 所 平旦虚 明の 氣を 論ずる、 卽 ち是れ 靈氣な り。 
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の 造化に は 停 機な し、 纔に止 息す る も卽ち 生息の 義 ありて、 動 靜の間 は 唯 だ 一 息の み。 

及 邵子も 亦 謂 ふ、 「天地人の 至妙なる 者な り」 と。 醫家は 手足の 瘦痺 する を 以て 不仁 

と 爲十。 蓋し 言 ふこ ころ は 靈氣 霞 かざる 所 あれば なり。 人 能く 此の 一息に 從 つて、 

保 合 愛 養し、 旦晝の 亡す る 所と 爲ら ずして 晝 夜に 通ず、 是れを 至誠 無 息の 舉と謂 

ふ。 問 ふ、 操 則存 を。 曰 はく、 汝 且つ 說け、 出入 時な しと は、 是れ 心を說 くや. 

還た 是れ 放心 を說 くや。 曰 はく、 是れ 心を說 く。 曰 はく、 只 だ 這の 一 の 操の 字 は 幾 

千 百年 說 きても 明かなら ず。 今旣に 出入 無, 時 は、 是れ心 之れ を 操る のェ なる を識 

得すれば、 (夫) 始めて 下落 あり。 問 ふ、 橾レ 心の 法 (如何)。 曰 はく、 橾練操 の 操 

にして 把持 執著の 謂に 非ず。 心の 良 智は變 動 周流して 原と 是れ活 澄の 物な り、 3;11：： 執 

り得定 むべ けんや。 人 能く 此の 心 を 操 習し、 或は 順 或は 逆、 或は 橫 或は 縦、 其の 爲 

す 所に 隨 つて、 時々 他れ を 還み、 活？！ ^の體 世情 嗜 慾の 爲 に滯礙 せられ ざれば、 便ち 

是れ 之れ を 操る の 法な り、 卽ち 之れ を存 すと 謂 ふなり。 若し 練習 を 知らず して 饞に 

滯礙 あれば、 便ち 世情に 著す、 卽ち 之れ を 亡す と 謂 ふなり。 之れ を 操 舟に 辟 ふれば、 

知 は卽ち 是れ舵 柄な り。 舟の 行く こと 中流に て は 自在に 東西 礙げ なく、 淺深 順逆 


滞りな き は、 原と 是れ 舟の 活體 なる も、 善く 操る 者 は 此の 舵 柄 を 得て 手に入れ， 游 

移の 前に 却って 波の 上下 順逆 縦横に 隨 つて、 初めより 礙 はる 所な くして、 始めて 能 

く濟る こと あり。 若し 硬く 把捉し 死 手 執り 定 むれば、 舵 柄に 變通 ある ことなく、 舟 

便ち； 活かず。 此の 心 萬變に 通達して 昭々 靈々 原と 未だ 嘗て 發 せず、 何の 出づる こと 

か 之れ あらん。 旣に 出づる 所な し、 何の 入る ことか 之れ あらん。 旣に 出入な し、 何 

の 方 所 か 之れ あらん。 明 珠の盤 を 走る が 如し • 終日 圓轉 停まらず して、 未だ 嘗て 盤 

を 離れず。 正に 本心 を 指 出して 眞頭面 を 人に 看せ、 以て 心 を 操る の 的 は 入 を 存と爲 

し、 出 を 亡と 爲すを 以てする に 非ざる を 示す。 此れ 千古 入 X 聖の微 機な り。 申す 曰 

やぶ  まさ けつ そ，、 

はく、 陸 象 山が 云 ふ、 「人の 良心 は 斧斤の 爲に 壌ら れ、 夜氣 方に 歇息 する こと を 得。 

^ ま  ひる lii 

今夜 間に 息す る こと を 得る 時 は、 則ち 平旦 の好惡 常人と 甚だ 相 近し、 但だ旦 晝の爲 

す听榜 亡して 止まず、 後來に 到って 夜間 も亦應 する こと を 得ず、 夢寐 顚 倒し 思慮 

紛亂 して 以て 淪 むこと を 致して 禽 獸と爲 る， 一 と。 象 山が 此の 息の 字の 說亦理 あり。 

但だ 生息 を 以て 言 ふ、 亦 妙な り。 止 息して 而 して 後 能く 生息す るな り。 化 機の 未だ 

嘗て 停 處剝盡 せざる を 見て、 復た 人身 を 見る に 一 の 小天地な り。 然して 所謂 生息と 


. 修敎 耍錄^ 之 二  二 五六 

は、 氣息 する か、 -rk 心 息す るか。 若し^^心息せば必ず夜半醒覺して方にはれん。 是 

の 如くん ば、 長寐何くに於て^：^心の生息を見得せんゃ。 曰 はく、 只 だ 是れ氣 息す る 

なり、 日問勞 し、 夜 來靜息 すれば、 自ら 生息す る處 あり。 何 を 以て 之れ を驗 さん 一 

も  ひるま  はたらき 

曰 はく、 如し 日間 耳目 手足の 用度 を 過す こと を 得れば、 自ら 是れ i チ乂^ 昏^ 十る も 

夜來目 を閉ぢ 足を展 ばして 憩へば、 渐く 精神の 建. 爽を覺 ゆ、 此れ 其の 驗 なり。 氣は 

心の 氣 なり。 氣 自ら 個の 靈を帶 び、 平旦に 到る 時 は靈機 脈々 として 發 動す、 故に 好 

悪人と 相 近し。 平 旦の氣 は卽ち 夜氣、 此の 夜氣 生息して 平 曰 一に 到る 時 は，：：： ら 一般の 

光景 ある を覺 ゆる も、 ^に 個の 旦の氣 に 非ざる なり。 此の 夜氣 便ち R 心 をび し得會 

きも、 之れ を ii- して 反覆 するとき は、 氣傷斲 する こと 已甚 しく、 靈 なる 者 死し， 正 

氣 なし。 故に 以て 彼の 息す る 所の 者 を：：^ する に 足らず、 哮 喘の 氣 のみ。 ：！： を 以て か 

氣の靈 と 謂 ふ。 目の 明、 耳の 聽、 心の 炯々 たる 處， 是れ なり。 此は 是れ氣 原と 帶 

び 来る 的に して、 氣の生 吓. なるとき は靈發 す。 松つ N 反覆と は、 反は復 なり、 覆 も 

亦復 なり。 言 ふこ ころ は、 今夜 生ずる 所の 的 は 明日 旣に する こと 一過し、 明 夜 生 

ずる 所の 的 は 又 明 曰復た it 丄.' る こと 一 過す、 曰々 此の 如く 循環 重 一 m して 略 ぼ： む 時 


なしと なり。 tT., 郭曰 はく、 問 ふ 平 旦の氣 は覺ぇ 得て 淸明 なり、 此の 時 亦覺ぇ 得て 

好惡 なき は 如何。 曰 はく、 淸明は 心なり、 而 して 好惡 なき は 則ち 心 ありて 意な きな 

り。 淸明は 知な り、 而 して 好惡 なき は 則ち 知 ありて 物な きなり。 試みに 之れ を 思へ、 

果して 無意の 心、 無 物の 知 あらん や。 且つ 心あって 意な きとき は、 意 も 其の 誠 を 用 

ふる 所な し、 知あって 物な きとき は、 物 も 其の 格 を 用 ふる 所な し。 是の 四つの 者の 

工夫 は 未だ 嘗て 相 離れざる なり。 叉 曰 はく、 一物 留まらず して、 自ら 是れ萬 物畢く 

照す。 一物 留まらざる は、 是れ 嘗て 寂の 體 にして、 萬 物畢く 照す は是れ 常に 感ずる 

の 用 なり。 平 旦の氣 を 問 ふ。 曰 はく、 汝 試みに 說き 看よ。 曰 はく、 平 旦の氣 は 好 

惡を 離れざる に 非ざる なきや 否や。 曰 はく、 好惡を 除却 すれば 更に 甚の 心の 體かぁ 

らん。 元 亨利貞 を 除却 すれば、 更に 何れの 處に 於て か 太 極を竟 めん や。 平 旦の氣 は 

まろ  -10  .^ ゑ 

好惡 人と 相 近し と は、 便ち 是れ 良心 未だ？ if びざる も- 然も 其の 端 甚だ 微 なり、 所， 以 

nfl)  ひと 

に 之れ を 幾 希と 謂 ふなり。 今の 人 平旦の 氣を認 むる も、 只だ虛 明の 光景 を 認め 得る 

のみ、 1^ 以に手 を 下す の處 なし。 認め 得る の 時 は 種々 皆 {是 際な り。 

(七)  ま なよ 

求是 編に 曰 はく > 夜 氣の說 は 孟子に 始まりし に 非ず。 二 氣孔だ 中 夜に 神たり、 
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虚 を；！^ して 以て 之れ を 待つ、 之れ が 先 を爲す ものな し」 と、 子^ 已に 之れ を 首へ り。 

r 虛に 至る こと 極まり 靜を 守る こと 篤ければ、 萬 物 並に 作る。 吾れ 以て 共の 復を靓 

る， 一 と、 老氏叉 之れ を 言 ふ。 然れ ども 皆 之れ を 用 ひて 以て 養生す るの み。 好惡の 平 

旦に 於て 近き を觀 るに 仁義の 良 (心) を 幾 希に 存 すと いふに 至って は、 孟子より 之 

れを發 す。 然れ ども (常人に 在りて は) 常人の 夜氣 あり、 放心 を旦 ま〕 一松 亡の 後に 求 

むる 者の 如き、 是れ なり。 賢人に 在って は 賢人の 夜氣 あり、 靜 中に 喜 怒哀樂 未發の 

前の 氣象を 看る が 如き、 是れ なり。 聖人に 在りて は 聖人の 夜氣 あり、 之れ を定 むる 

に 仁義 中正 を 以てして 靜を 主と する が 如き、 是れ なり。 天地に 在って は" 大地の 夜氣 

あり、 復は 其れ 天地の 心 を 見る か、 翁聚 せざる とき は發 散す る こと 能 はず、 ^一  な 

ら ざると き は直遂 する こと 能 はずと いふ 如き、 是れ なり。 陽 明 乃ち 謂 はく、 「夜氣 

は是れ 常人に 就いて 說く、 聖人 は 則ち 夜 氣を說 くこと を 消 ひず」 と、 此れ 恐らく は 

未だ 然ら ざらん。 

〇 今 案ずる に、 牛 山の 一章、 其の 要は 養の 得失に 在り。 木 は 元と 美な り、 心 は 元. V 

良な り。 其の 養 を 失 ふとき は、 以て 未だ 嘗て 村 あらず と爲 し- 以て 未だ 脊て才 あら 


ずと 爲す。 木の 養 は 日夜の 息す る 所、 雨露の 潤す 所、 t^錢lれ：^ 斧斤之れを害せざる ： 

に 在り。 人の 養 は 日夜の 息 ふ 所、 平旦 の氣、 日々 之れ を梏 亡せ ざるに 在り。 凡そ 人晝 

は 物に 接して 安から ざる も、 夜 は淸靜 にして 能く 安ん ず、 之れ を榜 亡して 反覆 すれ _ 

ば、 夜氣 も亦存 十る に 足らず、 故に 天理 殆ど 亡びて 禽獸を 違る こと 遠から ざるな り。 _ 

足の 字 意味 あり、 存 せざる に 非ず、 足ら ざ のみ。 山 は 木 を 以て 美と 爲す、 人 は 情 一 

を 以て 良と 爲す。 故に 山 を 論ずる に 木 を 以てし、 人 を 論ずる に 心 を 以てする なり。 „ 

操 は 養な り、 舍は養 を 失 ふこと なり、 出入 無， 時と は、 心に 定形な きなり、 唯 だ存ー 

養 を 以て 功と 爲 すなり。 莫，， 知 一一 其鄕 一と は、 心に 定處 なきな り、 唯 だ存養 を以、 て處ー 

と爲 すなり。 或 ひと 曰 はく、 夜 氣は靜 を 主と す、 故に 先 儒 皆 此の 章に 於て 靜 坐の 義ー 

を 論ず。 如何と。 曰 はく、 朱 子 曰 ふ、 「存と は 只 だ是れ 事に 應じ 物に 接する の 時に 於， 

ふ _  (ち 

て 事々 理に 中る こと * 便ち 是れ存 なり、 爾ら ずん ば 是れ釋 氏が 入定 坐 禪の樣 なり」 ， 

と。 愚案ず るに、 孟子 日夜の 息す る 所、 雨露の 潤す 所 を 以て 山 木の 養と 爲十。 日夜 

の 息す る 所 は 天地の 生々 なり、 雨露の 潤す 所 は 天地の 用 受けて 養 ふ 所な り。 人の 良 

心 も 亦 此の 如し。 其の 日夜の 息す る 所 は 天地の 生々 にして、 平 旦の氣 は 人の 受けて 
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全う 十る 所な り。 故に£:^-心の養は.， 天地 生々、 平 R: 淸靜 の氣を 知り、 事物- V 接の 時 

に 於て 之れ を抬 亡せ ざるの み。 若し 旦晝爲 す 所な く 唯 だ默靜 するとき- 是れ 死灰 i 

^^^p  木の 說 なり。 程 子 靜坐を 論ずる は、 人の 多 慮 を 要する を： 15- て、 In; つ 人 をして 此の 心 

勞 する 故に、 

それ を排 して  を牧 拾せ しめんと せる のみ。 

簡易の 靜坐法 

もす すめし な 


修 敎要錄 卷之三 

學問 一 前編 一 

ノ  ハ  リ ニス ルニヲ  リア ラタ ニス ルニヲ  リ マル 二  tf 

大學之 道、 在， 明， I 明德； 在， 親 ， 民、 在， 止 二 於 至善； 

お. 3fs 朱 子の 曰 はく、 程 子 曰 はく、 「親 は當に 新に 作るべし」 と。 大學 とい ふ は 大人の 學な 

り。 明かに すと は、 之れ を 明かに する ぞ。 明德は 人の 天より 得る 所に して、 而 して 虛 

靈 不味、 以て 衆理を 具へ て、 而 して 萬 事に 應 ずる 者な り。 伹だ 氣禀の 爲に拘 せられ、 

人欲に 蔽 はるる とき は、 則ち 時として 昏 きこと あり。 然れ ども 其の 本 體の明 は 則ち 未 

だ 嘗て 息まざる 者 あり。 故に 學者當 に 其の 發 する 所に 因って 遂に 之れ を 明かに して、 

以て 其の 初に 復る べし。 新に すと いふ は、 其の 舊 きを 革む るの 謂な り。 言 ふこ ころ は 1 

旣に 自ら 其の 明德を 明かに して、 叉當に 推して 以て 人に 及ぼして、 之れ をして 亦 以て 

其の 舊染の 汚れ を 去る こと あらしむべし となり。 止まる とい ふ は、 必ず 此に 至って 而 

學 問  二 六 一 
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して 遷ら ざるの 意な り。 至善 は 則ち 事理 當然の 極な り。 言 ふこ こん は、 明徳 を 明かに 

し 民 を 新に して、 皆當に 至善の 地に 止まって 而 して 遷 ら ざるべし。 蓋し 必ず 其れ 以て 

夫の 天理の 極 を盡す こと あれば、 而も 一毫 も 人欲の 私な しとな り。 此の 三つの 者は大 

^の 綱領な り。 或 問に 曰 はく、 此の 篇に 所謂 「明 德を 明かに する に 在り、 民 を 新に す 

るに 在り、 至善に 止まる に 在り」 とい ふ 者、 亦 得て 其の 說の詳 を 聞くべき か。 曰 はく 

天道 流行して 萬 物を發 育す。 其の 造化 を爲す 所以の 者 は 陰陽 五行の み。 而 して 所謂 陰 

陽 五行 は 又 必ず 是の理 ありて 而 して 後に 是の氣 あり、 其の物 を 生ずる に 及んで は、 則 

ち 又 必ず 是の 氣の聚 まるに 因って 而 して 後に 是の形 あり。 故に 人物の 生る や、 必ず 是 

の理を 得て 然して 後に 以て 健 順 仁義 禮智の 性 を爲す こと あり、 必ず 是の氣 や ふむ て 然し 

(二)  (三) 

て 後に 以て 魂魄 五臓 百 骸の身 を爲十 こと あり。 周 子の 所謂 「無 極の 眞、 二 五の 精、 妙 

合して 凝る」 とい ふ 者、 正に 是れを 謂 ふなり。 問 ふ、 必ず 是の理 ありて 然して 後に 氣ぁリ 

と は是れ 如何。 朱 子 曰 はく、 此れ 本と 先 後の 一一 一 E ふべき なし。 然れ ども 必ず 其の 氣の從 つて 來る所 

を 推さん と 欲すれば、 须 もく 先づ 是の理 ありと 說く べし〕 然れ ども 理は乂 別に 一物た るに.^ ず、 

卽ち是 の氣の 中に 存す。 是の氣 なきと き は 是の理 亦掛搭 する 處 なし。 氣は則 も 金 木 水火と 爲リ、 


理は 則ち 仁義 禮智 と爲 る。 理は 未だ 常に 氣を 離れず。 然れ ども 豈先 後な からん や。 理は 無形、 

氣は 便ち 粗 ぼ査滓 ぁリ。 原頭 定體の 上に 就いて 說く とき は、 未だ 五行 を 分たざる 時 は 只 だ 之れ を 

陰陽と 謂 ひ、 未だ 五 性 を 分たざる 時 は 只 だ 之れ を徤 順と 謂 ふ。 分ち て 之れ を 言 ふに 及んで は 則ち 

陽 を 木 火と 爲し、 陰 を 金 水と 爲す、 徤を仁 禮と爲 し、 順を智 義と爲 す。 〇 陰陽 五行 徤« 五常の 性 

を 問 ふ。 曰 はく、 徤は 是れ那 .Q 陽の 氣を禀 得し、 順 は 是れ那 の 陰の 氣を禀 得し、 五常 は是れ 五行 

Q 理を禀 得す。 人物 皆 健 順 五常の 性を禀 得す。 天地の 間、 理 ぁリ氣 ぁリ。 理と いふ は 形よ リ して 

上なる の 道な り、 生物の 本な リ。 氣と いふ は 形より して 下なる の 器な リ、 生物の 具な リ。 故に 人 

物の 生る や、 必ず 此の 理を禀 けて 然して 後に 性 あり、 必ず 此の 氣を禀 けて 然して 後に 形 ぁリ。 其 

Q 性、 其 Q 形、 一身に 外な ちずと 雖も、 然も 道 器の 間、 分際 甚だ 明かな リ、 亂 るべ かちざる なリ。 

然も 其の 理を 以て 之れ を 言へば、 則ち 萬 物の 一 原 固に 人と 物と 貴賤の 殊 なるな し。 其 

(五) 

の氣を 以て 之れ を 言へば、 則ち 其の 正にして 且つ 通ず る 者 を 得た る を 人と 爲し、 其の 

ひと 

偏にして 且つ 塞がる 者 を 得た る を 物と 爲す。 是を 以て 或は 貴く 或は 賤し うして、 齊し 

うする 能 はざる なり。 朱 子 曰 はく、 理を 以て 之れ を 言へば、 全から ずと いふ ことなし、 氣を 

以て 之れ を 一 百へば、 偏な きこと 能 はず。 人 は 其の 氣の正 を 得、 故に 是の理 通じて 塞がる 所な しし 

物 は 其の 氣 の 偏 を 得、 故に 是の理 塞がって 通ず る 所な し。 且つ 人の 頭の 圓きは 天に 象リ、 足 G 方， 


す哺も 長：： 

の あし v_/ 

@ ぺ親烏 

を 、 に は 
致 反 食 成 
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なる は 地に 象る が 如き、 平 正 端 直 其の 天地の 正 氣を受 くる を 以てな り、 所以に^理を-^リ知^*|ぁ 

0  0 物 は 天地の 偏 氣を受 く、 所以に 禽 は 横に 生じ、 萆木は 頭 は 生じて 下に 向 ひ、 は 反って 上 

に 向 ふ〕 物 Q 間. '知 ある 者 も 只. だ 一 路に 通じ 得る に 過ぎず、 おの 孝 を 知リ獺 Q 祭 を 知り、 A^m. 

だ 能く 守 御： i し、 牛 は 似 だ 能く 耕す が 如きの み-。 人 は 知らざる ことなく、 能 はざる ことなし。 人物 

と 3^、 なる 所以、 爭ふ所 0 者 は 此れの み。 萬 物の 一 原 を 論ずる とき は理 同じう して 氣 NIV 、なり、 ie? 物 

0  3^!^體を觀るときは氣猶ほ相近くして理絕ぇて同じかんず。 je? 物に 賦與 する Q 初に 方り て は 犬.^ 

の 流行 只 だ れ 一般な リ、 故に 理 同じ。 二 五の 氣に 純馼 ぁリ、 故に 氣 W 井、 なり。 ^^物-」に得る 

の 後 は淸^ 純駁 0 不同 あ リと雖 も、 同じく 此れ 二 五の 氣 なリ、 故に 氣相 近し。 其の の 丼 

だ 遠き を 以ての 故に、 理 絶えて 同じから ず。 氣相 近くして、 寒暖 を 知 リ磯飽 を 識リ、 を 好み 死 

を惡 み、 利に 趨リ害 を 避く るが 如き は、 人と 物と 都て 一般な リ。 理 同じから ずと は、 ^^の^ Hi! 

の 如き、 " ハ だ是れ 他の 義の 上に 一 點 子の 明 ぁリ、 虎-恨の 父子の 如き、 ：： ハだ 是れ 他の 仁の 上に 一 點 

子の ある も、 其 Q 他 は 更に 推し 去らず。 彼の 賤し うして 物と 爲れる 者 は、 旣に形 氣の偏 

衆に 枕して、 以て 其の 本體の 全き を充 する ことなし。 唯 だ 人の 生る る や， 乃ち 其の：！^ 

の 正にして 且つ 通ず る 者 を 得て、 其の 性 最も 贵と爲 す。 故に 其の 方寸の 問， 虛靈 洞^ 

萬理 ぁ備。 棘？ spfY 蓋し 其の 禽獸に 異なる 所以の 者 正に 此に 在り、 而 


して 其の 堯舜 と爲 る ベ くして 能く； 大地に 參 はりて 以て 化育 を贊 する 所以の 者 も 亦焉れ 

に 外なら ず。 是れ 則ち 所謂 明德 とい ふ 者な り。 flig ザ 然れ ども 其の 通ず る こと t 

た淸 濁の 異なき こと 能 はず、 其の 正 も 也た 或は 美 惡の殊 なき こと 能 はず。 故に 其の 賦 

する 所の 質、 淸 める 者は智 にして、 燭れる 者 は 愚な り、 美なる 者 は 賢に して、 惡 なる 

者 は 不肖な り、 叉 同じなる こと 能 はざる 者 あり。 朱 子 曰 はく、 人 皆是の 天地の 正 氣なリ と 

雖も、 但だ 哀し 來リ袞 し 去って 便ち 昏明 厚薄の 異ぁ リ。 蓋し 氣は 是れ 有形の 物、 纔 に是れ 有形の 

物に 便ち 自ら 美 惡ぁリ 。• 〇 問 ふ、 智愚賢 不宵は 是れ禀 くる 所 Q 氣に清 蜀美惡 0 不同 ありと。 禀く 

る 所に 歸せ ずして、 賦 する 所に 歸 する こと は 何. そや。 曰 はく、 賦は 俗語に 云 ふ 分 俵 均 數の意 Q 如 

し) 〇 問 ふ、 人 Q 聰明 通曉 ある は是 れ禀氣 Q 淸 めるな リ、 然も 却って 爲す所 過 差し、 或は 小人の 

おもむき 

歸 に 流る、 叉 人と なリ 賢に して 而も 甚だ 聰明 通嘵 ならざる こと ある は何ぞ や。 或 問の 中に 所謂 

智 愚賢不 -5rQ 殊 と：. ふ是れ なリ。 蓋し 其 Q 賦する 所の 質に 便ち 此 Q 四樣 ぁリ。 聰明 嘵 了なる 者 は 

智 なり、 而 して 或は 不 賢なる は、 便ち 是れ 禀陚 Q 中に 濟和 Si 恭の 德を缺 了す るな リ。 又 人 極めて 

溫 和 に し て 而も 甚だ 事 を 曉らざ る こと ある は、 便 ち 是れ 賢に して 而も 不智 なれ ば な リ。 學を爲 

す は 便ち 是れ耍 する に克く 此れ等 Q 氣質 を化敎 して 恰好な もしむ るの み。 此の 理ぁ リて而 して 後 

に 是の氣 あり、 此の 氣 ありて 必ず 是 Q 理ぁ リ、 但し 禀氣の 清める 者は聖 と爲リ 賢と 爲る、 此れ 寶 

.  學 問  二 六 五 
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珠 Q^^eQ 水中に 在る が 如し。 禀氣 Q 漏れる 者 は 愚 不肖と 爲る、 此れ^ 珠 opg 水 0 巾に 在る が 如. 

し。 所謂 明德を 明かに すると は、 是れ 濁水の 中に 就いて 此の 珠を措 拭す る ことな リ。 物 も亦是 の 

理 ぁリ、 乂资珠 の 至って 汚き 處に 在る が 如し、 然して 其の 禀 くる 所に は此 一： の叨 なる 虡 あり、 上 •€ 

に 就いて 便ち. C ち昧 からず、 虎狼の 父子、 蜂 鰻の 君臣の 如き 是れ なリ。 必ず 其の 上智 大贤の 

資は 乃ち 能く 其の 本體を 全うして、 少しも 不明な し。 其れ 此に 及ばざる こと あるとき 

は、 其の 所謂 明德 たる 者 已に蔽 はれて 其の 全き を 失 ふこと なき こと 能 はず。 ゃ义 -4. 

質 有 蔽の心 を 以て 事物 無窮の 變に 接する とき は、 其の 目の色 を 欲し、 It の， 錄を 欲し， 

口の 味 を 欲し、 鼻の 臭 を 欲し， 四肢の 安佚 を 欲する、 其の 德を 害する 所以の 者 又-ひ 

勝げ て 言 ふべ けんや。 二つの 者の 相 因る、 反覆 深 固す。 是を 以て 此の 德の明 も 

日に 益. -昏咪 して、 此の 心の 靈も 其の 知る 所の 者 情欲 利害の 私に 過ぎざる のみ。 是れ 

則ち 人の 形 ありと 曰 ふと 雖も、 而も 實は何 を 以て 禽獣に 遠 からん。 以て 堯舜 と爲 るべ 

くして 天地に 參 はると 曰 ふと 雖も、 而も 亦 以て 自ら 充 つる こと ある こと 能 はず。 然れ 

ども 本 明の 體は 之れ を 天に 得、 終に 得て 味ます ベから ざる 者 あり。 是を 以て 其の^ 蔽 

ん- フぜ/ > あ ひだ 

の 極と 雖 も、 而も 介 然の頃 § 然？ §5、り 一 も覺る こと あるとき は、 則ち 此の 空 の 中に 


をし へ 

卽 いて 其の 本體已 に洞然 たり e 是を 以て 聖人 敎を 施して 已に 之れ を 小 寧の 中に 養 ひ、 

而 して 復た 之れ を 開く に 大事の 道 を 以てす。 其れ 必ず 之れ に 先んずる に 格物致知の 說 

を 以てする は、 之れ をして 其の 養 ふ 所の 中に 卽 いて 其の 發 する 所に 因って 以て 其の 之 

れを 明かに する の 端 を 啓かし むる 所以な り。 ま 難ザェ 之れ に繼 ぐに 誠意 正 心 修身の 目 

を 以てする は、 則ち 叉 之れ をして 其の 已に 明かに する の 端に 因って 之れ を 身に 反み て • 

以て 其の 之れ を 明かに する の實を 致さし むる 所以な り。 1? 節 g 、ェ Isiljr おせ 夫れ 旣に 

以て 其の 之れ を 明かに する の 端 を 啓く こと あり、 而 して 叉 以て 其の 之れ を 明かに する 

の實を 致す こと あるとき は、 吾が 天に 得て 而も 未だ 嘗て 明かなら ざる 所の 者、 豈 超然 

わ-つら-ひ 

として 氣質 物欲の 累 ある ことなくして 復た 其の 本體の 全き を 得 ざらん や。 是れ 則ち 所 

謂 明德を 明かに する 者、 而も 性分の 外に 作爲 する 所 あるに 非ざる なり。 然も 其の 所謂 

明 德は又 人々 の 同じく 得る 所に して、 我が 得て 私する こと あるに 非ざる なり。 向に は 

倶に 物欲の 爲に蔽 はれた ると き は 則ち 其の 賢愚の 分れ 固に 以て 大いに 相 遠き 者な かり 

き。 今や 吾れ 旣に 幸に 以て 自ら 明かに する こと あるとき は、 彼の 衆人の 同じく 此れ を 

得て 而も 自ら 明かに する こと 能 はざる 者 方に 且つ 甘心 迷惑して 卑汚 苟賤の 中に 沒溺 し- 

學 間  二 六 七 
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て 自ら 知らざる を視 る、 豈 之れ が 爲に惻 然として 以て 之れ を 救 ふこと あらん こと を 

は ざらん や。 故に 必ず 吾が 自ら 明かに する 所の 者 を 推して 以て 之れ に 及ぼす。 齊{; 泳に 

始め 治 國を中 ごろに し、 而 して 終に 平 天下に 及ぼし、 §れ ほ 『お 彼の 是の 明德 あって.，^ も 

ニー  す 

自ら 明かに する こと 能 はざる 者 をして 亦 皆 以て. E ら 明かに して、 其の 舊染 の；. S れを去 

つる こと あらしむ。 是れ 則ち 所謂 民 を 新に する 者に して、 亦 之れ を 付 mk^ 益す る 所 あ 

るに 非ず。 然して 德の 己れ に 在って 當に 明かに すべきと， 其の：^ に 在って 當に 新に す 

べき ものと は、 則ち 又 皆 人力の 爲す 所に 非ず して、 吾が 明かに して 之れ を 新に 十る 所 

こうしょ 

以の者 も 又 私意 苟且 を 以て 爲 すべきに 非ざる なり。 是れ 其の 之れ を 天に 得て H 用の 問 

あら 丈  C り  I 

に 見る る 所以の 者、 固に 巳に 各.' 本然 一定の 則 あらず とい ふこと なし。 瞧⑩ ま^ほ？：？, r の 

^SMm^^.tBS^S.,^^^ 程 子の 所謂 「其の 義理 精微の 極、 得て 名づ くべ か 

しばら  な 

らず」 とい ふ 者 ある を 以ての 故に、 姑く 至善 を 以て 之れ に目づ く、 而 して 傅に 所謂 君 

の 仁 • 臣の 敬. 子の 孝 • 父の 慈 • 人と 交 はるの 信 は、 乃ち 其の： m の大 なる 者な り。 衆 

まこと 

人の 心 固に 是れを 有せず とい ふこと なし， 而 して 或は 知る こと 能 はず、 ^者 或は 之れ 

を 知る と雖も 而も 亦 能く 必ず 是に 至りて 去らざる もの 鮮し。 此れ 大 m,- の 敎を爲 す 者の. 
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其の 理粗 ぼ復 すと 雖も 而も 純なら ざる あり、 已に 粗ぼ克 つと 雖も 而も 盡 さざる こと あ 

り、 且つ 將に 以て 夫の 己れ を 修め 人 を 治む るの 道 を盡す ことな からん とする を 慮る 

が 故に、 必ず 是れを 指して 言 ひて 以て 明德新 民の 標的と 爲す 所以な り。 德を 明かに し 

て 民 を 新に せんと 欲する 者 は、 誠に 能く 必ず 此に 至らん こと を 求めて、 其の 少しも 過 

S る  ん S 

不 及の 差 ある を容さ ざれば， 其の 人欲 を 去って 天理に 復る 所以の 者 毫髮の 遺 なし。 

iisxii":^"^ siss; む 大抵 大學 1 篇 の徹、 總べ て 之れ I へ ば、 だ 

事 を 出で ず。 而 して 八 事の 要は、 總 ベて 之れ を 言へば、 叉 此の (一一 i 一一つ の 者 を 出で ず。 此 

れ 愚が 斷 然として 以て 大學の 綱領と 爲て 疑な き 所以な り。 然れ ども 孟子 沒 してより 道 

學 其の 傳を 得ず、 世の 君子 备.^ 其の 意の 便る 所の 者 を 以て 學と爲 す。 是に 於て 乃ち 其 

の 明德を 明かに する こと を 努めず して、 徒らに 政敎 法度 を 以て 民 を 新に する に 足れり 

と 爲す者 あり、 又 身 を 愛して 獨り 善くし 自ら 以て 其の 明德を 明かに する に 足る と 謂 ひ 

いさぎよし 

て 民 を 新に する を 屑 とせざる 者 あり、 又 略 ぼ 二つの. 者の 當に務 むべき こと を 知りな 

がら 顧って 乃ち 小成に 安んじ 近 利に 扭れ て、 至善の 在る 听に 止まる こと を 求めざる 者 

學 問  二 六 九 
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あり。 是れ皆 此の 篇を考 へざる の 過に して、 其れ 能く 己れ を 成し 物 を 成して お、 りざる 

者 は^し。 朱 子 曰 はく、 其の 明德を 明かに する こと を 努めず して 政 敎法変 を 以て K な 新に する 

に 足れ リと爲 す は iic 仲が 徒の 如き 便ち 是れ なリ 。自ら 能く 其の 明德を 明かに すと 誚 ひて K を 新に 

する こと を！^ とせざる は.、 佛老の 如き 便ち 是れ なリ。 略 ぼ德を 明かに し 民 を 新に する こと を知リ 

ながち 而も 至善に 止まる こと を 求めざる は、 王 通の 如き 便ち 是れ なリ。 およ 他れ.. しれが 分 上に 於 

て も 亦 甚だ 修飾し、 其の 治を爲 すの 本末 を 論ずる にも 亦條理 あり、 甚だ 斯の 世に 志 ある も、 "ハだ 

是れ 規模 淺窄 にして、 曾て 本 原 上に 就いて ェ (夫) を 著け ざれば、 便ち 做して 徹せず。 m ん く是れ 

其の 極 を 用 ひずと いふ 所な くして 方に 是な リ。 古 Q 梨 賢 は 明德を 明かに すれば、 便 も 丁せ も 私欲 

なき こと を 欲し、 民 を 新に すれば 便ち 人 Q 事々 物々 上に 於て^ 是れ當 な ちんこと を 欲するな り。 

nj) ふ、 程 子の 親 を 改めて 新と 爲す は、 何の 據る所 ある や。 子が 之れ に從 ふこと 乂 何の 

考 ふる 所 ありて、 必ず 其れ 然る や。 且つ 己が 意 を 以て 輕. - しく 經 文を改 むる. 恐らく 

は^^^ぁの義に非ざらん。 何。 I 饈？ 5。 に 傅 1? 鼓 f5lfii§s。 て 曰 はく、  i おし 考 ふる 

す I 二. H  そ I り fj と  ムヲ 

所な くして 輙ぢ 之れ を 改めば、 誠に 吾子が 蔑の 若し。 今 親：， 民と 云 ふ 者、 文義を 以て 

之れ を 推す に 則ち 理 なし。 新, 民と 云 ふ 者， 傳の文 を 以て 之れ を考 ふるに 則ち 據 あ 

こ-一  つまびら か  、- はん 

り。 裎 子.^ に 於て 其の 之れ に處 する 所以の 者 亦已に 審 なり。 矧ゃ 未だ 普て 其の 本文 


を 去て ざる を や。 而 して 但だ某 をば 當に 某に 作るべし と 曰 ふ、 是れ 乃ち 漢儒經 を釋ぃ 

て已 むこと を 得ざる の變 例に して、 而も 亦 何 ぞ傳， 疑に 害 あらん や。 若し 必ず 改め ざ 

る を 以て 是と爲 せば、 世 蓋し 誤 を 承-けて 訛 を 踵ぎ、 心に 是に 非ざる こと を 知れ ども 而 

も 故ら に 穿鑿 附會 を爲 して、 以て 其の 說の 必ず 通 ぜんこと を 求む る 者 あらん。 其の 聖 

て{ 五) 

言 を 侮って 後 學を誤 まる や 益. -甚 し、 亦何ぞ 取って 以て 法と 爲 すに 足らん や。 "^曰 は 

く、 明 德新民 は 人力 私意の 爲る 所に 非ず、 本と 一箇 當然の 則 あり。 過ぐ る も 不可な り" 

及、 まざる も 亦 不可な り。 孝の 如き は是れ 明德、 然も 自ら 當然の 則 あり、 及ばざる は是 

ならず、 若し 其の 則 を 過 ぐれば 必ず 股 を 到く の 事 あり。 須 らく 是れ 當然の 則の 處に到 

りて 而 して 遷ら ざるべし。 方に 是れ 至善に 止まるな り。 止 二 至善 一は 明 德新民 を 包ぬ。 

己れ や 至善に 止まらん こと を 要し， 民 や 至善に 止まらん こと を 要す。 他れ に 在って 未 

だ 能 はずと 。娘 も、 我が 他れ に 望む 所以の 者に 在る とき は、 是の 如くなら ずん ば あるべ 

からざる なり。 問 ふ 明德を 明かに する こと は是れ 自己の 事、 以て 極 好の 處に 到る こと 

を 做し 得べき も、 新 民の 若き は 則ち 人に 在り、 如何 ぞ 他れ 極 好の 處に 到る こと を 得ん 

や。 曰 はく、 且つ 自家 をして 先づ 明かに し得盡 さしめ て、 然して 後に 民を渐 むる に 仁 
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す  、二  ねぎら  ただ 

を 以てし、 民 を 摩る に義を 以て 十。 孟子の 所謂 「之れ を勞ひ 之れ を來し * 之れ を K し 

之れ を 直く し、 之れ を輔け 之れ を 翼け て、 又從 つて 之れ を 振し 德む」 と あるが 如き、 

此の 如く 他れ を變 化すれば、 自ら 極 好の 處に 到る こと を 解 せん。 善 は是れ 明， 德 

の 外 別に 所謂 善 あるに あらず、 只 だ 明德の 中に 就いて 極處に 到る と， 便ち 是 なり や 否 

や。 曰 はく、 是 なり。 明徳の 中に も 也た 至善 あり、 新 民の 中に も 也た ：4- 善 あり、 传那 

の 極處に 到らん こと を 要す。 至善 は 只 だ是れ 其の 極 を 以て 言 ふ、 特に 是れ 極處に 到る 

こと を理會 する のみに あらず、 亦 極處に 到る こと を 做さん こと を 要す。 人 il?^ と 爲ては 

仁に.^ まるが 如き は 固に 是れ 一 個の 仁な り。 然れ ども (仁) 亦多般 なり、 須 らく 是れ隨 

處に 看るべし。 這の 一 事 も 合當に 此の 如くん ば是れ 仁、 那の 一 事 も 亦 合 常に 彼れ が 如 

くんば 亦是れ 仁なる が 如し。 若し 理會せ ずん ば只符 一 を 執って * 便ち 一 邊と 成り.^ ら 

ん。 安ん ぞ 之れ を 至善と 謂 ふ を 得ん。 至善 は 只 だ是れ 恰好の 處 なり。 

知 新 日 錄に曰 ふ、 或 ひと 問うて 曰 はく、 大寧は 昔 儒 以て 大人の 舉と爲 す。 敢 へて 問 

ふ、 大人の 寧， 何 を 以て か 明 ニ明德 一に 在り やと。 陽 明 子の 曰 はく、 大人 は •  人地^ 物 を 

以て 一 體と爲 す 者な り、 其の 犬 下 を視る こと 猶ほ 一 家の ごとく、 巾！！ は^ほ 一 人の 


ごとし。 若し 夫れ 形骸 を 間て て 爾我を 分つ 者 は 小人な り。 大人の 能く 天地 萬 物を以 

(5 形骸 を  て 一 體と隱 す は、 之れ を 意と する に 非ざる なり、 其の 心の 仁 本と 是の 若く > 其れ 天 

意に < ^せす と 

なり  地 萬 物と ー體 たれば なり。 豈惟だ 大人の みならん や、 小人の 心と 雖も 亦然ら ずと い 

ふこと なし。 彼れ 顧って 自ら 之れ を 小な りと する のみ。 是の 故に 孺 子の 井に 入る を 

じ. f;^ つ 1- J き-そ，. -、 >  * 〕 

見て は 必ず 锡惻隐 の 心 あり、 是れ 其の 仁の 孺 子と 一 體 たれば なり。 孺子は 猶ほ同 

類な り。 鳥 獸の哀 鳴 觳觫を 見て は 必ず 忍びざる の 心 あり、 是れ其 Q 仁の 鳥獸に 於て 

もー體 たれば なり。 鳥 獸は猶 ほ知覺 ある 者な り。 草木の 摧 折を昆 て も 必ず 潤 恤の心 

あり、 是れ 其の 仁の 草木に 於ても 一 體 たれば なり。 草木 は 猶ほ生 意 あるな り。 瓦 石 

の 毀壞を 見ても 必ず 顧 惜の心 あり， 是れ 其の 仁の 瓦 石に 於ても ー體 たれば なり。 ，是 

れ 其の ー體の 仁、 小人の 心と 雖も亦 必ず 之れ あり。 是れ 乃ち 天命の 性に 根ざして、 

自 や：」， 昭靈 不昧、 萬 古に 亙りて 同じから ざるな き 者な り。 是の 故に 之れ を 明 德と謂 

ふ。 小人の 心 は 旣に已 に 分 隔隘陋 なり、 而 して 其の 一 體の仁 は猶ほ 然も 昧 からざる 

がごと し。 此の 若き 者 は是れ 其の 未だ 欲に 動かされ ずして 未だ 私に 蔽 はれざる の 時 

なり。 其の 欲に 動かされ 私に 蔽 はるる に 及んで は、 利害 相 攻め 忿怒 相 激して、 則ち 

學 問  二 七三 
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將に物 を 妝ひ類 を 圮り爲 さざる 所な し。 其の 甚 しき は 骨肉 相 殘ふ者 すら あるに マ r- り 

て、 一 體の仁 を 忘る。 是の 故に 苟も 私欲の 蔽 なきと き は、 小人の 心と 雖も 而も 其の 

一 體の仁 は猶ほ 大人の ごとし。 一た び 私欲の 蔽 あるとき は、 大人の 心と 雖も 而も 其 

の 分 隔隙陋 は猶ほ 小人の ごとし。 故に 夫れ 大人の 舉を爲 す 者 は、 亦 惟 だ 其の 私欲の 

蔽を 去って 以て： 目ら 其の 明德を 明かに し、 天地 萬 物 ー體の 本然に 復る、 能く 本體の 

外に 於て 增益 する 所 あるに 非ざる なり。 曰 はく、 然 らば 則ち 何 を 以て か 親 t おに 在 

り や。 (1 が、 く、 明， 一明 德 一は 其の 天地 萬 物 一 體の體 を 立つ るな り。 親. 民 は 其の 天地 

萬 物 一 體の用 を 達するな り。 故に 明 ニ明德 一は 必ず 親レ 民に 在り、 親 レ民は 以て 其の 明 

德を 明かに する 所 を 及ぼすな り。 是の 故に 人の 其の 孝の 德を 明かに せんと 欲する や" 

2) 北 曰し の  則ち、 於ず 吾が 父 を 親しん じて 以て 人の 父と 天下の 人の 父と に 及ぼす、 而 して 後に 吾 

讀み 方な り、  ， 

「親み て」 り 君 が 仁 とに 吾が 父 • 人の 父と-犬 下の 人の 父と 一 體 たり。 せ疋に 之れ と 一 體と爲 り、 而し 

て * 

て 後に 孝の 明德 始めて 明かたり" 其の 弟の 德を 明かに せんと 欲する や 切 さ 必ず 吾 

が 兄 を 親しん じて 以て 人の 兄 以て 天下の 人の 兄に 及ぼす、 而 して 後に 吾が 仁 穴 之に 吾 

が 兄 r 人の 兄) と 天下の (人の) 兄と 一 體た り。 せ 之に 之れ と 一 體と爲 り、 而 して 後に 弟 


(三) 易の 說 

卦傳 に、 r 窮 

レ 理盡レ 性、 以 

至- 1 於 命 一」 と 

屮 ：.- つ 


S 書經大 

禹謨に 「人心 

危 道心 激、 惟 

精 惟 一 、固執，, 


の明德 始めて 明かな り。 君臣 や 夫婦 や 朋友 や、 以て 山川 鬼神 鳥獸 草木 やに 至る まで、 

憲に 以て 之れ を 親しむ こと あらず とい ふこと なく、 吾が 心 を盡す こと を 求めて 以て 

一 體の仁 を 達する に 非ず とい ふこと なし。 然して 後に 吾が 明德 始めて 明かに して， 

眞に 能く 天地 萬 物 を 以て 一 體と爲 るな り。 夫れ 是れを (之れ) 明德を 天下に 明かに す 

と 謂 ひ、 是れを 之れ 家 齊ひ國 治まって 天下 平な りと 謂 ひ、 是れを 之れ 盡, 性と 謂 ふ。 

なん  ル  -ー  (^明) 

曰 はく、 然 らば 則ち 烏ぞ 其の 止 二 至善 一と 爲 すに 在らん や。 曰 はく、 至善 は 明 德親民 

の 極 則な り。 天命の 性、 粹然 たる 至善 は 其の 靈昭 不味なる 者な り、 皆 其の 至善の 發 

見、 是れ 乃ち 明德 の本體 にして、 卽ち 所謂 良知と いふ 者な り。 至善の 發見是 にして 

とどま 

焉 れを是 にし、 非に して 焉れを 非に す。 輕重 厚薄， 感に隨 ひ 應に隨 つて 變 動して 居 

ちゅう  みんい ぶっそ， ヽ 

らず、 而も 亦 自ら 天然の 中 あらず とい ふこと なし。 是れ 乃ち 民彝物 則の 極に して、 

いささか  ベ 

少 も 其の 間 に 擬議增 損 あ る容 からず。 少しも 其の 間に 擬議增 損 あ ると き は 是れ私 

意 小知に して 至善の 謂に 非ず。 愼獨の 至り 惟精 惟一 なる 者に 非ざる より は、 其れ 孰 

あ-つか 

れか 能く 此に與 らん や。 後の 人 惟 だ 其の 至善の 吾が 心に 在る を 知らず して、 其の 私 

智を用 ひて 以て 其の 外 を揣摸 測度して、 以て 事々 物々 备.' 定理 ありと 爲 すなり。 是 

學 問  二 七 五 
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れ 其の 是非の i に 味く、 支 離 決裂に り、 人欲 肆 にして 天理 亡び、 明德新 民の 學 

遂に 大いに 天下 を亂 る。 蓋し 昔の 人 は 固に 其の 明德を 明かに する 者 あり、 然れ ども 

唯 だ 至善に 止まる を 知らず して 其の 私心 を 過 高に 聘す。 是を 以て 之れ を 虚罔空 寂に 

失して、 家國 天下に 施す こと ある 者な し。 是れ明 二 明徳 一の 親レ 民に 在る こと 知ら ざ 

れば なり、 而 して 二 氏の 流是れ なり。 (又) 固に 其の 民 を 親しまん と 欲する 者 あり、 

然れ ども 惟 だ 至善に 止まる こと を 知らず して 其の； ^4 心 を卑琪 に溺ら す。 是れ 以て 之 

れを 權謀智 術に 失して 仁愛 怛惻の 誠 ある 者な し。 是れ 親， 民の 明 二 其 明徳 一にす る 所 

以を 知ら ざれば なり、 而 し五霸 功利の 徒是れ なり。 是れ皆 至善に 止まる こと を 知ら 

ざるの 過な り。 故に 止 n 至善 一の 親 民 • 明德に 於け る は、 猶ほ 規矩の 方 員に 於け る、 

尺度の 長短に 於け る、 權 衡の輕 重に 於け る ごときな り。 故に 方 員に して 規矩に. ま 

ら ざれば 其の 則に 爽ひ、 長短に して 尺度に 止まら ざれば 其の 制に ^ き、 輕 重に して 

權衡に 止まら ざれば 其の 準 を 失 ひ、 明 二 明德, • 親， 民に して 至善に 止まら ざれば 其 

の 本 を 亡 ふ。 故に 至善に 止まりて 以て 民 を 親しみ、 以て 其の 明德を 明かに する、 是れ 

ニニ)  . 

を 之れ 大人の 學と謂 ふなり。 愛 問 ふ、 在， 親，， 民 を 朱 子 は當に 新に 作るべし と 謂 ふ。 


後 章の 作 二 新 民 1 の 文亦據 あるに 似たり。 今以て 宜しく 舊 本に 從 ふべ しと 爲す、 作 M 

i 民 一 も 亦 據る所 あり や 否や。 陽 明 子 曰 はく、 作 二 新 民 一の 新 は是れ 自ら 新なる 民な 

り、 在 レ親レ 民の 親と 同じから ず。 此れ 豈 據 と爲 るに 足らん や。 作の 字 却って 親の 

字と 相對 す、 然も 新の 字の 義に 非ず。 下 面 治：， 國平二 天下一の 處皆 新の 字と 發明 なし。 

ハト シノヲ  トスノ ヲ  ハ シン デノヲ  トスノ ヲ  シ ヤス ンズ ルガ ヲ 

云 はく 君子 賢 二 其 賢 一而 親， 一 其 親； 小人 樂こ 其樂 一而 利 二 其 利 1 • 如 X 保 二 赤子 1 . 民 之 

肌レ 1^1£レ 之、 民 之 所 X 惡惡レ 之、 此之謂 二 民 之 父母 一の 類の 如き、 皆是れ 之れ を 親しむ 

の 意な り。 親レ民 は猶ほ 孟子の 「親 を 親しみて 民 を 仁す」 の 謂の ごとし。 之れ を 親 

しむ は卽ち 之れ を 仁す るな り。 百姓 親しまず、 舜の契 をして 司 徒と 爲し 敬み て五敎 

を 敷かし むる は、 之れ を 親しむ 所以な り。 堯舜克 く 峻德を 明かに する は、 便ち 是れ 

明德を 明かに するな り。 以て 九族 を 親しみ、 平章德 和に 至る は、 便ち 是れ民 を 親し 

み、 便ち 是れ 明德を 天下に 明かに するな り。 又 孔子の 「己れ を 修めて 以て 百姓 を 安 

んずー と 言 ふが 如き、 己れ を修 むる は 便ち 是れ 明德を 明かに する こと、 百姓 を 安ん 

ずる は 便ち 是れ民 を 親しむ ことなり。 親， 民と 說くは 便ち 敎 養の 意 を 兼ぬ。 新， 民と 

說く とき は 便ち 隔了 なること を覺 ゆ。 陽 明 子 曰 はく、 至善 は 性な り。 性 は 一 毫の惡 
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なし， 故に 至善と 曰 ふ。 之れ に 止まる と は、 是れ 則ち 其の 本然に 復る のみ。 丄 

曰 はく、 問 ふ晦翁 「大舉 の 書 は、 古の 大舉 人を敎 ふる 所以の 法な り」 とい ふ、 然り 

(二  J 

や。 曰 はく、 若し 然ると き は， 所謂 大學 は是れ 天子の 成 均な り、 而 して 成 均： n を以 

て か 書に 名 づけん、 且つ 大風 は 人を敎 ふる 所以の 法な りと 云へば、 是れ成 均の 訓規 

なり。 而 して 何 を 以て か 孔子の 書と 爲 さんや。 夫れ 司 徒 五敎を 敷き、 典樂 £E 子に敎 

(き 

ふ、 にして 溫、 宽 にして 栗， 剛 にして^ する ことな かれ、 s?^ にして 傲る ことな か 

れ、 詩 は 志 を 一 百 ひ、 歌 は 言 を、 水う し、 聲は 永き により、 律 は 聲を和 十る は、 廣；^ の 

(五)  が，、 せい  えら 

教法な り。 司 徒 鄕三物 を 以て 萬 民に 敎へ、 樂正 詩書禮 樂を簡 びて 以て 士を 造る は 成 

周の 教法な り。 兹れと 皆 類せ ず。 固に 其の 然るに 非ざる こと を 知るな り。 曰 はく、 

八 歳に して 小學に 入り、 十五に して 大舉に 入る とい ふ、 然り や。 曰 はく、 禮に 一； ムは 

(七；  ちゃくし 

く、 「樂 正、 士を 造る とき、 王 太子 • 王子 • 群 后の 太子 • 公卿 大夫元 士の適 子、 國の 

俊 選、 皆焉 れに與 る」 と。 未だ 其の 年 を 限る こと を 聞かず。 「鄕に 命じて 秀士を 論 

つ！  £>  , 

, じて 之れ を 司 徒に 升す を 選 士と曰 ふ。 司 徒 選士の 秀でた る 者 を 論じて 之れ を ゆに 升 

す を 俊士と 曰 ふ」。 俊と は才 衆人に 過ぐ るの 稱、 其の 學 業の 成る こと ある を is ふ。 


s 二  s 篇； r.'u と 子 チく后 子 
記つ 2； のしつ' 皆 • 夫の' 
篇 y 文 造 國元太 王 
m 同 るの 士子子 
禮校 王 し 俊の • • 

記 制 と 選 適 D 群 


十五の 時に 方って 學業 安ん ぞ 能く 遽に 成り、 乃ち 鄕 より 之れ を 司 徒に 升し * 叉 司 徒 

より 之れ を 學に聲 へん や。 固に 其の 然るに 非ざる こと を 知るな り。 且つ 學は 上下に 

通ず、 安ん ぞ 人の 長幼 を 以て 分って 大小と 爲 さんや。 「比 年に 擧に 入り、 中年に 考校 

す、 一年に 經を 離れ 志を辨 ずる を視、 三年に 業 を 敬み 群を樂 しむ を視. 五 年に 博く 

習 ひ師に 親しむ を視 * 七 年に 學を 論じ 友 を 取る を視 る、 之れ を 小成と 謂 ふ。 九 年に 

類 を 知り 通達 强 立して 反かざる、 之れ を 大成と 謂 ふ 一 と。 蓋し 次 を 以て 進む、 孰れ 

を 小學と 爲し大 寧と 爲 すと 謂 ふに 非ざる なり。 曰 はく、 然 らば 則ち 小 學( • 大學) の 

iSlf 何の i ぞゃ。 曰 はく、 王 浚 川が 云 ふ T 古人 小學を 論じて 農圃醫 卜曆象 干支の 類 

の 如しと いふ は、 八歲 にして 小學に 入る を 論ずる に 非ず。 若し 然ると き は、 諸侯 其 

の小學 の辦れ たる 者 を 貢め て 天子の 小學に 移す も、 亦 八 歳の 童稚 ならん や。 蓋し 卽 

ち 農園 等の 事 は 乃ち 術藝の 精なる 者な り。 大學 は學ぶ 所の 大 たる 者な り、 卽ち詩 書 

禮樂 i 齊治 平の 道な り。 故に 六 鄕三歲 ごとに 大いに 比して 賢 能を賓 とし 興げ て、 而 

して 天子の 大學に 進む， 蓋し 德行 道藝の 純なる 者な り。 若し 其の 大を學 ばんと なら 

ば， 則ち 八 歳より 以て 十五に 至る、 其の 辜 二 本 あるに 非ず。 後世 乃ち 小 畢* 大擧を 

學 間  二 七 九 


ニー) 修身. 

齊家 • 治國 • 
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將て >  年の 大小 を 以て 岐 つて 之れ を 二つに 十、 古人の 義に 非ず」 と。 お "の 言 良に是 

なり。 曰 はく  > 大擧の 名 を 取る こと は 固に 是 なりと 謂へ るか。 ZI はく、 非な り。 夫 

(I) 底本の  れ 大人 は 己れ を 正しう して 物 正しき 者な り。 一所 謂大擧 は斯る 人の 爲の みならん や。 

讀 方に 從 へる  ，，，. 

S 典 ftsi 蓋し 謂へ らく、 是れ 世間 一 種の 大舉 問、 小道 (者) 觀 るべ く 君子 は 由らざる t 右き もの 

人. € 已矣」 と に 非ず。 固より 成 均 教法の 謂に 非ざる なり。 ヌ曰 はく， 問 ふ 明徳 親 民 皆 至善に.^ ま 

あり、 底本 は  . ， ， 

の 一 I バ.^ らんこと を 欲する は 何 如。 曰 はく、 大學は 只だ是 れ明德 にして、 親 民 も 亦 是れ明 

^ ^^- の 中の 事たり。 旣に 明徳と 日 へ ば- 能くお を 親しま ざらん や。 未だ 民 を 親しむ 能 は 

と？ a るの み」 

わべき に  ざれば、 明 德と謂 ふべ けんや。 明德も 至善に 止まらん こと を 要し， 親 民 も 亦 至善に 

止まらん こと を 要すと いふ は、 是れ 之れ を 二つに するな り。 且つ 至善の^ つて.^ ま 

(二) 後出 二 る 所の 者 は、 止まる こと を 知って 定靜安 慮に して 得る たり。 此れ 皆明德 より； 百 ふ。 

九 〇g の 大事  ，.-,と 

乃ち 心學は 己れ に 在って 人に 预る なき 者な り， 而 して 親 民 は 固に 其の 中に 在るな"。 

ン kljlllr に 若し 分って 二と 爲す とき は、 明德は 之れ 止まる こと を 知って 安 靜定慮 にして 能く 得 

成 レ物知 也 * 性 

之德 £1. 合，， 外  る 者なる こと 言 を 待たざる も， 知らず 親 民 は 之れ 止まる こと を 知って 定靜安 慮に し 

^せ U レ之宜 也」  まさ  か  3 一) 

と ある を？ て 能く 得る や。 當 に是れ 夫の 「己れ を 成す は 仁な り、 物 を 成す は 知な り ーム 々 パ" 


しきな り 一 を 如何す ベ ，けん。 又 曰 はく、 問 ふ 三 綱領 然りゃ 否や。 曰 はく， 大擧は 只 

だ是れ 明德親 民に して、 親 民 は 亦 自ら 明德の 中の 事、 所謂 止 二 至善 一は 乃ち 以て 明, 德 

親レ 民に 足る の 意。 至善 は是れ 善の み、 止 二 至善 一は 此に 止まる のみ。 明德親 民の 外 

に刖に 所謂 止 二 至善 1 あるに 非ず。 亦 止 一一 至善 一に あらず して 以て 明德親 民た るべ き 

に 非ざる なり。 以て 三つと 爲 すべから ざるな り。 申す 曰 はく、 陽 明の 「良知」 は卽 

ち 朱 子の r 虚靈」 の靈の 一字な り、 此の 靈の 中に 性の 體 完全して 裡に 在り、 卽ち至 

善の 在る 所な り。 至善に 止まる に 在りと は、 此の 中に 向って 止まる こと を 求む るな 

り。 只 だ 性の 體を說 けば 良知 自ら 其の 中に 在り >  必ずしも 良知の 名目 を檩 出せず。. 

止まる を 知る と は" 性の 體卽ち 至善 卽ち 止まる こと を 知る こと、 {是 に 工夫 を 用 ひて 

之れ に 止まるな り。 本来の 面目 を認 得し 拿定 して 手に 在れば， 便ち 攝抦 あり 頭腦あ 

藝-, %. 一 I、 り、 定靜安 慮の 妙 も 此れより 生ず。 許 敬， 曰 はく， 大學の 道 は 只 だ 明 二 明德, の 一 言 

の； i: 宗 の St '文  つ  まこ こ 

武に功 あり リ 包括して 殆ど 盡く。 必ず 繼 いで 親 民と 言 ふ は、 體 あれば 用 あり、 道 固に 是の 如くな 

蓋し 學は王 陽  S) 

lii れば なり。 近 儒 謂へ らく， 明 ニ明德 一の 功 は 全く 親， 民に 在りと。 則ち 用 を 以て 體と 

(五ノ 工夫 の  マ 、 

意 -  爲 すなり、 之れ を 求む る こと 過ぎたり。 ヌ曰 はく、 至善 は是れ 性の 本然に して 亦卽 

學間  二八 一. 
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ち是れ 心の 同然^り、 人心 此に 至れば、 安々 安々 恰々 當々 として、 更に 加減^ ni? し 

(お 

マル  二  ) ンゼョ ガ ヌ 

得べき なし。 故に 之れ を 詔して 止と 曰 ふ。 虞 廷は只 だ 安一 I 汝止, と 言 ひて 便ち. J し、 

大學に 個の 止 二 於 至善 一 こと を說 く、 人 をして 反み て； れを 心に 求めて 共の-: 止純粹 

の 幾 を 得しむ、 更に 親切な りと 爲す。 商 書に 協， 一 于克ー 1 とい ふ も 亦是れ 此の ムは， なり Q 

安と 曰 ひ、 協と 曰 ひ， 上と 曰 ふ、 學者 深く 體 して 之れ を 得ん こと を 要す。).^ せ 

はく、 大舉は 其の 大を舉 ぶ 者な り。 物と 我れ と同體 なり、 故に 大とロ ふ。 

求 是篇に 曰 はく、 古の 人 は 新 親の 二字 通じて 用 ふ。 大 风，； の在レ 親， 民 は 新 を 以て 親 

と爲 せるな り。 書に 曰 ふ 予小子 其 新 逆 は 親 を 以て 新と 爲 せるな り。 辆ほ 之れ 屮 化に 

假を 以て 嘉と爲 し、 顯を 以て^と 爲 し- 大 易に 愼を 以て 順と 爲し烹 を 以て- ゾと爲 せ 

るが ごとし。 皆 字の 通用す る を 以ての 故な り。 且つ 必ずしも 遠く 引かず、 卽ち經 の 

文に 知 レ所ニ 先 後一の 後の 如き は 後の 字に 作り、 物 格 而后知 至の 后 は 又 一：^ の (厂に 作る。 

あきらか  ジム ノヲ 

夫れ 物 格 而厂ロ 知 至と いふ 一 節 は 分明に 上の 先 治 ニ其國 一とい ふ 一 節 を 承く る たれば、 

則ち 后 は 固に 後の 意な り。 後と 后と 迭に經 の 文に： ゆる も、 後に 因って 以て 一:^ を 知 

たが ひ  (七) 

るべ し、 親 新錯に 經と傳 とに 出づる も、 傳に 因って 以て 經を 知るべし。 親の 卞の若 


き、 必ず 本文に 據 つて 親愛の 義と 作す とき は- 后の 字 も 亦當に 本文に 據 つて 君 后の 

義と 作すべし。 而 らば 其の 說何を 以て か 通 ぜんや。 程 朱 古字 通用の 義を 明かに せず 

して、 但だ 之れ を傳の 文に 考 へて 據 ある を 以て 言を爲 す。 g，， に m ま-に 陽 明が 豈據 

と爲 すに 足らん やとい ふの 論 を 致せり。 又 云 ふ 「作 は 新の 字の 義に 非ず」 と。 夫れ 

作 は 固に 新の 字の 義に 非ず。 然 らば 則ち 親の 字の 義 あるか。 i を 以て 之れ を觀 るに、 

作 は 振作す るな り、 新 は 更新す るな り、 義 未だ 甚 しく は 別なら ず。 i の 若き は 則ち 

絡 だ 相 類せ ず。 陽 明 其の 說を 求めて 得ず、 乃ち 親 • 賢 • 樂. 利. 如， 保 二 赤子， 。 民 之 

父母と いふ を 以て 親の 字を證 する こと 切なり と爲 して、 而 して 治 レ國平 二 天下-の 傳は 

皆 新の 字に 於て 發明 する ことなしと 謂 ふ。 夫れ 孝弟 慈 以て 家に 敎 ふる-に、 民 を 家に 

ヨー) 

新に する に 非ず や。 君に 事へ 長に 事へ 衆 を 使うて、 國 をして 仁 を 與し讓 を 輿 さしめ- 

老を老 とし 長 を 長と し 孤 を恤ん で- 民 をして 孝弟 倍 かざらし むる は- 民 を 國に新 こ 

(一三)  ひき  f  一  ロ1 

する に 非ず や。 「堯舜 天下 を帥ゐ るに、 仁 を 以てして 民 之れ に從 ふ， 一、 一未 だ 上 仁 を 好 

みて 下義を 好まざる はなし」 とい ふ は、 民 を 天下に 新に する に 非ず や。 陽 明 此の 大 

義を 捨てて 言 はずして，  一二の 近く 似た る 者 を 取って 以て 其の 說を證 す、 亦 以て 練 


なり。 且つ 親 二 其 親 一 を 以て 親と 爲す とき は、 賢 二 其 賢 一は 獨り 以て 親と 爲 すべから ざ 

るか。 一 の 親の 字尙ほ 以て 證と爲 るに 足れり。 而 して 「日 新 H 々新、 又 日 新」、 「作 M 一 

新 民 ご 「其 命 維新」 の 五つの 新の 字 反って 證 とする に 足らざる か。 作 二 新 一は 一 

以て 新 民の 證と爲 るに 足らずん ば、 而も 如, 保 一 1 赤子 一は 乃ち 之れ に據 つて 以て 親と 

爲 すに 足る か。 其の 他親レ 親仁レ 民と いひ 百姓 不レ 親と いふ 如き、 凡そ 經 傅の 中に 親 一 

の 字に 言及す る 者輒ち 引いて 以て 曲に 其の 說を證 す。 孟子 分明に 謂 はく、 「君子の 民： 

に 於け る や * 之れ を 仁に して 親しまず」 と。 今 乃ち 之れ を 親しむ を 以て 卽ち 之れ を： 

仁と 十、 何ぞ 其の 經に叛 くこと を敢 へて する や。 獨り 所謂 「百姓 親しまず、 契 五敎： 

を 敷いて 以て 之れ を 親しむ」 とい ふ は、 略 ぼ 近し と爲 すに 似たり。 然れ ども 其の？^ 丄 

の 如き は、 則ち 親 は 五敎の 中より 來り、 而 して 亦 適に 以て 親の 新たる こと を發 明す， 

るに 足る のみ。 其の 親 • 賢 • 樂 • 利 等の證 に 於ても 亦 自ら 相 背く。 惟 だ 引く 所の 堯， 

典 及び 一^一 子の 一 段、 其の 旨 を 得たり と爲 す。 末に 至りて 又 「親 民と 說くは 便ち 教養 一 

の 意 を 兼ぬ、 新 民と 說く とき は 便ち 偏 了なる こと を覺 ゆ. 一 と 云 ふ、 則ち 又然ら ず。 

蓋し 經の 文に 所謂 明 一一 朋德 於- 大 下-とい ふ 者 を 以て 之れ を 推す とき は、 新 民 は 原と 只 


だ是れ 人の 其の 明德を 明かに せんこと を 欲するな り、 本より 養の 字 を 兼ぬ るの 意な 

(六 一 

にハ』 に f^i- し。 傳の 文の 繁矩 の義 は、 乃ち 是れ本 を 推す。 其の 明德を 天下に 明かに せんと 欲す 

藥傳笋 T 一章 

41，r 七 れば、 必ず 先づ 己れ を 推して 以て 物 を り、 之れ をして 各. i ハの願 を 得しめ て、 而 

より 一 七 九 頁 

まで 霞 して 後に 以て 其の 善心 を 輿 起し 以て 其の 明德を 明かに すべ し。 是れ高 一 層の 意に し 

て、 豈 此れに 因って 新の 字の 偏 なること を 謂 ふべ けんや。 若し 必ず 之れ を 兼ぬ る 

； U と を 欲して、 新 を 以て 親と 爲す とき は、 但に 新の 字 偏と 爲る のみに あらず、 明 一一 

明德 一の 明の 字 も 亦 格 致 誠 正 等の 目 あり、 格 致 は 明の 字に 於て 發明 する こと ありて、 

誡 正は發 明す る ことなし、 亦將た 明の 字の 偏なる を 嫌う て 以て 之れ を更 むる こ と あ 

.  らんと 思 ふか。 故に 后 を 以て 例と して、 親の 新たるべき を 知るな り。 明 を 以て 例と 

,  して、 親の 偏なら ざる こと を 知るな り。 程 朱の 說易 ふべ からず。 

ノ  〇 今 案ずる に、 大學 は成大 の人學 ぶべき 所の 道な り。 道 は條理 あって 紊れ ざるの 謂 

たり、 所謂 網領條 目是れ なり。 明と は敎に 因って 道を修 むる の 謂な り、 甚だ 力 あり。 

:. 二つ げん 

明德は 人の 天に 得た る 所の 性、 感じて 發見 する 所の 理 なり。 明 は 純一 精粹 にして 昏 

蔽 なきの 謂な り、 德は 自ら 得る 所に して 作爲 する ことたき の 謂な り。 親 民 は 己れ の 

學間  二. へ 五 
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明德を 明かに して 其の 應 外に 及ぶ ことなり。 至善 は 至極の 善な り。 .^5 まると は 4- ま 

つて 遷ら ざるの 地たり。 首 ふこ ころ は、 人の 天に 得た る 所の 性 は 本と 明德 にして、 

已に 能く 力 を 此の 地に 著け て 格物致知 十る とき は、 其の 意 誠あって 而 して 其の 初に 

歡 るたり。 t ら旣 に. 明かに して 而 して 後に 當に 推して 以て 人に 及ぼすべし。 „ ^そ 1K 

下の 問 は s と 他との み。 ft: を 推して 他に 及ぼし、 之れ をして 亦 以て 其の 舊染 の： t:: れ 

を 去る こと あらしむ る は、 是れ民 を 新に する たり。 自 他の 功 用 唯 だ 至善の 地 に^ま 

るに 在り。 至善 は 形の 指すべき ものな し。 天地の 問、 萬 物の 理は 明德新 民の". g 侗に 

して、 其の 極 は 皆 至善に 止まる に 在るな り。 故に 致 知 • 格 物 • 誠意 • ： 止 心 • 修.^ は 

明德を 明かに する の 事たり。 齊家 • 治 國は民 を 新に 十る ことにして、 .大 下 平なる は 

至善の 要な り。 近き より 逮 きに 到り 己れ を 推して 人に 及ぼす、 皆是れ 大^の 道、 明 

德を 明かに し 民 を 新に する の 事な り。 叉 曰 はく、 在, 明 • 在レ新 • 在レ. ^の 字 は是れ 

學の 解な り。 明 德と曰 ひ、 民と 曰 ひ、 至善と 曰 ふ は 其の 名のみ。 ゆびて 力 を 致す と 

き は、 明德を 明かに し. 民 を 新に し、 至善に 止まるな り。 其の 功， ^ば ざれば s: な 

し。 又 曰 はく、 大舉の 道 は條理 あり、 故に 先づ 己れ が 明德を 明かに し. して 後に 


(1) 字 は， s 

成、 後漢 のおで 

者、 官大司 農、 

著書 多し 


(二) 陽 明 • 

湛甘泉 • 高 中 

玄等を 指す 


人に 及ぼす。 1K 下 平なる に 到りて、 明德を 明かに し 民 を 新に する の 功 用 至れり 盡せ 

り。 是れ大 舉の要 道な り。 

或 ひと 曰 はく、 近 儒 大學を 以て 大人の 擧と爲 す、 所謂 大人と は 天地 萬 物 を 以て 一 

體と爲 す 者な り。 ほ。. 朱 子 以て 成人の 學と爲 し， 子 も亦焉 れに從 ふ。 近 儒 


の說 尤も 親切なる か。 曰 はく、 朱 子 以て 大人の 擧と爲 せる こと、 其の 說詳 かに 或 問 


：: 章に 出づ。 鄭 玄以爲 らく、 大は 音泰、 是れ 至極の 學と爲 すと。 後 儒 之れ に 因つ 

て 其の 說を贅 するな り。 凡そ 學に節 あり、 故に 小人に は 小人の 學 あり、 大人に は大 

人の 學 あり。 其の 敎等を 蹂 え 節 を 超 ゆると き は、 其の 理通ぜ ず、 其の 事 成らず。 聖 

人 は 天地 自然の 年 序 を 以て 大小：^ ちて 之れ を 別にし、 此の 敎を 以て 大人の 學と k る 

なり。 朱 子 は 則ち 讀んで 字の 如くせ り。 明 儒 は 皆 虛遠理 談を嗜 みて 音と 義を改 む。 

殆ど 聖人の 學に 違へ るか。 

或 ひと 曰 はく、 大人の 寧* 其の 說を閜 くこと を 得たり。 然して 近 儒の 說も亦 害な 

し- 則ち 叉 用 ひんか。 曰 はく、 若し 明 儒の 說に隨 ふとき は、 天地 萬 物 一 體の 大人な 

り、 何の 學と いふ ことか 之れ あらん。 且つ 彼の 大人 も 亦 明德を 明かに し， 民 を 新に 

學 問  テ、 ヒ 
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し、 至善に 止まる のみ。 人生れ て八歲 にして 言 通じ 形成り、 而 して 敎 初めて 行 はる 

べし， 故に 聖人 敎を 立て、 其の 進退 を 節し、 其の 容貌 を 正しう し， 乎 ；}i~ の 用 を^ は 

し 動作の 禮を敎 へ、 字訓 を 知り 書^ を 知らし む。 已に十 有 五 年に 到れば、 其の 理殆 

ど 通ず べし， 故に 聖. 人敎を 立て、 己れ を 正しう して I； 明 入に 及ぼし I 其の 至極の 理 

に 4^ まらし む。 I ぎ 於 一 是れ舉 問の 道に 條理 あって 等 を 1 えざる なり。 夫れ 大地 萬 物 一 

體の 大人 は 之れ を 求む るに 益な し、 故に 今 朱 子の 說に從 ふなり。 

或 ひと 曰 はく、 明 ニ明德 I を 近 儒 は 明明 之 德と爲 り、 其の 說 如何。 曰 はく、 大^ は ゆ 

習す る 所の 道な り。 故に 上の 明の 字 尤も 味 あり。 若し 明明の 德と爲 すと き は、 ^者 

唯 だ 其の 名 號を稱 して、 力 を 著くべき の 地な し。 是れ 聖學の 本意に 違 ふなり。 或 ひ 

と 曰 はく、 近 儒 皆 明 二 明徳 1 は 親 に 在りと 爲す。 是れ 明德を 明かに する の 工夫 切 

i 行) 

なりと 爲す。 其の 說 得て 聞くべき か。 曰 はく、 明，, 明德 一は 正， 心の 極刖 なり、 新， 民 

は 人に 及ぼす の理 なり、 豈ぼ へて 一 致せん や。 在 レ明ニ 明 德ーを 以て 句と 爲し • 在レ新 

レ民を 以て 句と 爲 すなり。 或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 明 一一 明德 一の 工夫 如何して 力 を 

用 ひん や。 曰 はく、 明 二 明德, と は 致 知 挤物誠 今ん の條 目是れ なり。 此に三 綱鎮を 舉げ、 


八條 目に 於て 其の 說を 明かに するな り。 或 ひと 曰 はく、 陽 明 は 親 民 を 以て 字の 如く  * 

爲し、 一 體の仁 を 推して 其の 骨肉 を 親しむ、 故に 我が 明德を 明かに する は 五倫 を 親 一 

しむの 際に 在りと す。 此の 說 如何。 曰 はく、 明 儒專ら 此の 說を 信ず、 尤も 切なる に 一 

似て、 實擧 にあらず。 新， 民 は 聖學の 極 功な り。 大學 は治國 • 平 天下 を 以て 要と 爲しュ 

中庸 は 天地 位 萬 物 育 を 以て 極 功と 爲す、 是れ 新， 民の 至りな り。 其の 間に 遠近 あり、 

親疎 あり、 故に 家より 國に 及び、 國 より 天下に 及ぶ。 今 陽 明が 說く 所の 者 は 八條ョ 

のうちの 齊 家の 解な り、 尤も 切なる に似て 其の 說違 へり。 朱 子 此の節 を 以て 三 綱領 一 

と爲 す。 是れ 大擧の 要領 を擧 ぐ、 故に 新 民 は 豈天倫 を 親しむ の義 のみに 止まらん や。 一 

或 ひと 曰 はく、 然 らば 則ち 近 儒の 說用 ふるに ni- らざ るか。 曰 はく、 予 嘗て 理說を 嗜； 

み 門人の 爲に大 學の諺 解を述 ぶ。 陽 明の 說は、 外 を 求む と爲 す、 故に 民 を 以て 心の 一 

民と 爲 すなり。 心の 民と は 耳な り、 目な り、 口な り、 體 なり。 主 は 民な きとき は 立 _ 

たず、 民 は 主な きとき は 正しから ず.。 心 此の 四つに 因ら ざれば 通ぜ ず、 四つの 者 は 一 

心に 本づ かざれば 正しから ず。 四つの 者に 親しむ とき は 明な り、 心 四つの 者 を 竦に 一 

するとき は、 官 知行 はれて 祌 知昏蔽 十。 故に 明 一一 明德 一は 親, 民に 在り、 此れ 誠意 正 

學 問  二八 九 
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心の 要 術な り (ヒ。 iSf 此の 說を 非な りと する は、 だ 意味 あり、 熟諫深 恩して ST へ 

し。 

或 ひと 曰 はく、 親の 字、 程 朱 は 新に 作る。 明 儒 は 古本に 從 つて 親疎の 親と 爲す。 

其の 說 得て 聞くべき か。 曰 はく、 親 • 新の 字 は 各.' 據る所 あり。 今 案ずる に、 民 を 

親しまん と 欲 十れば、 舊染の 汚れ を 去って 之れ を 新に する に 在り、 故に 親の i 子 を 新 

に 作る は、 舉に 於て 尤も 切なり と爲 す。 後學 聖人の 近に 志 十と き、 皆 程 朱 を 以て 表 

的と 爲 せば 殆ど 違 は ざらん か。 

C^^^^^^.^^^^S^M, 靜ノ r ^尸" き 安、 安而 P "能 慮、 慮 而 能 川む、 

朱 子 曰 はく、  .fc とい ふ は、 常に 止まるべき 所の 地、 卽ち 至善の 在る 所な り。 之れ を 

知る とき は 則ち 志 定まり 向 ふこと あり。 靜とは 心 妄りに 動かざる を 謂 ふ。 安と は處る 

所に して 安ん ずる を 謂 ふ。 慮と は 事に 處 する こと 精し く詳 なる を 謂 ふ。 得と は 其の 止 

まる 所 を 得る を 謂 ふ。 叉^i)はく、 知い 止 と は是れ 去く 處を識 得するな り、 旣に識 得す 

nr. 、い 中 便ち 定まりて 更に 他に 求めず。 (たと へば) 路を 行く が 如し、 這の 一路より 


も爲能 /-V 則す '動れ 三 S 
おすく： 天ち 、け は' 童 5 る 0 
す 化 下 化變ば 則に と 
とすの すす 則ち": 第 の工 
ある 至 、れち 動 明 二 意 夫 
る を 誠 唯ば 變 く な 十 が 


去く こと を 知り 得れば、 心中 自ら 是れ 定まる、 之れ を此に 求め 叉 之れ を 彼に 求む るが 

如くん ば、 卽 ち是れ 未だ 定まらざる なり。 定靜安 慮 得の 五 字 は是れ 功效の 次第にして • 

わ-つか  (gn  7- 

是れ 工夫の 節目に あらず。 纔に 止まる こと を 知れば、 自然に 相 因りて 而 して 見 ゆ。 ヌ 

(五 1 

曰 はく  * 定-靜 • 安 は 相 去る こと 遠からず、 但だ淺 深 あるの み。 中庸の 動. 變. 化と 

相 類し， 皆 甚だしく 相 遠からず。 定は理 を 以て 言 ふ、 故に 有と 曰 ふ。 靜は心 を 以て 言 

ふ、 故に 能と 曰 ふ。 靜は 是れ心 上に 就いて 說き、 安 は是れ 身上に 就いて 說く。 又 曰 は 

く、 旣に 事物に 定理 ある こと を 見得して、 而 して 此の 心恁 地に 寧靜し 了る。 看る 處 

(這の 裏に 在り) 那の 裏に 在り、 這の 裏に 在りても 也た 安く、 那の 裏に 在りても 也た 安 

(六 一 

IS 心の 動 し、 安くして 而 して 後に 能く 慮るな り。 慮 は是れ 思の 精審 なるな り。 今の 人心 中搖漾 

して 定疊 せず、 還って 能く 事 を 慮し 得る や 否や。 人の 事 を 叢 冗 急遽の 際に 虚して 錯亂 

せざる は、 安き に 非 ずん ば 能 はざる なり。 止まる こと を 知る と は、 是れ 事物の 當に 

きざし あきらか 

止まる ベ き 所の 理を 知る こと ぞ。 事に 臨む に 到って は又須 らく 幾 を 研に し.；^ に處 すべ 

し， 方に 能く 止まる 所 を 得ん。 又 曰 はく、 止まる こと を 知る と は、 只 だ 是れ這 箇の道 

理 ある こと を 知る こと ぞ。 須 らく 是れ 其の 止まる 所 を 得て 方に 是 なるべし。 若し 其の 
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まさ 

止まる 所 を 得ん こと を 要せば、 直に 是れ 能く 慮って 方に 是 なり。 能く 慮る こと 却って 

是れ 緊要な り。 止まる こと を 知る と は、 子と 爲ては 必ず 孝 を 知り、 臣と爲 て は 必ず 忠 

を 知る が 如し， 能く 得る とき は、 是れ身 親ら 忠孝の 事 を爲す も、 若し 徒らに 這 筒の 道 

理を 知る のみ なれば、 親に 事 ふるの 際に 至りて、 私欲の 爲に 泊ら せられて 其の 孝を盡 

す こと 能 はず、 君に 事 ふるの 際に は 利 祿の爲 に； e ら せられて 其の 忠を盡 す こと 能 はず。 

是れ 便ち 是れ 能く 得る とい ふ ものに あらず。 能く 慮る と は、 是れ 此の 事 合 常に 此の 如 

くなる ベければ 便ち 此の 如く 做す こと を： D; ぷ，^ する ことなり。 又 曰 はく、  . ^まること 

を 知る と は、 射 者の 的に 於け るが 如し、 止まる こと を 得る は 是れ已 に 其の 的に 中る こ 

とぞ。 -乂曰 はく、 定 *靜* 安の 三 宇 は 節 次 を 分つ と雖 も、 其の 實は 止まる こと を 知つ 

て 後に 皆 容易に 進む。 安んじて 而 して 厂 "に 能く 慮り、 慮って而して厂：：に能く？：^っは、 

此は 最も 是れ 進み 難き 處 なり。 多く は是れ 安ん ずるの 慮に 至って 住まり 了る。 安んじ 

(1) 分 C て而 して 能く 慮る こと は、 顏 子に 非 ずん ば 能くせ ず。 得の 字の 地位に 去く こと^だ 

分外 以上に 挽  、 _ 一 

近し と雖 も、 然も 只 だ是れ 進み 難し。 弓 を 挽く に 臨滿の 時に 到って は、 分外に 開き 難 

闲 なり 

大5^或問なり し。 ) 或 問に 曰 はく  、「止まる こと を 知り て而 して 一:, 门に 定まる こと あり、 定まり て- € して 


后に 能く 靜 なり、 靜 にして 而 して 11? に 能く 安し、 安んじて 而 して 后に 能く 慮る、 慮り 

て而 して 后に 能く 得」 と は何ぞ や。 曰 はく、 此れ 上文の 意に 推し 本づ いて、 明， 德新 

レ民は 止 二 於 至 る 所以の 由 を 言 ふなり。 蓋し 明レ德 新， 民 は 固に 皆 其の 止 二 於 至善 一 こ 

と を 欲す、 然れ ども 先づ 以て 夫の 至善の 在る 所 を 知る こと あるに 非ざる とき は、 以て 

其の 當に 止まる ベ き 所の 者 を 得て 之れ に 止まる こと ある 能 はず.。 射る 者 は 固に 其れ 夫 

の 正 鹄§&|、 に 中 てんこと を 欲す、 然れ ども 先づ 以て 其の 正 t? の 在る 所 を 知る こと あ 

ら ざると き は、 則ち 以て 其の 當に 中つ ベ き 所の 者 を 得て 之れ に 中つ る こと ある 能 は ざ 

るが 如し。 止まる こと を 知る と 云 ふ は. 物 t 格り 知 至って、 而 して 天下の 事に 於て 皆以 

て 其の 至善の 在る 所 を 知る こと あり、 是れ 則ち 吾が 當に 止まるべき 所の 地な り。 能く 

止まる 所 を 知る とき は、 則ち 方寸の 間 事々 物々 皆 定理 あり。 理旣に 定まる こと あると 

き は、 則ち 以て 其の 心 を 動かす ことなくして 能く 靜 なり。 心旣に 能く 靜 なるとき は、 

則ち 地 を擇ぶ 所な くして 能く 安し。 能く 安ん ずると き は、 H 用の 間 從容間 暇 事 至り 物 

來 つて、 以て 之れ を換る こと あり、 而 して 能く 慮る。 能く 慮る とき は、 事に 隨 つて 理 

を觀 * 深 を 極め 幾 を 研に し、 备！ 其の 止まる 所の 地 を 得て 之れ に 止まらず とい ふ y』 
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二 九 四 


二) 朱 子 語 

IT 卷十 ei に 出 

づ。 子 升の 

間な り 

(二) 易の K 

辭上傳 に 「夫 

れ易は 人 深 

も 拔め幾 を IS 

にす る 所以な 

り、 唯 だ. 深し、 

故に 能く 天下 

の 志に 通す。 

唯 だ 幾な り、 

故に 能く： 大下 

の^を 成す」 

i 出づ 

(三) 審 にす 

る を 強めて 云 

へる 熟！？ 2 なり 


「子 曰、 吾 十 

有 五 而 ft ナ 

^r: 一一 十 而立、 

E1 十 而不レ 惑、 

五十 而知 =大 

ん 六十 而 耳 

顺、 七十 而 從，， 

心 所 r 欲 K. レ战 

レ矩」 i ある 次 

序 を 指す 

(五) 孟子 *~ 

心 下 i« 第二 十 


常時 は 下し て 未だ 子轴 ならす。 之れ を 4.-、  \  =  £-l,m<  f 1  ニー 一〕 

要するに、 只 だ S 幾の {+ を *1 け 得たり。 然して 旣に に..^ まる 所 を，？！^ なと き は、 共. 、仏ず^ まる 

所 を 得、 同より 已に ^しく 相 遠からず。 其の 間の 四 節 は 蓋し 亦 推して 其の 然る 所以の 

故 此の 四つの 者の ある こと を 言 ふ、 孔子の 志舉 より 以て 從 心に  <ム にり、 孟子の Ij:^" より 

以て 聖祌に 至り、 實に 等級の 相懸 なること あって、 終身 經歷の 次序 を爲 すが 如きに 非 

きぶ 懇籍 t 錢； giiwi  、贮， igl 觀， お" 

は、 此は： a れ 其の 止  に 

まる 所 を 得るな り。 

申甫曰 はく， 知レ 止の 工夫 は 下 文の 格 致の 上に 在り。 舊說知 を 以て 入門と 爲す、 ^ 

に 是れ然 り。 此は 個の： ：^^ 成， 說すも 必ずしも 大段喫 力して 定まら ずん ば、 是の志 定ま 

り 向 ふこと あらず、 止まる こと を 知って 而 して 止まり、 私意 起らず、 往 來を斷 絶し 

て 東に 馳せ 西に 奔る こと をせ ざる、 是れ 定まるな り。 定まる とき はけ ^ お ^分^せず、 

眞境^！：！如なり、 是 れ靜定 なり。 之れ を 人の 出入せ ざるに" m へて" 是 なり。 出入せ ざる 

に 由って 故に 境 常に 閱 寂たり- 是れ靜 なり。 物&, に摇 動す るが 故に 安から ず。 動か 


ざると き は、 根を實 地に 著け て帖 合して 一 と爲 り、 危機の 處 なし、 故に 安し。 安き 

とき は 自然に 靈慧を 生ず、 故に 能く 慮る。 卽ち 此の 定靜安 慮す る、 是れ 之れ を 止ま 

すな は 

る 所 を 得と 謂 ふなり。 止まる こと を 知る は、 就ち 是れ 止まる こと を 得る ことなり、 

是れ 知りて 后に 至り >  能く 慮りて 乃ち 得る にあらざる なり。 節次歷 推して 之れ を 言 

ふ は、 乃ち 知レ 止の 妙を詳 にせん として 此の 若き のみ。 又 曰 はく、 止まる こと を 知 

ると は是れ 空しく 知る にあらず、 {是 に 知って 之れ に 止まるな り C 巳に 是れ格 *致- 

誠. 正. 修の 地位な り、 定 -靜. 安 • 慮 は 知， 止 自然の 妙な り、 一 齊に倶 に 到り 得 

るな り、 此に卽 いて 是に 得る を 言 ふなり。 慮って 后に 乃ち 得る に 非ず。 好 慮 を 著 得 

せんこと を 要する も、 亦 事に 臨みし 時に 經營商 度す るの 慮に 非ず して、 乃ち 靈明中 

の 活動、 精爽 開通の 處 なり、 乃ち 止定 中の 慧照 なり。 心の 體は 本と 自然の 靈妙を 含 

む。 其の 心 體の靈 妙に 復る とき は 乃ち 事に 臨む の 時に 到りても 此の 靈 自然に 能く 應 

ずる を 見る。 此れ 又是れ 一 番の靜 落後の 一 節な り。 本文の 慮の 字の 若き は卽ち 明 

赛 知の 聖の 字な り。 聖は通 明な り。 又 r 審は聖 を 作す」 と 曰 ふとき は睿 は微に 通ず 

る ことなり。 此れ 未だ 事と せざる の 先に 在り。 得の 字は德 ベて 定. 靜 • 安. 慮 を 承 
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；.? ^如 ip; けて 言 ふ、 止 だ 慮の 字 を 承く るの みに あらず。 楊 慈 湖 言 ふ T 虚慮變 化の 四 字 の^は 

^^^^ 卽ち 虚靈變 化たり」 と。 又 曰 はく、 知， 止 は卽ち 孔門の 一 字な り。 徐岩泉 曰 はく、 

山に 師 St す。 

架 S に 知た  止まる こと を 知る と 云 ふ は、 此れ 知、 是れ中 を 行 ふの 知な り、 知の 本體 なり。 花 

b しこ と あり、  ，1 

MM に 明かに して 常に^れ る ものな り。 大 極の 靈明炯 然として 蔽 はるるな きなり。 此に 

に？. ：9,g: ある を 

拾 は？ に 至 到って 則ち 一 毫の 私意 起らず、 故に 私意 橈め ざる、 之れ を 定と謂 ふ。 旣に 定まる と 

る、 ！！^^權父と  、，、) 

I5。.S?1I き は 此の 心 動く 處 ありと 雖も、 皆是れ 本體の 中の 活燈 3 典 機に して 大 極に 非ず とい ふ 

て ことなし， 更に 妄動せ ず、 之れ を 離と 謂 ふ。 靜は 則ち 此の 心の 本體、 安々^々、 

SJ- る。 文： 兀と 

停當々 たり。 心 は 卽ち太 極、 太 極 は卽ち 心なり。 復た 危機な きを 之れ を 安と 謂 ふ。 

甲乙お 氏  あたり  (^) 

i'^i 安に 到って は 則ち 靈明 愈.^ 顯 はれ、 良知 四に 達して、 感に隨 つて 應じ 机に 隨 つて 發 

等 著 * タ々 し  (一一 一) 

ご 一べ) し 仁 をい す、 萬 事 萬 化 皆 此れより 出で、 千 條萬紐 も 匁を餘 地に 遊ばしむ。 之れ を 慮に 得る に 

(」 一！.) 宜 *? む！ あらず や。 慮りて 而 して 后に 得るな り。 明 德新民 は天德 王道に して 聖人 盡， 性の 能 

J^s 巾 に 出 事、 一 了百當 なり。 若し 知， 止 を 把り て專ら 知る こと を說 き、 尙ほ 未だ 行 ふに 及ば 

ざると き は、 正に 是れ 夫子 危殆 を說 いて 安ん ぜ ざる 虚 なり、 H;:^ 能く 定靜安 慮 せんや" 

此の 心 原と 定まらず とい ふこと なし。 定まる と は 私意に 對 して 說く， 辟へば 則ち 水 


^だ やか 

中の 月の 定靜 にして 安き は、 水 安に して 月圓 きなり、 安んじて 慮る は" 水 月の 金 光 

百 通す るな り。 定靜安 慮 は 止 だ 知, 止の 內に 在り、 知レ 止の 上に 在って 一 些子を も 加 

ふること を增 さず。 許 敬 巷 曰 はく、 問 ふ 格 致 誠 正と 知, 止 而定靜 安 慮 得と は 如何し 

て照應 せん。 曰 はく、 大學の 要は 德 ベて 知， 止に 在り、 然れ ども 格 致 誠 正の 精密の 

功夫 あるに 非 ずん ば、 如何 ぞ這 個の 止まる 處を 知り 得ん。 物 格り て 止まる こと を 知 

り、 意 を 誠にし 心 正しく 身 修まる とき は、 是れ定 靜安慮 得の 界境 なり。 曰 はく、 寧 

得る に 至りて 後 は 則ち 無事なる か。 曰 はく、 得れば 得る 所な し。 惟 だ是れ 常に 止ま 

る こと を 知る とき は、 常に 定まり 常に 靜 かに、 常に 安んじ 常に 慮る、 if に 間 息 あれ 

(巧)  いゐん (五) そ 

ば卽ち 至善に 止まる に 非ず。 故に 禹は 「汝の 止 を 安ん ぜょ」 と 曰 ひ、 伊 尹 は 「厥れ 

つつし  ニハ) しふき  ， 

止を欽 め」 と 曰 ひ、 文 王 は r 輯熙 にして 敬して 止まる」 と。 大 いなる 哉 神に 止まる 

こと、 而 して 之れ を 明かに する は 其の 人に 存す。 

(i 

〇 今 案ずる に、 止まる こと を 知る は、 志の 至る所な り。 定まる こと 有る は、 志の 卓 

爾 たる 所な り。 有の 字 尤も 切なり。 志 定まらざる とき は， 靜. 安 • 慮 • 得 謂 ふべ か 

ら ざるな り。 能く 靜 なりと は、 志卓爾 として 則ち 浮躁 ならず 妄動せ ず、 故に 能く 靜 

學 間  二 九 七 
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なり。 能く 安ん ずると は、 靜 なるとき は內 安んじて 危 ふからず、 初めて のぼ， 味 を 

覺る なり。 能く：^ ると は、 安き とき は 知 初めて 發 するな り。 能く 5^!る と は、 . ^まる 

所 を 得るな り。 此の 章、 知 を 先にして 行 を 後に 十、 是れ 知行 合一 なり。 凡そ 风ん 問の 

道 は 志の 定まり 向 ふこと を 以て 要と 爲す、 故に 4- まること を 知る を 以て 先と 爲し * 

志 定まって 止まる こと を 得る を 以て 極と 爲す。 故に 得 を 以て 終と 爲る なり。 知ら ざ 

.  ると き は 得ず * 得ざる とき は 知る と雖 も、 行に 益な し。 

物 有 二 本末； 事 有 二 終始； 知 ， 所 二 先 後； 則 近， 道矣、 

へお 一) 大 8e5 朱 子 曰 はく、 明， 德を 本と 爲し， 新， 民 を 末と 爲す。 知 レ止を 始と爲 し- 能 得 を 終と 

爲す。 本始は 先にす る 所、 末 終 は 後に する 所な り。 此れ 上文 兩 節の 意 を 結ぶ。 おぶ 事 

と 物と 何ん か 分別 せん。 曰 はく， 對 にして 言へば、 ^ち 事 は是れ 事、 物 は是れ 物、 獨 

にして 言へば、 物 は 則ち 事 を 兼ねて 其の 中に 在り、 知， 止 • 能 5^ は 耕して 種 ゑ、 而 

して 耘 つて 斂 るるが 如し、 是れ 事に して、 ^の 首尾 ある こと 此の 如し。 明レ德 は是れ 

己が 一物 を理會 し， 新 レ民は 是れ犬 下の 萬 物 を理會 す。 己が 一物 を 以て 天下の 萬 物に 


對 すれば， 便ち 箇の內 外 本末 あり、 先 後 十る 所 を 知れば 自然に 道に 近し、 先 後す る 所 

r ヨ 大藥或 を 知ら ざれば 便ち 倒 了す、 如何して か 能く 道に 近づかん。 或 問に 曰 はく 、「物に 本末 あ 

り、 事に 終始 あり、 先 後す る 所 を 知る とき は 道に 近し J と は何ぞ や。 曰 はく、 是れ上 

文兩 節の 意 を 結ぶな り。 明， 德* 新， 民は兩 物にして 內 外相 對す、 故に 本末と 曰 ふ。 知 

止 • 能 得 は 一事に して 首尾 相 因る、 故に 終始と 曰 ふ。 誠に 其の 本 を 先にして 其の 末 

を 後に し、 其の 始を 先にして 其の 終 を 後に する こと を 知る とき は、 則ち 其の 進みて 爲 

す こと 序 ありて、 而 して 道に 至る こと や 遠からず。 又 曰 はく、 工夫 先 後の 次第 を 知る 

とき は 則ち 進んで 爲す こと 序 あり、 近き を忽 にして 遠き を 努め、 下に 處 りて 高き を 窺 

ふとい ふこと あら ざれば、 其の 道に 入る こと 遠からずと 爲す。 道に 至る の 近き を 謂 ふ 

なり。 程 子 曰 はく、 大學に 曰 はく、 「物に 本末 あり、 事に 終始 あり、 先 後す る 所 を 知れ 

ば 道に 近し」 と。 人の 學は 本末 終始 を 知る より 大 たる は 莫し。 「知 を 致す は 物に 格る 

に 在り」 とい ふ は 則ち 所謂 本な り始 なり。 「天下 國家を 治む 一 と は 則ち 所謂 末な り 終 

なり。 天下 國家を 治む るに は 必ず 諸れ を 身に 本づ く。 其の 身 正しう せず して 而も 能く 

天下 國家を 治む る 者 は 之れ なし， - 

學 間  二 九九 
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或 ひと 曰 はく、 「物に 本末 あり」 を >  先 儒 は 明 V 化 を 以て 本と 爲 し. 新， を 以て 末と 

爲し， 兩 物にして 內 外相 對 すと す。 「事に 終始 あり」 を、 先 儒 は 知，.^ を 以て 始と爲 

し、 能 得 を 終と 爲 し，， 一 事に して 首尾 相 因る とす。 子が 說の 如く、 新 民 を 以て 親 民 

と爲 すと き は、 本末の 說亦 未だ 然ら ざる あり や。 陽 明 子 曰 はく * 終始の 說は 大略是 

なり。 卽ち新 民 を 以て 親 民と 爲 して、 而も 明德を 本と 爲し親 民 を 末と 爲 すと 曰 ふと 

も、 其の 說亦 未だ 不可と 爲 さず。 何 だ當に 本末 を 分って 兩 物と 爲 すべから ざるの み。 

夫れ 木の 幹 は 之れ を 本と 謂 ひ、 木の は 之れ を 末と 謂 ふ も、 唯 だ 其れ 一 物な り。 是 

を 以て 之れ を 本末と 謂 ふ も- 若し 兩 物と 曰 ふとき は 旣に兩 の 物と 爲る、 又何ぞ 本末 

と 言 ふべ けんや。 新 民の 意， 旣に親 民と 同じから ざれば、 明 レ德の 功 も 自ら 新 民と 

二つ を爲 十。 若し 明德を 明かに する に は 其の 民 を 親しむ を 以てし， 而 して 民 を 親し 

むに は 其の 明德を 明かに する を 以てする こと を 知る とき は、 明， 德 • 新 レ民焉 んぞ兩 

と爲ん や。 先 儒の 說は 是れ 蓋し 明 德* 新 民の 本と 一 事た る こと を 知らず して、 認め 

て 以て 兩 事と 爲す。 是を 以て 本末の 當に 一物た るべき と雖 も， 而も 亦 分って. g 物と 

爲 ざる こと を 得ざる なり。 ™ri ^ノ曰 はく- 先 后 道に 近き こと 何 如。 曰 はく、 尙ほ八 


者の 工夫 あり、 以て 何ぞ 道に 近 からん。 然 らば 則ち 何 如。 曰 はく、 此れ 上 を 結んで 一 

乃ち 下 を 起す に 非ず。 修， 身 を 本と 爲すは 所謂 本な り。 此れ を 擧げて 以て 措く とき 一 

(六 一  (平) いた 

は齊 治平と 爲る、 所謂 末な り。 格 致に 起る は 所謂 始 なり。 治 本に 迄る は 所謂 終な り。； 

明德を 天下に 明かに せんと 欲する 者 は先づ 其の 國を 治め、 先づ 其の 家を齊 へ、 先づ 一 

其の 身 を 修め、 先づ 其の 心 を 正し、 先づ 其の 意 を 誠にし、 先づ 其の 知 を 致む。 致 知 

格 物 は 所謂 先な り。 物 格り て而 して 后 知 至り、 而 して 11  口 意 誠 あり、 而 して 1  口 心 正し 一 

く、 而 して 后 身 修まり、 而 して lln 家齊 ひ、 而 して！： P 國 治まる。 天下 平 は 此れ を 后 一 

一 

と 謂 ふなり。  - 

(卖， 行)  ； 

〇 今 案ずる に、 凡そ 天下の 間 唯 だ 事物の み。 物 あるとき は 其の 事 あるな り。 其の物 一 

に 本末 あり、 其の 事に 終始 あり。 先 後と は 物と 事と に繫 るな り。 言 ふこ ころ は- 事， 

物の 間 其の 先 後 を 知る とき は、 條 理紊れ ずして 大學の 道に 近し となり。 所の 字 尤も 一 

意味 あり。 先 後に は 其の 所以 あり、 故に 先 後 を 知って 其の 所以 を 知らざる とき は、 一 

道に 近から ざるな り。 


(二) 朱 子 語 

卷 十五。 A 

ド& つね 然り 
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.1^之欲レ^ー| 明徳 於 天下一 者、 先 治 二 其國； 欲レ治 一一 其國， 者、 先 齊ニ其 家； 欲 レ齊こ 其 家 1 

者、 先修， It^ 身； 欲， 修ニ 其 身, 者、 先 正， 1 其、. 5; 欲， 正 二 其 心， 者、 先 誠 M 其 や.^; 欲 

二 セント ノヌ ハ  ヅス ノヌ  スハヌ リイ クル-一： 

レ誡 一一 其 意 1 者、 先 致 二 其 知； 致レ知 在レ格 ， 物、 

朱 子 曰 はく、 明徳 を 天下に 明かに 十と いふ は、 大 下の 人 をして 皆 以て 其の 明 德を明 

かにす る こと あらしむ るぞ。 心 は 身の 主と する 所な り。 誠は實 なり。 意 は 心の 發 する 

所な り。 其の 心の 發 する 所を實 にして、 其の必ず^1ら愤くして^111ら欺くことなからん 

こと を 欲するな り。 致 は 推し 極む るな り。 知 は 猶ほ識 の ごとし。 吾が 知識 を 推し 栩め 

て 其の 知る 所盡 さず とい ふこと なからん こと を 欲するな り。 格 は 至な り、 物 は 猜ほ事 

の ごとし。 事物の 理に 窮め 至りて 其の 極む る處 到らず とい ふこと なからん こし」 を 欲す 

るな り。 此の 八つの 者は大 學の條 目な り。 又 曰 はく， 六 筒の 欲と 先との 卞は、 此の 如 

くせんと 欲すれば 必ず 先づ 此の 如く せんこと を 謂 ふなり。 是れ H 夫の 節 次 を 一 百 ふ。 致 

ヲ  や ゆるやか  きびし 

レ 知が 若き は 則ち 格 物の 上に 在り。 欲と 先との 字 は 差ゃ慢 なり。 在の 宇 は又緊 きこと 

些子を 得。 又 曰 はく、 致 知. 誠意 は 是れ舉 者の 兩箇 の關 なり。 致 知 は 乃ち 夢と 覺 との 

關、 誠意 は 乃ち 善と悪との 關 なり。 致 知の 關を 透り 得れば 覺、 然らずんば 則ち 夢に し 


て、 誠意の 關を 透り 得れば 善、 然らずんば 則ち 惡 なり。 叉 曰 はく、 格 物 は是れ 夢覺の 

關、 誠意 は 是れ人 鬼の 關、 此の ニ關を 過ぎ 得れば、 上面の 工夫、 一節 は 一節よりも 易 

し。 治國平 天下に 至りて は 地步愈 >濶 し， 但だ須 らく 照 顧し 得て 到るべし。 又 曰 はく、 

格 物 は是れ 零細の 說、 致 知 は 是れ全 體の說 なり。 又 曰 はく、  ^^,1致レ知っは、 物の 上に 

於て 一 分の 理を 窮め 得れば 則ち 我が 知 も 亦 一 分 を 知り 得、 物の 理 窮め 得て 愈.^ 多ければ 

則ち 我が 知 も 愈.^ 廣し。 其の 實は只 だ是れ 一 理、 撮に 彼れ を 明かに すれば 卽ち 是れを 

曉る。 又 曰 はく、 格 物 は 十 事に 格り 得て 九 事 通 透し 一事 未だ 通 透せ ざる は 妨げざる も、 

一 事 只 だ 格り 得る こと 九分に して 一 分 通 透せ ざれば 最も 不可な り、 須 らく 窮め 盡 して 

十分の 處に 到るべし。 又 曰 はく、 其の 巳に 知る 所に 因って 之れ を 推せば、 知らず とい 

ふ 所な きに 至る。 又 曰 はく、 人 多く 這の 道理 を 把って 一箇の 懸空 底の 物と 作す。 大學 

に窮レ 理を說 かずして 只 だ格レ 物を說 く、 便ち 是れ人 > 事物の 上に 就いて 理會 して 此の 

如くして 方に 實體を 見得 せんこと を 要す。 舟 を 作って 水に 行り、 車 を 作って 陸に 行る 

が 如き、 今 試みに 衆 力 を 以て 共に 一舟 を 陸に 推す とも 必ず 行る こと 能 はずして、 方に 

舟 は 以て 陸に 行るべからざる こと を 見得す。 此れ 之れ を 實體と 謂 ふ。 又 曰 はく、 格 物 


( 一 ) s$ 

「II！： 子 H はく： 


び か 身 を 省 

みる。 人の ほ- 

に  りて 忠な 

ら- さる か。 g 

.Al, 二乂 りて 


おはざる を 傅 

へし か」 と-;: 山 
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窮理 は、 一物 あれば 便ち 一理 あり， 窮め 得 到りて 後に 事に 遇 ひ 物に 觸れ て、 ^這の 道 

理に椅 著す。 君に 事へ て は 便ち 忠に遇 ひ、 親に 事へ て は 便ち 孝に 遇 ふ。 居處 便ち ル ふし、 

事 を 執りて は 便ち 敬し、 人の 與 にして は 便ち 忠 あり、 以て前に參はり衡に^るに•，^.-る 

まで、 往く として 這箇の 道理 を： 13^ ずと いふ ことなし。 若し 窮めて 至ら ざれば、 ：：^？所 

眞 ならず、 外面 は 善を爲 すと 雖も 而も 內實は 惡を爲 す。 又 n はく、 問 ふ、 物 は 理の在 

る 所、 人の 必ず 有して 無き こと 能 はざる 所の 者な り、 何者 を か 切なり と 爲ん。 z: はく、 

君臣. 父子. 兄弟. 夫婦. 朋友 は 皆 人の 無き こと 能 はざる 所の 者な り、 何だ^ 者 • 狼 らく 

窮め 格り 得て 盡 さん こと を 要すべし。 父母に 事 ふるとき は當に 其の 孝を盡 十べ し、 兄 

^？に處しては當に其の友を盡すべ し。 此の 如きの 類. 須 らく 是れ 得し 盡 さん こと を 要 

すべし。 若し 一毫 も盡 さざる こと あれば、 便ち 是れ 窮め 格る こと 至らざる なり。  >  へ 曰 

はく、 物 は 事物 を 謂 ふなり、 須 らく 事物の 理を 窮め 極むべし。 盡す處 に 到って は 便ち 

一 筒の 是 一 筒の 非 あり。 そ 自家 身心の 上に 皆須 らく 一箇の 是非 を體驗 し？：^ べし。 文 

字を講 論し >  事物に 應 接する が 若き、 各々 に體驗 し漸々 に 推し 弘 むれば， 地歩 n 然に 

( 一 一  ひたすら  £  I 

寛^す。 曾 子が 三省の 如く  > 只 f:: 此の 如くに 體驗 し.^ け。 ^曰 はく、 致 知. 格 物 は 只 


だ是れ 一 事、 是れ 今日 物に 格って 明日 知 を 致す に 非ず。 格 物 は理を 以て 言 ひ、 致 知 は 

,  心 を 以て 言 ふなり。 叉 曰 はく、 致 知. 格 物 は是れ 此の 理を窮 む、 誠意. 正 心. 修身 は是 

れ 此の 理を體 し， 齊家 • 治國. 平 天下 は是れ 此の 理を 推す、 要ず 三 節と 做し 看よ。 叉 

曰 はく、 格 物. 致 知. 誠意 • 正 心-修身の 際に 於て、 要ず 常に 一 筒の 明德隱 然として 

(二) この 1 五 者の 間に 流行す る を 見れば、 方に 分明な り。 叉 曰 はく * 格 物より 平 天下に 至る まで" 

節 朱 子 語類 卷 

お；^ れ： つ 1 聖人 も 亦 是れ略 ぼ 箇の先 後 を 分ち て 人に 與 へて 看せ しむ。 (是れ ) 一 件 を 做し 淨め盡 し 

て餘 りなき こと を 成さず。 方に 一 件 を 做す こと 此の 如くん ば、 何れの 時 か 做し 得て 成 

人 も f 疋れ略 らん。 又 曰 はく、 明德を 天下に 明かに する より 以上 皆 等級 あり、 致 知 格 物の 處に 到つ 

ほ 筒の 先 後 を  す i よ  ，た 

ひれ ゆ て 便お 親切な り。 故に 知 を 致す 者 は先づ 其の物に 格る と 曰 はずして. 只 だ 知 を 致す こ 

1 件 を 做し 淨  Z  ォ 

め盡 して §, と は 物に 格る に 在りと 曰 ふなり。 5 曰 はく、 明德は 明珠の 常に 自ら 光明なる が 如し. 

無くして 方に  一，： 

.M^^^ 但だ 時に 拂拭を 加 へん こと を 要す。 若し 物欲の 爲に蔽 はるれば、 卽ち是 れ珠も 泥^と 

此の 如く 做さ  ォ  tit- ら . 

ば 何の 時 か 1" 爲る。 然れ ども 光明の 性 は舊に 依って 自ら 在り。 外面の 事 は 推し 闡 めんこと を 要す、 

す こと も 得ん」 

■ 、多 故に 家 を齊へ て而 して 後に 國を 治め 天下 を 平にす。 裏面の 事 は 己れ に 切ならん こと を 

要す， 故に 身 を 修め 心 を 正す に は 必ず 先 づ意を 誠にす。 致 知 は 愈-細密 にして， 誠意 

學 問  三 〇 五 
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は 最も 是れ 一段の 緊要の 工夫な り。 致 知 は 知の 始、 誠意 は 行の 始 なり。 心 は是れ 其の 

體統、 意 は是れ 其の 中に 就いて 發 出す。 正：， 心 は不， 隙不， 聞 を 戒懼し • 誠， 意 は 謹レ獨 

が 如し。 誠意 は是れ 關を轉 ずる 處 なり。 大 舉に兩 箇の大 節目 あり、 物 格り 知 至る は是 

れ 一 箇、 誠意 修身 は是れ 一 箇 なり。 才に 此の 關を 過ぎ 了れば 便ち 直ちに 行き 將て 去る 

べし。 致 知 は是れ 我れ よりして 首 ふ、 格 物 は是れ 物に 就いて 言 ふ。 知 は 我れ に 在り、 

理は 物に 在り。 格物致知 を 治國平 天下に 比すれば、 則ち 格物致知 は 其の 事 小なる に 似 

たり、 然れ ども 打し 透ら ざれば 則ち 病 痛 却って 大 にして 進歩の 處 なし。 治 國平犬 下 は 

規模 大 なりと 雖も、 然も 這の 裏縱ひ 未だ 盡 さざる 處 あれ ども、 病 痛 却って 小な り。 治 

國 • 平 天下と 誠意 • 正 心 • 修身 • 齊 家と 只 だ是れ 一 理、 所謂 格物致知 も 亦 此れ を 知る 

f  一  ^  cfc やま 

？ 十 と 曰 ふの み。 此れ 大學 一 篇の 本旨、 若し 必ず 治國平 天下 を 以て 君 相の 事と 爲 して、 ゆ 

九 章に 出づ  こ  あ-つか  .5, もむ き 

yl- は a? 者焉れ に與る ことな くんば、 則ち 內 外の 道、 本 を 異にし 歸を 殊にして、 終の 本： ils と 正 

SSllS  一  5 に 相 南北す。 禹 -稷. 顏！： 道 を 同じう す、 豈 必ず 位に 在る ものの み 乃ち 政を爲 すと 爲 

(三) 古 之 欲  4V^1::;:H  二)  (三) 

んゃ。 一。 一 に 曰 はく、 古の 云々 と は何ぞ や。 曰 はく、 此れ 大舉の 序 を 一 百 ふ、 其の 詳な 

^JIV. を 指す る こと 此の 如し。 蓋し 綱領の 條： n なり。 格 物 • 致 知 • 誠意 • 正 心 • 修身 は 明德を 明か 


にす るの 事な り。 齊家 • 治國 • 平 天下 は 民 を 新に する の 事な り。 格物致知 は 至善の 在 

る 所 を 知る こと を 求む る 所以、 誠意より 以て 平 天下に 至る まで は、 夫の 至善 を 得て 之 

れに 止まる こと を 求む る 所以な り。 所謂 明德を 天下に 明かに すると は、 自ら 其の 明德 

を 明かに して、 而 して 推して 以て 民 を 新に して、 天下の 人 をして 皆 以て 其の 明 德を明 

かにす る こと あらしむ るな り。 人 皆 以て 其の 明德を 明かに する こと あるとき は、 备> 

其の 意 を 誠にし、 各. ^其の 心 を 正しう し、 各.' 其の 身 を 修め、 各.' 其の 親 を 親と し、 

各 > 其の 長 を 長と して、 而 して 天下 平なら ずと いふ ことなし。 問 ふ、 明德の 功果して 能 

く 是の若 くんば、 亦 善なら ず や。 然れ ども 堯舜 の聖を 以てすら 閨 門の 內 或は 未だ 盡く 化せず、 況 

や 謂 ゆる 天下の 犬なる、 能く 堯舜の 化に 服して 各.' 其の 德を 明かに すと 謂 はんや。 朱 子 曰 はく、 

しほら 

大學の 明德を 天下に 明かに すと いふ は 只 だ 是れ且 く箇の 規模 此の 如き こと を說 く。 學者須 らく 

(五)  めぐみ 

此の 如き Q 規模 あるべし。 此の 如くな ちずん ば 便ち 是れ缺 了す。 且つ 伊 尹が 匹夫 も 其の 澤を 被ら 

い  かく Q 一 じとく 

ざれば 已れ 推して 之れ を 溝 中に 納れ たるが 如しと 思 ふが 如き、 伊 尹 也た 只 だ 大概 恁 地な らんと 耍 

する のみ、 叉 如何 ぞー 人 も 其の 澤を 被ち ざる ものな きこと を 得し めん。 又比屋 封すべし と說 くが 

ニハ) 

如き も、 也た 須 らく 一家 半 家は恁 地な ちざる 者 あるべし。 只 だ是れ 自家の 規模 を 見得す る こと、 

自ら 當に 此の 如くなる べし。 此の 如くなら ずん ば 得ず。 做し 去らざる 處に 到って は、 却って 奈何 

學 問  三 〇 七 


修敎耍 錄卷之 三  三 〇 八 

ともすべき ことなし。 規模. an ら cli- れ恁 地の 工夫 を 著 くれば、 便ち 却って 寸々 にサ J むこと や-用 ひ， < 

若し 規模 次第な く、 ：： ハ皆細 碎の虑 に 走り去れば、 便ち 世 0 功 を 計り 利 を It る 0 虎に 入り 去る。 i む 

し 規模あって 又 細密 Q 工夫な くんば、 又 只 だ 是れー 筒の 空 規模な リ。 外に 規模の 大を： S め、 內に 

推して 事々 物々 の處に 至り、 其の 工夫 を盡 さず とい ふこと なき、 此れ §-^Q 學 たる 所、 W なり。 

然して 大 下の 本 は國に 在り， 故に 天下 を 平に せんと 欲する 者 は 必ず 先づ 以て 其の 國を 

治む る こと あり。 國の本 は 家に 在.^、 故に 國を 治めん と 欲する 者 は 必ず 先づ 以て 其の 

家を齊 ふること あり。 家の 本 は 身に 在り、 故に 家を齊 へんと 欲する 者 は 必ず 先づ 以て 

其の 身を修 むる こと あり。 身の 主に 至って は 則ち 心なり。 一 に 其の 本然の 正 を 得ざる 

こと あるとき は、 身 主と する 所な し， 勉强 して 以て 之れ を 修めん と 欲すし， -雖 も、 亦 得 

て修 むべ からず。 故に 身 を 修めん と 欲 十る 者 は 必ず 先づ 以て 其の 心 を £ す こ と あり 。 

而 して 心の 發 する は 則ち 意な り。 一 も 私欲あって 其の 中に 雑り、 而 して 善 を 爲し恶 を 

去る こと 或は 未だ 實 ならざる あれば， 心 爲に累 はされ、 勉强 して 以て 之れ を-正 さんと 

欲すと 雖も、 亦 得て 正しう すべから ず。 故に 心 を 正さん と 欲する 者 は 必ず 先づ 以て 其 

の 意 を 誠にす る こと あり。 若し 夫れ 知 は 心の 神明、 衆理に 妙に して 萬 物を宰 する 者な 


( 一 ) 誇 語 「ナ 

張篇第 十五 章 

に 「子 游曰、 

喪 致-, 乎哀 I 而 

止」 と出づ 

(二) 朱 子 語 

類卷 十七 


り、 人 有せず とい ふこと なし、 而 して 或は 其の 表裏 をして 洞 然として 盡さ ずと いふ 所 

なから しむる 能 はざる とき は、 隱微 の間眞 妄錯雜 して- 勉強して 以て 之れ を 誠に せん 

と 欲すと 雖も， 亦 得て 誠にすべからず。 故に 意 を 誠に せんと 欲する 者 は 必ず 先づ 以て 

其の 知 を 致 十 こと あり。 致 は 推 致の 謂に して 「喪 は哀を 致す.」 の 致す の 如し。 言 ふこ 

(二 ) 

ころ は、 之れ を 推して 盡 くるに 至る こと ぞ。 朱 子 曰 はく、 神 は 是れ恁 地に 精彩、 明 は是れ 

恁 地に 光明と。 又 曰 はく、 道理 は 固に 本よ リ 有る も、 知 を 用 ひて 方に 發 得し 出で 來る。 所以に 之 

れ を衆理 に 妙に すと 謂 ふ。 妙に すと は猶ほ 能く 衆理を 運用す と 一 百 はんが ごとし。 運用の 字 は 病 あ 

り、 故に 只 だ 妙 Q 字 を 下し 得た リ。 問 ふ、 宰 は是れ 主宰の 宰か、 宰 制の 宰か。 曰 はく、 主 は 便ち 

是 れ宰、 宰は 便ち 是れ 制な り。 問 ふ、 知 如何 ぞ 物を宰 する。 曰 はく、 知覺 する 所な きとき は、 則 

ち 以て 萬 物を宰 制する に 足らず。 他を宰 制せん と 要する も. a た須 らく 知 覺を耍 すべ し。 又 曰 はく、 

心 Q 物た る、 至 虛至靈 、神妙 不測、 常に 一身 Q 主と 爲て 以て 萬 事の 綱を提 りて、 而も 頃刻 Q 不存 

, .  ち ぶ  し. U が 

あるべ からさる 者な リ。 一 も自覺 せず して 馳鷲 飛揚して 以て 物欲に 竊殼の 外に 狗 ふとき は、 一身 

に 主な く 萬 事に 網な し、 其の 俯仰 顚眄 の 間と 雖も、 蓋し 巳に 自ら 其 Q 身の 在る 所を覺 えざる なり 9 

天下の 物に 至って は 則ち 必ず 各.^ 然る 所以の 故と 其の 當に 然るべ き 所の 則と あり、 所 

謂理 なり。 人知らず とい ふこと なくして、 或は 其の 精粗 隱顯 をして 究め 極めて 餘 りな 

學 間  三 〇 九 


(1) 朱 子 語 

卷 十七 


(二)  is^ 

典に 「終り を 

文祖 にさく」、 

乂  r«i 組に 格 

りて 特を用 

ふ」 と 出づ。 

文祖 . S 祖共 


期 をい ふと 

(一二) 唐宋八 

宗 文に 收め， b,. 


からしむ る こと 能 はざる とき は- 


三 一 〇 

ち理の 未だ 窮めざる 所、 知 必ず 蔽 はる. 

、 一 ) 

る こと あり、 勉強して 以て 之れ を 致さん と 欲すと 雖も、 亦 得て 致すべからず。 .^^.1  = 

はく、 當に 然るべき 所 Q, 則と は、 君 Q 仁、 はの 敬 0 如し。 然る 所以の 故と は、 君 は 何故に 仁 を 川 

ふる、 臣は 何故に 敬 を 用 ふる. そとい ふ 如し。 君の 仁た る 所以の 如き、 盖し君は！：^^-れ箇の主腦、 .n 

姓 人民^ 他れ の^に 場す。 他れ. E ち 是れ 仁愛 を 用 ふ。 是れ 君と 爲り 了り て： U むこと を 得ず 仁愛 を 

以て 之れ を 行 ふと 說 くに 非ず。 自ら 是れ (理) 合に 此の 如くなる べし、 ：大 之れ をして 然 らしむ るが 

サ おし。 又 父の 慈なる 所以、 子の 孝なる 所以の 如き、 蓋し 父子 は 本と 同じく ー氣、 ：： ハ. だ"！ れ 一人 0 

身分れ て 兩箇と 成る、 其 0 恩愛 相場す、 自ら 然る こと を 期せず して 然る者 ぁリ。 其の 他の 大淪も 

告然 り。 比. M 犬理 之れ をして 此 Q 如くなん しむ。 - ひ： 强 ひて $5 すべ けんや。 故に 致 知の 道 は 事に 

卽 きて 理 を觀、 以て 夫の 物に 格る に 在り。 格る と は 極め 至る の 謂に して 「文 祖に 格る」 

の 格る の 如し、 之れ を 窮めて 其の 極に 至る を 言 ふなり。 此の 大學 の條目 は^ 贤相 傅へ 

て 人に 學を爲 す こと を敎 ふる 所以の 次第、 至って 璣悉 なりと 爲す。 然して 漢* 餽以來 

諸 儒の 論 未だ 之れ に 及ぶ 者 ある こと を 聞かざる も、 唐の 韓子 之 に 至って 乃ち 能く 

援 いて 以て 說を爲 し， 原 道の 篇に すと き は、 庶幾く は 其れ 聞え あらん。 然れ ども 其 


の 言 正 心 誠意に 極まりて 而 して 致 知 格 物と 云 ふ 者 を 曰 ふこと なき は、 則ち 是れ 其の 端 

しば/ ヽ 

を 探らず して 驟.^ 其の 次 を 語る もの、 亦 未だ 擇んで 精し からず、 語りて 詳 ならざる の 

病 を 免れず。 何ぞ 乃ち 是れを 以て 荀* 揚を議 せんや。 fgliT か 曰 はく、 此の 

經の 序、 誠意より 以下 は 其の 義 明かに して 傳悉 せり。 獨り 其の 所謂 格物致知 は 字義 明 

かならずして、 而も 傳も 復た闕 けたり、 且つ 最初に 力 を 用 ふるの 地と 爲 して 而も 復た 

上文 語 緖の尋 ぐべき なし。 子 乃ち 自ら 程 子の 意 を 取って 以て 之れ を 補 ふと 謂 ふとき は、 

程 子の 言 何 を 以て か 其の 必ず 經の 意に 合 ふこと を 見る、 而 して 子が 言 叉 盡く程 子に 出 

でざる に 似れ る は何ぞ や。 曰 はく、 或 ひと 程 子に 問うて 曰 ふ、 「學 1^ 爲て 以て 覺る こと 

あるべき や」 と。 程 子 曰 ふ、 「學は 致, 知より 先なる はなし、 能く 其の 知 を 致す とき は、 

思 ひ 曰に 益. - 明かな り、 久しう して 後に 覺る こと あるに 至る のみ。 書に 所謂 田^ < 曰, 睿、 

睿作 レ聖、 ？露 £1， 董 子が 所謂 勉强 して 學問 すれば、 聞 見 博く して 智益. ^明かな りと 

ま、 E  C  t  x^-ii^.x;o  ^e: 漢書に、 董仲 纤は廣 川の 人 • 賢 良 を 以て 對 策して 曰 はく、 勉强 して 擧問 すれば 聞 見 博 

は 正にえ わ を fij なり くして智畚>-明かなり、 勉强して道を行へば、 德曰に起って大ぃに功ぁり、 此れ皆5^!ゃ 

き； fJjSS?3JSi れほ。 學ん で覺る ことなき とき は、 則ち 亦 何 を 以て か擧 ぶこと を爲 さんや」" 

朱 子 曰 はく、 能く 知 を 致す とき は、 思 ひ 自然に 明かな り、 久しう して 後に 4S^-<1^,^IHH'>J0、  r & 一言 ま rSl .。V7 レ、 IE 

覺る こと あるに 至って は、 是れ 積累の 多くして 自ら 箇の躉 悟の 時節 あり。 と Hli-  -  HH^fH-^t  -  I 


二) 

心下篇 第三 十 

三 動容周 

旋中レ *J 者、 盛 

德之至 也」 と 

出づ 


修敎耍 錄卷之 三  三 一 二 

れ ども 知 を 致 十 は 難しと 爲す、 奈何」。 程 子の 曰 ふ、 「誠 敬 は 固に 以て 勉め ずん ば ある 

ベから ず。 然れ ども 犬 下の 理先づ 之れ を 知ら ずん ば、 亦 未だ 能く 强 めて 以て 之れ を 行 

ふ 者 あらざる なり。 故に 大舉の 序して 致 知 を 先にして 誠意 を 後に し、 其の 等踱 ゆべ か 

べんえん 

ら ざる 者 あり。 苟も 聖人の 聰明 容智 なくして、 而も 徒らに 勉. おとして 以て 其の 行事の 

跡を踐 まんと 欲せば、 亦 安ん ぞ 能く 彼の 動容 周旋 鰭に 屮ら ずと いふ ことなき が 如くな 

らん や。 惟 だ 其れ 理を燭 す ことの 明かに して、 乃ち 能く 勉强を 待たず して，：：： ら樂 しん 

で 理に循 ふの み。 夫れ 人の 性 は 本と 不善な く、 理に循 つて 行 ふ e  .{且 しく 難き ことな か 

るべき ものな り。 惟 だ 其れ 之れ を 知る こと 至らず して、 但だカ を 以て 之れ を爲 さんと 

欲す。 是を 以て 其の 難き を 苦しんで 其の 樂 しみ を 知らざる のみ。 之れ を 知る こと 至る 

とき は、 理に循 ふを樂 しみと 爲す。 理に^ はざる をば 不：， 樂と爲 す。 何 を か 苦しんで 理 

に循 はずして 以て 吾が 樂 しみ を. 害せん や。 昔 嘗て 虎の 人 を 傷く る こと を談 ずる 者 ある 

を 見る に、 衆 聞かず とい ふこと なし、 而 して 其の 間 一人 神色 獨り變 ず。 其の 所以 を 問 

ふに、 乃ち 嘗て 虎に 傷 けられた る 者な り。 夫れ 虎の 能く 人 を 傷く る は、 人 孰れ か 知ら 

ざらん。 然れ ども 之 比 を 聞いて？ 5i るる も. の あり、 懼れ ざる 者 ある は、 之れ を 知る こと 


の眞 あり 眞 ならざる あれば なり。 學 者の 知, 道 こ と、 必ず 此の 人の 虎 を 知る が 如くに レ 

て、 然して 後 至れり と爲 すの み。 不善の 爲 すべから ざる を 知って， 而も 猶ほ 或は 之れ 

を爲 すと 曰 ふが 若き は、 則ち 亦 未だ 嘗て 眞に 知らざる のみ. 一。 .ftsJJ:: 、こ お, に， 

むに 及んで は 又 之れ を爲す ほ、 ロハ だ是れ 之れ を 知る こと 未だ 至らざる なり。 人 烏 像の 人 も-殺す こと を 知って 貪 ふべ からすと し 

5^ 然として 食 はざる に 終 はる は、 是れ眞 に 之れ を 知れるな り。 不善 は爲 すべから ざる こと を 知って、 而も 猶ほ 或は 之れ を爲 す. 

是れ 待に 未だ 眞に 知る こと 能 はざる なり。 未だ 眞に 知る こと 能 はざる 所以の 者 は、 道理の 上に t  D  ^± 

緣 つて 只ゲ 外面に 就 いて 理 省して、 裏面 は 却つ て 未. だ理會 して 十分 《!K 淨す る こと を 得 ざ るたり。 ^ の 0^0  ^^^^0 

知 は當に 先にすべく して 後に すべから ざる 所以の 意 を 言 ふなり。 叉， 進 修の術 は 何れ 

(第  一 0^  シゥシ ヲ 一一 スル ヌ 

か 先にす ると 問 ふ 者 あり。 程 子の 曰 はく、 「正 , 心 誠, 意より 先なる は莫 し. 然れど 

も 意 を 誠に せんと 欲すれば 必ず 先 づ知を 致せ， 而 して 知 を 致さん と 欲せば 叉 物に 格る 

に 在り。 致は盡 なり、 格 は 至な り。 凡そ 一 物 あれば 必ず 一 理 あり、 窮めて 之れ に 至る 

は、 所謂 格レ物 者な り。 然れ ども 格レ物 こと 亦 一端に 非ず。 或は 書 を 讀んで 道義 を講明 

し、 或は 古今の 人物 を 論じて 其の 是非 を 別ち、 或は 事物に 應 接して 其の 當否 を處 する 

(二 ン 

、、ハ 卩. * 一、  0x]c 朱 子 曰 はく、 物の 理に 格る. 我が を 致す 所以な り。 又 曰. はく、 而今 且く n (だ 事ね の 上に せ ^ 

力， fcitll.f レ gti いて 格り 去れ。 書を讀 めば 便ち 文字の 上に 就いて 格り、 人の 說話を 聞けば 便ち 說 話の 上に 

いて 格り、 杓に れば 便ち；^ に 接する 上に 就いて 格る が 如くせ よ- 精粗 大小 都て 格らん こと を 要して、 t^f!IK<、  勿 

久しう して 後に 貫： 逸す。 粗 底 は 便ち 是れ 精に、 小 底 は 便ち 是れ大 なり、 這れ 便ち 理の 一 本なる 處 なり。 Ui はく  レ： aJT 

とい ふ は、 必ず 物々 に 之れ に 格る や、 將た止 だ 一 物に 格り て而 して 萬理皆 通ず る に 


二) 以下の 

註、 朱 子 語類 

卷 十八に 出づ 


(二) 論語 公 

治 畏§| 第八窣 

に出づ - 


三 一 四 

i 子) (第ニ條) 

や」。 曰 はく、 「一 物に 格り て萬理 通ず る こと は、 額 子と 雖も亦 未だ 此に 至らず。 惟 だ 

今日 而ち 一 物に 格り、 明日 又 一 物に 格り、 積 習旣に 多くして 然る 後に 脫 然として^ 通 

する 處 あるの み」。 朱 子 曰 はく、  一  in 1 作 は 格 物の 工夫 0 次第な リ。 脫 然として tx 通す ると いふ 

は、 知 至 Q 效驗の 極致な リ。 其の 序に 術 はずして 遽に 其の 全き を贵 むる とき は、 自ら^す とほす。 

5； だ 粗 ぼ曉る こと を 求めて 貫通 を 期せざる とき は、 自 ら鲞 すと 爲す。 乂曰 はく、  s« 子の 此の 語 は 

便ち 是れ 眞實に 工夫 を 做し 來る もの、 一件に 格 リし後 は 便ち^ 通す と說 くに あらず、 也た^^=|く；大 

下の 物理に 格リ 得て 後に 方に 始めて 通ず と說 くに も あら-ず。 只 だ 精 習旣に 多くして 然る 後に 脫然 

として 箇 Q 貫通す る 處ぁリ と 云 ふの み。 問 ふ、 一 理通ずるときは^€理通ずと。 其の 說 如何。 臼 は 

く、 伊川 嘗て 云 ふ、 「額 子と 雖も亦 未、 だ此に 到ら 一ず」 と。 天下？ > 二 理通 ずれば 便ち I？ 理ゅ " 通ず る を 

解す る こと あんん や。 須 らく 枝 累し將 ち 去るべし。 額 子が 高 明なる 如き も 一 を 聞いて 十 を 知る に 

過ぎず、 亦 是れ大 段 聰明に して 了る のみ。 學問は 却って 漸に する あり、 ク.， ふ 迫なる の理 なし。 乂：： 

はく、 窮レ理 とい ふ は、 其 Q 巳に 知る 所に II つて 其の 未だ 知らざる 听に 及び、 其の 巳に 達する 所 

に 因って 其 0 未だ 達せざる 所に 及ぶな リ。 人の 良知 は 固有す る 所に 本づ く。 然れ ども 窮理 する 能 

はざる 者 は 只. だ 是れ已 に 知 リ已に 達する を 足れり として、 其の 未、 だ 知らず 未、 だ 達せざる を窮 むる 

能 はず、 故に ー截を 見得て 曾て 乂 一 截を 見得ず。 此れ 其の 理に 於て 未だ 梢し からざる 所以な リ。 


然して 仍ほ須 らく 工夫 H 々に增 加すべし。 今 H 旣に 一物に 格リ 得、 明日 又 一物に 格り 得、 工夫 更 

に 住まざる 地に 做す。 左 脚 一歩 を 進み 得れば 右 脚 又 ー步を 進み、 右 脚 一 步を 進み 得れば、 左脚乂 

進む が 如し、 接續 して 巳 まざれば 自然に 貫通す。 問 ふ、 無事 Q 時 は 見得 是れ此 0 如き も、 事に 臨 

あやま 

ん では 又 錯リを 做し 了る こと 如何。 曰 はく、 只、 だ 是れ斷 置 分明な ちざる なリ。 物に 格る 所以 は 便 

ち 閑な る 時理會 せ ん こと を耍 す、 是れ 時に 臨ん で理會 せんこと を耍 する にあら ざるな リ。 閑な る 

時 道理 を 看 得る こと 分曉 なれば、 事の 來る 時に 斷置 する こと 自も 易し。 物に 格る は 只 だ是れ 未だ 

理會し 得ざる 底 を理會 し、 是れ 頭より 都て 理會 せんこと を耍 する にあらず。 水火 Q 如き は 人 自ら 

是れ 其の 蹈む ベから ざる こと を 知る、 何ぞ 曾て 錯 つて 水火 を蹈み 去る こと あらん。 物に 格る は 只 

だ 是れ當 に 水火 を蹈 むべき と當に 水火 を蹈 むべ からざる と を理會 し、 事に 臨みし 時 斷 置して 分嘵 

ならしむ るな リ。 程 子 Q 所謂 今日 一 件に 格リ、 明 H 1 件に 格る とい ふ も 亦是れ 此の 如し。 又 曰 は 

く、 積 習旣に 多くして 自然に 脫 然として 貫通す る處 ある は、 乃ち 是れ 零々 碎々、 湊 合し 將ち來 つ 

て 知らず 覺 えず 自然に 醒 悟す。 其の 始め 固に 須 らく 力 を 用ぶべし。 其の 之れ を 得る に 及んで は 又 

却って 力 を 用 ふ る こと を假ら ず。 此箇の 事 速な らんこと を 欲すべ かちず。 速な らんこと を 欲する 

(程 子)  (第三 條) 

とき は 達せず、 須 らく 是れ馒 々に 做し 去るべし。 又 曰 はく、 「一 身の 中より 以て 萬 物の 理に 

ォ  かつ H-r>  ( wn 

至る まで、 理會し 得る こと 多くして、 自ら 當に 豁然と して 箇の 覺る處 あるべし」。 ぉ好 


三 一 六 


二) 朱 子 語 

お 十八 

(5  $0 

文 公上篇 第二 

< ！: f に出づ 

篇 第二 章 に 

「北宮 お 問. つ 

て H はく、 周 

室の i£ g を 班 

つ こと や， 之 

れも 如何と。 


其の： St は 未だ 

ii くも 得べ か 

らす； K 々リ 然 

れ ども iS や S 

て 其の を g 

けり」 と出づ 


く、 一身の 中 は 是れ 仁義 側 S£l や； f 惡辭遜 H だ^と 視 1BK 動と、 iJH 赏に SMB すべき た h -。 夫の1»^:の榮体と.1-€^5$の小人と- 

這 の 底 は是れ 如何して；^ はん、 € の は 是れ如 W して ffl ひん. 車の 以て 陸に 行るべく、 船の 以て 水に 一 u るべき とい ふに.， W るまで、 

や； - -I  (程 子)  (i"ss: 條)  た • 

Iff^^ 又 曰 はく > 「窮 レ理 とい ふ は、 必ず 天下の 理を 盡し窮 むと 謂 ふに 非ず、 乂. だ 

一 现を 窮め 得れば 便ち 到， むりと 謂 ふに も 非ず。 化 だ 累 多くして 後 自ら 當に脫 然とし 

て 悟ろ 處 あるべし」。 _ 問 ふ、 知 至 は 苦し 極 盡の處 を 論ずれば、 聖贤も 亦 (知 至と) 盲 ひ 難し レ ぶ 


(二)  •  (三) 

子 も 未だ 諸侯の 喪禮 を學 ばず とい ひ、 未だ 跑爵の 制を詳 にせず と 


；。 朱 子 nr 


、 (然 


) 如： 


切 を知リ 得る を 要せん。 然れ ども 理會し 得た 


こヒに 多ければ、 Je?  一  一 

(知) 

の 事 を 挿み 來ー 0 こと あると も、 . ^た 他れ を識 得し^ らん。 n ハ だ：：； れ 通 すれば、 便ち 迎 "肱 も 亦 

も  (物) 

通じ 將ち 去る。 某 も 舊と亦 此の 疑 ありし. が、 後に 程 子の 格 物 は： 大 下の 理を 窮め i| さんと 欲する に 

^ず、 I- 累 多，、 して 後に 自ら 當に脫 然として 悟る 虔 あるべ しと 說 ける を て、 方に 理會し 得たり。 

.5 し 十の 事-しに 八 九 を 窮め 得れば、 其の  一 二 は 未だ 窮めず と雖 も、 將も來っ て^^合すれば都て 

i 五條) 

ら 見得す。 又 曰 はく、 「格 物 は-: K 下の 物 を盡し 窮めん と 欲する に 非ず、 5： だ  一 の 上 

に 於て 窮め 盡 して、 其の 他 は 類 を 以て 推すべし。 孝 を 言 ふに 至って は、 則ち 常に 其の 

孝と 爲す 所以の 者 如何と 求むべし。 若し 一事の 上に 窮め 得 ざれば、 且 く^に 一事 を^ 

む。 或は 其の 易き 者 を 先にし * 或は 其の 難き 者 を 先にす る こと、 各.' 人の 淺 深に 隨へ „ 


譬 へば 千 蹊萬徑 の 如し、 皆 以て 國に 適くべし。 但だ 一道 を 得て 入る とき は、 以て 請 を 

Si は、 大 推して 其の 餘に 通ず べし。 蓋し 萬 物 各に 期の 一 理 にして、 萬理 同じく 一原に 出づ。 此 

-萬物 各 二 れ 推して 通ぜ ずと いふ ことな かるべき 所以な り 一。 朱 子 曰 はく、 旣に 是れ人 をして 類推 4- 

(と 五 ハーる 朱 子 P しむ、 是れ 一事 を 窮め して 便ち 了る にあらず、 且つ 箇の孝 底の 道理 を盡し 得る が 如し、 故に 忠 

ハ ^ 十 底本 孝 を 君に 移すべし。 叉須 らく 忠を盡 し 得て 以て 弟 夫婦 朋友に 至るべし。 此れよ リ 之れ を 推して |i 

の 一 字 も 股す。 ， 

語類に よれば、 し 窮めず とい ふこと なくして、 始めて 得ん。 問 ふ、 程 子が 若し 一事の 上 窮め 得 ざれば 且く別 こ 一 

「孝の 如き 箇  (七) 

s« ほ？ 1^ 龍 事を窮 むと いふの 說と、 中庸の 「得 ざれば 措かず. - と は、 相發i^Tるゃ否ゃ" 日 はく、 看 來れば 

r 七 1 云 1 樣底 ぁリ、 得 ざれば 措かず とい ふ 若き は、 一向に 這箇を 思量して 少しの 間に 便ち 「i 閣を會 し， J 

二十 章に 「有  „  -  す 

レ弗 レ擧、 S ク之 るな リ。 一事 を 窮め 得されば 便ち 掉て 了り て 別に 一事 を窮 むと 謂 ふ 若き、 又！^忽し了リて&た辱 

弗い 能、 弗，， 措  ；  f 

f ョーュ 田 究 ず。 程 子、 學 者に 任、 わ 地の 底 ある を 見る が爲 に、 已 むこと を 得ず して 此の 話を說 く。 問 ふ、 致の 言 

^^弗と レ たる、 推して 之れ を 致して 以て 盡に 至るな リ。 窮め 得ざる 慮に 於て は 正に 當に 努力すべし、 豈遷 

意"、 院樣の 延 逃避して 別に 一事 を 求む ベ けんや。 曰 はく、 這 は 是れ人 0 量に 隨ふ (を 言 ふ)、 遷延 逃避す と 曰 

(九， - 耽 誤の 

意  ュに 非ざる なリ。 蓋し 此の 處に 於て 旣に 理會し 得ざる に、 若し專 一 に 守 リて道 Q 裏に 在れば 却つ 

て轉 じて 昏し 了らん、 須 ちく 別に 一事 を窮 むる こと を 著くべし、 又 或は 以て 此れに 因 つて 彼れ を 

明むべし となり。 問 ふ、 伊川の 說と延 平の 李 先生の 說とは 如何。 曰 はく、 這の 說 自ら 一 頃 窮め 難 


修敎耍 錄卷之 三  三 一 八 

き 底の 事 あり、 造化 1£ 樂度數 等 Q 如き は卒 急に 曉り 難し、 ：： ハだ且 く 放 住する こと を 得。 李 先生 は 

こと 

是れ 窮理の 耍を說 く、 平常 事に 遇 ふが t 右き、 這の 一件 理會 する こと 未だ 透らず して、 乂 第二 件 を 

かく C ご とく 

理會 し、 第二 件 も 理會し 未だ 得ず して 又 第三 件 を理會 す、 ！il4 地に 身 を 終る まで 長^せ ずと なリ。 

問 ふ、 千 錢萬徑 皆 以て 國に 適くべし と。 國は是 れ理の 一原なる 處に臂 ふ、 知らず 一事の 上より 便 

ち 一 原の 虎に 窮め 到る や 否や。 n! はく、 也た 未、 だ 便ち 此の 如きに 至る を 解せ ず。 ：： ハだ頻 を 以て 推 

すを耍 す。 理は 固に 是れー 理、 然れ ども 其の 間 曲折 甚だ 多し、 须 らく" li- れ這箇 を 把って 樣 子と 做 

し、 却って 這の 衷 より 推し 去いて 始めて 得べ し。 且つ 親に 事 ふるが 如き は、 固に 當に 其の 之れ に 

事 ふる 道を盡 すべきな り。 親に 得ち るるとき は是れ 如何せん、 親に 得られざる とき は 乂當に 如何 

すべ けんとい ふ 若し。 是れを 以て 之れ を 君に 事 ふるに 推す とき は、 君に 得ら るるとき は是れ 如何 

せん、 君に 得られざる とき は 又當に 如何すべき こと を 知らん。 推して 以て 長に 事 ふろ も 亦 是れ此 

の 如きな り。 推し 去いて 皆 然もず とい ふこと なし。 又 n はく、 萬 物 皆 此の 理ぁ リ、 理は $1 同じく 

1 原に 出づ。 5! 、 だ 居る 所の 位 同じから ざると き は 其の 理の用 も 一 ならず、 君と 爲て は須 らく 仁な 

るべ く、 臣と爲 ては须 らく 敬すべく、 子と 爲て は須 らく 孝なる ベく、 父と 爲て は. め. りく 慈なる ベ 

きが 如し、 物々 各. - 此の 理を 具して 而 して 物 々各- 其の 用 を 異にす。 然れ ども 一 理 の：^; 订に非 ざ 

る 者な し。 又 曰 はく、 近くして は 一 身の 中、 遠くして は 八荒の 外、 微 にして は 一 ^ 1 木の 衆 も、 


各. >  此の 理を 具へ ずと いふ ことなし。 此に四 人 坐に 在る が 如き、 各 i 這箇の 道理 ぁリ、 某 は 公に 

假借 する こと を 用 ひず、 公 は 某に 求む る こと を 用 ひず。 然も 各. - 這の 一 道理 ありと 雖も、 又 却つ 

て 同じく 一 箇 Q 理に 出づ るの み。 數 器の 水を排 する が 如きに 相似た リ。 這の 盂も 也た 是れ 這の 樣 

0 水、 那の盂 も 也た 是れ 這の 樣の 水、 各 滿 足して 外に 求め 假る こと を 待たず、 然も 打破して 裏 

に 放てば 也た 只 だ是れ 這箇の 水な り。 此れ 推して 通ぜ ずと いふ ことな かるべき 所以な リ。 格り 得 

(第 六條) 

る こと 多くして 後に 自ら 能く 貫通す と 謂 ふ 所以 は 只 だ 是れー 理な るが 爲 なリ。 又 曰 はく、 物必 

ず理 あり、 皆 當に窮 むべき 所、 天地の 高 深なる 所以、 鬼神の 幽顯 なる 所以の 若き、 是 

れ なり。 天 は 吾れ 其の 高き こと を 知る のみ、 地 は 吾れ 其の 深き こと を 知る のみ、 鬼神 

は 吾れ 其の 幽 にして 且つ 顯 なること を 知る のみと 曰 ふが 若き は • 則ち 是れ已 に 然るの 

詞 なり、 叉 何の 理をか 之れ 窮 むべ けんや。 叉 曰 はく、 如し 孝た らんと 欲すれば、 則ち 

當に 孝た る 所以の 道 を 知るべし。 如何して か 奉 養の 宜 たる、 如何して か溫 1  巧の 節た る I 

纏き、 に？？ は c。 窮究 せず とい ふこと なくして、 然して 後に 之れ を 能くす。 獨だ 

D  ^  D 1 P  >-^t  9  C  0^  < き こ. E '、； 11 -0 朱 子 曰 はく、 聖人 孝き K ふ、 其の 實 -は 精粗 本末、 只 だ是れ 一 堙 なり、 

.}K の # の 1 字 を it つて 得い きに. 3N 寸.」 人 皆 良知 あり、 而も 此れより 前に 未だ 嘗て 知らざる 者 は 只 だ 曾て 推し 

去かざる が爲 のみ。 親 も 愛し 兄に 從ふ、 誰か 是の 心な からん や。 此に 於て 推し 去 かば、 則ち？ I 清定 t> レー l!5-,os、 勿 4J,I 

省の 事 も 是れに 過ぎず、 其の 知る li£ より 推して 知らざる 所な きに 至る は、 皆 人に 由って 推す のみ。  >1 なと BL^  # を 


修？^  ！ 5^ 錄 やし 之 三  三 二  0 

M. 己れ を -XH, る 者、 豈物を：3^?ことに因って諸れを己れに反り求むるゃ。 曰 はく、 

「必ずしも 然ら ず。 物 我 一 理、 總に 彼れ を 明に すれば 卽ち 此れ を曉 る、 此れ 內外を 合 

十る の 道な り。 其の 大を 語れば 天地の 高 厚た る 所以より、 其の 小 を 語れば 一物の 然る 

おも ひ 

所以に 至る まで， 皆舉者 {I しく 思 を 致すべき 所な り。 曰 はく， 然 らば 則ち 先づ 之れ を 

ra: 端に 求めて 可なる や。 曰 はく、 之れ を 情 性に 求めば 固に 身に 切ならん。 然して  一 iinl 

に) UI 一木 も 亦皆理 あり、 察せ ずん ば あるべからず」。 朱 子 曰 はく、. 大地の 商-はたる 所！： r 一物 

卷 十/ 

の 然る 所以と は、 ：： ハ. だ是れ 至大と 至 細なる 者と を 舉げて 之れ を 言 ふ。 學^5?の理を^むる、 一物と 

あま  (二) 

(二)  卷十 して 遺す 所に 在る ことなし。 問 ふ、 格 物は須 らく 内外 を 合せて 始めて 得べき や。 nl はく、 未だ^ 

て 合せ ずん ば あらず。 自家、 物の 理 此の 如しと 知得 するとき は、 其の 理の 自然に 5! つて 之れ に應 

ず、 便ち 是れ 内外 を 合する の理 なり。 ほ 前の 事々 物々 皆至理 ぁリ、 一， 笨 一木  一^一  欲の 如き も ゆ：： 

理 ぁリ、 ^木 は 春 生じ 秋？ 松し、 生 を 好み 死を惡 み、 仲夏に は 陽 木 を 斬リ、 仲冬に は 陰 木 を 斬る は、 

皆是れ 陰陽の 道理に 順 ふな リ。 .e 家、 萬 物氣を 均し-つし 體を问 じうし、 生 を て 死 を 見る に 忍び 

ず、 聲を閗 いて 肉 を 食 ふに 忍びず、 其の 時に 非 ざれば 一 木 を も 伐らず、 一 ^を も 殺さず、 胎を 

(殺さず、 夭 を) 妖 さず 藥は復 へ さざる こと を 知得す る こと は、 此れ 便 も れ. 2： 外 を 合する の 3!!^ な 

「第 八條) 

リ 又 曰 はく 「致，^ の 要， 當に 至善の 在る 所 を 知るべし。 父 は 慈に， y まり、 子 は 孝に 


止まる の 類の 如き、 若し 此れ を 努めず して 徒らに 汎 然として 以て 萬 物の 理を觀 んと欲 

せば、 吾れ 恐らく は 其れ 大軍遊 騎出づ る こと だ 遠くして 歸 する 所な きが 如くな らん 

こと を」。 朱 子 曰 はく、 柊 物の 論、 伊川の 意 は 眼前 是の 物に 非ず とい ふこと なしと 謂 ふと 雖も、 

然も 其 0 之れ に 格る こと は、 亦須 らく 緩急 先 後 0 序 あるべし。 如 今 學を爲 す も 而も 天理 を 窮め 人 

淪を 明かに し、 聖言を 論じ 世故に 通ず る こと あらず して、 乃ち 兀 然として 一草 木 器用の 間 こ、 い あ 

らば、 此 は是れ 何の 學問 ぞ。 叉 曰 はく、 天下の 理偏 塞して 前に 滿っ、 耳の 聞，、 所、 nz の 見る 所、 

物に 非ざる はなし。 之れ 若 何して 窮め 得ん や。 須 らく 當に 之れ を、 心に 察し 此の 心 Q 理 をして 旣に 

明なら しむべし、 然して 後に 物の 在る 所に 於て 從 つて 之れ を 察せば、 則ち 3^ 濫に 至らず。 又 曰 は 

く、 致 知の 一章 は是 れ大學 最初に 手 を 下す 處な リ、 若し 理食 透徹せば、 後 面 便ち 容易な. らん。 故 

に 程 子 此の 處に說 き 得て 節目 甚だ 多し。 皆是れ 人の 資質に 因る のみ。 說くこと同じからざるが？^; 

くな りと 雖も、 其の 實は 一 なり。 敏 なる 者 0 太-だ 外事 を 理會し 去る こと を 見る とき は、 之れ をし 

て 父 は 慈 • 子 は 孝の 上に 理會し 去 かしむな リ。 臼 はく、 若し 此れ を 務めず して 徒らに く 萬 物の 

理 を觀れ ば、 恐らく は 遊 騎出づ る こと 甚だ 遠くして 歸 する 所な きが 如くな らんと。 人の 專ら 裏面 

に 理會し 去る こと を 見る とき は、 之れ をして 以て 性情に 求めて 固に 身に 切なら しむるな リ。 然し 

て 一草 木 も 亦皆理 ぁリ、 之れ を耍 する に內事 外事 皆是れ 自己 合當 に理會 すべき 底な リ、 日 一.；., 貞ら 


修敎耍 錄卷之 三  三 ニニ 

く 是れ六 七 分 は. >^fg に 理會し 去リ、 一一 一四 分 は 外面に 理會し 去って 方に 可なる べし。 i;? し：：： れ -丄 夫 

中半なる 時 も 亦 自ら 不可な り、 況んゃ 外；. S に 在る の 工夫 多く、 內に 在る 0 工夫 少 きを や。 此れえ 

九^)  I 

も 不可な り。 又 曰 はく、 「格 物 は 之れ を 身に 察して 其の 之れ を 得る こと 尤も 切なる に 若 

T  ノ  IO 朱.4- 曰はく、 前に旣に^^川に^の理を察すべ し、 1*ら性情に在るべからゃと說ぃて、 此に至り 七 りし 

, 、は V 'し」 て义首 ふ、 之れ を 身に 察して 尤も 切な h-tis すに 若く はなしと。 皆是れ 2 に 相 5!K する 處 なり。 .=-r ゾ 

(程 チ) 

條は皆 挤物致 知の 當にカ を 用 ふべき 所の 地と 其の 次第 工程と を 一一 目 ふなり。 又 曰 はく， 

0 1 條)  いた 

「格 物 窮理は 但だ誡 意 を 立てて 以て 之れ に 格る。 其の 遲速は 則ち 人の 明暗に 在る のみ」。 

二)  下 朱 問 ふ、 知 至って 而 して 後 意 誠 ありと。 而 して s« 子乂格 物お 理 は？！ だ 誠意 を 立てて 以て 之れ に 格る 

子 語： S 卷 十八  や 

と 云 ふ は何ぞ や。 朱 子 臼 はく、 此の 誠の 字、 說 くこと 較ゃ淺 し、 未だ 深き 處を說 き 得ず。 ：： ハ だ". 化 

れ 其の 志 を 確定し、 朴實に 工夫 を 做し 去れ。 胡 氏の 「志 を 立てて 以て 其の 本を定 む」 とい ふが. g 

き は、 便ち 是れ 這の 意に して、 此れ は經の 文の 誠レ 意と いふの 說と 同じから ず。 义 z: は/、、 

立た ざれば 如何 ぞ 能く 物に 格. りん。 所謂 誠意 を 立つ ると は 只 だ 是れ賁 を 著け て 工夫 をドす こと を 

耍し、 存す るが 若く 亡す るが 若くな らんこと を耍 せず。 一 物に 遇へば、 須 らく是 れ aeu 筒に 此の 一 

物に 卽 いて 箇の 道理 を 究め 極め 得丫リ て、 方に 格る と 言 ふべ し。 物 格り て而 して 一：？ に 知 至リ、 知 

至りて 后に 意 誠ぁリ とい ふが 苦き は、 大學に 蓋し 其の 止まる 所の」 を 言へ る も ひ、 其の 始は 則ち 

(第二き  し 

必ず 誠 を 立つ るに 在リ。 又 曰 はく、 「道に 入る に は 敬に 如く はなし。 未だ 能く 知 を 致して 


(二) 朱 子 語 

頹 (和 刻本) 卷 

十八に は T 兩 

下に ェを用 ふ 

ベ し」 と讀ま 

せり 


, 一て 敬 こ 在らざる！^ e まあら：^ 10 ほ 子 IS はく、 >i の、： 潘を 持す ると， 知 を 致す と を将ち 来って 兩 事と 做す。 

マす） * ネ f 一 さ？  it 牛 ^ユタ. t,^ J 敬 を 持す るの 時 只. だ 塊 然として 種 坐して、 更に 思量し 去ら すん ば、 却って 

是れ今 嘴 ％ 持し g 日 道 a€s 量し 去るな り， 豈 此の 如くなる ベ けんや。 但だ 一面に 自ら 敬 を i& し、 一面に 自ら 道理 € 田 S 量す 

べし、 二者 本と 相 妨げす。 又 曰. はく、 且く 身心 を牧 〈Ig し 雜盧も 逢く 掃って、 其れ をして 光明 洞 達せし むる に 若く はた" け。 か" 能 

et-  -I:. (第三 條) 

^.31 ゆ li,l!-。 又 曰 はく、 「涵養に は須 らく 敬 を 用ぶべし、 進學は 則ち 知 を 致す に 在り」。 

朱 子 曰 はく、 學者 Q 工夫 は 惟、 だ 居レ敬 • 窮レ理 の 二 事に 在り" 此の 二 事 は 互に 相發 す。 能く 理を窮 

むる とき は居レ 敬の 工夫 日に 益.' 進み、 能く 敬に 居る とき は 窮レ理 の 工夫 日に 益 i 密な リ。 問 ふ、 

涵養 は 致 知の 先に 在リ や。 曰 はく、 涵養 は 合 下に 先に 在リ。 古人 は 少ょリ 敬 を 以て 涵養し、 父 

(々)  き 

漸く 之れ に敎 へて 書 を讀み 義理 を識 らしむ。 今 若し 涵養し 了る を 待って 方め て 知 を 致す こと を 

(理會 し) し 去る と說 くと き は、 也た 限 期な し。 須 ちく 雨な がち 用ェを 下すべし" 又 曰 はく、 本 原 

ひとしく 

を 涵養し 義理 を 思索す る は、 須 らく 齊 頭に 做す こと を 用 ふべ し、 方に 能く 1^ に相發 せん。 程子須 

0 字と 在の 字 を 下す は、 便ち 是れ齊 頭に 力 を 著 けんこと を耍 めた るな 


問 


致 


涵養 • 體認 

知 • カ行、 亙に 相發 すと 云 ふと 雖も、 然も 畢竟 當に甚 なる 處に 於て 力 を 著くべき や。 曰 はく、 

四 者 先 後す ベ かちず、 又 先 後な くんば あるべ かちず。 須ち く當に 涵養 を 以て 先と 爲 すべし、 若し 

涵養して 致レ 知に 專ら な ち ざると き は、 是れ 徒然と して 思索す。 若し 涵養に 專ち にして 知 を 致さ 

ざると き は、 却って 鵲 突に 去 リ 了らん。 某 を 以て 之れ を觀れ ば、 四 事 は 只 だ 是れ三 事な リ。 蓋し 

體認は 便ち 是れ致 知な リ。 又 曰 はく、 無事の 時， に 且く存 養して 這の 裏に 在リ、 提 撕警覺 して 放肆 

學 問  三 二三 


修敎耍 綠卷之 三 


三 二  ra: 


(一) 失 ！ 5 

15 卷 十八に は 

「SJ;S し 得ん」 に 

作る 


を 耍ネ" ず。 那の 講習 應 接に 到りて 便ち 當に 義理 を 思量すべし。 義理 を 用て 敝し將 t,.^ つ て^ 事な 

れば、 便ち 存養を 著け 此 心を收 すべし。 又 曰 はく、 「致 知 は 養 ふ 所に 在り. 知 を 養 ふ 

まざ 

は {{f^ ノ 欲に 過る はなし JC 問 ふ、 知 を 養 ふと は 是れ旣 に 知りて 後に 此の 如く 養 ふや-力 や" 子 ：！： 

はく、 此れ 先 後 を 分たず。. 未だ 知らざる 0 前、 おし 之れ を 養 はずん ば、 此の 知 如 ひ 得， <:。 

旣に 知る の 後、 若し 莠 はずん ば 又 差 ひ 了る。 未-だ 知らざる の 前 は 便ち 必ずしも 此 如くせ ずと 道 

ふべ からず。 又 E は/、、 致レ 知と は 其の 知識 を 推し 致して 盡 くるに 至るな リ。 將に知 を 致さん i 

する 者 は 必ず 先づ 以て 其の 知 を 養 ふ こと あり。 以て 之れ を 養 ふ， 一と あるとき は、 見る 所 i;^- 明 か 

に、 得る 所 益.' 固し。 其の 饥を茭 はんと 欲する 者 は 惟 だ^ 欲 0 み。 欲{^^-きときは扮投>"雑なくし 

て 知 益. - 明かな リ、 變 遷の忠 なくして 得る-一と 益. - 固き 者な リ。 又闩 はく、  二者. R.- にんれ 筒の 兩 

頭の 說話、 本と 相 千 はる ことなき が やれし。 5： だ 其 0 道 を 得る とき は 交 >  ^を 相爲す も、 其の 道 を 

(第 五條)  かな  , 

失 ふとき は 交.' 害 を相爲 す。 又 曰 はく、 一， 格 物 は 道に 適 ふの 始 にして、 思うて 物に 格らん 

こと を 欲. するとき は、 固に 已に 道に 近し。 是 れ何ぞ や、 其の 心を收 めて 放たざる を以 

てな り ，一 と。 此の 五條 は 又 本 原 を 涵養す るの 功 は 格物致知の 本た る 所以 を 言へ る もの 

たり。 凡そ 程 子の 說 たる 者、 此の 如くなる に 過ぎず。 其れ 格物致知の 傅に 於て 詳 なり- 

問 ふ、 St 子の 致 知 格 物の 說 同じから ざる を。 E はく、 常時の： _i 問 各. -其 に 就いて 之れ を 言 ふ、 


(二)  な  な 

今 領-リ く 許 多の 不同 0 處を 合せ 就し 來 つて 一意と 种 作す を 佳と 爲す。 且つ 旣に 「必ずしも； 大 下の 

物 を盡し 窮めず」 と 一 百 ひ、 叉 「一草 一 木 も 亦皆理 あり」 と 云 ふが 如き、 今 若し 一 草 一 木 Q 上を以 

て理會 せば 甚 0  了る 期 か あらん、 但だ 其の 間 積 習の 多き ことあって 後に 自ち 當に脫 然として 貫 通 

する 處 あるべき 者 を 切 當なリ と爲す Q み。 今 十 事 を 以て 之れ を 一 百 はんに、 若し 七 八 件 を 理會し 得 

ば、 那の兩 三 件 は 類に 解れて 通ず べし。 若し 四 旁 都て 理會し 得ば、 中間 未、 だ， 迎ぜ ざる 所 Q 者 も 其 

の 道理 は 亦是れ 此の 如し。 蓋し 長短 小大 自ら 準則 ぁリ" 如し 忽然と して 一件の 事に 遇ひ來 る時必 

ず 某の 事 合に 此 Q 如くなる ベ し、 某の 事 は 合に 彼れ Q 如くなる ベ しと い ふ こと を 知らば、 則ち 此 

れ 方に 來. りんと する Q 事 も 亦 見るべき 者ぁリ C 聖賢 は處し 難き の 事に 於て 只、 だ 數語を 以て 其 Q 曲 

折を盡 す、 後人 皆 易 ふること 能 はざる は、 其れ 此の 理に 於て 素と 明かなる を 以て Q 故な リ。 又 曰 

はく、 所謂 格 物 は、 常人 此の 理に 於て 或は 能く 一 二分 を 知らば、 其の 一 二分 Q 知る 所の 者に 卽ぃ 

て 之れ を 推し、 直ちに 推して 十分に 到らん こと を 要す。 窮め 得來 つて 去る 處 なき、 方に 是れ 物に 

柊るな リ C 問 ふ、 伊川が 格物致知 を說 くこと 許 多 Q 項な リ、 當に 如何 か 看るべき。 曰 はく、 說き 

得て u に 自ら 分 曉なリ C 初 間に 知覺 及び 誠 敬を說 くが 如き、 固に 勉め ずん ば あるべからず。 然れ 

ども 天下 Q 理 必ず 先 づ 之れ を 知リ、 而 して 後 以て 之れ を 行 ふこと ぁリ。 這の 許 多の 說、 格物致知 

なか ごろ 

せざる ベ からず。 中間に 物々 當に 格る ベ きこと を說 い て、 之れ を 我が身に み るの 說に 及ぶ は、 


修敎耍 錄卷之 一； 一  一： 一二 六 

却って 是れ格 物-の 箇の 地頭 を 指 出す こと 此の 如し。 乂 闩 はく、 此の 項 は- 昀意を 兼ぬ。 乂節次 格る. 

(1) i^- 卦の  ii 

文 一；；  一 a 傳たり 處を 見る に、 「誠意 を 立てて 以て 之れ に 格る」 より 以下 は 却って 是れ 工夫 を 做す 二と 合に 此の.？  く 

(二) 中3|^5 

一に t"ii、「.^- なるべし とな リ。 乂曰 はく、 誠 敬！ 1 養 を 用って 格物致知 9 本と 爲 せるな リ。 今や 其の 義理 を.^ 

レ身 1；? レ适 r 

klMii^ ぬるに 旣に疑 ふべき ものな く、 其の 字義 を考 ふるに 亦皆據 あり。 他 書 を 以て 之れ を 論 

云、 I 者、  ぶん ミ  二- 

ずるに 至って は、 則ち 文 一一 一一れ に 所謂 i 聚 問辨」 なる もの、 5?IMf 

る を 指す  .•-」，-  (二)  二 5 

(一二)  si  gas 中廢に 所謂 「善 を 明かに し 善を擇 ぶ」 とい ふ もの、 孟子に 所謂 「性 を 知り 犬 を 

篇 や SKt に 「翁-, f .  ,  、き 

該 知る」 とい ふ もの、 叉 皆 S く 守り 力め 行 ふの 先に 在りて、 W て 夫の 大寧 始敎の 功を驗 

其忤 一則 知レ： (五) 

矣」 と ある も むべき こと、 此に 在る ありと 爲 すなり。 愚 嘗て 反覆して 之れ を考 へて 以て 其の 必然な 

指す  m 

大^, P る を 信ずる こと あり。 是を 以て 竊に 其の 意 を 取りて 以て 傅 文の 闕を補 ふ。 然らずんば 

S 此に？ 則ち 又 安ん ぞ敢へ て 不韙の 罪 を 犯し 無證の 言を爲 して， 以て n ら を聖經 の 問に； ee, 

"sss と せんや。 f の，！^ 蒙 響 曰 はく、 然 らば 則ち 吾子が 意 亦 得て 悉く 之れ を くべ き 

ハー 大 か。 曰 はく、 吾れ 之れ を 聞け り、 天道 は 流行し 造化 は發 育す， や 凡そ 聲 

搴には 》 のこ  . 

^gfg 知 5 色貌 象あって 天地の 間に 盈 つる 者 は 皆 物な り。 ^1 餘， せ 旣に是 の 物 あるとき は、 其 

に 補へ.' , の是の 物た る 所以の 者 备.' 當然の 則 あらざる なく， 而 して 自ら 已 むべ からず。 是れ皆 


(七) 以下の 

條、 第 十一 卷 

1 〇 八 頁に も 

出づ。 但し 各 

底本の 反 に 

從 つて 請み し 

*. 請み 方異 

る。 ここの 方 

を 正しと する 

に 似たり 


天の 賦 する 所に 得て、 人の 能く 爲る 所に 非ざる なり。 朱 子 曰 はく、 物 は 乃ち 形氣、 則 は々 

ち理 なり。 物の 理 方に 則と 爲る。 又 曰 はく、 理の 當に爲 すべき 所の 者 は. R ら巳 むべ かちず。 孩提 

とど 

の 愛 を 知り、 長ず るに 及ん. で 敬 を 知る が 如く、 自ら 住まり 得さる 處 あり。 問 ふ、 人物の 生ずる や 

其の 生ずる 所以の 者 を 得て 以て 一 身の 主と 爲さ ずと いふ ことなし。 是れ 此の 性 生ずる 所の 處に隨 

(七) 

つて 便ち 在る や 否や。 曰 はく、 一物 各.' 一太 極 を 具 ふ。 天丞 i 民 を 生ずる、 物 あれば 則 あり。 蓋し. 

視 聽は當 に視聽 すべきの 則 あり、 若し 是の 如くなら ずして 視、 是の 如くなら ずして 聽 けば、 便ち 

不是 なり。 謂 ゆる 「遠き を視る 惟れ 明、 德を聽 く 惟れ 聰」 とい ふ 如き、 能く 遠き を視る 之れ を 

と 謂 ひ、 視る所 遠 かもざる 之れ を 明と 謂 はず、 能く 德を聽 く 之れ を 聰と謂 ひ、 聽く 所德に 非ざる 

之れ を 聰と謂 はざる なリ。 視聽 は是れ 物な リ、 聰明 は是れ 則な り。 之れ を 推して 口の 味に 於け る、 

鼻の 臭に 於け るに 至る も、 各. >  當然の 則 あらず と い ふ ことなし C 所謂 窮理は 此れ を窮 むる の み。 

玉 溪の廬 氏 曰 はく、 物 は 形而下の 器、 則 は 形而上 Q 道な リ。 形而上の 者 は 形而下の 者の 外 を 出で 

しばら 

ザ。 所謂 物 あれば 必ず 則 あるな リ。 今且く 其の 至って 切に して 近き 者 を 以て 之れ を 言 はば 

心の 物. たる、 實に 身に 主たり。 其の 體は 則ち 仁義 禮智の 性 あり、 其の 用 は 則ち 惻隱. 

羞惡. 恭敬 • 是非の 情 あり、 渾 然として 中に 在り、 感に隨 つて 應ず。 各.' 主 どる， 攸ぁ 

つて 亂 るべ からざる なり。 西 山の 眞氏曰 はく、 外を圓にして中を^^-しぅするは心0形體にし， 

學 問 
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て、 物 を 以て 一 百ぶべし。 備 さに 衆 理を備 へ 神明 不測なる は 此れ 心の 理 にして、 物 を 以て 言 ふべ か 

りず。 然も 此の 形體 ぁリ、 方に 此の 理を 包ね 得た リ。 玉溪の ^氏：：： はく、 心の 物た る、 々に 主と 

して 形而 If- なる 者な リ。 其の 體用 性情 は 形而上なる 者な り。 渾 然として 中に 在リ て、 其の 體 初め 

より 仁義^ 知 S の 分れな し。 感に隨 つて 應 じて、 其の 用 始めよ リ侧^ 等の 四 者の 别ぁ リ。 仁 は惻^ 

の 主た"、 義は^.:^.?1心の主たリ、 綾智は 恭敬 是非の 主た リて、 ^亂 るべ からず、 所 則な リ。 次 

いで 身の 具す る 所に 及んで は * 則ち 口 鼻 耳目 四^の 用 あり、 又 次いで 身の 接する 所に. 

及ぶ とき は、 君臣 • 父子 • 夫婦 • 長幼. 朋友の 常 あり。 是れ皆 必ず 當然の 則あって、 

而 して 自ら 已む容 からず。 所謂 理 なり。 玉资 0 鏖氏曰 はく、 耳 H: 等 は 乃ち： なが 身 5：：* ふる 

どづ 

所の 物、 君 ほ 等 は 乃ち 吾が 身の 接 はる 所の 物。 口の 容 止る は" の 則な リ、 氣の { れ^なる は t*; の 則 

なリ。 聽は聰 を 思 ひ、 視は明 を 思 ふ は、 耳！！ II の 則な り C ル^ 動く ことな かれと は 四肢の 則な リ。 

ニー ) 

君お 義 ある は：：； れ 君臣の 則、 父子 親 ある は是れ 父子の 則、 別 あり、 び ぁリ、 信 ある は、 是れ夫 

婦*畏 幼 • 朋友の 則、 告 所謂 物 あれば 必ず 則 あるな リ。： なが 心の 則 は 乃ち 此り 身體統 0  _ 太 袖、 ： ん；： 

が 身の ふる 所、 接 はる 所の 者の 训は、 乃ち 物 々各- ■  »i する の 一太 極な り。 其の 體し統 ぶる 者 は 

乃ち 各-' Hi ふる 者の 自 りて 出づる 所に して、 其の 各.'：： i ふる 者 は、 初めよ リ 未だ 甞て 體し充 ぶる 

者の 外に 在る にあらざる なり。 外にして 人に kFi- ると き は、 人の rati 己れ に 異ならず。 遠 〈 


して 物に 至る とき は、 物の 理 人に 異ならざる なり。 核^ SS£ ザ 其の 大を 極む ると き は- 

天地の 運、 古今の 變も 外にす る こと 能 はず。 小を盡 すと き は、 一 塵. の微、 一息の 頃 も 

のこ  書？. 詩 茶 左傳 に出づ 

遣す こと 能 はざる なり。 是れ 乃ち 上帝の 降す 所の 衷、 蒸民の 秉る 所の 彝、 劉 子が 所謂 

天地の 中、 夫子の 所謂 性と 天道と、 子 思の 所謂 天命 之 性， 孟子の 所謂 仁義の 心、 程 子 

S  正 象に 出づ (三) 

(三) i. め 所謂 天然 自然の 中， 張子が 所謂 萬 物の 一 原、 邵 子が 所謂 道の 形體 とい ふ 者な り。 但 

字は奏 夫、 康  - 一 

いふ、 し 其の 氣 質に 淸濁偏 正の 殊 なる あり、 物欲に 淺深 厚薄の 異なる あり。 是を 以て 人と 物 

. と、 賢と. 愚と、 相與に 懸絶して 同じき こと 能 はざる のみ。 其の 理の 同じき を 以てす、 故 

に 一人の 心 を 以て、 天下 萬 物の 理に 於て 知る こと 能 はずと いふ ことなし。 其の 禀の異 

たる を 以てす、 故に 其の 理に 於て 或は 窮 むる こと 能 はざる 所 あるな り。 理 未だ 窮め ざ 

る あり、 故に 其の 知も盡 さざる こと あり。 知盡 さざる こと あるとき は、 其の 心の 發す 

る 所 必ず 義理に 純に して 物欲の 私を雜 ふるな しとい ふこと 能 はず。 此れ 其の、 意 誠 あ 

ら ざる こと あり- 心 正しから ざる こと あり、 身 修まらざる ことあって、 而 して 天下 國 

むかし 

家 得て 治むべからざる 所以な り。 昔 者 聖人 蓋し 之れ を 憂 ふること あり、 是を 以て 其の 

始敎に 於て 之れ が 小 學を爲 して、 之れ をして 誠 敬 を 習 はしむ • 則ち 其の 放心 を 收め其 

學 . 間  三 二 九 
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の 德性を 養 ふ 所以の 者ビに 其の 至れる を 用 ひずと いふ 所な し。 其の 大 i;.- に 進む に 及ん 

では、 則ち 又 之れ をして 夫の 事物の 中に 卽 きて 其の 知れる 所の 理に 由って 推して 之れ 

を 究め、 以て 各.' 其の. 極に 到らし む， 則ち 吾が 知識 亦 得て 以て^ 遍精 切に して 盡 さず 

とい ふこと なきな り。 其の 力 を 用 ふるの 方の 若き は、 或は 之れ を 事爲の 著なる に考 へ、 

或は 之れ を 念 慮の 微な るに 察し， 或は 之れ を 文字の 中に 求め， は 之れ を講 論の 際に 

索め， ^^心性情の德、 人倫 日用の 常に 於け るより、 以て 犬 地 鬼神の 變、 烏 草^の-: に 

に 至る まで、 .GI ら 其の 一物の 中、 以て 其の 當に 然るべき 所に して 已む i 谷から ざると * 

其の 然る 所以に して 易 ふべ からざる ものと を 見る こ と あらず とい ふこと なから しむ。 

必ず 其れ 表裏 精粗 盡さ ずと いふ 所な く、 而 して 又 益 > 其の 類 を 推して 以て 之れ に 通ず • 

1 日脫 然として 貫通す るに K ヒる とき は、 天下の 物に 於て 皆 以て 其の 義理の 精微の 極ま 

る 所 を究む る こと あり、 而 して 吾が 聰明 赛智も 亦 皆 以て 其の 心の 本體 を 極む る こと あ 

つて 盡さ ずと いふ ことなし。 此れ 愚が 本傳闕 文の 意 を 補 ふ 所以に して、 盡く程 子の 一 百 

を 用 ふること 能 はずと 雖も、 然も 其の 指趣耍 は 則ち 合 はざる 者 ゆ" し。 諫者 其れ 亦 深 

く考 へて 實に 之れ を識 らん か。 曰 はく、 然 らば 則ち 子が^ を爲す は、 諸れ を 心に 求め 


ずして 諸れ を迹に 求め、 之れ を內に 求めず して 之れ を 外に 求む るな り。 吾れ 恐らく は 

聖賢の 學是の 如く 淺近 にして 支 離なら じと。 曰 はく， 人の 學を爲 す 所以 は、 心と 理と 

■ のみ。 心 は 一身に 主たり と 雖も、 其の 體の 虛靈は 以て 天下の 理を 管す るに 足れり。 理 

は 萬 物に 散在す と雖 も、 其の 用の 微妙 は實に 一 人の 心に 外なら ず。 初より 內外 精粗 を 

以てして 論ずべ からず。 然れ ども 或は 此の 心の 靈を 知らず して 以て 之れ を存す る こ と 

なきと き は、 昏 味雜擾 して 以て 衆理の 妙を窮 むる ことなく、 衆 理の妙 を 知らず して 以 

て 之れ を窮 むる ことなき とき は、 偏 狹固滯 して 以て 此の 心の 全き を盡す ことなし。 此. 

れ 其の 理 勢の 相須 つて、 蓋し 亦 必然なる 者 あり。 是を 以て 聖人 敎を設 くる、 人 をして 

此の 心の 靈を 默識 して 之れ を 端 莊靜ー の 中に 存 せしめ、 以て 窮レ理 の 本と 爲 さしめ、 

人 をして 衆 理の妙 ある こと を 知って 之れ を 寧 問 思辨の 際に 窮め、 以て 盡 r 心の 功と 爲 

こ？^ み、 

n)  i 點 さしむ。 巨細に 相涵 して 動靜交 > 養 ふ。 初より 未だ 嘗て 內外 精粗の 擇 あらず。 其の 眞 

^ffl^fe^r  *  つと  かつぜん  こんぜん 

「1? き i 匿 に 積み 力む る こと 久しう して 豁然と して 貫通す るに 及んで は、 亦 以て 其の 渾然たる 一 

IJIMM^ 致 を 知る ことあって、 果して 內外 精粗の 言 ふべき なし。 今 必ず 是れを 以て 淺近支 離と 

なる に？ 爲し、 而 して 形 を 藏し影 を 匿さん こと を 欲して 別に 一 種の 幽深 恍惚 艱難 阻 絶の 論 を爲. 

學 問  三 三 一 
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して， 務めて 舉者 をして ぎ 然として 其の 心 を 文字 言語の 外に 措かし め、 して 道は必 

ず 此の 如くに して 然る 後 以て 之れ を 得べ しと 曰 ふ は、 是れ 近世の 佛ゅ詖 淫邪遁 の尤し • 

き 者に して、 之れ を 移して 以て 古人 明德新 民の 賞 舉を亂 さんと 欲する、 其れ 亦- f!^ まれ 

(二 朱 子 語 り。 問 ふ、 陸 象 山 は 伊川が 格 物の 說を 取らず して 以爲 らく、 若し 事に 隨 つて 討論 するとき は 情 

き 十八  コ し 

神^え！ し、 若かず 恨 だ 之れ を 心に 求めん に は。 心 明かなる とき は 照らさず とい ス-- となし と」 

みだ ひ 

其の 說亦カ を 省く に 似た リ" 朱 子； n はく、 事に 隨 つて 討論し 去らず、 便ち 他の 胡に 做す に せば， 

話 は 便ち 口に せて 說き、 脚 は 便ち 步に 信せ て 行き、 ：乂々 の 地に 去き 都て 他 を i ばせ ざらん。 ！ s: 山 

の 氏 闩 はく、 存心 • 窮理の 二 つ の 者 は 當に表 峩にェ を 用 ふべ し。 蓋し 理を窮 むる こと を 知って 

心を存 する、 一と を 知ら， ざれば、 思慮 粉 投じ 物欲 交.' 攻めて 此の 心 lifrl す、 如何して 理を^ めん。 

ffly だ 心を存 する こと を 知って 理を窮 むる こと を 務め ざれば、 能く 執 持静定 すと 雖も、 亦禪 家の 空 

寂の 如くなる に 過ぎざる の み。 故に 必ず 二 つ Q 者 交 》• 迎む とき は 心 正し か. りすと い ふ ことなく、 

理通ぜ ずと いふ ことなし。 學の大 端 惟 だ 此れの み。 曰 はく- 近世の 大儒、 格物致知の 說を 

爲す者 あり、 曰 ふ T 格 は 猶ほ扞 の ごとし- なり。 能く 外物 を扞 して 而 して 後に 能 

く15:-首|&^?る I  -1? 問 ふ、 S3 ヘム は 格；/? 4 以て it- 格の 格と Q す， - 知ら-す 格£ 字に iJ; と-調す る- 义： tcjC の^を 唯す 

く¥ 這 を 失る」 と の あり や 否や-朱 子 曰 はく * 亦 之れ あり、 格 K の 格の 如き： y れ なり- ーク まび, ョ d をお つ 

者 あり、 曰 ふ、 「人生れ て靜 なり， 其の 性 本と 不善な し， 而 して 不善 を 爲す者 ある は、 


s) 孔宗 翰、 

{4- は 周 翰、 孔 

道輔の 子な り。 

{ 水の 人、 地方 

宵と なり、 哲 

宗の 時に 刑 部 

待郎に 至る 

(五) 詩經茶 

^^の篇の語 


外物 之れ を 誘 むれば なり。 所謂 格レ物 以て 致 二 其 知 1 者 は 亦 外物の 誘 ひ を杆ぎ 去って、 

ォ  (さ 1  (朱 i 

而 して 本然の 善 自ら 明なる のみ」 と。 ゾカ 是れ 其の 說を爲 十 こと 亦 善から ず や。 曰 

C 五 - 

はく、 「天 黑民を 生じ、 物 あれば 則 あり」 とい ふ、 則ち 物と 道と 固に 未だ 始 より 相 離れ 

ざるな り。 今 外物 を禦 ぎて 而 して 後 以て 至 道 を 知るべし と 曰 ふとき は、 是れ 父子 を絕 

ちて 而 して 後 以て 孝 慈 を 知るべく， 君臣 を 離れて 而 して 後 以て 仁 敬 を 知るべき となり。 

是れ 安ん ぞ 此の 理 あらん や。 若し 所謂 外物 は 不善の 誘の みに して 君臣 父子 を 指して 言 

ふに 非ず と 曰 はば、 夫の 外物の 人 を 誘む る こと. 飮食 男女の 砍 より 甚 しき はたし、 然 

も 其の 本 を 推す とき は 固に 亦 人の 當に 有すべ き 所に 非ざる はなく して、 無き こと 能 は 

ざる ものな り。 但し 其の 間に 於て 自ら 天理 人欲の 辨 あって、 毫釐の 差 を 以てすべ から 

r-B  0  >0  S? ふ、 飮 食の 問 孰れ も か 天 現と 爲し、 孰れ を か， 人欲と 爲け。 朱 隹！ 15.」 ま、. e 走ら こ 曰 y の 勿 もつ て" 

All る b 一る 子 曰 はく、 飮食は 天理な り、 美味ち 求めん. 0 欲する は 人欲な り。 ：：^尹ま\ゎ^;ぉた tEP- り. fl- ま V 一 

吾が 其の 間に 行 ふ 所以の 者 孰れ を か 天理と 爲し 孰れ を か 人欲と 爲 すか を 察する こと 能 

はざる は、 是れ 以て 其の 克復の 功 を 致す こ となく して 物の 外に 誘む る 者 をして 以て 天 

理 の 本然 を 奪 ふ こと を 得しむ る を 以てな り。 今 物 に卽 いて 以て 其の 原 を 窮めず して 、 

徒らに 物の 己れ を 誘む る こと を 悪んで 乃ち 一 切扞 いで 之れ を 去らん と 欲する とき は、 
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則ち 是れ 必ず P を 閉ぢ腹 を しう して 然して 後 以て 飮 食の 正 を 得べ し， 稱類を 絶：！ し 

<1) ？ K ぬの て 然して 後 以て 夫婦 の^を 全くすべし。 是れ裔 戎の君 を 無し 父 を 無す るの 敎と雖 も， 

え U す 

其の 說を充 つる こと 能 はざる 者 あらん、 況ゃ 聖人が 大中至 正の 道に して 此れ を 以て 之 

れを亂 る， こと を 得ん や。 曰 はく、 程 子 格 物 を 以て 窮理 と爲 してより、 而も 其 の^者 之 

れを傳 へ て 文字に 見 はすこと 多し、 是れ亦 以て 其の 師說 を發 する ことあって 後^に 助 

、朱 子)  ？ー 

ある もの か。 曰 はく、 程 子の 說 己れ に 切に して 物 を 遣さず、 行事の 實 に本づ いて 文字 

の 功を& てず、 其の 大を 極めて 其の 小 を 略に せず、 其の 精 を 究めて 其の 粗を忽 にせず、 

舉者是 れに循 つて 力 を 用 ひば、 旣に博 を 務めて 支 離に 陷ら ず、 亦徑 ちに 約に して 狂妄 

に 流れず、 旣に 其の 積 累の漸 を ^ てず して 其の 所謂 豁然 、通す る 者、 又兑閱 思^の 及 

； <  こ. liLV,-.,p  X  )-0 新. ぜの陳 氏 曰 はく、 博 を？^ めて 支 雜に陷 る は、 物洽 11 の ST 徑 ちに 約に し ayk^wH 力 ご fr-- 

ュ へきに まざるな り て狂妄 に 流る る は K^tef 悟の 徒な り。 二 句 世人 舉を s» の 說き盡 せり。 Bl=- ォ. 亡^ 

くの 意、 德に 入る の 方に 於て、 其れ 亦 反復 詳 備にして 發 明に 俟っ ことなしと 謂ぶべし。 

朱 子 曰 はく、  sts 亦 異閱を 求めん こと を 欲する に す、 雑！ i 方に 之れ も 博と 謁 ふ。 博と 約と は、 初^ 且つ 須 らく  IS 途 i 作し こ 

<P すべし。 一面 は 博く 舉び、 又 自ら 一 面 は 敬 を 持し 約 を 守り、 兩 下相靠 らしむ る ことなく、 須ら く兩路 進み 前んで ェを用 ひ 中 

間 も 塞 断して 相通ぜ しむる ことな かれ。 將來 成る sr« ち. a ら通 やる！！ S あ W  V  ^(v-^  V  2  ^  t 

る を <ic せん。 若し 此の 如く IS 下ェ ひすん ば、 甚の 次第 を か 成さん。 3|ス^^グ&151^产」：-^ ぐ i~)  ^ 

と 曰 ふと 雖も、 然も 愚 を 以て 之れ を考 ふるとき は、 恐らく は 其れ 皆 未だ 以て 此に& ぶ 


(二) 上文、 

「此に 及ぶ に 

足らす」 i あ 

るに 對し、 こ 

れは 及ぶ に 似 

おりの 意 

(一一 一) 呂大 臨、 

字 ほ 與叔、 宋 

の大 IT 張 載 

に擧 び、 その 

歿後 二 程 子に 

從ふ。 S 門の 

R 先生の 一 人 

なり。 元祐年 

中に； W 書 省 正 

字と なる。 我 

古 H 十 卷ぁカ 

(gu  n 上 あ 

げ 来れる 四 人 

の- S- 說を 指す 

5) 謝 良 佐、 

々十 ほ顯 道、 上 

蔡 C 人。 呂大 

g と共に 程 門 

四 先生の 1 人 

なり。 世に 上 

蔡 先生と いふ。 

上 蔡語錄 あり、 


等が 記 Ifs せ- 

.處 なり 


に 足らざる なり.。 蓋し 必ず 萬 物の 理 同じく 一  に出づ るを窮 むる を 以て 格 物と 爲し、 萬 

物 同じく 一 理に出 づるを 知る を 知 至と 爲す こと、 內 外の 道 を 合する とき は 天人 物 我 一 

と爲 り、 晝 夜の 道に 通ず ると き は 死生 幽明 一 と爲 り、 哀樂 好惡の 情に 達 十る とき は 人 

と 鳥獸魚 鼈と 一 と爲 り、 屈伸 消長の 變を 求む ると き は 天地 山川 草木 一 と爲 るが 如き 者 

ある は、 i れり。 然れども其の必ず寓物の理を窮めんと欲して專ら外物を指せ 

ば、 理の 己れ に 在る 者に 於て 明かなら ざる こと あり。 但だ衆 物 比類の 同の み を 求めて 

あきらか 

一物の 性情の 異を 究め ざれば、 理 の精微 なる 者に 於て 察 ならざる こと あり。 其の 異 

ならん こと を 欲せず して 而も 四) 說の 異なる を 免れず、 必ず 其の 同じ からん こと を 欲す 

とも 未だ 一 原の 同 を 極めざる とき は、 徒に 牽 合の 勞 あって 貫通の 妙を瞎 ず。 其れ程 子 

の說に 於て 何如ぞ や。 又以爲 らく 「理 を窮 むる は 只だ是 箇の是 なる 處を 尋ねて 然して 

必ず 恕を 以て 本と 爲し、 而 して 叉 其の 大 なる 者 を 先に するとき は、 一 處の理 通じて 觸 

るる 處皆 通ず， 一 とい ふ 者 あり。 哪 す 其れ 箇の是 なる 處を尋 ぬと 曰 ふ は m ハち 得たり、 

而 して 恕を 以て 本と 爲 すと 曰 ふ は、 爾ち是 れ仁を 求む るの 方に して 理を窮 むる の務に 

非ず。 又 其の 大 なる 者 を 先にす と 曰 ふ は， 則ち 其の 近き 者 を 先にす るの 切なる に 若 か 


(二  if-. ナ語 

(二；  m^, 

卞は 中立， 3. 

して * 山 

iyi^ とい ふ。 

の 1 ん なり。 

ほ は^ S 閣^ 

七 を I：； て ft 仕 

(三) ，r 崎^ 

齊點の 大^ 成 

^は 次の 如く 

反點 あり IPC 

甘 レ raf 之 .±、 

； K 凡 •：*; 下 之现、 

有！；一以^6!其如11- 

Si; 此で 曲， 毫 

髮之不 5Mvpt。 


きに^たり 

(巧) 中廣第 

二十な に 誠 

レ身 有レ 道、 不 

レ明= 乎 著 T 不 

レ！ 1= 乎 身- 矣 
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ざるな り。 又ー處 通じて 一 切通ず と 曰 へば、 則ち 又 顔 子 も t« ぶこと 能 はざる 所に して. 

程 子の 敢 へて 言 はざる 所、 類推 積累の 以て 序に 循 つて 必ず^る ベ きが 若き にル ざるな 

)o 朱 子 H はく、 謝 氏が JS の是 なる 處. ぬるの 說は だ 好し。 呂與叔が必.^s»^:s™i.•Mじく 一  に出づ るな W むる を 格； と G 

i し Jatu 物 同じく  一  ^に ar つる を 知る を 知-全る と 13 す ものと * 其の 所見 大段！ S じから す。 仉 i. 節の S なるお «f ム る" ic は， S5 

まま fcsss お 1 お 。又 以爲 らく 「天下の 物、 勝ばて むべ からず、 然れど 

も 皆 我れ に備 はりて 外より 得た るに 非ざる なり。 所謂 格 物と は 亦、 身に 反み て 誠 ある 

とき は 犬 下の 物 我れ に 在らざる なき を 曰 ふ」 とする 者 あり、 是れ亦 似れ り。 It は； か然 

れ ども 身に 反み て 誠 ありと は、 乃ち 物 格り 知 至りて 以後の 事たり。 其れ^, 理の 至り 

は盡 さず とい ふ 所な きを 言 ふ。 故に 凡そ- 大 下の 理は 諸れ を 身に 反み 求めて、 ル お 以て 其 

の 目に 視、 耳に 聽き、 手に 持ち 足 もて 行く の 畢く此 に 具 はりて、 な 髮 の不. 貧な きが 如 

くた る を： る こと あるの み、 固に 是れを 以て 方に 格 物の 事と 爲 るに 非ず、 亦^だ 務め 

て 諸れ を 身に 反み 求 むれば、 天下の 理 自然に 誠 あらず とい ふこと なしと 謂 ふに も あら 

ず。 中^の 「善 を 明かに す」 と 言 ふ は 卽ち物 格 知 至の 事、 其の 「身 を 誠にす」 と. マ：！ ふ 

は 卽ち意 誠 心 正 の 功な り。 故に 待に 明かなら ざると き は、 諸れ を 身に 反み て 誠 あら 

ざる もの あるな り。 其の 功夫 地位 同より 序 ありて、 ふべ からず。 今 格 物の^ を爲す 


i あ る を 指す 

(五) 尹淳、 

字 は S 明、 宋 

の擧 者。 少に 

して 程 頃に 師 

事す。 .tta に 召 


でて 仕へ す、 

和晴の 處士の 


蒙に 反 對の上 

疏 して 容れら 

れす 致仕して 

歸 る。 論語 

門人 問答 • 和 

靖集 あり 

(六) 中 if 第 

二十 章に、 博 

之、 慎 思レ 之、 

明辨レ 之、 篤行 

レ之、 有レ弗 レ擧、 


こと 叉 安ん ぞ遽に 是れを 以て 言 を爲す こと を 得ん や。 叉 「今日 一 物に 格り 明日 一 物に 

格る」 を 以て 程 子の 言に 非ず と 爲す者 あり。 醇 §5。 が 則ち 諸家の 記す 所の 程 子の 言、 此 

の 類 一 に 非ず、 皆 誤りと す容 からず。 且つ 其の 說 たる や， 正に 中庸の (1/ 問 思 辨は得 ざ 

れば 措かざる の 事、 理に る 所な き 者な り。 知らず、 何の 病む 所 ありて 之れ を 疑 ふや。 

豈 其れ 持レ 敬の 約 に 習れ て 夫の 理を觀 るの 煩し きを 厭へ るか。 抑.' 直に 己れ が 未だ 

聞かざる 所 を 以て、 他人の 聞け る 所 を 信ぜざる にや。 夫れ 持, 敬： 観， 理の 偏疲サ ベ か 

ら ざる こと、 程 子 固より 已に 之れ を 言へ り。 若し 己れ が 偶.' 未だ 聞かざる を 以て 遂に 

之れ を 信ぜ ざれば、 有 子が 聖人に 似た る を 以てして 而も 速に 貧しく 速に 朽っ るの 論 は、 

猶ほ 子游を 待って 而 して 後に 定まる ことなき 能 はず。 今 又 安ん ぞ 遠に 一 人の 未だ 聞か 

ざる 所 を 以て 盡く 衆人の 共に 聞け る 所の 者を廢 つる を 得ん や。 又以爲 らく 「物々 に 察 

を 致して 宛轉 して 己れ に歸 する こと、 天 行 を 察して 自ら 强め、 地勢 を 察して 以て 德を 

«3 ^レ 之弗レ 能， 

弗 卜 措 也、 有 レ弗レ sr 問レ 之弗レ 知、 弗レ措 也、 有 レ弗レ 思、 思レ 之弗レ 得、 弗レ措 也、 有 レ弗レ 辨、 辨レ 之弗レ 明、 弗レ措 也、 云々、 人 一能 レ之、 已百, 之、 人 十 

能レ 之、 已千レ 之と 出づ (七) 有 若、 孔子の 門人に して、 その 容？ 最も 孔子に 似 +： り (八) 易の 乾卦の 象辭に 「天 行 は 建な り、 君. f, 以て 自ら 强め 

て C あま や」 と 出づ。 言 ふこ ころ は、 天の 運行 一日 一周、 明日 又 一 局と いふ 如く 至 健に してやます、 君子 は それにの つと h- 體 して 员夜孜 々自 强 してや 

i% ち 天道 を 已れが 事に 歸 しての つと るな り (九) 易の 坤卦の 象 解に 「地 SS! は坤 なり、 君子 以て 厚 德 もて 物 を 載す」 .K 

つて 已れが 分 内の 事に 歸 するな. 5 
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「て 文れ AM 厚く する が 如し」 とい ふ 者 あり、 亦 似れ り。 か然れ ども 其の物々 に 察 を 致す と rr 

JiKl^I ふとき は、 是れ程 子の 所謂 「必ずしも 1K 下の 物 を盡し 窮めず」 とい へ る をお せざる な 

門に I いれ り。 叉宛轉 して 己れ に：^ すと 曰 ふとき は、 是れ程 子の 所謂 「物 我 一 现、 ^に 彼れ を 明 

す 父 7- ザ 後 

^^^^ かに すれば 卽ち 此れ を曉 る」 の 意 を 察せざる なり。 又 犬 行 を 察して 以て，：：： ら强 め、 地 

へす。 一！？ 宗の 

S. 、中 舍人 勢 を 察して 以て 德を 厚く すと 曰 ふとき は、 是れ但 だ 其の 已に 定まる の 名に！： つて 其の 

$ ^恃講 たり。 

M 讀 fMil 已に著 はるる の 迹を擬 せんと 欲して、 而も 未だ 嘗て 程 子が 所謂 「其の 然る 所以と 其の 

て やま,^。 上 爲す 所以との 妙 を 求む」 とい ふが 如くに あらざる なり。 獨り 所謂 事に 卽き 物に 卽き、 

レぉ si^. は 彼れ  "づか  フ ゥ f- 

が 1 道よ Ml 厥 はず 棄て ずして 身 親ら 之れ に 格り 以て 其の 知 を 精し うする 者 あり、 致の 卞は 向レ裏 

c 己.^ もり  いた 

tp:  の 意 を 得たり と爲 して、 其れ 「之れ に 格る の 道 は、 必ず 志 を 立てて 以て 其の 本 を 定め. 

(二) 胡宏、 

に 仲 は 字、 安 敬に 居りて 以て 其の 志 を 持す、 志 は 事物の 表に 立ち 敬 は 事物の 內に行 はれて， 而 して 

の 了。 幼時  つ 二 

知 乃ち 精し うすべし」 と 曰 ふ 者な り。 娜 gj: か 又 以て 所謂 「未だ 知 を 致して 敬に 在ら ざ 

師 にして、 世  むね か-よ  やぶ 

る 者 あらず」 の 指に 合 ふこと ある も、 ^だ 其の 語意 頗る 急迫に 傷れ、 旣に 其の 全體規 

摸の 大を盡 す こと 能 はず、 叉 以て 其の 從容潛 玩- 精久萸 通の 功 を 見る ことなき のみ。 

の 言な り  (En 

8 以下 *! 朱 子 曰 はく、 身 親ら： 之れ に ると いふ は、 親の 字 を說き 得て 急迫に して、 (h ら) Gsi- れ (お { 氷 格る 


八 朱 

語 
類 
卷 
十 


やと 

なり) 人 を 倩うて 格る こと を 成さず。 又 曰 はく、 此 G 段 本と 說き 得て 精し。 然れ ども 却って 病な 

る 者 ぁリ。 只 だ說き 得て 裏に 向 ひ 來リ、 曾て 外面 を說き 得ず。 所以に 語意 頗る 急迫に g る。 蓋し 

致 レ知は 本と 廣大 なり、 須 ちく 表裏 內外 を說き 得て 周遍 兼ね 該 ねて 方に 得べ し。 其の 「志 は 事物の 

表に 立ち 敬 は 事物 0 內に行 はる」 と 曰 ふ、 此の 語 は 極めて 好し、 而れ ども 「知 乃ち 情し うすべし」 

と 曰 ふ は、 便ち 局 促の 氣象 ぁリ。 他れ 須 らく 這の 裏に 就いて 便ち 其の 知 を 精し うする を 要す-」 殊 

に 知ち ず、 致 知の 道 は 此の 如く 急迫な もず、 須 ちく 是れ 其の 程 限 を 寛う し 其の 度量 を大 にし、 久 

久 にして 自然に 通 貫す る こと を。 他れ 只 だ 裏面 一 邊を說 き 得て 極めて 情し きも、 外面 一 邊を 遣れ 

了る。 听以に 其の 規模の 大 なること 程 子に 如かず。 且つ 程 子 Q 說く所 を 看よ" 「今日 一物に 格り 

明日 一 物に 格リ、 積 久して 自ら 貫通す」 とい ふ、 此の 言は內 外を該 ね、 寬緩 にして 迫ち ず、 涵泳 

從容 たる Q 意 ぁリ、 所謂 小 を 語れば 天下 能く 破る ことなく、 大を 語れば 天下 能く 載す る ことなき 

も Q なリ。 問 ふ、 志 を 立てて 以て 其の 本 を 定め、 敬に 居りて 以て 其の 志 を 持す こと を。 曰 はく、 

人 0 事 を爲す や、 必ず 先 づ志を 立てて 以て 本と 爲す。 志 立たざる とき は 事 を 得る こと 爲し能 はず。 

能く 志 を 立つ と雖 も、 苟も 敬に 居リて 以て 之れ を 持す る こと 能 は ざれば、 此 Q 心亦泛 然として 主 

なく、 悠々 として 日 を 終 ふ、 亦 只 だ是れ 虚言な り。 志 を 立つ る こと 必ず 高 /、事物の 表に 出 づと雖 

も、 敬に 居る とき は 常に 事物 0 中に 存す、 此の 敬と 事物と をして 皆 相違 は ざち しめて、 言 ふ も 也 

學 問  三 三 九 
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た 敬を須 ひ、 動く も 也た 敬 を IS ひ、 坐す. る も た 敬 を. ぬひ、 頃刻 も 他れ を 力る こと を 得ざる なり。 

鳴 呼、 程 子の 言、 其の 答 問 反復の 詳 にして 且つ 明なる こと 彼れ が 如し。 叫して 其の 門 

人の 說を爲 す 所以の 者 乃ち 此の 如く、 或は 僅に 一 二の 合 ふこと ありと 雖 も- -.^ も^ ほ 

未だ 盡 さざる 所 ある を 免れず。 是れ亦 七十 子の 喪 を 待たず して 大義 已に" I くもの なり。 

一 「K^ 趙 か， 尙 ほ何ぞ 其の 能く  r 啓) 發 する 所あって 後 m£ 助け ある こと を di- まん や。 朱 

に して 微言  ，  * れが しその か. 4 

え、 七十 二 子 n はく、  5£ 子の 說 更に 易 ふべ からず。 某 當初 投 .t, が說に 於て、 段々 に錄 出し、 ，w 

弟チ 終りて 」、 

ほ； J ；」 1 ぶれ」. 句に 比べ 對す、 逐字种 停し 過ぎて、 方に 5£ 子の 說 は揷揆 し硤れ ざる こと を 見たり。 諸 說は挨 し 著 

^0^^ けて 便ち 粉碎を 成す。 諸說皆 5£： 子の 意 を 失 了せ り。 此は 正に 是れ 門に 入リて きて 此に 於て 旣に 

に^ 說の曲 «  、 

せらる となり 差；/ 他 は 知りぬべし。 程 子の 諸 の 門人 說き 得て 都て 差 ひ、 曾て精しく^^子の.4^を^らず、 亦 

(二) 打ち 摘 

みとる  當時諸 公 子に 聞け る 所の 者に 緣リ て、 語意 全から ず、 所以に 多く  へるな リ。 後來 諸家の 語錄 

を集めて衆說を^^起して、 此の 段の 工夫 方に 是れ 渾然 たり。 然 らば 训ち當 時の 親炙せ る もの 末. だ 

全く. 幸と 爲 さず、 先生の 後に 生る る 者 未だ 不幸と 爲 さざる なり。 ろ 獨り惟 だ 念 ふ、 ：^^：！！延平 

先生の 敎を 聞く に、 § お f<^lf の Is!, ご 巾、 以爲 らく T 舉を爲 すの 幼め はつ 常に 常に 此の 

心を存 すべし- 他事の 爲に 勝た るる こと 勿れ- 凡そ 一 事に. 遇 はば 卽 ち^に 且つ 此の 事 


に 就いて 反復 推尋 して 以て 其の 理を 究め、 此の 一事の 融釋脫 落 を 待って 然して 後に 序 

に循 つて 少しく 進んで 別に 一事 を窮 むべ し。 此の 如くす る こと 旣に 久しく、 積 累の多 

くして、 胸中 自ら 當 に魔然 たる 處 あるべし、 文字 言語の 及ぶ 所に 非ざる なり」 と。 詳 

に 此の 言 を 味 はふに、 其の 規模の 大、 條 理の密 は、 程 子に 逮ば ざるが 若しと 雖も， 然 

も 其の 功夫の 漸次、 意味の 深切 は、 他の 說の 能く 及ぶ 所に 非ざる 者 あり。 惟 だ 嘗て 實 

に 力 を 此に用 ひし 者 は、 能く 以て 之れ を識る こと ありと 爲す。 .1^ だ 口舌 を 以て 爭ひ易 

からざる なり。 曰 はく、 然 らば 則ち 所謂 格物致知の 學と 世の 所謂 博物 洽 聞の 者と は奚 

を 以て か 異ならん や。 曰 はく、 此れ は 身に 反って 理を窮 むる を 以て 主と 爲 して、 必ず 

其の 本末 是非の 極 摯を究 む。 彼れ は 外に 狗ひ 多き に 誇る. を 以て 務と爲 して、 其の 表裏 

あきらか 

眞妄 の實を 霰に せず。 然して 必ず 其の 極を究 む、 是を 以て 知 愈 > 博 くして 心 愈 > 明か 

ふさ  (Rn 

なり。 其の 實を靈 にせず、 是を 以て 識 愈.' 多くして 心 愈 i 窒が る。 此れ 正に 己れ が爲 

にす ると 人の 爲に するとの 分る る 所以、 察せ ずん ば あるべ からざる なり。 

問 ふ、 古 之 欲 レ明ニ 明德於 天下一 者より 以て 先修 一一 其 身 一に 至る まで は、 吾子の 明德親 

民の 說を以 そ 之れ に 通ず る も 亦旣に 得て 知りぬべし： 敢へ て 問 ふ、 欲 レ修ニ 其 身 一よ- 
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り 以て 致 在， 格， 物に 至って は， 其の 工夫 次第 叉 何 如か 其れ 用 ひん や。 陽 明 子 曰 は 

く、 此れ 正に 詳 かに 明 レ德 • 親レ 民. 止 二 至善 一の 功 を 言へ るな り。 蓋しな. 心. 意 • 

知. 物 は是れ 其の 工夫 用 ふる 所の 條理 にして、 亦 各. '其、 の 所 ありと 雖も、 而も 共の 

實は只 だ是れ 一 物な り。 格 .致* 誠 • 正 • 修 は是れ 其の 條现用 ふる 所の 工夫に して、 

亦 各-其の 名 ありと 雖も、 而も 其の 實は只 だ是れ 一事な り。 何 を か 身と 爲す。 心の 

形骸 運用の 謂な り。 何 を か 心と 謂 ふ。 身の 靈明 主宰の 謂な り。 何 を か修レ 身と 謂 ふ。 

善を爲 して 惡を 去る の 謂な り。 吾が 身 自ら 能く 善を爲 して 惡を 去らん か、 必ず 其の 

靈明 主宰の 者 善を爲 して 惡を 去らん こと を 欲す。 然して 後に 其の 形骸 運用の^ 始め 

て 能く 善を爲 して 惡を 去るな り。 故に 其の 身 を 修めん と 欲する 者 は 必ず 先づ 其の 心 

を 正す に 在り。 性に 不善な きとき は 心の 本體 木と 正しから ずと いふ ことなし。 何に 

從っ て 其の 之れ を 正す の 功 を 用 ひん や。 蓋し 心の 本體は 正しから ずと いふ ことたき 

も、 其の 意念發 動して より 後に は 正しから ざる こと あり、 故に 其の 心 を 正さん と 欲 

する 者 は 必ず 其の 意 念の 發 する 所に 就いて 之れ を 正す。 凡そ 其の 一念 を發 して、 惡 

なるや 之れ を惡 むこと 眞に惡 臭を惡 むが 如く なれば、 .63^ 誠 あらず とい ふこと なくし. 


て 心 正しう すべし。 然して 意の 發 する 所に 善 あり 惡 あり.' 其の 意 を 誠に せんと 欲す 

る 者 は 必ず 致, 知に 在り。 致 は 至な り、 云 はく 「喪 は哀を 致す」 の 致の 如し。 易に 

きレ至さ^^h,ぇと言ふ、 .^A 至" 「"， と は 知な り、 至レ 之と は 致な り。 致 知と 日 ふ は、 後 儒 

の 所謂 其の 知識 を充廣 する 若き の 謂に 非ず、 吾が 心の 良知 を 致す のみ。 良知 は 孟子 

の 所謂 「. 是非の 心 は 人 皆 之れ あり」 とい ふ 者な り。 是非の 心 は 慮 を 待たず して 知り， 

學を 待たず して 能くす、 是の 故に 之れ を 良知と 謂 ふ。 是れ 乃ち 天命 之 性に して、 吾 

が 心の 本體、 自然の 靈覺 なる 者な り。 凡そ 意 念の 發 する や、 吾が 心の 良知 は 自ら 知 

らず とい ふこと ある 者な し。 其の 善 や、 惟 だ 吾が 心の 良知 自ら 之れ を 知り、 其の 不 

善 や、 亦 惟 だ 吾が 心の 良知 自ら 之れ を 知る。 是れ皆 他人に 與る 者な し。 故に 小人の 

えんぜん 

不善 を爲す こと 至らざる 所な きものと 雖も、 君子 を 見る とき は 必ず 厭 然として 其の 

4P ラ  ぶ めら. i  ォ  /、ら  -- 

不善 を^ ひて 其の 善 を 著す、 是れ亦 良心の 自ら 昧ま すべから ざる 者なる こと を 見る 

なり。 今 善惡を 別たん と 欲して 以て 意 を 誠にす る は、 唯 だ 良知の 知る 所 (を 致す) に 

在る のみ。 i ん となれば、 意の 發 する や、 吾が 心の 良知 旣に 其の 善た る を 知る。 其れ 

(善〕  そむ  (善)  .  ：  SI 

をして 誠に 以て 之れ を 好む 能 はずして 復た 背きて 之れ を 去 ら し む る と き は 是れ善 
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を 以て 惡と爲 して、 rt: ら 其の 善 を 知る の 良知 を昧 ますな り。 意 念の 發 する や、 吾が 

良知 旣に 其の 不善なる を 知る。 誠に 以て 之れ を 惡む能 はずして 很 た^んで 之れ を爲 

さしむ ると き は、 是れ惡 を 以て 善と 爲 して、 ^：ら其の惡を知るの^^-知を眯ますなり. 

是の若 くんば、 之れ を 知る と 曰 ふと 雖も猶 ほ 知らざる がごと きなり。 意 其れ 得て 誠 

にす ベ けんや。 今 良知 知る 所の 善惡 なる 者に 於て、 誠に 好み 面して 誠に 惡 むと いふ 

こと あらざる なきと き は、 C ら 其の 良知 を 欺かず して、 意 も 誠にすべき なり。 IJ に 

然 らば 其の 良知 を 致さん と 欲する • 亦？ 一 ほ 影響 恍 とし て 穴.^ 懸無赏 の！ i ならん や。 

是れ 必ず 實に 其の 事 あり、 故に 致 レ知は 必ず 格レ 物に 在り。 物と は寨 なり。 凡そ ャ の 

發 する、 必ず 其の 事 あり、 意の 在る 所の 事 を 之れ を 物と li ふ。 格と は： 正： なり、 其の 

不正 を 正して 以て 正に 歸 するな り。 其の 不正 を 正す とい ふ は. B を 去る の m なり、 •  止 

に歸 するとい ふ は 善を爲 すの 謂な り。 夫れ 是れを 之れ 格と 謂 ふ。 書に 言 はく、 格-一 

于 上下, • 格， 一 于文祖 1 • 格 こ 其 非 心 一と。 格物の格は！：^に其の義を兼ぬ。 良知が 知る 

所の 善 は 誠に 之れ を 好まん と 欲すと 雖も、 其の 意の 在る 所の 物に 卽 いて 赏に 以て 之 

れを爲 す こと あるに あら ざれば、 是れ物 未だ 格さざる ことあって、 之れ を 好む の总 


も猜ほ 未だ 誠 あらず と爲 すなり。 良知の 知る 所の 惡は 誠に 之れ を惡 まんと 欲すと 雖 

も， 苟も 其の 意の 在る 所の 物に 卽 いて 實に 以て 之れ を 去る こと あるに. あら ざれば、 

是れ物 未だ 格さざる ことあって、 之れ を惡 むの 意 も 未だ 誠 あらざる なり。 今 其の 良 

知の 知る 所の 善に 於て は 其の 意の 在る 所の 物に 卽 いて 實に 之れ を爲 して 不 とい 

ふこ と あるな く、 其の 良知の 知る 所の 惡に 於て は 其の 意の 在る 所の 物に 卽 いて 實に 

之れ を 去って 不レ畫 とい ふこと あるな し、 然して 後に 物 格さず とい ふこと なく、  fro- 

も 吾が 良知の 知る 所の 者虧缺 障蔽ぁ る ことなくして、 以て 其の 至 を 極 むる こと を 得 

るな り。 夫れ 然して 後 吾が 心 快 然として 復 た餘憾 なくして 自. i 慊し。 夫れ 然して 後 

. に 意の 發 する 所の 者 始めより 自欺 なくして 之れ を 誠と 謂ぶべし。 故に 物 格" 而後 知 

(一) 書輕大 至 云々 身 修と曰 ふなり。 蓋し 其の 工夫 條理に は 先 後 次序の 言 ふべき もの ありと 雖も、 

禹讓に 「道心  一 一 一 

惟 MIf 其の 體は 之れ 「惟れ 一」 にして 寇に先 後 次序の 分つべき ものな し。 其の 條理 工夫に 

とャ： づ  は 先 後 次序の 分つべき もの ありと 雖も、 其の 用 は 之れ r 浩れ 精」 にして 固に 纖 毫も 

(二) 溥習錄  あき つ， 

0^^. 得て 缺 くべ からざる 者 あり。 此れ 格 致 誠 正の 說、 堯舜の 正 傳を閬 にして 孔 氏の 心 證 

新 日 錄こ引  フ、 

用 せらる  と爲す 所以な り。 ヌ曰 はく、 心 は 身の 主な り、 而 して 心の 虛靈 明覺 之れ を 良知と 謂 

學閲  三 四 五 
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ひ、 (良知の) 感に應 じて 動く もの 之れ を 意と 謂 ふ。 知 ありて 而 して 後に ャ.^ あり、 知 

たければ 意な し。 (然 らば) 知 は 意の 體に 非ず や。 意の 動く 所 必ず 其の物 あり、 物 

は卽ち 事な り。 意 を事レ 親に 用 ふるが 如き は- 卽ち 事, 親 を 一 つの 物と 爲し、 意 を 

ムル ヌ  I たら 

治レ 民に 用 ふる は卽ち 治， 民 を 一 つの 物と 爲 すなり。 凡そ 意の 用く 所、 物な き 者 ある 

ことなく、 是の意 あるとき は 卽ち是 の 物 あり、 是の 意な きとき は 卽ち是 の 物な し。 

物 は 意の 用に 非ず や。 格の 字の 義、 至の 字の 訓を 以てする 者 あり、 格， ー于 文？ g,  • 有 

i£ 來 格の 如き は、 是れ 至の 訓を 以て 十る 者な り。 然れ ども 「文祖 に 格る」 と は、 必 

ず 純孝誡 敬に して 幽明の 間 一 つも 其の 理を 得ず とい ふこと なくして， 而 して 後に 之 

れを 格と 謂 ふ。 有^の 頑なる も、 實に 文德を 以て. _iL! 敷き、 而 して 後 に^りし もの 

ク ダス 

なれば、 則ち 亦 兼ねて 正の 字の 義 其の 間に 在る あり、 未だ 專ら 至の 字 を 以て 之れ を 

(三) スノ ヲ  (en ス  ヲ 

盡 すべから ざるな り。 格 二 其 非 心 一とい ひ、 大臣 格 二君 心 之 非 I とい ふ 類の 如き は、 是 

れ 則ち 一 に 皆 其の 不正 を 正して 以て 正に 歸 する の義 にして、 至の 字 を 以て 訓と爲 す 

ベから ざるな り。 且つ 大學の 格 物の 訓 たる、 叉 安ん ぞ 正の 字 を 以て 訓と爲 さず して、 

(必ず) 至の 字 を 以て 義と爲 す こと を 知らん や。 如し 至の 字 を 以て 義と爲 十^ は、 必 


ず 「事物の 理に 窮め 至る」 と 曰 ひて、 而 して 後に 其の 說 始めて 通ず。 是れ 其の 功き 

用 ふるの 要は 全く (一 の) 窮の 字に 在り， 力 を 用 ふるの 地 は 全く 一 の理の 字に 在るな 

、  (六) - 

り。 若し 上に 一 の 窮の字 を 去り、 下に 一 の 理の字 を 去りて、 致 レ知在 レ至レ i と 曰 ひ 

て、 其れ 通ず ベ けんや。 夫れ 窮， 理盡， 性 は 聖人の 成訓 にして、 係 辭に見 ゆる 者な り？ 

苟も 格 物の 說 にして、 而も 果して 卽ち窮 理の義 ならば、 聖人 何 ぞ致レ 知 在 レ窮, 理と 

曰 はずして、 必ず 此の 轉折 不完の 語を爲 して 以て 後世の 弊 を 啓かん や。 蓋し 大學の 

(說卦 )  わ-つか 

格レ 物の 說は 自ら 係辭の 窮レ理 と大旨 同じと 雖も、 而も 微に 分辨 あり。 窮レ理 は 格 致 

誠 正 を 兼ねて 功を爲 すなり。 故に 窮， 理と言 ふとき は、 格 致 誠 正の 功 皆 其の 中に 在 

リ， 格 物と 言 ふとき は、 必ず 致 知 誠意 正 心 を 兼ね 擧げ て、 而 して 後に 其の 功 始めて 

備 はる。 而 して 今 偏に 格 物 を擧げ て、 遂に 之れ を 窮理と 謂 ふ、 此れ 專ら 窮理を 以て 

知に 屬 せしめて、 格 物 は 未だ 嘗て 行 あらず と 謂 ふ 所以に して、 所以に 知行 を 折って. 

先後兩 截と爲 し、 日に 以て 支 離 決裂す、 而 じて 聖擧の 益 > 以て 淺晦 する 者、 其の 端 

實に此 に 始まる。 ー乂曰 はく、 格 物より 平 天下に 至る まで、 只 だ是れ 一個の 明明 德な 

り、 親 民と 雖も亦 明德の 事な り。 明德 は是れ 此の 心の 德、 卽 ち是れ 仁な り。 仁 は大. 

學 三 四 七 
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地 萬 物 を 以て 一 體」」 爲す、 1§^ち 一 夫 も 所 を 失 ふこと あれば、 便ち是 れ 五：： が 心 未だ 盡 

さざる 處 あり。 故に 親 民 は 卽ち是 れ明德 なり。 

y^BI^ 王 陽 明 曰 はく、 意の 溫 せんこと を 欲し、 意の 奉 養 せんこと を 欲する おは、 所謂 

意な り、 而 して 未だ 之れ を 誠, 意と 謂 ふべ からず、 必ず^に其の溫^？奉養の意を行 

^^^^  ひ、 務めて. n ら像 くして c: ら 欺く ことなき を 求めて、 然して 後に 之れ を 誠，^ と 謂 

け ひ ふ。 如何して溫.^吶の節たるかを知り、 如何して 奉 養の 直た るか を 知る は、 所 is 知な 

なきな り、 惡 

り、 而 して 未だ 之れ を致レ 知と 謂 ふべ からず、 必ず 其の 如何して 溫^ の 節た るか を 

お 5r は 知る ところの 知 を 致して、 直に 之れ を 以て 溫淸 し、 共の 如何して 奉 養の {且 たる か を 

えと 出づ  知る ところの 知 を 致して、 せ疋に 之れ を 以て 奉 養す- 然して 後に 之れ を 致， 知と 謂ふリ 

溫凊の 事. 奉 養の 事 は 所謂 物な り、 而 して 未だ 之れ を 格, 物と 謂 ふべ からず- 必ず 

其の 溫 f 化の 事に 於て は、 一 に 其の 良知の 當に 如何 すれば 溫 i 何の 節た るべき か を 知る 

所の 者の 如くに し， 而 して 之れ を爲 して 一 毫の 不レ盡 とい ふこと なく、 奉 養の 事に 於 

て は、 一 に-其の- R 知の 當に 如何 すれば 奉 養め 宜 たるべき か を 知る 所の 者の 如くに し. 

而 して 之れ を爲 して 一 毫の 不レ盡 とい ふこと なくして、 然して 後に 之れ を挤， 物と 謂 


ふ。 溫 f おの 物 格し うして、 然る 後に 溫淸を 知る の 良知 始めて 致る。 奉 養の 物 格し う 

して、 然る 後に 奉 養 を 知る の 良知 始めて 致る。 故に 物 格 而後 知 至と 曰 ふなり。 其 

の"？! i 淸の 良知 を 致して 而 して 後に 溫凊の 意 始めて 誠 あり、 其の 奉 養の 良知 を 致して 

而 して 後に 奉 養の 意 始めて 誠 あり。 故に 知 至 而後 意 誠と 曰 ふ。 

又 曰 はく、 夫れ 良知の 節目 時變に 於け る や、 猶ほ 規矩 尺度の 方 員 長短に 於け るが 

ごとし。 節目 時 變の預 じめ 定 むべ からざる こと は 猶ほ方 員 長短の 勝げ て窮 むべ から 

ざるが ごとし。 故に 規矩 誠に 立つ とき は、 欺く に 方 員 を 以てすべからず、 而 して 天 

下の 方 員 勝げ て 用 ふべ からざる なり。 尺度 誠に 陳 ぶる とき は、 欺く に 長短 を 以てす 

ベから ず、 而 して 天下の 長短 勝げ て 用 ふべ からざる なり。 良知 誠に 致る とき は、 欺 

くに 節目 時變を 以てすべからず、 而 して 節目 時變 勝げ て應 ずべ からざる なり。 毫厘 

千里の 護 も、 吾が 心の 良知 一念の 微に 於て 之れ を 察せ ずん ば、 亦將に 何れの 所に か 

其の 學を用 ひん や。 是れ 規矩 を 以てせず して 天下の 方 員 を 定めん と 欲し、 尺度 を以 

てせ ずして 天下 の 長短 を盡さ ん と 欲す るな り。 吾れ 其 の 乖張 謬戾し て 曰に 勞 して 而 

も 成る ことなき を 見る のみ。 吾子 謂 ふ T 孝 を 語る に溫^ 定 省に 於て すれば、 おれ か 

學 問  三 n 九 


二)  sts 

？ a: 頑 K にして 

常に を 害せ 

ん とせし 程な 

る を 以て、 舜 

は當 の sg に 

從 はす、 父せ 

に 吿 げすして 

娶れ り。 これ 

子孫 を 絕减す 

るは大 If 孝な 

る も はで s_i- 人 


れ 来る。 

"as 上 • 

(二) 周の 武 

王 は 父 文 王の 

IS 未だ 葬ら 

ざ る-つちに 射 

王 放 伐の 軍 を 

興す。 三年の 

喪 を 無 成し、 

臣 にして 君 を 

5^ する は、 忠 

孝の 大義に 買 

くが 如し、 然 

して これ 亦に 

む を 得 ざ るに 

出で しなり 
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之れ を 知ら ざらん」 と。 然り而 して 能く 其の 知 を 致す 者は鮮 し。 i おし 粗 ぼ 溫ゅ定 省 

の 儀 節 を 知る と 謂 ひて、 遂に 之れ を 能く 其の 知 を 致す と 謂 ふとき は、 凡そ 君の 常に 

仁た るべき こと を 知る 者 は 皆 能く 其の 仁の 知 を 致す と 謂 ふべ く、 臣の 當に忠 すべき 

こと を 知る：^ は 皆 之れ を 能く 其の 忠の知 を 致す と 謂 ふべ し。 則ち 犬 下 孰れ か 知 を 致 

十に 非ざる 者 あらん や。 是れを 以て 言 ふとき は、 以て 致, 知の 必ず 行に 在る こと を 

知るべく、 而 して 之れ を 行 はざる は 以て 致レ 知と 爲 すべから ざる こと 明かな り。 知 

行 合一 の體 益- 較然 たらず や。 夫れ 舜の 吿げ ずして 娶 りし は、 豈舜の 前に 已に 告げ 

あきらか 

ずして 娶 りし 者あって 之れ が 準則と 爲 りし 故に * 舜 得て 以て 之れ を 何れ かの 典に 考 

へ、 ぼれ を 何人 かに 問うて 此れ を爲 せし や， 抑 も 亦 諸れ を 其の 心 一 念の R 知に 求め. 

輕 重の 宜しき を權 り、 已 むこと を 得ず して 此れ を爲 せし か。 武の 葬らず して 師を與 

せる は、 豈武の 前に 已に 葬らず して 師を 興せる 者 ありて 之れ が準刖 と爲り し 故に、 

武 得て 以て 之れ を 何れ かの 典に 考へ、 諸れ を 何人 かに 問うて 此れ を爲 せし や、 抑 も 

亦 諸れ を 其の 心 一念の 良知に 反み、 輕 重の {H ^しき を權 り、 已 むこと を 得ず して 此れ 

を爲 せし か。 舜の心 をして 誠に 後な きが 爲に 非ず、 武の心 をして 誠に 民 を 救 ふが 爲 


(三) 一般に 

はこ こ の讀み 

方 次の 如し、 . 


て 以て 其の 義 


に 精 察する こ 

と を 務めす、 

顧って 懸 空に 

此れ等の 常 を 

變す るの 事 を 

討論し、 之れ 

も^りて 以て 

事 を 利す るの 

本と 爲し、 以 

て 事に 臨んで 

失 ふこと なか 

らんこと を 求 

めんと 欲す。 

其れ 亦 遠き か 

な」 と。 今 は 

且 らく 底本の 

讀 方の 儘に 從 

(ra) 陽 明に 

質問し 来りし 

髻中 にこの 

舜， 武 以外の 

-教件 あ- 


に 非 ざら しめば、  其の 吿げ ずして 娶 ると、 葬らず して 師を 興す と は、 乃ち 不孝 不忠 

の大 なる 者な り。 而るを 後の 人 は 務めて 其の 良知 を 致して 以て 其の 義理 を 精密に せ 

ず、 (：! の 心の 感應酎 酢の 間に 於け る 者、 顧 ふに 懸 空に 討論 せんと 欲す、 此れ等の 常 

を變 ずるの 事、 之れ を 執って 以て 事 を 制する の 本と 爲 し， 以て 事に 臨んで 失 ふこと 

なからん を 求む とも、 其れ 亦 遠し。 其の 餘の數 端 皆 類推すべし、 則ち 古人 致 知の 學 

從 つて 知るべき なり。  、 

王 陽 明羅整 巷に 答 ふる 書に 曰 はく、 來敎に 謂 ふ、 「如し 必ず 以て 學は 外に 求む る 

を資ら ず、 但だ當 に 反觀內 省して 以て 務と爲 すべし とい はば、 則ち 誠意 正. 心の 四 字 

も 亦 何の 不 j| とい ふこと か 之れ あらん、 何ぞ 必ずしも 入門の 際に 於て 便ち 用 ふる 

に 格 物 一 段の 工夫 を 以てせん や」 と。 誠に 然り、 誠に 然り、 若し 其の 要 を 語る とき 

は、 修身の 二字に して 足れり、 何ぞ 必ずしも 又 正 心 を 言 はん。 正 心の 二字に て 足 

れり、 何ぞ 必ずしも 叉 誠意 を 言 はん。 誡 意の 二字に て 足れり、 何ぞ 必ずしも 又 致 知 

を 言 はん。 又 格 物 は 唯 だ 其の 工夫の 詳密な らんこと を 言 ふ、 而 して 要するに 只だ是 


それ ％ 指す。 詳しく は 傳習錄 を參 照す ベ 

錄に 引く ところ 間 折.^ ありて 少しく 異る 


(五) 名は^^頤、 字 は 允 升、 整 Si と す。 元来 朱子擧 者な り。 - 1 ->—：. 

-ろ あり (六) 流布本 it 習 錄には 用の ネ. を 困に 作る。 ねんごろ にと 讀 ませ 


參 前-了- ゥ のの::： ノ なと？ 5«れ に は S  二 
S3 出 上 ヒ說定 ごとし をく  *~ 厥 惟-ま W 

—篇 .4'. n  fi  、致 。と のれの 

仁 に 孟 づ お: 做 一 知 ぁ 中 一 っ？7 

七 出 ？• に せ も' 格 子 乙 を '^Lf^ 

頁づ吿 こ 道り 誠 物 はに ％t 允れ 大 


お下^に 「尺 

^3;、の：^するは 

以て^ びん こ 

t を 求む るな 

する は 以て 身 

ち-おする なり 0 

J« を しう し 

神に 人る は 以 

て ffl を 致すな 

り、 ffl を 利し 

St を 安ん する 

は 以て 德を崇 

くするな.£^o 

此れ ぐる 

より 以往 は 未 
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れ  一 i り。 此れ 精一 の學 なり。 思 はずん ば あるべからず。 夫れ 理に內 外な く， 性 

に內 外な し， 故に g> にも 內外 なし。 講習 討論 未だ 嘗て 內を 非と せず、 反觀內 おも 末： 

だ 嘗て 外 を 造れざる なり。 夫れ 舉は 必ず 外に 求む る こと を資 ると 謂 ふ は、 是れ 己れ 一 

. が 性 を 以て 有レ 外と 爲 すなり。 是れ義 外と いふ 者な り、 知 を 用 ふる 者な り。 反觀內 

省 は 之れ を內に 求む る こと を爲 すと 謂 ふ は、 是れ 己れ が 性 を 以て^ レ.^ と爲 すなり。 

是 れ有レ 我な り、 G ら 私する 者な り。 是れ皆 性に 內 外な きこと を 知らざる なり。 故， 

に 曰 はく、 「義を 精し うし 神に 入る は 以て 用 を 致すな り、 川 を 利し 身 や x.^ ん ずる は j 

以て 德を崇 くす るな り」。 「性の 德 なり • 內外を 合する の 道な り」 と。 此れ 以て 格 物- 

の 學を 知るべき なり。  格 物 は、 大學 のせ 疋に 下手の 處 にして、 徹首徹 niT 始^より 聖ー 

人に 至る まで、 只 だ是の 工夫の み。 但に 入門の 際に 此の 一 段 あるの みに 非ざる なり 

夫れ 正 心 • 誠意 • 致 知 • 格 物 は 皆 身を修 むる 所以に して、 格 物 は 其の 力 を 用 ふる 所、 

日に： If- るべき の 地な り。 故に 格 物と は、 其の 心の 物を挤 すなり、 其の 怠の 物 を 格す 一 

なり、 其の 知の 物 を 格すな り。 正 心と は、 其の物の 心 を. 正すな り。 誠意と は、 其の 一 

物の 意 を 誠にす るな り。 致 知と は、 其の物の 知 を 致すな り。 此れ^- 2： 外 彼此の 分ち 一 


だ 之れ ％ 知る. 


なり" 神 を窮 

め 化 を 知る は 

德の 盛な り」 

と 出づ。 言 ふ 

心 は、 屈信往 


謂； 


擧 1 


しなり。 義理 

を 精 W して 神 

に 入る に 至 f<!W 


あらん や。 理はー のみ。 理の 凝聚を 以て 言 ふとき は 之れ を 性と 謂 ひ、 其の 凝 聚の主 

宰を 以て 言 ふとき は 之れ を 心と 謂 ひ、 其の 主宰の 發動を 以て 言 ふとき は 之れ を 意と 

謂 ひ、 其の 發 動の 明覺を 以て 言 ふとき は 之れ を 知と 謂 ひ、 其の 明覺の 感應を 以て 言 

ふとき は 之れ を 物と 謂 ふ。 故に 物に 就いて 言へば 之れ を 格す と 謂 ひ、 故に 知に 就い 

て 言へば 之れ を 致す と 謂 ひ、 意に 就いて 言へば 之れ を 誠にす と 謂 ひ、 心に 就いて 言 

へば 之れ を 正す と 謂 ふ。 正と は 此れ を 正すな り、 誠と は 此れ を 誠にす るな り、 致と 

は 此れ を 致すな り、 格と は 此れ を 格すな り。 皆 I を 窮めて 以て 性 を盡す 所以な り。 

IS 々の 格 致 誠 正の 說は、 是れ學 者の 本心. 日用 事爲の 間に 就いて 體究踐 履し 實地 

に 功 を 用 ふるな り。 是れ f 少の 次第、 多少の 積累 在り、 正に 空虚 頓 悟の 說と 相反す。 

人 必ず 食 はんと 欲する の 心 ありて 然して 後に 食 を 知る。 食 はんと 欲する の 心は卽 

ち是れ 意な り、 卽 ち是れ 行の 始 なり。 食 味の 美 (惡) は 必ず 口に 入る を 待ちて 而し 

てんお に 知る。 豈 其れ 口に 入る を 待たず して 巳に 先づ食 味の 美惡を 知る 者 あらん や。 

(五) 中庸 第二 十五 章に 「己れ も 爲すは 仁な り、 物 も 成す は 知な り。 性の 德 なり、 内外 も 合する の 道な り」 と出づ (六) 易の 

卦傳 に窮レ 現盡レ 性、 以至， 一 於 命 一と 出づ (七) 自已の 講稱、 卽ち ここ は 陽 明 自身 を 指す。 この 條傳習 錄卷之 中、 答 人 論 a 書に 出づ (八) 少に意 

眛 なし、 多くの 意。 次第 は 願 序、 積累は 工夫の 積累 なり (九) 简前答 人 誚&ー 書に 出づ  . 


て 外に 活用す 

る 本な り。 其 

の 施 用 を 利し 

て 適く として 

安から ざるな 

き は 伸の 至り 

にして、 これ 

やがて 入りて, 


るの 本な り。 

內 外交-相 養. 

ひて 10- に相發 

するな り (朱 

子の 本義に 摸る) 


な 說 w ろ 朱の さ 
り ちがに と說 じ 
つ 象し 異 、 
け-山 てるこ 陸 
るの 、とれ 象 

所^ 陽 こ 程 山 
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必ず 行かん と 欲する の 心 ありて 然して 後に 路を 知る。 行かん と 欲する の 心 は 卽ち是 

れ意 なり、 卽 ち是れ 行の 始 なり。 路岐の 險夷は 必ず 身 親ら 履歷 する を 待ちて 而 して 

( 一 ) このと 

llf I む 後に 知る。 豈其 の 身 親ら 履歴す る を 待たず して 已に 先づ 路岐 の 險夷を 知 る 者 あ ら ん 

お 乃 股」 を 引  や。 rnl は 乃ち 飮むを 知り、 衣 は 乃ち 服す る を 知る」 とい ふ も、 此れ を 以て 例 すれ 

軌も との！？ ば、 皆 疑 ふべき なし。  . 

に ほ の M り  夫れ 物理 は 吾が 心に 外なら ず。 吾が 心 を 外にして 物理 を 求 むれば、 物理な し。 物 

^^^；ゾ乃^^ 理を t& れて 吾が 心 を 求 むれば、 吾が 心 叉 何物 ぞゃ。 心の 體は 性な り、 性 は 卽ち理 な 

w£ の 如く 達 り。 故に 親に 孝 あるの 心 あれば 卽ち 孝の 理 あり、 親に 孝 あるの 心なければ 卽ち 孝の 

むべ し。 底本 

方お" 法  理 なし。 君に 忠なるの 心 あれば 卽ち 忠の理 あり、 君に 忠なるの 心なければ ち忠 

^に の理 なし。 理豈 吾が 心に 外な らん や。 晦 巷の 酔へ らく、 「人の 舉を爲 す 所以の 者 は 

1^ 或 に ar つ。 

，一一 一一 一一  心と 理 とのみ。 心 は 一身に 主たり と雖も 而も 寇に 天下の 理を 管す。 理は萬 事に 散在 

すと 雖も、 實に 一 人の 心に 外なら ず」 と。 是れ 其の 一 分 一 合の 間、 未だ 舉 者の 心 • 

理を 二と 爲 すの 蔽を 啓く を 免 かれず。 此れ 後世 專ら 本心 を 求めて 遂に 物理 を 遺る る 

の 串〕 ある 听以 にして、 正に 心卽理 なる を 知らざる に 由る のみ。 夫れ 心 を 外にして お 


§ 前 出 一  て： E 蓮 を 求む、 是を 以て 闇く して 達せざる の處 あり。 此れ 吿子義 外の 說 なり，。 孟子 

一 一 七 頁 參昭" 

(の五1^^?^1 は 之れ を義を 知らず と 謂へ り。 心 は 一 のみ。 其の 全 體惻怛 を 以て 言 ふとき は 之れ を 

て ルて仁 も 求 仁と 謂 ひ、 其の 宜を 得る を 以て 言 ふとき は 之れ を 義と謂 ひ、 其の 條理を 以て 言 ふと 

むべ からす」  51) 

^'^M  き は 之れ を 理と謂 ふ。 心 を 外にして 以て 義を 求むべからず。 獨り心 を 外にして 以て 

^.^^i^0  理. を 求む ベ けんや。 心 を 外にして 以て 理を 求む る は、 此れ 知行の 二と なる 所以な り 

ーぱ の敎」  理を 吾が 心に 求む る は、 此れ 聖門合 一 の敎 なり。 (吾が 心 何の 疑 あらん や。 

^^^h^. "か \, 丁の 所謂 格 物と 云 ふ 者 は、 物に 卽 きて 其の 理を窮 むる に 在るな り。 物に 卽 きて 

||。に卿£^3  理を窮 むと は、 是れ 事々 物々 の 上に 就いて 其の 所謂 定理 を 求む る ことなり。 是れ吾 

； Tsu 一 日 が 心 を 以て 理を 事々 物々 の 中に 求め、 心と 理と を析 ちて 二と 爲 すなり。 夫れ 理を事 

によれり 

^^^.^J  事物々 に 求む と は、 孝の 理を 其の 親に 求む るが 如きの 謂な り。 孝の 理を 求む るに 其 

の 親に 於て せば、 則ち 孝の 理 其れ 果して 吾が 心に 在り や、 抑 も 果して 親の 身に 在り 

系 丑 上 M ま、  も 

章に 出づ . や。 假し 果して 親の 身に 在りと せば 則ち 親沒 する の 後 は 吾が 心 遂に 孝の 理な きか。 

二 〇) 傳習 £ 一  (き 

f 、に Ml は •  i 子の 井に 入る を 見れ ば 必ず 惻隱 の理 ありと は、 是れ惻 隱の理 果して 孺 子の 身に 

< は 1理ー1 作 在る か、 抑 も 吾が 身の 良知に 在る か。 其れ 或は 以て 之れ に 井に 從 ふべ からざる か。 

學 問  三 五 五 
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其れ 或は 手 を 以て 之れ を援 くべき か。 是れ皆 所謂 理 なり。 是れ 果して 孺 子の 身に 在 

り や、 抑 も 果して 吾が 心の 知に 在り や。 是れを 以て 之れ を 例せば、 萬 事 萬 物の 理皆 

然ら ざる はなし。 是れ 以て 心と 理と を析 ちて 二と 爲 すの 非 を 知るべし。 夬れ 心と 理 

とを析 ちて 二と 爲す は、 此れ 吿 子が 義 外の 說 にして、 孟子の 深く 關 けし 所な り。 

所謂 致 知 格 物と は、 吾が 心の 良知 を 事々 物々 に 致す ことなり。 吾が 心の 知と は 

卽ち 所謂 天理な り。 吾が心の^:^知の天理を事々物々に致すときは、 事々 物々 皆 其の 

理を 得るな り。 吾が 心の 良知 を 致す と は 致 知な り。 事々 物々 皆 其の 理を 得る と は 格 

物な り。 是れ 心と 理とを 合して 之れ を 一 にす る 者な り。 

(II 一) -  , 

王 陽 明に 問うて 曰 はく、 居， 敬 • 窮レ理 は 是れ兩 事な り。 先生 如： H:。 陽 明 子 曰 はく、 

天地の 間、 只 だ 此の 一事 あるの み、 安ん ぞ兩事 あらん。 ^し 萬殊を 論ぜば、 養 一一 

百、 威儀 三千、 叉何ぞ 止だ兩 ならん。 公 且つ 道べ、 居, 敬と は是れ 如何。 r 窮理と は 

(f  ^f) 

是れ 如何。) 曰 はく、 居：， 敬 は 是れ存 養の 工夫、 窮理 は是れ 事物の 现を窮 むる ことな 

(隔 明)  1 2  (王) 

り。 曰 はく、 存 養と は 個れ^ ぞ。 曰 はく、 是れ 此の 心の 天理 を存養 十るな り。 曰 は 

く、 (然 らば) 此れ 亦 只だ是 れ窮, 理 なり。 曰 はく、  a っ^へ、 如何してか¥^物の理 


ら せ-さる は續 

か。 孟子 曰 は 

く、 禮 なり。 

曰 はく、 嫂 溺 

るれば 之れ を 

援 くるに 手 を 

以てする か。 

曰 はく、 嫂溺 

るるに 援けざ 

る は是れ a« 狼 

なり」 と出づ 

(二) 傳習錄 

卷之 上、 薛尚 


孚と陽 明との 

荅 なり 

(三) 居 敬 は， 


章に 「仲 弓 曰、 

居 レ敬而 行 レ簡、 

以 臨-其 民 T 

不 n 亦 可！ 乎」 

に 基き、 窮理 


第 一 萱に 出で、 

共に 程 朱擧游 


を窮 むる か。 曰 はく、 親に 事 ふるが 如き は 便ち 孝の 理を 窮めん こと を 要し、 君に 事 

ふるに は 便ち 忠の理 を 窮めん こと を 要す。 曰 はく、 忠と 孝との 理は君 親の 身上に. |:H 

り や、 自己の 身上に 在り や。 若し 自己の 身上に 在らば、 只 だ 此の 心の 理を窮 むる 

なり。 且つ 道へ、 如何なる を 是れ敬 か。 曰 はく、 只 だ是れ "19 一 。 如何なる を 是れ主 

(梁) 

1 か。 曰 はく、 書を讀 むが 如きと き は、 便ち 一 心讀 書の 上に 在り、 事に 接する とき 

は 便ち 一 心事に 接する の 上に 在り。 曰 はく、 此の 如くん ば 則ち 酒を飮 むと き は 便ち 

一 心飮 酒の 上に 在り、 色 を 好む とき は 便ち 一 心好レ 色の 上に 在り、 却って 是れ物 を 

逐 ふなり。 甚の居 敬の 工夫 を か 成さん。 日 学 請 ひ 問 ふ。 曰 はく、 一 と は 天理な り。 

主 一 と は是れ 一 心 天理の 上に 在る ことなり。 若し 只 だ 主 一 を 知りて、 一 卽ち 是れ理 

なること を 知ら ずん ば、 事 ある 時 は 便ち 是れ 物を遂 ひ、 事な き 時 は 便ち 是れ 空に 11^ 

く。 惟 だ 其の 有， 事 も 無, 事 も 一 心 皆 天理の 上に 在りて 功 を 用 ふるとき は、 敬に 居る 

の-一大 眼目と 所以に して 亦 卽ち是 れ窮理 なり。 窮理專 一 の處に 就いて 說 けば 便ち 之れ を 居， 敬と 

なれり 

謂 ひ， 居 敬 精密の 處に 就いて 說 けば 便ち 之れ を 窮レ理 と 謂 ふ。 却って 是れ 敬に 居り 

1 は 以て 一事 if. す、 如何 ぞゃ」 と出づ (3) 中庸に 出づ、 威儀 ほ禮 儀の 大稱 なる に對 して 末節な り (六) この 曰. はく ほ 衍字なる べしと いふ 

(七) 程 伊 ハの說 にして、 朱 子の 遺 奉す ると ころ、 r 1 と は 適くな き 之れ を 一 i 謂 ふ」 と伊 川 は 云 ふ 
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了つ て^に 個の 窮， 理 あるに あらず、 理を窮 むる 時に 別に 個の 心の 居レ敬 あるに も あ 

らず。 名 は 同じから ずと 雖も 工夫 は 只 だ是れ 一事な り。 就へば 是れ： に 「敬 以て 內 

を 直く し、 義 以て 外. を 方に 十」 と 言 ふごと き、 敬 は卽ち 無, 事 時の 義 なり、 i おは 卽 

ち是れ if , 事 時の 敬な り、 兩句は 一 件 を合說 す。 孔子 「己れ を修 むる に 敬 を 以てす」 

と 言 ふ 如き は、 卽ち義 を 言 ふこと を須 ひず。 孟子が 「集 Ji」 と 言 ふ も、 敬 を 言 ふ 

もち 

こと を須 ひざるな り。 會 得する 時 は橫說 し覽說 する も 工夫 は總 ベて 是れ 一 般 なり。 

な-つ  ナベ pr 一 

若し 文に 泥んで 句を遂 うて 本領 を識ら ざれば、 卽ち支 離 決裂して 工夫 都て 1^^ なか 

らん。 問 ふ、 ま ノ理は 卽ち是 れ盡， 性なる こと を 0 In はく、 心の f は 性な り。 性は卽 

ち理 なり。 仁の 理を窮 むる に は、 眞に 仁の 仁 を 極めん こと を 要し、 義の理 を^むろ 

に は、 眞に義 の義を 極めん こと を 要す。 仁義 は 只 だ是れ 吾が 性な り.、 故に^, 理は 

卽ち是 れ盡レ 性な り.。 孟子の 「其の 惻隱の 心 を 充てば 仁 勝げ て 用 ふべ からざる に 至 

る」 と說 くが 如き、 這 は 便ち 是れ 盡， 性の 工夫な り。 

問 ふ、 知 は 如何して 是れ 心の 本體ぞ や。 曰 はく、 知 は 是れ理 の i;" かたる 處、 其の 

主宰の 處に 就いて 說 けば 便ち 之れ を 心と 謂 ひ、 其の 禀ー 《ス の處に 就いて 說 けば 便ち 之 


れを 性と 請 ふ。 孩提の 童 も 其の 親 を 愛する を 知らず とい ふこと なく、 其の 兄 を 敬す 

る を 知らず とい ふこと なし。 只 だ 是れ這 個の 靈 能く 私欲の 爲 に遮隔 せられず、 充拓 

か  (10) 

し得盡 すと き は、 便ち 完々 す、 是れ 他の 本體 便ち 天地と 德を 合す。 聖人より 以下 は 

蔽 はるる ことなき 能 はず、 故に 須 らく 物 を 格して 以て 其の 知 を 致すべき なり。 

問 ふ、 聖人の 變に應 じて 窮まらざる は 亦 是れ預 め 先づ講 求す る こと 莫きゃ 否や。 

王 陽 明日 はく， 如何 ぞ許 多を講 求し 得ん。 聖人の 心 は 明鏡の 如し、 只 だ是れ ー个の 

明鏡- 感に隨 つて 應 じ- 物と して 照らさざる はなし。 未だ 已往の 形 あらざる に、 尙 

(一一 一一) 

ほ 未 照の 形 先づ具 はる 者 在らん や。 後世 講ずる 所の 若き は 却って 是れ 此の 如し。 是 

を 以て 聖人の 擧と 同じから ず。 周 公禮を 制し 樂を 作り、 以て 天下 を 文る。 皆 聖人 能 

こと- さん tis つ 

く爲す 所な り。 堯舜何 ぞ盡く 之れ を爲 さず して 周 公に 待つ あり や。 孔子 六經 を刪述 

レて 以て 萬 世に 詔ぐ、 亦 聖人 能く 爲す 所な り。 周 公 何 ぞ先づ 之れ を爲 さず して 孔子 

に 待つ あり や。 是れ 知りぬ、 聖人 此の 時に 遇うて 方に 此の 事 ある を。 只 だ 鏡の 明か 

おそ 

ならざる こと を 怕れ、 物來 りて 照らす 能 はざる こと を怕れ ず。 事 變を講 求す る も、 

亦 是れ照 らす 時の 事な り。 然ら ば 學者却 つて 須 らく 先 づ箇の 明 的の 工夫 あるべし。 

學 間  三 五 九 


；;^ な 義子 〇 づ孫 s る の 知 づ f  I. 正 二 をす 作に 2 語 字 曰 別 上 II じょ 傅へ 

C: り をに H  。： ftS な 儘 新れ 上 し上じ《^   、 る ，ごな 一仁の 文に く れ 習：: 

事 於 さ 前 上 り を S ものと に す 卽を先 りのへ 8g と 見 降 は' If 
名 とて 照 出篇孟 踏錄底 諸す 作 同. ち 正 生 傅 云徐に *«ゅ 元 同原ダ 义 
は せ は 。二に 子 本-? |"i ベる じ 陽し し 習 へ 愛 出かる 靜卷文 下 
宗 る 集孟 二 出 公 せ ® はいし をく 明と に錄 るので す も 所 同に は 
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舉者惟 だ 此の 心の 未だ 明かなら ざる を i&r、 て、 事 變の盡 す こと 能 はざる を 患へ ざれ y 

心 は猶ほ 鏡の ごとし" 聖人の 心 は 明鏡の 如く， 常人の 心は昏 鏡の 如し。 近世の 格 物 

の 說は鏡 を 以て 物 を 照らす が 如く、 照らす 上に 功 を 用 ひて、 鏡 上の 昏 きを 知らず。 

(何ぞ 能く 照 ら さ ん。) 先王の 格 物 は 鏡 を 磨 いて 之れ をして 明かな らしむ るが 如し、 

鏡 上に 功 を 用 ひて、 明かに し 了り て 後 も 亦 未だ 嘗て 照ら 十 こと を廢 せず。 

問 ふ、 格 物 は 動處に 於て 功 を 用 ふるや 否や。 王 陽 明 曰 はく， 格 物 は 動靜を 問つ る 

ことなし。 靜も亦 物な り。 孟子 誠に 「必ず 事と する あれ」 と。 是れ 動靜皆 事と する 

あるな り。 又 曰 はく、 工夫 は 煩な りと 雖も 全く 格物致知の 上に 在り。 此れ 卽ち 誠意 

お ほよ そ す 

の 事な り。 意旣に 誠 あれば 大段 心. E ら 正しく、 身 も 亦 自ら 修まる。 但し 正 心. 修身 

の 工夫 も 亦 备.' 力 を 用 ふる 處 あり。 修身 は是 れ已發 の邊 にして、 正 心 は是れ 未レ發 

の邊 なり。 

(五)  (六)  t ヒー 

蔡希淵 問 ふ、 文 公の 大學の 新 本 は 格 致 を 先にして 意 誠の 工夫 を 後に す。 首章の 次 

第と 相 合する に 似たり。 若し 先生が 舊 本に 從 ふの 說の 如くん ば、 卽ち 誠意 尙ほ格 致 

£ 齋：^ i わ" の 前に 在り。 此に 於て 尙ほ 未だ 釋然 たらず。 王 陽 明 a はく、 大 の 工夫 は 只 だ是れ 


明， 一明 德, なり。 明明 德は只 だ是れ 個の 誠意， 誠意 的の 工夫 は 只 だ是れ 格物致知 なり。 

若し 誠意 を 以て 主 と爲し て 格物致知 的 の 工夫 を 用 ひ 去 かば、 卽ち 工夫 始めて 下落 あ 

らん。 卽ち善 を 爲し惡 を 去る は、 誠意 的の 事に 非ず とい ふこと なし。 新 本の 如くん 

ば、 先づ 事物の 理を窮 格し 去って、 卽ち茫 々蕩々 として 都て 著 落の 處 なく、 須 らく 

？さ わ-つ. A けんしゃ  つ ひ 

個の 敬の 字 を 用 ひ 添 へ て 方に 才に 牽扯し 得て 身心 上に 向ひ东 るべ し。 然れ ども 終に 

是れ 根源な し。 若し 須 らく 個の 敬の 字 を 用 ひ 添 ふべ くんば • 何に 緣 つて 孔門 倒 まに 

1 箇最 緊要 的の 字 を 將て落 了して、 直に 千餘 年の 後 を 待って 人の 補 出し 来らん こと 

もち 

を 要せん や。 正に 謂へ らく、 誠意 を 以て 主と 爲 さば 卽ち 敬の 字 を 添 ふること を須ひ 

こつ ^ゑ  、  (一 0) 

ずと。 所以に 個の 誠意 を 提出し 来りて 說く。 正に 是れ學 問の 大頭 腦の處 なり。 此に 

於て 察せ ざれば、 眞に 所謂 毫 厘の 差 千里の 謬な り。 大抵 中庸の 工夫 は 只 だ 是れ誠 身 

にして、 誠 身の 極 は 便ち 是れ 誠意な り。 大擧の 工夫 は 只 だ是れ 誠意に して、 誠意の 

極 は 便ち 是れ 至善な り。 工夫 は總 ベて 是れ 一般な り。 今 這の 裡に 個の 敬の 字 を 補 ひ， 

那の 裏に 筒の 誠の 字 を 補 ふと 說く は、 未だ 蛇を畫 いて 足 を 添 ふる を 免れず。 

王 龍 溪が曰 はく， 先師 首と して 良知の 要 を 掲げて 以て 天下 を覺 す。 學者靡 然と レ 
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て 之れ を 宗」, し- 此の 道 大いに 世に 明かなる に 似たり。 然して 世 の^者 露に. U く 

其の 良知 を 致す 者、 其の 間に 幾く あらん や。 疑を^：^知に致し， 是 に似て 非た るを感 

ずる 者 も 亦 且つ 數端 なり。 或は 良知 を 以て 已發 と爲し 更に 未發を 求めて 以て 寂の 

體と爲 し- 或は 良知 を 以て 未だ 以て 天下の 變を盡 すに 足らずと して 必ず 知識 を假り 

て 助け 發 して 以て 應感の 用と 爲す。 或は 謂へ らく、  ，u 知 は 本來完 具して 之れ を 致す 

こと を 待つな くして 後に 足る とし * 或は 謂へ らく、 世間に は 現在す るの， U 知 ある こ 

となし- 必ず 若 き 功 を 用 ひて 之れ を 致して 而る 後に 全し とす。 凡そ 此れ 皆 是に似 

たるの 疑に して 辨ぜ ざるべ からざる なり。 知の 一 字 は聖に 入る の 機な り、 所 ISR 知 

は舉 ばず 慮らず して、 乃ち 犬の 爲す 所、 正に 所謂 未發 なり。 此に 於て 更に 歸 寂の！^ 

を 求む る は、 則ち 將た查 {且 に 人るな り。 良知 は已發 たりと 謂 ふ 者 は 非な り。 大 下の 

變を盡 すに は 善惡を 出で ず、 天下の 善 惡を盡 すに は 是非 を 出で ず。 良知 は是を 知り 

非 を 知る. 乃ち 大則を 見る に 其の 虚を 以てすれば なり。 目 は 惟だ虛 なり、 故に 能く 

黑白を 辨ず。 耳 は 惟だ虚 なり， 故に 能く 淸^ を辨 ず。 良知 も 唯だ虛 なり、 故に 能く 

是非つ」 辨ず。 若し 知 は 以て 變を盡 すに 足らずと 謂うて， 必ず 幼 を 知識に 假る は、 


Bye 黑白を 目に 塗りて 以て 視る こ と を爲し * 淸濁を 耳に 聒し うして 以て 聽 くこと 

を Ad? 十な り、 惟に 以て 耳目の 用 を 全うする に 足らざる のみに 非ず して、 聰明 反つ 

て II に蔽 はるるな り。 良知 は 助發に 待つ ありと 謂 ふ 者 は 非な り。 良知 は 本來完 具す 

と雖も 而も 私欲に 蔽 はれ、 失 はるる ある を 免れず、 必ず 致 知の 功 を 用 ひて 意 を 絶ち 

欲 を 去って 始めて 能く 其の 本来の 體に復 る。 然らずんば 愈.' 薇 はれ 愈.^ 失 はれ、 將 

に 復た存 する あら ざらん とす。 良知 は 致す を 待たず して 自ら 足れり と 謂 ふ 者 も 非な 

り。 乍ち 孺 子の 井に 入らん とする を 見れば 必ず 怵锡愧 隱の心 ある は 乃ち 良知な り。 

終始 保護し て 以て 其の 乍ち 見る るの 良 を 全うして、 交 を 納れ譽 を 要め 聲を惡 む の 念 

をして 其の 中に 挽 入せ しめざる は、 便ち 是れ致 知の 功に して 修證 に藉る こと あるに 

非ざる なり。 乍ち 見る るの 心 は、 先王と 今人と 未だ 嘗て 同じから ずん ば あらず-。 之 

れをナ i ふるに、 昭々 の 天と 廣大の 天と 未だ 嘗て 異ならざる なり。 知らず して 之れ を 

致せば 二念の 爲に雜 へらる る を 免れず。 現在す るの 良知と 聖人と は 同じから ず、 必 

ず 却って 若 き 功 を 用 ふる を 待って 而る 後に 能く 全し と 曰 ふが 若 くんば， 則ち 是れ 

良知 は 修證に 待つ ことあって 本 來至虛 の體に 非ず。 良知 は 致す ことに 待つ ありて 而 


一： 四 


(I) 主 an に 

同じ 


(二) 靜 K と 

感動 卽ち靜 動 

の 窓 


(三) 孔門に 

あって 十哲の 

一 人なる も、 - 


れに 長す。 外 

に 求め 多 聞 多 

見 も 本と す 7> 

以 なり C 孟 

子 公孫 丑 上 《i 

第二  ii お？ isr 

孔子 〔s- 語に は、 

子 K は n 才ぁ 

りと 云 ひ、 子 

夏 は 仁義の 行 

を 立つ る を務 

めす、 同門 友 

とすれ ども S 

せ す と出づ 


る 後に 全し と 謂 ふ 者 は 非な り。 吾人 良知の 訓を服 1? し， 幸に 相默證 して 以て 學 者の- 

(一)  こ ひねが 

惑 を 解き、 務めて 師門の 宗旨 を 失 は ざらん こと を 求めば、 庶 はく は 善く ぶと 爲す 

のみ。 

王 龍溪曰 はく、 一念の 靈明、 內 外な く寂感 なし。 吾人 只だ是 れ不眯 にして 此の 一 

念靈 明なる は 便ち 是れ致 知な り。 時に 隨ひ 物に 隨 つて 不味に して 此の 一念 靈明 なる 

は 便ち 是れ格 物な り。 蓋し 良知 は 原と 是れ 無知に して、 而も 不レ 知と いふ ことなく， 

原と 無一物に して 方に 能く 萬 物の 情 を 類す。 吾人 今： "知 を 致す、 大段カ を 得ず、 第 

一 意見の 害 を爲す こと 最も 重し。 這の 意見 是れ 良知の 賊 なり。 ト度成 悟、 明體 宛然 

として 便ち 認めて 以て 實 際と 爲す。 本 來の靈 覺生機 を 知ら ざれば、 封 閑 愈.' 密にレ 

て 頭 を 出す を 得ず。 

又 曰 はく、 問 ふ、 古今 事物の 變窮 りなし、 若し 單. -只だ 良知 を 致せば 便ち 了し、 

當に 聖學を 得べ しと 謂 はば、 實 に是れ 信じ 不：， 及な り。 曰 はく、 此れ 一朝 夕の 故に 

だ だ  あた  (三) 

非ず。 伹に 後世 信じ 得る こと 此れ 及 はざる のみならず、 孔門に 在りし 子 頁 • 子 張の 

諸賢と 雖も 便ち 已に 信じ 及ばず して、 未だ 外に 求む る を 免れず、 未だ 多 聞 多 に 在 


ゾ：. . -M 

ほ g 學 u 本 IB 

に 何の かか は 


(五) 《 習錄 

卷之 中， 答 人 

論疆 書に 陽 明 

云 はく T 多 聞 

多 見に 至 り て 

は 乃ち 孔子、 


徒に 多 聞 多 見 

を 以て 裏と 爲 

さんと 欲し、 

而 して 諸れ を 

其の 心に 求め 

て 以て 疑殆を 

関く 能 はざる 


りし を 免れず。 何の 干涉 あらん。 孔門 明々 に說 破し、 多學 して 識るを 以て 非と 爲し、 

昆聞 擇識を 以て 知の 次と 爲す。 謂 ふ 所の 一 、 謂 ふ 所の 知の 上なる ものと は、 何れの 

所 を か 指す や。 此れ 學 原と 是れ無 中 有 を 生ずれば り。 顏子は 裏面の 無の 慮より 個れ 

5-  やす 

出し 來り、 子 貢 • 子 張 は 外面の 有の 處 より 做し 進み 去く。 無 は 尋ね 難く、 有 は 見易 

し。 故に 子 貢. 子 張 一派の 學術は 後世に 流傳 して、 顔 子の 學は 遂に 亡ぶ。 善學 者に 

在って は默 して 之れ を識 る。 齊王堂 下の 牛 を 見て 設觫 し、 凡そ 人 は 井に 入る の孺子 

を 見て 诚揚 し、 行 道 • 乞 人も嘑 蹴の 食 を 見て 屑し とせず 受けざる は、 天機 神感 にし 

あ-つか 

て 人力 得て 與ら ざるな り。 豈 平時の 多學を 待って 而 して 始めて 能く せんや。 觳觫の 

一念 を 充てば 便ち 以て 天下に 王 たるべく、 怵揚の 一念 を 充てば 便ち 以て 四 ：1 を 平 か 

にすべく、 不レ屑 不レ受 の 一 念 を 充てば 便ち 義 勝げ て 用 ふべ からず。 此に 孔門の 眞 


り」 i 述べ て 

これ. を 指 斥せ 

り。 尙 論語 爲 

§. 子張：^^も求むるを舉ぶの章參照 (六) 論語 述而篇 第二 十七 章に 「子 曰 はく、 多く 闇き 其の 義 なる 者も擇 びて 之れ に從 ひ、 多く 見て 之れ を識 

す は、 知の 次な り」 と 出づ。 これ 專ら 見聞の 末に 求む る もの、 H に 第二義に 落 在 T る も-以て Jf< の 次と 云へ るな り (七) 論語 衞 S 公篇の 第二 章の 

「賜 や 汶は予 も 以て 多く 藥びて 之れ を 識る 者と なす か。 * なり、 予は 一 以て 之れ を 貫く」 と ある を 指す。 知の 上 i は 「知の 次」 に對 して 第一義の も 

のとして あげたる もの、 卽ちー 以て 之れ を 貫く ものの こと、 陽 明の It 謂 良知 これたり (八) 克 已復禮 も-主として 聖人の 體を 具へ たり (九) Si 明 

曰 はく、 顏 子まして 聖舉 亡ぶ と。 ，ての 所以 は 論語 子 罕篇第 十 章の 顏 子の 喟然の 一 嘆に よりて 知るべし。 傳 卷之 上、 陸： 兀靜 所錄參 照 (一〇) 孟 

子 粱惠王 上 篇第七 章に 出づ (一 一) 孟子 吿子上 篇第十 章に 「一 簞食、 一 豆羹、 之れ を 得れば 生き、 得 ざれば 死す る も、 le-.K として 之. れを與 ふれ 

ば、 道 を 行く の 人 も 受けす、 爾 として 之れ を與 ふれば、 乞 人も展 しとせ す」 と 出づっ ^*12は*禮の甚しき態度も-1丄* 


二)  ii 

Is- に 「巧 「ひて 

時に 之れ を 習 

ふ、 亦說 しか 

ら すキ」 と あ 

る^ 習 を 指す。 

^として 習 は 


時 々刻. 


(二) 孟子 吿 

rl- 上篇 第む 章 

に 「心 之 所 = 同 

然 1>1*： 何 也、 謂 

M^, 義 22、 

g^: 人 先 我 

心 t^r 同然 1 耳、 

故 i 之 お- 

我心 ivfsl* 

之 悅-- 我 n こ 

t 出づ 

(三) ここ は 

知 新 日 より 

引ける も， 0 

二、 九 紀. W 

の 章に は 

者 人レ樂 -:u、 

人心 本樂、 本 

與 お, nsr 

e^* 則？ 其 一 

之 心， 故樂 

云々」 と 出づ。 


一二 六 六 

傳を窺 ふべ し。 

又 曰 はく、 聖人の 舉 は心學 なり、 舉 とは覺 のみ。 良知 は 所謂 覺 するな り。 心 は 本 

と自覺 十る も， 欲に 蔽 はれて 始めて 昏し。 時習と は是れ 時々 覺を 求めて、 欲に 蔽は 

(二)  じ - 

れ しめざる ことなり。 心の 同じく 然り とする 所の 者 は理義 にして、 時々 欲に 蔽 はる 

る こと あらざる、 是 れ理義 之悅， 心と 謂 ふ。 良知と 物と 一 體を爲 す は、 所謂 仁な り。 

瘦痺 不仁なる は 其の 覺 する こと あらざる を 以てな り。 悅ぶ は樂に 入る の 機たり。 同 

じく」 r れば 必ず 朋 至り、 則ち 其の 一 體の願 を 遂げて 樂 しむ 所な り。 此の 樂は 順逆な 

つが  あら は 

く 加 損なし。 世 を遯れ 是れを 見さ ざれ ども 而も 悶 ふるな き は、 唯 だ 聖者 之れ を 能く 

す。 舉の 大全な り。 君子の 學は惟 だ 諸れ を 心に 求む。 顏 子が 所謂 德性之 知な り。 子 

貢 は 多舉を 以て 識と爲 せば、 之れ を 物に 求む る こと を 免れず。 此れせ 八/の ゆ 術の 由 

(R) 

つて 以て 辨 ずる 所な り。 夫れ 諸れ を 先覺に 質し 諸れ を 古訓に 考 ふる、 是れ， 問の 中 

の兩 件に して 少く ベから ざるの 事、 所謂 助レ 道の 法 門な り。 覺と 夢と は對 す、 先覺 

(-で  ± う 

に 質し 古訓に 考 ふる は 乃ち 之れ を 呼す るの 方な り。 覺は 則ち 其の 我れ に 在る ものの 

(六)  ぁづか 

自醒を 求む る ことにして、 呼 者 能く 其の 覺を 以て 之れ に與 るに 非ざる なり， - 而る を， 


底本 「同 必 

至」 と ある は 

或は 誤り ある 

(四) 傳習錄 


卽ち呼 を 以て 覺と爲 せば、 何ぞ 啻に 千里 C- の 差) のみな らん や。 明 道の 所謂 明覺自 

然は卽 ち囘が 絕學、 晦葡が 先 覺に效 ふ を 以て 寧と 爲し、 讀書 窮理を 以て 舉と爲 す は" 

則ち 賜が 遣智 たり。 夫れ 良に 根ざす とき は 自然の 知と 爲ぃ、 識に 依る とき は 生死の 

本と 爲る、 其の 機 甚だ 徵 なり。 能く 其の 毫厘を 折ち、 疑似 を爲さ ざれば、 師門の 宗 

竅に惑 ふ 所の 者 其の 思 ひ 半に 過ぎん。 

^^覺齋曰はく、 陽 明 夫子の 學は 良知 を 以て 宗と爲 し、 門人と 擧を 論ずる 毎に、 四 

句を提 省して 敎 法と 爲す。 (卽 ち) 「無 善 無惡を 心の 體と爲 し， 有 善 有惡を 意の 用と 

爲す、 善 を 知り 惡を 知る を 良知と 爲し、 善 を 爲し惡 を 去る を 格 物と 爲す」 と。 擧者 

此れに 循 つて 功 を 用 ひて 备.^ 得る 所 あり。 緖山謂 はく、 「此 は是れ 師門 人に 敎 ふるの 

あらた 

定本に して、 一 毫も 更め易 ふべ からず」 と。 王 寵溪謂 はく  T 夫子 。敎を 立つ る、 時 

に隨ひ 之れ を權 法と 謂 ふ、 未だ 執定 すべ からず。 體 • 用 • 顯 • 微は只 だ是れ 一 機、 

(六) ん" 心 • 意 • 知 • 物 は 只 だ是れ 一 事な り。 若し 悟り 得れば 心 は 是れ無 善 無惡の 心、 意 は 

外の 先覺 者が 呼す とも 必竟 自已 の自醒 にあって 他人の ぁづ かる 所に 非す となり (七) 顏 51、 1^* とほ 誇 語子罕 S 第 十 意に 顏囘が 孔子の 道？.！ ^53 を 

嘆 じて、 「吾が 才を竭 せり、 これに 從 はんと 欲する も 由な きのみ」 といへ る を 指す (八) 論語 卷頭の 章の 集註の 說 なり (九) 子 貢の 名、 這智 と. -ひ 

： 一！ S 出の 知の 上. S ち 一 貫の ことなるべし (10) 本旨； び- 訣の意 ニー) 有名なる 王 氏 四 句敎 (一二) 装德： 、緒 山と す。 餘 狭の 人、 王 Eis- の 

門人、 萬！？ 二 年 卒す、 年 七十 九 


キ-說 に 「人欲 

も 去りて 天理 

を存 する 所以 

の 方ち-求めば、 

則ち 必す 諸れ 

も 先覺に 正し、 

諸れ を 古訓に 

考ふ。 Im して 

そ 所謂.；！ 一問 

の 切た る者然 

る 後に 得て 講 

すべく、 而も 


ざる 所 あり」 

と 出づ。 先覺 

は 我れ より 先 

に 道 も 覺れる 

人、 古川； は聖 

賢の 書 を 指す 

(五) 本心 を 

喚び おこす の 

方法な りの 意 


學 


問 
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修敎耍 錄卷之 三  一! ニハ八 

卽ち是 れ無善 無惡の 意， 知 は 卽ち是 れ無善 無惡の 知、 物 は卽ち 是れ無 無. 惡の 物な 

り。 蓋し 無心の 心 は 則ち 藏密 に、 無意の 意 は 則ち 應圓 に、 無知の 知 は 刖ち髀 寂に、 

無 物の 物 は 則ち 用 神な り。 天命の 性 は粹然 たる 至善に して 祌 感じ 祌應 ず、 其の 機已 

む容 からざる こと^り。 心 は 固に 本と 無 善なる も、 亦 得て 無 善の 名づ くべき もの あ 

るべ からざる なり。 是れ無 善 無 惡と謂 ふ。 若し 善 あり 惡 あるとき は、 意 は 物に 動じ 

て 自然の 流行に 非ず、 有に 著す るな り。 自然の 流行 は 動に して 動く ことなし、 有に 

著す る 者 は 動に して 動くな り。 意 は是れ 心の 發 する 所な り、 是の有 善 有. 恶の 意の 若 

くんば、 則ち 意と 物と 一 齊に皆 心 あり、 亦 之れ を 無と 謂 ふべ からず」。 絡 山 謂 はく、 

「是の 若 くんば 是れ 師門の 教法 を 壞り、 善舉に 非ざる なり」 と。 龍溪謂 はく T 祭 は 

須 らく 自證自 悟して、 人の 脚 跟に從 は ざれ。 轉た 若し 權法 を執定 して 定本と 爲 せば 

未だ 滞る こと を 免れず。 子が 言 詮も亦 善學に 非ざる なり」 と。 嘉蜻 丁亥の 秋、 夫子 

將に兩 廣の行 あらんと す。 緖山 謂うて 曰 はく、 「吾れ 等 二人の 所見 同じから ず、 何 を 

以て か 之れ を 同じう せん。 ぞ相與 に 就いて 正さざる」 と。 夫子 晚に天 泉 橋 上に 坐 

す。 因って 各. '所見 を 以て 質さん こと を 請 ふ。 夫子の 曰 はく T 正に 二君の 此の 一 問 


あらん こと を 要む。 吾が 教法 は 原と 此の 兩種 あり。 四 無の 說は 上等の 人の 爲に敎 を 

立て、 四 有の 說は 中等 以下の 人の 爲に敎 を 立つ。 上等の 人 は 無 善 無惡の 心の 體を悟 

り 得て、 便ち 無の 處 より 根基 を 立てて、 意と 知と 物と 皆無より 生ず、 一 了 百 當卽ち 

本體 にして、 便ち 是れ 功夫 易簡 直截、 更に 剩 欠な し、 頓 悟の 學 なり。 中等 以下の 人 

は 未だ 曾て 本體を 得ず、 未だ 有 善有惡 上に 在って 根基 を 立つ る を 免れず、 心と 知と 

物と 皆 有より 生ず.。 須 らく 善 を 爲し惡 を 去る の 工夫 を 用 ひて 處に隨 つて 對 治し、 之 

れ をして 漸々 に 入 悟して 有より. 以て 無に 歸し本 體に復 還せ しむべ し。 其の 成功に 及 

やす 

ん では 一な り。 世間 上等の 人 は 得 易から ず、 只 だ 中等 以下の 人に 就いて 敎を 立て、 

此の 一路 を 通る を 得ん。 寵溪が 所見 は是れ 上等の 人に 接する の 教法、 緖 山が 所： は 

是れ 中等 以下の 人に 接する の敎 法たり。 龍溪が 所見 は 我 久しく 發 せんと 欲せし も、 

あた  こ 

人の 信じ 及 はずして 徒に 等を躐 ゆるの 病を增 さん こと を 恐る るが 故にん 3 蓄 して 今に 

到る。 ，t は 是れ傳 心の； 祕藏 にして、 明 道 *顏 子も敢 へて 言 はざる 所の 者な り。 今旣 

に 已に說 破す、 亦是れ 天機 該ね 發泄 する の 時な り、 豈復た 祕す容 けんや。 然れ ども 

此の 中に 執著すべからず。 若し 四 無の 見 を 執れば、 衆人の 意に 通じ 得 ざらん、 只 だ 

學 問  三 六 九 


修敎耍 錄卷之 三  三 七 〇 

上等の 人に 接する に 好き も、 中等 以下 は從 つて 接受す るな し。 若し 四 有の は を 執れ 

ば、 有 善 有惡を 意と 爲す こと を 認定し、 只 だ 中等 以下の 人に 接する に 好き も、 上等 

いまだし 

の 人 は亦從 つて 接授 なし。 但だ 吾人 は 凡 心 未了、 巳に 得 悟す と雖 も、 好く 時に 隨っ 

て 漸修の 工夫 を 用 ひず。 此の 如くなら ずん ば、 以て 凡 を 超え 聖に 入る に 足らず。 所 

以に上 乘は中 下 を 兼修す るな り。 緒 山 は 資性 沈毅 なり、 龍 溪は资 性 明朗な り。 故に 

其の 悟入 も 亦 备.' 其の 近き 所に 因る。 若し 能く 互に 相 取らば、 亦 吾が 敎法 をして 上 

下 皆通ぜ しめん、 始めて 善 攀と爲 すの み」 と。 此れより 海 內相傳 へて、 天 泉辨 -rii の 

論 始めて 一 に歸 す。 因って 墓って 圖 說を爲 り、 同志の 者と 共に 之れ を參 へん こと を 

期す。 庶 はく は 其の 宗 とする 所 を 失 は ざらん、 亦 一 體交修 の 願な り。 又 n: はく、 心 

には體 なし、 明覺 其の 體 なり。. 明 覺は體 なし、 流行 感應 其の 體 なり。 

叉 曰 はく、 致 知 格 物 は 是れー 齊に手 を 下すな り、 復た 先後內 外の 分ち 観るべきな 

し。 經の 文の 在の 字， 大舉の 到頭 實に手 を 下す 處を 見るべし、 故に 曰 はく 致， 知 在 

レ格， 物と。 知は卽 ち是れ 天命の 性， 明 覺の體 なり、 而 して 物 は 則ち 感應の 用な り。 

天下 性 外の 理 なし、 豈復た 性 外の 物 あらん や。 物 は卽ち 事な り、 是れ 天下 國 〔氷の^ 


萬; 曰 g モの； 2 

誤リ篇 八擧 J 

に 首 一 者 
出 書 章 論 頁 、|1 
づ經 語 參前明 
大 堯照出 タミ 


事な り。 良知の 感應に 由って 始めて 格す る 者の 正しき あり。 物 其の 理を 得る、 之れ 

を 正と 謂 ふ。 袼物は 是れ致 知な り。 日に 見るべき の 行は隨 つて 此の 良知 》 物に 周き 

を 致し、 天然の 則 を 過たざる 者に 在るな り。 

許 敬 巷 大學述 序に 曰 はく、 大學 • 中庸の 二 篇は皆 孔門 傳 道の 書な り。 道 統の傳 は 

はじ  たげ  まこと そ 

唐 虞より 肇 まれり。 堯は 舜に咨 いて 曰 はく T 允に！： の 中 を 執れ」 と。 一言に して 而 

も盡 す。 而 して 舜は禹 に 告げて 曰 はく、 「人心 惟れ 危く、 道心 惟れ 微 なり、 惟れ 精 惟 

れー、 允に 厥の 中 を 執れ」 と。 則ち 學は 以て 性に 復り 人を盡 し、 天の 功に 合 ひ、 此 

に備 はれり。 人 は 天地の 中 を 受けて 以て 生ず、 聖凡 あるな く 此のき 咸く具 はれり。 

しづ 

然り而 して 人心 は 惟れ 危く、 中の 體， 汨み 易し、 故に 必ず 精に して 之れ を 一 に すれば 

かくる 

乃ち 能く 允に 厥の 中 を 執るな り。 孔子 は 堯舜を 祖述し、 來學に 開示す る、 蓋し 柱く 

として 精一 厥 中の 傳に 非ず とい ふこと なし。 曾 子 之れ を 得て 大事 を爲 り、 子 思 之れ 

を 得て 中庸 を 作る。 其の 止 二 於 至善 一と 曰 ひ、 中 者 天下 之 大本と 曰 ふ は、 則ち 執レ 中の 

說 なり。 其の 正 心. 誠意 • 致 知. 格 物と 曰 ひ、 戒ニ 愼不, fe 恐 ニ惧不 U 聞と 曰 ふ は、 則 

+1 じめ 

ち 精一 の學 なり。 言は殊 なれ ども 趣 は 一 なる 者な り。 大擧の 首に は 明 ニ明德 1 • 親レ民 

學問  、  三 七 一 


修敎耍 錄卷之 一一 一  一二 七 二 

を 言 ひて 之れ が 止， 一至 善 一 を 要め、 旣 にして 明 二 明 德於ヂ 、下： よりして 本 を 修身に 推し， 

叉 始め を 格 物に 推す、 此の 理 甚だ 明かな り。 其の後に 傳釋 凡そ 五節 あり、 域" お： に始 

まって 致 知 格 物 は已に 其の 中に 包括 さる。 好と 曰 ひ、 恶と曰 ふ は、 物に 山り、 せ： に 起 

(二 一 

り、 知に 隨 つて 動く を 知り、 毋と曰 ひ 、惟と 曰 ひ、 愼と曰 ふ は、 卽ち挤 、卽ち 致、 卽 

ち 誠にして 完復 し、 一 念に して 知 を 物欲より 廓清す るに 在り、 此れ 大^の 敎 なり。 篇 

I  はら ひきよ む  "レ 

中 切 琢磨 を 言 ひ、 瑟僴恂 慄を言 ひ、 克明 二 峻德ー を 言 ひ、 曰 新 又 新 を 一 百 ひ、^ 燕 敬 

止 を 言 ふ は、 本體の 上に 一物の 蔽 ある 容 からざる を 要するな り。 ^賢の 心 ゆ は 相 傅 

の 的に して^ 法の 考へ て 知る ベ きものな きなり。 忿懷 • 恐悦. 好 樂 •  .§ 一  も 物に 

著す る 所 あれば、 視れ ども 兑 えずして 聽け ども 聞えず。 親愛 • § • 畏敬 • 哀^ • 

g 惰ーも 情に 辟す る 所 あれば、 身 修まらず して 家齊 はず、 好. 忠 以て r しれが-. a に ふ 

ベから ずして 財貨 以て 己れ が 欲に 從 ふべ からず。 故に 大 寧の 功夫 は 透 底 是れ 一 格 物 

たり。 物格而 知 至と は、 雲 • 霧 を 徹して 靑大 を^、 風波 を 息め て 止水 を^す るが 如 

き 者な り。 誠意 は、 此れ を誡 にす る こと、 正 心 は 此れ を 正しう する ことなり。 此れ 

を 以て 身 を 修め、 此れ を 以て 家を齊 へ、 此れ を 以て 國を 治め 天下 を 平 かにす るが 故 


(五) 論語 里 

仁篇第 十五 章 

(六) 孟子 藤 

文 公 上篇第 四 

章に 出づ。 


有 若が 孔子に 

似た る を 以て 

これに 從 はん 

とせし 時に 曾 

子が その 不可 

も 論じて、 孔 

子の 德の 純粹 

を 江 二 水に 

て洗ひて^3-陽 

にさ. つせ る 

白の 布に 例 へ 

何人も これに 


いへ るな り 

(七) 第 十一 

卷 一 一 六頁參 

照" 同所に 

「玄に| り」 


「支 ふるに 疑 

あり」 とせし 

i.; 原本の 誤 

に 基く もの 


れ によって 訂 

正す (八) 朱 子の 說 

たり- 明の 學者、 著書 _ 


に、 孔子の 曾 子に 語げ て 「吾が 道 は 一 以て 之れ を 貫く」 と 曰 ひ、 而 して 曾 子の 孔子 

二、 一  あら  さら  かう/、 こ  く は 

を稱 して、 「江 漢 以て 之れ を 濯 ひ、 秋 陽 以て 之れ を 暴す、 々乎と して 尙ふ ベから 

(七)  くら  (八) 

ず. 一 と 曰 ふ は、 此の 謂な り。 格 物の 義 明かなら ざるより して、 孔門の 學晦 し。 「物 

に卽 きて 其の 理を窮 む」 と 謂 ふ は、 文に 疑 あり、 「事々 物々 に 於て 其の 不正 を格レ 

て 正に 歸す」 と 謂 ふ は、 徑に涉 る。 「身の 本たり、 而 して 家 圏 天下の 末た る を 格 致 

す.」 と 謂 ふ は、 文に 於て 證 ある も、 見に 於て は虚 たり。 皆 愚が 信ずる 能 はざる 所な 

り。 蓋し 宋儒司 馬溫公 嘗て 外物 を扞禦 する の說 あり、 而 して 程 子の 遣 書に も 亦 云 ふ、 

「知 を 致す は 養 ふ 所に 在り、 知 を 養 ふ は 寡欲より 善き はなし」 と。 叉 云 ふ、 「知 を 致 

す は 物に 格る に 在り、 外より 我れ を墚 すに 非ざる なり、 我れ 固より 之れ を 有するな 

り。 物に 因り 遷 迷して 知らざる こと あるとき は、 天理 滅す、 故に 聖人 は 之れ に 格ら 

んと 欲す」 と。 叉 云 ふ、 「物 來れば 則ち 知 起る。 物 各. - 物に 付いて 其の 知 を 役 かさ 

ざると き は、 誠意 動かず」 と。 本朝の 魏恭簡 が 云 ふ、 「病 は 知に 誘 はれ 物に 化せら 

るるより 重き はなく、 藥は 格物致知より 要なる はなし. 一 と。 近時 天 臺の司 寇*徑 陽 


ei 明の 說 


學 


0) 格 物の 解釋 に^ の 意 を あてし なり。 is 出 三 三 二  H 參 (一一) 魏校、 字 は 子才、 恭 簡は諡 

間 


ら じけ 右 問へ 

ざ て る 何 に 二 
る U こ れ 
袁 見と にり 二 

52  、 もて 

i 银 行 左の 


(二) 竹製の 

(11!) 我れ 道 

を 知 るの 者な 

hvi.n: 惚る る 

の 罪の i1 

朱 子な： 

り， 前 出 三 〇 

二 頁參照 - 
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の 胡子 忠 • 溫 陵の 蘇 君 孫兹に 其の 說を 主と すれば、 則ち 格 物の 義亦昭 然として 證$ 

りと 謂 ひつべし。 予近 ごろ 嘗て 關 中に 在り 大學述 一 編 を 著 はす、 中間 稱ほ騎 1^ の a-: 

けいさい  やや  たいこ あこつ ざ  • 

ありき。 頃歲山 癒に 諭 居して 旋先 君子の 大 故に 罹 ひ、 兀坐 沈思し- 忧 然として 覺 fe:; 

し 知りぬ、 此の 心、 物に 著くべからず、 澄 然として 無， 物して 性體 始め て^るる を。， 一 

乃ち 知る、 聖門格 物の 訓眞に 深切に して 著明な りと 爲す を。 邇く八 間に 入り、 ^に， 

こうち！ 5. つ  さんかい  i 

笱 中の 舊編を 取りて 復た 刪改を 加へ、 有 道に 就いて 正し 以て 共に 折衷 を爲 して 聖舉 

を 天下 後世に 閬 明に せんこと を 期す。 其の 我れ を 知れり とする の 罪、 我れ 敢 へて 辭： 

避せ ざるな り。  ； 

又 曰 はく、 問 ふ、 先 儒 謂 ふ、 「致 知 は是れ 個の 夢 覺の關 、誠意 は是れ 個の 人 鬼の 關」 一 

と C 何 を 以て か 異なる。 曰 はく、 覺は 便ち 是れ 人、 夢 は 便ち 是れ 鬼， 兩關 あらん-一 

や。 覺は 徒然と して 知覺 する のみに 非ず、 必ず 自欺 なくして 乃ち 厲の覺 と爲 す。 所 

以に 誠意 は 只 だ 致 知に 在り。 問 ふ、 誠意の 後 又 CI ら正心 あるの 一 段、 體. 認の處 如何" 

曰 はく、 心 上の 功夫 は 窮まり 盡 くる こと あるな し、 愈-造れば 愈ノ 深し、 然して 誠， 

と 正との 上に 分別して 觀 るに 在らず。 誠意の 章の 末に 云 ふ、 r 德は身 を 潤 ほす- 心 


廣 く體胖 なり」 と、 居然と して 見るべし。  * 

叉 曰 はく、 危微 精一 の 旨 を 問 ふ。 曰 はく、 人心 は 血氣緣 習に 從 つて 最も 奔放し 易 

きこと あり、 故に 危殆に して 安らか ならず。 道心 は 乃ち 天性 本然の 體 にして 思爲に 

渉らず， 故に 微妙に して 測り 難し。 危なる は卽 ち是れ 人、 微 なる は卽ち 是れ 道な り. 

天と 人との 幾、 間髮 を容れ ず- 故に 其の 精に して 之れ を 一 にせん こと を 欲す。 精と 

は 無レ雜 なり、 一 と は 無」 一 無, 雜 なり、 故に 無 J 一して 中道 我れ に 在り。 曰 はく > 然 

らば 大事の 所謂 格 致 誠 は 孰れ を か 精と 爲 して、 孰れ を か 一 と爲す や。 曰 はく、 其の 

力 を 用 ふるに 當 つて は、 總 ベて 是れ 精の 工夫， 其の 力 を 得る に 及んで は、 便ち 是れ 

一 の 境界な り。 先 儒の 格 致 を 以て 知に 屬 して 精と 爲し、 誠 正 を 以て 行に 屬 して 一 と 

爲 すと いふ は、 恐らく は 非な り。 

叉 曰 はく、 知 を 先にし 行 を 後に する の 說を問 ふ。 曰 はく、 知行 合一 は 王 文 成 先生 

之れ を 論ずる こと 詳 なり。 擧 固に 個の 知 あり、 個の 行 ある も、 其の 實是 れ兩 事に あ 

らず。 卽ち 一 念の 明 覺是れ 知、 卽ち 一 念の 眞篤 是れ 行なり。 眞 篤たら ずん ば 之れ を 

明 覺と謂 ふべ からず、 明覺 なら ずん ば 之れ を眞 篤と 謂 ふべ からず。 故に 知行 は 原と- 


修敎耍 錄卷之 三  三 七 六 

是 れ合體 し、 正 心 誠意 致 知 格 物 は 究竟 只 だ是れ 一個の 功夫な り。 且つ 明，, 明德, の 如 

きも >  明の 字 は卽ち 行に して 原と 偏り： |§ する ことなし。 知, 止 而後 有, 定と III ふ も、 

眞に 4- まるに 非 ずん ば 何 を 以て か 定を語 らん。 知 至 而後 意 誠と 曰 ふ も、 i 就に 至る に 

非 ずん ば 何 を 以て か 誠 を 語らん。 此れ 皆 玩味して 之れ を 得べき 者な り。 蓋し 知行の 

兩言は 乃ち 是れ偏 を 補 ひ 弊 を 救 ふの 法に して、 孔門の 人を敎 ふる、 多く は 行邊の 5^ 

に 在って、 知 は 其の 中に 在り、 亦 知 仁 思學夾 持して 說く處 あり。 未だ 知ら ざれば 之れ 

を 知に 詔き、 未だ 行 は ざれば 之れ を體 に；^ くも、 判然として 兩. 現の 事に 非ざる なり" 

又 曰 はく、 問 ふ、 中席に 所謂 「不 レ覩 を戒愼 し不, 聞 を恐惧 す」 る は、 ^に 性體の 

二) 大擧の 

に 上より 體認 する に 似たり、 何 を 以て 格 物の 功に 同じき か。 日 はく、 戒 m は 全く 邪 を 

H:f にも i  閑ぐ 爲 なり、 卽ち 是れ格 物な り。 但だ愼 レ獨の 一 言 を 看る に、 大ゅ • 中 とも 異な 

レ兑 一一 乎 ses; レ  す 

お |j る ことなし。 聖舉 此れ を舍 つると き は 其の 力 を 致す 所な きなり。 

(二)  000  又 曰 はく、 格 物 は 卽ち知 を 致す 所以に して、 誠意 は 猶ほ邪 を 閑ぐ がごと く、 卽ち 

Js^*g 克  (二)  § 

^^s! 誠を存 する 所以な り。 克己 は卽ち 鱧に 復る 所以な り。 先 儒 は 唯 だ 格 物 を 肴 得する こ 

(三〕 程 朱 を  はん 

1" す  と 稍ゃ泛 にして、 先 づ敬を 以て 主と 爲 さんと 欲す。 王 文 成义謂 ふ、， 「誠意 を 以て 主 


と爲 せば 則ち 敬の 字 を 添 ふる を須 ひず」 と、 亦 費せ り。 

SLf ポ 1、 叉 曰 はく、 程お 子の 曰 ふ、 「格 物 も 亦 一 端に 非ず。 或は 書 を 讀んで 道義 を講 明し、 

先生 の Sec 

或は 古今の 人物 を 論じ、 或は 事物に 應 接して 其の 當否 を處 する が 如き、 皆是 なり」 

と。 朱 子の 云 ふ、 「或は 之れ を墳 典の 著に 考へ、 或は 之れ を 念 慮の 微に 察し、 或は 

之れ を 文字の 中に 求め、 或は 之れ を講 論の 際に 索む」 と。 二 先生の 論ずる 所、 學者 

に 在って 誠に 之れ あり、 伹だ心 正しから ざるの 時、 意 誠なら ざるの 時に 當り、 且つ 

講明深 索 せんと 欲する も， 急に 應じ難 からん か。 惟 だ 之れ を 念 慮の 微に 察すと いふ 

(五) 對症か 一語 始めて 1 證の藥 たり。 程 子 亦 云 ふ、 「格 物 は 之れ を 身に 察する に 若く はなし。 

其の 之れ を 得る こと 尤も 切なり」 と。 吾れ 其の 是 なる に從ふ のみ。 

叉 曰 はく、 克己 を 以て 格 物を證 すれば、 己れ と 物と 對す、 何ぞ强 ひて 之れ を 同じ 

うする を 得ん や。 曰 はく、 人の 生る る や 各！ 氣質 あり。 氣質 あれば 便ち 物欲 あり。 

とら 

氣 質と 物欲と 交-病 ありて、 性 之れ が 爲に蔽 はる。 朱 註に 云 ふ T 但だ氣 禀の拘 ふる 

所、 物欲の 蔽ふ 所と 爲れ ば、 則ち 時として 昏 する 者 あり」 と は是れ なり。 復ぃ 性の 

學は只 だ蔽を 怯く に 在り、 氣 質の 上より 消融 するとき は 克己と 曰 ひ、 物欲の 上より 

學 問  三 七 七 


三 七 


子、 淵 は 

克 -し復 を 主 

とす、 お 子 は 

大舉に 於て 格 

物 をキ- とす 

(二) もしへ 

のこと、 納 St 

せりと なな 

(H)  ii 雍 

也？ n ぷニ 十五. 

章に 「_ ？ナ 1W 

®f, 一 於， 乂， T 約レ 

之以 レ^、 亦 

可-w 弗. レ畔 

夫」 と やっつ。 

後出 1： 二  S:H 

淵篇 首な に、 

is 淵克 ヒ很^ 

の 目 を M ひし 

に、 「子 曰、 * 

禮勿 レ！？ r 兆 

勿レ！ 勿 

レ (气 非 勿 

レ動」 と あり 

(五) 前 出 一 

(六〕 

中 I を it す 


廊淸 するとき は 格 物と 曰 ふ、 其の 實は兩 病 一 痛に して 治 法 異ならず、 此れ を^げ て 

以て 彼れ を該 ぬべ し。 聖賢 人に 敎 ふるに 千 言 萬 語す る も、 總 ベて 是れ這 筒の 脈路た 

り、 んゃ顏 曾の 攀 同じく 源流 を 一 にす る 者なる を や。 曰 はく. 克己 は 格 物に M じ 

と は、 則ち 旣に命 を 聞け り。 其の 「我れ を 博く する に 文 を 以てす」 と 謂へ る 博 文の 

功 は將に 何れの 所に 事 を 事と する か。 曰 はく、 此の 身 天地の 問に 在りて は、 禮條三 

百 威儀 三千、 何もの か 文に 非ず とい ふこと なし。 博 文の 歸 は 全く 約禮に 在り。 火 

(巧)  も，、  すな ょ_ 

子は顏 子に 吿 ぐるに 克復の 目 を 以てし、 就ち 視聽 言動の 上に 在って 功 を 用 ふ。 視聽 

言動 包ぬ る 所の 者 博し， 卽ち 博に して 卽ち 約、 ？ 1- 二つ あらん や。 曰 はく、 然 らば 則 

ち 所謂 詩 を 誦し 書を讀 み、 名物 を考 索す る は、 魔して 講ぜざる べき か。 曰 はく、  S 

ぞ廢 すべ けんや。 孟子 云 はず や * 「學 問の 道 は 他な し、 其の 放心 を 求む るの み」 と， 

古人の 學、 要は 以て 身 を 養 ひて 身を撿 し、 其の 當に讀 むべき 所の 書を謓 み、 其の 當 

に考 ふべき 所の 物を考 へ、 泛濫 疎略 あるな し、 卽ち 是れ舉 問な り。 但し 虞 廷の傅 心 

も、 孔門の 舉を 論ずる も、 倶に 根本に 從 つて 討究す、 未だ： i 讀考索 を 以て 急と 爲さ 

ざるな り。 ♦ 


叉 曰 はく、 孔門の 曾 子、 大擧を 作る こと、 當に 一 貫 を 聞きし の 後に 在るべし。 其. 

(八) 

の (所謂 忠恕) 所謂 三省 は 格 致 誠 正の 學と同 i,- きもの あり や 否や。 曰 はく、 不忠 不信. 

不習は 卽ち是 れ致知 • 誠意に して 心 正しき なり。 不， 欺 之れ を 忠と謂 ひ， 亡， あ 之れ 

を 恕と謂 ふ。 此れ 其の 理酷 合す、 尤も 見易し と爲 す。 然 らば 則ち 三省と 忠恕と は卽 

ち 之れ を 一貫と 謂 ひて 可なる か。 曰 はく、 聖學は 只 だ 此の 心に 在り、 一 なるとき は 

「た) 

純に して、 二 なれば 則ち 雜 なり。 虞廷に 惟精 惟一 と 言 ひ、 伊 尹 は 協 ニ於克 fT 1 ナル 

力 ナノ  ハ タダシ ノ ヲ 

哉 王 心と 言 ひ、 易に 天下 之 動 貞ニ夫 一 1 と 言 ふ は、 一 に 非 ざれば 以て 天下の 動 を 制 

すべから ず、 孔子の 所謂 ー以 貫, 之 ものな り。 三省と 忠恕と は 皆 一の 工夫 を 求む る 

所以な り、 顧 ふに 未だ 聖人の 純一 の 地位 を 致し 得 易から ざるの み。 大學に 止 二 於 至 

善, と 言 ひ、 中庸に 中と 言 ふ は、 天下の 大本に して、 都て 是れ 這の 一 の理 なり、 格 

致 誠 正と 戒慎 恐 惧は卽 ち是れ 一 を 致す の學 なり。 曾 子 • 子 思 並に 聖 門より 親しく 相 

授受す、 安ん ぞ 別に 蹊徑 ある こと を 得ん や。 

又 曰 はく、 問 ふ、 格 物 は 聲色貨 利の 類の 如き も 將た盡 し 格して 之れ を 去る や 否や。. 

曰 はく- 傳の 中に て 毋ニ自 欺 一と 自慊 等の 語と を 最も 明 功と 爲す。 天理 人欲 は 同行に 

學 問  三 七 九 
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して 情 を 異にす、 其れ をして 天理の 公に 出で しむれば、 此の 心. c ら是れ 安安に して 

愧作 ある ことなき も、 一 に 人欲の 私に 出 づれば 此の 心 便ち. SI ら守 あらず して 掩護に 

暇 あら ざらん。 所謂 格と は 其の物の 吾が 心 を はして 安から しめざる 者 を 格 十な り Q. 

然して 成？！ は聲 色に 邇づ かず、 货利を せず。 易に 言 ふ、 懲レ 忿窒， 欲と。 心を累 はす 

の 物 一分 を 格し 得れば、 性 體-旃 ：！ ェ 十る こと 一 分な り。 格し 到って 盡 くるの 時， 陰 P£ 

全く 消え 陽 明 全く 復 して、 方に 志に 惡 なしと 爲す。 聖人 • ^人 • 衆人の 等級 は^だ 

理 欲の 分數 rm 長 如何と 觀る のみ。 舉者 耍は須 らく i 莨に 其の 力 を 致して 始めて 得べ し" 

叉 曰 はく， 王 文 成 先生 致， I 良知 1 の 說を問 ふ。 臼 はく、 先生 當時 原より 悟る 處 あり、 

(二 一 

性 靈に洞 徹す、 因って 此の 三 字の 口 決を枯 じて、 人々 をして 反 求して 其の 本心 を 得 

しめんと 欲し、 一 に 支 離： t: 漫 のお を 破る。 此れ 後 舉に功 ありし こと 小なら ず。 但だ 

知の 體は 人に 在る こと 亦 甚だ 圓活 なり、 大舉に 個の 知レ 止を說 いて、 致 知の 兩字は 

却って 誠意と 格 物との 間に 頓 在す。 便ち 一毫の 走 作 も、 單り 一 筒の 良知 を 提るを 得. 

ざるに 似て、 舉者依 傍し、 靈明知覺は遂に多く空虛疎略の病に^^む、 言 を 立つ る 所 

以の 妙は聖 門に 如かず。 然して 文 成が 語錄に 原より 謂 はく T 格 物 は 致 知の ゆ "li と * 


叉 謂 はく、 「大擧 の 要は 誠意の み。 眞に 能く 物累を 格し 去って 以て 此の 良知 を 致し 

て 一 に 之れ を 誠意に 歸す」 と。 此れ 豈後 來學 者の 流 弊 あらん や。 叉 問 ふ、 無， 善 無 

レ惡は 心の 體、 有 レ善有 レ惡は 意の 動， 知レ善 知レ惡 は是れ 良知、 爲レ善 去 レ惡は 是れ格 

物と。 文 成 先生の 此の 語 は 如何。 曰 はく、 大學に 明かに 在 レ止ニ 於 至善 一と 言 ひ， 中 

庸は明 善 を 要と し、 孟子 は 性 善な りと 道 ふ。 せ： しく 無 善 無惡を 以て 宗と爲 すべから 

ざるが 似し。 然れ ども 學者 至善に 止まる を 知り 得れば、 却って 一善の 名づ くべき な 

し。 善の 名づ くべき もの あれば、 便ち 至善に 非ず。 爲 J^n 去 レ惡の 工夫 は 格 致 誠 正の 

四 字但だ 之れ あり、 格 物 は 乃ち 其の 下手の み。 誠に 自己の 身心 上より 理會し 得て 分 

明に、 前賢の 言語 肯 後なる こと 自ら 見ん。 

叉 曰 はく、 物欲 を 格し 去る は 幾ど虚 寂の 談に 近から ず や。 曰 はく、 儒者 多く 此の 

疑 を 抱く、 俗學に 局して 破るべからざる 所以な り。 易の 咸の 象に 曰 ふ、 「君子 は虚 

けいじ でん  えき 

を 以て 人を受 く」 と。 係 辭傳に 曰 ふ、 「易 は 思 ふこと なきな り、 爲す ことなき なり。 

寂然と して 動かず、 感じて 遂に 天下の 故に 通ず」 と。 虚と曰 ひ 寂と 曰 ふ は， 孔子 嘗 

て 之れ を 言へ り。 曾 子の 顏 子を稱 して は、 「無き が 若く、 虚な るが 若し」 と 曰 ひ、 


三. へ 二 


(一) 0^ 

第 H 章に 

子 おに 2:、 毋 

匕 は、 毋 レ必、 

母レ 罔、 ttt レ我 

と 3,に つ 

(二) 老子と 

爲迦の 二人 も 

指す ，， 


3 法说を 

破. SS する の 意 


S  SiSt せ 


弟子の 孔子 を 赞 して は、 「意な く、 必 なく、 固な く、 我な し」 と 曰 ふ。 此れ？！ iM 物 

たんぜん 

の 以て 其の 心を累 はすに 足る こと あらん や。 聖賢の 心 は 惟 だ 其れ 湛 然として 虚明 

に、 潤 然として 寂靜 たり、 故に 以て 酬酢 萬變 して 泛く應 じて 窮まら ざるべし。 ^者 

此の 理に昧 くして 輒ち虚 寂 を 以て 之れ に歸 す。 二 氏是に 於て 聞 に 拘し 事物に 泊 

著し、 以て 自ら 其の i:^ 心 を 松 塞す、 惜しむべき のみ。 然 らば 則ち 二 氏と 吾が 儒と 何 

を 以て か 異なる。 曰 はく、 大學の 君子 は 明德を 天下に 明かに せんと 欲し、 巾^の 究 

竟は 天地に 位して 萬 物 を 育 せんこと を 要す。 中間 多少の 事あって 頭に 在る も、 其の 

本 は 心に 在り、 格 物の 盡、 戒愼の 極に 非 ざれば 不可 あるの み。 老 氏の 虚無 を談 じて 

(一-に , 

遂に 仁 を 絶ち 禮を棄 て、 斗 を 剖り 衡を 折らん と 欲し、 釋 氏の 寂滅 を談 じて 人倫 を 離 

棄し 天地 を幻妄 なりと する に 至る が 若き， 此れ： 1： ぞ 吾が 儒の 名敎と ：n を： 1： じ-つして 

語る ベ けんや。 曰 はく、 得たり、 謂 ふ 所の 虚 寂なる 者と も 亦 同じから ざる あり や。 

曰 はく、 虛 にして 之れ を虚 とし 以て 無に 歸十、 寂に して 之れ を 寂と し 以て 滅に歸 す、 

二 氏の 過たり。 吾が 儒の 舉は、 虚 にして 而も 未だ 嘗て 實 なら ずん ば あらず、 寂に し 

て 而も 未だ 嘗て 感ぜ ずん ば あらず。 此れ 其の 理具に 易に 在り。 差 は 之れ" fl- にして 一 


謬 まるに 千里 を 以てす。 學者當 に 之れ を玩 思す ベ し。 

叉 曰 はく、 問 ふ、 本来 無 物 は、 禪門 以て 上 乘と爲 す。 吾が 儒 格 物 を 以て 下手と 爲 

す は、 第二義に 落つ る ことなき を 得ん や。 曰 はく、 聖賢 は 義理 を 論ずる こと 最も 平 

正と 爲し、 工夫 を 論ずる こと 最も 功と 爲す。 {是 に 本 來無物 は 性 固より 然るの み。 若 

し 格， 物に 非 ずん ば、 何 ぞ遽に 無と 云 はん。 然して 格の 言た る、 其の 本の 無た る を 

正して 之れ を 格すな り。 孔子の 聖 すら 自ら 「下學 して 上達す」 と 謂 ひ、 義を 聞いて 

徙る能 はず、 不善なる も改 むる 能 はざる を 以て 憂と 爲し、 大 舜の大 なる も- 己れ を 

舍 てて 人に 從 ふに 在り。 何ぞ言 ふことの 易き や。 只 だ 格致誡 正に 從 つて 功夫の 功せ 疋 

に 做し 去けば、 向上の 一 關 久しう して 當に 自ら 見得すべし。 

叉 曰 はく、 問 ふ、 「格 物」 の 物と 「物に 本末 あり」 の 物と、 豈ニ 物な らん や。 曰 

»  , , 、ツル. ヲ  (五)  『六) 

はく 聖賢の 立 ヒー 目 は 原と 拘泥な し。 1. 克己 J の 己と 「由 己」 の 己と 强 ひて 之れ を 同 

じと すれば、 便ち 有た 通じ 難し。 若し 格 物 を 看 得し 透る 時 は、 胸中に 一 物 を も 著け 

ずして、 而も 天下の 物 我れ に 由らず して 應 ずるな く、 日に 天下の 物に 應 ずと 雖も而 

も 曾て 一物 も 胸中に 留滯 する ことなし。 卽ち 謂へ らく、 雨の 物の 字 は歸を 同じう し 
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て 亦 不可なる ことなしと。 然して 朱 先生が 云 ふ 所の 「事物の 理に 窮め： やる」 と、 王 

文 成が 云 ふ 所の 「其の物の 不， 正 を 格して 以て 正に 歸 す」 と は、 上下の 物の 宇俱に 

未だ 嘗て 照應 せず。 經傳の 義理 を理會 十る に は、 政に 須 らく 字面の^ <!:: に.； るべ か 

ら ざるな り。 

又 曰 はく、 問 ふ、 經の 文に 云 ふ 所の 知 レ止. 知 至. -.^ レ本は 同じき か 異なる か。 曰 

はく、 知, 止と いふ は 止まる を 重んず、 性體の 完復を 以て 曾 ふなり。 知. 个- とい ふ は 

知 を 重んず、 靈 明の 透徹 を 以て 言 ふなり。 知レ 本と いふ は 本 を 重んず、 精神の^ 1 

を 以て 言 ふなり。 然して 精神 一 に；^ すれば 便ち. E ら 靈明徹 透し， 1^ 明徹透 すれば 便 

ち 自ら 性 體完復 す。 言 各. - 當る攸 ありて、 初めより 先 後深淺 なし。 然り而 して 大ゅ 

の 功 は 必ず 知 レ止を 以て 要と 爲す。 

問 ふ、 孔子 仁 を 以て 敎と爲 す も、 大擧の 經の文 は 仁の 字に 及ばず、 傅の 中に 「君 

と爲 りて は 仁に 止まる」， 「堯舜 は 天下 を帥ゐ るに 仁 を 以て 十」、 「惟 だ 仁者の み 能く 

人 を 愛し 人を惡 む」 とい ふ は、 皆 之れ を 君 上に 屬せ しむ。 抑- 說 あり や。 ni はく、 

仁 道の 全き を 論ぜる 者、 大學と 中^との 二 書に 如く はたし。 此れ 其の 现默識 して： 


るべ し。 天命の 性 • 至善の 理は 人々 具足し- 求む ると き は 之れ を 得るな り。 若し 至 

善に 止まる に 到り、 其の 中和 を 致す こと は、 堯 • 舜. 文. 孔子の 聖に非 ずん は 以て 

モ } 

i 丑  1:1 卦文 此れ を 語る に 足らず。 易に 曰 ふ、 「元は 善の 長な り。 君子 は 仁を體 して 以て 人に 長た 

るに 足れり」 と。 道を修 むる に 仁 を 以てする は- 尤も 君 上の 責 なり。 顧 ふに 其の 理 

y ハ i 一大 二なら ず。 所謂 「天子より 云々 本と 爲す」 とい ふ 者な り。 

SA0  問 ふ， 今日の 學は當 に 何者 を 以て 宗と爲 すべき や。 曰 はく、 此れ 予が敢 へて 知る 

sk.s  •  をし へ  あきらか 

. ひ 3t」 。とれ t  所に 非ざる なり。 聖賢 訓を垂 るる * 炳 なること 日月の 若し。 後 来の 儒者 各-得る 所 

M 一二 六頁參  を 以て 宗を提 り 旨 を 立つ る も、 大端 大本 は 同じから ざる あるな し。 同じから ざれば 

寧た る 所以に 非ず。 但だ學 者 各，' 性の 近受 する 所 ありて、 病 も 亦 各-^ 淺深 あり。 稽 

ひィ广 S 一 古 自修して 擇取を 嫌 は ざれ。 鄙 人の 本質 は庶 1:^ く は 忠信に 幾し- 第 だ 意 氣發揚 に 

次 JSr 十 一 卷 

^^^0^ る 毎に 常に 古人の 敬 止 を 以て 法と 爲 さん こと を 思 ふ。 ，1, 止 而後 有 レ定の 一 語- 蓋 

ゆし 讀方名 こころ  こつ ？っ 

底本に よつ。 て  し 三十 餘年 衷に存 省せ しも、 涵養に 力む る ことなく、 病根 常に 在り。 比 來袼物 を 看 

M ば れ" 得して 一 たび 功夫 を 著く るに、 眞 切嚴毅 にして 躲 閃す 容 からず。 物 あれば 蔽 はれ * 

S 逃る 意 物なければ 明かな り。 物 あれば 亂れ * 物なければ 定まる。 爱 夜の 間も絕 えて 物の 1 

學 問  三 八 五 
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UL^i なきと き は 心境 常 に帖 なり。 庶幾 は 敬 止して 氣象語 默動靜 の 犬 則に 遠 ざ か ら ざ ら ん， 

^.  *| こと を。 線に 絲毫の _ ^動 あれば、 雲^の 忽ち 起って 我が 大虛を 障る が 如き も， 猶ほ 

つ ^なり 

幸に 猛然た る 省 覺のカ もて 反み て 之れ を 格し、 以て 止に 歸 せんの み。 故に. りに 知 

^^^^^ レ止を 以て 大舉の 第一義と 爲 して、 格 物 を 下手の 功夫と 爲十。 此れ 昔 賢の 所謂 對設 

SS か  の藥 なり。 世の 舉者は 根 器 も 同じから ず、 造詣 も 亦^な り、 惟 だ 其れ 悟入せば 不 4 

ある ことな けん。 豈 必ず 一 說を 以て. E ら號 して、 將に犬 下 を 率ゐて 之れ を從 はしめ 

ん とする や。 諸君 之れ を愼 み、 各.' 眞の修 を 務め、 口 說を騰 くして 以て 幸と 爲すこ 

と 毋れ。 

問 ふ、 宋 以来の 儒 者 其の 大舉 の說に 於て、 意： ：15^ 何 を 以て 紛々 たる や。 曰 はく、 義 

S  § 理は 原と 是れ窮 りなし、 聖舉も 亦 討究 を 費す。 大 寧. 中 魔の 二 篇は舊 と 戴 記の 中に 

こと  キじ  、 

雜り、 傳習 する 者 少し、 二 程 先生 始めて 之れ を 表 章し、 朱 文 公 先生に 及ん で^た 訓 

(gn つ  えらた 

S 後に 來 解を爲 して 以て 来に 詔ぐ。 其の 功 並に 大 なり。 何し 程 先生 一 たび 戴 記の 舊本 を更 め- 

る 者  S  1 

而 して 朱 先生 再び 之れ を更 め、 叉 致 知 格 物の 原 傳亡闕 せる を 疑うて 一 篇を 補完す。 

其の 心 最も 苦しんで 其の 旨 稍 や 異なれり。 是に 於て か 我が 明の 王 文 成 之れ を 非と し 


て、 大擧の 古本 を 取りて 旁註 を爲し 序言 を 作る。 今 世の 學者 古本の 完書 たる こと を 

知る は、 則ち 王 先生が 力なり。 然して 王 先生 致 二 ft- 知 一の 三 字 を 揭げて 宗旨と 爲し * 

■  二と /t. 、 

其の 雅意 一 に 重き を 致 知に 歸す、 則ち 大 辜の 條 莨に 於て 亦 未だ 盡く 符合せ ず。 此れ 

5^1^ は 見 後 學の猶 ほ 疑な き 能 はざる 所以たり。 近時 李孟 誠大舉 古義 を 著 はして、 專ら I つ あ 

豐 爲レ 本の 一 語 を 以て 宗を提 る， 至って 直截 簡易に 似たり。 乃ち 謂 はく、 「止 は 其の 入 

おに；^， 资、 修は 其の 功夫たり。 身 は 其の 歸宿、 善 は 其の 命脈な り」 と、 而 して 一之れ を 本と 

す」 の 一言 叉 此の 身を默 化し 此の 善 を 操 柄す る 所以 なれば、 則ち 又孟 誡の昆 に 落ち 

.if.LW 敦顔、 て 言說を 費せ るな り。 道 は 天下に 在りて、 本より 人我な く、 亦 古今な し、 但だ is-.- 

SB 溪 先生 の " 一 

"。の 相發 明す る を 得ば、 何ぞ 同異 を 妨げん。 故に 朱 子 嘗て 程 子の 說を更 め、 王子 復た朱 

』；J ^一一 その 聖 子の 說を更 む。 今日 吾 儕 各.' 著述 ある も、 之れ を 要するに 以て 此の 理を發 明す るな 

1  一？ IS  二十に 出  ぜ 

づヌ & り、 豈敢へ て遽に 以て 是 なりと 爲 して 前人に 度 越す と 謂 はんや。 夫の 紛々 の 說の若 

虚： おお. 靜虚則 

お K々」 と あ  き は， 其れ 必ず 以て 後 聖を俟 ち、 乃ち 定まるべき なり。 

りて 虚の字 一 

一； K たに 一 几 it  許 敬 巷 曰 はく、 人心 は 本 來是れ 誠にして 亦 本 來是れ 明な り。 只 だ 物欲の 爲に蔽 は 

よ 通 書に よつ  (七 一 

で 訂正せ り  れて 明なら ず 誠なら ず。 故に 大學 最初の 下手 は 格 物に 在り。 周 元 公の 易 通に 云 ふ、 

學 問  三 八 七 


修敎耍 錄卷之 三  三 八へ 

「無欲 なれば 則ち 靜 なるとき は 虚しく、 動く とき は 底し。 靜 なるとき 虛 なれば^ ち 

明な り、 明 なれば 則ち 通ず。 動いて 魔し きとき は 公な り、 公 なれば 則ち 博し」 と。 

其れ 斯れの 謂 か。 

又 曰 はく、 文 成の 古本 序に 云 ふ、 「大學 の 要は 誠意の み。 誠意の 功 は 格 物の み。 誠 

意の 極 は 止 至善の み。 止 至善の 則 は 致 知の み」 と。 經 義を顱 倒して 重き を 致 知に ii 

十。 此れ 文 成の 宗 にして. た大风 やの 本意に 非ざる なり。 

叉 曰 はく、 王 龍 溪氏云 ふ、 「意の 用く 所 を 物と 爲す、 意の 到り 動く 處は 便ち 欲に 流 

れ 易し。 故に 須 らく 應迹 上に 在って 寐 欲の 功夫 を 用 ふべ し。 {4 の 又教、 以て 無に 至 

る >  是れ 之れ を 格 物と 謂 ふ。 卽ち物 を 以て 欲と 爲 すに 非ざる なり」 と。 能溪は 最も 

其の 師の致 二 知 一の 說を 尊信して、 論ずる 所の 格 物 も 亦是の 若き もの あり。 此れ 以 

て 人心の 同じく 然る を觀 るべ し。 

又 曰 はく， 羅文恭 云 ふ、 一， 致 知と は 知る 所 を 至すな り。 致, 知 は 何に 在る か。 吾れ 

と 天下と 感動 交涉 して、 ー體に 通じて 間隔 を 有する ことなき とき は、 物 格り 知 至つ 

て 止まる 所 を 得。 知 を 致して 而も 物に 格る にあら ざれば、 則ち 以て 開， 物 成，：^ に 足 


らず。 此れ 聖學と 二 氏との 端緒 同異 由り て辨 ずる 所な り」 と。 愚 謂へ らく， 天下と 

通じて 一 體を爲 して 間隔な き は， 若し 物の 累を 格し 去る に 非 ずん ば 安ん ぞ此に 及ぶ 

こと を 得ん。 開， 物 成， 務は 其の 本 洗 心. 藏密. 齊戒. 神明に 於て 斷 ずるに 在り、 聞 

けん ぜぅ 

昆 の 能く 湊泊 する 所、 私智の 得て 牽擾 する 所に 非ず。 且つ 大舉に 明德を 天下に 明か 

にす るより して 之れ を 格 物に 遡らし むる は、 是れ實 より 虚に歸 り、 用 を 拾うて 體に 

歸 するな り。 物 格より して 之れ を 天下 平なる に 推す は、 是れ微 より 顯に 及び、 簡を 

執って 煩 を M 丈るな り。 二 氏の 論ずる 所の 虚無 寂滅の 敎と は、 眞に是 れ毫厘 千里な 

り、 格 物 上に 在って 便ち 開 物 成務の 見解 を 作し、 學者 をして 下手の 難き に 苦しまし 

むる を必 とせざる なり。 

叉 曰 はく， 朱 子 は 司馬溫 公を闢 けて 云 はく、 一， 外物 を禁 いで 而 して 後に 以て 道に 

至る ベ くんば、 則ち 是れ 父子 を絕 つて 而 して 後に 以て 孝 慈 を 知るべく、 君臣 を 離れ 

て而 して 後に 以て 仁 敬 を 知るべし」 と。 叉 云 はく、 「物に 卽 いて 以て 其の 原 を窮む 

る こと をせ ずして、 徒らに 物の 己れ を 誘 ふ を惡み 一 切扞 いで 之れ を 去らん と 欲する 

とき は、 必ずや 口 を 閉ぢ腹 を 拷 して 然る 後に 以て 飮貪の 正 を 得べ く、 種類 を絕滅 

學 間  三 八 九. 
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して 然る 後に 以て 夫婦の 別 を 全うすべし」 と。 王 文 成 朱 子を關 けて 則ち 一 ふ、 「理を 

事々 物々 に 求む と は、 孝の 理を 求む るに は 其の 親に 於て する が 如きの 謂な り、 ^の 

理を 求む るに 其の 親に 於て 十れば、 則ち 孝の 理 其れ して 吾れ の 心に 在り や、 抑 も 

二)  果して 親の 身に 在り や」 と。 此れら 皆 不平 心の 論な り。 溫公 何ぞゅ t て 人倫 を絕 ち.； ii 

者 ^リー. もと 

^  類を滅 せんこと を 要 めん や、 而 して 米 子何ぞ 嘗て 孝 を 親の 身に 求めし めん や。 儒者. 

gs の 人し 萬 

E 十 年 ST 年  の^を 論ずる こと 勝 心 を 免れず， 自ら 其の 言の 過當 なる を 知らざる こと 此の 如きな 

六十 三 

(二)  J«r  ；  0 

字 は， Miw、 宋  ー  < 

^や^^  叉 曰 はく、 顧叔 時の 通考 に、 i^. 文靖公 槐が更 定の火 や 本 を 載せ、 知 1.^ 以下^ 近 

に官 15,*$ 相 兼  ク， -ズ レナ / 

, 道矣に 至る までの 四十 二字 を 取って、 聽， 訟吾猜 レ人也 の 右に 置き、 以て 致 知 格 物 を 

* けて 文. し 釋寸。 1 虚齋氏 は 則ち 物 か 一本 末 一の 一 條を知 レ.^ . の 一 條の 上に 提ぐ。 然れ ども 當時 

(一二) この 條  (お〕  ちか？ つ  < 五一 

ニー  の 格 物の 訓醉は 鼓に 朱 先生に 從ひ 未だ 異なる こと あら ざり き。 近日^ 端 簡が古 首の 

ISi 介 M リ明 內に、 大學の 石 經本を 載せて、 物 有 二 本末 1 を 以て 致 知 格 物の 下に 接く。  ^者 多く 石 

の 人。 虚齊先  0  い  、 

fL.; い』， 經の 古書た る を 信じ、 格 物の 斷は卽 ち 物 有 一-本末 一の 物な りと 謂 ふ。 余 石經の 編， を 

觀 るに、 殊に 曉 るべ からず、 ニ千餘 年に して 忽ち 此の 木 あり、 ククくは好^!$の爲に 


|rg5  ？ A 
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出づ るな らん。 其の 謂 ゆる 一，. 目 二 天子 一 以至ニ 於庶人 一の 數語は 正に 格 物を釋 くな り」 

(六) 王 良、 と は- 則ち f 心齋氏 嘗て 之れ を 言 ふ。 余 其の 說を 聞く こと 三十 餘年 なり。 心 齋の言 

王 陽 ax ジ-古 § 弟  0  - ーリ  0  0„< ヲスル 

篇 £，■  に 曰 ふ、 一， 格 物と は、 其の物 有 二 本末 一の 物 を 格すな り。 致 知と は、 其の 知， 所 一一 先 後一 

の^。、 卽ャ 了  0  ヒテレ バル  ミテ ム レヲ 一一 

有！； r 得 者 r の 知 を 致すな り 一 と。 叉 曰 ふ- 「行 有 一一 不， 得 者； 反 求 一一 諸 己, とい ふ 己れ に 反み る 

反 求 1 ー諸已 T 其  - ンク y  レー 一 

f 之 J£ は マ I 是れ格 物の 工夫に して、 其 身 正 而 天下 歸ぃ之 は、 己れ を 正しう して 物 正しき 者な 

と あ りに 一 と。 豈 直截 簡易なら ず や。 然して 余の 未だ 之れ を敢 へて 信ぜざる 所以の 者 は、 

り 

明 二 明德於 天下一よ りして 之れ を 正 心に 推し， 又 之れ を 誠意に 推し、 又 之れ を 致 知に 

推し， 叉 之れ を 格 物に 推し、 步々 緊切、 層々 細密に して、 始めて 親切に して 味 あり 

と爲 せば なり。 今 乃ち 格 致 を 云 ふに 身 を 之れ 本と 爲 して 家國 天下 を 之れ 末と 爲すは 

是， e 重復 して 個の 先修 一一 其 身 一 を 解す る もの、 何ぞ 必ずしも 爾云 はんや。 其の 己れ を 

反み る は 是れ格 物の 功夫と 云 ふ も、 格 物の 一 一字 は 以て 訓 じて 反 レ 己と 作す ベ からず、 

若し 反， 己 と 謂 はば 乃ち 格 物た る 所. 以 則ち 叉 蛇 を畫ぃ て 足 を 添 ふ る な り 。 

叉 曰 はく、 是 皆以, 修, 身爲， 本と い へ る 本と は 只 だ家國 天下に 對 して 言 ふ。 故 

に、 (I へ 本 • ゾ而 末： i まルぁ ァ &K と 日 ふ。 都 端簡が 古言に 謂 ゆる 一. 齊治均 平 格 物 誠 正， 

學 問  三 九 一 
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皆修を 以て 本と 爲す」 とい ふ は 恐らく 非な らん。 

又 曰 はく、 顧叔 時前辈 の 諸 本に 因って、 全く 格物致知の 傅を訂 し， ^に 物 有 二 本 

末 一 (一： ム々) の 十六 字 を 以てして、 次に 自ニ犬 子 1 以 於庶人 1 より 此謂二 知 之^ 1 也に 

至る 五十 字 を、 子 曰聽， 訟吾 猶レ人 也の 三十 字 (の 右) に 次して、 謂へ らく 大^の 全 

き 書たり と。 夫れ 石 經の傳 へし 所 を；：： 2 ぜ しか。 近 儒の 所見に 從 へば、 則ち 之れ を 全 

き 書と 謂 ふ も 亦 宜し。 但し 聖賢の 經傳は 必ずしも 後人の 布置 安排を 以てせず。 戴が 

本に 俾 ふる 所 は 古より 以 來頭腦 亦， B ら 明^な り、 從 ひ錯簡 あると も 只 だ" 娘ら く 疑 は 

しき を 閥くべし。 諸 公紛々 として 各. -更. t 疋を爲 す、 愚 は 謂へ らく、 敢 へて； じて 以 

て然 りと 爲 せるな りと。 

又 曰 はく、 張長卿の格物を論ずる所^^糸々ニ千餘言、 其の 大意 は 先 儒 の說を 守り、 

格 物 を 以て 窮理 と爲 し. 中^ を 以て 大 を證 する に 在り。 謂へ らく、 「誠, 身 は 必ず 

明レ 善 を 先にし， 誠 正 は 必ず 格 致 を 先にす。 知行 は相對 して i5§ と是 れ衡提 にして、 

知 を 先にし 行 を 後に す、 紊 亂す容 からず。 又 疑 ふらく は、 格 致を訓 じて 物の 累を格 

し 去る と爲 すと き は、 誠 正の 義を 以て 致 知の 下に 遷 し 入れて 重 夜に 娥 あり， 一 と。 此 


れ 其の 言 皆理 あり。 然れ ども 道の 在る 所 は 論ぜざる を 得ず。 請 ふ 子が 說に 就き 中庸 

(五 ) 

一き 五) 里 千 を 以て 之れ を證 せん。 中庸に 言 ふ、 誠， 身有レ 道、 不レ明 二 乎 善； 不レ誠 一一 乎 身 一と。 

一一 ハ十) 帝-? 是れ誠 レ身は 全く 明レ 善に 在り。 明 J^n は是れ 一 道に して、 誠， 身 も 又 一 道な りと いふ 

れ を；！ にす る  つ-つ  、ノ  ノ  スルヲ ノ 

は、 善 i ん に 非ざる なり。 其の 下 文に 接いて 云 ふ、 誠 者 天道、 誠， 之 者 人道と。 分明に 誠の 外 

で 罔く 之れ を  (六ー  レ 

I ひお やひ、 に 善な く、 善の 外に 誠な し。 擇而 固執 • 博 學- 審問 *愼 思. 明 辨* 篤行 は 明：， 善 

審に 之れ を 問  (ョ. "i) ナルフ ヲト 

ひ、 まんで 之 ， を爲す 所以に して 卽ち 誠， 身 を爲す 所以な り。 故に 自， 誠 明 謂 二 之 性 一 云々 と は、 則ち 

れを S ひ、 明  レ 

3-に^^れ、1^^  其 の 意を誡 に す る 者な る を 昭然 として 見るべし。 且つ 首章 を 看 るに、 不レ睹 を 戒愼し 

を 行 ふ」 と 出  ルカ  ム リヲ  を はりの. L 《う  二 ミテ  シ カラ 

づ  不， 聞 を恐惧 する こと を 言 ひ、 愼, 獨 こと を 言 ふ、 卒 章に は、 內省 不， 玖 と 言 ひ > 

(ヒ) 同 第二  , 一 

针ぃ！？；0 一"、" 不 k ニ屋？ I 一と 言 ふ。 之れ を 明. 善に 屬 する や， 之れ を 誠. 身に 屬 する や。 夫れ 一 念 

Ms^, 惺々 として 恐惧修 省し 以て 不レ疚 • 不， 愧を 求む る は、 卽ち 明に して 誠な り， 所謂 

w^;!k.,JK と あ  ヨリ  ナル 

h,  自レ明 誠の 敎 なり。 明 レ善を 知る へ r」 が卽 ち誡， 身 を爲す 所以 なれば、 格 致 を 知る こ 

に〕 i 率  と 卽ち誠 正 を爲す 所以な り。 擧康の 旨， 符節 を 合する が 若し • 豈 二つ あらん や。 

格 致. 誡正 其の 究 まると ころ 二なら ずと せば、 長 卿が 疑 ふ 所の 誠 正の 義を 以て 致 知 

の 下に 遷し 入れ 重 復に嫌 ありと いふ は、 又 以て 辨ぜ ずして 釋 すべし。 夫の 衡提先 後. 
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(1) *s 二十 

章に 「或は 生 

れ ながらに し 

て 之れ を 知り、 

或は 35- んで 之 

れを 知り、 或 

は 困 しんで 之 

れを 知る、 其 

の 之れ を 知る 

に 及んで は 1 

なり。 或は^ 

ん じて 之れ を 

行 ひ、 或は 利 

して 之れ をに： 

ひ、 或は 勉 

1>  て 之れ な 行 

ふ、 其の 功 を 

15： すに 及んで 

は 一たり」 と 

出づ 

第： •！ 十二 章 

に、 rg, 夂レ 之、 

仁： 小- 能，：./ 之、 

雖 I 得レ 之、 必 

失レ 之- K  *;」 と 

出づ 

而篇第 十九お I？ 

に 「.. ナ日 はく、 

我れ 化れ なが 

らに L て 之れ 

も 知る 者に * 


の 論の 若き も • 聊かー？^た之れを巾べん。 中 に 生 .知-^知*£知*安：仃*利行- 

** ン まれながら 1 る 

(二  ) 

勉行を 一 百 ひ、 論語に 知 及と 仁 守と を 一一 一一：！ ふ は、 此れ 其の 說 なり。 知 あれば 行 あり、 

何 ぞ衡提 を 妨げん。 心 到れば カ從 ふ、 -::6： 先 後な からん。 ^だ i,.; 門 論ずる 所の 知行 

の 本， さは、 知の 中に 行 あり、 行の 中に 知 ありと し、 實に偏 指 少なし。 生 而 知， ム 

( 一 _ 一 )  ,. ン 

々と 曰 ふが 如く、 次に 我 非 二 生 云々, 求， 之 者 也. と 曰 ふが 如き、 將に生 知 •  ^知なる 

者 は 徒らに 知る のみに して 未だ 行 ふこと あらず と 謂 へ るか。 其の 諸子に. ぐるに * 

(En  I 七 J 

きレ事 愼匕百 • お：！：！， 口 篤 敬 • え 己 復禮 . 先， 難 ぁレ獲 . 徙 レ義改 k の：^ を 以て す る こ と. 

一 にして 足らざる も， 叉將に 知を闕 いで 言 はざる ものと 謂へ るか。 必ず 然ら ざるな 

(九-  き げっ  (：0 

り。 中席 を 揮んで^ 月 も 守る こし-能 はざる は， 則ち 以て 知 "と爲 十べ からず。 行うて. 

著しから ず、 習うて 察せざる とき は、 姓の 日に 用 ひて 知らず とい ふごと きを 免れ 

ず。 顏子は 不善 あれば 未だ 嘗て 知ら ずん ば あらず とい ふ も、 便ち-! S らく 之れ を 知つ 

て は 未だ 嘗て 復た行 はずん ば あらざる なり 。 然らずんば 則ち-ぶふ 所の 不善 を， 印る と 

は 猶ほ虛 見に して 無， 實と爲 十。 此れ 聖門 論ずる 所の 知行の 木 &は， 離して 之れ を 

二つに すべから ざる こと 固に, ノ ^ザ 明な り。 蓋し 此の 理は 入に 在り。 其の 反 觀明风 ：- して、 


1 毫 の昏昧 あらしめ ざらん こと を 欲する、 之れ に 命け て 知と 曰 ひ、 其の 躬に 切に し 

こ 允に して 一事の 虚妄 あらしめ ざらん こと を 欲する、 之れ に 命け て 行と 曰 ふ。 眞. 

知眞 行. 皆 根本の 處 より 論 を 立つ。 故に 知 は卽ち 以て 行 を 包ぬべし、 行 も 亦 以て 知 

を 包ぬべし。 知行 分れて より 道 始めて， 晦し。 聞 見の 知 重んぜられ てより 知行 分る。 

其の 端 は 則ち 格物致知の 說を 誤り 看る に 起れ り。 故に 今日 得て 辨ぜ ずん ば あらざる- 

ひとへ 

なり。 夫れ 務めて 物の 理を 窮め 致して 以て 其の 聞 見の 知を大 にす る 者 は 偏に 矢に 

屬 して 未だ 行に 及ばず、 其の 道 博く 其の 力 煩 はし。 務めて 物の 累を 格し 去りて 以て 

吾が 德 性の 知を完 くす る 者 は卽ち 知りて 行 ふ もの、 卽ち 明に して 誠 あり、 其の 機 近， 

く、 其の 功密 なり。 古今の 學術、 毫 厘の 差 端 _此 に 在る のみ。 且つ 犬 下に は 聰明 知 慧_ 

の士を 少しと せず、 亦 記問辨 博の 才を 難しと せず、 古今 を 俺 貫して 一 世 を^ 睨す る- 

者 あるに 至る。 (然るに) 從 つて 其の 正 心 誠意の 功、 修身 齊 家の 化 を 叩けば 闕 然と. 

して 當る なき は、 則ち 其の 從 つて 入る 所の 者 非 なれば たり。 智識に 矜 つて 以て (自. 

iili 十 5 「仁 l,r  S は-、、 营 I にし？  (,J  一  t: 卢 にす、』 は 1 べし-」 -, -、 二  II.SMrf^T.. 

に r 義を 聞いて 徙る能 はす、 不？ si 能 は f ぶ、 是れ 吾.| ？」 - (九)、， 中.？】 皆.？ t 知" rar りきば 

巧 も 守る 能 はざる こと 出づ (一〇.) 孟子盡心上篇第五章に「行レ之而不レ著*、 習^^€不レ察焉、 5^身由レ之 而不レ 知 n 其^-者 衆 也」 と 出つ 著と- 

•tJJ- る ことの W かなる こ-こ、 察と は譎る ことの しき こと 


す、 古 を 好み 

敏 にして 以て 

之れ を 求めた 

る 者な り」 と 

ある を 指す 

(ra) 論語 * 

而篇第 十 2： 章 

に 「子 曰 ほく、 

君子 は 食飽く 

も 求む る こと 

なく、 居 安き 

も 求む る こと 

なく、 事に 敏 

にして 言 を i 叽 

み、 有 道に 就 

きて 正す" 學 

も 好む と 謂 ふ 

ぺ きのみ」 と 

S 公篇 第五 章 

に 「子 張、 行 

を 問 ふ。 子 曰 

はく、 言 忠だ、 

斤 篤 敬なら に、 

ffijs の 邦と 雖 

も 行 はれん" K 

云」 と 

(六) 論 si 


二) 究械の 

* せ 

(二)  0S 

£s« 大 問に 

出づ 


修敎 耍錄卷 之 三  三 九 六  ^ 

ら) 高し と爲 し- 而も 氣 質の 偏 は 身 を 終る におる まで 變 ずる こと 能 はず、 藝能 を徕 j 

んで 以て 自ら 勝れり として 而も 物欲の 蔽は 一 絲と雖 も 除く 能 はす。 若然者 其の 病 5^」 

知るべし。 誠に 環 宇. の 人を觀 るに、 上 は 王公 卿相より 下 は 農工 商 • 貧に 造る まで、 其 一 

の 斬 然として 物に 累 せられざる こと ある 者 は誰ぞ や。 紛々 -復々 として 相爭 ひ相逐 ひ" 

膠 結して 解くべからざる に 至る 者、 夫れ 物の 害に 非ず や。 故に 愚 謂へ らく、 格 物の 一 

あらに  - 一り S ゑ i 

1 一 百 は 眞に對 病の 藥 たりと。 人々 之れ を 服せば 其の 效 立ち どころ に れん。 所以に 一 

大舉の 道 は 必ず 格 物に 始まるな り。 s ら欺 くこと なくして 以て 恤 きを 求め、 其ー 

の 忿懷恐 惧好樂 憂患の 情 を 平 か に して 其 の 親愛 賤惡 畏敬 哀 傲 惰の僻 を 制し， i5l に 

好む に 天下 (の 公) を 以てし 惡 むに- 大下を 以てする に： おりて、 一毫の 我が 私あって〕 

其の 間に 與る ことなから しめば、 則ち 格 物の 盡 なり。  一 

王 陽 明日 はく、 知， 止 而後 有， 定云々 能 得と、 其の 說何ぞ や。 曰 はく、 人 惟 だ 至善 A 

の 吾が 心に 在る を 知らず して、 之れ を 外に 求め、 以て 事々 物々 に 皆 定理 ありと 爲 

て、 而 して 至善 を 事々 物々 の 中に 求む。 曰疋を 以て 支離^裂 錯雜 5g いれと して 一定の， 

ふところ を 知るな し。 今旣に 至善の 吾が 心に 在る こと を 知って 外に 求む る こと を 解 


ら ざると き は、 志 定まり 向 ふこと あって 支 離 決裂 錯雜 紛；^ の 息な し。 支 離 決裂 錯雜 

紛；^ の 患な きとき は、 心 妄りに 動かず して 能く 靜 かなり。 能く 靜か なるとき は、 日 

用の 間從容 閑暇に して 能く 安らかな り。 能く 安らか なるとき は、 一 念の 發 する 一 事 

(三) の 感ずる、 其れ 至善た る や、 至善に 非ざる や、 吾が 心の 良知 自ら 詳審 精密の I あつ 

る こ-と 但し  フ.' - 

0^,'^^ て而 して 能く 慮る。 能く 慮る とき は、 之れ を 擇んで 精し からず とい ふこと なく， 之 

1" 詳 れに處 して 當ら ずと いふ ことなし。 至善 疋に 於て か 得べ し。 問."^ 至善 は 只 だ 是れ諸 

察 之 能 鬆 

^^^B^^  れを 心に 求 むれば、 恐らく は 天下の 事物 盡す能 はざる もの あらん か。 陽 明 子 曰 はく- 

S) 傳習 錄  心 は 卽ち理 なり、 天下 又 心外の 事、 心外の 理 あらん や。 (問うて) 曰 はく  * 父に 事 

卷之 上、 徐曰 

ぽ颜賴 は ふるの 孝、 君に 事 ふるの 忠、 友に 交 はるの 信、 民 を 治む るの 仁の 如き、 其の 間に 許 

多の 理の 在る あり、 恐らく は 亦 察せ ずん ば あるべ から ざらん。 曰 はく、 此の 說の蔽 

や 久し。 豈 一語に して 能く 悟る 所な らん や。 今 姑く 問 ふ 所の 者に 就いて 之れ を 言 は 

ん。 且く 父に 事 ふるが 如き、 父の 上に 去いて 個の 孝の 理を 求む る を 成さず、 君に 事 

^  すべ 

ふる は 君 上に 去いて 箇の忠 の理を 求む る を 成さず、 都て 只 だ 此の 心に 在り。 心は卽 

ち理 なり。 此の 心 私欲の 蔽 なきと き は、 卽 ち是れ 天理に して、 外面より 一分 を 添 ふ 

學問  三 九 七 


修敎耍 錄卷之 三  ： 九. へ 

るを須 ひず。 此の 純 乎た る 天理の 心 を 以て、 之れ を發 して 父に 事 へれば： W ち是 れネ. 

之れ を發 して 君に 事 へれば 便ち 是れ 忠、 之れ を發 して 友に 交 はりお を 治 むれば、 ^ 

ち是れ 信と 仁と なり。 只 だ 此の 心 人欲 を 去り 大理 を：：^ 十る 上に 在って 功 を W ふれば 

便ち 是た り。 R-Jt 知レ 止と は、 至善 は 只 だ 吾が 心に 在りて 元と 外に 在らざる こと を 

知りて、 而 して 後に 志 定まる か。 陽 明 子 曰 はく、 然り。 王 陽 明日 はく、  U ハだ 明德を 

說 いて、 (親) 民を說 かざれば、 便ち 佛老に 似たり。 、や 至善 は卽ち 吾が 性に して、 

そな  き やう 

吾が 性 は 吾が 心に 具 はり、 吾が 心 は 乃ち 善の 止まる 所の 地なる をハ 5 ると き は、 向 

時の 紛然と して 外に 求めし ごとき を爲 さ ず して 志 定 ま る 。 定まる とき は 接々 なら ず 

して 靜 かなり。 靜 かにして 妄動せ ざると き は 安らかな り。 安らか なるとき は 1 心 一 

意 只 だ 此の 處に 在り、 千 思 萬 想 務めて 必ず 此の 至善 を 得ん こと を 求む。 "疋れ 能く^ 

りて 而 して 得るな り。 此の 說の 如き は是 なり や 否やと。 陽 明 子 曰 はく  • 然 りと。 

又 知， 止 を 問 ふ。 陽 明 子 曰 はく、 此れ 止 だ 言^に 由って 入るべからず、 思索に 由つ 

て 得べ からず。 須らく是れ^11心自$;はして知得十べし。 止まる 時 は 此の 心-しに 是れ止 

まり 了る。 此の 心 は 無始の 中より 來り、 原と 是れ止 的な り。 千 思 kn^JlH- と雖も H だ 


是れ 天機 自然の 萬 應萬感 にして， 原 來本體 は 常に 寂な り。 只 だ 吾人 自ら 知識す る あ 

りと 爲 してより 以来、 便ち 功利の 心、 嗜好の 心、 伎能の 心、 聞 見の 心、 一 切の 意必 

どラ /  \ 

固 我の 心に 入り 了り、 自ら 知見 を 作し 自ら 憧々 を 作し， 至善の 本 體を失 却して、 始 

めて 止まる こと を 得ざる なり。 今旣に 良知 を 信じ 得て、 須 らく 此れ等の 習 心 を將て 

一 齊に放 下して 絲毫の 牽掛を も容さ ざれば、 始めて 本来の 自性 原と 是れ 此の 如くに 

定 慮安靜 一 齊に俱 足す る こと を 信じ 得べ し。 

徐愛問 ふ、 知， 止 而後 有」 疋を朱 子 は 以て 事々 物々 皆 定理 ありと 爲す。 先生の 說と 

相 戻る に 似たり。 陽 明 子の 曰 はく、 事々 物々 の 上に 於て 至善 を 求 むれば >  却って 是 

れ義 外たり。 至善 は 心の 本體 なり、 只 だ是れ 明德を 明かに し 至 精 至 一 の處に 到れば 

(七)  か 

便ち 是れ然 り、 亦 未だ 嘗て 事物 を 離 却せ ず。 本 註に 所謂 『夫の 天理の 極を盡 して 一 

毫 人欲の 私 をな くす」 と は 之れ を 得たり。 

(§  しん 

求是 編に 曰 はく、 父子 親 ある は， 是れ 父子に 由って 而 して 後に 親の 理 あるな リ、 

父子な くんば 則ち 親 は 見るべからず。 君臣 義 ある は、 是れ 君臣に 由って 而 して 後に 

義の理 あるな り、 君臣な くんば 則ち 義見 るべ からず。 事々 物々 皆然ら ずと いふ こと 

學 問  三 九九 


修敎耍 錄卷之 一一 一  四 〇〇 

なし。 所謂 物に 在りて 理と爲 すなり。 今 陽 明 之れ を 非と して 以爲 らく • 親. iii して 本 

あり、 親沒 して (ネ を) 亡 ふ は、 是れ 心と 理と 二つと 爲る なり、 是れ義 外な りし；。 

殊に 知らず、 吾が 心 を 以て 理を 事々 物々 の 巾に 求む る は、 此れ 正に 所謂 「物に 虚す 

n) 前 出 二 る を 義と爲 す」 にして、 正に 孟子の 所謂 * 集義 たる こと をつ 吿チの nln に 5:- ざれば 

心に 求む る 勿れ」 と は、 正に 其の 吾が 心 を 以て 事物の 理を 求めざる が爲の 故に 之れ 

. を義 外と 謂へ るな り。 今 反って 吿 子の 義外を 以て 朱 (子) の^ 理を 非と す、 是れ 以て 

孟子の 集 義と吿 子の 義 外と 異なる ことなし， 可な らん や。 且つ 陽 明 は £1 ら以爲 らく. 

吾が 心の rt- 知の 天理 を 事々 物々 に 致す は、 是れ 心と 理とを 合して 一 と爲 すなり と。 

夫れ 心に して 理 なくん ば 何 を 以て か 事物の 理を窮 格 せん。 物にして 理 なくん ば. 又 

何 を 以て か 之れ をして 各. - 其の 理を得 しめん。 則ち 所謂 「吾が 心の R 知の 大理を 事 

^^-^n  事物々 に 致す」 と、 夫の 「吾が 心 を 以て 理を 事々 物々 の 中に 求む」 と は， 果して：！： 

お""^ な  の 分別す る 所に して か、 一は 則ち 心と 理と を析 つて 二と 爲し， 一は 則ち 心と 现とを 

合して 一 と爲 すと いふの 殊 なる ある や。 吾れ 恐らく は、 心と 理と を析 ちて 二と 爲す 

者 は、 未だ 必ずしも 心と 理とを 祈って 二と 爲す にあらず、 而 して. SI ら 心と 理とを 合 


して 一 と爲 すと 謂 ふ 者 は將に 未だ 事と 理と を析 ちて 二と 爲す こと を 免れ ざらん とす 

る を。 且つ 心 を 以て 理を 事々 物々 の 中に 求む るの 工夫 は 全く 求の 字の 上に 在り、 所 

謂 之れ に i£ る 者な り。 吾が 心の 良知の 天理 を 事々 物々 に 致す の 工夫 は 全く 致の 字の 

上に 在りて、 格の 字 は 反って 骨 力なし、 豈經 文の 旨な らん や。 特り 此れの みに あら 

ざるたり、 其の  一 が 心の 良知の 天理 を 事々 物々 に 致す とき は、 事々 物々 皆 其の 理 

を 得」 と 曰 ふ も、 其の 語意 を 味 ふに 分明に 上の句 を 以て 格レ 物と 爲し、 下の句 を 物 

$ ^と爲 すなり。 旣に 上の句 を 以て 格レ 物と 爲 せば、 當に又 吾が 心の 良知 を 致す を 致 

知と 爲 すと 言 ふべ からず、 旣に 下の句 を 以て 物 格と 爲す とき は、 當に叉 事々 物々 皆 

其の 理を 得る を 格， 物と 爲 すと 言 ふべ からず。 此れ 其の 言論の 背馳せ る こと、 祖嚼 

を 待たず して 昆る べし。 而も？^ や 夫の 所謂 「事々 物々 皆 其の 理を 得」 とい ふ 者、 又 

朱 子に a づる 者たり。 朱 子 易の 大谆を 註して 曰へ る こと あり， 一 理を窮 むと は、 事 

ぬす 

に 遺って 其の 條理を 得る を 謂 ふなり. 一 と。 朱 子の 窮理 の訓を 竊んで 以て 格 物 を 解し 

ぬすびと 

て、 而も 又 朱 子 を 非と し、 當に 窮理を 以て 格 物を訓 ずべ からず と。 盜 主人 を 憎む に 

幾から ず や、 殊に；^ しむべき のみ。 

學 四 〇 一 


年 意 六 あに" 1 の つ 以前 卷 2 
にの: gt) 非 知說五 c: チ S 下 出 ra^ 
i 用に、 す； i と K    ,5 の 三に 
もに つ X やる しに 前 IX 陽 ra 出 求 
出 非 物 三し のて 陽 出す 明 五づメ 
づすは 四と fig  、明 三 の 頁。 編 


修敎. 耍錄卷 之 一一 一  E〇 二 

叉 一はく、  |^) を 以て 意の 體と爲 す は、 義猶ほ 相 近き がごと し。 物 を 以て 意の 用と 

爲す とき は、 之れ を 失 ふこと 遠し。 蓋し 經の 文に 先 づ物有 こ 本末 一と 言 ひ、 次に お 

レ，^ あ，：^;! ^ と 言 ふと. き は、 格， 物 は 分明に 其の物 有-本末 一の 物に 格る ことなり。 火 

れ旣に 其の I 有 二 本末 一の 物に 格る と爲 せば、 格 物に 志 あるの 學者は 固に 末に 狗 ひて 

本 を 忘るべからず、 亦 末を觖 うて 徑に 其の 本に 鋒るべからず。 程 朱の 所謂 事物の 理 

に 窮め 至る とい ふ は、 泛く 眼前の 物 を 指す に 似たり と雖 も、 然も 其の 說を爲 十 所以 

を考 ふれば、 則ち 性情 慈 求の 理 より 以て 草木に 至る まで 遺す 所な し、 大理入 倫の 大 

より 以て 器用に 至る まで 察せず とい ふこと なければ、 則ち 亦 本末 を 該ね內 外 を 合す 

るの 道に 非ず とい ふこと なきな り。 陽 明 顧って 其の 外 を 務めて 內を 遣る るな りと 幾 

り、 而 して 倡り に 物 は 意の 用く 所と 爲し、 格 は 正の 義と爲 すと 言 ひて 以て 之れ に 反 

(對) す。 曾て 知らず、 程 朱の 說は 本より 外 を 務めて 內を 遣る る ものに 非ず して、 自 

己の 說 こそ 實に內 を是 として 外 を 非と する ものなる こと を 免れざる を。 可な らん や- 

且つ 格の 字た る、 旣に 至と 正との ニ義 あるとき は、 必ずしも 备》- 其の 是を 執って 以 

て 非 を 相け ず、 其の 當 比る を 要め て 易 ふべ からざる のみ。 陽 明 を 爲ぶ者 乃ち、 「〈なん 


ぞ大學 の 格 は 正の 字 を 以て 訓と爲 さず して 必ず 至 の 字 を 以て 義と爲 す こと を 知ら 

ん， 一 と 曰へば、 則ち 程 朱 を爲ぶ 者獨り 「安ん ぞ 其の 至の 字 を 以て 訓と爲 さず して 必 

ず 正の 字 を 以て 義と爲 す こと を 知らん」 と 曰 ふべ から ざらん や。 至の 字 を 以て 義と 

爲す者 必ず 「事物の 理に 窮め 至りて 而 して 後に 其の 說 始めて 通ず」 と 曰へば >  則ち 

夫の 正の 字 を 以て 義と爲 す 者 も 亦 必ず 「其の 意の 用く 所の 物 を 格し 正して 而 して 後 

に 其の 說 始めて 通ず」 と 曰 はん。 事物の 理に 窮め 至る とい ふ 者、 旣に上 一 の 窮の字 

を 去り、 下 一 の 理の字 を 去って、 直に 致， 知 在 レ至ン 物と いふの 通ず ベから ずと 曰 ふ 

とき は、 夫の 其の 意の 用く 所の 物 を 格し 正 十と いふ 者、 上に 亦 一 の 格の 字 を 去り、 

下に 亦 一 の 物の 字 を 去って、 直に 致 レ知在 レ正レ 意と 曰 はば、 其れ 獨り 通ず ベ けんや。 

意の 用く 所 は卽ち 意な り。 好色 を 籽み惡 臭 を惡む 所以の 者な り。 へ 叉) 卽ち 心の 發 

する 所に して、 忿 懷好樂 憂患 恐懼す る 所以の 者な り。 格して 之れ を 正す は、 卽ち其 

の 意 を 誠にし 其の 心 を 正し、 自ら 慊 をして 在らず とい ふこと なから しむる 所以 

の 者な り。 (然 らば) ¥1 ハの意 を 誠に せんと 欲すれば 其の 知 を 致す に 在りて、 其の 知 

を 致さん と 欲すれば 叉 其の 意 を 正す に 在りと なり。 聖人の 言、 豈 其れ 顚迷ー に是に 
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！^-らんゃ。 吾れ 是を 以て 陽 明の 說の訓 とすべ からざる こと を 決するな り。 

物 格 而ノ 尸^ 知 至、 知 至 而， 后 意 誠、 意 誠 而 liP 心 正、 心 正 而 lln 身修、 身修 而 齊、 

家齊 國治、 國治 而！： P 天下 平、 

朱 子 曰 はく、 物 格と いふ は、 物の 理の 極處 到らず とい ふこと なきな り。 知 至と いふ 

は、 吾が 心の 知る 所盡 さず とい ふこと なきな り。 知 旣に盡 すと き は、 意 得て 赏た るべ 

し。 意 旣に實 なるとき は、 心得て 正し かるべし。 修 A 身より 以上 は 明 ニ明德 1 の 事たり。 

齊 家より 以下 は 新, 民の 事な り。 物 格り 知 至る とき は、 止まる 所 を 知る。 々-^ 誠 より 以 

下 は 則ち 皆 止まる 所 を 得る の 序な り。 

朱 子 曰 はく、 致， 知と いふ は、 理は 物に 在って 而 して 吾が 知 を 推して 以て 之れ を 知 

る こと ぞ。 知 至と いふ は、 理は 物に 在りと 雖も、 吾が 心の 知已に 其の 極 を 得る こと ぞ。 

叉 曰 はく、 問 ふ、 物 未だ 格らざる の 時、 意 亦 當に誠 あるべき や。 曰 はく、 同に 然り。 

豈物 未だ 格らざる とき は 意 便ち 誠 を 用 ひずと 說 くべ けんや。 但だ知 未だ 至らざる 時 は、 

意 を 誠に せんと 欲すと 雖も 其の 道 由な し。 人の 夜行く が 如し、 路 此れより 去く こと を 


知る と雖 も， 但だ黑 暗にして 行き 得ず、 所以に 知 を 致さん こと を 要す。 知 至る とき は" 

道理 明白に して 坦 然として 之れ に 行く。 今の 人 は 知 未だ 至らざる 者な り。 善 は 當に好 

十 ベ く惡 は 當に惡 む ベ きを 道 ふこと を 知る も >  然も 事 に 臨んで 此の 如くなる こと 能 は 

ざる は、 只 だ 是れ實 に 未だ 曾て 見得せ ざるたり。 若し 實に 見得 するとき は * 行 ふ處差 

J  J  ^  ノー こ  1 にさ 

ふこと なし。 又 曰 はく、 物 格 知 至 を 問 ふ。 曰 はく、 物 格る 時 は、 方に 是れ區 處理會 し 

到 得す。 知 至る 時 は、 却って 巳に 自ら 箇の 主宰あって、 會し 去いて 取舍を 分別す。 初 

めの 間 或は 只 だ 表 を 見得して 裏 を a- 得せず、 只 だ 粗 を 見得して 精 を 見得せ ざる も， 知 

至る の 時に 到りて 方に 知得 到る。 能く 知得 到りて 方に 意 誠 ある こと を會 す。 可なる 者 

は 必ず 爲 し- 不可なる 者 は 決して 肯 へて 爲ず。 心 正しき に 到る とき は 胸中 些 子の 私蔽 

もた く， 洞 然として 光明 正大、 截然と して 主あって 亂れ ず、 此の 身 便ち 修まり、 家 便 

ち齊 ほり、 國 便ち 治まって、 而 して 天下 平たるべし。 叉 曰 はく、 知 至る は、 謂 ふに 天 

下 事物の 理 到らず とい ふこと なき を 知る の 謂な り。 若し 一 を 知って 二 を 知らず、 大を 

知って 細 を 知らず、 高遠 を 知って 幽深を 知ら ずん ば、 皆 知の 至りに 非ず。 須 らく 知ら 

ずと いふ 所な からん こと を 要すべし、 乃ち 至れり と爲 すの み。 叉 曰 はく、 物 格 • 知 至 
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は是れ  一 i の 事、 意 誠 • 心 正 • 身修 も是れ 一 截の 事， 家齊 . 國治 . 天下 平 も 乂是れ 『 

き 截の 事な り。 知； 全より 誠意 を 交へ て、 又是れ 一箇 過 接の 關子、 修レ 身より 齊レ家 を 交へ 

•:- 入，， て 义是れ 一箇 過 接の 關子 なり。 叉 曰 はく、 知 至 意 誠 は 是れ凡 聖の界 分に して、 . ^だ此 

の關を 過ぎ ざれば、 小善 ありと 雖も猶 ほ 是れ黑 中の 白な り、 已に 此の 關を過 ぐれば、 

(：--) 押しお 小過 ありと 雖も亦 是れ白 中の 黑 なり。 又 曰 はく， 意 誠あって 後に 査洋を 推 通し 得て：^ 

俐な り。 心は盡 く是れ 義と理 なり。 意 は 是れ發 する 處を 指し， 心 は 是れ體 を 指して 一一 n 

ふ。 意 は是れ 動、 心 は 動 靜を該 ぬ。 身 は 心に 對 して 貢 ふなれば、 心- と は 是れ內 能く 

f2  i  の 如きたり、 身 %は1 れ外 なり -0 若し 备. -.E ら 一 節の 功夫 を 做さ ざれば、 我が 意 13 

內外 と 出 に 誠 ありと 說 くこと を 成さず。 心將 に. E ら- 止し からん とする も， 恐懼 哀樂 引き 將ち去 

ノ わん  -、 - 

つて、 又 却って 邪/せば、 心 正しと 說 くこと を 成さす。 身 管す る こと を 用 ひ. T 外面 

更に 顧み ざれば、 心と 迹と 異なる こと あり。 須 らく是 れ 其の 功 を 用 ひずと いふ 所な か 

るべ し。 叉 曰 はく、 正 心の 時節に 到れば 已 に：^ し。 只 だ 是れ好 裏面に 就いて 又 許 多 

のか § あり。 水 已に濁 を淘し 去って 十分 淸/ なる が 如き も. 又忙 らく は淸 裏面に 於て 波 

浪動 5?§ ^の處 あらん こと を。 又 曰 はく、 意 未だ 誠 あらざる 時 は、 人の 私の 罪 を 犯 十 力.^ 


へだて  rV 

く、 意旣に 誠あって 心猶ほ 動く は、 人 公の 罪 を 犯す が 如し、 亦 間 あり。 ラ 曰 はく、 物 

格って 而 して 後に 知 至り、 心 正しき に 至って 而 して 後に 身 修まる と。 而の字 を 著く 

ると き は、 是 れ先づ 此れ を爲 して 而 して 後に 能く 彼れ を爲 すなり。 蓋し 物に 卽 いて 其 

の理を 極め 致し、 而 して 後に 吾が 知る 所 至らず とい ふこと なく、 吾が 知 至らず とい ふ 

ことなくして、 而 して 後に 善 を 見る こと 明かに、 惡を 察する こと 盡 して、 自ら 欺く 所 

あるべからず、 而 して 意誡 あり。 意 誠 あらず とい ふこと なくして、 而 して 後に 念慮隱 

微に、 t 偉 充足して 心 正し。 心 其の 本然の 正 を 得て、 而 して 後に 身に 主と する 所 あつ 

て、 得て 修まる ベ し。 

(素 一 な ン  丄ル ヲ 

〇 ゲ 案ずる に、 天子ょり以て^^^人に至るまで、 修. 身 を 以て 本と 爲す。 修レ 身の 要， 

其の 本 は 心意 知 物にして、 其の 工夫 は 正誡致 格に 在る たり。 心 は 身の 主な り、 故に 

其-の 身 を 修めん と 欲 十る とき は、 其の 心 を 正す に 在り、 而 して 誠意. 致 知 • 格 物 は 

皆 正, 心 を 要む るの み C 而れ ども 心 は 意に 因ら ざれば 發動 せず、 心 は 別物 を 以て 直 

指 十べ からず。 故に 正レ 心 を 欲すれば 誠 X 意に 在り。 意の 發動は 情に 感じ 物に 應じ 

て 定まれる 時な く、 善惡の 機微 更に 見 難し。 是れ知 致さざる ことあって、 邪を以 

學 問  四 0 七 


修敎 錄卷之 三  四 〇 八 

て 正と 爲し虚 を 執って 實と爲 し、 外 を 以て 內に へ、 其の 間に 毫藍 千里の 差 あれば 

なり。 故に ま r 「あ を 欲すれば レ 知に 在るな り。 其れ 知 は 本と 天命の 性分に して， 

外に 向って 之れ を 求むべからざる が 似し。 而れ ども 致 知の 功、 應 ， 事 接レ 物の 際に 於 

て 究め 盡さ ざれば * 其の 知 致らざる なり。 故に 曰 はく 致 I 知在レ 格.， 物と。 挤の字 は 

極 至と 訓み、 窮めて 其の 極に 至る の 謂なる こと、 章 i?* 或 問に 詳悉 す， 熟 諫-. ^味す 

べきな り。 經の文 八 箇の條 目に 於て 反覆して 論じ、 終に 修身 を 以て 本と 爲寸。 其の 

深切 著明なる、 聖舉の 始終す る 所な り。 始めは 外より 内に 到り、 I- より 密 におる、 

次に は內 より 外に 到り、 密 より 疎に 至る。 表襄 精粗、 全體大 用、 增 損する 所な し。 

ゆるがせ 

舉者忽 にす ベ けんや。 

或 ひと 曰 はく、 心 正しき とき は 知 致らん。 何 を 以て か 知 を 致して 正， 心に 到る か。 

曰 はく、 心は體 にして 知 は 用な り。 心 何 を 以て か 貴き や * 知 ある を 以てな り。 人の 

心 は 唯 だ 精 唯 だ 一 にして、 雜 ならず 二なら ず， 共の 具 ふる 所 は 五常の み。 仁義 は 我 

が 心が 物に 觸れて 感ずる 所の 理 なり。 禮は 其の 節な り。 知 は 其の 理 をして 其の 節に 

當 らしむ るな り。 仁禮義 信の 間- 知 を 以て 之れ を 致す ことなければ、 其の 用 過不及 


にして 至善に 止まらず、 子 は 孝の 極を盡 十に 至らず、 臣は忠 の 極を盡 すに 至らざる 

なり。 孝と 忠と は、 理の發 する 所に して、 其の 爲 すに 及ぶ 所 は 事な り。 孝 忠の理 を 

能く 內に 感ずと 雖も、 其の 爲す 所の 節 を 知ら ざれば、 千 差 萬殊の 事、 惑うて 明かな 

らず、 如何 ぞ心 正し からん や。 故に 心 も 知 を 致さざる とき は昧 く、 知 も 心 を 正さ ざ 

ると き は 邪な り。 

或 ひと 曰 はく、 知 は 本と 我が 性 中の 天理に して ノ 感ずる 所 は 則ち 通ず る こと、 孺 

子の 井に 入らん とする を 見る が 如し。 何ぞ 外事 を 以て 之れ を 致さん や。 曰 はく * 是 

れ陽 明が 良知の 說 なり。 凡そ 萬 物 は 皆 我れ に備 はる、 故に 內 外相 感じ 同氣相 求む る- 

は、 天道の 自然な り。 孟. 子が 孺子 陷レ 井の 說は、 人々 斯の 仁心 あり、 已む能 はざる. 

の證 なり。 知と は 物に 涉 つて 滞らず 惑 はざる の 謂な り。 天理 皓 明の 心、 物に 蔽 はれ 

ざると き は 能く 內に 感ずと 雖も、 時々 物に 蔽 はれて 明を發 せざる なり。 其の 蔽 はる 

る 所 は、 或は 私欲、 或は 疑惑、 或は 其の 事に 暗ければ なり >  故に 知 は 事々 物々 の 上 

に 於て 其の 理を 究め 極めざる とき は 致らざる なり。 

或 ひと 曰 はく、 事物の 理を 窮め 至りて 其の 知 致る， 是れ 積累の 功久し からざる と 
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き は 知 至らざる や。 曰 はく、 聖 門の 畢は頓 悟 を 謂 はず。 顔 子の 如きと 雖も猶 ほ 一 を 

聞いて 十 を 知る のみ、 何ぞ 一 時に 脫 落せん や。 凡そ 頓悟」 ふ は、 理 なり。 现 通ず 

るの 人 は 多く は 惑 ふ、 是れ 豈理の 通ず るな らん や。 聖學は 事理 知行 を 兼ぬ、 故に 枝 

累の渐 にして 始めて 二 旦 豁然たり。 所謂 博 文約禮 とい ふなり。 

或 ひと 曰 はく、 明 儒 陽 明の 曰 ふ、 r 格と は 正な り、 其の 不正 を 正して 以て 正に 歸 

するな り。 其の 不正 を 正す と は .fv^ を 去る の 謂な り.。 正に 歸 十と は 善を爲 すの 謂な り 0 

夫れ 是れを 之れ 格と 謂 ふ」 と。 此の 義 如何。 曰 はく、 是れ陽 明が 致 二 良知, の 三 字 を 

褐げ て宗を 立つ、 故に 其の 說を 近し とし- 朱 子の 說を 以て 迂 溯と 爲す、 大木 大用皆 

謬 まれり。 朱 子が 事物の 理を 窮め 至る を 以て 格 物と 爲す は、 知 は 究理せ ざると き は 

至らず、 理を究 むる こと は 事物に 於て せ ざれば、 何等 を 以てせん や。 故に 事理 知行 

の 一 なる、 是れ 聖人の にして、 格の 字^だ 力 あり。 陽 明が 其の 不正 を 正す とは是 

れ 直に 良知の 作用な り、 良知に 至る の 功 は 何 を 以てせん や。 良知 內に 主たら ざれば 

何 を 以て 其の 不正 を 正さん や」 と。 是れ唯 だ 皆 本心の 良知 を；^ いて 事物に 渉らざる 

なり。 故に 陽 明の 學流は 皆 常に 靜坐 默識 して 髙 上に 向って 理を 求め、 近く 事物の 間 


に 暗し。 IK 下國 家の 事、 豈 唯だ默 坐して 究めん や。 是れ 事理の 理を 究め ざれば， 其 

の 知 至らざる ありて、 聖擧の 大路 を 知らず、 則ち 格 物の 意見 差へ り。 又 曰 はく、 聖 

人の 學は 事理 ー體 たり。 理を謂 ひて 事に 涉ら ざれば、 其の 理も用 ふるに 足らず。 當 

時の 擧者皆 事理 を 一 にせず、 故に 支 離 決裂して 身上に 於て すら 修まらず、 や 家 を 

や、 ゃ國 天下 を や。 心と 意は理 なり、 知と 物 は 用な り。 關： 致 知 は 唯 だ 

：^,^ こ， 1:9 り、 咯 は s^ss- こ- Idi る Q マチ。 又 P や、、 致 レ知在 レ格ル 物と いふに、 先の 字 を 入れざる、 是れ致 知 

^^1-^  び み と 格 l?i は兩 つに あら ざれば なり。 致 知 格 杓 は 聖擧の 根基な り C 其 

の 意見 差 ふとき は、 其の 甚 

だ紙錄 す。 豈忽 にす ベ けんや . 

自 一一 天子 ー以至 一一 於 庶人ー 壹是 皆以, 修， 身爲， 本、 

朱 子 曰 はく、 壹是は 一 切なり。 正 心より 以上 は 皆 身を修 むる 所以な り。 齊 家よ リ以， 

下 は 則ち 此れ を擧げ て 之れ を 措く の み 。 

(1) 前 出 二  勉齋の 黄 氏 曰 はく、 天子と 庶人は 貴賤 同じから ず、 然れ ども 均しく 之 人た ると き 

七 頁參照 

は、 則ち 以て 身 を 修め ずん ば あるべからず。 誠意 正 心 は 身を修 むる 所以 * 治 國平天 

下 は 亦齊家 よりして 之れ を 推 十。 

學問  四 一一 


修敎耍 錄卷え 三  四  一 二 

其本亂 而末治 者 否矣、 其 所 J 厚 者 薄、 而： ti 吣 者 厚、 未，, .1^ あ， 也- 

朱 子 曰 はく、 本と は 身 を 謂 ふなり。 所 i:"" と は 家 を 謂 ふなり。 此 

の 兩節は 上文の 兩 節の 意 を 結ぶ。  - 

〇 今 案ずる に、 木末と は、 物に 本末 あるな り。 厚薄と は， 事に 終始 あるな り。 物 皆 

本末 あり、 天子より 庶 人に 至る まで、 身を修 むる を 以て 本と 爲 すなり。 家 II 大下は 

其の 末な り。 事 皆 厚く する 所 薄く する 所 あるな り。 厚薄す る 所 遠 ふとき は- 親 棘 用 

(b  la を へ て 前後 悉く 房る。 書に 「惇く 九族 を 叙づ」 と 曰 ふ 如き、 叙は卽 ち是れ 前後 ST 

陶謓 

薄 を 違へ ざるな り。 今 朱 子 其の 要 を 擧げて 之れ を 結ぶ、 尤も 味 あり。 

朱 子 曰 はく、 右經 一章 は 蓋し 孔子の 言に して 曾 子 之れ を述 す。 gl^ij -。 其の 俾十章 は 

則ち 曾 子の 意に して、 門人 之れ を 記すな り。 舊 本に 頗る 錯簡 あり、 今程 子の 定 むる 所 

に 因って • 更に 經の 文を考 へて 別に 序次 を爲す こと 左の 如しと。 

(二) 程 明 道、  (二) 

程 伊川  叉 曰 はく、 河南の 程氏兩 夫子 出で、 實に 始めて 此の 篇を 尊信して 之れ を 表 章す。 旣 


に 又 之れ が爲に 其の 簡編を 次で 其の 歸趣 を發 す。 然して 後に 古の 大學、 人を敎 ふるの 

むね さんぜん 

法、 聖經 賢傳の 指、 祭 然として 復た 世に 明かな り。 熹が 不敏なる を 以てすと 雖も， 亦 

あ-つか 

幸に 私淑して 與 つて 聞く こと あり。 顧みる に 其の 書た る猶ほ 頗る 放 失せり。 是を 以て 

其の 固陋 を 忘れて、 采 つて 之れ を輯 む、 間 亦竊に 己が 意を附 して 其の 闕略を 補うて、 

ぜんゆ 

以て 後の 君子 を俟 つ。 極めて 曆驗 なること 知り、 罪 を 逃ろ る 所な し。 然れ ども 國家民 

を 化し 俗 を 成す の 意、 擧者 己れ を 修め 人 を 治む るの 方に 於て は、 則ち 未だ 必ずしも 小 

ニー-) 

補な くんば あらず と 云 ふ。 丘 文莊曰 はく、 大 學は禮 記の 中に 在りし を- 程 子 兄弟 始め 

て 之れ を 表 章し、 朱 子 又 之れ が 章句 • 或 問を爲 る。 

(Bn  ,,- ばら  (讀) おも 

朱 子 又 曰 はく、 大擧を 看る に は、 且く 章を遂 うて 理會 せよ。 先づ 本文 を 將て念 ひ 得 

て、 次に 章句 を 將ち來 つて 本文 を 解し、 叉 或 問 を 將ち來 つて 章句に 参へ、 須 らく 逐 一 

に 記 得せし め、 反覆 尋究 すべし。 念 得浹洽 して 旣に 段を逐 うて 曉り 得る を 待って、 却 

へ五> 

つて 銃べ 看て 溫尋し 過ぐべし。 叉 曰 はく、 大畢の 一書、 正經 あり、 章句 あり、 或 問 

あり、 看 來り看 去って は、 或 問 を 用 ひず、 只 だ 章句 を 看れば 便ち 了る、 久しう して 亦 

只 だ 正經を 看れば 便ち 了り、 又 久しう して 自ら 一部の 大學 我が 胸中に 在る あり。 叉 曰 
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はく、 大舉の 書は譬 へば 人の 屋を 起つ る 如し。 是れ  一^の 大地 盤 を 壶し， 這の 衷に在 


二)  馬 光 

(二)  W 治 通 

a を 指す 

(三) 朱 子 語 

親卷 十四に 出 

で、 前 出の 

「自ら 一部の 

大藥 我が 胸中 


の 文に つづ い 

て、 而正經 亦 

不レ ffl 矢、 然不 

レ用， 一 某， f 。多 ェ 

夫-  一，.. 某 

底- >4 レ出、 不 

レ 用二& "s;?;^ 多 

工夫 I 亦 

g 底 ー不レ 出と 


つて 這 箇を會 得し 了る、 他日 若し 村 料 あれば、 却って 此れより 起て 將て 去. 


。 丘文莊 


曰 はく、 朱 子 謂へ らく、 「某 一生 這の 文字 を 看 得し 透り、 前賢の 未だ 到らざる 虚を！ 

得す。 溫公は 通鑑を 作って 言 はく、 『平生の 精力 盡く 此の 書に 在り』 と。 某の 大壤 に 

於け る も亦然 り。 先づ須 らく 此れに 通じて 方に 他 書を讀 むべ し」 と。 乂^ へらく、 「某 

が 許 多の 工夫 を 用 ひざれば、 亦 某 的 を 看 出さず、 聖賢が 許 多の 工夫 を 用 ひざれば、 亦 

聖賢 的 を 看 出さず」 と。 愚 按ずる に、 朱子聖 門に 功 ある こと 止に 一 端の みに 非ず、 然 

して 其の 最大なる 者 は 大舉の 一書に 在り。 是の書 本と 禮 記の 中に 在り、 程 子 始めて 表 

章せ しも、 然も 猶ほ 未だ 大いに 世に 明かなら ざり き。 朱 子の 章句 • 或 問 一 たび 出で て- 

天下 家 ごとに 傳 へて 人 ごとに： 佃し， 皆聖 門に 全體大 用の 舉 ある こと を 知る。 ゆ を爲す 

者 は 此れ を 外にして 以て 聖賢の 道 を 求む る 能 はず、 治 を 爲す者 も 此れ を 外にして 以て 

帝王の 功 を 成す 能 はず。 治めて 此れ を 外に するとき は 伯 道と 爲り、 用 も 其の 用に 非ず。 

(これ) 體 なきが 故な り。 舉んで 此れ を 外に するとき は 異端と 爲り、 體も 其の 體に非 

ず。 用な きが 故な り。 朱 子の 謂へ らく、 「平生の 精力 盡く 此の |& に 在り. 一 と。 ..Lt れを 


擇んで 精し きこと 其れ 章句に 在り、 焉れを 語って 詳 なること 其れ 或 問に 在る か。 所謂 

之れ を析 ちて は 其の 精 を 極めて 亂れ ず、 之れ を 合して は 其の 大を盡 して 餘 りなし と は、 

其れ 朱 子 自ら 道 ふか。 

王 陽 明の 古本 大學の 序に 曰 はく、 大學の 要は 誠意の み、 誠意の 功 は 格 物の み、 誡 

意の 極 は 至善に 止まる のみ、 至善に 止まる の 則 は 致 知の み。 正 心 は 其の 體に復 るな 

り、 修身 は 其の 用 を 著 はすな り。 以て 己れ に 言 ふとき は 之れ を 明 德と謂 ひ、 以て 人 

に 言 ふとき は 之れ を 親 民と 謂 ふ。 以て 天地の 間に 言 ふとき は則備 はれり。 是の故 

に 至善に 心の 本體 なり、 動いて 後に 不善 ある も 而も 本 體の知 は 未だ 嘗て 知ら ずん ば 

あらざる たり。 意 は 其の 動な り、 物 は 其の 事な り。 其の 本 體の知 を 致して 動いて 不 

善な くと も、 然も 其の 事に 卽 いて 之れ を 格す に 非 ざれば、 則ち 亦 以て 其の 知 を 致す 

たし。 故に 致 知 は 誠意の 本な り、 格 物 は 致 知の 實 なり。 物 格 十と き は、 知 致り 意 誠 

あって 以て 其の 本 體に復 る こと あり、 是れ 之れ を 至善に 止まる と 謂 ふ。 聖 は 人の 

(攉)  すな は  (s> わ. A 

之れ を 外に 求めん こと を惧 るるな り、 而ち 其の 辭を 反覆す。 *1 本析 たれて 聖人の 意 

亡ぶ C 是の 故に 誠意 を 務めず して 徒に 物 格 を 以てする 者 之れ を 支と 謂 ひ、 格 物 を 事 
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とせず して 徒に 誠意 を 以て 十る 者 之れ を 虚と謂 ひ、 致 知 を 本と せず して 徒に 格 物 誠 

意 を 以てする 者 之れ を 妄と謂 ふ。 支と 虛と妄 と、 其の 至善に 於け る や 遠し。 之れ を 

合 十る に 敬 を 以てして 益-綴が り、 之れ を 補 ふに 傳を 以てして 益. - 離る。 吾 れ^の 

日に 善より 遠ざか. るを愤 るる や、 分 章 を 去って 舊 本に 復 し.、 傍らに 之れ が 什を爲 

り 以て 其の 義を 引く。 庶幾く は復た 聖人の 心 を： ID- て而 して 之れ を 求む る 者 其の 要 あ 

らんこと を、 1  忍。 乃ち 致 知の 若き は 則ち 心に 存す。 致 知 を 悟れば 焉に盡 くるな り。 

申甫曰 はく， 大舉は 誠意より 以下 皆 所謂 提綱八 條目を 以て 該ぬ。 八 筒の 提綱 あつ 

て、 而 して 只 だ 六 個の みある は、 誠意の 章 格 致 を 連ねて 俱に 其の 中に 在れば なり。 

ニニ) 

朱 子 は康； _i 曰 克明 レ德 より 自明 也に 至る まで を 以て 明 德を釋 すと 爲し • 盤銘 OK 々) 

より 用レ 極に 至る まで を、 新 民を釋 すと 爲し、 邦畿 (云々) より 沒, 世不， 忘に 至る ま 

でに、 道盛德 至善 (云々) の 句あって、 至善 を釋 すと 爲し、 聽，訟の節にぁ|^,知レ^| 

の 句あって、 本末 を釋 すと 爲す。 是 れ皆然 り。 然して 篇內に 所謂、 ll 一， I 明德， 等の 云々 

の提 綱な し。 豈明德 • 親 民 . 止 こ 至善, • 本末 及び 格 致の 六 個の 提綱 俱に缺 かんや。 

然らずんば、 何 を 以て 其の 明德 等の 云々 を釋 すと 爲十 を斷 ぜんや。 許 敬 巷 は 古本の 


所謂 誠 こ 其 意 一 者の 句 を 以て 提起して、 直に 聽レ訟 (云々) 此謂, 知, 本に 至り、 然して 

後に 所謂 修^% 在レ正 一一 其 心 一 者 の 句 を 提起す る あり、 ，而 して 斷 ずるに 誠意より 起り 

て此謂 レ知レ 本に 至る まで を 以て 一章と 爲す。 甚だ 理 あり。 蓋し 誠意の 工夫 は 格 致に 

在りて、 如レ惡 II 惡臭 一如 レ 好- 1 好色 1 .愼^^* 切 嗟 琢磨 は 正に 格 致の 實に手 を 下す 處 

此に 至って 盡く。 意 誠なる とき は、 明德 • 親 民 • 止 一一 至善 一は 其の 中に 在、 リ。 故に 盛 

德 至善 は 民の 忘る る こと 能 はざる を 言 ひて、 烈 文の 詩 を 引き， 又康誥 • 太 甲. 堯 

典 • 日 新 • 新, 民 • 新, 命 • 敬 止 を 引いて 潭融 し、 連 片說き 去って 重き を 明 ニ明德 一に 

歸す。 蓋し 大攀は 明德. 親 民の 對を 作す あり、 八條 目の 事件 ありと 雖も、 而も 之れ 

を德 ぶる 者 は 一個の 明 ニ明德 一な り。 故に 首章 は以, 修 レ身爲 にて 句 を 結び、 而し 

て 此の 章 復た民 をして 訟 なから しむる を 以て 本と 爲 して 重き を 明 一一 明德 一に 歸 十，、 而 

して 之れ を 結んで 此 謂：， 知 ュ：， 本と 曰 ふ は 此れ を 以てたり。 朱 子 は烈文 以下 は 是れ誠 

意の 正詮の 解に あらず と 見、 遂に 以て^ 傳錯 入して 此に 在る ものと 爲 して 之れ を 分 

祈す。 湛甘 泉の 若き は又誡 意より 起して 知, 本に 至る を 以て 俱に 誠意の 工夫と 爲し 

て、. 古本 を 別ち 截ち、 自ニ 天子 1 以至ニ 於庶人 一より 謂， I 知 之 至 一まで を 格 致の 義を 申ぶ 
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二)  10 と爲 す、 亦 未だ 安帖 ならず。 而 して 王 陽 明 は 古本 大學の 序に、 「大舉 の 要は 誠^の 

み」 と 曰 ひて、 單り 此の 宗旨 を檩 する も、 亦 所謂 其の 意 を 誠にす とい ふ 者に 泥み て、 

此 謂レ知 に 至る まで を 一章と 爲 せるな り、 則ち 當に 誠意 を 以て 宗を 立てて、 而 

も 段々 俱に 個の 誠意 を 放 下せず。 此れ 亦 陽 明に も 些の粘 帶の處 あり、 超然 脫 化して 

迹 なく、 逐々 に 分解せ ずして 大意 自ら 在る に 若かず。 故に 愚 深く 許 敬 巷が 說を 以て 

.  是と爲 す。 所謂 修身より 在， 正 二 其 心 一に 至る まで を 一 章と 爲し， 所謂 齊 一一 其 家 1 在 

レ修 一一 其 身 一より 不， 町 さ 以齊二 其 家 1 に 至る まで を 一章と 爲し、 所謂 治 レ國必 先 齊ニ共 

家 一 者より 在， 齊， 1 其 家 一に 至る まで を 一 章と 爲し、 所謂 平， I 天下 1 より 以レ義 爲：， 利 也に 

至る まで を 1 章と 爲 すなり。 
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學問ニ 前編 二 

通 學 

UJJ)  ？，  ./ 一一 一)  -  • . ソ ンデ テ メ レヲ ウテ テ ジ レヌ 一一 ズ テ 9 レ -I  -  y チ フ ンヲ 

周易 乾 九 二、 君子 學 以聚, 之  >  問 以辯, 之 • 寛 以居, 之、 仁 以行, 之、 

程 子 曰 はく、 擧聚. 問 辯 は 進， 德 なり、 寬居 • 仁 行 は修， 業な り。 眞西山 曰 はく、 乾 

は天德 なり、 聖人の 事な り、 (しかも) 猶ほ 必ず 學 びて 以て 之れ を 成す。 學の已 むべ 

からざる こと 是の 如し。 九 二日、 庸德之 行、 庸言之 謹、 閑， 邪存 二せ ーまク n ハ t 而不 

, 伐， 德博而 化。 九 三 曰、 知， 至 至， 之、 可ニ與 幾， 也、 之け 1^ニ忠ー|1^,ぁ也 

とい ふ は、 皆學の 事な り。 丘 文莊曰 はく、 大人の 大人た る 所以 は 其の 德 業の 盛なる を 

こ ひねが 

以てな り。 學者 未だ 大人の 地に 至らず して 之れ を 希 はんと 欲する 者- 當に何 如すべき。 

亦 惟 だ 進， 德修 のみ。 忠信 は德に 進む 所以な り、 辭を 修め 其の 誠 を 立つ る は 業に 罟 


(一) 工夫、 

手段の 意 

(二 J  a- 上 

の卦、 ^s-::^ 

上 

(三) 天 は 乾、 

出 は： IfT 山 も 

もって 天の 至 

大 の ef  % 畜ふ 

ろの 卦象 とな 

り 

(£) 宋の蒲 

江 のん、 字 は 

華 父、 SK- 兀の 

進士。 校 *!! 郞 


下に き 門下 

に敎 ふ。 a 者 

連山 先生と い 

ふ。 後 .冉 び 仕 

へて 諸 州に 知 

たり、 權ェ部 

待郎に 累進す。 

小人の 劾に 

逢 ひ せられ 

しも、 後 再び 

朝廷に？ はりて 

S 子 小人の 辨 

を 明かに せん 

こと を 乞 ひ、 

又 上意して 十 

弊 も-論す。 浙 


修敎耍 錄卷之 四  四 二い 

る 所以な り。 學 びて 以て 之れ を聚 め、 問 ひて 以て 之れ を 辯ず ると き は • 德の 進む こと 

日に 以て 中； "小し、 寬 以て 之れ に 居り、 仁 以て 之れ を 行 ふとき は、 業の 修 十る こと 日に 以 

て廣 し。 夫れ 然 らば 則ち 九 二 は 大人の 地な り、 亦 以てへ 丄て 及ぶべし。 然らば 則ち 功 を 

用 ふるの 要は 何 を か 先に せん。 曰 はく 誠の み。 忠信 は 誠な り。 辭を 修め 其の 誠 を 立つ 

ると いふ 誠 は卽ち 忠信な り。 誠 や 誠 や、 其れ 進 1 德修， 業の 本なる か。 

大畜之 象 曰、 天 在 二 山中 一大 畜、 君子 以多 識ニ 前言 往行ー 以 畜ニ  ：！^ 德； 

程 子 曰 はく、 天 は 至大たり、 而 して 山の 中に 在りと は、 蓄 ふる 所 至大なる の 象な り。 

君子 は 象 を觀て 以て 其の 蔬蓄 を大 にす。 人の 蘊蓄 は學に 由って 大 なり。 多く 前 古聖 

の 言と 行と を 聞き、 跡を考 へて 以て 其の 用 を觀、 言 を 察して 以て 其の 心 を 求む るに 在 

(巧- 

り。 識 して 之れ を 得、 以て 其の 德を蓄 成す る、 乃ち 大畜 の義 なり。 な • -曰 はく、 天 

の 山中に 在る は、 譬 へば 則ち 心の 體 なり。 一 言 を 聞き、 一行 を 見、 に 問うて 謹み 思 

ひ、 明かに 辨 じて 篤く 行 ふ は、 卽ち 其の 心の 德を畜 ふる 所以たり。 蓋し 畜， 故 は 乃 

ち 新 を 養 ふ 所以に して、 新 は 外より 至る に 非ざる なり。 昭々 の 多き も、 33- えざる 所に 

止まる。 是を 以て 愈.' 畜は へ て 愈. -大 なり。 丘 文莊曰 はく、 程 氏の 言へ る 「人の^ 蒂 


東 安. t 使と な 

り、 卒して 太 

師を 贈られ、 

文靖と^„3す。 

南 {六 の賽 ふる 


變 じて 門 戶を 


獨り經 を 窮め 

古 を St んで 一 

家 を 《 す。 鶴 

山 集 • 九經要 

義 その他の 著 

あり 

(五) 前 出 「君 

子以多 識-前 

言往行 この 多 


(六) 書經商 

書の 篇名、 設 


相 臣簿說 との 

言 を 記せるな 

(七) 字 は 仲 

厭、 朱 子の s: 

下、 師の遺 託 

をつ いで 嘗 g 

渠傳を 著 はす。 

九 峯に隱 罟 し 

て _? 薄らし、 


は學に 由って 大 なり」 と は、 此れ 蓋し 卦の 象に 就いて 之れ を 言 ふ、 德を 以てする の 言 

なり。 若し 學を 以て 之れ を 言 ふとき は、 人の 學を爲 す 亦 必ず 蘊畜に 由って 而 して 後に 

大 なり。 學を爲 す 者 苟も 一 藝ー 能に 顓々 たると き は、 其の 學局 まりて 小な り。 故に 凡 

そ 天地の 大、 古今の 變、 事物の 理、 聖賢 言行の 懿な るに 于 いて、 一 として 心に 蘊畜せ 

ずと いふ ことなくして、 然して 後に 其の 學大 なり。 朱 子の 曰 ふ 「寧 は 必ず 知識より 入 

{五)  スヲ 

る」、 易に 曰 ふ 「多 識， r 大舉に 曰 ふ 「致 レ知」 は、 此れ 舉を爲 すの 先務な り。 

(六 一 

ヱッ. -ィニ ハク ブ&: ハ ノヲ シへヲ チリ ル「 

商 書說命 曰、 學 一一 于古 訓； 乃有レ 獲、 

蔡沈曰 はく、 古訓と は 古 先の 聖 王の 訓 なり、 身 を 修め 天下 を 治む るの 道 を 載す。 二 

典 三 護の 類是れ なり。 古訓 を 寧び 深く 義理 を識 つて、 然して 後に 得る こと あるな り。 

叉 日、 惟學& 錢抑レ 志、 務 § 力 時敏、 "：：li^ 厥修 乃來、 

蔡沈曰 はく、 其の 志 を 適る こと、 能 はざる 所 あるが 如く、 學に敏 なること 及ばざる 

所 あるが 如く.' 虚 にして 以て 人に 受け、 勤めて 以て 己れ を勵 ますと き は、 其の 修まる- 

所、 泉の 始めて 達する が 如く、 源々 として 其れ 來る。 

世に 九峯 先生と いふ (八) 書 經の奏 典 *舜 典 を 二 典と いひ， 大禹 誤. 皇陶誤 を三謨 とい ふ (九) 說 命下篇 


叉 曰、 惟斅 學半、 念 二 終始， 典 二 于舉； 厥德修 罔， 覺、 

を しふ 

蔡沈曰 はく、 」 教は敎 なり。 言 ふこ ころ は、 人を敎 ふること は學 ぶの 半に 居る、 蓋し 

道 厥の 躬に 積む は體の 立な り、 舉を 人に 斅 ふる は 用の 行なり、 體用を 兼ね 內外を 合し 

て而 して 後に 聖學全 かるべき なり。 始め 之れ 自ら 舉 ぶこと、 舉 なり。 終に 之れ 人に 敎 

ふること、 亦舉 なり。 一念 終始 常に 凤，- に 在って 少しの 間斷 なきと き は、 德の 修まる 所 

其の 然る を 知らず して 然る者 あり。 丘 文... -曰 はく、 學の 一言、 此 より 前に は 未だ 言へ 

る 者 あらず して、 傅說 首め て 以て 高 宗に吿 ぐ。 說が言 は 以て 當 時の 君に 吿 ぐと 雖も、 

然も 萬 世の 下、 舉 者の 舉と爲 す 所以と 其の 敎と爲 す 所以と、 上下に 通用 十べき なり。 

眞氏旣 に 全 章 を 以て 之れ を 帝王 爲， 學の條 に 載す。 今 此の 數語を 摘って 以て 後世の 

^の 者に 示す と 云 ふ。 

-I  (三) ク  ビテ -ーフ レヌ ャ  バシカ ラ リ  リ  ルャ  シカラ  ンテ 

論語、 子 曰、 舉而 時習， 之、 不二 亦說- g 乎、 有 T 朋自ニ 遠方 1 來 h 不二 亦樂 I 乎、 人不 

レ知 而不， 11、 不二 亦 君子, 乎、 

朱 子 曰 はく、 舉の 言た る、 效 ふなり。 人性 皆 善 なれ ども、 覺る こと 先 後 あり、 後^ 

の 者 は 必ず 先 覺の爲 す 所を效 ふ、 乃ち 以て 善 を 明かに して 其の 初に 復 るべき なり。 お 


は 鳥の 數.' 飛ぶ ことなり。 舉 びて 已 めざる こと 鳥の 數> 飛ぶ が 如くす るな り。 旣に學 

びて 又 時々 之れ を 習 ふとき は、 學ぶ 所の 者 熟して 中心 喜說 す、 其の 進む こと 自ら 已む 

{五> 

(五) 遠方よ 能 はず。 遠方より 來る とい ふとき は、 近き 者 知るべし。 慍は怒 を 含む の 意、 君子 は 成 

り 来る 場合 を  f 六 一  やす 

樂 しとい ふ以 德の 名な り。 人に 及ぼして 樂 しとす る は 頃に して 易き も、 知らず して 愤ら ざる は 逆に 

上、 近くより  ，  -I  ス 

M^^^^ して 難し。 故に 惟 だ 成德の 者の み 之れ を 能くす。 然して 德の 成る 所以 は、 亦學の 正し 

ひしの 意な く、 習の 熟し、 說の 深く して 已 まずと 曰 ふの み。 王 逢 曰 はく、 擧と習 は 大學. 小學を 

お 兼ねて 言 ふ。 善 を 明かに して 初に 復る は是れ 大學の 明， I 明德 一の 事、 朋來っ て 善を以 

て信從 する 者 て 人に 及ぼす は 是れ新 民の 事、 知ら ざれ ども 慍ら ずして 君子と 成る は 是れ止 二 至善 一の 

衆し、 故に 樂  (一八) 

itiuir 事な り。 丘 文莊曰 はく、 天下の 理は 二つ、 善と 惡 とのみ。 學に 貴ぶ 所の 者 は、 其の 能 

も 以て 從ふ樂  ん. 

しみ をい へる を 以て 其の 善 を 明かに し、 以て 其の 本然の 初に 復り、 以て 君子と 爲 り， 而 して 惡に流 

なり 

^-0^^^, れて 以て 小人と 爲ら ざる ことなり。 孔子の 人に 敎 ふる、 拳々 として 君子 小人 を 以て 並 

"者 ヘム 、 

L> 稱す。 宋元 ベ 言 ひて、 屢.^ 之れ を 道 ふ。 門人 其の 言 を 記して 以て 論語と 爲す。 開 卷卽ち 君子 を 

，安 穴 三に 出  こ 二 を もつ 

CA)  S 衍 以て 其の 始に 託し、 其の 末に 至って 叉 君子 を 以て 其の 終 を 結ぶ。 以 て 見る に、 聖人 

義補卷 之 七十  ひ A. ス、 

1 に 出.. つ  の 敎は人 其の 善 を 明かに して 以て 其の 惡を 去り、 公を存 して 以て 私を絕 ち、 義に 篤く 

學問ニ  •  四 二三 


出卷 十 章 
づ之 大五雜 中 
七壤韋 K 壞 


. 円 


二)  ill 

「*- 舜之 世、 

比； 1  土. ST レ封」 と 

出づ、 各. 

？ 3 ますべし の 

*- せ  一 

(二)  I 雍 

也 is 第二 十五 1 

$  一 

(三) 同 子罕ー 

？ I 第 十 章 j 

第一 

衍ー 


(七) 特に 我」 

の 字 を 用 ひし 一 

ところ， しれが 1 

有と せし 所； ：5ー 


して 利に 喩 からず， 以て 君子た らんこと を. 欲する に 非ざる なし。 然る 所以の 者 は、 其 

の 本然の 善に 復り 其の 固有の 德を 成さん こと を 欲すれば なり。 斯の 世の 人 をして 人々 

おもむき  、 一 一 

に 君子の 行あって 小人の 歸に 流れ ざら しむる とき は、 天下 は 比屋も 封す ベ きの 俗 を 成 

さん。 

(二) へク  ハク ビ  ヌ  スル ニレヌ テス ヌ  キ テル 力  (III) • 力 ハク  ハ  -ー 

子 曰、 君子 博 學ニ于 文； 約， 之 以， 禮、 亦 可ニ以 弗.， 畔矣 夫、 顏淵 曰、 夫子 循々 然、 善 

フ マ  ケスル 二 ヌ テシヌ  ス ルニヲ チスヌ (wr) へク クビ  -i ヒ  ンデヒ  カー ージ 

誘レ 人、 博, 我以レ 文、 約, 我以 レ禮、 子 思 曰、 博舉 之、 問 之、 愼 FE^ ゾ之、 明 辨之、 

篤行 之、 孟子 曰、 博學 而詳說 之、 將ニ以 反 說， 約 也、 

S  スル 

丘 文莊曰 はく、 孔門の 敎は 知行の 二者の み。 博く 文 を 舉び， 之れ を 約す るに 禮 を以 

てす る は、 孔門の 敎 なり。 我れ を 博く する に 文 を 以てし- 我れ を 約す るに 禮を 以てす 

る は、 顏 子が 孔子の 敎を 受けて 以てお. -と爲 せるな り。 子 恩の 所謂 博く 风， -ん で. N れに繼 

ぐに 問 思辨を 以てして 行 を^く すと いひ、 孟子の 謂 ゆる 博く 學んで 詳に說 き， して 

之れ を 反する に 約 を 以てすと いふ も、 皆 是の理 なり。 三千の 徒 • 其の 師說を 聞かざる 

{ ヒー 

はなし、 而 るに 顏子獨 り 以て 己れ が 有と 爲 して、 之れ を 博， 我 約, 我と 謂 ふとき は， 孔 

子 專ら顏 子の 爲に 此の 敎を 設けし に 似たり。 鳴 呼， 此れ 孔子 善く 誘く 所以に して、 顏 


(八) に 


(九) 論語 述 

而篇 第三 章 

(一 〇) 尹淳、 

字 は g 明、 河 

南の 人、 程 子 

の 門下な り、 

この 語 は 朱 子 


引かる、 又大 

奥衍義 補卷 之 

七十 一 にも 引 

用せ り 

ニー) 論語 


五 章 

( I  二) 以下 

程 伊 = • 朱 子 

るニ說 共に 朱 

子の 集註に 見 

ゆ 

( I 三) 大承 

I  仿義補 卷之七 

十 一 に 引用せ 


子學を 好む 所以なる か。 曾 子の 大學を 作る や、 格物致知、 而 して 後に 誠意 正 心なり。 

子 思 は 曾 子に 得、 孟子 は 子 思に 得る も、 一 知行の 外餘 法な し。 周. 程 • 張 • 朱の 舉も 

皆 此れに 外なら ず。 而 して 陸 九 淵 は 乃ち 心 を 茫昧に 注ぎて 此れ を 外にして 以て 事と 爲 

す、 是れ 果して 聖人の 學 ならん や。 

子 曰、 德 之不， 修、 擧之不 X 講、 聞 レ義不 M ヒ お：， 徙、 不善 不：， 能, 改、 是吾憂 也、 

(一？ 

ラョ曰 はく、 德は 必ず 修 して 而 して 後に 成り" 學は 必ず 講じて 而 して 後に 明かに， 

善 を 見て は 能く 徙り、 過を改 むる に吝 ならず。 此の 四つの 者 は 日 新の 要な り。 苟も 未 

だ 之れ を 能くせ ざれば、 聖人 も 猶ほ憂 ふ、 況ゃ學 者 を や、 

子 曰、 古之學 者爲， 己、 今之擧 者爲， 人、 

ニニ)  . 

程 子 曰 はく、 己れ の爲 にす ると は、 之れ を 己れ に 得ん こと を 欲するな り、 人の 爲に 


すと は、 人に 知られん こと を 欲するな り- 


朱モ 


, 曰 はく、 聖賢が 學 者の 用心 得失の 際 を 


論ずる こと. 其の 說 多し。 然れ ども 未だ 此の 言の 切に して 要なる が 如き 者 あらず。 此 

(一 一-一) 

において 明に 辨 じて 日に 省みれば、 其の 從ふ 所に 味から ざるに 庶 からん か。 又 曰 はく、 

大抵 學者を 以てして 天下の 事を視 るに、 以て 己れ が 事の 當に 然るべ き 所と 爲て 之れ を 


修敎耍 錄卷之 四  四 ニ丄ハ 

爲す とき は、 甲兵 錢穀 豆 有司の 事と 雖も皆 己れ の爲 なり。 其の 以て 世に 知られん こ 

2) 前 出 一一 と を 求むべき を 以てして 之れ を爲 すと き は、 股 を 割き 墓 に^し、 弊 車. MIH^ なりと 雖も 

七 一 頁 is  t 

亦 人の 爲 のみ。  _ 

子 夏 曰、 百 ヱ居レ 象、 謹 造 ぎき 君子 學 以致 二き 其 I 一 

^^m^n  朱 子 曰 はく、 ェ肆に 居らざる とき は 異物に 遷 されて 業 精し からず、 君子^ば ざると 

.^ー の 引用 き は 外 誘に 奪 はれて 志 篤から ず。 尹 氏 曰 はく、 「學は 其の 道 を 致む る 所以な り。 百ェ 

肆に 居れば 必ず 務めて 其の 事 を 成す、 君子の 舉に于 ける、 務 むる 所 を 知らざる ベ けん 

や」 と。 二 說相須 つて 其の 義 始めて 備 はれり。 丘 文...^ 曰 はく、 百 ェ肆に 居りて 方に 能 

く 其の 事 を 成す、 君子の 學も 方に 以て 其の 道 を 致むべし。 然して 今の 士子群 然として 

(5 la あ 學 校の 中に 居る も、 博突飮 酒して 州縣の 長短. 官 政の 得失 を 議論す、 其の 稍 や 理に循 

I ラ^ ふ 者 も 亦 惟 だ 飽くまで 食 ひ 安閑と して 以て 歳月 を 度る， 畢竟 何事 を か 成さん や。 惟 だ 

^勞に する  つ ひで 

t ま 孟子 吿子 曰を積み時を待っ て以て^^^ど出身に需むるのみ。 其の 學に向 ふ 者 ある も、 亦 多く は： 止 

上篇 第九袁 に  $. 

+「i が „f む"、 學を 務めず して 異端の 小 術 を 學び爲 む。 中に 一 人の 正 學を舉 ぶ もの ありと も， 而も 乂 

^^B^ 多く は 一 暴 十 寒、 半途に して 廢す、 而 して 功 を 一 资に 齢く 者 も 亦 或は 之れ あり" 之れ 


を學 ぶに 道 を 以てせず して 其の 極 を 致む る 能 はざる は、 皆 所謂 自暴自棄の 徒な り。 此- 

れ 最も 今日の 士 子の 病な り、 宜しく 痛禁 すべし。 

二へ) 二  〈ク ハ レナ ガラ ニグ  リ レヲ ハ ビテ リ レヌ  シン デ ル レヲ ンデハ ノ ルニ レヲ  へ 

中庸 曰、 或 生 而知レ 之、 或學而 知， 之、 或は 困 而知， 之、 及-一 其 知 r 之 一 也、 或 

ジテ ヒ レヲ ヘシ テ  レヲ ハ  シテ フ レヲ デハ ノー 一 

安而 行， 之、 或利而 行， 之、 或 勉强而 行：， 之、 及 二 其 功 1 1 也、 

朱 子 曰 はく、 之れ を 知る 者の 知る 所、 之れ を 行 ふ 者の 行 ふ 所 は、 謂 ゆる 達 道な り。 

其の 分 を 以て 言へば、 知る 所以の 者 は 知な り、 行 ふ 所以の 者 は 仁な り、 知の 成；， 功に 

至りて 一 たる 所以の 者 は 勇な り。 其の 等 を 以て 言へば、 生 知 • 安行 は 知な り、 擧知 • 

利 行 は 仁な り、 困 知. 勉行は 勇な り。 蓋し 人の 性 は 不善な しと 雖も、 氣禀は 同じから 

(七) 

ざる 者 あり、 故に 道 を 聞く に蚤莫 あり、 道 を 行 ふに 難易 あり。 然れ ども 能く 自ら 强め 

て 息まざる とき は、 其の 至る こと 1 なり。 呂大臨 曰 はく， 入る 所の 塗 は 異なりと 雖も. 

0 そ  ほ とん 

至る所の 域 は 則ち 同じ、 此れ 中庸と 爲す 所以な り。 若し 乃ち 生 知 安行の 資を 企んで 幾 

ど 及ぶべからず と爲 し、 困 知勉行 を輕ん じて 成す ある 能 はずと 謂 はば、 此れ 道の 明な 

らず行 はれざる 所以な り。 

f クム ハヲタ  一一  ハク  二  ル ハヲシ  -I  Afc; ハノ  ヲ  ル  ヲ ムルヲ 

子 曰、 好 レ學近 二 乎 知； カ行 近 二 乎 仁； 知 レ恥近 二 乎 勇 一 知-一 斯 三者； 則 知レ所 一一 以修 1,身> 

學 問 二  四 二 七 
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知, 所 一一 以修 1, 身， 則 知レ所 n 以 治；. 人、 知レ 所 ニ以治 1, 人、 則 知 レ所ミ 以治ニ 天下 國{豕 ー矣、 

朱 子 曰 はく、 此の 言 は 未だ 達德に 及ばず して 以て 德に 入る の 事 を 求む るな り。 上文 

ニー  (二： 

にに い を 通じて 三 知 を 知と 爲し、 三 行 を 仁と 爲す とき は、 此の 三つの 近き 者 は！^ の 次な り。 

ru) き？ 斯三 者と いふ は 三 近 を 指して 言 ふ。 人と は 己れ に對 する の稱、 犬 下 國家は 則ち 人 を 

利 行 *勉 行  .,「.v お！  ゼ 

盡 せる ものな り。 ，. 广プ 《^ 曰 はく、 愚者 は 自ら 是 なりと して 求めず、 .s ら 私する^ は 人 

L たが (一 一!)  した 

に 一一へ 本然の 欲に 狗 つて 返る こと を 忘れ、 懦者は 人の 下と 爲るを せんじて 辭 せず。 故に^ を 好む は 

性に：^ る こと 

な.'  知に 非 ざれ ども、 然も 以て 愚 を 破る に 足り、 カ行 は 仁に 非 ざれ ども、 然も 以て 私 を 忘 

るるに 足り、 恥 を 知る は 男に 非 ざれ ども、 然も 以て 惴 を 起す に：： える。 丘 文. 曰 はく. 

理は 之れ 人に 在り、 人々 の 同じく 由る 所の 者 は 道な り、 人々 の 同じく 得る 所の 者は德 

なり、 人々 の 同じく 存 する 所の 者 は 誠な り。 天下 古今 人の 同じく 由る 所の 者 を 己れ に 

得れば 德 となるな り、 天下 古今 人の 同じく 得る 所の 者 を 心に 存 せば 誠と なるな り。 之 

れを 知る に 非 ざれば 則ち 見る 所な し、 之れ を 行 ふに 非 ざれば 則ち 得る 所な し。 樂者未 

だ 生 知 安行の 域に 至らず、 此れ 學知利 行、 困知勉 行の 功な かるべからざる 所以な り。 

敎 ふる 者 其の 資質の 近き に 因って 導いて 以て 之れ を 入れ、 各. - をして 其の 至りに 至ら 


しむる とき は、 天下に 棄才 なし。 

l^r 之 者、 擇， 善而 固執， 之 者 也、 溥學 之、 審問 之， 愼 思 之、 明辨 之， 篤行 之、 

S 大辠衍 朱 子 曰 はく、 聖人の 德 は渾然 だる 天理、 眞 實無妄 にして、 思勉を 待たず して 從容道 

義補卷 之 七十  まこと 

s  f  に 中る。 未だ 聖に 至ら ざれば、 人欲の 私な きこと 能 はず、 而 して 其の 德 たる や 皆實な 

る こと 能 はず。 故に 未だ 不レ 思して 得る こと 能 はざる とき は、 必ず 善 を 擇んで 然して 

後に 以て 善 を 明かに すべく、 未だ 不レ勉 して 中る こと 能 はざる とき は、 必ず 固く 執つ 

て而 して 後に 以て 身に 誡 あるべし。 學問思 辨は善 を 擇んで 知 を爲す 所以、 寧んで 知る 

たり。 篤行 は 固く 執りて 仁 を爲す 所以、 利して 行 ふなり。 或て と 曰 はく、 學問 思辨も 

亦 序 あり やと。 朱 子 曰 はく、 學 ぶことの 博く して 然して 後に 以て 事物の 理を備 ふるこ 

と あり、 故に 能く 之れ を參 伍して 以て 疑 はしき 所 を 得、 而 して 問 ふこと あり。 問 ふこ 

との， 審 にして 然して 後に 以て 師友の 情 を盡す あり、 故に 能く 之れ を 反覆して 以て 其の 

端を發 し、 而 して 恩 ふべ し。 之れ を 思 ふこと 謹めば 精に して 雜 ならず、 故に 能く 自得 

する 所 ありて 以て 其の 辨を 施すべし。 之れ を辨 ずる こと 明か なれば、 斷 にして 差 はず • 

故に 能く 疑惑す る 所な くして 以て 行に 昆る べし。 行 ふことの 篤ければ、 凡そ 學問 思辨 

學 問 二  四 二 九 


等路十同也：：^等杓說|g卒g?? ら餘 すすむ そ 種 t) は 金：： 
參^ 二 Ifi^c; のお • すし 先し 白人る 、。の 祥カ S 華 
第 淵 第 ^'ぶき 。て 生 、雪な ゃ晚遂 IS に搴 之の 
十 、第ニ論ぁ ^3集讀文と 世山 り 門年に奥^ し 、人 元 

九 同, 十 語り g 傳嘗 稱に人 。徒講 仕 をん '幼 '代 
章 子 二 ^雍 集 名 塞と す 白と 自千缀 へ 極で 金よ 字の 


修敎耍 錄卷之 四  四 三 〇 

して 得る 所の 者 又 皆 必ず 其の 實を 踐んで 空言 を爲 さず。 饒^ 曰 はく、  ^ぶこと 必ず 博 

くして 然して 後に 以て 天下の 見聞 を聚 めて 周く 事物の 理を 知る あり、 問 ふこと 必ず. ¥ 

ひら 

にして 然して 後に 以て 其の 舉 問の 疑 はしき 所 を； S いて 心に 自得す る あり 辦寸る こと 

必ず 明に して 然して 後に 以て 其の 公私 義利 是非 眞妄を 毫^ 疑似の 間に 別つ ありて、 則 

ち 差 終に 至らず。 善を擇 ぶこと 此に 至りて 精し と 謂ぶべし。 是の 如くして 加 ふるに^ 

かすか  あら は  いた 

行 を 以て 十る とき は， 日用の 間、 念 慮の 微な るより 以て 事爲の 著なる に 達る まで、 必 

ず 能く 利 を 去って 義に 就き、 是を 取って 非を舍 て， 人欲の 私 をして 以て 天 现の正 を 尊 

ふこと を 得しめ ず、 而 して 凡そ 學問 思辨の 得る 所の 者 皆 以て 其の 實を踐 むこと あり。 

執る 所 此の 如きと き は、 其れ 固き こと 何 如と か爲ん や。 香， 震 曰 はく、 博く 學 ぶこと は 

是. e 總說 なり。 聖賢 毎に 人に 博く 率ばん こと を敎 ふ。 夫子 は 博^ n 于文 一と 謂 ひ、 額 子 

は£ ケ-我 M (文" と 謂 ひ、 孟子 も 博 I ノ而詳 ー說ク 之と 謂へ り。 蓋し 學を爲 す こと 規模 廣か 

らず、 淺見 諛 聞なら ば、 安ん ぞ 能く 道 を 知らん。 問 思 以下 は是れ 一 事 一 節を遂 うて 理 

會 して、 問 ふこと 是れ須 らく 詳赛 にして 答 者 をして 辭を盡 し 意 を暢ば しむべし。 雙遲 

が 仁 知 を 問へ るが 如く、 旣に師 に 聞きて 又 友に 質し、 必ず 其の 意に 達して 而 して 後に 


さ 一) 朱 子の 


s) 中庸 前 

文の 315 きなり 


(五) 中秦章 

n 大 舉折義 

铺卷之 七十 二 

抄出 のつ づき 


止む。 旣に 問うて 之れ を 得て は 叉 之れ を 思うて 自ら 心に 得しむ。 思 ふとき は 必ず 愼む" 

ル バ  ひろ 

思 ふことの 不レ及 は 慎に 非ず、 思 ふことの 過ぎた る も 慎に 非ず、 思 ふことの 泛 きは愼 

に 非ず、 思 ふことの 藝ち たる も愼に 非ざる なり。 思 ふこと 旣に 之れ を 得て は 又 辨析を 

加へ、 明徹 にして 纖毫の 疑 滞な からしめ、 然して 後に 之れ を 行事に 措いて 篤く す。 丘 

文莊曰 はく、 誡レ 之の 道 は 善 を 擇んで 固く 執る に 在り。 善 を 擇んで 固く 執る 所以の 者 

( 三 )  -ー スル ヲ 

は 則ち 博學. 審問. 愼思 • 明辨. 篤行に 在り。 章句に 謂 はく、 「此の 五 者 は 誠：， 之の 

目な り， 10 程 子 曰 はく、 「五 者 其の 一 を廢 せば、 擧に 非ざる なり」 と。 擧 者烏ぞ 序に 循 

つて 其の 功 を 兼 致せざる ベ けんや。 

リ ザル バ  ンデ レヲ レバ クセ ルカ  リル ハ  ウテ レヲ レバ ラル 力  リル ハ  ウテ 

有レ 弗, 學、 學：， 之 弗 お 弗 4^ 也、 有, 弗レ 問、 問：， 之 弗 1 知 弗 也， 有, 弗 1 思、 思 

レ ヲレぺ  ル 力  ル ゼ  ジ テン ヲレぺ 十 ラル 力  リ ル ハ  ウテ レヲ レバ 4- -「 ふ 力 

レ之 弗， 得 弗：， 措 也、 有， 弗， 辨、 辨， 之 弗， 明 弗， 措 也、 有， 弗レ 行、 行， 之 弗レ篤 弗レ措 

クビニ クス レバ レヲ レタ ビス レヲ  クビニ クスレ パレ ヲ  タ ビス レヲ ズクス レバ ノヲ  モ ト 

也、 人 一 能. Z 之、 己 百, 之、 人 十 能， 之、 己 千, 之、 果能 一一 此道 ー矣、 雖レ愚 

ズ 二  モ ト ズ 十 r— 

必明、 雖ぃ柔 必强、 

き  や 

朱 子 曰 はく、 君子の 學爲 さざる とき は已む も、 爲す とき は 必ず 其の 成らん こと を耍 

す、 故に 常に 其の 功 を 百倍に す。 又 曰 はく、 明かなる は 善を擇 ぶの 功、 强 なる は 固 

學問ニ  四 三 一 
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く. pi^n り 女 J  )  0 按す るに、 朱 子 父子 S の 意 を S1 ふ は、 ^？^し曰はく、 に *! ばざる 者あって 之れ を ゆび、 £はざる>1^:ぁ 

く ク：^ .v^ り つて 之れ ュ W 問 ふ、 之れ を^び 之れ を 問うて、 得 ざれば 措かす と* 則ち 必す 其の 成 らんこと も _s„z すと な 

f  二  &: A^ar すなり。 朱 子 は畢を 以て 卒に 句と CJ し 且つ さ-されば 1U むと m へば、 則ち 人に i« ばす 問 は-さるお P 大臨 (nvt,、-  ,53 

•Jl のれ! ありと するな り。 下 文の 人 一 たびすれば 百 たびする 等の f 文相 貫か r  。其め 說亦 sj= あり。  pits 人 0 

子の 學ぶ 所以の 者 は 能く 氣質 を變 化せん が爲 のみ。 德氣 質に 勝つ とき は 愚者 も 明に 進 

S? に むべ く、 柔者 も强に 進むべし。 之れ に 勝つ 能 はざる とき は、 學に志 ありと 雖も、 亦 愚 

見 ゆ 

は 明なる 能 はず、 柔も 立つ 能 はざる のみ。 蓋し 均しく 善に して惡 なき 者 は 性な り、 人 

の 同じう する 所な り。 昏明强 弱の 禀齊 しからざる 者は才 なり、 人の 異に 十る： W なり。 

誠レ 之と は、 其の 同に 反って 其の 異を變 ずる 所以な り。 夫れ 不善の 質 を 以て 變 じて 美 

ならん こと を 求む る は、 其の 功 を 百倍 十る に 非 ずん ば、 以て 之れ を 致す に 足らず。 今 

ろ まう  たや 

^莽 滅裂の 學を 以て、 或は 作し 或 は^め、 以て 其の 不 美の 質を變 ぜんと 十、 變 ずる 能 

はざる に 及んで は 則ち 曰 はく、 天質 美なら ず、 寧の 能く 變 ずる 所に 非ず と。 是れ^！！：棄 

に 果せるな り、 其の 不仁た る こと し。 丘 文莊曰 はく、 舉を爲 す は 最も 是れ氣 質を變 

化する を 難しと 爲す。 舉を爲 して 能く 己れ が氣 質を變 ずると き は、 其の 樂- 成れり。 敎 

を 施して 能く 人の 氣質 を變 ずると き は、 其の 敎 成れり。 

(三) 

(三) 中 奢 第  -- ハンデ ヌ  ョル  ニキ (/チ ヲ  ス  fK  ,.テ ヌ  ョル  ，- *.r  7 ル キヌ 

二十 七 章 故 君子 尊 一一 德性； 而道ニ 問舉； 致 一一 廣大； 而盡ニ 精微； 極 一一 高 明； 而道ニ 屮庸ー 溫レ 故 


ル シキヲ  ニシ テテ ブ ヲ 

而 知， 新、 敦厚 以崇 ぃ禮、 

(E) 中庸 章 朱 子 曰 はく、 尊ぶ と は 恭敬 奉持の 意。 德 性と は 吾れ の 天より 受 くる 所の 正理 なり。 

IT 大 m 衍義  "る  じんや，  %  ま 

Ml 之 七十 二 道 は 由な り。 溫は猶 ほ傳溫 の溫の ごとし。 謂 ふこ ころ は、 故と 之れ を 寧んで 復た 時に 

(五) 存 養の 之れ を 習 ふなり。 敦は 加.^ 厚き なり。 德性を 尊ぶ は、 心を存 して 道 體の大 を 極む る 所 

,.llDt5 な. c  • きょ 

以 なり。 問學に 道る は、 知 を 孰め て 道 體の細 を盡す 所以な り。 二者 は德を 修め 道 を 凝 

する の大 端な り。 一 毫の 私意 を 以て 自ら 蔽 はず、 一 毫の 私欲 を 以て 自ら 累 はさず、 

其の 已に 知る 所を涵 まし、 其の 巳に 能くす る 所を敦 篤に する は、 此れ 皆 レ 心の 屬な 

たが ひ  あやまち 

り。 析理 するとき は 毫釐の 差 あらしめ ず、 事を處 するとき は 過不及の 謬 あらしめ ず、 

ヲ 義には 日に 其の 未だ 知らざる 所 を 知り、 節レ 文に は 日に 其の 未だ 謹まざる 所 を 謹 

むは、 此れ 皆 致 知の 屬 なり。 蓋し 心を存 する に 非 ざれば 以て 知 を 致む る ことなく、 而 

して 心を存 する 者 は 叉 以て 知 を 致め ずん ば あるべ からず。 故に 此の 五 句 は 大小 相資 け- 

首尾 相應 ず。 聖賢 示す 所の 入 レ德の 方 此れより 詳 なる はなし。 擧者 宜しく 心を盡 すべ 

し。 丘 文莊曰 はく. 德性を 尊び、 問學に 道る、 二者 は 儒者 寧を爲 すの 大端 なり、 二者 

う， i か おすべからず。 廣大を 致め、 高 明 を 極め、 故を溫 ね、 敦厚に する、 四 者 は 德性を 

學問 二.  四 三 三 


し 、山 
よ Oi  ^ 
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尊ぶ の 目な り。 精 微を盡 し. 中庸に 道り、 新 を 知り、 禮を崇 ぶ、 四 者 は 問綮 に^るの 

目な り。 朱 子 謂 はく、 「其の 大小 相資け 首尾 相應 ず， 聖賢 示す 所の 入 レ德の 方 此れより 

詳 なる は 莫し」 と、 蓋し 二者 は 相 有 十べ くして 相 無き こと 能 はず、 其の 一 に 偏す.；； ば • 

聖人の 道、 儒者の 學に 非ず。 彼の 陸 九 淵 は 乃ち 專ら 其の 一 を 以て 舉と爲 さんと 欲す、 

烏ぞ 是の理 あらん や。 

y 下) Jlss^s 孟子 曰、 中 也、 養 こ 不中ー 才也、 養 n 不才 一 故人 樂， 有 二 賢 父兄 > 也、 如 中 也 棄二不 中 一 才 

也棄 一一 不才 一 則 賢 不肯相 去、 其 間 不レ能 レ以レ 寸、 . 

(一一) £ 、は J  朱 子 曰 はく、 過不及な き 之れ を 中と 謂 ひ、 以て 爲す 有る に 足る 之れ をホと IS ふ。 養 

H 又 大藥衍 

^^^^^^ とは涵 育龍陶 して 其の 自ら 化する を 俟っを 謂 ふ。 賢と は 中に して. ある 者 を 謂 ふ。 賢 

コ 一一) 8« 父兄 父兄 ある を樂 しむと は、 其の 終に 能く 己れ を 成す を樂 しむな り。 父兄た る 者 若し 子弟 

に敎 へられて  -i. 

^^^^^^ の不 賢なる を 以て 遂に 遽に 之れ を絕 ちて 敎 ふること 能 はずん ば、 吾れ も 亦 中 を 過ぎて 

不才な り。 其の 相 去る の 間 能く 幾何 ぞゃ。 ft. お 曰 はく、 中 は德を 以て 言 ひ、 才は質 を 

以て 言 ふ。 惟 だ有德 者の み 能く 性情 を 涵養して 過不及の 患な しと 爲る なり、 故に 之れ 

を 中と 謂 ふ。 而 して 其の 一 偏に 倚る 者、 自ら 正す 能 はざる 者 は、 則ち 之れ を不 中と 謂 


ふ。 天資 美 茂に して、 忠厚 • 剛毅 • 明敏の 類の 如き は、 皆 之れ を 才と謂 ふ。 而 して 其 

の資 禀の不 美に して 以て 刻薄. 柔懦 • 愚喑の 流に 陷る は、 則ち 之れ を 不才と 謂 ふ。 父 

兄の 子弟に 於け る、 其の 不中 不才 を 見る や、 則ち 當に 之れ を敎 ふる 所以 を 思ぶべし。 

之れ を敎 ふるの 道 は 之れ を 養 ふに 如く はなし。 養 ふと 云 ふ は、 天地の 萬 物 を 涵養す る 

うる ほ 

が 如し、 其の 雨露の 霑す 所、 風 雷の 振 ふ 所、 和氣の 薰陶、 寧ん ぞ間斷 あらん や。 故に 

物 生 を 以て 遂ぐ。 父兄の 子弟 を 養 ふの 道 も 亦 當に是 の 如くなる べし。 寛裕 にして 以て 

之れ を 容れ、 義理 以て 之れ を漸 め、 忠信 以て 之れ を 成し、 其の 明 を 開いて 以て 其の 惑 

ひら  さ. 二 

を祛 き、 之れ を 引く に 其の 方 を 以てして 之れ をして 自ら 喻 らしむ。 夫れ 豈歲 月の 功な 

きざ 

らん や。 彼れ 不中 不才な りと 雖も、 涵養の 久しくして、 豈萌十 こと あるな からん や。 

如し 其れ 萌す こと あらば、 養 道 益.' 施すべし。 丘 文 曰 はく、 孟子の 此の 章 は、 父兄 

の 子弟に 於け る、 必ず 當に 以て 之れ を 教養す る こと あるべき を 言 ふ。 然して 國 家の 臣 

下にお ける、 師儒の 子弟に 於け る、 亦然ら ずと いふ ことなし。 苟も 之れ を 養 ふ 能 はず 

して 之れ を棄絕 するとき は、 其の 間の 相 去る こと、 其の 父兄の 不中 不才の 子弟に 於け 

ると 何ぞ 異ならん や。 

學問ニ  四 三 五 
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二)  i  ^子 曰、 學 惡カ g 乎 悪 乎 終、 曰、 其 數則始 ニ乎誦 lfe、 終 ニ乎諫 禮、 其 義則始 二 乎 

爲 士、 終，， 一 乎爲ニ 聖人 一 眞積， カ久 刖入、 擧至二 乎沒- 而後 止 也、 君子 之帛 也、 人 二 乎 

-ーキ  -I キ  -ー ァ-フ 〈ル  二  ハ  .；^テ -ー ヅ  -ー  ゥヅ. P 一一 

耳； 著，, 乎 心； 布 二 乎 四體ー 形 二 乎 動靜； 小人 之 舉也、 入 二 乎 耳, 出 二 乎 ロー  口耳 之 間 財 

(二)  ■ 

2) え Kg 四寸 耳。 丘 文莊曰 はく、 伊川の 曰 ふ、 「舉 未だ K セら ざる も、 其の 言 至る 者 は、 其の 言 

義補卷 之 七十 

一一 抄出  に 循ふも 亦 以て 道に 入るべし」 と。 苟子は 曰 はく、 「眞に 力 を 積む こと 久しければ 乃 

ひそか おも 

. ち 入る」 と。 <w 卿 元と 此れ を 知らざる なり。 愚竊に 謂へ らく、 此れ 所謂 贤人 にして 而 

も 聖人の 道 を 言へ るな りと。 

さ 一) の大 二-一) 

鬵揚， 扇.. 言. 揚子曰 はく、 學を務 むる は 務めて 師を 求む るに 如かず。 師は 人の 模範なる も、 ^摸な 

法き 1>  揚ま だ 

M^^^ らず、 範範 ならざる もの、 少 からず と爲 す。 一関 i 化の 市も異 意に 勝へ ず、 一径の 窨 

去  一一 ーーロ 卷と 1 ^ 

SI に 出づ。 も 異說に 勝へ ず。 一関の 市 も 必ず 之れ が 平 を 立て、 一卷の 書 も 必ず 之れ が師を 立つ。 

in は 十三 卷- 、，ら ひ なら ひ  ぜ  あ 、 

0^^^ 習 かな 習、 非に 習 ふの 是に 勝る を 以てする や、 况ゃ是 に 習 ふの 非に 勝れる を や。 於 戲_ 

»f び :@ ど  ぜ  ： つ く 

あげ、 isi. 止 學者 其の 是を審 に 十る のみ。 或 ひと 曰 はく、 焉ん ぞ是を 知って 之れ を^ はんやと。 曰 

に 近し。 朱の  1 

はく、 曰 月 を 視て衆 星の 蔑 ■ なる を 知り、 聖人 を 仰いで 衆說の 小なる を 知るな り C 

fw!- つづ 馬 光 曰 はく、 南方の 俗 は 題 を 雕るを 以て 美と 爲し、 ， お 戎の俗 は 尸 を 焚く を 以て 榮と爲 


(ra) 揚子法 

言 前 出の つづ 

き、 衍 義補抄 

出. 


(五) 韓退 之、 

その 師說の 語 

なり、 唐 【术八 

宗文卷 一 に 出 

づ、 衍義 補に 

も 抄出せ り 


-1 ,. ふ- 

-二ひその 

- リカ 師第 

七- 全文. なり。 

又 近 思， 1 敎 • 

類に 出づ ，， 


十 も、 習 ふ 所に 安んじて 其の 非なる を 知らず。 小道 を 習 ふ 者 も 亦 此れに 類す。 人 苟も 

心 を 聖人の 道に 盡す とき は、 衆說の 寧ぶ に 足らざる こと 知り 易し。 

叉 曰 はく、 學は 君子た らんこと を 求む る 所以な り。 求めて 得ざる 者 ある も、 夫れ 未だ 

求めず して 得る 者 あらざる なり。 5 文莊曰 はく、 理に善 ぁリ惡 あり、 人に 君子 あり 小 

人 あり，、 人と 爲て 君子と 爲 らんこと を 求めて 小人と 爲ら ざらん に は、 學に 非ず して は 

能 はざる なり。 擧は善 を 明かに して 惡を 去る 所以な り。 善 明かに して 惡 去らば、 小人 

たらずして 君子た らん。 

韓ー愈 曰 はく、 古の 舉者は 必ず 師 あり。 師と いふ は 道 を 傳へ業 を 受け 惑 を 解く 所以の も 

のな り。 人生れ ながらに して 之れ を 知る 者に 非ず、 孰れ か 能く 惑な からん。 惑 ひて 師 

に 従 はずん ば、 其の 惑た る や 終に 解け ざらん。 是の 故に 道の 存 する 所 は 師の存 する 所 

なり。 嗟 乎、 師道の 傳 はらざる こと 久し。 人の 惑な からん こと を 欲する こと 難し。 古 

の 聖人 は 其の 人に 出づる こと 遠し、 猶ほ 且つ 師に從 つて 問 ふ。 ベ 「の 衆人 は 其の 聖人に 

下る や 亦 遠し、 而も 師に學 ぶ を 恥づ。 是の 故に 聖は 益- 聖 にして， 愚 は 益，' 愚な り。 

溪の周 子 曰 はく、 或 ひと 問うて 曰 ふ、 易 を か 天下の 善と 爲 すと。 曰 はく- 師 なり 9 
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曰 はく、 何と 謂 ふこと ぞ。 曰 はく、 性 は 剛柔の 善惡と 中なる のみ。 (問 者) ^！^！せず。 

曰 はく、 剛の 善なる を 義と爲 し、 直と 爲し、 斷と爲 し、 嚴 毅と爲 し、 幹 固と 爲し、 .恶 

そん 

二) ス J なり を 猛と爲 し- ^と爲 し、 彊 梁と 爲す。 柔の 善なる を 慈と 爲し、 順と 爲し、 おと ほし、 

惡を ii 弱と 爲し、 無^と 爲し、 邪 侯と 爲す。 惟 だ 中なる 者 は 和な り、 節に 中るな り、 

天下の 達 道な り、 聖人の 事な り。 故に 聖人の 敎を 立つ る や、 人 をして 自ら 其の 惡を 

へ、 自ら 其の 中に 至らし め て^む。 故に 先 覺は後 覺を覺 し、 阁き者 は 明なる ものに 求 

めて、 師道 立つ。 師道 立つ とき は 善人 多し。 善人 多き とき は 朝廷 正しくして 犬 下：^ ま 

t^,4J  ニー)  ここ  も  (111) 

(二) 衍お補 る。 チヨ 曰 はく、 此に謂 ふ 所の 性 は、 氣禀を 以て 言 ふなり。 剛柔は 固と 陰陽の 大分に 

引用 つづき  ， ：_  _ 

(三) ナ S して、 其の 中に 义 各-陰陽 ありて 以て 善惡の 分を爲 す。 惡は 固より 非 レ£ と爲す も， 

善 も 亦 未だ 必ずしも 皆 中 を 得る にあらず。 中なる 者 は 和な り、 犬 下の 達 道な り。 此れ 

性の 正しき を 得る を 以て 言 ふなり。 然して 其の 和 を 以て 中と 爲す は、 中 樹と合 はず。 

蓋し 已發 • 無 過不及の 者に 就いて 之れ を 言 ふ、 書に 允 執 k 中 一と 謂 ふ 所の 者の 如し。 

其の 惡を易 ふるとき は 剛柔皆 善な り、 嚴毅慈 順の 德 あって 彊梁^ 弱の 病な し。 其の 中 

に 至る とき は- 其の 或 もの は嚴 毅と爲 り、 或 もの は 慈 順と 爲る も、 乂皆 節に 中って 大 


き g:£ 第； ケて 答 Oft め 集 周 序 こ一 と 仲^-了-門 字:^ ちて 湯 字 S に MS! 又の 語;^ 

見義思 三；:^" す 出 驗へひ 補 ら卷濂 略の 六い 、 《S 第 は 0 し 天 王 は 5 も卷 、近 志 fs S 
ゆ 埔錄十 る 世に 官 にる 之 溪に語 三 ふ 五 一子 め 下 を 尹 出 之大 ほ、 擧き 

同爲 rajS たせ 及 吏 策 も 、七 先 出 は 頁 。峯字 の 淵 名し に輔 、名づ 七 藥錄第 、周 
mm  、書 りん 第 登 問 見 又に 生 づ通參 前 先 は 賢 、は 賢 王 殷は 十 衍爲十 通 子 
に 類又陋 と し^&にゅ衍，'义全 '書照出生仁 弟孔囘 人た しの 《  ニ義 a  、書の 


過不及の 偏な し。 師と いふ 者 は 人の 惡を 攻め 人の 不中を 正す 所以の ものの み。 師道 立 

つと き は 善人 多し、 善人 多き とき は 朝廷 正しくして 天下 治まる と は、 此れ 天下の 善 を 

爲す 所以な り。 

又 曰 はく、 聖は天 を 希 ひ、 賢 は 聖を希 ひ、 士は賢 を 希 ふ。 f 尹. 顏淵は 大賢な り.、 伊 

尹 は 其の 君の 堯舜 たらず、 一夫 も 其の 所 を 得ざる を 恥づる こと、 市に 撻た るるが し * 

ふたた  こころ \0 

顏淵は 怒を遷 さず、 過を贰 びせ ず、 三月 仁に 違 はず。 伊 尹が 志せし 所 を 志し、 顏 子の 

擧 びし 所を學 ばば、 過ぐ ると きは聖 となり、 及ぶ とき は 賢と なり、 及ばざる とき も 亦 

令名 を 失 はず。 朱 子 曰 はく. 三者 は 其の 用の 淺 深に 隨 つて 以て 至る所の 近 遠を爲 す。 

令名 を 失 はざる は、 其の 善を爲 すの 實 ある を 以てな り。 胡宏曰 はく、 周 子 は 人が (翻 策 

さか  おもね 

決 科 もて 身を榮 えしめ 家 を 肥やし、 世に 希り 寵を 取る を 以て 事と 爲すを 患 ふ、 故に 伊 

尹の 志せし 所 を 志す と 曰 ふ。 人が 聞 見を廣 くし 文 辭をェ にし、 智能に 矜り、 空 寂 を 慕 

ふ を 以て 事と 爲すを 憂 ふ、 故に 顏 子の 學ぶ所 を學 ぶと. 曰 ふ。 

叉 曰 はく、 聖人の 道、 耳に 入って 心に 存し、 之れ を蘊 んで德 行と 爲し、 之れ を 行って 

事業と 爲す。 彼の 文辭 のみ を 以てする 者は陋 し。 程せ" 曰 はく、 聖 知の 言 は 已むを 得 

學問 二.  四 三 九 
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ざるな り。 蓋し 是の言 あるとき は 是の理 明かな り、 是のー 百な きとき は大 下の 现闕 くる. 

こと あり。 彼の 耒招 陶冶の 器の 如き すら、 一 も 制せざる とき は、 生 人の 道 足らざる こ 

と あり。 聖賢の 言- 已 めんと 欲すと 雖も 得ん や。 然して 其の 犬 下の 现を包 涵し盡 して、 

つ-つ 5 やか  つ： 

亦 甚だ 約 なり。 後の 人 始めて 卷を 執れば、 則ち 文章 を 以て 先と 爲し， 而も 其の 爲る 

所 は 動もすれば 聖人より 多し。 然れ ども 之れ 有って 補 ふ 所な く、 之れ 無くして 缺 くる 

所な し- 乃ち 無用の^ 言な り。 而 して 赞 なる のみに 止まらん や。 旣に 其の 耍を^ ざれ 

ば， 眞を 離れ 正 を 失す、 反って 道 を 害する こと 必 せり。 朱 子 ni はく、 古の や"^, 共の 

文 盛な りと 謂 ひつ ベ し。 然れ ども 初めより 5> -舉ん で是の 如きの 文を爲 るに 意 あらん や" 

是の實 中に 于て する こと あれば、 必ず 是の文 外に てす る こと あるな り。 大 に 是の氣 

あれば 必ず 日月 星辰の 光耀 あり、 地に 是の形 あれば 必ず 山川 さ！. 木の 行列 あるが 如し" 

(1) 混 八 a 聖賢の 心 旣に是 の 精 明 純 粹の實 あって、 以て 其の 內 に^! W 充亲 "せば、 則ち 其の 外に 著 

見す る 者 も 亦 必ず 自然に 條理 分明に、 光輝 發 越して 掩 ふべ からず。 蓋し 必ず 言語に 託 

し簡 冊に 著 はして、 而 して 後に 之れ を 文と 謂 ふに あらず、 似 だ是の 一身 离 事に 接して， 

凡そ 其の & 默 人の 得て： るべき 所の 者、 適く として 文に 非ず とい ふこと なきな り。 姑 


く 其の 最 なる を 擧げて 言 ふとき は- 易の 卦畫， 書の 記 言， 詩の 詠歌 • 舂 秋の 述 事と- 

夫の 禮の 威儀、 樂の 節奏と は、 皆已に 列して 六 經と爲 りて 萬 世に 垂る。 其の 文の 盛な. 

る こと、 後世 固に 能く 及ぶ ことなし。 然して 其の 盛に して 及ぶべからざる 所以の 者、 

豈自っ て來る 所な からん や。 而も 世 亦 之れ を識る ことなき のみ。 

ニニ  (三) 

2) "下 全 程 伊川 曰 はく、 學は 以て 聖人に 至る の 道な り。 聖人 學んで 至るべき か。 曰 はく、 然り • 

部 近 集 解  -, i  §  タ 

0^^^^^ 之れ を學 ぶの 道 如何。 曰 はく、 天地 精 を 儲 ふ。 五行の 秀を 得た る 者 を 人と 爲す。 

り。 本文 は 伊  (五 

川の 文集に も 聖人 は 生れな がらに 知り， 擧者は 學んで 之れ を 知る。 其の 之れ を 知る に 及んで は 則 

見 ゆ 

P) り 或 人の ち 一 なり. - 聖人 は 安んじて 行 ひ、 學者は 勉めて 之れ を 行 ふ。 其の 功 を 成す に 及んで 

金 水  は 則ち 一 なり。 人物 萬殊 なる も、 ニ氣 五行の 爲す 所に 非ざる なし。 然して 人 は 其の • 

(五) ii  _ 

が 一 I  精に して 且つ 秀 なる 者 を 得、 是を 以て 能く 道に 通じて、 聖と爲 り 賢と 爲る。 

り、 以下 一 字 (七) 

落して m める 其の 本ゃ眞 にして 靜 なり。 其の 未だ 發 せざる や、 五 性 具 はる。 曰 はく 仁義 禮智 信。 

皆 同じ" 葉 

，ひ 135、 眞と は、 無 極の 眞 なり。 靜と は、 人生れ て靜 にして 天の 性な り。 眞 にして 餘 なりと. 

の 曰 ふ は、 其の 天理 揮 全 寂然と して 動かざる を 謂 ふなり。 而 して 具 ふる 所の 性に 其の 

前文の 續 きな な  ,J ダセ 

、 以下 同じ 目是の 五つ の 者 あり。 旣に 本と 曰 ひて 叉 未 レ發と 曰 ふ。 蓋し 本と いふ は 其の 禀受 の. 

. 學問ニ  四 四 一 


.  修 タ耍錄 卷之四  四 四 二 

初 を 指し、 未發 とい ふ は 其の 未だ 物と 接 はらざる の 前 を 指すな"。 

形旣に 生じ、 外物 其の 形に 觸れて 其の 中 を 動かす。 其の 中 動いて 七 情 出づ。 u はく， さ 

怒哀 樂愛惡 欲。 

此れ 形 生じての 後事に 應じ 物に 接する の 時 を 言 ふ。 物 は 外に 感じ、 情 は 中に 動く】 

共の！ HI に是の 七つの 者 あり。 然して 喜 は樂に 近く、 おは 惡に 近く、 愛 は 欲に 近し， * 

其の 分つ 所以の 者 は、 蓋し 喜 は 心に 在り、 樂は發 散して 外に 在り、 怒 は 則ち 激 する 

所あって 其の 氣愤 り、 惡は 則ち む 所あって 其の 意 深し、 愛 は 則ち 公に 近く、 砍は 

則ち 私に 近し， 愛 は 人に 施して、 欲 は 己れ に本づ くな り。 

惰旣に 熾に して 益. -蕩 するとき は、 其の 性^す。 是の 故に 覺者は 其の 情 を 約 にして 

中に 合せし め、 其の 心 を 正し 其の 性 を 養 ふ。 愚者 は 則ち 之れ を 制する こと を 知らず、 

其の 情 を 縱 にして 邪 僻に 至り、 其の 性 を 株して 之れ を 亡ぼす。 

性 動く とき は 情と 爲る。 然して 情 中に 炎え て 末流れ て 益. するとき は、 反って 共 

の 性 を收賊 す。 惟 だ 夫れ 明 覺の士 は禮を 以て 情 を 制し、 巾 を 失 は ざら しむ。 故に 能 

く 其の 心 を 正して 邪 僻に 流れず、 其の 性 を 養って i£ 亡に .4^-ら ず。 愚者 は 是れに 反す" 


二) 束縛 梧 は 猶ほ桎 1 口の ごとし。 が攣 して 之れ を iji^ する を 謂 ふなり。 言 ふこ ころ は、 人の 

學を 貴ぶ 所以な り。 

然して 之れ を學 ぶの 道 は 必ず 先づ 諸れ を 心に 明かに して 養 ふ 所 を 知り、 然して 後 力め 

一一 一 |^) 中 * 第 行うて 以て 至らん こと を 求む。 所謂 自， 明而 誠な り。 

，つ  養 は 一 に 柱に 作る。 朱 子 曰 はく、 諸れ を 心に 明かに して 往く所 を 知る は、 窮理の 

^ 實踐に 事な り、 力め 行うて 至らん こと を 求む る は、 I 履の 事な りと。 或 ひと 曰 はく、 養 ふ 所 

を 知る とい ふ は、 上文の 「其の 性 を 養 ふ」 と あるに 應ず。 涵養の 功 は 知行と 並び 進な 

0^ 之 の 道 は 道 を 信ずる こと 篤き に 在り。 道 を 信ずる こと 篤き とき は、 之れ を ー汀" 

に 意で I 龍 こと 果なり。 之れ を 行 ふこと 果なる とき は、 之れ を 守る こと 固し。 仁義 忠言、 いに 離れ 

子路 ic| 第二 十  ざう じ  てな <  - 

せおに、 i 必信、 す 造次に も 必ず 是れに 於て し、 顚沛 にも 必ず 是れに 於て し、 出 處語默 も 必ず 是れに 

づ  於て し 久しう して 失 はざる とき は、 之れ に 居る こと 安く、 動容 周旋 禮 こ".^ りて、 §^ 

僻の、 七自っ て 生ずる ことなし。 

此れ 上文に 因って 之れ を 誠にす る 所以の 道 を 言 へ るな り。 道 を 信ずる こと 篤き とき 

は 惑 はず、 之れ を 行 ふこと 果なる とき は 止まず、 之れ を 守る こと 固き とき は 變ぜず 

學問ニ  四 四 三 
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朱 子 曰 はく、 造次 は急遞 苟且の 時な り、 颜沛は 傾覆 流離の 際な り。 

以上 兩章、 擧を爲 すの 道 を 論ずる こと 詳に盡 す。 其の 大綱 三つ あり。 諸れ を 心に 

かにして 往く所 を 知る は、 智の 事な り。 力め 行うて 以て： や； らんこと を 求む る は、 仁 

の 事な り。 道 を 信ずる こと 篤き とき はより 以下 は、 一 51- の 事な り。 然して 一 sfj の 中に も 

亦 此の 三者 を備 ふ。 故に 之れ を 信ずる ことの 篤き は、 知の 力なり。 之れ を 行 ふこと 

果なる は、 仁の 勇な り。 之れ を 守る こと S: き は- 勇の 勇な り。 仁義 忠信 心に 離れず 

とい ふ は、 之れ を 信ずる ことの 篤き なり。 迭次 顚沛出 處語默 必ず 是れに 於て すと い 

ふ は、 之れ を 行 ふことの 果なるな り。 久しう して 失 はざる は、 之れ を 守る ことの 

きなり。 動容 周旋 禮に 中り、 邪 僻の 心 生ぜざる とき は、 化に 幾し。 

2)  SS 故に 顔 子の 事と する 所 は 則ち 曰 はく、 非 禮視る こと 勿れ、 非禮聽 くこと 勿れ、 非禮言 

を 引ける ふこと 勿れ、 非禮 動く こと 勿れと。 

禮とは 天理の 節 文な り。 非 禮とは 私欲の 天理 を 害せる 者な り。 勿れ は 禁止の^。 凡 

そ視聽 言動に 己れ が 私 を克し 去る とき は、 nn 用の 間 は： 大理の 流行に 非ず とい ふこと 

なし。 此れ 孔子が 顏 子に 仁を爲 すの 目を敎 へて， 顔 子の 事と せんこと を 請 ふ 所の 者 


な- 


-(二)  顏子を 

指す 

(三) 中庸 第 

八 章 

(S) 論語 雍 

也篇 第二 章 

「哀公 問 ふ、 

リノ.^ れか學 

す。 

. ，， 一 へ て 曰 

に-、、 ；顔囘 と 

いふ 者 あり、 

擧も 一好み、 怒 

も 遷 さす、 過 

を Isii びせ す。 

不幸 短命に し 

て 死せ り、 云 

々」 と出づ 

(五) 說朋下 

に出づ 

(六) 請 語 

ベ 七) as 辭下 

傳 第五 章に 出 

づ。 この 前文 

「子 曰 はく、 

顏 氏の 子 は 其 

れ 殆ど 庶幾 か 

らん か e 不善 

あれば 云. < -」 


仲 尼 之れ を稱 して 則ち 曰 はく、 一  善 を 得る とき は 拳々 服臂 して 之れ を 失 はすと。 又 曰 

(Bn  (五) 

はく、 怒を遷 さず、 過を貳 びせ ず。 不善 あらば 未だ 嘗て 知ら ずん ば あらず、 之れ を 知つ 

て 未だ 嘗て 復た行 はずと。 此れ 其の 好む ことの 篤く して 之れ を學 ぶことの 道な り。 

中庸に 「子 曰 はく、 囘が 人となり や， 中庸 を擇 び、 一善 を 得る とき は、 拳々 服 街し 

て 之れ を 失 はず 一 と。 拳々 は 奉持の 貌、 服 は猶ほ 佩の ごとし。 膺は 胸な り。 凡そ 一 

お ぶる 

の 善 言 善行 を 得た ると き は、 心 胸に 奉持 佩 服して 敢 へて 忘れず となり。 又 語に 曰 は 

く、 「不 レ遷レ 怒、 不 レ貳レ 過」 と。 當に 怒るべき 所 を 怒って、 备. i ハの 所に 止まる は、 

わ-つか あやま 

不レ遷 なり、 才に 過てば 卽ち 改め、 已に 改めて は 再びせ ざる は、 不， 武 なり。 又 易の 

(七) 

繫辭に 曰 はく、 「不善 あれば 未だ 嘗て 知ら ずん ば あらず、 之れ を 知れば 未だ 嘗て 復 

た 行 はざる なり」 と。 不善あって 必ず 之れ を 知る は、 是れ 己れ を 察する の 明な り。 

之れ を 知って 復た行 はざる は、 是れ已 れに克 つの 誠たり。 皆 孔子が 顏 子好レ 寧の 道 

を稱 する 所以な り。 

然して 聖人 は 思 はずして 得、 勉め ずして 中る。 顏子は 則ち 必ず 思うて 後に 得， 必ず 勉 

學 問 二  四 四 五 
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めて 後に 中る。 其の 聖人と 相 去る こと 一 にして、 未だ 至らざる 所の 者 は- 之れ を 守 

るな り、 之れ を 化する に 非ざる なり。 其の 學を 好む の 心 を 以て 之れ に假 十に 年 を 以て 

せば， 日 あらず ，（- て 化せん。 

聖人 は 生れながら して 知る、 故に 思 はずして 得。 安んじて 行 ふ、 故に 勉め どして 

中る。 顏子 は猶ほ 必ず 善 を 撵んで 固く 之れ を 執り、 然して 其の 博 文約禮 n 力 俱に到 

る。 其の 未だ 聖人に 至らざる もの は- 特だ 一 息の 間の み。 短命に して 死す るに 非 ざ 

らし むれば、 時日 を淹 めず して 守る 所の 者 化して、 聖人と 一 ならん。 

後人 達せず して 以て 謂へ らく、 聖は 本と 生れながら にして 知る、 舉んで 至るべき に 非 

ずと。 而 して 學を爲 すの 道 遂に 失して、 諸れ を 己れ に 求めず して 諸れ を 外に 求め、 博 

聞 强記巧 文 麗辭を 以て ェと爲 し、 其の 言を榮 華に して 道に 至る こと ある 者ぎ ピ。 則ち 

今の 舉は顔 子が 好む 所と 異なり。 

す ひ- Jiu!:、： 伊川が 朱 長文に 答 ふる 書に 曰 はく、 聖賢の 言 は 已むを 得ざる なり。 蓋し 是の言 あると 

u~ の ^ぉ き は 是の理 明かな り、 是の言 なきと き は 天下の 理闕 くる こと あり。 彼のお ま^の 器 

も 今一々 統 1 _  ,J  ,  ,  r 

せす  の 如き すら 1 も 5^ せざる とき は、 生 人の 道 足らざる こと あり。 聖賢の 言、 已 めんと 欲 


すと 雖も 得ん や。 然して 其の 天下の 理を包 涵し盡 して、 亦 甚だ 約な り。 後の 人 始めて 

(二)  (つ ミ) やや 

. へ 一』 5 讀書す 卷 を^れば、 則ち 文章 を 以て 先と 爲す。 平生の 爲る所 動もすれば 聖人より 多し。 然れ 

んー 一一) 作文 ども 之れ 有って 補 ふ 所な く、 之れ 無くして 闕 くる 所な し、 乃ち 無用の 贅言な り。 おに 

贅な るの みならず、 旣に 其の 要 を 得ざる とき は、 眞を 離れ 正 を 失 ひ、 反って 道 を 害す 

る こと 必 せり。 来書に 所謂 「後人 をして 其の 善 を 忘れ ざらん こと を 見せし めんと 欲 

中位の す」 と は、 此れ 乃ち 世人の 私心な り。 夫子 世を沒 るまで 名の 稱 せられざる を疾 むは、 

(の五易) 傳^ I" 身 を 浚して 善の 稱す べきた きを 疾ん で爾云 ふなり、 名な きを 疾 むと 謂 ふ に 非ざる なり。 

易の 釋書も  (St) まげ 

一一^ 一一^ ほ 名 は 以て 中 人を厲 ますべし。 君子の 存 する 所 は 汲々 たる 所に 非ず。 

叉 乾の 九 三の 文 言の 傳に曰 はく、 忠信 を 積む は德に 進む 所以な り。 言 を 擇び志 を 篤く 

以進 P 德也。 修 

レ辭 立-其 誠 T 十る は、 業に 居る 听以 なり。 

所 „以 居.， 業 也  -  j  \ 

お^、 朱 子 曰 はく、 內に 忠信 を 積む は、 是れ實 心なり、 言 を 擇び志 を 篤く する は、 是れ實 

知 レ終終 之、  マ、 

事な り。 曰 はく、 忠信と いふ は、 悪臭 を惡 むが 如く、 好色 を 好む が 如し、 表裏に 

t^?!wn。 一  毫 の不實 なきな り。 言を擇 ぶと は、 辭を修 むる こと を 謂 ふ。 志 を 篤く すると は、 

前 出 ei 一九 頁  フ、  よじ 

i  試 を 立つ る こと を 謂 ふ、 卽ち 上文の 忠信な り。 ラ曰 はく、 內に 忠信あって 方め て 能 

學問ニ  四 四 七 
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く 辭を修 む。 德は心 を 以て 言 ひ、 業 は德の 事たり。 德は H に 新に して 乂 新なる を 要 

す、 故に 進と 曰 ふ。 業は存 して 失 はざる を 要 十、 故に 居と 曰 ふ。 進む と は、 = に 其 

の 亡 ふ 所 を 知る が 如し。 居る と は 月に 其の 能く 十る 所 を 忘る るな きが 如し。 德に進 

む も 業に 居る も 只 だ是れ 一 事な り。 

(J の) つ |S 文 伊 至る を 知りて 之れ に 至る は 致 知な り。 至る所 を 求：^ 知って 而 して 後に 之れ に ：ャ- る。 之 

n 一)  れを 知る こと 先に 在り。 故に 與に 幾すべし。 所謂 條理 を始 むる は智の 事な り。 終る を 

竜 下 itsw 章に、 

知って 之れ を 終る は 力行たり。 旣に 終る 所 を 知る とき は 力め 進んで 之れ を 終 ふ。 之れ 

也 者、 s..^  -も 

Ms, 之 也、 金 を 守る こと 後に 在り、 故に 與に 義を存 十べ し。 所謂 條理を 終 ふる は聖の 事な り。 此れ 

、始- 一條 

^^^^ 舉の 始終な り。 

條 &i、s:: 之" 終 は卽ち 至善の 盡る處 なり。 旣に 終る 所 を 知る とき は、 カ行して 之れ を 終 ふ。 重ん 

事 也、 終 =條 

ずる 所 は 行に 在り。 故に 「與に 義を存 すべし」 と 曰 ふ。 蓋し 義と いふ は 當然の 則な 

り。 存 すと いふ は 守って 失 ふこと たきな り。 力め 行うて 以て 其の 終り を 成し， 斯に 

能く 事の 則 を 立つ る は、 義 なり。 聖と いふ は、 行の 至り 盡る なり。 條理 を：^ 終す る 

の 說は詳 に 孟子に ほ ゆ。 


大畜 の卦の 象の 傳に曰 はく、 人の 蘊蓄 は學に 由り て大 なり、 多く 前古 聖賢の 言と 行と 

を 聞く に 在り。 跡を考 へて 以て 其の 用 を觀、 言 を 察して 以て 其の 心 を 求め、 識 して 之 

れを 得て 以て 其の 德を蓄 成す。 

心 志趁向 

程 明 道 曰 はく、 見る 所期す る 所 は、 遠くして 且つ 大 ならざる ベから ず。 然れ ども 之れ 

を 行 ふこと は亦須 らく 力 を 量りて 漸に する こと あるべし。 志大 にして 心勞 し、 力 小に 

して 任 重く ば、 恐らく は 終に 事 を 敗らん。 

朱 子 曰 はく、 寧 者の 志識は 固に 遠大 を 以て 自ら 期せ ずん ば あるべからず。 然れ ども 

苟も 其の 高き を 悅んで 近き を忽 にし、 大を 慕うて 細 を 略せば、 則ち 漸次 經 由の 實な 

くして、 徒らに 懸想 跌 望の 勞 あらん、 亦 終に 以て 自ら 達する こと 能 は ざらん。 張 南 

軒 曰 はく、 學者 は當に 聖人 を 以て 準 的と 爲 すべし。 然れ ども 高き を 貧り 遠き を 慕 ひ * 

等 を if え て 以て 進 む は、 徒に 益な きのみに 非ず して 叉 害 あ " 。 

明 道 先生、 記 誦 博識 をお て 物 を 玩んで 志 を 喪 ふ ものと 爲す 。 

學 問 二  四 四 九 
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修敎耍 錄卷之 W  四 五 〇 

『 1 )  (二)  .2 み  (三) 

鄭穀曰 はく、 嘗て 顯道 先生に 見えし に 云へ らく、 「某 洛中に 從 つて 舉 びし 時 古人の 

善行 を錄 して^に 一 冊と 作す。 明 道 先生 之れ を M て 曰 はく、 是れ物 を 玩んで 志 を 喪 

ふなり と。 蓋し 心中に は 宜しく 絲髮の 事 をも容 るるべ からざる こ と を 言 はれし な 

り」 と。 胡 が 云 ふ、 「謝 先生 初め 記 問 を 以て 學と爲 し 該博なる を 自負 十、 明 道 

に對 して 史書 を擧げ て篇を 成す に、 一字 を も 遣れず。 明 道 曰 はく、 賢なる もの は 却 

つて 許 多 を 記 得す、 物 を 玩んで 志 を 喪 ふと 謂 ふべ しと。 謝 此の 言 を 聞いて、 汗 流れ 

て 背に 浹り、 面に 赤を發 す。 明 道が 史を讀 む を 看る に 及んで、 又 却って 行を逐 うて 

^過して 一一 字 をも蹉 かず。. 謝 甚だ 服せ ざり しが、 後來省 悟して 却って 此の 事 を將て 

舌 頁し-: つ f  a^Drn.^fel^o 謝 c« 佐、 字 は sis 、上蔡 のん、 の s: 人な り。 人心の 翁 s なる、 Kif を 

一 HS 頭と 做し 馎輋の 士を接 r りす 具して 萬 W に應 する 所以な り、 a 滞す る W あれば、 本 志 未だ ess なる を 免 

かれす。 番を讀 むに 貴ぶ 听は、 特に 以て 心を存 して 现を 明に せんとす るな り。 t? も 徒らに 記誦 

を 努めて 博き を SW すと き は、 害なる 者 も 亦 外物た るの み。 故に 曰 はく、 物 を 玩んで 志 を 喪 ふと。 

朱 子 曰 はく、 上蔡の 記誦、 明 道の 看 レ史、 此れ 正に 爲， 己と 爲， 人の 分な り。 

舉者氣 に 勝たれ 習に 奪 はるる とき は、 只 だ 志を責 むべ し。 

もつ  しばら  い  ^ 

程 伊川 曰 はく、 第 一 等 を將て 別人に 讓與 し、 且く 第二 等 を 做さん と 說き道 ふこと なか 

れ。 才に 此の 如く 說 かば、 1§^ち是れ自棄なり。 仁に 居り 義に 由る こと 能 はざる 者と 差 


S 中途に 

て 拘泥す ると 

ころな しとな 


等 同じから ずと 雖も、 其の 自ら 小な りと する は 一 なり。 學を言 ふに は 便ち 道 を 以て 志 

と爲 し、 人 を 言 ふに は 便ち 聖を 以て 志と 爲す。 

聖人た らんこと を 求む るの 志あって 然して 後與に 共に 寧ぶべし。 學 びて 善く 思うて 然 

して 後與に 道に 適くべし。 思うて 得る 所 あるとき は與に 立つべし、 立ちて 之れ を 化す 

ると き は 與に權 るべ し。 

說は 論語に 見 ゆ。 擧は 聖人た らんこと を學ぶ 所以の ものな り。 聖を希 ふに 志あって 

もと， つ 

然して 後に 與に 共に 學ぶ べし。 學は 思に 原く。 思 を 致す こと を 善くして 然して 後に 

能く 道に 通ず。 思うて 實に 得る ことあって 然して 後に 與に 立つべし、 而 して 物欲 異 

端 も 之れ を 奪 ふこと 能 はず。. 旣に 立てり、 又 能く 變に 通じて 滞らざる とき は、 斯ち 

與に權 るべ し。 蓋し 權と いふ は 時に 隨ひ 宜しき を 制し、 唯 だ變の 適く 所の ままに す- 

又」 を 執る 者の 能く 與に する 所に 非ざる なり。 

科) 擧は志 を 奪 ひ、 官と 做れば 人の 志 を 奪 ふ。 

仕へ て 富貴に 志す 者 は 固より 必ずしも 言 はず、 或は 是非 予 奪の 境に 馳騖 して、 此の 

志 喜 怒 愛惡の 私に 動き、 或は 功 を 建て 業 を 立つ るの 間に 經營 して、 此の 志 計 度區畫 
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の 巧に 陷る。 德 未だ 成らず して 政に 從ふ者 は、 未だ 其の 志 を 奪 はれ ずん ば あらず。 

學者當 に 深く 省みる ベ き 所な り。 

i^m 纏， 程 明 道 曰 はく， 根本 須 らく 是れ 先づ培 摩-すべし. 然して 後に 趨向 を 立つべき なり。 趨 

下 同  向旣に 正しければ、 ^る 所の 淺深は 則ち 勉 むる と勉 めざると に 由るな り。 

朱 子 曰 はく、 其の 放心 を收 めて 然して 後に，：！！： ら 能く 向上 を尋め 去く も 亦 此の 意な り。 

張橫！ ^曰 はく、 寧 者 は大に 宜しく 志 小に 氣輕 なるべからず。 志 小なる とき は 足り 易く、 

足り 易き とき は 由つ て 進むな し。 氣輕 きとき は 未だ 知らざる を 以て 已に 知れり と爲 し， 

未だ 寧ば ざ る を 已に學 びたり と爲 十。 

學を爲 十の 大益は 自ら 氣質 を變化 十る を 求む るに 在り。 爾ら ずん ば、 皆 人の 爲に 十る 

の 弊に して 卒に發 明す る 所な し、 聖人の 奥 を 見る こと を 得ず。 

朱 子 曰 はく、 寬 にして 栗、 柔 にして 立、 剛 にして 虛 なく、 簡 にして 傲い なければ、 

便ち 是れ人 をして 氣 質を變 化せし む。 

自 W 


(二) 近 錄 

致 知 類に 出づ 

(三) 論語 雍 

也篇 第五 章に 

「子 曰、 囘也、 

其 心 三 月 不 

レ透レ 仁、 其餘 

則 HI  至焉而 

s 矣」 と 出づ。 

三 H: と は その 

久しき をい ふ。 

顏 I ^のみほ ク、 

しきに わたつ 

て 心 常に 仁に 

よりて 違 は ざ 

る も、 他の 門 

下 は 日々 に 仁 

に 至り、 g々 

に 仁に 至る も、 

！く にして 違 

ひ 去る となり 

(四) 前文の 

つづきな り I 


程 明 道 曰 はく、 大抵 學言 はずして 自得す る 者 は 乃ち 自得な り。 安排 布置す る こと ある 

者 は 皆 自得に 非ざる なり。 

畢んで 得る あるとき は、 暗 かりし こと 忽ちに して 明かに、 疑 ひし こと 忽ちに して 信 

ず、 欣然と して 心に 契 ふ あり。 蓋し 形容す る こと 能 はざる 所の 者 あり。 安排 布置 は 

卽ち是 れ意 を 著け て强 ひて 爲 すなり、 眞の 自得に 非ざる なり。 

所謂 日  >  月-' に 至る と、 久しう して 息まざる 者と、 見る 所の 規模 略 ぼ 相似たり と雖 も- 

はるか 

其の 意味 氣象 は逾 に^なり。 

學 者の 仁に 於け る、 或は 曰  >  に 或は 月. - にして 至る。 其の 至る の 時に 方って、 其の 

夫の 三月 違 はざる 者に 視 ぶれば、 造る 所 も 見る 所 も 亦 以て 異なる ことなし。 但し 其 

の 意味 氣象は 則ち 淺深 厚薄 ii! 然として 同じから ず。 

程 伊川 曰 はく * 須 らく 心 潛默識 すべし。 玩索 する こと 之れ を 久しう せば、 自得に 庶幾 

つ らづ 

からん。 學者 聖人 を學ば ざれば 則ち 已 みなん も、 之れ を學 ばんと 欲せば、 須 らく 熱ら 

聖人の 氣象を 玩味すべし。 只 だ 名の 上に 於て 理會 すべから ず。 此の 如くん ば 只 だ是れ 

文字 を講 論す るな り。 
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ひそか  あちは  ちか 

潛に 聖賢の 意 象を玩 へ ば、 養 ふことの 厚く して 得る ことの 深き に庶 からん。 徒らに 

文 義を考 論す るが 若き は 則ち 末な り。 

ゆ M 

程 明 道 曰 はく、 懈意ー たび 生ずる とき は、 便ち 是れ 自暴自棄 なり。 

^*±53-  T  、ま 更ち r  r-^^>^0  問 は 則 義理 を 主と « ^す、 故に 珊 を閱 する こと 久し- ゥて ft- 以て 稱明 なり。 ゆ 乂 

#12 され は iSi そ 一. W レて 1 おぶ ばざる. 0 き は 血氣を 主と 5£ す、 故に 時 を する こと 久しう して 益 ~w てお S1】 ゾ 

の舉 進まざる は、 只 だ是れ 勇なら ざるな り。 

人 安重なる とき は、 學 堅固な り。 

張橫； as はく、 人 功の 學に 及ばざる ありと 雌 も、 心 亦せ しく 忘るべからず。 心^も 忘 

れ ざると き は、 人事に 接すと 雖も卽 ち 是れ實 行、 道に 非ず とい ふこと なし。 心 若し 之 

れを 忘れば、 則ち 身 を 終 ふるまで 之れ に 由る とも、 只是れ 俗事な らん。 

人 問の 功 を妨廢 する 者 あり、 然れ ども 心に 學を 忘れざる とき は、 ：！！に用ひて^^に 

非ず とい ふこと なし。 故に 曰 はく 卽ち 是れ實 行と。 心 に^も 樂を忘 るるとき は、 m 

に 用 ひて 知らず。 故に 曰 はく 只 だ是れ 俗事と。 實 行と 俗事と は 二 事に 非ず、 特 だ；：^ 

する 所の 者：： Z じからざる を 以ての み。 


(七 一 同前 書 旣 に學ん で先づ 功業 を 以て 意と 爲す者 あり、 舉に 於て 便ち 相 害す。 旣に意 あれば 必ず 

(八) 問題 を 穿蘩 創意して 事 一端 を 作し 起す。 德 未だ 成らず して 先づ 功業 を 以て 事と 爲す は、 是れ大 

起し i の 基  えつ  まれ 

となると なり 匠に 代って 斲る なり、 手 を 傷つけ ざる こと 希な り。 

(九』，， 同前 書 擧 未だ 至らず して 好んで 變を 語る 者 は、 必ず 終に 息 ある こと を 知る。 蓋し 變は 輕！ し 

く議 すべから ず。 若し 騾 然として 變を 語らば、 則ち 術 を 操る こと 已に 正しから ざる を 

知る。 

變は 常に 行 ふの 道に 非ず、 蓋し 權宜の 事な り。 理を 見る こと 明に 義を 制する こと 精 

あ-つ 

しき 者に 非ざる より は、 以て 此れに 與 かるに 足らず。 苟も 學 未だ 至らず して 變を語 

る を 輕-' しく するとき は、 其の 擧 術の 源已に 正しから ず、 終に 必ず 邪譎に 流る る を 

知るな り。 

(一 0)  へ いが あら は  て い 

(19 同前 凡そ 事蔽 蓋して 見さざる 底 は、 只 だ 是れ益 を 求めざる なり， - 

-.  己れ を 行って 隱 すなき とき は、 是非 善惡 正しき を 取る 所 あり、 庶 はく は、 其の 未だ 

知らず 未だ 能 はざる 所を增 益す ベ けん。 苟も 固く 蔽覆 を爲 して 人の 知らん こと を 恐.. 

るる は、 是れ 則ち 益 を 求む る 者に 非ざる なり。 

學 問 1; ：  四 五 五 


二) IS 前つ 


(二) 磨の 

註 を 折 <f せり， 

(三) 近 

K-^ 類に 出づ 1 


近 思 


(五) 近 

爲 《f 類に 出づ 
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人肯て 其の 道義の 得る 所 至る所 を 言 はずして、 見る こと を 得ざる あり。 又 吾が 言に 

よろこ  (二) 

A^- C ^ ,i r - v?_ こ. E-ro 人 得る 所 至る所 を 言 はすして、 人をして5^て兄るべ からざらしむるぉは*  c: ら 

て 該はォ J る.^ 产 きに TTT- す 足る に 安ん するな り。 又 顔 子が S 言に 於て 4- ばす とい ふこと なき の 比に * す。 

^川 曰 はく、 博く 學んで 篤く 志し、 切に 問うて 近く 思 ふ。 何 を 以て か、 仁 共の 屮に在 

りと 一一 一一：！ ふ。 风. -者 之れ を 思 ひ 得て 了らん こと を 要す、 便ち 是れ 徹上徹 下の 道な り。 

朱 子 曰 はく、 四つの 者 は 皆^ 問 思辨の 事の み、 未だ カ行に 及ばず して 仁と 爲 すなり „ 

然れ ども 事に 此に從 ふとき は、 心外に 馳せ ずし て^する 所 rtl ら 熟す、 故に 曰 はく， 

仁 其の 中に 在りと。 

博く 之れ を擧 び， 審に 之れ を 問 ひ、 愼んで 之れ を 思 ひ、 明に 之れ を辨じ •  く 之れ を 

行 ふ。 五 者 其の 一 を廢 すれば 學に 非ざる なり。 

說は 中庸に 見 ゆ。 舉 博から ざると き は、 以て 事物の 理を備 ふること なし。 旣に 博き 

とき は、 疑な き 能 はず。 疑 ふとき は 問 はずん ば あるべからず。 問 ふこと 或は 棘 略に 

して 審 ならざる とき は、 以て 疑 を 決して 正 を 取る ことなし。 問 ふこと. ¥ にして、 乂 

必ず 之れ を 心 志に 反して 以て 其の 實を驗 す。 之れをE^」ゥて謹まざるときは、 泛濫し 

て 切ならず、 或は 穿蔡 して 深き に 過ぐ ると き は、 亦 以て 聞く 所の is 否 を 校る に 足ら 


ず。 之れ を 思 ふこと 謹んで、 事物に 應酬 する の 際に 至りて 其の 是非 疑似の 間 を辨ず 

る 者 は、 必ず 其の 明 を 極めて 毫 凝の 差 あるべからず、 然して 之れ を 知る こと 明な り 

とも、 之れ を 行 ふこと 力めざる とき は、 其の 已に 知る 所の 者， 猶ほ 或は 物欲の 私に 奪 

はれて 自 欺の 域に 陷る。 故に カ行 を 以て 之れ を 終 はる。 此の 五 者 は 次第 ありと 雖 も、. 

實 は相須 つて 進む、 其の 一 をも缺 くべ からざる なり。 

c 六) 近 田 S 張 橫渠曰 はく、 今 且つ 只 だ 德性を 尊んで 問學に 道る こと を將て 心と 爲 して、 曰に 自ら 

問學 する 者に 於て 背く 所 あり や 否や- 德 性に 於て 懈る所 あり や 否やと いふ こと を 求め 

よ。 此の 義亦是 れ博文 約禮、 下舉 上達な り。 此れ を 以て 警策 する こと 一年なら ば、 安 

ん ぞ長ぜ ざる こと を 得ん。 

尊ぶ と は 崇尙敬 持の 意な り。 道 は 由な り。 學 問に 由って 惟 だ 背 違 せんこと を 恐れ、 

德性を 崇んで 惟 だ 懈怠 せんこと を 恐る、 日に 此れ を 以て 自ら 省み、 之れ を 積む こと 

歳月なら ば、 則ち 內外 兼ね 進まん。 德性を 尊ぶ は 則ち 是れ 約禮 上達の 事な り。 問學 

に 道る は 則ち 是れ博 文 下學の 事な り& 

(七) 前文の (七』  な 

つづき  每日須 らく 多少 益 を爲す こと を 求むべし、 亡き 所 を 知り、 改め 得て 不善 を少 くす る は、. 

學問ニ  四 五 七 


(1) S0 

爲«15？ に出づ 


(二) つのな：， 

は 公治 長 JiSS 

十 に 「子 

曰、敏_.§&レ^^ 

不レ 恥- 卞 raT 

是以 謂-之 文 I 

也」 お出 づ る 

下問に つきて 

張子が 釋 きし 

文な り i の 意 

なり 

(三) ^ 章 下 

|„| 第 七^に 

i- 其 多 ST 

爲= 其 一 云 さ 

の 語 出. つ 
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L^^^^v  D  ^^^^  )  o  «f 者 曰に 其め ほの 其の 知らざる を する の 者： i: 如、 不善な 改め：^  ^^-1  V  C 

Jn^^f^^ ュ ジ 1/1 むる 所 1$ の 者 何 如と おみ、 ； れを 以て 心に 存 するとき は、 に 新な り。 售を tn13 ス X 

は 義理 を 求めよ" 寄 を 編んで は須 らく 歸著 する 所 ある こと を现會 すべし、 徒らにお 過 

十る こと 勿れ。 又 多く 前言 往行 を識 せよ。 此れ 問 ゆの 上の 益たり。 減 g 

おき ざ！？ おで 俄 頃 も 閑 に 度る こと あらしむ る 勿れ。 ：n を逐 うて 此の 似くならば • 

三年に して 進む こと あるに 庶幾 からん G 

人 多く 老成 を 以て 則ち 背て 下問せ ず、 故に 身 を 終 ふるまで 知らず。 又 人の 爲に 道義の 

先覺を 以て 之れ に處れ ば、 復た 知らざる 所 ありと 謂 ふべ からず、 故に 亦 货て下 i§: せず。 

肯て問 はざる に從 り、 遂に 百 端 を 生じて 人我 を欺妄 す、 寧ろ 身 を 終る まで 知らず。 

說は； i 語に 兑ゅ。 言 ふこ ころ は、 人虛 II にして 下問 を恥づ ると き は、 內 は^ち.. しれ 

を 欺き、 外 は 則ち 人 を 欺き * 終に 知らざる のみと なり。 

多 聞 は 以て 天下の 故を盡 すに 足らず。 苟も 多 聞 を 以て： 大 下の 變を 待つ とき は、 ^以て 

其の 嘗て 知る 所に 酬 ゆるに 足れり。 若し 之れ を 不測に 幼 さば、 則ち 遂に 窮す。 

(三)  こ  おうす る  ち 

說は 孟子に 見 ゆ。 故と は、 然る 所以と なり。 酬は應 なり。 心 道に 通ず ると き は、 能 

く 夫の 事理の 然る 所以 を盡 す、 故に 變に應 じて 窮 せず。 道に ー迎ぜ ずして 徒らに 「.i 問 


を 事と するとき は、 見聞に 限りあって 事 變は涯 なし、 卒然として 之れ に 臨む に 未だ 

嘗て 知らざる 所 を 以てすれば、. 則ち 窮す。 

橫渠范 巽 之 之 字に 謂って 曰 はく、 吾が輩の 古人に 及ばざる の 病 源 何に か 在る。 巽 之 

請 ひ 問 ふ。 先生の 曰 はく、 此れ 悟り 難き に 非ず。 此の 語を設 くる は、 蓋し 擧者 意を存 

こ ひねが  あそ 

する こと を 忘れ ざらん こと を 欲 十。 庶 はく は、 心を游 ばし めて 浸 熟せば、 一 U3 脫 然と 

して 大寐 の醒 むる こと を 得る が 如くなる こと あらんの み。 

朱 子 曰 はく、 橫渠の 此の 語を設 くる、 正に 學者 此の 題目 を將て 時々 自ら 省み、 久し 

きを 積んで 貫 熟して 之れ を 自得 せんこと を 要する のみ。 又 曰 はく、 人 義理に 於て 須 

らく 所謂 脫 然として 大 寐の醒 むる こと を 得る が 如くなる ベ し、 方に 始めて 是れ信 得 

する 處 なり。 

此の 志を邏 にし、 務めて 時に 敏く するとき は、 厥の 修まる こと 乃ち 來る。 故に 仲：^ の 

才の 美と 雖も、 然も 且つ 敏 にして 以て 之れ を 求む。 今不逮 の資を 持して 徐々 として 以 

て 其の 自適に 聽 せんと 欲する は、 聞 ゆる 所に 非ざる なり。 IfsJ" 

明 道 曰 はく、 「舜 は畎 畝の 中に 發る」 より 「孫 叔敖は 海に 擧 げらる， 一 に 至る まで、 若 

學問ニ  四 五 九 


二) こ。 3? 

3 を にお 

絵 過す ベ し 

となり 

(二)  ifc 子 下 

tf,ss 十五 a に， 

孟子 曰、 

か；^? S 之 中 T 

中 fit: 小 

士？ 孫 おん 

突舉ーー於市？と 

ぁるを^^す 

(三) i0 

(？：) 卑； H 

笃 十八 $ 

(五〕 易 

辭下傳 第 七ぶ W 


(六) 近 錄 

爲 sff 頹 
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し 熟せん こと を耍 せば、 也た 鎖ら く 這の 裏より 過ぐ ベ し。 

說は 孟子に 見 ゆ。 難 を 履み 困に 處る とき は變を る こと 多くして、 息 を 慮る こと 深. 

く、 理密 にして 事 を 制する こと 審 なり。 朱 子 曰 はく、 酋て 親ら 1- 過して 方に 許 多の 

險 阻を認 得し 去って. 處れ と。 

nil)  あきらか 

張橫. 染曰 はく、 困の 人 を 進む る こと は、 德の辨 なる が爲 にして、 感の 速なる が爲 なり" 

,En  ちんしつ 

孟子の 謂 はく、 「人の 德 慧術智 ある 者 は 常に^ 疾 に；^ す」 とい ふ は、 此れ を 以てな り。 

係 辭に曰 はく、 困 は 德の辨 なりと。 辨は 明な り。 人 患難の 時に 處れ ば、 心 を 操る こ 

と 危懼に して 驕 侈の 蔽 なし、 故に 其の 理を 見る こと 明な り。 身 を. ばに 置いて， 本 

に 反らん との 思 あり、 故に 其の 善に 從 ふこと 敏 なり。 德惹は 德の惹 なる を 謂 ひ、 術 

智は 術の 智 ある を 謂 ふ。 疢 疾は災 患な り。 

舉を 論じて は 便ち 理を 明に せんこと を 要し、 治 を 論じて は 便ち 須 らく 體を識 るべ し OI 

率 を 論じて 理を 明に せざる とき は、 徒らに 詞章 記誦の 末 を 事と す、 未だ 華 を 知る と 

爲 さざる なり。 治 を 論じて 其の 體を 識ら ざると き は- 徒らに 度 制 文 爲の末 を 講ず、 

未だ 治 を 知る と爲 さざる なり， - 


循 序 

き 震 明 道 曰 はく、 人の 學を爲 十 や、 先 づ擦準 を 立つ る こと を 忌む。 若し 循々 として ゃ已 まざ 

お 二  1^ れば、 自ら 至る所 あらん。 

二 〇 頁參照 

pw^^ 檩は懺 >  準 は 的な り。 蓋し 期し 望む の 地な り。 學を爲 して 先 づ檫準 を 立つ ると き は、 

曰 「fs_lf、 必ず 高き を 好み 等 を 踵 ゆるの 患 あり、 故に 序に 循 つて 進む にぎく はなし、 、々とし 

鑽レ之 1 堅、 瞻 - や ， 、  5  あ - 

レ 之在レ 前、 忽  て已 まざれば 自ら 至る所 あらん。 朱 子 曰 はく- 此れ 「必ず 事 ありて、 正て てす る 

レ循 人リ龍 こと 勿れ」 の 評の 如し。 顏 子が 喂然の 嘆を觀 るに、 高 堅 瞻忽の 慮に 於て 功 を 用 ひず、 

ン檯、 £5  却って 博 文 約禮の 上に 就いて 步を 進む ると き は、 ^ち akHQ べし。 

. 一能、 竭 一一 吾 (loj  .HI  J 

！ 卓 如お レ顏 1^ 思 叔請ひ 問 ふ。 其の 論 或は？ < だ 高し。 伊川 答へ ず、 • 良 や 久しう して 日 はく、 高き を 

^已ま 累 ぬる は 必ず 下き よりす。 Pi3: 

るき it す 

( 一 〇) 近 思 

錄爲島 類 

古 今 

(一一) 近 思 (二) 

im 程 伊川 曰 はく、 古の 學者は 己れ が爲 にす、 之れ を 己れ に 得ん と 欲するな り。 今の 學者 
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樂 s 前し 段;;^ なて 物に 14  5)^ つ 
者 5 て？ §2 り 杓の 格ち 壤ご 
な 、は を性^^^ 類 

り ff 出一 W 成 を窮す ci 近 

代 典 文 下 す asi 理 がれ ほ、 

の 同に 三 としし 故の 錄 
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は 人の 爲 にす、 人に 得られん と 欲するな り。 

說は 論語に 見 ゆ。 己れ が爲 にす る 者 は、 食の 飽かん こと を 求め 夂の溫 ならん こと を 

求む るが 如し、 飽 くこと 己れ に 在りて、 人の 爲に 非ず。 人の 爲に する 者 は、 但だ外 

に 在る の 美觀を 求めて、 我れ に 在る の赏 用に 關 はるに 非ず。 故に 學 にして 己れ が爲 

に するとき は、. 得る 所の 者 皆實に 得るな り。 舉 にして 人の 爲に するとき は、 或は 善 

そと  ザ； き やう  ひ 

を爲 すと 雖も亦 誠の 心に 非ず、 況ゃ志 外を務 むる に存 して 自ら 欺 誑を爲 す、 善 日に 

-?" ざむ き 

消して 惡 日に 長ず。 朱 子 n はく、 學を爲 十 こと、 且つ 須 らく 內外義 利 を 分つべし、 

便ち 生死の 路頭な りと。 

古の 擧者は 己れ が爲 にす、 其の 終 は 物 を 成す に 至る。 今の 舉者は 物の 爲 にす、 其の 終 

は 己れ を 喪 ふに 至る。 

古の 擧者は 優柔 厭跃 して 先 後の 次序 あり。 今の 率 者 は 却って 只 だ 一 場の 話說を 做して 

高ぶらん こと を務 むる のみ。 

(五)  I た  ごと 

常に 愛す、 杜元 凱が 語に、 「江 海の 浸し、 脊澤の 潤 ほす が 若く、 渙 然として 冰の ごと 

く釋 け、 恰 然として 理順 ふ、 然して 後に 得たり と爲 す」 といへ る を。 g 晴； 作！^ 5 


(一) K 出 三 


(六) 顏淵 


(七) 出典 词 

0 


(八) 穎路も 

it  く 


きの 序の 

語な り. - 

今の 學者 は往々 游. 夏 を 以て 小に して 學 ぶに 足らずと 爲す。 然して 游 • 夏が 一 言 一 事 

却って 總 ベて 是れ實 なり。 後の 學者 高き を 好む こと、 人の 心 を 千里の 外に 游ば しむる 

が 如し。 然して 自身 は 却って 只 だ f に 在り。 

あざな  (六) 

言 偃、 字 は 子游、 卜 商、 字 は 子 夏、 二子 は 孔門に 在りて 固より！^  • 曾の 比に 非ず、 

然して 其の 言 ふ 所、 事と する 所 は 皆明辨 にして カ行な り、 實に 非ず とい ふこと なし。 

今の 學者は 徒らに 高き を 好んで 實に 得る ことなし、 則ち 亦 何れの 所に か 至らん や。 

(七)  こ  あ • つか 

古の 寧 は 一 。 今の 擧は 三、 異端 は焉れ に與ら ず。 一 に 曰 はく 文章の 學 e  二に 曰 はく 訓 

詁 の擧。 三に 曰 はく 儒者の 裂。 道に 趨 かんと 欲して 儒者の 學を舍 つる は 不可な り。 f 

言 も- 蘀 する を 訓と爲 し、 古の 言 を 釋 する を詁と S す。 爾 稚に蘀 訓釋詁 あり 是 

れ なり。 儒者の a. は 道 を 求む る 所以の ものな り、 文章 訓詁 は 皆 其の 末流な り。 

之れ を 知れば 必ず 之れ を 好む。 之れ を 好めば 必ず 之れ を 求む。 之れ を 求 むれば 必ず 之 

れを 得。 古人 此れ 箇の擧 は是れ 終身の 事な り。 果して 能く 顚沛 造次に も 必ず 是れに 於 

てせば、 豈道哩 を 得ざる こと あらん や。 

(5  ノ 

今の 擧を 爲す 者 は 山麓に 登る が 如し。 其の 進邐す るに 方り て は濶步 せず とい ふこと な 
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修敎耍 錄卷之 四  S 六 s: 

し、 峻處に 到る に 及んで は 1^ ち 止まる。 須 らく 是れ剛 決 果敢に して 以て 進まん こと を 

要すべし。 

朱 子 曰 はく、 學を ^ す こと は須 らく 剛毅 果決を 要すべし、 悠々 たると き は 事 を濟さ 

ず。 且つ 「憤 を發 して 貪 を 忘れ、 樂 しんで 以て 愛 を 忘る」 るが 如き、 是れ 什-魅の 精 

神、 什 麼の骨 肋ぞ。 

切レ己 

明 道 曰 はく、 學は只 だ 鞭 辟して 裏に 近く 己れ に 著 けんこと を 要する のみ。 故に 切に 問 

うて 近く 思 ふとき は、 仁 其の 中に 在り。  - 

鞭 辟して 裏に 近く 己れ に 著く ると は、 己れ に 切なる の 謂な り。 切に 問 ひ 近く 思うて 

泛 遠なら ざると き は、 心 德；！ ^す。 

(1=)  ぼんば，、 

言 忠信に 行 篤 敬なら ば、 蠻^ の 邦と 雖も行 はれん。 言 忠信なら ず 行 篤 敬なら ざれば、 

州 里と 雖も行 はれん や。 立つ とき は 其の 前に 參 はるを 見、 舆に 在る とき は衡に る を 

見るな り、 夫れ 然して 後に 行 はれん。 只 だ 此れ 是れ なり。 


言 必ず 忠信に して 一 辭 の欺誕 なく、 行 必ず 篤 敬に して 一 事の 慢 弛な きとき は 是れ 

を 以てして 遠方 異類に 行 ふ も猶ほ 以て 誠實感 通す ベ し。 苟も 不 不, 敬なる とき は" 

ざん えん 

近くして 州 里の 間と 雖も 其れ 得て 行 はるべ けんや。 然れ ども 暫焉を 以てして 强 ひて 

之れ を爲 すべきに 非ず、 也た 必ず 露に 力 を 積む こと 久し からん こと を 要す" - 其の 寓 

する 所に 隨 つて、 常に 忠信 篤 敬の 道 を 見る こと あるが 若く して、 而も 須臾 も 離る ベ 

からざる こと 此の 如く 誠實に 一 なれば、 自然に 信じて 順 ひ、 往く として 可なら ずと 

いふ ことなし。 

S! 美なる 者 は 明に し得盡 して 査滓 便ち 渾 化し、 却って 天地と 體を 同じう す。 其の 次 は 

惟 だ 莊敬持 養す。 其の 至る に 及んで は 則ち 一 なり。 

朱 子 曰 はく、 査滓 は是れ 私意 人欲の 消 ゆる こと 未だ 盡 さざる 者な り。 人 は 天地と 本 

と體を 同じう す、 只 だ査滓 未だ 去らざる にぎって 間隔 ある 所以な り。 若し 査滓 なく 

ば 便ち 天地と 體を 同じう せん。 質 美なる 者 は 明に し得盡 すと いふ は、 是れ昆 得 透徹 

して、 顏 子の 『£ 一れ に克ち 禮に復 する が 如きな り。 天理 人欲 截然と して、 兩段 更に 査 

滓な し。 其の 次 は旣に 未だお に 到ら ざれば、 則ち 須 らく 莊敬持 養して 以て 其の 查滓 
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二)  第 

二 章に 仲 弓が 

仁 を 問 へる に 

おし、 孔子 は 

仲 弓の 人物が 

子より 劣.， Q 

も 以て 「出レ 門 

如レ 見-一大 tiCT 

使レ民 如レ f 

大祭 f 已 听レ不 

、勿 レ拖ご 於 

人 T 在レ f 無レ 

怨， 在レ？ 

怨」 と敎 へ し 


a ご 30 

？ S ゆ-類に 转子 

の 易傳を 引け J 


四. 一 ハ丄ハ 

を 消し 去り、 (：^ 一 弓の 門 を 出で て は 大賓を 見る が 如く、 民 を 使 ふに は 大祭 を 承く るが 

如しと いふが 如くすべし。 常に 此の 如く 持 養して 久しき に 到らば、 亦^^ら明徹たら 

ん。  . 

一.^ ふ蕴蓄 は學に 由って 大 なり。 多く 前古の 聖賢の 言と 行と を 聞く に 在り。 跡を考 へて 

以て 其の 用 を觀、 言 を 察して 以て 其の 心 を 求め、 識 して 之れ を 得て 以て 其の 德を^ 成 

十。 き 

聖賢の 行を考 へて 以て 其の 用を觀 るべ し、 聖賢の 言 を 察して 以て 其の 心 を 求む ベ し * 

sfc に る こと あるとき は、 德を蒂 ふること 日に 大 なり。 蓋し 徒らに 多く 聞く をせ し 

と爲 すに 非ざる なり。 


(三) 近 思錄 


內 外名實 

(i) 川 曰 はく、 學者須 らく 是れ 實を務 むべ し。 名に 近づく こと を 要め ずん ば 方に 是 なら 

ん。 名に 近づかん と ii ふこと あるとき は、 是れ僞 なり。 大本 已に 失す、 更に 何事 を か 

isK ばん。 名の 爲に すると 利の 爲に すると は、 淸濁 同じから ずと 雖も、 然も 其のが 心 は 


名 を 求む る を 志す とき は、 實を務 むる に 非ず。 爲に する ありて 爲す は、 卽ち 是れ和 

心なり。 

の學は 必ず 日に 新な り。 日に 新なる 者 は 日に 進むな り。 日に 新なら ざる 者 は 必ず 

日に 退く。 未だ 進まず して 退かざる 者 あらず。 唯 だ 聖人の 道 は 進退す る 所な し、 其の 

造る 所の 者 極まれる を 以てな り。 

君子の 學は當 に 日に 進んで 巳まざる べし。 一た び 或は 自ら 止まる とき は、 智日に 昏 

くして お i 伍 ひ 日に ぎく。 唯 だ 聖人 は理 極に 造り、 行 成に 底れば、 則ち 進退す る 所な し ( 

或 ひと 曰 はく、 聖人 純に して 亦已 まざれば 固より 未だ 嘗て 日に 新なら ずん ば あらず 

と。 曰 はく、 其の 心 を 論ずる とき は 固より 時として 自ら 已む ことなし、 一念の 巳む 

こと る は、 則ち 是れ 間斷 なり。 何 を 以て か 聖人と 爲 さん。 其の 進退の 地 を 論ずる 

とき は 神聖に 至って 極まる， 加 損する 所 あるべ からざる なり。 

、s>  しつ  あら かじ  II 

i 渠曰 はく、 義を 精し くして 神に 入る は、 事 吾が 內に豫 めして 吾が 外 を 和 せんこと を 

求む るな り。 弔 を 利して 身 を 安ん ずる は、 素より 吾が 外 を 利して 吾が 內を養 ふこと を 


(一) ass 下 

«、 その 文 は 

次 段の 註文 中 

に 出 だせ h- 


修敎耍 錄卷之 四  四ナ、 へ 

致すな り。 gssli^ 

義理 を 研 精して 妙なる こと 以て 神に 入る は、 ，s の 功な り。 然して 事理 素より に定 

まると き は、 外に 施す 者 順に あらず とい ふこと なし。 用 を 致す に 順にして 以て 其の 

身 を 安ん ずる は、 行の 功な り。 然して 用 ふる 所旣に 外に 順なる とき は- 內に養 ふ 者 

こも A、  あ ひたす 

益.' 以て 厚し。 此れ 內 外の 交. '養って 知行の 相資 くる こと を 明に するな り C 

やしな ひ  ォ  し 

祌を 窮め 化 を 知る は、 乃ち 養 盛に して. HE ら 至る， 思勉の 能く 强 ふるに 非ず。 故に 志 を 

崇ぅ 十る より 外 は、 君子 未だ 知 を 致 十 こと 或らざる なり。 

たえ  ちゃ/. 

神 は 萬 物に 妙なる ものにして 方な し、 化 は 萬 物に 著して 迹 あり。 神 を 窮め 化 を 知る 

は、 蓋し 理を 窮め 性を盡 して 以て 命に 至るな り。 是れ 則ち 知行 交.' 養ひ德 盛なる が 

致 十 所な り、 思の 能く 得る 所、 勉の 能く 至る所に 非ざる 者な り。 故に 君子 は 惟 だ 力 

を 精義に 盡 して 以て 其の 用 を 致し * 用 を 利して 以て 其の 德を崇 うす。 德を 5{ ぶく する 

より 外 は 則ち 其の 力 を 致すべからざる 所の 者 あり。 故に 曰 はく、 此れ を 過ぎて 以往 

は 未だ 之れ 知る こと 或らざる なりと。 

、辭に 曰 はく、 尺 蠖の屈 十る は、 以て 信 びん こと を 求む るな り。 龍 蛇の 散る る は、 


以て 身を存 するな り。 義を 精し くし 神に 入る は、 以て 用 を 致すな り。 用 を 利し 身 を 

安ん ずる は、 以て 德を崇 くす るな り。 此れ を 過ぎて 以往 は、 未だ 之れ を 知る こと あ 

つ 3  'To  ^  5  t  » 1D^^^X;0 朱 子の 曰 はく、 ほ 伸 住 来の 理を言 ふに 0 つて *  乂 

ら ざるな り ； W を 楚め化 を， 1.K る は 德 b 一  力 I 推して 以て 學も 自然の 接 ある を 言へ るな り。 

經 文  . 

一 二 」  た ひらか 

三) 近 SS 伊川 方 道輔に 謂って 曰 は く、 聖人の 道坦 なること 太路の 如し e 擧者 其の 門 を 得ざる を- 

病 ふるのみ。 其の 門 を 得ば 遠し として 到るべからざる ことなし。 其の 門に 入らん こと 

を 求めば * 經に 由ら ざらん や。 今の 經を 治む る 者 も 亦 衆し， - 然して 櫝を買 ひて 珠を還 

すの 蔽、 人々 皆是れ なり。 經は道 を 載す る 所以の ものな り。 其の 言辭を 誦し 其の 訓詁 

を 解して 而も 道に 及ば ざれば、 乃ち 無用の 糟粕 のみ。 

方 元 菜、 字 は 道輔。 經は道 を 載す る 所以の ものなる こと、 猶ほ櫝 は 珠を藏 むる 所以 

.  ラ しな 

の ものなる がごと し。 經を 治めて 道 を 遺 ふ は、 猶ほ櫝 を 買う て 其 の 珠 を 還す が ご と 

に 一に。 S 說 しと。 說は韓 (非) 子に 見えたり。 

に 貝^  (Bn 

(つ "^つ) き 覬 はく は 足下 經に 由って 以て 道 を 求め， 之れ を 勉めて 叉勉 めよ C 異 曰卓爾 として 前 

學間 二.  四 六 九 
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に 立つ こと ある を ん。 然して 後に 手の 舞 ひ 足の 蹈 むと こん を 知らず。 勉 むる こと を 

加へ ずして 自らと むこと 能 は ざらん。 

(一) お 問 文 を；^ る は 道 を 害する や 否や。 曰 はく、 害す。 凡そ 文を爲 るに 意 を _ ^ら にせ ざ 

i-0  こ-一 * ぎ . 

れば、 則ち ェ ならず。 若し 意 を專ら にせば、 則ち 志此に 局り なん。 叉 安ん ぞ 能く 大地 

と 其の 大を 同じう せん。 書に 曰 はく  • 物を玩 ベば 志 を 喪 ふと。 文 を 爲るも 亦 物 を 一.^ ぶ 

なり。 

人 天地と 參 にして 並び 立つ 所以の 者 は、 惟 だ 此の 心 之れ が 主たるの み。 苟も 志 局ら 

2) 賴淵 * るる 听 あれば、 又 安ん ぞ 能く 天地と 參 ならん や。 故に 外物 を玩習 するとき は、 正 

心^と はすべ  つ.、 

喪失す。 意 を專ら にして 文 を 爲るも 亦 物を玩 ぶな り。 

呂與叔 詩 あり、 云 はく. 學 きゾ兀 1 一 あ 成. キ 文 似 二相 殆類. 俳、 li 立，， 孔阼ー 無二 一 

MU^J 事 一 只 i3 顔 氏 得 二 心齋 一と。 古の 學者は 惟 だ 務めて 情 性 を 養 ふ、 其の 他 は 則ち 风， -ば 

^^^f  _ ざるな り。 今の 文 を 爲る者 は專ら 章句 を 務め 人の 耳 目を悅 ばす。 旣に 人を悅 ばさん こ 

^1^;; と を 務めば、 俳優に 非ず して 何ぞ や。 

0^^^^ 呂大 臨- 字 は 與叔、 張 • 程の 門人な り。 杜元 嘗て 自ら 謂へ らく， 左 氏の ^ありと" 


(四) ^段 接 

積の 文， 問う 


(五) 發 布す 


(六) 孔子 門 

下の 子 游. 子 

夏な り 


(七) 近思錄 


(八) 

名 


著 はす 所の 訓解 凡て 十餘萬 言な り。 司 馬 相 如 は子虚 • 上 林 等の 賦を 作って 徒 だ文詞 

を k ひ、 務めて 以て 人を悅 ばし む。 故に 曰 はく、 俳に 類す と。 俳優 は倡戲 なり。 齋 

は 齋肅純 一 の 意な り。 

曰 はく * 古 は 文 を爲る こと を 臭-びし や 否や。 曰 はく、 人 六經を 見て 便ち 以爲 らく、 聖 

{五 J 

つ  ちょ はつ  ォ 

人 亦 文 を 作る と。 聖人 亦 胸中の 蘊む所 を攄發 して 自ら 文 を 成す こと を 知らざる のみ。 

所謂 德 ある 者は必 ず 言 あるな り。 

曰 はく、 游. 夏文擧 を稱 する こと は何ぞ や。 曰 はく、 游 • 夏 亦何ぞ 嘗て 筆を秉 つて 詞 

章を爲 る； U とを學 ばん。 且つ 天文 を觀て 以て 時變を 察し， 人文 を觀て 以て 天下 を 化成 

する が 如き、 此れ 豈 詞章の 文な らん や。 

橫渠曰 はく、 博く 文 を 學ぶ者 は 只 だ 習坎の 心亨る こと を 得ん こと を 要す。 蓋し 入は險 

阻 艱難 を經歷 して 然して 後に 其の 心亨 る。 

坎を 上下に せる を 習 坎と爲 す、 卦重 險に當 る。 而 して 彖の辭 に 曰 はく、 維れ 心」 チる 

と。 人の 博く 學び 理を窮 むる や、 始は 齟齬 多く、 積 習旣に 久しう して 自然に 心 通ず 

るな り。 
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道ま^ 理^ 

二)  あた 

伊川 曰 はく、 未だ 道 を 知らざる 者は醉 人の 如し。 其の 醉 時に 方り て は 至らざる：. W なく， 

其の 酸む るに 及んで は愧 恥せ ざるな し。 人の 未だ 舉を 知らざる 者 は 自ら 視て 以て 缺く 

る ことなしと 爲す。 旣に m や を 知る に 及んで は、 反って 前 on 爲十所 を 思うて 則ち；^ き且 

っ懼 る。 

人 苟も 「朝に 道 を 聞いて 夕に 死す とも 可な り」 の 志 あるとき は、 一 日 も 安ん ぜ ざる 所 

に 安ん ずる を肯ぜ ず。 何ぞ 止に 一 日 のみな らん， 須 5< も 能 はず。 曾 子 の^を 易 ふるが 

如き、 須 らく 此の 如くなる を 要して、 乃ち 安ん ずべ し。 

朱 子 曰 はく， 道 は 事物 當然 の理 なり。 苟も 之れ を 聞く を 得ば、 生きて は 順にして 死 

して は 安し- 復た遣 恨な し。 

人 此の 若くなる 能 はざる は、 只 だ 實理を 見ざる が爲 なり。 實理と は 實に是 を： 15-^ し， 

實に非 を！ HJ^ 得す。 

朱 子 曰 はく、 實 理と實 見と は 同じから ず。 恐らく は記錄 するとき 字 を 漏 せし ならん y 


愚 謂へ らく、 本と 人心の 見る 處を 以て 言 ふ。 惟 だ實に 是非の 理を 見て 然して 後に 實 

理と爲 す。 蓋し 理は實 ならず とい ふこと なし、 但だ 見る こと 未だ 實 あらざる のみ。 

ォ ( rar)  -.  ごと  まこ こ 

iHi る!^ U と 凡そ 實理は 之れ を 心に 得る とき は 自ら 別な り。 耳に 聞き 口に 道 ふが 若き は、 心 實に見 

るに あらず。 若し 見得せば 必ず 肯て 安ん ぜ ざる 所に 安ん ぜ ざらん。 人の 一 身 儘 ま肯て 

爲 ざる 所 あれ ども、 他事に 至る に 及んで は 又然ら ず。 士の 若き は 之れ を 殺して 穿 |g を 

爲さ しめんと すと 雖も 必ず 爲 さざる も、 其の 他の 事 は 未だ 必ずしも 然ら ず。 卷を 執る 

が 如き 者に 至って は禮 義を說 くこと を 知らず とい ふこと. なし。 又 王公 大人の 如き は 皆 

能く 軒 冕 は 外物なる こと を 言 ふ も、 其の 利害に 臨む に 及んで は 則ち 義理に 就く こと を 

知らず.、 却って 富貴に 就く。 此の 如き 者 は 只 だ 是れ說 き 得て 實 見せざる なり。 其の 水 

火を蹈 むに 及んで は 則ち 人 皆 之れ を 避く、 是れ實 に 見得 すれば なり。 不善 を 見る こと 

湯 を 探る が 如きの 心 あるに 及んで は 則ち 自然に 別な らん。 昔 曾て 虎に 傷 けらる る こと 

を 經し者 あり。 他人 虎 を 語る とき は、 三尺の 童と 雖も皆 虎の 長るべき を 知る も、 終に 

曾て 傷 けらる る こと を經し 者の 神色 懾懼 して 至誠に 之れ を 長ろ るに 似ず。 是れ實 に 見 

得すれば なり。 
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此の 一 節 反覆して 實 見の 理を推 明して 最も 親切な りと 爲すレ 舉 者亦理 を-お 十る こと 

明かに 志 を 立つ る こと 剛な らんこと を 要す。 知行 並び 進んで 豁然と してお る こと あ 

つて、 然して 後に ほる 所實 見と 爲す。 其の 見る 所を克 くせば 死生 利审 il 皆 以て 之れ を 

移す に 足らず。 

之れ を 心に 得る.、 是れを 有 德と謂 ふ。 勉强を 待たず。 然れ ども 擧者は 則ち 須 らく 勉强 

すべし。 古人 軀を てて 命 を 隕す者 あり、 若し 實に 見得せ ずん ば、 則ち 烏ぞ敢 へて 此 

の 如くな らん。 須 らく 是れ實 に 生は義 より 重から ず、 生 は 死より 安から ざる こと を は 

得すべし。 故に 身 を 殺して 仁 を 成す こと ある も、 只 だ 是れー 筒の 是を 成就す るの み。 

橫渠曰 はく、 天地の 爲に心 を 立て、 生 民の 爲に道 を 立て、 去聖の 爲に絕 を繼 ぎ、 ^ 

世の 爲に 太平 を 開く。 

天地 は 生々 を 以て 心と 爲す。 聖人 は 化育に 參！： i して、 萬 物 をして 各-其の 性 命 を 正 

しからし む、 此れ 天地の 爲に心 を 立つ るな り。 義理 を 建 明し 綱常 を 扶植す、 此れ 生 

民の 爲に道 を 立つ るな り。 絶 舉を繼 ぐと は、 ^9統を躜述するを謂ふ。 太平 を 開く と 

は、 王者 起って 必ず 來 つて 法 を 取り、 利澤萬 世に 垂 るるが 如し。 舉者 此れ を 以て 志 


を 立つ ると き は、 任ずる 所 至大に して 小成に 安ん ぜず、 存 する 所 至 公に して 近 用に 

苟もせ ず。 

(二】  , rt  まさ いた 

義理の 學 は亦須 らく 深沈レ ぎ：^ して 方に 造る こと あるべ し。 淺易輕 浮の 得べき に 非ず。 

朱 子 曰 はく、 聖人の 言語 は 一 重 叉 一 重.、 須 らく 深處に 入り 看て 方に 得る こと あるべ 

し。 若し 只 だ 皮膚 を 見れば、 便ち 差錯 あり。 

學 事理 を推究 する こと 能 はざる は、 只だ是 れ心麁 なれば なり。 顏 子の 未だ 聖人に 至ら. 

ざる 處の 如きに 至っても、 猶ほ是 れ心麁 なれば なり。 

師敎友 道 

明 道 曰 はく、 門人 曰へ る あり、 吾れ 人と 居り、 其の 過 を 視て吿 げざれば、 則ち 心に 於 

て 安から ざる 所 あり。 之れ を 告げて 人受け ざれば 則ち 奈何と。 曰 はく、 之れ と處 りて 

其の 過を吿 げざる は忠に 非ざる なり。 誠意の 交通 をして 未だ 言 はざる の 前に 在らし め 

ん こと を 要せば、 則ち 言 出で て 人 信ぜん。 

又 曰 はく、 善を責 むる の 道、 誡餘 りあって 言 足ら ざら しめん こと を 要せば、 則ち 人に 
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( 一 ) i0 

(二)  0s 

の 著， 仁 道の 

大 JiS;5 を 示せし 

もの. 


(一二) のぞく 

(i!) 出典 As 

段に ^じ」 謝 

顯. お、 名 は 良 

^. 上蔡の 人， 

子の 門人な 

り。 伯 ほ は 程 

w^s- の あざな 

(五) 彼卽ち 

:Si はの 言語に 

轼^9したりと 

な h- 

(六) 謝お i 
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於て 益 あらん、 而 して 我れ に 在る 者 自ら 辱 しめらる る ことな からん t 

誠意が 言語より 多き とき は、 彼れ に 在って は感 悟の 益 あり、 我れ に 在って は の 

辱な し。 

尹彥 明、 伊川に 昆 えて， 後半 年に して (方め て) 大學. 西銘を 得て； 看る。 

尹淳、 字は彥 明、 程 子の 門人な り。 始めて 祭ぶ の士は 未だ 方に 向 ふこと を 知らず- 

之れ に敎 ふるに 大舉を 以てして、 其れ をして 道に 入る の 門、 寧に 進む の 序 を 知らし 

むるな り。 然して^ は 仁 を 求む るより 大 なる はなし。 之れ に繼 ぐに 1： 銘を 以て 十る 

は、 其れ をして 仁の 體を 知って 私 己の 蔽な からしむ る 所以な り。 然して 半年の 後 を 

待つ こと ある は、 蓋し 其の 厚く 誠意 を 積み 氣習を If 除して 以て^ 問の 根本と 爲 さん 

こと を 欲すれば なり。 

. 巧：  ひたすら 

謝 顯道云 ふ、 昔伯淳 が敎 謀せ しとき 只管に 他れ の 言語に 著く。 伯淳曰 はく-  ^と說 話 

する は 却って 醉 漢を扶 くるに 似たり。 一 邊を救 ひ 得れば 一 邊に 倒れ 了る。 只 だ 人の 一 

邊に 執著 せんこと を怕 ると。 

朱 子 曰 はく， 上蔡 因に 明 道の 「物 を琉 ベば 志 を 喪 ふ」 の 一言に 發 (明) する こと あり- 


意に、 孔門の 

人 各-志 を 云 

ふの 條、 酋點 

が 「浴-, 乎. 苎 

風- -乎舞 害 一詠 

而歸 J と 答 へ 

しも 指す y し。 


意 は悠々 自適、 

世 も-のがれて 

安樂に 世 を 送 

るの 高 致 をい 

へ るな り 

(八) 近思錄 

爲 « 頹 

(九〕 S0 

爲奥頹 

(一 〇) 論語. 


に 「君子 不レ重 

則不レ 威、 裏 則 

不レ 固」 と 出づ。 

通 說は擧 ぶと 

き ほ罔陋 なら 


f セ) 論語 先  故に 其の 論ずる 所每々 過 高な り C  、沂に 浴し 風 を 御し、 何 を か 思 ひ 何 を か 慮る とい ふ 

如きの 類、 皆是れ 一 偏に 墮 すなり。 

朋友の 講習 は 更に 相 觀て善 工夫の 多き に 如く はなし。 § 

朋友の 相 慮る は獨り 講辨の 功の みに 非ず、 薰陶 漸染、 觀感に 得て、 自然に 進 益す。 

橫渠曰 はく， 將に 己れ を 修めん とせば、 必ず 先づ厚 重に して 以て 自ら 持せ よ。 厚 重に 

して 學を 知る とき は、 德 乃ち 進んで 固なら ず。 忠信 は德に 進む。 惟 だ 友を尙 びて 賢 を 

まさ  あやまち  やぶ さか  し 

急に せよ。 己れ に 勝る 者の 親しまん こと を 欲せば、 過を改 むる ことの 吝 ならざる に 如 

く はなし。 gs， 

君子 己れ を修 むる の 道 は 必ず 厚 重 を 以て 本と 爲す。 苟も 輕 浮なる とき は、 道 を受く 

るの 基な し。 然して 徒に 重厚に して 學を 知らざる とき は、 德 亦固滯 にして 進まず。 

然して 德に 進む の 道 は 必ず 忠信 を 以て 主と 爲 して、 忠信の 輔を 求む る は 己れ に 勝る 

する も、 朱 子  の 賢に 交 はるより 急なる はなし。 但し 或は 過を改 むる に吝 なるとき は、 其の 善を資 

は 「擧 も 則ち  「？ 

Mi^"」 問 ^  むる の 道 を 施す 所な し。 賢者 も 亦 我れ を 親しま ざらん。 (朱 子の) 舉 则不， 固の 說は 

木 ^ 堅 a ならす 

と Si す。 こ こ は 朱 子の 說に從 つ て 解せ ざれば 意 通ぜ- さるに M 九り 


學 問 二 


四 七 七 


修敎耍 錄卷之 四  四 七 八 

本文と 異なり。 此れ は c ら是れ 一 義 なり。 學 者に 益 あり、 故に 焉れを 取る。 

(一) 近&錄 古人 は 朋友と 琴瑟簡 編と を 得て 常に 心 をして 此に 在らし めんと 欲 十。 惟 だ 聖人 は 朋友 

克已類  . 

の 益 を 取る こと 多し と爲す こと を 知る、 故に 朋友の 來 るを樂 しむ。 

說は 論語に 見 ゆ。 朋友 は 講習 責 善の 益 あり、 琴 瑟は情 性 を 調 適する の 用 あり、 簡編 

は 前言 往 行の 識 あり。 朝夕 是に 於て するとき は、 心 養 はるる 所あって お 俗 放 僻の 念 

作らず。 然して 三つの 者の 中 朋友の 益 尤も 多し。 故に 朋 遠方より 來る こと ある は樂 

(二)  i0 

克已類  \  J  ？义 て }  0 

(三) 出典 S  しも^ぶ た，' 

eim??: 十七 人の 朋友 ある は、 燕 安を爲 さず、 其の 仁 を 輔佐す る 所以な り。 今の 朋友 は 其の を 

S に、 「闕 seM  ち， .  つ  b 

^^^0, 擇んで 以て 相與 し， 115 を 拍ち袂 を 執りて 以て 氣合 へりと 爲す。 一言 合 は ざれば 怒氣相 

子 曰、 其  まじ は り  あ ひく だ  ぶ ひだ 

ifti. 加 ふ。 朋友の 際 は 其の 相 下りて 倦ま ざらん こと を 欲す。 故に 朋友の 間に 於て 其の 敬 を 

？  n 與-- 先  えよ 

主と する 者 は 日に 相親與 して、 效を 得る こと 最も 速な り。 - 

者 也」 と i づ。 仲 て 「吾れ 其の 位に 居る を 見、 先生と 並び 行く こと を る。 益 を 求む る 者に 非ず- 

位と は 先 卽 

^^..^M 速に 成らん こと 1!^ 欲する 者な り」 と 曰へば， 則ち 舉者 先づ須 らく 溫柔 なるべし。 溫，^ 

の 名 1^  たると き は 以て 舉に 進むべし。  - 


闕黨の 童子 居る とき は 位に 當り、 行く とき は 先生と 並ぶ。 蓋し 輕傲 にして 禮に循 は 

ず。 故に 夫子 以て 能く 益 を 求む る 者に 非ず、 但だ 成人た る を 速に せんこと を 欲する 

ものと 爲す のみ。 故に 學者は 當に和 順 を 以て 先と 爲 すべし、 則ち 謙 虛恭謹 は 以て 德 

に 進む の 地と 爲す あり。 

詩に 曰 はく、 溫々 たる 恭人、 惟れ 德の 基な りと。 蓋し 其の 益す る 所の 多き なり。 

詩 は 抑の 篇 なり。 溫和 恭敬 は德の 本たり。 

總 論 

朱 子 曰 はく、 「德性 を 尊んで 問學に 道る」 と 「我れ を 博く する に 文 を 以てし、 我れ を 

約に する に禮を 以てす」 と、 兩邊に 工夫 を 做す とき は 都て 偏なら ず e 

叉 曰 はく、 若し 道理の 上に 於て 看る こと 未だ 精し から ざれば、 便ち 須 らく 德性を 尊ぶ 

の 上に 於て 功 を 用 ふべ し。 若し 德の 上に 足らざる こと あるとき は、 便ち 須 らく 講學の 

上に 於て 力 を 著くべし。 二つの 者 並び 行く とき は、 庶 はく は 互に 相發 明して 廣大輝 光 

の 地に 到る ベ し。 

學問ニ  四 七 九 


に 文 同の 前 ご 
5 出 集 前門 5 照 出 じ 
づ卷、 下 一 

If! 五 朱 、陸 六 胡 
害 十 文 出 象 三宏 
の 五 公典 山 貝、 


二) 朱 子と 

同時代の 人、 " 

或は «.ナ か、 

元の 王 +充と 

は 同名 s: 人な， 

り。 港 it- 生， 

朱 文 公文 鬼 

e: 十六に 只 1 ； 

通 「i,v 土 子充」 一 

の 寄 あり、 こ 

の 文 は その 香； 

に出づ 

(二) 出典 同一 

前 晦ー艰 先生 朱- 

文 公文 集卷 St 

十六 
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王子 充に答 ふる 書に 曰 はく.、 今日の 弊， 務めて 學を 講ずる 者 は 多/、 踐：^ を闕 き、 矮 

を專ら にす る 者 は 又 遂に 學を 講ずる を 以て 益た しと 爲十。 殊に 知らず、 踐：^ の^に 因 

つて 以て 舉を 講ずる の 功 を 致し 知る 所 をして 益-明かたら しむる とき は、 守る 所 H: に 

固し、 彼の ロ耳の間に"ぉ々 たる者と同に日を同じぅして？^isるべ からざる こと を。 

(二 )  • 

汪 太初に 答 ふる 書に 曰 はく， 嘗て 聞く、 舉の雜 なる 者 は 博に 似、 r 其の) 約なる 者 は 

陋に 似たり、 惟 だ先づ 博に して 後に 約に す、 然して 後 能く 雜に 流れず して、 陋に檎 は 

れ ざらん こと をと。 故に 中庸の 明， 善 は誡， 身の 前に 居き て、 大^の 誠， 意 は 挤レ物 

の 後に 在り。 此れ 聖賢の 言、 考 ふべき 者然 り。 ！； ||5;-|;； ひ^れ ；； ぉパ" ls;tsg,t£^ び 

§  f$<  (一一 一) 

劉定 夫に 答 ふる 書に 曰 はく、 舉者は許多の狂妄の身心を^：-却し， 許 多の 閑雜の 5^ 話 を 

除却して、 實に 著いて 書 を 讀むを 得ん こと を 要す。 初時儘ゃ且っ數|^尸ど尊ね行き， 之 

ォ  おそ  てん 

れを 久しう して 自ら ml;? る處 あらん。 最も 怕 るる は、 人の 舉を說 くこと 書に 在らず、 佔 

畢を務 とせず、 口耳 を專ら とせず、 下^ 說き 得て 張皇 都て 收 拾な きこと を。 只 だ是れ 

一 場の 大脫 {<H、 直に 是れ 悪むべし。 

又 曰 はく、 德性を 尊ばざる とき は 懈怠 弛慢 す。 勢 何に 從 つて か 進まん。  • 


(六) 項 世， 

学 は 平 父、 宋 


光宗のと き秘 

書 正字たり、 

校 書 郞に遷 る。 

寧宗 のとき 朱 

子の ために 上 

書せ しこと あ 

h -。 易玩辭 ， 


あり。 出典 同 

前卷 五十 EI 

(七) 陸 象 山、 

字 は 子 Js、 國 

子 正に 除 せら 

れしを 以て か 

くい ふ。 朱 子 

と 同時代の 大 

儒。 德性を 尊 

ぶ を 以て 宗と 

す。 朱 チは問 

に 道る を 主 


又 曰 はく、 今擧 者に 某の 門に 在る 者 あり、 其の 理を考 ふるに 於て 精當 ならざる に 非ず、 

說 き得來 つて 水 を 置く も 漏らさず。 然も 爲す所 は 却って 顚 倒錯 緩して 全然 知る 所の 者 

ひたすら い  それがし さ か  か  ゎづら 

と 相反す。 人 只管に 道 ふ、 「 某 合に 他れ を 引く ベ からず、 如 今 他れ に累 はさ れん」 

と。 却って 知らず、 渠れ實 に是れ 理會し 得， 某 如何して 他れ と說 かざらん。 然も 爲す 

所 背馳す る は、 只 だ是れ 曾て 源 頭の 上に 在って 力 を 用 ひざれば、 只 だ是れ 徒然なる の 

み。 

(.Kj  ffc)  しょう ザん 

復平 父に 答 ふる 書に 曰 はく、 喩 する 所の 曲折 及び if 園 正が 語， 三復慢 然として 昏惰を 

警 むる 所の 者享 し。 大抵 子 思より 以來 人を敎 ふるの 法 は 惟 だ 德性を 尊ぶ と 問學に 道る 

の 兩事を 以て 力 を 用 ふるの 要と 爲す。 今 子 靜が說 く 所 は 專ら是 れ德性 を 尊ぶ の 事な り、 

而 して 熹が 平日 論ずる 所 は 却って 是れ 問擧に 道る の 上に 多く 了す。 彼れ の學 たる 所以 

の 者 は 多く 持 守して 觀る べし， 而 して 義理 を 看 得する こと 全く 子細なら ず。 又 刖にー 

種 杜撰の 道理 を說 き、 遮 蓋して 肯て放 下せず。 而 して 熹 自ら 覺ゅ、 義理の 上に 於て 敢 

へ て亂說 せず と雖 も、 却って 緊要の 己れ の爲 にし 人の 爲 にす るの 上に 於て 多く 力 を 得 

ざる を。 今當に 身に 反み て 力 を 用 ひて 短 を 去り 長 を 集むべし。 庶幾 はく は 一 邊に墮 せ 


二) 晦菴先 

* 朱 文 公文 集 

卷 s: 十三に 出. 


(二) 别淸 之、 

子 澄 は 字、 朱 

の 臨 江の 人、 

5^ 興の 進士、 

始め 博 奥宏詞 

もっとめ しが、 


-に 及んで 翁 

-從 来の 習 ふ 


慨然と して 義 

現の に 志す。 

曾 子 內外雜 

その他， 著述 多 

し。 ャ I 典 同前 

卷三 十五 

(三) 敬 夫 は 

張栻の 字、 伯 

恭 は呂祖 謙の 

字、 共に 朱 子 

の 友人に して 

大 8Si  i 
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ざらん のみ。 

林擇 之に 答 ふる 書に 曰 はく、 涵養の 一 節 は 疑 ふらく は 古人 直に 小 s: やの 中より 涵養し 成 

就す、 _所 以に大 學の道 は 只 だ 格 物より 做し 起す。 今の 人從前 此の 工夫な し。 ^し 大^ 

に 格 物 を 以て 先と 爲すを 見れば、 便ち 只 だ 思慮 知識 を 以て 之れ を 求めん と 欲す、 更に 

操 存の處 に 於て 力 を 用 ひず。 縱使窺 ひ 測って 十分 を 得る とも 亦實 地の 據 るべ きな し。 

大抵 敬の 字 は是れ 徹上徹 下の 意、 格物致知 は 乃ち 其の 間の 節 次に して 步を 進む るの 處 

なり。 

劉 子 澄に 答 ふる 書に 曰 はく、 日 前に 學を爲 す こと 己れ を 反み るに 緩に して、 追 a^〕 すれ 

ば 凡百 悔 ゆべ き 者 多し。 論 著す る 所の 文字 も 亦 此の 病に 坐して 多く は 著 實の處 なし。 

首 を问ら すと き は 茫然たり。 計る に 歳月の 功夫に 非 ずん ば 能く 救 治す る 所 あらん やと，. 

此れ を 以て 愈. '自ら 快から ず。 前 時 猶ほ敬 夫 • 伯恭 時に 規 益を惠 むこと を 得て 以て 警 

省す る こと を 得たり。 二 友 一 k に 亡く、 耳 中絶え て 此れ等 (の 語) を 聞かず。 今 乃ち 深 

く 吾子に 望む こと あり、 此れより 書を惠 まば 痛く 鍋 海 を 加へ よ。 乃ち 君子 入を受 くる 

の 意な り。 


王 安 石の 人と 

なり 尺 情に 近 

からす、 天下， 


に 155^、 又 曰 はく、 近 ごろ 覺ゅ、 向來擧 を爲す こと 實に 外に 向って 浮泛 たるの 弊 あり、 惟だ自 

卷 三寸 

rl* 一  蘇洵の ら 誤る のみに あらず して、 人 を 誤 まること も 亦 少ならず。 方に 別に 一 頭 緒 を 尋ね 得て 

差 や 簡約 端的なる に 似たり。 始めて 知る 文字 言語の 外眞に 別に 心 を 用 ふる 處 ある こと 

を。 恨む らく は 未だ 面 論 を 得ざる を。 

れぅ  しぼら 

廖晉卿 請 ふ 何の 書を讀 まん かと。 曰 はく、 公の 心 放す る こと 已に 久し、 且く 精神 を收 

斂 すべし。 王 藻が 九た び容 るる 處、 子細に 體認 し、 意思す る こと ある を 待って 却って 

好んで 書を讀 む。 辨) 姦 論に 謂 はく、 「事の 人情に 近から ざる 者 は大姦 慝を爲 さざる こ 

と鮮 し」 と。 每常 此の 句の 過當 なる を 嫌 ふ、 今 見得す るに 亦 此の様の 人 あり。 某 向 年 

(七)  で 八)  うしろ  (九) 

江 西 を 過ぎ、 ijf 子 壽と對 語す、 而 して 劉 淳叟獨 り 後 面の 角 頭に 去って 道家の 打 坐を學 

ぢ やう 

び、 某に 罵らる。 云 はく、 便ち 是れ 某と 陸 丈との 言は聽 くに 足らざる も亦數 年の 長 あ 

り。 何ぞ 故ら に 恁地怪 を 作さん と。 

(き ノ 

勉齋黄 氏 李 敬 子に 答 ふる 書に、 古 先の 聖賢 學 を 言 ふこと 身心の 上に 就いて 工夫 を 用 ふ 

霞 中に 進士 るに 非ざる はなし。 人心 道心 は內 を. 直く し 外 を. 方に する も、 都て 未だ 說 いて 學を 講ず 

にあげ-つれ、 國子 正に 除せられ、 太 に遷 る。 その後 氏の 學に 背いて 陸 暴の 護 誤 を 言 ふ。 朱 子 之れ を責 む。 尋 いで 福 を §jf んで 遂に 僧と なる。 陸 九 

淵 深く これ を 惜 せり" 未だ 幾ば くなら すして 死す"； が叢齋 集 あり (九〕 佛敎の 坐 ii 人定と 同意 (一 〇) 前 出 二 七 頁參照 


て、 この 論 を 

つくる とい ふ 

(六) 朱 子 を 

指す 

(七) 陸 九 齢、 

字 は 子 露、 有 

名なる 陸 九 淵 

(象 山) の 兄、 

九 淵と 共に 學 


と稱す 

(八) ^ま ^ 夫、 

字 は 谆叟、 朱， 


； . , 一 ど 

： - 二、 5e ん， 


學 問 二 


四ん 三 


修敎耍 錄卷之 四  ra. ハ 四 

る處に 近から ず。 夫子 其の 識： nf^ 差 ひ 易 からん こと を 恐る、 是に 於て 博 文 • 約禮を 以て 

針し 言 ふ。 博 文 は 先にして 約禮は 後、 博 文 は 易く して 約禮は 難し。 後來 の^者 專ら其 

の 易き 所 を 務めて 常に 其の 難き 所 を 憚る。 此れ 道の 傳 はる ことなき 所以な り。 須 らく 

是れ 中席の たる 戒懼 謹獨を 終身の 事業と 爲 して、 須 5< も廢 すべ からざる が. S く 十べ 

し。 而 して 舉を 講じ 理を窮 むる は 其の 明に して 且つ 正な らん を 求む る 所以の み。 f 

但だ舉 を 務めて 身心に 於て 意 を 加へ ずん ば、 恐らく は 全く 舉問を 成さざる なり。 人 其 

の 心を藏 して 測度すべからず。 一 以て 之れ を 窮めん と 欲すれば、 禮を 拾て て 何 を 以て 

せんや。 詞氣容 止の 間、 事に 應じ 物に 接る の 際、 其の 理に 中る ゃ理に 中らざる や を 察 

こ ひねが 

する に、 十に 其の 七 八 を 得、 此れ を 以て 之れ を 律 するとき は、 庶 はく は 流れて n 耳の 

學と爲 るに 至ら ざらん こと を。 嘗て 觀 るに 明 道 先生 謝 上蔡に 語って 臼 はく、  r 諸 公の 

^^ふジ^敎 此に來 る は 只 だ是れ 某の 說話 を學 ばんと なり」 と。 上 蔡益を 請 ふ。 明 道の M はく， 

「且 く靜 坐せ よ」 と。 程 門に て 上蔡の 如き は實を 務めて 「しれが 爲に する 者な りと 謂 ふ 

べきに、 明 道尙ほ 此れ を 以て 之れ を箴 しむ。 今の 學者 を視 べしめば、 豈 大いに 之れ 

指す  が爲に 大息せ ざらん や。 (吾れ) 老いたり、 他に 世に 望む 所な し， 只 だ是れ 先師の SSf 


(一二) あかく 

かがやく 

(ra) 宋 の昭 

武の 人、 字 は 

公晦、 自ら 果 

齋と號 す。 朱 

熹の 高弟。 0 

定の 進士、 國 

子錄 • 通 判 辰 

州に 累官 す。 

禹 貢お ~傳 • 道 

5? 語 等の 書 あ 

(五) 洙， 御 

と .％ に 川の 名、 

昔の 魯の國 に 

あり、 孔子 こ 

t, ノほ と..：：' にて 

弟子に 敎 へし 

より、 孔子の 

事の 意と なる 

(六) 朱 子 

(七) 朱 子の 


(八) 晩年な 

(九〕 からま 

る 

(ヨ) 論語 

學而笃 第 六 章 

に 行 有- -fei 力- 

則以 文 と 

出づ 


傳 はる ある を 得ん こと を 望む のみ。 故に 自ら 其の 曆越を 知らず して 此に 及ぶな り。 

つね t  (i 一  广ふ 

叉 曰 はく、 毎に 念 ふ、 先師 一 生の 辛苦 を 以て 書 を 著 はして 後 擧を惠 む、 光明 緯條 にし 

て、 諸 生 能く 其の 旨 趣に 達する 者 ある ことなし. - 叉後數 年に して 傳習 益.' 訛 まる。 先 

師の 目將に 地下に 瞑せ ざらん とす。 

(五) 

果齋の 李 氏 曰 はく、 洙泗 より 以還博 文約禮 雨たがら 其の 至 を 極めし 者 は 先生 一 人の み。 

先生の 人を敎 ふるや-. 規模 廣大 にして 科 級 甚だ 嚴 なり、 循々 として 序あって 等 を i ゆ 

容 からず、 己れ に 切に して 實を 務め、 義 利を辨 別し.、 自ら 欺く ことな かれ- 其の 獨 

り を 謹めと いふの 戒めに 至って は、 未だ 嘗て 丁寧 懇 到し 耳を提 つて 極めて 之れ を 言 は 

ずん ば あらず。 毎に 南 軒 張 公の 無 X 所 レ爲而 然とい ふの 語 を 誦する とき は 必ず 三 歎す。 

晚に諸 生 文義の 間に 緣繞 する を 見て、 深く 斯道の 傳 はるな きこと を 慮り、 始めて 頗る 

本體を 指示して、 深く 思うて 自ら 之れ を 得せし む。 其の 學 者に 望む こと 益.' 切なり。 

慈 溪の黃 氏 曰 はく、 古 は 人 を敎へ 舉を爲 すに、 躬行 を 以て 本と 爲す。 躬行 は 孝弟 を以 

二  0) 

て 先と 爲す。 文 は 則ち 行うて 餘 力あって 後に 之れ を學 ぶ。 謂 ふ 所の 文と は 叉 禮樂射 御 

書數 の 謂に して 言語 文 字 の 末に 非ず。 今の 學は 乃ち 或 は 是れに 反 十。 豈造 化 性 命 の 高 
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遠 を 講ずる に 因って 反って 孝弟 謹 信の 切 近 を 忘れん や。 一 一 程 先生 周 子の 說を推 明して 

以て 孔孟に 達し、 性 命より して 之れ を 躬行に 歸す。 其の 說 未だ 嘗て 兼ね 舉げ ずん ば あ 

らず。 後に 舉ぶ者 あ. る も、 己れ を 宜しと して 他に 求め を 待たず。 不幸に して 二 程旣に 

(一) や+ 歿し、 門人 弟子 多く 潛に 禪學に 移り、 而 して 自ら 知らず。 晦 翁 先生と 雑 も 初年 は亦貌 

ど陷 る、 後に 始めて 一 たび 切に 反み て 之れ を 平 實に歸 し， 平生 功 を 用 ふること 論語に 

年 の 

多し。 平生 論語 を說 くこと 多く 孝弟 忠信 を 主と 十。 其の 太 極性 命 等の 說を言 ふに 至つ 

朱 子 て は、 乃ち 一時の 行 輩 • 儒 先 相 與に講 論す るに 因って 發す。 文 公旣に 歿して 其の^ 盛 

仁 saiw に 行 はると 雖 も、 舉者 乃ち 其の 切 實に于 てせ ずして 獨り 其の 高遠に 于 てす、 んを 講ず 

一-吾 道  一 ^^.H 

0^.^^^ るに は 論語 を 捨てて 言 はずして、 必ず 大易を 先にし、 論語 を說 くに は 孝弟 忠俗を 捨て 

子 口 はく， 唯  (五)  かたよ 

と。 門ん t て 言 はずして 獨り j 貫 を 講ず。 凡そ 皆 文 公平 in の 深く 戒 むる 所な り。 粱者 乃ち. a ら -a 

問；^ 一」？ したが  かか は 

0^^^  ^ り拘 つて 返る こと を 知るな く、 耳に 入れて 口に 出し、 躬行に 關る なし。 竊 に^て 之れ 

^-^uu を譬 ふ、 水 を 酌む 者 は 必ず 其の 源 を 浚 ふ、 (其の 源 を 浚 ふ は) 水を^む が爲の 計な り、 

す。 i 木 li は  お 

、レ^ 5gg  (而 るに) 反って 其の 水を舍 いて 酌まざる は 何の 義ぞ や。 實を食 ふ 者 は 必ず 其の 根に 

s^:-^l^^^:}.)iし  そそ  もと ぢ 

て說 ける？ 漑ぐ， 其の 根に 溉ぐは 實を食 はんがた めの 地な り、 反って 其の 貪を棄 てて 食 はざる は 


まう け 

何の 見ぞ や。 躬行 を 正す 者 は 必ず 性理を 精し うする は、 躬行 を 正す が 爲の設 なり、 反 

しわざ  $ 

つて 躬行 を 不問に 置く は 何の 爲ぞ や。 漢 唐の 老師 宿 儒 訓詁に 泥んで 多く 義理に 精し か 

らず。 近世 は 三尺の童子 も 緖餘を 承け 襲いで 皆 能く 義理 を 言 ふ、 然く 能く 言 ひて 而し 

て 行 ふこ と 能 は ざ る は 反つ て 漢唐諸 儒の 下 に出づ 。 是れ 痛く 省みて 速に 反ら ざ る の 流 

n ハ) 前述 1 弊、 當に 如何と かすべ けんや。 竊に意 ふに.、 儒 先の 講貫 は已に 精の 餘 なり、 正に 學者 

貫を講 する を  ぶ 

指すべし  敬 信服 行の 日に 儒 先の 發 明に 由って 以て 孔子の 大旨を 反 求し， 性 命の 從 つて 來るを 知 

つて 以て 孝弟の 實 行に 歸 宿し， 叉 更に 多く を 言語の 間に 求めん や。 

しめ 

叉 曰 はく、 理に 自然 ある こと 本より 言 を 待たず。 夫子 已 むこと を 得ず して 答 問に 見す 

者 ある も、 亦 皆 ビ擧者 躬行の 爲 にして 發す。 周 • 程旣に 歿して、 學者虛 を 談じ僞 を 

以て 眞に へ、 是非 f す。 文 公 先生 是に 於て 力めて 知行の 說を 主と す、 必ず 先づ義 

理を 明かに し、 是非 を 別ち 白に して、 然して 後に 之れ を 躬行に 見て、 異端に 陷入 する 

の 弊 を 免 かるべ からしむ。 此れ其の世を械ふの心^*|だ切にして、 理を析 つの 說 甚だ 精 

し。 擧者 其の 言の 已に 明かなる に 因って 其の 身の 行 ふ 所 を 正さば、 聖と爲 り 賢と 爲る 

； J と 何の 不可なる 所 あらん。 顧みる に 乃ち 緖 餘を掇 拾して 浮說 を增衍 し、 徒らに 終身 
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の 議論 ある も竟に 一 日の^ 行なく、 甚 しき は 借りて 以て 奸を 文り 轉 じて て 世 を 欺く 

に 至る、 風俗 大いに 壞れ 甚だ 言 ふに 忍びず。 文公講 明す る 所以の 初^, 夫れ 是の 

くな らん や。 然 らば 則ち 吾が 徒 其れ 重く 警省を 加へ ずして 徒らに 多言 を 以て 能と、 れす 

ベ けんや。 

臨 川の 吳氏曰 はく、 天の 人 を 生ずる 所以， 人の 人た る 所以 は、 此の 德性を 以てな り。 

つ  むね  .  ニニ  y 一一  > 

然して 聖傳嗣 が ざり しより 士 の舉宗 とする こと 糜し。 漢 唐千餘 年の 間、 ^.韓 二子 依 

係と して 數語 之れ に 近し、 而 して 原本 竟 に^々 なり。 夫の 周. 程 • 張 • 邵興 るに 速ん 

で、 始めて 能く 上孟 氏に 通じて 一 と爲 る。 程 氏四傳 して、 朱に 至りて 文義の 精密 乂孟 

氏より 以來 未だ 有らざる 所の 者な り。 其の 擧徒往 々に 此れに 滞って 其の 心 を らす。 

夫れ 旣に世 儒の 記誦 詞章 を 以て 俗 學と爲 す、 而も 其の 舉 たる 亦 未だ 言語 文字の 末 を 離 

れず。 此れ 則ち 嘉定 以後の 朱門 末 舉の敝 にして、 未だ 能く 之れ を 救 ふ 者 あらざる なり。 

夫れ 聖人の 舉を 貴ぶ 所 は 能く 天の 我れ に與 ふる 所以. の 者 を 全うする を 以ての み。 犬の 

我れ に與 ふる は德 性是れ なり。 是れ 仁義 禮智の 根 株たり、 是れ 形質 氣 血の 主宰たり。 

此れ を舍 いて 他に 求む る は、 舉ぶ所 何の 舉ぞ や。 假 にして 行 は 司 馬 文 正 公の 如く， 才 


は 諸 葛忠武 侯が 如くと も， 亦 習 著かず 行 察 たらずと 爲十を 免 かれず、 亦資 器の 人 

に 超 ゆると 爲 すに 過ぎず、 而 して 聖舉に 得る こと ありと 請 ふとき は 則ち 未だし。 や 

(IK 參 i 出 一一 一 訓話の 精、 講說 の密に 止まる を や。 北 溪の陳 * 雙峯 の饒が 如き は 則ち 彼の 記誦 詞章の 

2i 照 俗 學と相 去る こ と 何ぞ能 く寸 を 以てせん や。 聖擧 大いに 宋 代に 明かに して 其の後 をぎ 

ぐ 者 此の 如し、 嘆ず べきの み。 澄 や 文 義を鑽 研し 一 O^K 刀縷析 す、 1$ に 猜ほ陳 を 以て 未だ 

(九 【一 s の 如 精し からず と爲 し、 饒を 未だ 密 ならず と爲 す。 此の 科 臼の 中に 墮 する こと 四十 年 i^ljx 

として 始めて 其の 非を覺 る。 今より 以往 一 日の 內は 子より して 亥、 一 月の 內は朔 より 

して 晦、 一歳の 內は 春より して 冬まで、 常に 吾が 德 性の 昭々 を 見る こと- 天の 運轉す 

るが 如く 日月の 往來 する が 如く- 須臾の 間斷 あらしめ ざると き は- 之れ を 尊ぶ の 道に 

ちかか 

於て 殆ど 庶幾らん 乎。 此に 於て 未だ 能くせ ざる こと あるとき は、 人に 問 ひ 己れ に擧ん 

で 必ず 其の 至らん こと を 欲す。 力 を 用 ふるの 方の 若き は、 言の 瑜 すべきに 非ず、 亦 中 

mm 庸の 首章、 訂 頑の 終 篇を味 はって 自 悟して 可たり。 學 者の 弊 は 心を簡 捷に馳 せ、 蕩し て異： 

學の 空虚 を爲 すに 非 ざれば、 則ち 意 を 鑽硏に 極め、 流れて 俗學の 卑陋と 爲る。 先哲 0 時に 在って 

巳に 然リ、 而る を況ゃ 此れに 後る る こと 三百 年 Q 久しき を や。 勉齋の 黄 氏 • 果齋の 李 氏 は 親ら 業 
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を 考亭に 受けて 其の 傳を 得た る 者な リ。 其 0 隱憂此 0 如し。 慈溪 QiK 氏 • 臨 川 3:_ 尺 氏 は^ 考亭に 

私淑して 與に 斯道 を 聞く 者な リ、 其の 公 誦又此 如きと き は、 其 0 知る ことの なる、 兑る こと 

の 的なる、 誠に 天 其の 間に 相す る あるが 若し、 而 して 斯道 をして 終に 天下に 晦 まさしめ ざるな リ。 

學者此 に 於て 心 を 痛め. 骨に 刻んで * 子 を 以て 師と爲 し、 敬 を 以て 道に 入る の耍と 爲すレ 放心 を 求 

め 德性を 尊んで 之れ を輔く る に 學問を 以て し、 之れ に 先んず る に カ行 を以 て し、 之れ を^  くす る 

に 持 {寸 を 以てし、 .^H 虚 なる 者 をして 反つ て 平 寅に 就かし め、 卑近なる 者 をして 高 明に 上 t ばせ しむ 

ると き は、 聖 門の 全體大 用の 學、 或は 庶幾から んか。 

小^ 第五に 曰 ふ、 顔 氏 家訓に 曰 はく、 夫れ 書 を 讀み舉 問す る 所以 は、 本と 心 を 開き 

目 を 明かに して 行に 利 せんこと を 欲す るの み。 gs5;5!s ほ ま £:?SiSSf 

未だ 親 を 養 ふこと を 知らざる 者 は、 其の 古人が 意に 先 だち 顔 を 承け、 聲を； T ばし 氣を 

く らう  ん なん  てきぜん  -二 

下し 劬勞 を撣ら ずして 以てせ 腰 を 致す を觀 て、 傾 然として il^ 懼し 起って 之れ を 行 は 

ん こと を 欲するな り。 gi^;; お！： e と g 然 な。 未だ 君に 事 ふること を 知らざる 者 は. 

其の 古人が 職 を 守りて 侵す ことなく、 危 きを 見て 命 を 授け、 誠 (諫) を 忘れず して、 以 

て 社稷 を 利す るを觀 て、 惻 然として 自ら 念うて 之れ に效 はんと 思 欲せん こと を 欲する 


X  )  o 職 を 守 h- て 侵す ことなき と は、 官守 ある 者 ほ： g の徵を 修め、 言責 ある 者 if 其の 忠を盡 す ことなり。 危きを 見て 命 を g 

^  I.  くと は、 君 ある を 知って 身 ある を 知らす となり： ^諫を 忘れす して 以て 社溪を 利す と は、 國 ある も 知って 家 ある を 知 

■s<1 ハ。 の， 素より 驕奢なる 者 は、 其の 古人が 恭險 にして 用 を 節し、 卑しう して 以て 

かたち を さ 

自ら 牧 し- 禮は敎 の 本たり、 敬 は 身の 基なる を. 觀て、 § 化 然として 自失し 容を斂 め 志 を 

a-  /  1U-&^A^  6  _H  )  o 素 は 平日な り， - iss は a-、 奢 はお、 氣に役 はるる 者な り C 牧は處 なり。 續は 以て 人 を 律し. 

^ へ ん こと を 欲する i,r 敬 は" て 己れ を 立つ C 瞿然は^^失の貌、 其の 容を欣 ひお し 其の 志 を *1 下 すれば、 1 奢なら 

ノ 素より 鄙 溶なる 者 は、 其の 古人が 義を 貴び 財 を輕ん じ、 私を少 くし 欲 を 寡く し- 

盈を 忌み 滿を惡 み、 窮を賙 し 匱 を邺 むを觀 て、 赧 然として 悔い 恥ぢ、 積んで 能く 散 

ぎ^  二  'f^^f るな } 0  a ^は S せ、 溶 は 溶 蛋、 欲 は 貪欲な り。 盈 つると き は 溢る、 故に 忌む ベ し、 滿 つると き は 覆 

せんこと を 翁せ るた— へる、 故に 惡む べし。 匱 .1* 乏 なり。 報然. に « ぢー」 面 赤き の貌。 財 を 積んで 能く 散 じ 施す と 

お， 溶 素より 暴悍 なる 者 は、 其の 古人が 心 を 小に し 己れ を黜 け、 齒 は敝れ 舌は存 し， 

坂 を 含み 疾を藏 し- 賢 を 尊び 衆を容 るる を觀 て、 茶 然として 沮喪し- "衣に 勝へ ざるが 

^くせん こと を 欲するな り。 m§S^M^^U§BBMM§^ 

m0mm^MMB^nMHJ. 素より 怯懦なる 者 は、 其の 古人が 生に 達 

2\ー1  まこと さ v-:s ひ  よこし ミ 

して 命 を 委ね I 强毅 正直に して 言 を 立つ る こと 必ず 信に、 福 を 求めて 囘 ならざる を觀 

て、 勃然として 套勵 し、 恐懼 十べ から ざらん こと を 欲する たり。 一 生胜蔬 

理に達 して 之. れを 命に 委ねるな り" 福 一 y 求めて isy たらす と は、 IS 邪の 行. を © して 以て f  匸乂 主- Him 一 汀お ョ犬" 

福 を 求めざる なり- 勃然 は 奢^の 貌、 套 si.s，> て 以て 其の も 去る き 菌 ふなり。 ぁォをSて^V^^^^B,ぐ！^VU% 
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たと じゅん  はなはだしき 

り。 縱ひ j„ むなる こと 能 はずと も、 泰を 去り 甚 を 去り、 之れ を^んで 知る 所、 施して 

達せず とい ふこと たし。 世人 書を讀 む も- 但だ 能く 之れ を 言 ふの みに して 之れ を 行 ふ 

こと 能 はず。 武人 俗吏に 共に 喘 紙 せらる る は A に 是れに 山る のみ。 11；；； まほ 。つ 乂數 

十卷の 書を讀 むこと あれば、 便ち 自ら 高大に し. iiK 者 を 凌 忽し问 列 を輕慢 す、 (人) 之れ 

を疾び こと 賺 敵の 如く、 之れ を惡 むこと^. 枭の 如し。 此の 如き は m メご 以て 益 を 求め、 

今 反って 串り 損す、 舉 ぶこと なきに 如かざる なり。 g^s^ 

呂舍人 曰 はく、 大抵 後生 舉を爲 さんに は、 先づ須 らく 學を爲 す 所以の 者 何事 ぞと 理會 

だ はの 人、 十べ し。 树舞  1555 いい 一 行 • 一  住 • 一語 • 一  默須 らく 盡く 道理に 合 はんこと を. ベ 

し。 。不舉 業 は 則ち 須 らく 是れ嚴 に 課程 を 立つべし、 一 ョ も放悛 すべから ず。 ；$u 

須 らく 一般の 經書 • 一 般の子 書を諫 むべ し、 須 らく 多くすべからず。 只 だ 精 熟せし め 

ん こと を 要せよ。 須 らく 靜 室に 危坐して 讀取 する こと 二三 百遍 すべし * 字々 句々 須ら 

く 分明な らんこと を 要すべ し。 叉 毎日 須 らく 前の 三 五の 授を 連ねて 通讀 する こと 五 七 

十遍 すべ し、 須 らく； i を 成さし むべ し、 一 字 も 放 過す ベ からず。 史書 は 毎日 須 らく 一 

卷 或は 半卷 以上 を讀 取すべし， 始めて 功 を：！^ ん。 須 らく 是れ 人に 從 つて 授讀 し- 疑 難 


の處は 便ち 質問すべし。 古の 聖賢の 用 レ心を 求めて、 カを竭 して 之れ に從 へ。 ？ は 

は資 人の 書、 史 

書は紀 事の 書。 

呂氏童 蒙訓に (曰 はく)、 前 輩 嘗て 說 く、. 後生 才性 人に 過ぐ る 者 は 長る るに 足らず。 惟 

だ 書 を 讀み尋 思推究 する 者 を 長るべし と爲 すの みと。 叉 云 ふ、 書を讀 むは 只だ尋 思す 

5) 

るを怕 ると。 蓋し 義理 精 深なる も、 惟 だ 尋ね 思 ひ 意 を 用 ひて 以て 之れ を 得べき が爲な 

り。 H ぼ莽 つに して 煩 を 厭 ふ 者 は 決して 成る こと あるの 理 なし。 

顏氏 家訓に 曰 はく、 人の 典籍 を 借らば 皆須 らく 愛護すべく、 先 づ缺壞 あれば 就いて 爲 

に 補 治せよ。 此れ 亦 士大夫 百行の 一 なり。 濟 陽の d 祿は書 を 讀んで 未だ 竟へ ざれば、 

急速 ありと 雖も 必ず 卷 束して 整 齊 する を 待って、 然して 後に 起つ こと を 得" 故に 損 敗 

する ことなし。 人 其の 求め 假る こと を 厭 li ざり き。 は I？ お 角 或は 几案 を 狼 

てん を 

藉し 部秩を 分散す る あれば、 多く は 童幼婢 妾に 點 汚せられ 風雨 蟲 1^ に 毀傷 せられん。 

實に 德を累 はすこと を爲 す。 吾れ 聖人の 書 を讀む 毎に 未だ 嘗て 肅 敬して 之れ に對 せず 

んば あらず。 其の 故紙に 五經 の詞義 及び 聖賢の 姓名 あれば、 敢 へて 他に 用 ひざるな り f 

狼 は 草 も- 藉 いて 臥し、 去れば 則ち 種亂 

す、 故に 物の 散亂 せる を 藉と曰 ふ。 
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異 端 

… 通 論 . 

n) 易 上經、 易 象 曰、 天與, 火 同人、 君子 以類， 族辨， 物、 

Ira 人の 卦の象 

0^0^^  程 子 曰 はく、 火と 天と は 同じ、 故に 同人の 義と爲 す。 君子 は 同人の 象 を觀て 以て 族 

之. 3^ 十八より 

引く  ：| 程 を 類し 物を辨 ず-、 各-其の 類 族 を 以て 物の 同異 を辨 ずるな り。 君子 小人の 黨、 善惡是 

子 は 程 朱 

Mp^ 非の 理の 若き、 物情の 離合、 事理の 異同 は、 君子 能く 之れ を辨 明す。 故に 物を處 して 

その 也 多  >牧  」 そ プー 

捨變^ し i る 其の 方 を 失 はざる なり。 . ^う 曰 はく、 夭 は 上に 在り、 而 して 火 は 炎上す、 其の 性；！^ じ 

なり。 族 を 類し 物を辨 ずる は、 異を審 にして 同 を 致す 所以な り。 丘 文え 曰 はく、 大下 

の 事理 は 同 あり 異 あり。 同 は 則ち 一 なるな り、 異は 則ち 二なる なり。 惟 だ 以て 其の 二 

なる を 1 にす る ことあって、 然して 後に 以て 其の 異なる を 合して 同じう する あり。 是 

の 故に 理の 天に 出て 人に 具 はる 者 は 道と 爲り德 と爲り 事と 爲る。 事の 天下に 在る 者 は 

族 あり 物 あり。 族 は 類 を 以て 聚 まり、 物 は 群 を 以て 分た る。 其の 聚 まる や 各-其の 類 

を 以てして 合 ひ、 其の 分る る や 各.' 其の 形 を 以てして 殊 なり。 苟も 上に 在る 者の 之れ 


を 一 にす るに 道德を 以てする に 非 ざれば、 安ん ぞ 能く 其の 合 ふ 者 をして 同に 苟もせ ず、 

而 して 殊 なる 者 をして 異に 終ら ざら しめん や。 合 ふ 者 同に 苟もせ ず、 殊 なる 者 異に 終 

こ とみ- 

ら ざれば、 sc ち 威く 道德の 歸を爲 す。 此れ 人の 異心な き 所以、 家の 殊俗 なき 所以、 國 

の異 政な き 所以な り。 天 覆 はざる なくして、 而も 火 は 天に 上る。 故に 明の 及ぶ 所の 者 

廣し。 凡そ 天の 覆 ふ 所の 者に 於て 照燭 せざる なくして、 蕩々 乎と して 四海 九州 同じく 

文明の 化 を 一 にす るな り。 

詩^ 日、 王道 衰、 禮 義廢、 政教 失、 國異， あ、 家殊ぃ (1、 

朱 子 曰 はく、 天子、 諸侯 を絲 ぶる 能 はず、 故に 國々 自ら 政を爲 十。 諸侯 大夫を 銃ぶ 

る 能 はず、 故に 家々 自ら 俗を爲 すなり。 

司 徒 r 道德 1 以同, 俗、 

鄭玄曰 はく、 道德 一 なるとき は、 俗の 習尙 し。 备.^ 其の 道と する 所 を 道と せず して 

以て 道を爲 び、 各.^ 其の 德 とする 所を德 とせず して 以て 德を爲 ぶ、 所謂 之れ を 同じう 

するな り。 丘 文莊曰 はく、 天地の 人 を 生ずる や、 同じく 其の 天 を 一 にす と雖 も、 而も 

各.^ 其の 地 を 異にす。 惟 だ 其の 地の 異なる、 B 疋を 以て 習 ふ 所の 者 異なる ことなき 能 は 
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ず。 此れ 其の 異俗 ある 所以な り。 聖人 犬 子の 位に 居り、 中に 宅して 以て 治 を 岡る、 必 

ず 其の 習の 異なる を 反して 以て 之れ を 同じき に歸 十る とき は、 國も政 を 異にせ 十、 .^ 

も 俗 を 殊にせ ず。 何 (の 故) ぞゃ。 蓋し 蚩々 の 民， 地に 生ずる 所の # は、 其の 氣 異な 

ると 雖も、 而も 1K に禀 くる 所の 者、 其の 理は 則ち 同じ。 彼れ 其の 架の 偏 を 以てして 共 

の 趣向 を 異にする も、 吾れ は 則ち 天地の 正氣， 人心の 正道に 本 づき， 其の 偏 を 抑へ て 

之れ を 返し、 其の 異を 合して 之れ を 同に 歸す。 一 K 下の 人 をして 其の 趣向 を：^ じうして 

彼の 疆と 此の 界の殊 なる たからし むる、 是れ豈 別に 一 種 巧妙の 法 を爲し 其の 性分の 外 

に出づ るな らん や。 其の 固有の 理に 因り、 其の 初に 復せ しむる に 非ず とい ふこと なき 

のみ。 是の 故に 天人 を 生じて 之れ に與 ふるに 性 を 以てす、 人 共に 由る 所の 者 之れ を 道 

と 謂 ひ、 人 同じく 得る 所の 者 之れ を 德と謂 ふ。 各- - 其の 由る 所に 由り て n ら 以て {ni と 

爲し、 各  >  其の 得る 所 を 得て 自ら 以て 是と爲 して、 其の 由る 所の 者當に 由るべき 所に 

非ず、 其の 得る 所の 者當に 得べき 所に 非ざる こと を 知らず、 人々 各. - 其の 是と 十る 所 

を是 として 其の 非た る を 知らず。 此れ 天下の 俗紛々 として： IE じからざる 所以な り。 聖 

人 上に 在って 則ち 學校を 設け 爲り、 師儒 を 建立し、 義理に 本づ いて 以て 敎條 を爲 り、 


經書を 著 はして 以て 教法と 爲し， 必ず 古昔に 則り、 必ず 先王 を稱 し、 必ず 聖人の 道 を 

明かに し. 諄々 然として 之れ が 修め を播吿 し、 切々 然として 其の 義を申 明し、 天下の 

人 をして 咸く 道の 天に 出で て 人に 行 はれ、 德の 道に 本づ いて 己れ に 得る ものなる を 知 

らしむ， 降 衷の理 を 同 一 にし- 秉 彝 の 天 を 同 一 にし、 敢 へて 吾が 道に 非ず して 其の 道 

とする 所 を 道と し、 吾が 德に 非ず して 其の 德 とする 所を德 とする あらば、 則ち 政令の 

必ず 禁ずる 所、 刑罰の 必ず 加 はる 所な り。 此の 如く するとき は、 營 東.^ 西 • 越 南* 

冀北、 地 同じから ざれ ども 皆 其の 天 を 同じう し、 人 異なりと 雖も 其の 行 を 異にせず、 

風俗 豈 異同す る 者 あらん や。 吾れ 人々 其の 行 ふ 所 を 同じう し. 家々 其の 習と する 所 

を 同じう し.. 處々 其の 尙ぶ所 を 同じう する を 見る。 風俗 豈 同じう せざる 者 あらん や。 

然 らば 則ち 風俗の 同じき 所以の 者、 夫れ 豈 其の 故な からん や。 周 禮に曰 へ る こと あ 

り.， 「六禮 を 修めて 以て 民の 性 を 節に し， 七敎を 明かに して 以て 民の 德を 興し、 八 政 

を齊 へて 以て 民の 淫 する を 防ぐ」 と。 六禮と は冠婚 喪祭 鄕相 見なり。 七 敎とは 父子. 

兄弟 • 夫婦. 君臣 • 長幼 • 朋友 • 賓客な り。 八 政と は飮食 • 衣服. 事爲. 異別 . 度 • 

量 .數. 制な り。 吾れ 吾が 禮を修 むれば， 則ち 凡モ 吾人 幼より して 長 じ、 老 よりして 
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死す る， 皆據り 依る 所あって、 以て 終 を愼み 遠き を 追 ひ、 會合 交接 十。 而 して 彼の 禱 

讓 追薦、 究首絕 類の こと は 自ら 爲 さず。 吾れ 吾が 敎を 明かに すれば、 则ち 凡そ-五 ：1 人 親 

よりして 疎に、 內 よりして 外に、 皆聯 比する 所あって， 以て 尊 を 尊と し 親 を 親と し- 

長 を 長と し 幼 を 幼と す、 而 して 彼の 假合 私昵 倫に 反し 道に 悖る 者 自ら 行 はれ VO 禮修 

まって 敎 明かた ると き は、 道德 一 なり、 然して 其の 人爲に 散見す る 者 一 つも 過ぐ る あ 

ると き は、 以て 禮に 悖りて 敎を 傷る ことあって、 道德 其の 久しき を 保って 變ぜ ずと い 

ふこと 能 はず、 故に 又 八 政 ありて 以て 之れ を齊 ふ。 是の 故に 異服異 言の 者 は 禁ずる こ 

と あり、 奇技淫 巧の 者は誅 する こと あり、 百 ェ技藝 皆 常の 業あって 敢 へて 異端 を 習 ひ 

爲 ばず、 日用の 器械 皆 定まれる 制あって 敢 へて 邪異を 作爲 せず、 尺度 權量、 ^^短大小 

必ず 同じく、 物數布 幅、 多寡 廣狹 必ず 定まる。 是の 如きと き は、 若しくは 遠き、 若し 

く は 近き、 曰 はく 大、 曰 はく 小、 皆敢 へて 異を 立て 常を改 むる こと あらず、 均 舟 方正 

こと 》^  -ー  おもむき 

にして、 威く 惟れ 道 德の歸 なり。 此れ 天下の 風俗 常に 同じき 所以 か。 

(二) ハク ヲ サム ル  ヌ  レ アル /ミ 

子 曰、 攻， I 乎 異端； 斯害 也已、 

范祖禹 曰 はく、 攻 は專ら 治む る ことなり。 故に 木石 金玉の ェを 治む る を 攻と曰 ふ。 


•(EI) 元の 擧 

者、 字 ほ 文 sr 

少 より 學も ia 

み、 史に 博 

く 通す、 ^く 

朱 子の 宗旨 も- 

得て E 書 管 S 

ち I 著. に At て以 

て SS- す。 又 

管 《 外 編 を 著 

ほして、 諸 W 

史 天文？ V 理ー古 

今の 制度 名物 

も Ji- 誇す、 終 

身 隠居して 仕 

へす 

(五) * の 金 

華の 人、 字 ほ 

子 C -、 朱 子の 

高弟 黃勉 S を 

師 として 伊洛 


文 定と寧 T。 

大 mw; (揮 • 中 

騫發 揮 • 易 啓 

蒙發揮 • 近 思 

錄發揮 その他 

文集 三十 卷ぁ 

り。 金 華 山に 

居り、 人 北，： ：！ 

先生と _t す 


異端 は 聖人の 道に 非ず して^に 一 端 を爲す もの- 楊 墨が 如き 是れ たり。 其の 天下 を 率 

ゐて父 を 無 し 君 を 無 す るに 至る。 專ら 治めて 之れ を 精し う せんと 欲 す > つ と き は 、 害 を 

爲す こと 甚し。 程ョ曰 はく、 佛 氏の 言、 之れ を 楊 墨に 比すれば、 尤も 理に 近き と爲 す- 

-一つ i>&  L.,\ 

所以に 其の 害 尤も 甚し。 學者當 に 淫聲美 色の 如く 以て 之れ を 遠 ざくべし- 雨ら ずん ば 

則ち 駸々 然として 其の 中に 入らん。 ti.- ィ璿. 曰 はく、 專ら 治めて 之れ を 精し うせんと 欲 

すと は、 言 ふこ ころ は、 其の 擧を 精し う 十れば 便ち 此の 害 ありと たり。 之れ を 精し う 

して 更に ェ巧を 加へ て 方に 此の 害 あ る を 謂 ふに 非ざる なり。 佛 氏の 擧は 能く 君 父 を棄 

て、 綱常 を滅 す、 立敎の 初めに 便ち 此の 害 あるたり。 何 基 曰 はく、 人の 異端の 說を攻 

治す る 所以の 者 は、 其れ 固敝の 深き 者な り、 固に 論ずる に 足る ことたし。 其の 間に 高 

明 賢 智の士 にして 而も 亦 之れ を 擧ぶ者 ある も、 一. 彼れ 短なる 所 ある も 亦 長ず る 所 あり.、 

吾れ 但だ 其の 長ず る 所 を 取って 其の 短た る 所 を 去る」 と 謂 ふに 過ぎず、 而 して 本領 旣 

に 非なる こと を 知らず。 所 請 善た る 者 も眞に 善た るに 非ず.、 攻めて 之れ を 治 むれば、 

陷 溺益ノ 深く、 害 を爲す こと 滋.' 甚し。 故に 夫子 斷 ずるに 一 言 を 以てして 曰 はく、 斯 

害 せ已 と。 而 して 程 子 又 謂 はく、 一. 其の 理に 近き 者 害 を爲す こと 益. -甚 し- 尤も 當に 
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之れ を 遠 ざくべし」 と。 是れ皆 聖賢、 焚かる る を 救ひ溺 るる を扬 ふの 心を报 し、 ゆ 者 

を顚 冥の 地より 援く、 其の 人の 爲に 十る こと 切なり。 P 山の 眞氏曰 はく、 異端の 名始 

めて 此に昆 ゆ。 其の 聖人の 道に 非ず して^に 一 端を爲 すなり と 謂 ふ。 堯. 舜. ^^.f. 

文. 武. 周 公の 學、 君子 常に 心を盡 す。 若し 此れ を舍 いて 專ら 異端 を 治めば、 ？ 害 あ 

ら ざらん や。 或 ひと 疑 ふ、 是の時 異端 未だ 作らず、 孔子の 指 十 所 未だ 誰と 爲 すか を 知 

ら ずと。 愚 謂 へ らく、 老聃 • 楊 朱. 墨^ 皆 孔子と 時 を 同じう 十 る も、 特だ泳 泗の敎 方 

に 明かなる を 以ての 故に、 其の 說 未だ 肆 なること を 得ざる のみ。 孔子の 言 必ず 爲に 

する あって 發 するな り。 丘 文..^ 曰 はく、 風俗の 间 じからざる 所以. は、 道徳の 一なら ざ 

る を 以てな り。 道德の 一 ならざる 所以 は、 異端 其の 道と する 所 を 道と し 其の 德 とする 

所を德 とする を 以ての 故な り。 戰國の 時に 異端の 大 なる 者 は 楊 墨に 在り、 . ^漢 より 以 

來 異端の 大 なる 者 は 佛老に 在り。 必ず 天下の 風俗 皆 同じく して 道德 一 ならず とい ふこ 

とたか らんこと を 欲せば、 異端の 敎を絕 去す るに 非 ずん ば 不可な り。 然して 孟子に 在 

し リ そ 

つて は 則ち 楊 墨を闢 け、 韓. 歐 • 程 • 朱に 在って は 則ち 怫老 を關 く。 然り而 して 終に 

之れ を 如何と もす るな きもの は、 獨に 其の 入 を 人と する こと も 其の 書 を 火く こと も 其 


IK- も 

の 居を廬 とする こと も 能 は ざ りしの みに 非ず， 嘗て 去らん とだに 謂へ るに も 非ず、 而 

して 復た 大いに 集まる。 之れ を 攻めて 暫く 破る も 而も 愈！ 堅く、 之れ を撲 して 未だ 滅 

せず して 愈 ~ 熾 なり。 蓋し 彼れ が 盛 行す る 所以の 者 は、 彼れ が 法 を 立つ る ことの 善た 

まな 

るに も 非ず、 亦 彼れ を爲ぶ 人の 能なる にも 非ず。 彼れ 吾が 有する 所の 者 を 窺って 之れ 

を盜む C 吾れ は 失って 彼れ は 得。 吾れ 獨に 彼れ が 吾が 有する 所を竊 める を 知らざる の 

みに 非ず、 往々 其の 短なる 所を訐 き、 而 して 較 ぶる に 是非 を 以てし、 謂へ らく、 彼れ 

が爲す 所是に 近き も 吾れ に 於て は 非な りと。 喧， 抑. '孰れ か 彼れ が 我れ に 害 を 爲す所 

らんしゅ 

以の者 は卽ち 我れ の 固有す る 所の 者なる を 知らん や。 夫れ 人の 物を孽 取して 竊に 之れ 

む ベ  ぜ 

を 用 ふ、 宜 なり 其の 是に 近くして 非なる や。 彼れ が 群居して 聚 まり 食 ふ は、 吾が 學校 

士を養 ふの 禮を竊 めるな り。 彼れ が誦經 して 說法 する は、 吾が 絃 誦して 士を敎 ふるの 

禮を竊 めるな り。 彼れ が 祈禳は 吾が 祭薦の 禮を竊 めるな り。 彼れ が 追薦は 吾が 積 虞の 

に もの  ォ う 

禮を竊 めるな り。 吾れ は 其の 眞を用 ふる 者に して、 則ち 彼れ は蜃 者な り、 自ら ttl れざ 

らん。 昔晏 子が 權臣 舊竊 する に 於け る や、 曰 はく、 惟だ禮 以て 之れ を已 むべ しと。 愚 

の 異端に 於け る 亦 云 はん * 夫れ 禮の 天下に 在る こと、 一日と して 無 かるべからざる 者 


な衍 今に 原:？ あし ネ b 衍 £  -2；: 文 ：2 
り 義略十 文 じりた く,] 引 Ife 德 。公 ご 
にす 數は 7- 多く 卷秀 以下 
從、 行こ孟 と少 。十の 下 «5 孟 
ひ大 あの- 了- こ 變人三 大全 第 や 
し $ り 問の ろ更 名よ^ 部 九;^ 
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なりと。 禮行 はるる とき は道德 1 なり、 道德 一 なるとき は 風俗 同じ。 蓋し 道德は 其の 

あら 

理 なり。 而 して 禮は 則ち 其の 理の節 文あって 事に：：： はれて 行 ふべき 者な り。 是の 故に 

吾れ に舉 校あって 以て 士を養 ふ、 學 校に 非 ざれば 以て 徒を聚 むる を 得ず。 吾れ に經術 

(：、 i あって 以て 人を敎 ふ、 經 術に 非 ざれば 以て 說を駕 する を 得ず。 禮 ありて 以て 祌を 祭る. 

首に 「入す つ 遊  15 

は ⑩.』 其の 鬼に 非ざる とき は 祭る を 許さず。 具あって 以て $g を 送る * 爲を 得る に 非ざる とき 

說も I 跑 する 者  ひとん、  た 

なり」 と？、 は 用 ふること を 許さず。 是の 如く 十る とき は、 彼れ が 吾が 人を敎 へん こと， 獨だ敢 へ 

註に 親 は 傅な  もく かす 

バ；^ r 一 H な 5 て爲 さざる のみに 非ず、 且つ 爲 すに 暇 あらず して 而も 亦爲す こと を とせ ざらん。 

道德 其れ 1 ならざる あり、 風俗 其れ 同じから ざる あらん や。 

公都 子 曰、 外人 皆稱、 夫子 好 JT 敢問何 也、 孟子 曰、 聖 王不レ 作、 諸侯 放态、 處士橫 

議、 楊 朱墨 楚之 言盈ニ 天下； 天下 之 貢 不レ 歸レ楊 則歸， 墨、 楊 氏爲， 我、 是無， 君 也、 墨 氏 

兼レ 愛、 是無, 父 也、 無, 父無レ 君、 是禽獸 也、 公明 儀 曰、 ^有， 1 肥 肉； 廐 有 >: 肥馬； 民有 こ- 

饑色； 野お 二 娥^. ； 是率， 獸而 貪， 人 也 >  楊 墨 之 道不， 媳， 孔子 之道不 JT  Bl^ 邪說： ゆ 

ヲ  スル ヲ  スル a: ハ  ホテ ヲ マシム ルナ リ ヲ  -I  マント レ 二 レガ レテ マ モル 

, 民、 充ニ塞 仁義 1 也 • 仁義 充塞、 則 率レ獸 食， 人、 人將 二相 食； 吾 爲レ此 懼、 閑 二 先 

聖之 道； |5翅、距ニ楊 墨 一 ？め也 ® 放- -淫辭 一 邪說 者不. 得. 作. 作 二 於 其 心； 害 二 於 其^: 


ハ . - S 典 は 

？ , -と f 

す。 k ぶ §は 又 

驟衍に 作る。 

齊の 人。 國ャ』 

有する 者^ 侈 

にして 德を尙 

ばざる を 見、 

.  深く 陰陽 消息 

:• -て、 怪迂 

さ始大 

r  ,  .it 十餘萬 

言 を 作る。 其 


諸侯 

に ばる。 淳 

于钐ゃ は齊の 人、 

博聞" S 記、 搴 

主と する 所な 

し、 晏 嬰の 人 


梁の S 王に 見 

え、 王 卿相の 

位 を 加 へんと 

す、 謝して 去 


作 二 於 其 事 一 害 二 於 其 政； 聖人 復起、 不：， 易 n 吾 言 1 矣、 昔 者禹抑 11 洪水 一而 天下 平、 周 公 

兼 こ 夷狄 1 驅ニ 猛獸； 而 百姓 寧、 孔子 成， I 春秋， 而亂臣 賊子 懼、 詩 云 戎狄是 磨、 荊舒是 懲、. 

チシ トレ 二 テル  シヲス ルハヲ  レ  ノ  ゥッ  レ  スシ  ヲ  メ  ヲ  ギヒ カウ ヲ 

則 莫ニ我 敢承； 無レ父 無つ 君、 是周 公所, 膺也、 我 亦 欲 T 正 n 人心 一 息 11 邪說； 距二詖 行； 

放 二 淫辭ー 以承 * 三 聖者 h 予豈好 ビ辯ヲ 哉、 予不， 得レ已 也、 故 曰 能 言レ距 一一 楊 墨 一 者、 

聖人 之 徒 也， 

西 山の 眞氏曰 はく、 孔子 旣に 浚して 異端 遂に 作る、 孟子の 時に 至って 盛な り。 司 馬 

(Hn  おもん  じゅんう こん でん へん 

遷 が 記す る 所を以 みるに、 鄒衍 • 淳于焭 • 田 餅の 徒より 各 > 書 を 著 は して 治 亂の事 を 

言 ひ、 以て 世 主 を 干す 者 勝げ て數 ふべ からず。 申不 害. 商铁が 輩の 若き、 其の 害 尤も 

甚し。 而 して 孟子の 深く 距ぐ 所の 者 惟 だ 楊 墨の 二 氏なる は何ぞ や。 程 伊川 嘗て 之れ を 

論じて 曰 はく- 「楊 墨の 害 は申韓 より 甚し、 楊 氏 は爲, 我に して 義に疑 あり、 墨 氏 は 

愛に して 仁に 疑 あり、 申韓は 則ち 陋 にして 見易し、 故に 孟子 止 だ 楊 墨 を 闘く。 

其の 世 を 惑 はすことの 甚 しきが 爲 なり」 と。 夫れ 爲 我の 義に疑 ある は何ぞ や。 義は理 

り 終 仕 へ す 

田 薪も齊 人、 黃<^ の 術 を S ん 一.」 論す る 所 あり (六) もと 鄭の 賤臣、 刑名 法銜も 學んで 韓の昭 ヘムに 用 ひられん こと を 求め、 遂に 相と なる." その 思想- 

は 黃老に 本 づき、 刑名 4 主と す C 申 子の 著 あり。 韓 非と 並 種して 申韓 とい ふ (七) 公孫 铁 のこと、 少 より 刑名の 擧を 好む、 奏に 仕へ て 相と なり、 

大いに 法令 を 改め、 井田の 制. を 廢し賦 稅を改 む。 商 十五 邑に封 じられ 商 君と す" 後 ゆ ゑあって 惠 王に 誅 せらる (八) 朱 子の 孟子 集註に 引用 せら f 

る (九) 韓菲 


學間ニ 


五 〇 三 
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に 任って 情なし。 楊 朱 は 一 身よりの 外 は 截然と して 邾 まず、 故に 其の 迹は義 に 似たり。 

兼 愛の 仁に 疑 ある は何ぞ や。 仁 は 恩を尙 びて 愛 を 主と す。 墨！^ は 親疎の 問に 於て 何れ 

も 愛せず とい ふこと なし. 故に 其の 迹 仁に 似たり。 殊に 知らず、 天下の 理は本 一 にし 

て 分 は 則ち 殊 なる を。 故に 君子 は 親 を 親と して 民に 仁 あり、 民に 仁 ありて 物 を 愛す、 

心溥 からず とい ふこと なくして 其の 施し は 序 あり。 心 からず とい ふこと なきと き は 

もつ ばら 

爲 我に 非ず、 其の 施し 序 あるとき は 兼 愛に 非ず。 楊 朱は爲 我に 專 にして 則ち 理の 一 な 

るに 味く、 墨 賴は兼 愛に 一にして 則ち 分の 殊な るに 味し。 是の 若く して 而も 仁^と In 

ふ、 乃ち 仁義 を贼ふ 所以な り。 夫れ 君に 事へ て は 則ち 其の 身 を 致す。 楊 朱 は 但だ身 を 

愛する を 知って、 身 を 致す の義を 知らず、 故に 君 を 無す るな り。 愛 を 立つ るに は 必ず 

親より 始まる。 墨 濯が 愛に は 差等な くして、 其の 至 親 を視る こと 衆人に 異なるな し、 

故に 父 を 無す。 父 を 無し 君 を 無 するとき は、 人道 滅 絶す、 是れ 亦禽獸 のみ。 大抵 正道 

と 異端 は 相に 消長 を爲 す。 楊 墨が 道 息まざる とき は 孔子の 道 明かなら ず、 則ち 姦言邪 

說 以て 民の 聽を誣 罔して 正理を 宗-絕 する こと を 得。 正 理絕滅 すれば 惟に.^:: 獸人を 食 ふ 

のみならず、 人 も 亦 將に相 食まん とす。 此れ 孟子の 懼れ て辨ぜ ずん ば あるべからざる 


所以な り。 閑と いふ は 防 閑の 義 なり。 楊 墨 を距ぎ 淫辭を 放け 邪說を 闘く る は、 卽ち 先- 

聖の 道 を 閑る 所以な り。  天下の 治亂は 其の 源實に 人心に 出づ。 邪說ー たび 其の 心を溺 

らす とき は， 心に 發 して 事に 害 あり、 事に 發 して 政に 害 ある、 蓋し 必然の 勢な り。 事 

とい ふ は 政の 目に して、 政と いふ は 事の 綱な り。 一念 差 ふとき は 一事 壌る、 一目 隳る 

ると き は 大綱 も亦從 つて 隳る。 此れ 邪說闢 けずん ば あるべからざる 所以な り、 人心 正 

さ ずん ば あるべからざる 所以な り。 禹は 洪水 を 抑へ、 周 公 は 夷狄 を 兼ね 猛獣 を驅 り、 

孔子 は 春秋 を 作る。 事 同じから ずと 雖も、 其の 天下の 患 を 救 ひ 生 民の 極 を 立つ る は 則 

ち 一 なり。 孟子の 心 亦 三聖の 心なり。 言旣に 終って 復た 「能く 楊 墨を距 がんこと を 言 

ふ 者 は 卽ち 聖人の 徒な り」 と 謂 ふ は、 蓋し 天下の 寧 者を勉 まし， 皆 異端 を闢け 正道 を 

(二 ) 

扶 くる を 以て 心と 爲 さしむ る 所以な り。 庶幾 はく は 生 人の 類 禽獸に 淪胥せ ざらん こと 

を。 此れ 孟子の 功禹の 下に 在らざる 所以な り" 

漢の武 帝 建 元元 年、 董 仲舒對 策して 曰 はく、 春秋 大 一統 は 天地の 常經、 古今の 通 誼な 

)-0 春秋 公 羊傳隱 元年、 春 王 正月 、何も か 王 正 nr と 言 ふ、 大 一統 なれば なりと" 仲 /マ 直 ^aj 、こし、 人 ま 

I  蓋し 此れ を 借りて 言 ひて、 以て 天下の 道 術當に 一 に tY』 すべき こと を 明に す C  AT び自に を EA\ に ノ  if 

論 を 異にし、 百 家 は 方 を 殊にし 指 意 同じから ず。 是の以 に 上 以て 一 統を 持す る ことな」 

學問ニ  五 G 五 


(一) 

武 帝の^ 御史 

大夫 となり、 

を 立て て 

以て 諸侯 を 朝 

せんこと を 乞 

ふ。 《; 太后 

卽ち 彼れ の^ 

黄め、 遂に^3 


(二)  集 第 

e: 卷ニ九 二お 

「田 產の制 を 

正す」 の 意に 

し 

(一一 一) 范 陽の 

人、 本名 は微， 


なる を 以て 避 

けて：^」 と 書せ 

り。 稱！ I- の 計 

^に 通じ、 武 

信 君 その 策 を 

用 ひて 燕， 趙 

の 三十^ 城 を 

下し、 韓信も 

その 計 を 用 ひ 

て 齊の地 を. 牛 

^せり。 g て 

戰 ra: 遊説の 士 

の 權變を 論じ 
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く， 法制 數.' 變 じて 下 守る 所 を 知らず。 臣 愚以爲 らく， 諸-にして 六藝の 科と 孔子の- 

術に 在らざる 者 は 皆 其の 道 を 絶ちて 復た 進まし むる たくして、 邪 辟の^ 滅息 せん、 然 

して 後に 統紀 一 なるべくして 法度 明なる ベく、 民 も 從ふ所 を 知らん と。 

两 山の 眞氏曰 はく、 此れ 武帝卽 位の 初な り。 是の年 承 相-新 奏す、 舉 ぐる 所の 贤. R 或 

は 中. 商 • 韓 非 • 蘇秦. 張 儀の 言 を 治め 國政 を亂る を ば 皆罷め ん こと を 請 ふ 。 ^して .E- 

なりと す。 而 して 之れ を 本 傅に 質す に 則ち 仲 舒實に 之れ を發 せり。 巾. 商. 韓 非 は 皆 

刑名の 學を爲 し、 而 して 秦と 儀と は 則ち 縦横の 舉を爲 せる 者な り。 缺が秦 に 相た る や. 

井田 を廢 して^ 陌を 開き、 術 を 以て 鄰國を 欺きて 其の 師を ひ 破る、 刀 銀 斧 錢の刑 

横 に 罪な きものに 加へ、 消 (水) に 臨んで W を 論じて、 水 之れ が爲に 赤し。 其の 慘 

毅 恩を少 くこと 知るべし。 中 韓が術 も 大抵 是れに 類し、 而 して 储秦は 辯 舌 を 以て 時の 

君を掛 闘して 人の 國を 傾亂 十。 此の 五 人 は 皆 生 民の 蕴 にして 正道の 賊 なり。 其の 挾む 

二-二 

所 を 以て 往々 一 時の 富 責を徼 む、 故に 後 來の士 企ち て 之れ を 慕 ふ。 漢 初の 遊說の 士蒯 

通 • 朱 建の 輩の 若き も 大抵 儀 秦が故 轍 を 踵いで、 儒者 賈誼 •  錯の 如き も 亦 皆 申韓に 

明かに して、 先王の 道は阁 1^ として 明かなら ず。 通達の 士と 雖も異 早に 沒^ する こと- 


の說 

に 序せ り 

(S) 楚の 人、 

嘗て. It 南 王、 

JJti^ の 相たり. 

布叛 かんとす 

る を 諫めて 聽 

かれす、 布誅 

せられて 後に 

平原 君と is し、 

長 安に 徙る。 


誅 せんとす る 

や、 建 は 針， 策 

を 以て これ を 

放つ。 孝 文 帝 

に K まれて 遂 


(五) 

人、 詩文に 通 

.V,  二十歳に 

して 文 帝に 召 

されて 博士と 丄 


を 免 かれず。 是の 時に 當 りて や、 仲 舒が昌 言あって 之れ を排せ ざり せば、 道 術 何に 自 

つて か 一 ならん や。 故に 先 儒 は 其の 功 を 推論して 以て 孟子の 下に 在らず と爲 す、 ぞ 

まこと  こ 

信なら ざらん や。 然れ ども 惜しい かな 武帝略 ぼ 其の 言 を 行 ふと 雖も、 終に 諸れ を丞弼 

お  (七)  (八) 

の 地に 寘 いて 世敎を 綱紀せ しむる 能 はず-、 而 して 嚴助 • 朱 買 臣が輩 縱橫を 以て 進み、 

(九) (一 0 一  ふ こ  やす 

張 湯 . 杜 周の 徒刑 名 を 以て 用 ひられ、 晚 年に は 巫 蠱の禍 あって 父子 相 保ん ずる 能 はず 1 

(一二) まこと  7 で 

則ち 一 の 江 充實に 之れ を爲 したり。 其の 人 蓋し 刀 筆 口舌の 能 を 兼ぬ る 者な り。 吁、 天 

下 を 有つ 者 深く 此に監 み ざ るべ けんや。 


老 莊 


法度 • 服 色 • 正朔 を 改め、 禮樂を 興さん 


-を 上書せ しも、 は t 灌これ を そしり、 遂に せられて 長沙 王の 太傳 となる。 治せ： 策、 

新書の 著 を 以て 有名な り (六) 潁 川の 人、 * 商 刑名の 學に 通じ、 文 學を 以て 太 常 掌 故と なる。 景 帝の 時 御史大 夫たり、 諸侯の 封地 を 削、 つん こと を- 

建言し 吳楚七 國の亂 を 起さし む、 遂に 責 ももって 斬殺 さる (七) 賢 良 對策を 以て あげられ、 武 帝の 時に 中大 夫たり、  叩に よって 大臣と 辯 論す。 大 

臣 しばく 黜 けらる。 會稽 太守と なり、 南 王 安より 路 4S ^受けて 私 を はかる。 安漢に 反く に 及んで 事に 坐して 誅 せらる (八) 會稽吳 の 人、 字 は 翁 

子、 家 貧に して 自ら 薪を賣 つて 生活し 歌書 を學 ぶ。 妻 K ぢて 去らん とす、 我れ 五十に なれ. は 富貴の 人た らんと 云 ふ も、 聞かす して 遂に 去れり。 武帝 

の時嚴 助の 推薦に て會稽 太守と なる。 先妻 恥ぢて 11 死す。 後に 丞相 長史 となりし が、 丞相 張 湯と 合 はす、 これ を 誣告して 自殺せ しめしが、 彼 亦誅せ 

らる (九) 杜陵の人、 刑罰^1:?法に1*^-しく、 武帝の時太中大夫を拜す。 冶獄斷罪嚴刻を極め、 後遂に朱買臣等に陷れ-っれて自殺す (一 〇) 杜衍の 

人、 張 湯の 下にあって 治 獄に携 る、 言少 きも 內心 にと ib あり 、多く 張 湯の 模 做す。 御 史大夫 を 以て 終る (一一) かんなぎ (ニー) 邯郸の 入、 字 

は次^?、 本名 は齊、 罪を趙 太子に 得て 亡命す、 武 帝に 用 ひられて 權貴を 避けす、 太子と 險 あるに 至る。 帝の 残 後必す S 非 せられん こと をお それ、 帝の 

疾 あるに 乘 じて 太子が 巫璧の 術 を 施して 帝を疾 ましめ しと 中傷す。 乃ち 太子 は 彼れ を 捕へ て 斬り、 遂に 兵 を あげて 帝に 反き、 自殺す 


學 問 


五 〇 七 


五 〇 八 


( 一 ) 5  & 

義卷 十；： 一より 

rcJ  く 前文の 

(二) 史記ぉ 

六十 三、 老莊 

ホ韓列 傅に 出 

づ 

(一二) 

S 公 iflfS 三十 

九 章の 引用 

(ra) 以下の 

一二 つ は 老子に 

ーー；1_^^として出 

せ 7? も のな り。 

道 下、 111 

ffils に出づ 

(五) i« 

下、 lei 風 iir: に 

出づ 

(六) 沛の 人、 

高祖の 创菜を 

is けし 功臣。 

萧 何と 隙 あり 

しも， 何 死に 

のぞんで 0* を 

推 IS して 丞相 

たらしむ。 ま 

感じても つば 


る。 百姓 之れ 

も-歌つ て 曰 は 

く、 救 何はレ 法" 


司 馬遷き plr- が 曰 はく- 世の 老子 を 寧ぶ 者 は 則ち 儒 舉を絀 く。  11^ も 亦 老子 を n 

(三)  あ ひため  . 

く。 道 同じから ずん ば 相爲に 謀らず と。 

西 山の 眞氏曰 はく、 百 家の 學、 惟 だ 老氏該 ぬる 所の 者 衆し。 今 共の 知り き 者 を^ 

そな は 

(巧 一  《五) 

つ て 之れ を 言 ふとき は、 曰 はく 慈、 曰 はく 儉、 臼 はく 敢 へ て大 下の 先と 爲ら ず。 曰 はく. 

「無爲 にして 民. G ら 化す、 靜を 好んで 民 自ら 正しく， 無事にして 民 自ら 富み， 無欲に 

して 民 自ら 樸に、 無情に して 民 自ら 淸し」 と。 此れ现に近きの1ー"なり。 ！^參は之れを 

以て 漢に 相と して、 寧壹の 效を收 め、 文 帝 は 之れ を 以て 漢を 治めて 富 庶の功 を 成 十。 

君子と 雖も 焉れに 取る こと あり。 曰 はく、  r 玄牝の 門 を 天地の 根と 爲す、 綿々 として 

存す るが 若く， 之れ を 用 ふる も 勤き ず」 といへ り。 此れ 養生の 一 百に して， 方士 と爲れ 

(八) ちぢ  しばら 

る者焉 れを祖 とす。 曰 はく、 「將に 翕 めんと 欲すれば 必ず 固く 之れ を 張るべし- 將に 

奪 はんと 欲すれば 必ず 固く 之れ を與 ふべ し」 と。 此れ 陰謀の 一一 iin にして、 范： i 之れ を 川 

•-  (45)  つと 

て 口 JK を 取り、 張 良 之れ に本づ いて 以て 項 を 滅ぼ 十。 而 して 兵 を 言 ふ 者は焉 れを尙 ぶ。 

曰 はく、 「大道 廢れて 仁義 あり」， 曰 はく、 「道 を 失して 後に 德 あり、 德を 失して 後に 

仁 あり、 仁 を 失して 後に 義 あり、 義を 失して 後に 禮 あ"、 禮は忠 ：；：- の^なる ものにし 


之 一、 守 て亂の 首な り」 と。 此れ 弊 を^す の 言に して、 放蕩 者 之れ を宗 とす。 其の 事物 を 以て 

失 民 IS 粗 迹と爲 し、 空虚 を 以て 妙 用と 爲 すに 至って は、 蒙莊氏 * き^ 之れ に 因って、 荒 唐谬悠 

1  t びす 

S 道德 Is- の辭を 以て 世に 謙し く、 而 して 淸談者 之れ に 傚 ふ。 其の 理に 近き 者より 之れ を 言 ふと 

上、 成 象 章に  ま 二 こ 

.0.^0 き は、 固に 取るべき 所に 在り、 然れ ども 皆 吾が 聖人の 有する 所な り。 此れより 下りて 

つ 0 道德 は 則ち 一 偏 一 曲の 學、 其の 弊 勝げ て 言 はれざる 者 あり。 養生の 說は 則ち 神僵方 藥の自 

上、 微明章  、. 一つ 

九) 楚の項 つて 出づる 所な り、 陰謀の 術 は 則ち 申. 商. 韓 非の 本づく 所な り。 放蕩の 害 は 劉 

L 一.?) 俗园 阮籍 に 至って 甚 しく. 淸談 の禍は 王弼. 何晏 I 識 に 至って 極まれり。 皆 以て 

ニー) 同 下、  さ i う  ，： 一 

^3.^  f 世 主 を惑亂 し、 生 民を斲 喪す。 老莊の 寧 初めは 未だ 此に 至ら ざり きと 雖も、 然れ ども 

.H<ira、 一へ VJ. 貌 tIK  たが  なん 

Ji にい？ S 本源 一 たび 差って 其の 流 必ず 焉れ より 甚 しき あり。 是れを 以て 之れ を 言 ふとき は、 曷 

情肆 志、 性尤  し  ,  ,ー.，かゃ- 

SI^^MIi ぞ堯舜 周孔の 道に 由る の 弊な きと 爲 すに 若かん や。 或 ひと 謂 ふ、 「漢 より 以来 黄老の 

^K^^^ 稱 あり、 黄 帝 も 亦 聖人な り、 其の 道 老子と 均しき か」 と。 日 はく、 此れ 猶ほ醫 師の祌 

名な り 籍 

は 竹林の 七賢 農を宗 とし、 巫 步の大 禹を祖 とする がごと し。 其の 傳の 正しき に 非ざる なり。 或 ひと 

の 一 人と して 

17! 一! Ts 叉 謂 ふ、 「文 帝 は 黄 老を用 ひて 天下 安し、 武帝は 儒 術 を 用 ひて 海內耗 ゆ、 則ち 儒術果 

輔 51 卜 少 より 名 を 知らる。 易 及-ひ 老子の 注解ち 以て 著 はる。 何晏は 字 は 平 56、 待中尙 書と なり 列 侯に 爵 せらる。 夏侯玄 等と 競って 请談 をな し 遂に 1 

, 時の 鼠 たらしむ。 後に 曹爽の 陰謀に くみして 司 馬 懿に誅 せらる。 嘗て 道德誇 及び 文賦數 十篇を 作る。 論語 集 解 世に 名 あ b 

學問ニ  五 〇 九 


修敎耍 錄卷之 四  五 一 〇 

して 黄 老に逮 ばざる か」 と。 曰 はく， 非な り、 淸靜慈 儉は老 氏の 長と する 所に して 文 

帝 之れ を 用 ふ、 故に 其效 此の 如し。 然れ ども 亦 之れ を 富まして 未だ 敎 ふるに 及ばず。 

其れ をして 孔子の 道 を 用 ひしむ ると き は 其の 成功 豈是れ に 止まらん や。 武 帝の^ 術に 

於け るが 若き、 特だ 其の 名を崇 びし のみ。 而 して 生 民 を 敎り耗 えしめ し 所以 の^は 則 

ち 神 倦 • 刑名 • 兵家の 罪に して、 儒 術 何ぞ與 らん や。 愚 以て 辨ぜ ざる を 得ず。 

東 晉の范 裤は儒 寧 を 好み、 性質 直な り。 嘗て 王 弼 • 何 晏の罪 は^ 紂 よりも. 深し と 謂へ 

り。 或 ひと 以爲 らく、 之れ を贬十 こと 太 だ 過ぎたり と。 .将 曰 はく、 王 • 何 は 典 文 を：^ 

棄し 仁義 を幽 沈し， 游 辭浮說 もて 後生 を 波 i^;! し、 ^純の 徒 をして 翻然と して 轍 を 改め 

しめ、 以て 禮 壌れ 樂 崩れ、 中 •  ぬ 傾覆し、 遺風 餘俗 今に 至って 患た るに 至らし む。 ^衬 

は 暴 を 一 時に 縱 にして、 適. - 以て 身 を 喪 ひ國を 覆へ 十に 足る も、 後世の 戏と爲 る、 

豈 能く 百姓の 視聽を にせん や。 故に 吾れ 以爲 らく、 一  世の 禍は輕 く、 1_ 代の 患 は isr: 

し- .E ら喪 ふの 罪 は 小に して、 衆 を 迷 はすの 罪は大 たりと。 

丘 文莊曰 はく、 老莊 の說は 世俗の 利 祿に孳 々として 底止す る 所 を 知らざる を疾 む、 

故に 球 に 論 說を爲 し、 總 めて 之れ を 正さん と 欲して、 自ら 其の 言の 過ぎた る を 知ら 


ざるな り。 後の 人 其の 言を祖 として 以て 說を爲 す、 其の 言 を 得 たれ ども 而も 其の 言 ふ 

所以 を 得ず。 故に 申 *韓 之れ を 用 ひて 以て 慘刻 を爲 し、 王. 何 之れ を 用 ひて 浮 蕩と爲 

る。 申 .韓 用 ひられて 羸秦 亡び、 王 • 何恣 にして 餽. 晉滅 ぶ。 此れ 他な し、 道德 夭 

下に 明なら ず、 說を 立つ る 者 各.^ 自ら 其の 道德 を道德 として、 而も 其の 說を用 ふる 者 

も 其の 所謂 道德の 道德に 非ざる こと を 知らざる が 故の み。 向に 明君 位に 在って 而 して 

其の 政を輔 くる 者に 其の 人 あらしめば、 師表 上に 立ち 義理 下に 明と なる、 豈是れ あら 

んゃ。 宋の時 は道學 大いに 明かたり。 其の 末流の 弊 乃ち 之れ が 說を假 りて 以て 其の 私 

を濟す もの ありて、 一 切 事 を 事と せず、 上の 人從 つて 之れ を 信じ、 遂に 議論 多くして 

- (三) 以下 大  か. J 

^^00 成功 少く、 虚文 勝って 實效微 なる に 至る。 一時の 士大夫 其の 崇尙 する 所の 者、 邪 正 は 

ffl:。 もと 泵道 

に 出.. つ、 唐宋 晉 人と 同じから ずと 雖も、 同じく 亂に歸 す。 嗚呼、 人 主の 好尙、 愼み 擇んで 精し く 之 

八 家文卷 一 の 

rgfrli ま れを 察せざる ベ けんや。 

I ポーつ 普. it へ 「仁 韓愈曰 はく、 老子の 仁義 を 小と 十る は 之れ を 毀る に 非ざる なり、 其の 見る ところの 者 

之 t も IfoJ 小なる たり。 井に 坐して 天を觀 て、 天 は 小な りと 曰 ふ は，、 天の 小なる に 非ざる なり。 

,1  一^、 と讀 彼れ 煦々 を 以て 仁と 爲し、 孑々 を 義と爲 せり、 其の 之れ を 小な りと する や 則ち 宜 なり- 

學問ニ  五一 一 


二) 始 31F  二 

十 E. 年、 李斯 

の により its 


^き、 S 年 僕 

者を^^にす 

(二)  «i 

の S5S に 人れ 

ば、 必す 此の 

6^人の道ょり 

1?」 出す とな h- 

(三) 同じく 

原 道 

(ra)  士魏ェ 

商、 六と はこ 

れに老 *佛 の 


(五) 人の 

敎 なり、 三と 

はこれ に 老 • 

佛の S も-加へ 


修敎耍 錄卷之 四  五 一 二 

其の 所謂 道と は、 其の 道と する 所 を 道と して、 吾が 所謂 道に 非ざる なり。 i|C の 所謂 德 

と は、 其の 德 とする 所を德 として、 吾が 所謂 德に 非ざる なり。 凡そ 吾が 所謂^ 德と云 

ふ 者 は、 仁と 義とを 合せて 之れ を 言 ふたり、 天下の 公言な り。 老子の 所謂 道徳と： ムふ 

者 は、 仁と 義とを 去って 之れ を 首 ふなり、 一 人の 私 一一 一一：！ なり。 周道衰 へて 孔子 f! はし、 案 

に 火 あり、 漢 に黄老 あり、 晉 -瑰*梁* 隋の 間に 怫 あり。 其の 道德 仁義 を 一一 一一！： ふ 者 は 楊 

に 入ら ざれば 則ち 墨に 入り、 老に 入ら ざれば 則ち 佛に 入る、 彼れ に 人れば 必ず 此れに 

出づ。 又 曰 はく、 古の 民た る 者 は 四、 今の 民た る 者 は 六、 古の 敎 ふる 者 は 其の 一 に處 

り、 今の 敎 ふる 者 は 其の 三に 處る。 農の 家 は 一 にして、 粟 を 食む の 家 は 六、 ェの は 

1 にして、 器 を 用 ふるの 家 は 六、 商の 家 は 一 にして、 焉 れに資 るの 家 は 六な り。 之れ 

いかん 

を 奈何 ぞ. 民窮 して 且つ 盗せ ざらん や。 

丘 文莊曰 はく、 古の 民 は 四に して 其の 敎は 一 なり、 是の 時に 當り、 人 異なる おな く、 

士 異なる 學 なし、 此れ 風俗の^ 厚な りし 所以な り。 蓋し 民 四に 分れ、 各- -恆 の 業 を 有 

して、 衣食 を 易へ 給す、 敎へ 一 に專ら にし、 士は 定見 を 有して、 趣向 差 はず。 風俗 安 

んぞ 得て 同じから ざらん や。 佛 老の敎 興りて より、 民と 敎と皆 其の 二つ を す、 議論 


b 三 はづ辨 書； 
頁旣 《異 '0 
にに 部嬙又 

見 前 分類 近 程 
え 五 的に 》 子 
ナ -〇 に 出 il; 意 


は 則ち 此れ を是 として 彼れ を 非と し、 風俗 は 則ち 日に 異にして 月に 同じから ず。 此れ 

他な し、 各  >  其の 道 を 道と して、 各.^ 其の 德を德 とす、 道德 一なら ざるの 故な り。 

二へ)  (老 ) 

明 道 曰 はく、 楊 墨の 害 は申韓 より 甚 しく、 佛 氏の 害 は 楊 墨より 甚し。 楊 氏は爲 我に 

して 義に疑 はし。 墨 氏 は 兼 愛に して 仁に 疑 はし。 申韓は 則ち 淺陋 にして 見易し。 故に 

(只)  (老) 

孟子 止 だ 楊 墨 を 闘く、 其の 世 を 惑 はすことの 甚 しきが 爲 なり。 佛氏は 其の 言理に 近き 

こと 叉 楊 墨の 比に 非ず。 此れ 害 を爲す こと 尤も 甚 しき 所以， なり。 楊 墨の 害 は 一 たび 孟 

子 之れ を 闘く を經、 k 以に廓 如たり。 

/二)  やま ひ、 や 

« ^三 胎 息の 說は 之れ を疾を 愈す と 謂へば 可な り。 之れ を 道と 謂 ふとき は、 聖人の 學と 干せ 

の sli 術 S ざるの 事な り。 聖人 未だ 嘗て 說 著せず。 祌 住まる とき は氣 住まる と 言 ふが 若き は、 

b  に ふぢ Joi つ 

ち 是れ浮 屠 入定の 法な り。 養 レ氣と 謂 ふと 雖も猶 ほ是れ 第二 節の 事、 亦須 らく 心を以 

て 主と 爲 すべし。 其の 心慈惠 安, 14^ 靜を 欲す、 故に 道に 於て 助け ありと 爲すも 亦然ら 

ず。 孟子 浩然の 氣を說 くこと 又 此の 如くなら ず。 今 存心養 氣と言 ふが 若き は、 只だ是 

れ專ら 此の 氣の爲 にす、 叉爲 にす る 所の 者 小な り。 大を 捨てて 小 を 務め、 本 を 捨てて 

末に 趨る、 叉甚事 をか濟 さん。 今 道に 助け ありと 言 ふ 者、 只 だ 心 を 奈何と もし 下さ ざ 

學問ニ  W 1 三 


修教耍 錄卷之 四 


五 一 四 


二) お 記に 

「坐 如戶、 立 

如齊」 と 出づ。 

尸 は； S  5- なり、 

齊は 以て 51  ボに 

承，、 るたり、 

皆 敬の m なり 

(二)  二 程 語 

卷 五に 出づ、 

义 近 辨異 

31 頌 にも 05? ゆ。 

?3?き^^:迚せし 

むる 道家の S 

生 術 

(三) 二 程 語 

55 卷十 一 、 又 

近 辨異？ S 

類に も出づ 


(ra) ； 押 仙の 

衞は 天命に 從 

は ざ る を 以て 


るが 爲に、 こ ili 寂湛を 得ん こと を 要する のみ、 又釋 氏が 攝 心の 術に 似ず。 畢を 論ずる 

こと 若し 此の 如くならば、 則ち 大段雜 なり、 亦須 らく 道 を * ベから ず、 只 だ 目 を閉ぢ 

かたしろ 

靜 坐して、 以て 心 を 養 ふべ しと 爲す のみ。 坐す る こと 尸の 如く、 立つ こと^の.^ し 

只 だ是れ 其の 志 を 養 はんこと を 要す。 豈只だ 這 些の氣 を 養ひ來 らんこと を 爲すを 待た 

んゃ。 又是の 如くなら ざるな り。 

導氣を 語る 者 あり、 先生に 問うて 曰 はく、 君 も 亦 術 あるか。 曰 はく、 吾れ 常に S は 

葛して 冬は裘 す、 饑ゑて 食し 而 して 渴 して 飮む、 嗜欲を 節に し 心 氣を定 む、 斯の 如き 

のみ。 

l ふ、 神 倦の 說 ぼれ あり や。 曰 はく、 白日 飛 昇す と說 くが 若き の 類 は 則ち 無し、 山林 

の 間に 居し 形 を 保ち 氣を煉 り て 以て 年 を 延べ 壽を 益す と 言 ふが 若き は 則ち 之れ 有り。 

譬 へば 一 爐 火の 如し、 之れ を 風の 中に 置く とき は 過ぎ 易く、 之れ を 密室に 置く とき は 

過ぎ 難し。 此の 理 あるな り。 叉 問 ふ、 楊子 言 はく、 「聖人 は 僧を師 とせず。 -瞰 の術異 

なれば なり」 と。 聖人 能く 此れ等の 事 を 爲すゃ 否や。 曰 はく、 此 は是れ 天. 地の 間の 一 

賊 なり、 若し 造化の 機を竊 むに 非 ずん ば、 安ん ぞ 能く 年 を 延べん。 聖人 をして て爲 


(五) 閉 開と 

同じ" 易に 1 

闥 一 翳と 出づ 

(六) 二 程 語 

錄卷十 一 に 出 

づ 

(七) 鬼 谷 子、 


楚の 人と 相傳 

ふ も、 鄉里族 

姓名 字な く、 


生と いふ。 鬼 

谷 子 一 卷 あり 

(八) 鬼 谷 子 

の篇 名に 樣篇 

第 七、 摩篇第 

八 あり。 天下 

の權を ほかり 

人情 も 索り は 

かる こと 

(九) 鬼 谷 子 

の 首に 搏 11 の 

if あり、 換ほ 

開く こと、 闘 

は 閉ざす こと、 


さしめば、 周孔も 之れ を爲 さん。 

老子の 言 は竊に 闔闢を 弄する 者な り。 莊生は 道體を 形容す るの 言に 儘 善なる 者 あり。 

莊子大 底の 意思 ある も、 禮 なく 本な し。 

1 ふ、 老子の 書 若 何。 伊川の 曰 はく、 老子の 書 其の 言 自ら 相 入れざる 處 氷炭の 如し。 

其の 初 意 道の 玄妙 を 極む る 處を談 ぜんと 欲し、 後來 却って 權詐を 做す 者の 上に 入り 去 

る。 -「55^^;^sa"i"?ti?l5^ 然れ ども 老子の 後に 申 *韓 あり。 申 .韓 と 老子との 道 

を 看る に 甚だ 懸絶な り。 然れ ども 其の 原 は 乃ち 老子より 来る。 蘇秦 • 張 儀 は 則ち 更に 


是れ道 を 取る こと 遠し。 初め 秦- 儀 は 鬼 谷に 學ぶ。 其の 術 は先づ 其の 如何と いふ こと 

(.i  (ョ) 卜 . 

(飞)  -H  かふ  こうけん 

を揣 摩して、 然して 後に^ 闔す。 換闔旣 に 動いて 然して 後に 鈎 鉗 を 用 ふ。 其の 端 を 鈎 

して 然して 後に 之れ を 鉗 制す。 其の 擧旣に 成って 鬼 谷 を辭し 去る。 鬼 谷 之れ を 試みて、 

張 儀の 說に 動かさる。 は かお。 れ然れ ども 其の 寧 甚だ 道に 近から ず、 人 甚だ 之れ 

を 道と せず。 孟子の 時 巳に 置いて 論ずる に 足らざる こと あり。 

の 道な り、 ョ)  えき 

一，； 陰 S 朱 子 曰 はく、 老子の 術 は 謙冲^ 啬 にして、 全く 肯 へて 精祌を 役せ ず、 須 らく 自家 十分 

時に 開 SP し、 以て 萬 物 を 化して^ 横な り。 反 出 • 反覆. 反 杵は必 す 此れに 由る、 搏閨は 道の 大化、 說の變 なり 云々」 と 見 ゆ (一〇) 钩は内 を 惑 は 

して その 情 も 探る こと、 鉗 は 牽束して 離る ベから ざら しむるな り 二 ご * 子 語類 卷第百 二十 五に 出づ 


修敎耍 錄卷之 四  五一 ナ 

の 穩便を 占め 得て、 方に 肯て 做す、 讒に 一 毫の 己れ に 不便なる あれば * 便ち 背て 做さ 

、  んち  もと 

ず。 又 曰 はく、 老子の 舉は只 だ 退步柔 伏し 爾と爭 はざる こと を 要む。 ！ i に 一 亳の 主張 

二) 道德經 計較 思慮の 心 あるとき は、 這の 氣 便ち 蘊 /す。 故に 虚を 致す こと 極まり 靜を 守る こと 

.P^M 篤し。 又 曰 はく、 「氣 を專ら にし 柔を 致して、 能く 嬰兒の 如くな らん かな」。 乂曰 はく. 

復こ と出づ 「s_ 一の 雄 を 知って 其の 雌 を 守れば 天下の 裕と爲 り、 其の 白 を 知つ て 其 の 黑 を 守れば 

(二) 道德 Ke 

れ、 に 11.1 第 天下の 谷と 爲る」 と。 所謂^、 所謂 谷と は、 只 だ是れ 低下の 處、 爾に 譲って 高 處に在 

^itv-tsM らしめ、 ぎれ 只 だ 卑下の 慮に 在る こと を 要し * 全く 爾と爭 はず、 他れ 這の H 夫 樋め て 

章の 語、 徂し  づ  わら ひ 

p^rt^p^ 難し。 iiok て畫 本の 老子 を M るに、 便ち是れ這般の氣象笑^^"々地なり。 便ち 是れ 筒の 步 

ぜ を 返け て 便宜 を 占む る 底の 人 は 未だ 必ずしも 他れ に 肖ず と雖 も、 然れ ども 亦是れ 他の 

I； 一，. 氣象 なり。 只 だ是れ 他れ 無狀を 放出し 来れば 便ち 當 るべ からず。 「正 を 以て 國を 治め， 

rs 道德經 奇を 以て 兵 を 用 ひ、 無事 を 以て 天下 を 取る」 と 曰 ふが 如くん ば、 他れ 犬 下 を 取らん 

下、 淳風 S 第  15； 

七に 4り に、 li^ ち 是れ. ^の 道 を 用 ひん。 ヌ曰 はく、 老子の 舉は 大抵 虚靜 にして 無爲， 冲返 にし 

(TU 朱 子 Si 

一丁 て 自ら 守る を 以て 故と 爲す、 其の 說 たる、 常に！ i 弱に して 謙 下す る を 以て 表と 爲し、 

空虚に して 萬 物 を 毀らざる こと を 以て 實と爲 す。 其の 治た る や、 「我れ 無爲 にして：^ 

 mnnmln— y 


二 意 SJK 霊 ：5 

佛出 同出莊 
字 氏 づ田づ 子 


自ら 化す」 と 曰 ふと 雖も、 然れ ども 化せざる 者 は 則ち 亦 之れ を 問 はざる なり。 其の 道 

た, (A-, ス) ンズル むね  (七) 

m 道德經 たる 毎々 此の 如し。 特に 載 一一 營魄 1 の 一章の 指然 りと 爲す のみに 非ざる なり。 「日月 

上、 能 爲章第 プ さ 

^^^^^^^ に 旁り 宇宙 を 挾み、 八 極 を 揮 斥 すれ ども 神 氣變ぜ ず」 と 曰 ふが 若き は、 是れ 乃ち 莊生 

明の 德ーも (？ が 荒 唐に して、 其の 「光明 寂 照通ぜ ざる 所た く、 道場 を 動かず して 沙界 に徧 周す」 と 

ふ) を 抱いて  5  たん 

^^^^^^^ 曰 ふ は、 則ち 叉 S 使 曇が 幻 語な り。 老子 は 則ち 初めより 易ぞ 嘗て 是れ あらん や。 今 世の 

I つつ 云"」 と 人 老子 を 論ずる 者 必ず 二 家の 似 を 合して 一 にせん と 欲し、 以爲 らく、 神 常に 魄を 載せ 

て "かざる 所な しと。 則ち 是れ莊 • 釋が談 る 所に して， 老子の 意に 非ず。 

1| 齋の許 氏 曰 はく、 老 氏の 道德 仁義 禮智を 言 ふや、 吾が 儒と 全く 別な り。 故に 敎を爲 

す こと 大いに 異なり、 多く 隱伏退 縮して 肯て 光明 正大に 做し 得 去らず。 吾が 道 は 大公 

^^^^0. 至 正にして 天下の 公道 大義 を 以て 之れ を 行 ふ、 故に 其の 法度 森 然として 明かに 以て 人 

先生と 稱 す。 

讀易私 言. 魯 に 示す。 然 りと 雖も 三代 以前 は人忠 厚篤 實 にして、 必ず 老 氏が 說く 所の 如くなら ず。 

齋心 法 • 魯齋 

I の 著 あり 老 は 衰世の 書な り。 其の 流 必ず 變詐 刻薄な り。 老 氏の 長と する 所 を 知れば、 復た老 

氏の 短と する 所 を 知って 可な り。 後世 澆. 薄なる、 三代の 篤 賞なる に 如かず， 或は 老氏 

、の S; 房 は を 以て 之れ を i% く ふべ し. ^) 帝. 子房の 爲す 所の 如き 是れ なり。 3 曰 はく、 老氏 は以へ 


二) 道德經 

下、 講德章 第 

一二 十八の an 意 

なり 


に出づ 

(三) 踵處上 

IS 第二 十. vfi 

に 出づ。 二者 

と は 親に 事 ふ 

る こと 卽ち仁 

の赏 と、 兄に 

從ふ こ. 0 卽ち 

S の 赏の 二者 

を 指す 

era)  鏖下 

SI 第二 十六 韋 

に 出づ。 一 H ふ 

心 は 者の 事 

を爲す や、 禹 

が 洪水 も-防ぐ 

に、 水の性に 

從っ て，：：： 然に 

r" 導し 無事の 

卽ち 疫な 

き 所に やりし 

如く、 私 iww を 

ffl ひす 现の自 

然に循 ふとき 

は、 その 智始 


五 一 八 

らく、 「道 德 仁義 皆 失して 然して 後に 禮に 至る、 禮は 忠信の 薄に して 亂の 首たり， 一 と。 

又 謂へ らく、 「智を 以て 國を 治む るは國 の賊、 智を 以て 國を 治めざる は國の 福な り」 と。 

孟子 曰 はく、 「智の 實は斯 の 二者 を 知りて 去らざる こ と是れ なり」、 又 謂 はく、 「禹の 

水 を t 仃るが 若き， 其の 事 無き (所) に 行るな り」 とい ふ は、 老 氏が 見る 所の 智に非 ざ 

るな り。 孟子 口 を 開けば 便ち 仁義 を說 く、 蓋し 須臾 も 離る ベから ざれば なり。 道は鴻 

の 世 を 指し、 又 「上 德は德 とせず」 と 謂 ふ、 皆 見る 所の 異なるな り、 必ずしも 概^ 

せず。 

臨 川の 吳氏曰 はく、 老子の 云 はく、 「天下の 萬 物 は 有より 生じ、 有 は 無より 生ず」 と。 

萬 物 は 動 植の類 を 指して 言 ふ。 有の 字 は 陰陽の 氣を 指して 言 ふ。 無の 字 は 無形の 逍體 

を 指して 言 ふ。 此れ 老子の 本 匕 ：！ なり。 理は氣 の 中に 在りて、 元と 相 離れず。 老子 以爲 

らく、 先づ理 あって 而 して 後に 氣 ありと。 橫榻 張子 は 其の 有が 無より 生ずと いふの 非 

なる を 紙り、 晦巷 先生 は 其の 有無 を 二つと 爲 すの 非なる を 証る。 其の 無の 字 は 是れ理 

の 字を說 き、 有の 字 は 是れ氣 の 字を說 くな り。 


(五) 太古 


(六) 老子 道 


出づ。 上德の 

人 ほ 自ら を德 

とせす、 故に 

德 ありと なり 

(七) 字 は 仲 

方、 宋の 人、 


(八) 道德 S 

下、 去 用 章 第 

EI 十に 出づ 

(九〕 以下 大 

擧 衍義卷 十三 

より 引く 

二 〇) 漢朝 

廷が： 秘書 を を， 


名、 史中丞 

を 以て 之れ を 

掌る 

ニー) 裏 

の 人， 少 にし 

て 出家し、 夙 

に 《 に 篤く、 

晉の懷 帝の 永 

嘉 SI 年に 洛陽 

に 至って 大ぃ 


信徒 Q 歸依甚 

し。 趙 の石勒 

に 及んで 澄 あ， 


浮 屠 

の 明 帝 西域に 神 あり 其の 名 を 佛と曰 ふ を 聞き、 因って 使 を 遣 はして 天竺に 之き 

其の 道 を 求めし む。 其の 書 及び 沙門 を 得て 以て 來る。 其の 書 大抵 虚無 を 以て 宗と爲 し、 

慈悲 不殺を 貴ぶ。 以爲 らく、 仏 死して 精神 滅 せず、 隨 つて 復た 形を受 く、 生 時 行 ふ 所 

の善惡 皆報應 あり、 故に 貴びて 修鍊 する 所の 精神 以て 佛と爲 るに 至る と。 善く 宏閥勝 

大の 言を爲 して 以て 愚 俗を勸 誘す。 其の 道に 精し き 者を號 して 沙門と 曰 ふ。 是に 於て 

中圃 始めて 其の 術 を 傅へ、 其の 形 像を圖 す。 而 して 王公 貴人に は獨り 楚王英 最も 先き 

に 之れ を 好む。 

西 山の 眞氏曰 はく、 此れ 佛法 中國に 入る の始 なり。 是の時 得た る 所の 者佛經 四十 二 

章 は 之れ を 蘭臺の 石室に 械 する のみ、 得た る 所の 像 は 之れ を 清涼 臺顯節 陵に 檜が ける 

のみ。 楚王英 之れ を 好む と雖 も、 然も 潔 齋修祀 に 過ぎざる のみ。 英尋 いで 罪 を 以て 誅 

せられ、 福利の 報 を 聞かず。 其の後 靈帝 始めて 祠を 宮中に 立つ。 魏. 晉 以後 其の 法 {| 

ニー)  (1 二)  (ニー 一) 

く 盛に して、 五 胡の 君に は、 石勒 の佛圖 澄に 於け る、 符 堅が 沙門 道 安に 於け る、 姚興 

憲  - ケぎ 

が 鳩 摩羅 に 於け るが 若く、 往々 尊ぶ に 師の禮 を 以てす。 元 魏の孝 文は號 して 賢主と 

學問ニ  五一 九 


奉じて 大和 尙 

と Sj; す。 永 和 

ra 年 寂す。 弟 

子ん 萬.： i 上に 

t^, ひ、 就中 

も 有名な 

り" 道 安 はせ 

は衛 氏、 常 山 

扶 柳の 人、 十 

1 歲 にて 出家 

し、 師に從 つ 

て に 萬 

首 を 記す とい 

ふ。 才 ー敢、 

晉の太 原四 年 

長 安に 至りて 

大いに 教化す、 

同 十 年 { お、 印 

牛！！ iDi?!-isK す 

(ニー) 氐 _® 

苻 生な 弒 して 

.JH 立し 大王 

となる。 王： a 

を 得て 北方 を 

l^K- し、 遂に 

«!0六ー*っ 力 力 は 

ん として _^ 水 

に 大敗し 後秦 

の t ^裏に； ffl へ 

られ てお せら 

る 

(ニニ) 後泰 

の 主^ 萇.： 子 
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爲す も、 亦 其の 寺に 幸して 齋を修 し 講を聽 く。 是れ より 蕭 梁に 至って 其の 盛なる こと 

極まれり、 而 して 其の 源 は 則ち 永 平より 始まれり。 明 帝の 實に 非ず して 誰ぞ や。 

歐陽修 曰 はく、 佛は 夷狄たり、 中國を 去る こと 最も 遠し。 而 して 怫 ある こと W より —し 

に 久し。 堯舜 三代の 際 は 王政 修明 にして 禮 義の敎 天下に 充っ。 此の 時に 於て は佛 あり 

と雖も 由って 入る ことた かりき。 三代の 衰 ふるに 及んで 王政 闕け 禮義廢 る。 後 二 1= 餘 

年に して 佛中國 に 至る。 是れに 由って 之れ を 言 ふとき は、 佛の 吾が 息 を爲す 所以の 者 

は 其の 闕廢の 時に 乘 じて 来る、 此れ 其の 患を受 くるの 本な り。 其の 闕を補 ひ 其の 廢を 

修め、 王政 をして 明かに 禮義 をして 充てし めば、 怫 ありと 雖も 吾が 民に 施す 所な けん „ 

丘 文莊曰 はく、 歐陽修 が 此の 言 は 本 を 推す の 論な り。 然して 之れ を 謂うて 曰 はく、 

「此れ 自然の 勢な り」 と。 愚 は 則ち 謂へ らく， 此れ. 0 然の理 なり、 豈徂だ 勢の みたら 

ん やと。 彼の 佛 なる 者 は 吾が 中 If を 去る こと 數萬 里、 其の 勢 中國に 至る に 由な し、 然 

して 其の 之れ を 導きて 吾が 中國に 入れし 所以の 者 は、 中國の 人な り。 今 其の 法 中國に 

行 はるる こと 千年に 餘れ り、 其の 勢 已に堅 { 牛 にして 動摇 すべから ず。 其の 言 人心に 入 

る こと 已に 深く， 而 して 其の 像屋 宇に 設く， 人の 耳目に 在る こと 已に稔 熟す。 一 = 一之 


0,^^0 れを 去らん と 欲すと も、 其の 勢 誠に 然 たらざる 者 あり。 歐陽氏 は 吾れ 吾が 政 敎の闕 

ば はは サ 廢を 修補 せんこと を 欲する 者に して、 誠に 本に 反る の 論な り。 然れ ども 吾が 政教の 闕 

沸 法 も 信ずる  むかし 

M^L^ けて 且つ 廢 する こと 一 曰に 非ず。 一 且 其の 千年の 故に 復す るに は 之れ に 十 百年 を假す 

に 非 ずん ば 能 はざる なり。 十 百年の 中、 其の 君 其の 相豈 能く 皆 卓 然として 惑 はざる 者 

りの 經典 を譯 

出せし む。 後 を 得て 之れ を爲 さんや。 

世佛教 史上に (五) きつ  5 

PK-^ 修又 君に 言して 曰 はく，  士の 本と する 所 は 六經に 在り。 而 して 暴 秦書を 焚いて より 聖 

y 人で 七 道中 絕す。 漢與 つて 亡 逸を收 拾せ しも、 存 する 所 幾ば くもなし。 聖を 去る こと 旣に遠 

くして 考證 すべ きな く、 偏 舉異說 因って 自ら 家に 名づ く。 然して 授受 相傳 へ て 尙ほ師 

i(l い S はれ 法 ありき。 晉. 宋 より 而 下に 暨ん で、 師道 漸く 亡ぶ。 唐に 至って (ぉ經 正義 を 5i る も- 

論 三百 卷を譯  しん 

出 M。HI 載す る 所旣に 博く 擇ぶ所 精し からず、 多く 讖緯の 書 を 引いて 以て 相雜亂 す。 乞ふ特 

長 I は に 儒臣に 詔して、 讖緯の 文を删 去し. 學者 をして 怪異の 言に 惑亂 せられ ざら しめん こ > 

寂す 

二」 南北朝時代の 梁、 高祖 武 皇帝 は 蕭 氏なる を 以て かくい ふ。 武帝^ 敎を ぶこと 特に 厚く、 しばく同泰寺に幸し法衣も^?9けて，％ざを亡3れたな 

ニー) 後漢の 明 帝の 時の 年號 (三) 宍の 文豪に して 藥者、 この語はぉ？^0管(木八家文巻十、 本論の中に出づ。 ここ は 大擧衍 義捕卷 七十 八より 引く 

(ra) 上文の 修の 語に つづいて 見えし 語な り (五) 大 «衍義 補つ づき (六) 原と唐宋八家文卷十の 「九經正義中の講緯を，叫去するを論する 

^&子」 に 出づ。 文中 折 略 あり (七) 孔親達 等の 農-者に 詔して 編 募せ しもの。 孔穎達 は 字 は 中 達、 衡 水の 人、 孔子 三十 二世のお-とい ふ。 隋の爆 帝の 

お-に S 子， M 書 學士と 論議して 名 を あげ、 唐 に 至って 文 裏. 館舉士 より 國子 博士と なる 
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と を。 然して 後に 經義 純一 にして^ 雜 する 所な けん。 臣愚以 謂ら-く、  士子 をして 古 を 

學び 行を勵 まし めんと 欲して、 六經 に本づ かしめ ず、 六 經を舉 ばんと 欲して 其の 詭異 

を 去ら ずん ば、 功 化. の 成らん こと を §ェ まんと 欲すと も、 得べ からざる なり。 

丘 文莊曰 はく、 秦漢 以来の 六經 今日に 至れる 所以の 者 は、 實に孔 親 達が 正義に &る。 

其の 刻 板尙ほ 福州府 學に存 す。 世の 經を學 ぶ 者 因って 以て 古人の 訓： 站義 例を考 兌して 

其 の 名物 度數 の詳を 知る こと を 得。 其 の 間駁 雜詭異 の 言歐陽 氏が 言 ふ 所の 如き 者 多し 

と雖 も、 然れ ども 朱 子 謂へ らく、 【，漢* 魏の諸 儒 音讀を 正し 訓詁 を 通じ、 制度 を考へ 

名物 を辨 ず、 舉者 苟も 先づ 其の 流に 涉ら ずん ば 則ち 亦 何 を 以て か 功 (夫) を 此に用 ひ 

ん、 則ち 其の 書 亦 世の 無くん ば あるべからざる 者な り。 第 だ 中心 主と する あって 抨ぶ 

所 を 知らん と 欲する のみ」 と。 夫れ 有宋の 九儒經 旨を講 明し 漢 の 陋をー 沈して より、 

六 經の文 は 日の 天に 中す るが 如く、 六 經の道 は 水の 地 を 行く が 如し。 三尺の 衆 子 も 皆 

に 一) 1® 性の 本 善なる を 知る， 而 して 荀況 .揚 雄の 及ばざる 所の 者 あり。 然して 其の 至る所 を 

揆 るに、 口に 出で て 耳に 入る 者は傳 習の 言に 過ぎず して、 心に 因り 義を考 ふる 者 は 差 

あるが 若しと 雖も 終に 的 然の見 あり。 此れ 古の 聖賢 其の 人を敎 ふるに 皆隱 にして 發せ 


(二) 論語 述 

而篇第 八 章に 

「不レ 憤不レ 啓、 

不 レ恍不 Js、 

擧>|  一  slim 示 

レ之、 不 K. 以-ニ 11 

曙| 反 ^5 則不 

レ復 也」 と 出 づき 


(三) 經を解 

蘀せ しもの 


ず。 一隅 を 擧げて 三 隅 を 以て 反さざる とき は復 せず とい ふ 者、 由あって 然るな り。 今 

五經 四書， 先 儒の 訓釋 明白に して 疑な し。 學者 口に 誦して 心に 解き、 復た疑 を 其の 間 

に 致さず。 然れ ども 所謂 疑な しとい， ふ 者 豈眞に 疑な からん や。 朱子講 はく、 「今の 學 

子 は 能く 言 ふこと 眞に鸚 鶴の 如し， 一 と。 蓋し 鸚 鶴の 言 ふ は 人の 聲を效 ふの み， 其の 心 

は 未だ 必ずしも 解す る 所 あらざる なり。 宋 元の 間、 草 澤の儒 紛然と して 雜 出し、 所謂 

五經 四書なる 者に 於て 又 各-訓解 大意 を 加へ、 說を 立つ る こと を 主として 以て 經を解 

くこと を盡 さず。 其の 間 取るべき 者は數 家に 過ぎず、 其の 餘は皆 奇を炫 にし 勝 を鬪は 

さんと 欲する のみ。 經を 解きて 奇を にし 勝を鬪 はす もの も 其の 漢人の 專門 名家に 視 

ふとき は、 則ち 叉 益-卑し。 宜しく 經を舉 ぶ 者 をして 專ら心 を 聖經に 究めて 然して 後 

(三)  もつ ばら  / 

に宋 儒の 傳に 及ば しむべし。 一 是れを 以て 主と 爲し、 然して 後に 博く 漢魏諸 儒の 訓詁 

制度 名物 を考 へ、 餘カ あるとき 則ち 旁ら 近世 諸人の 訓說に 及んで 可な り。 乞 ふ 儒學の 

臣に 勅し、 精し く 考擇を 加へ て 以て 擧 者に 示し、 幷せ 示す に 經を讀 むの 法 を 以てせん 

こと を。 必ず 經を 先にして 傳を 後に し、 而 して 後に 諸說に 及ぶ とき は、 心に 定見 あり、 

異 說の爲 に惑亂 せられ ざらん。 是れ 乃ち 道德を 一 にす るの 門徑 なり。 

學間ニ 


( 一 ) S0 

2„..異^ 類に 出 

づ 

(二) 佛 氏に 

て は 地 水火 & 

を EI 大 となす。 

而 して 人身 は 

この 大の 八！ 1 

成せる！^ の 者 

と 見て、 之れ 

を捨 つべき こ 

と を. 説け り 

(三) 適 は 可 

として 取る の 

心、 莫は 不可 

としてす つ る 

の 心なり。 佛 

氏 は 寂 诚 想 

を 以て Ic とし 

1 切 Jfg 相を假 

i たす、 これ 

通 &, V 、あるな り 


近 思お 集 解に 


(五) 前 出 四 

1 九 K<» 照 
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程 明 道 曰 はく、 道の 外に 物な く、 物の 外に 道な し。 是れ 天地の 間、 適く として 道に 非 

ざるな きなり。 父子に 卽 いて は、 父子 は 親しむ 所に 在り。 君臣に 卽 いて は- 君臣 は嚴 

にす る 所に 在り。 以て 夫婦たり、 畏 幼たり、 朋友た るに 至る まで、 爲十 所と して 道に 

非ざる なし。 此れ 道の 須臾 も 離るべからざる 所以な り。 然ると き は 則ち 人倫 を， 私り-ゆ 

大を 去る 者 は、 其の 道より 分る る こと 遠し。 故に 君子の 天下に 於け る や- (跪 もな く莫 

もな し。 義 之れ と 與に比 ふ。 若し 適 あり 莫 あるとき は、 道に 於て 問 ありと 爲す、 天地 

の 全きに 非ざる なり。 彼の 釋 氏の 學は敬 以て 內を 直く する ことに 於て は 則ち 之れ ある 

も、 義 以て 外 を 方に する こと は 則ち 未だ 之れ あらざる なり。 故に 滞 固なる 者 は； Ip;^ に 

入り、 疏 通なる 者は恣 肄に歸 す。 此れ 佛の 敎隘 しと 爲す 所以な り。 吾が 道 は 則ち 然ら 

ず、 性に 率 ふの み。 斯の理 は 聖人. 易に 於て 傲 1m 百 ふ。 

釋氏は 器 を 離れて 以て 道と 爲す、 故に 曰 用事 物の 間に 於て 或は 或は Iff にして， 

皆 之れ が 病を爲 す。 名 づけて 大. C 在と 爲すも 而も 實は 則ち Ito 陋 にして- 1 毫も 容れ 

ざるな り。 吾が 儒の 性に 率 ふの 道の 若き は、 動靜 各.' 正しくして 旣に拘 る こと を 11 

へず、 亦肆に 至らず。 聖人の 易 を |:i する や、 所謂 「至る こと を 知って 之れ こ 至る、 


(六) 坤卦文 

言傳 

(七) 艮卦の 

彖傳 

(八) 出典 前 

に 同じ 

(九) 謝上蔡 

の 語な り 

(一 〇) 重量 

の單 位、 星 は 

衝 器の 上に 數 

も 記せる 識點 

轉じ 


二  一)  二 程 


づ 

( 一 二) 死生 

もお そる るが 

ゆ ゑに、 不生 

不诚の 理を求 


を 股 せんとす、 

これ 本 已れを 

利す るの 私の 

意見と なり 

二三) 李徵、 

字 は 端 伯、 洛 

の 人、 程 子の 

門下。 二 程 語 

卷 一 ほこの 

人が 師 說を傳 


幾を與 にすべし。 終る こと を 知って 之れ を 終 ふ、 與に 義を存 すべし」。 「敬 以て 內を 

直く し >  義 以て 外 を 方に す」。 「時 止まる とき は 則ち 止まり、 時 行く とき は 則ち 行く" 

動靜其 の 時 を 失 は ず」 。體用 本末 備に 之れ を 言 ふ 。 

5^" 曰 はく、 怫には 一箇の 覺の理 あり、 以て 敬 以て- c を 直く すべし。 然れ ども 義 以て 外 

を 方に する ことなし。 其の 內を 直く する 者 も、 之れ を 要するに 其の 本亦是 ならず。 

佛擧 に、 禪は覺 なり、 覺は、 心に 倚 著な く靈覺 にして 昧 からず、 所謂 常惶々 の 法 

なり、 敬 以て 內を 直く すべきが 若し。 然れ ども 事 を 制する の義 なきと き は、 其の 所 

謂覺 とい ふ は猶ほ 無寸の 尺、 無 星の 兩の ごとし。 其の 內を 直く する の 本 亦 非な り。 

s^" 曰 はく、 佛學は 只 だ是れ 生死 を 以て 人 を 恐 動す。 怪しむべし 二 千年 來ー 人の 覺 るな 

し。 は是れ きれに 恐 動 せらる るな り。 聖賢 は 生死 を 以て 本分の 事と 爲し. 懼 るべき 

(ニー)  ひたすら  , 

ものな し。 故に 死生 を 論ぜず。 佛の擧 は 死生 を怕 るべ しと 爲す、 故に 只管に 說 いて 休 

まず。 下 俗の 人 ぼに 懼 るる こと 多く、 利 を 以て 動かし 易し。 禪畢の 如き 者に 至って は- 

ぎ ら 此れ こ 異なりと 曰 ふと 雖も、 然れ ども 之れ を 要するに 只 だ 是れ此 個の 意見に して 

0  ニー) 

皆 利、 いなり。 |譃 が 曰 はく、 「此の 學は是 れ本來 公 心 を 以て 之れ を 求めて 後に 此の 蔽ぁ 
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二)  S 程 子 るか、 或は 本と 只 だ 利 心 上 を 以て 之れ を 得た るか を 知らず」 と。 曰 はく、 本と 是れ利 

心の 上に 得來 る。 故に 舉ぶ者 亦 利 心 を 以て 之れ を 信ず。 莊 生が 「化 を れ ざる 者」 と 

云へ る、 意 亦 此の 如し。 楊 墨が 害の 如き は 今 世に 在って は 則ち 已に 之れ なく、 道家 

の說の 如き も 其の 害 終に 小な り。 惟 だ佛學 のみ 今 は 則ち 人々 之れ を談 じ、 瀰^ して 犬 

に滔 たる、 其の 害涯 なし。 舊と嘗 みに 佛を學 ぶ 者に 「傳 燈錄 幾人 ぞ」 と 問 ひしに、 r 

七 百 人と 云 ふ。 某日 はく、  r 敢 へて 道 ふ 、此の 千 七 百 人に 一 人の 達者な し、 果して 一 

人 にても 聖人の 朝 聞^ 道 夕 死 可 矣と曾 子が 易レ簧 の 理とを 見る あらば、 死に 臨んで 須 

らく 一  尺の 布 帛を尋 め 頭 を 裘んで 死すべし、 必ずや 肯て髮 を 削り 胡 服して 終ら ざらん- 

是れ 誠に 一 人の 達者 もな きなり」 と。 禪 者の 曰 はく、 「此れ 迹 なり、 何ぞ 其の 心 を 

ぜ ざる」 と。 曰 はく、 「心と 迹とは 一な り * 豈迹 非に して 心是 なる 者 あらん や。 正に 

(二) 莊 4- 大  か 

^p-^^ 兩 脚の 方に 行く が 如き、 其の 心 を 指して、 我れ 本と 行かん こと を 欲せざる も、 他の 兩 

之 外 ^丘お- 1  ミ  すべ 

方 之 内 一 者 也」 脚 自ら 行く と 曰 ふと も、 豈 此の 理 あらん や。 蓋し 上下 本末 內外 都て 是れ 一 现 なり e 方 

0^^^ 是れ 道な り。 莊 子に 曰 はく、 方の 內に 遊、 ひ、 方の 外に 遊ぶ 者な りと。 方何ぞ 132 て內外 

:!,:r- 基 あらん や。 此の 如きと き は 則ち 是れ 道に 隔斷 あり、 內 面是れ 一 處 にして、 外面 も义別 


(つ：) 二 程 語 

SJt 卷八、 近 思 

錄辨異 ？| 領に 

出づ 

(S) 道 を 指 

す 

(五) 物と 理 

と、 迹と 心と 

相連屬 せす、 

物 を 捨てて 理 

も 求め、 迹を 

ほろぼし て 、、し 

も 求む、 二者 

に間斷 ありて 


に是 れー處 なり、 豈 此の 理 あらん や」 と。 禪を 寧ぶ 者 曰 はく， 「草木 鳥 獸の生 も 亦 皆 

是れ 幻な り J と。 曰 はく、 「子 以爲 らく 春 夏に 生息して 秋 冬に 至る に 及んで は 便ち 却つ 

て變 壌す、 便ち 以て 幻と 爲す。 故に 亦 人生 を 以て 幻と 爲 すなり と。 何ぞ 他の物に 付與 

せざる、 生死 成 壌 自ら 此の 理 ある を。 何者か 幻と 爲 さんや」 と。 

il\ ^本と 死生 を 怖れて 利の 爲 にす、 豈是れ 公道な らん や。 惟 だ 上達 を 務めて 下學 する 

無し。 然 らば 則ち 其の上 達の 處豈 是れ あらん や。 元と 相連屬 せず、 但 だ間斷 あり、 道 

に 非ざる なり。 孟子 曰 はく、 「其の 心 を 盡す者 は 其の 性 を 知るな り」 と。 彼れ が 所謂 

識心見 性と いふ は是れ なりつ 存心養 性の 一段の 事の 若き は 則ち (彼れ に) なし。 彼れ 

固に 「出. 家獨り 善くす」 と 曰 ふ も.、 便ち 道體に 於て 自ら 足らず。 き。 或 ひと 

の 曰 ふ、 「釋氏 地獄の 類 は 皆 是れ下 根の 人の 爲に 此れ を 設けて、 怖れて 善を爲 さしむ」 

と。 先生 曰 はく、 至誠 は 天地 を 貫く も、 人尙ほ 化せざる こと あり。 豈僞敎 を 立てて 人 

の 化すべ きこと あらん やと。 

なり  (九)  (10)  や 0 

さ  一一 I 釋 氏の 說は 其の 歸 すると ころ 詐欺な り。 今の 法に 在って は 詐欺 は赦 すと 雖も 原さず。 

卷 十六に 出  おもむき 

づ (一 〇) 敏は釋 の 意、 原 は宥の 意、 卽ち 薄し おくと 雖も 情状 を たづね て 無罪 とする ことなしと なり 


(六) 前 出 一 

SI 1 貢參照 

(七) 孟子に 

出づ 、 is 出 一 

四 一 頁參照 

(八) 道 は 人 

倫に 本づ くに、 

それに 反して 

家 を出づ る以 

上、 道の 本體 

に 於て すでに 


修敎耍 錄卷之 四  五 二へ 

其の 罪 重きが 爲 たり。 釋 氏に 至る に 及んで は、 古より 今に 至る まで.^.^ 欺して、 大 下の 

人 其の 說に 溺れざる はたし、 而 して CI ら覺ら ざるな り。 豈 之れ を大 惑と 謂 は ざらん や。 

と 釋の祖 は 只 だ 曰-化れ 一 箇の點 胡 なれ ども、 亦 能く 因 緣轉化 を 窺 測 十。 其の 始め 亦 ロハ 

n)  錄は だ 譬喩 一力 I 一 以てせし に、 其の 徒識卑 くして 看 得して 形 器に 入る、 故に 後來 ロハ だ 上に 就き 

に 作る  て 結果し 去る。 其の 說 始めは 世界 を 以て 幻妄 なりと 爲 して、 天宮 ありと 謂 ひしが、 後 

に は 亦 夭 を 以て 幻と 爲し、 つ # に 之れ を 無に 歸す。 怫は髮 ありし が、 僧 一 ほた 形 を 毀る。 

佛は 妻子あって 之れ を舍 て、 而 して 僧 は 其の 類 を 絶つ。 若し 人 をして 盡く 此れに 爲は 

しめば、 則ち 老いた る 者 は 何ぞ養 はれん、 幼き 者 は 何ぞ長 ぜん。 以て 帛を 安って 衲と 

爲し、 夜食 を 省かん と 欲する に 至る まで、 舉事皆 常に 反して 人情に 近から ず。 夜食の 

後に i^D が 如きに 至って は、 要するに 陽氣を 敗る、 其の 意 尤も 美なら ず、 ^に 此の 如 

くんば 奈何と もし 下さず。 

2)  一一  I  (1^) 問 ふ もの あり、 若し 天下 をして 盡く佛 たらしめば 可な らん かと。 其の 徒の 首へ らく、 

55 卷 二に 出づ  (三) 

/道の 【， 其の 道た る や 則ち 可なる も， 其の 迹は 則ち 不可な り」 と。 伯淳言 ふ， 若し 盡く怫 と 

爲 らば 則ち 是れ倫 類な し， 天下 却って 都て 人 を 沒し理 を 去らん。 然して 自ら も 亦 天下 


武と 三に a s 出 ま 《 錢; ：; 
C 禹王出 公 W づ辨卷 ！!! 
. ；• づ] S 異ニ 
湯 ほ -mm  iis  、二 
は *堯 二十 語 類 近 程 
技 文舜 帝章衛 に 思 語 


れ にあって 我ぐ 

れ になき なが ； 

ら、 我れ それ」 

に 左右 されん 一 

ことの 故に 危 一 

しとな り 

(七〕 書經辠 

陶 誤に 出 づ 

(八) ほは危 

しと 思 ふの み 


て 長の 字 も 用 

ひて蕃1^の意 

を 示したり t 

な り 

(九) 吾が 道 

(燥 敎) を 信 

する こと 深き 

に 到って はじ 

めて 佛敎 われ 

ち a し 能. はや- 


國家を 以て 治む るに 足らずと 爲し、 世 網 を 逃れん こと を 要 めん。 其の 說の窮 むべ から 

ざる 處に 至って は、 他れ 又 一箇の 鬼神あって 說を爲 す。 

程 伊川 曰 はく、. 學 者の 釋 氏の 說に 於け る、 直だ須 らく 淫聲美 色の 如くに して 以て 之れ 

しか  (五) くに を さ 

を 遠 ざくべし。 雨ら ずん ば 則ち 駭々 然として 其の 中に 入らん。 顔 淵 邦を爲 めんこと を 

問へ るに、 孔子 旣に 之れ に吿 ぐるに 二 帝 三 王の 事 を 以てして- 復た戒 むる に 鄭聲を 放 

あや ふ 

ち 侯 人 を 遠 ざく る を 以てす。 曰 はく 一. 鄭 聲は淫 なり、 侯 人は殆 し」 と。 彼の 侯 人は是 

れ 他れ 一 邊の 侯の み、 然れ ども 己れ に 於て 則ち 危し。 只 だ是れ 能く 人 をして 移らし む- 

(七)  (八)  もち 

故に 危し。 禹の 言に 至りて は 曰 はく 一, 何ぞ 巧言令色 を 長 れん」 と。 直に 長 を 言 ふ を 消 

ふ。 只 だ 是れ須 らく 此の 如き 戒慎 を 著くべし、 猶ほ 免れ ざらん こと を 恐る。 釋 氏の 學 

もち  (九)  つち 

は 更に 言 を 消 ひず、 常に 戒めて 自歲 自ら 信ず るに 到って 後便ち 亂し得 る こ と 能 は ざ る 

なり。 

(一。)  r  ため 

又 曰 はく、 萬 物 一 體と謂 ふ 所以の 者 は、 皆 此の 理 あり、 只 だ那の 裏より 来る が爲 なり „ 

生々 之れ を 易と 謂 ふ。 生ずる とき は 一時に 生じて、 皆 此の 理を完 うす。 人 は 則ち 能く 

V  (一  〇) 出典 前に 同じ (11) 一 理も 指す 


< 一) 

いふ、 上 IS? の 

頭 は！^ 字、 身 

上と いふに 同 

じ 

(二)  si 

指す 

S 大小 大 

は 大小す ベて 

の 意 


(£〕  is の 

名、 好みて 

や.！ ふ i 云 ふ 

s)  は 添 

字 

(六) 二 程語 

錄卷 九、 近 S 

(七) 陪の有 

名なる 藥者、 

字 は 仲掩、 文 

中子と 諡 す。 

£ 人 千 人餘と 
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推 十 も、 物 は 則ち 氣兽 くして 推し 得ず、 他の物 は與に (理 を) 有せず と^ふべ から i-- 

るな り。 人 只 だ 自ら 私する を爲 し， き 家の 纏 li^ 上 頭 を 將て意 を 起 十、 故に 道理 を ^；;;; 得 

する も 他 底 を 小に し 了る。 這の 身 を 放ち 来って 都て 萬 物の 中に 在いて 一例に! r は、 お 

小大 快活な らん。 釋氏は 此れ を 知らざる を 以て 他の 身上に ぷ いて 意思 を 起し、 那の身 

を 奈何と もし 得ず、 故に 却って-厭 惡し、 根 塵 を 去り 盡十 こと を 得ん と耍 す。 心 源 定ま 

ら ざるが 爲の 故に 枯木 死灰の 如くなる を 5：： んと 要す。 然れ ども 此の 现 い.^ し。 此の 现ぁ 

らんこと を 要せば、 除 だ是れ 死せ よ。 釋氏は 其の 實是れ 身 を 愛して 放ち 得ず、 故に 說 

. -, た  ふ よし 

くこと 許 多な り。 譬 へば 負 販の蟲 の 如し、 已に 載せて 起きざる も、 猶ほ 自ら 更に 物 を 

取りて 身に 在く。 又 石 を 抱いて 河に 投 ずるが 如し， 其の 重き を 以て 愈-' 沈む とも、 終 

に 石頭 を 放 下す る を 道 はず、 惟 だ 重き を 嫌 ふ。 

又 曰 はく、 釋 氏の 說、 若し 其の 說を 窮めて 之れ を 去 取 せんと 欲せば、 則ち 其の 說 未だ 

窮 むる 能 はずして 固に 已に 化して 佛と爲 らん。 只 だ且く 跡の 上に 於て 之れ を考 へよ- 

其の 敎を設 くる こと 此の 如くなる とき は 其の 心 菜して 如何と いふ こと を。 固に 其の 心 

を 取りて 其の 跡 を 取らざる こと を爲し 難し。 是の心 あれば 則ち 是 の；^. I あり。 王， S 、： J と 


跡との 判 を 言 ふ も， 便ち 是れ 亂說 なり。 故に 若かず 且く迹 の 上に 於て 聖人と 合 はざる 

かな  (八)  • 

こと を斷定 せんに は。 其の 言合 ふ處 あるとき は 吾が 道 固に 已 にあり- 合 はざる 者 ある 

とき は 固に 取らざる 所 あり。 是の 如く 立定 すれば 却って 省 易な り。 

又 曰 はく、 儒者 其の 卒に 必ず 異教に 入る は、 其の 志願 ふに 非ず、 其の 勢 自然に 此の 如 

し。 蓋し 智 窮ま リカ. 屈し、 休まん と 欲し 來るも 又 未だ 安穩 ならざる を 知り 得て、 休み 

得ず、 故に 人の 一 道理 を 有する を 見て は、 其の 勢須 らく 之れ に從 ふべ し。 之れ を 一 大 

道 を 行く に譬 へんに、 坦 然として 阻な きとき は 更に 徑に 由らざる も， 只 だ 前面 山に 逢 

さまたげ 

著し 水に 逢 著し 行き 得ず して 窒礙 あるが 爲に、 則ち 一 邪徑を 見れば 欣然と して 之れ に 

さ I ふ f. 

從ふ。 儒者の 必ず 窒礙 ある 所以の 者 は何ぞ や。 只 だ 知 を 致め ざるが 爲 なり。 至 を 知つ 

て 之れ に 至る とき は 〔 自ら 事の (吾れ を) 奪 ふべき なし。 今 夫れ 入の 異鄉 に處る もの 

あらんに、 元と 安き 處な きとき は、 則ち 某の 處は 安く 某の 處は 安から ず、 須 らく 安き 

處に 就くべし と 言 はんも、 若し 已に家 あらば、 人 他人の 家 を 安し と爲， すと 言 ふと も、 

己れ 必ず 肯て 彼れ に 就か ざらん、 故に 儒者に して 辛に 異教に 歸 する 者 は、 只 だ 己れ が 

道に 於て 實に 得る 所な きが 爲に、 道 を 聞く と 曰 ふと 雖も 終に &m て實に 之れ を 有せず。 


五三 二 


< 一) 印 f と 

いふに 同じ。 

Jl? 子の t^st も 

1%； 明して 許,； T 

稱 する こと 

(二〕 笑 ふべ 

きなりの 

(H) 支 邪に 

&、 け 7- 禪宗は 

衣鉢 W 傳 へ て 

ne そ 六 fi? に 至 

—る。 初祖達 ar 

ニ祖， 一 s、  一一 I 

道 信、 五 

^、 六祖を 蓍 

能と す。 六祖 

«£^能大師、 姓 

は ほ 氏、 新興 

の.，、、 東 m 法 

門ち き、 後 

に 《林 寺に： i 

る 

(5  I. 

不成都 不得西 

行、 ：： 不成 

« 太 .E 也。 不 

1g は宋 人の 方 

首にして、 ： 

： ではない か、 

：: や 如何の 

意味の 疑問の 

語たり 


佛 家に 印 證の說 あり、 極めて 好 笑す。 豈 我れ 這茵の 道理 を曉； =： 得て 後、 他人 是を， 道 ひ 

了る に 因って 方に 是 とし、 他人 不是を 道へば 便ち 不是 とする こと あらん や。 义五祖 の 

六祖 をして 三更の 時に 來 らしめ て 法を傳 ふ、 期の 如く もいて！^ ち傳へ 得たり と。 安ん 

ぞ 此の 理 あらん や。 

問 ふ、 今の 人の 佛に 奉ずる は是れ 惑へ る ことたき や 否 や。 曰 はく、 是 たり。 佛を敬 十 

る 者 は 必ず. 惑へ るな り、 敬せ ざる 者 は 只だ是 れ孟浪 として lirr せざる なり。 义問 ふ、 

は當に 敬すべき や 否や。 曰 はく、 佛も亦 是れ胡 人の 賢智 なる 者、 安ん ぞ慢 li- ベ けん。 

陰陽 • 卜筮が 日を擇 ぶの 事の 如きに ff つて は、 今の 人； 一:r する 者 は 必ず 惑へ るな り、 信 

ぜ ざる 者 も亦是 れ孟浪 として 信ぜざる なり。 出 行に 太白 を， おむ の 類の 如き、 太，： ：！ 西に 

す ヒ《^ 、一 

在らば 西に 行くべからず とならん に は、 人 あり 東方に 在りて 居 十る とき は、 都て 西に 

行く を 得ざる ならず や、 父 却って 初 行の 日に：， おみ、 次の 日に は 便ち， おまざる も- 次 

の 日 は 太白 を衝 かずとい ふに や。 如し 太白 をして 一 人の 爲に 之れ を爲 さしむ るなら 

ば- 則ち 鬼神 も亦勞 せん。 膨れ；^ 51 ば ■ リ； お I お J2。 大抵 人 は 多く 其の 偶 る を 記す る 

のみ。  . 


(五) 近 錄 

辨 異端 類に 出 

，つ 

(六) 一切と 


(七) 近&錄 

辨異， 滞 類に 出 

づ、 本文 は 正 

一 大心 $f 第 七 

に 出づ。 註 は 

. ほ a;- 錄集 解の 

著者 葉采 なり 

(八〕 天性の 

理 人事 萬 物に 

發 して 作用 を 

なす を 天 用と 

いひ、 隱敎に 


相して 各  >- そ 

の 宜しき 所 を 

得しむ と說く 

易 の 泰卦象 に 

曰 はく、 「： 大地 

交泰、 後 W 裁- 

1% 天地 之 道 T 

葶-相 天 地 之 

宜 f  w 左-右 

民 こ と 出-つ 

(九) 眼 .耳* 

鼻 • 舌 • 心 • 

意 を 指す 

(10) 同前 横渠の 文つ づき 


1 ー顯 道、 佛說と 吾が 儒と 同じき 處 を歷擧 して 伊川 先生に 問 ふ。 先生 曰 はく、 活地同 

じき 處多 しと 雖 も- 只 だ是れ 本領 是 ならず、 一 齊に差 却す。 

橫渠曰 はく、 釋氏 天性 を妄 意して 天 用 を範圍 5ぼ する こと を 知らず、 反って 六 根の 

徵を 以て 天地 を因緣 す。 明かに 盡す こと 能 はざる とき は、 天地 日月 を誣 ひて 幻 妄と爲 

す。 

釋氏は 性を識 らんと 欲する も、 範圍の 用 を 知ら ざれば、 則ち 是れ 未だ 嘗て 性 を 知ら 

ざるな り。 謂へ らく、 六 根 は 悉く 天地に 本づ く、 六 根の 起滅は 無有實 相な りと て、 

天地 日月 等 を 幻 妄と爲 すなり。 

(isl の 用 を 一身の 小なる に蔽 はれ、 其の 志 を 虚空の 大 なる に溺ら す。 此れ 大を 語り 小 を 

語り、 流遁 して 中 を 失する 所以な り。 

も 身の 小なる を 厭 ふとき は、 其の 用を蔽 はれて 推す こと 能 はず。 虚空の 大 なる を 

樂 しむと き は、 其の 志を溺 らして 反る こと 能 はず。 故に 其の 大を 語り 小 を 語り.、 展 

轉流遁 して 皆 其の 中 を 失す。 


十 正 辨:: はも を 氏 空 幻;; 5 出 易 同つ 
七^ 異し、 e 老玄 土に とと 13 づ篇前 じ 

に 乾  >領 莊 妙！： しすし  第' 

出稱 M 近 滓な ととて る 無 有  十 正 近 

づ ISf 及 思な りすし 'はも を  紫 思 
第ひ'^1^り る 無有佛 に大錄 


修^ 耍錄卷 之 四  五三 四  一 

二)  asa  (； ji) の大に 過ぐ る や 六合 を 塵芥に し、 其の 小に 蔽 はる や 人世 を 夢幻に す。 之れ をし もお 一 

IK^ の ハ- つ つ  ス *■ 

*』  レ理と 謂 ひて 可な らん や。 理を窮 むる を すら 知らず、 而るを 之れ を 盡.， 性と 謂 ひて W な 

らん や。 之れ をき， i4ri" と 謂 ひて 可な らん や。 六合 を 塵芥に する は、 大地 を 謂 ひて 有 一 

2; きしの とすれば なり。 人世 を 夢幻に する は、 明 其の 從る 所を究 むる こと 能 は ざればない。 

明察 力が 人^  、  7 

I 滅 の^^べ- 佛說に 謂へ らく、 虚空 は窮 りなく、 天地 は窮り あり、 人世の 起 滅皆幻 1^ と爲十 從 ： 

は つて 来る 所 を 知ろ ことなしと。  - 

31) 

大 易に 有無 を 言 はず。 有無 を 言 ふ は 諸子の 陋 なり。 

易に 曰 はく、 「一 陰 一陽 之れ を 道と 謂 ふ， 一 と。 M し 陰陽の 運 其の 然る 所以の 者卽ち 一 

道な り。 體と 用と 相 因り、 精と 粗と 間な し * 有無 を 以て 分つべからざる なり。 後世 一 

異端 道 を 見る こと 明かなら ず、 始めて 道 を 以て 無と 爲し、 器 を 以て 有と 爲十。 , な _ 

( rrW  わか 

る 者 を 幻 妄と爲 し， 土, ぼ， と爲 し、 無なる 者 を 玄妙と 爲し、 眞 空と 爲す。 有無 を析ち • 

て 之れ を 一 一 つ にす る は 皆 諸子の 陋 見なり。  一 

1? 圖は鬼 を 明かに して、 有/ 識の死 十る や 生 を 受けて 循環す と 謂 ひて、 遂に 苦 を 厭 ひ 一 

て 免 ん こと を 求む。 鬼 を 知れり と 謂 ふべ けんや。 人生 を 以て 妄兑と 爲寸、 人 を 知れ 


(七) 人を捨 

てて 天 を 取る 

なり 

(八) 底本 及 

び 近 S 錄には 

或 者と ある も 

正 蒙 は 惑 者と 

作る あり 

(九) 大人の 

0. 但し この 

S 文 「末 之 S 

也 大學當 先知 

天德」 i あり、 

「未だ 之れ を 

S はざる ゃ大 

なり、 藥は當 

に 云々」 とも 

讀む說 あり 

二 〇) 朱 子 

語類 卷第百 二 

十六に 出づ 


りと 謂 ふべ けんや。 天と 人と 一物な り、 輙ち 取舍を 生ずる、 天 を 知れり と 謂 ふべ けん 

や。 孔孟の 所謂 天 は 彼れ が 所謂 道な り。 或は 遊 魂の 變を爲 す を 指して 輪廻と 爲す" 未 

だ 之れ を 思 はざる なり。 大學は 當に先 づ天德 を 知るべし。 天德を 知る とき は、 聖人 を. 

知り、 鬼神 を 知る。 今 浮 圖の釗 論 要歸は 必ず 謂 はく、 死生 流轉， は 道 を 得る に 非 ざれば 

免 かれず と C 之れ をし も 悟道と 謂 ひて 可な らん や。 

當に 生くべく して 生き， 當に 死すべく して 死す る、 是れ 則ち 義 あり 命 あり、 生死 均 

しく 安し。 何 ぞ苦を 厭 ふ 所 あらん。 天と 人と は 一 致な り、 何 ぞ取舍 する 所 あらん。 

晝夜を 知り 陰陽に 通 ずれば、 則ち 死生の 說を 知る、 何ぞ 所謂 輪廻 あらん。 

1 子 曰 はく、 佛敎 初めて 中國に 入りし とき は、 只 だ是れ 修行の 說話、 四十 二 章 經の如 

き是れ なり。 初めの 間 は 只 だ 這の 一 卷の經 ありし のみな り。 其の 中に 云へ る こと あり * 

佛ー 僧に 問 ふ、 r 汝 家に 處 りて 何の 業を爲 す」。 對 へて 曰 はく、 「琴 を彈 ずる を 愛す，」 

と。 佛問 ふ、 「絃を 緩めば 如何」。 曰 はく、 「鳴らず」。 一， 紘を急 に すれば 如何」。 曰 はく， 

ちう う  あまね 

「聲絕 ゆ」。 「緩急 中 を 得る とき は 如何， r 曰 はく、 「諸 音 普し JC 佛の曰 ふ， 「學道 も 亦 

然り。 心須 らく 調 ひ 適 はば、 道 得べ し」 と。 初めの 間 は 只 だ 此の 如く 說く。 後來 達磨 

學間ニ  五三 五 


原へ  如 "さ 5 六 類 さ 心つ 

全 出お 撲文 G 不能 無 f{ し 巧う 5 に 卷じを ご 

S 河橫落 -^r^Bn も J 出 第 さ 
法及不 * 同 ra 萬 本 先 '原 同づ百 朱す 裏 
王 大是他 じ 時 IV お 人 次 文 前 二子 と 
身 地 塵 物 く « 主寥地 の 五 十 語 は 
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の 中國に 入り、 這 般の說 話 を 中 國の入 都て 說 くこと を會し 了る を て、 遂に 話頭 を換 

へ 了り 專ら 去って 面壁 靜坐默 照す。 後來に 到りて 又 許 多の 禪 底の 說話を 翻 得し 來り、 

盡く舊 時 許 多の 話柄 を isw ぶして、 (必ずしも！ 一;^: 經 せず、 必ずしも 靜坐 せず) 越-弄し 

得 来つ て^し。 其の 實は 只だ是 れ這些 の 精神 を 弄す る こと を 作す な り 。 

二) はじめ 叉 曰 はく、 佛の舉 自ら 前に は 也た 只 だ是れ 外面の 齒說 なり。 梁に 到って 逮磨來 り、 方 

に那の 心性 を說 く。 然れ ども 士大夫 未だ 甚 しく 理會し 工夫 を 做さ ざり き。 1^ の 中宗の 

時、 六祖 の禪擧 あり、 專ら 身上に 就いて 工夫 を 做し， i^; に 心 を 求め ：n>^ 性 せんこと を 要 

する に 及んで、 士大 夫才に 裏に 向 ふ 者 あり、 他れ に歸し 去らざる はなし。 义曰 はく、 

佛學は 當初只 だ 是れ存 養な き 底の 工夫 を說 く、  ^55 の 六祖に 至って 始めて 人に 存 養の H 

夫を敎 ふ。 

^一日 はく、 因みに 佛 氏の 學 (と 吾が 儒と 甚だ 相似た る處 ある) を擧 げん。 「物 あり 大地 

に 先 だつ。 形な し 本と 寂 .鋈。 能く 萬 物の 主と 爲 りて、 四時 を逐 うて 调 まず」 と 云 ふが 

如き、 又 曰 はく 「i 一 落 他の物に 非ず、 縱 橫是れ 塵なら ず、 山河 及び 大地、 全く 法王 身 

を 露 はす 1 と。 又 曰 はく、 「若し 人心 を識 得すれば、 大地 も 寸土な し」。 看よ 他む、 是 


(七) 法 i ^ほ 

S の 1 の 

宗旨 名、 源 は 

六？ gs 能の 弟 

子 行 S に tStJ し、 

五傳、 して 雪峯 

に圭 り、 更に 

玄沙 • 羅漢 を 

輕て文 Asl^ 

に 及んで、 金 

陵の 淸淙院 に 

あって こ の 1 

-派を 確立す。 

三界 唯 心、 萬 

(八〕 朱 子 語 

蔑 卷第百 二十 

六に 出づ 

(九 J 書名、 

萌の葉 子奇の 

M.  E 卷 * 凡 

そ 八篇、 天文 

^紀 人事 物理 

等に わたって 

1 * 辨祈微 

なり 

二 〇) 摩訶 

"遇-ゆ *~ とも、 0 

葉 K とも 稱す • 

82^ クン 大 弟子， 


れ甚 麼樣の 見識 ぞ、 今區々 たる 小 儒 怎生ぞ 他の 手 を 出し 得ん。 宜 なり 其の 他れ の爲に 

揮 下せら るる こと。 此は 是れ法 一眼 禪師 下の 一派の 宗旨、 此の 如し。 

釋氏 は專ら 作用 を 以て 性と 爲す。 問 ふ、 如何なる か是れ 佛ぞ。 曰 はく， 見 性 佛と爲 す。 

曰 はく、 如何 か是れ 性。 曰 はく、 作用 を 性と 爲す。 曰 はく、 如何 か是れ 作用。 曰 はく， 

目に 在って は 見る と 曰 ひ、 耳に 在って は 聞く と 曰 ひ、 鼻に 在って は 香 を 嗅ぎ、 口に 在 

つて は 談論し、 手に 在って は 執捉し >  足に 在って は運奔 す、 遍く 現ずれば 法界 を俱に 

該ね、 牧攝 すれば ー徵 塵に 在り。 識る者 は 是れ佛 性と 知り， 識ら ざる 者 は 喚んで 精魂 

と 作す。 

(を  一一  よ  (き 

草木 子に 曰 はく、 釋迦靑 蓮 花を拈 るに 自り、 葉呵々 として 徵 笑す、 此れより 接 を 

示す こと 直たり。 達磨に 至って、 能く 作用す る卽ち 是れ佛 性な りと 說き來 る。 此れ 

より 禪宗は 皆 此れ を祖 とす。 又 曰 はく、 禪宗 一 たび 此の 旨に 達して， 便ち 以て 了 はる 

と爲 す、 只 だ 能く 作用す る 者 便ち 是 なること を 知る のみ- 更に 義理 を 論ぜず。 所以 


に 辣通 の 者 は 恣肆 に歸 し、 固滯 Q 者 は 枯稿 に 歸十 . 


敎の slto となる- $0^^^ 

も 以て I* 現 を參 n; 二， るの 貌- 


-Tft 富 靈山會 上に 至って 花 を！^. つて 衆に 示す * 是の i-衆 皆默然 たり、 推 だ 尊者 

ー丄； * こ れに. お まる 


み 破 一 1 微笑 T, 


弟 祖禪め 、ご 
子 道に fllf 

な  一 を代ネ 

り ipl す^の は 

U  'ひ' 人道 
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(1) 朱^? 問 ふ、 怫 氏の 性を說 くや、 目に 在って ははる ことと 爲し、 耳に 在って は 聞； ことと 爲. 

^^^^^^ し， 口に 在って は 議論す る ことと はし， 手に 在って は 能く 持つ こと、 足に 在って は； 减 

奔 する ことなりと (如：！：〕。 朱 子 曰 はく、 此の 如くん ば H だ是れ 筒の 無 星の i^、 無寸. 

の：：，、 なり。 t 右し 如， - 門に 在る とき は、 ロに在っ ては！！^？と雖も姨らく是れ明にして始め 

て 得べ し、 耳に 在って は 聞く と 雖も須 らく 是れ聰 にして 始めて へし， 门に 在け るの 

談論 及び 手足に 在け るの 類も須 らく 是れ 動く に禮を 以てして 始めて 5：： べし。 大 お ^ を 

生じ、 物 あれば 則 あり、 佛 氏の 說の 如くん ば、 是れ物 ありて 則な きに，. J る。 

： 一 ) . 

龐 居士の 曰 はく、 「祌通 妙 用 は 運 水搬柴 なり」 と。 佛 家の 所謂 作用是 性と は 便ち 是れ 

此の 如し。 他れ 都て是 と 非 を理會 せず、 只 だ那の 衣食 作 息 視聽舉 便ち是 れ 道なる を 

認 得する のみ。 我が 這 筒は說 話を會 十る 底、 作用 を會 する 底、 叫喚して 便ち 應 ふる 底- 

便ち 是れ神 通 妙 用な りと 說き、 更に 道理 如何と いふ を 問 はず。 禪老； ：ム はく、 赤 肉^ 上 

に 一 無位の 眞人 あり、 汝等 諸人 面 門の 上に 在って 出入す と。 他れ 便ち 是れ只 だ 這 筒 を 

認 得し 來 つて 作 弄 十。 

又 曰 はく、 吾が 儒の 養 ふ 所の 者 は 仁義 禮智、 禪 〈1^ が 養 ふ 所の 者 は 只 だ 是れ視 III， 動に 


して、 只 だ那の 人心 を認 得して、 所謂 道心な し „ 


(一一 0 南 ii" の 

高宗 時代の 年 


S 明の 東 

莞の 人、 字 は 

廷肇、 淸 Si と 

す。 理學に 

詳しく、 陽 明 


難せ 


陸 學 

ま) 興 二十 一 年、 陸子靜 篇 £§S 知 tj;5ft な 語 撒れ。 十 有三歲 なり。 陸 子 生れな が 

ら にして 顥異、 幼に して 嘗て 父の 賀に 問うて 曰 はく、 天地 何れの 所か窮 際なる ぞと。 

父 笑って 答へ ず。 遂に 深く 思うて 寢食を 忘る るに 至る。 後 十 餘歲、 因って 書 を 讀んで 

宇宙の 二字に 至る。 解く 者 曰 はく、 上下 四方 を 宇と 曰 ひ、 往古 來今を 宙と曰 ふと。 忽 

ち 大いに 省 悟して 曰 はく、 原 來無究 なり、 人と 宇宙と 皆 無窮の 中に 在る 者な りと。 筆 

を援 りて 書して 曰 はく、 宇宙 內の事 は 乃ち 己れ が 分內の 事、 己れ が 分 內の事 は 乃ち 宇 

宙內の 事な りと。 又 曰 はく、 宇宙 は 便ち 是れ 吾が 心、 吾が 心 は 便ち 是れ 宇宙な り。 東 

海に 聖人 出づる こと ある も、 此の 心 同じく、 此の 理 同じな. り。 西 海. 南海. 北海に 聖 

人出 づる こと ある も、 此の 心 同じく、 此の 理 同じな り。 千 百世の 上より 千 百世の 下に 

至る まで 聖人 出づる あれば、 此の 心、 此の 理亦 同じから ずと いふ こと あるな きなり。 

兀の陳 建 曰 はく、 陸 子が 宇宙の 字義の 悟り は 正に 禪 家が 頓 悟の 機な り、 然も 其の. 

學 間 二  五三九 
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rl) 言 (；； k 一き て發 せず、 學者 卒然として 識 破す るに 難し。 

、じ 上 十  ため 

i^ii て 「s-  ^子、 責 溪の應 大山 を改 (名) めて 象 山と 爲し • 精舍を 建てて 舉を 講ず。 SS? の與に 

云 ふ、 Mar 周 茂叔に ^1 んて 後、 風 を吟じ 月に 弄れて 歸る、 「吾れ は 點に與 せん」 の 

も敎 ふ,： 一.、  - り  ニー：) 

「i お M つ、 ioi ，かり、 後來明 道に 此の 意 却って 存し、 川 は已に 此の ム J し を 失 ふと。 义云ふ 元晦" 

伊川に 似て、 1 夫 は 明 道に 似たり。 伊川 は蔽銅 深く、 明 道 は 却って 通疏 なりと。 降 子 

して その S  i 曰て 人に 謂って 曰 はく * 15 角の 時、 人の 伊川の 語 を 誦する を^き しに、 内ら 我れ を 偽 

ふ 者の Jii きを 覺 ゆと。 叉 曰 はく、 伊川の 言奚 爲れぞ 孔子 • 孟子の 首と 類せ ざる。 李 

章に 出づ、 ほ 

白 • 杜甫 • 淵 明 は 皆 吾が 道に 志 あり。 

I ゴ ^ が贊 東 莞の陳 建 曰 はく、 象 山人 を 論ずる こと 此の 如し、 其の 得失 明かな り。 象 山の 志 趣 

^^^k^, を究 むる に、 專ら曾 點を尙 ぶ。 凡そ 其の 胸襟 高 漉に して 小節に 拘ら ず、 點に 類す る 

〈ネ グ- a* こ 

者 は、 卽ち 以て 通疏 なりと して 之れ を 取り、 文理 密察 にして 細 行 に^り、 點と 類せ 

.  そし 

S)  ！ 8? 角、 ざる 者に 至って は、 卽ち 以て 蔽固 なりと して 之れ を 取らず。 故に 夫の 深く^ ハを^ 

少年 はし  (f ) 

つて、 李 白 輩 を推譽 する は 此れ を 以てな り。 

朱 子 曰 はく、 陸 子靜は 伊川 を^る こと 低し、 此れ 恐らく は 子靜が 其の 說 を^る こと 未 


だ 透らざる のみ。 譬 へば 一 瑰の精 金 を 却って 是れ 金に あらず と 道 ふが 如し- 金の 好か 

ら ざるに 非ず、 金 を識ら ざるの み。  、 

ふへ！ た  つど  I た L み MO 

(六) い ■ 名、 睦 子が 朱 子に 與 ふる 書の 略に 云 ふ、 昔年 雨び 敎康廬 の 集 ひに 侍する を 得て、 欽を鵞 湖 

江 西 省に あり *  ろ t つ  、 

に 加 ふ。 然れ ども 猶ほ^ 莽淺陋 にして 未だ 章 を 成す 能 はず、 以て 相發 十るな し- 甚だ 

擧を？ f ぜし處  >-p、J ろ 

自ら 愧づ。 比日 少しく 進む、 甚 しく 思 ふ、 一 たび 函 丈に 侍して 當に啓 助あって 以て 餘 

を  (七) 

S 象 小. の 敎を卒 ふべ しと。 梭山 兄の 請 ふに は、 太 極 圖說と 通 書と は 類せ ず、 疑 ふらく は 周 子の 

兄  つく  (八) 

3 周 子の 爲る 所に 非 ざらん と。 此の 言 殆ど 未だ 忽に すべから ず。 極と は 中な り， 無 極と 言 ふと 

.fsfii み 一 〈 き は、 是れ無 中な り、 豈 宜しく 無 極の 字 を 以て 太 極の 上に 加 ふべ けんや。 無 極の 二字 

は 老子に 出で、 聖人の 書に 有る ことなき 所な り。 gf*fi£il+gjsr に？； に M， 

^^^^s 朱 子が 陸 子に 答 ふる 書の 略に 曰 はく、 周 子が 之れ を 無 極と 謂 ふ 所以の 者 は 正に 其の 無 

1 よ ー 出 方 所 無形 狀 なる を 以てな り。 老子の 「復た 無 極に 歸 す」 とい ふ 如き、 無 極 は 乃ち 無窮 

の義 にして、 周 子が 言 ふ 所の 意の 若き に 非ざる なり。 

iM  UK  1  (一 0) 

US 集 陸 子が 朱 子に 答 ふる 書の 略に 云 はく， 老子 は 無 を 以て 天地の 始と爲 し、 有 を 以て 萬 物 

に出づ  に-一つ)  もつ 

(一 1) 道理 の 母と 爲す、 常 無 を 以て 妙を觀 じ、 常 有 を 以て 徴を觀 ず。 直ちに 無の 字 を將て 上面に 

學問ニ  五 四 一 


^}>に - て湘に 'お: ii:^ 
出 出 牛. の 第の 從のは C 
な づ 全書一 子季 

I)      'と 者す 、隨胡 

卷象) S 稱 '張 '大 

し一 山す し 湖 胡 時 
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^在す る は、 疋に 是れ老 氏の 舉 なり、 十べ けんや。 尊兄が 謂 ふ： 听の 「眞體 不^の 

( |、> . 

はるか 祕」 及び 「常 情を迥 出し 方 外 を 超 出す， 一 等の 語 は 曾て 禪宗 に學 ぶこと なからん や。 米 

子が 陸 子に 答 ふる 書の 略に； K はく、 熹、 老 氏の 有無 を 言へ る を詳に 十る に、 有無 を 以 

て 二つと 爲十。 闹， I- が 有無 を 言へ る は、 有無 を 以て 一 と爲 す。 正に 南と 北、 水と 人の 

相反 十る が 如し。 請 ふ 更に 子細に 眼 を 著 けられん こと を。 未だ 容易に 澱 評すべ から ざ 

るな り。 「常 情 を 出す」 等の 語 は 只 だ是れ 俗談に して、 卽ち禪 家の 能く 尊 有する 所 

に 非ず。 や 今 偶然 道 ひ 著す ると 雖も、 而も 其の 所見 所說 卽ち禪 家の 道理に 非ず、 他 

の 人の 陰に 實に 其の： _ ^を祖 として 用 ひて、 而も 頭 を 改め 面を換 へ、 陽に は 其の つて 

來る 所を諱 すが 如きに 非ざる を や。 

睦 子が 胡 季隨に 答 ふるの 書に 曰 はく、 顔 子の 賢 を 以てせば、 必ず 聲色ほ 利の ぶ r  很 

縱肆の 失 あるに 至ら ざらん も、 夫子 其の 仁 を 問へ るに 答 ふるや、 乃ち T 兄，」，： m 禮の あ 

り。 謂 ふ 所の 己 私と は、 必ずしも 常人が 見る 所の 如く 過惡 にして 而 して 後に 己 私と 爲 

すに 非ざる なり。 己れ の 未だ 克 せざる や、 ，：：： ら.^ 叩ず るに 仁義 道德を 以てし、 自ら 期す 

るにゃ•賢の地に•^f.;るべ きを以て十と雖も， 街 其れ 私な り。 顔 子が (衆) 人に Bii: なる 所 


以の者 は、 其の 此に 安ん ぜ ずして 仰 鏆のカ を 極む るが 爲 なり、 故に 卒に 能く 克己 復禮 

の 一一 目 を踐ん で.、 知 遂に 以て 至り、 善 遂に 以て 明かなる なり。 

S ん- fti:? 朱 子 曰 はく、 睦子 靜が顏 子の 克己 を說 いて、 是れ已 私利 欲の 類 を克去 せんとに あらず、 

奪： tJfilHH  二 汁 

t 出づ  別に 自ら 箇の克 する 處 ありと いふ も、 又 却って 肯て說 破せ ず。 某 嘗て 之れ に 代って 語 

を 下して 云へ らく、 言語 道 斷し心 思路絕 せんこと を 要む るに 過ぎざる のみと。 此は是 

れ人 を陷溺 する の深坑 なり、 切に 戒め ずん ば あるべ . ^ら ず。 

_ お infn? 胡 達材問 ふ、 顏子 如何して 尙ほ 克己 を 要する やと。 朱 子 曰 はく、 這 は是れ 公、 那の象 

達ォに 作る-. - 山 先生 好んで 恁 地く 說き道 ふ 「顔 子 は 他人の 様く 偏 なる 慮あって 克 たんこと を 要す 

る 似へ バーなら ず、 只 だ 是れ心 思 ふ 所 あれば 便ち 不是 なり」 と。 這 は 正に 是れ禪 家の 說な 

かう らう 

PT^a り。 杲老が 不レ向 レ說不 レ可レ 思と 說 くの 類の 如し。 他れ 說 いて 那 の險處 に 到る 時 は 又 却 

つて 說破 せず、 却って 又 那の虛 なる 處を將 て說き 起し 來る。 某が 說く 所の 克己の 如き 

は、 便ち 是れ外 障を說 く。 他れ の說の 如き は 是れ裏 障を說 く。 他れ が を 嫌 ふ 所以の 

もの は、 時に 只 だ 是れ某 は 他れ の緊き 處を捉 著し、 別人 は禪 を曉ら ずして： ち 他れ に 

謾ら るる も、 某 は 却って 禪を曉 り 得る に緣 つてな り。 所以に 某に 看破せられ 了る。 夫 

學 問 二  五 四 一一 一 
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子 は 分明に 非禮 は視聽 言動す る こと 勿れと 說き、 額 子 は 分明に 是れ斯 の， せ 2 を 車と せん 

こと を 請 ふ。 却って 如何 ぞ任 i に說き 得る や。 賤 l」；？s^l"、？- 

東 の 陳建曰 はく、 朱 子 謂 ふ、 「他れ 說 いて 那の 險處に 到りて 又 却って^ 破せ ず、 

却って 又 那の虚 なる 處を將 て說き 起し 来る」 と。 象 山 一 生の 講樂 は是れ 此の 術 を 用 

ふ。 象 山 文集の 篇々 是れ 此の 弊 あり、 

朱 子が 許 中 應に答 ふるの 書に 曰 はく、 世衰 へ道微 にして 異端 龕 起し、 近：..^ 以來は 巧ち 

にせ も C 

佛釋の 似を假 りて 以て 孔孟の 實を亂 す 者 あり。 其の 法 首と して 讚 書 窮现を 以て 大禁と 

爲し、 常に 寧 者 其の 心 を iid 味に して 知るべからざる の 地に 注ぎ、 を 以て 一 =• 忧然 

として 獨見 して、 然して 後に 得る を爲 さん こと を 欲す。 蓋し 亦 肉ら 之れ を 5：: たりと 謂 

ふ 者 あり、 而 して 其の 容貌 辭氣の 間、 修己治 人の 際 を 察する に、 乃ち や"^ の 5： 〈と.^ い 

に 相似ざる 者 あり。 左右 此に 於て 乃ち 亦 其の 說に惑 ふこと なからん や。 . ^れ書 を讀ん 

では 文義を 求めず、 玩索 都て 意 Ink ノ なし。 此れ 正に 近年 釋 氏が 所謂 話頭 を 看よ とい ふ 者 

なり。 世俗の 書に 所謂 大惠 語錄 とい ふ 者 あり、 其の 說^ だ詳 なり。 試みに 取って 一 た 

(III)  ； 巧> 

び觀れ ば、 則ち 其の 來歷淳 j えんと。 朱 子 曰 はく、 金 溪の舉 問 は 眞正是 れ！； なり • 欽夫 • 


i)  よ  w ゑ  か  それがし 

s,,)：！sf! 伯恭は 曾て 佛書を 看ざる に緣 つての 所以に、 他れ を 看て 破らざる なり。 只 だ 某 は 便ち 

の 字 東 菜 先  , -\) 

?1ハ1 り 佛典名 識 得す。 他れ 試む るに 楞嚴 • 圓覺の 類を將 てす る も、 ー觀 して 亦 粗 ぼ 大意 を 見るべし。 

なり、 首 15 嚴 

箱 ii 東 莞の陳 建 曰 はく、 陸學の 來歷は 本と 佛釋 に假 る、 故に 必ず 先づ佛 舉を識 つて、 然 

しから ざ 

して 後に 陸學辨 ずべ きなり。 否る とき は 南 軒 • 東萊の 賢と 雖も亦 他れ を 看て 破ら ざ 

るな り。 

(七) 

(七) 朱桴、 朱濟 道、 事に 臨んで 疑 ひ 恐れて 事 を 做し 得ざる を說 く。 陸 先生 曰 はく、 請 ふ 尊兄 卽今 

学は濟 道、 宋 

時代 金 §K、 自立し 正坐 拱手して 精神 を牧 拾し、 自ら 主宰 を 作さん こと を。 萬 物 皆 我れ に備 はる、 

陸 象 に 師事 

れし" S 紅が 何 ぞ欠闕 あらん。 當 に惻隱 すべ き 時には 自然に 惻隱 し、 當 に羞惡 すべ き 時には 自然に 

羞惡 し、 當に寬 裕溫柔 なるべき 時には 自然に 寛 裕溫柔 に、 當 に發强 剛毅なる べき 時に 

は 自然に 發强 剛毅な り。 朱濟 道が 人に 與 へし 書に 云 ふ、 陸 先生 人に 誨 ふる 所以の 者 深 

あ ひと も 

切 著明な り、 大概 是れ人 をして 放心 を 求めし む。 舉者 相與に 講ずる こと、 切に 此の 事 

に 非ざる はなし。 叉 言語 文字 を 以て 意と 爲 さしめ ず、 人 をして 仰歎已 むこと なから し 

む。 其の 作文に 意 ある 者 も 皆 精神 を收 拾し 德性を 涵養せ しむ。 根本 旣に 正しければ、 

文 を 作る 能 はざる を 患へ ず。 

學 問 二  五 四 五 


は は 人な韵問^子^f^十宋附BぼIH象南S 論敉^本^^ 五生のに^求ニ四生ニ 
何 小と りしう に 上 5^ 七 元に 中 寺 iLi  *ヒ" ，じに 全？ 5 師者 、ご 55 全、 一 
そ-人な 、くてー《^  m  、^累 '丞 遂 せ 、八 は 出 集 、- 3i  、宋 llJfe 
や と り 或 是曰公 第孟に 知 ft 下: お 字 し佛 家一！? ス つ' 卷 象す 隨時 字に 卷象 
。な 、はれ は 都 十 子 出 堂卷す fr.iSi  、の はも 敎 文部! 13 三 山 '象 代 は 出 三 山 
孟る或 大人く 子 五吿づ Sfi 七 。州 部宗人 子の をに 分修 十 先 こ 山の 敏づ十 先 
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陸 子 曰 はく、 顔 子が 人となり n 取 も 精神 あり、 然して 力 を 用 ふること だ 難し。 仲り 「 

精神 は顏 子に 及ばず.， 然して 力 を 用 ふること 却って 易し。 然れ ども 顔 子が 精神 髙く旣 

に磨磬 して 實に 就く こと を 得、 則ち 仲 弓が 能く 及ぶ 所に 非ず。 李 伯敏に 謂って 曰 はく、 

吾が 友近來 精神 都て 死し、 却って 向來 一！ -々 たるの 意な し、 須 らく 磨 it; 鍛練して 方に 此 

の理 明なる を 得べ し。 

朿莞の 陳建曰 はく、 佛氏は 精神 を 修練す。 陸 氏 も 亦 精神 を磨鍊 し、 同じく 一致に 歸 

す。 -ぉ ずるに、 象 山 嘗て； K ふ、 r 歐 公の 本論 固に 好し， 然れども亦只だ是れ皮将を^^ 

き^たる のみ」 と。 廣鑑の 一 段 を 看て 門人 曰 ふ、 「終に 是れ 骨髄 を說き 出さず」 と。 

象 山 曰 ふ、 「後世 も 亦 人骨 髓を知 5^ し 去る 處 なからん」 と。 又 普 て 諌書を 論じて li 

へらく、 「須， らく 是れ 血脈 骨髓に 就いて 理會 すべし • 今の 舉者 書を諫 むは 只 だ是れ 

字 を 解して 更に 血脈 を 求めず」 と。 愚 謂へ らく、 象 山の 此の 言 は 矜誇を 云 ふと 雖も、 

而も 實 切に 後 學の病 痛に 中る。 蓋し 象 山の 血脈 骨髓は 全く 養 レ祌の 一路に 在り。 而 

して 近世の 學者爲 に遮掩 せられて 克く 之れ を 知る もの 鮮し。 

(ran 

詹阜 民が 記に、 象 山、 公都 子 問 釣 是人 也の 一章 を 擧げて 云 はく、 人に 五官 あり、 


官に 其の 職 ありと。 某 因って 思へ らく、 是れ 便ち 此の 心を收 む、 惟 だ 物 を 照らす ある 

のみと。 他日 侍 坐す。 先生 謂って 曰 はく、 擧者 能く 常に 目 を 閉づる 亦 佳し と。 某 此れ 

に 因って 事な きとき は 安坐瞎 目して 力 を 用 ひて 操存し (夜 を) 以て 日に 繼ぐ。 此の 如 

きこと 半月に して、 一 日樓を 下り、 忽ち 此の 心 已に復 た澄瑩 中立なる を覺 り、 竊に之 

れを異 とす。 遂に 先生 を 見る。 先生 目 もて 逆へ て 之れ を 視て曰 はく、 此の 理已 に顯は 

うらな 

ると。 某 問 ふ、 先生 何 を 以て か 之れ を 知る と。 曰 はく、 之れ を 眸子に 占 ふの みと。 因 

かた  ちお  むかし 

つて 某に 謂る、 道 果して 邇 きに 在りし かと。 某 曰 はく、 然り、 昔 者 嘗て 張 南 軒 類せ し 

所の 沬泗言 仁 書 を 以て 之れ を 考察せ しも、 終に 仁 を 知らず、 今 始めて 解せ りと。 先生 

の 曰 はく、 是れ卽 ち 知な り 勇な りと。 某 因って 對 へて 曰 はく、 惟に 知勇の みに あらず、 

よろ づ 

萬の 善 皆是の 物な りと。 先生 曰 はく、 然 りと。 

東 莞の陳 建 曰 はく、 無事 なれば 安 坐 瞑目して 操存 する は 此れ 禪擧 下手の H 夫な り、 

ft) 

卽ち象 山の 自立 正坐して 精神 を收 拾す るな り。 卽ち 達磨が 面壁 靜坐默 照の 敎、 宗杲 

が 無事 省緣 靜坐體 究の敎 なり。 一 日樓を 下り 忽ち 此の 心の 澄 瑩を覺 ると は、 則ち 禪 

學の 頓悟識 心の 效驗 なり。 引く 所の 道は邇 きに 在り 等の 語 は 則ち 推 援の說 なり。 所 

學 問 二  五 四 七 


二) 名け "ra、 

は效 仲、 慈 

溪の 人、 乾 道 

五 年の 進 士、 

象^の 門人、 

々閣 * 士慈 


こ 致仕 

き 一年 

；、  八十 六、 

文 一-几と 諡す。 

慈 湖 先生と い 


共 

に 象 山 先 全 

集卷 三十 五に 

出づ 

§ 朱濟造 

(五) 象 山 先 


EI に 出づ 

(六) ii 

淵 首 竜に， 

JS 淵 仁 を 問 ひ 

しと ころ， 子 

曰， 克レ已 後 

日 克レ， し J$ レ疲 

天下 歸レ 仁焉、 

爲レ 仁由レ 匕 而 

由 レ人乎 哉と 


顔^ H つて 其 
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謂 物 を 照らす と は、 卽ち佛 家が 光明 寂 照の 照な り。 楊 慈 湖 謂 はく、 道心の 發光は 太 

陽 洞 照す るが 如しと。 王 陽 明 も 亦-:^ 知 を 以て 照 心と 爲す。 § ザ f 字 

睦子曰 はく、 某、 人 を觀る は、 言行の 上に 在らず、 功過の 上に 在らず、 ^截に 心肝 を 

雕 出す。 又 曰 はく、 惡 能く 心 を 害す、 善 も 亦 能く 心 を 害す。 濟 道の 如き、 是れ 善に 害 

ら るる， H  0 誇 能く 心を褒 すの！ K も 亦卽ち t 氏 

せらる るな— が堙を 以て 障りと 爲 すの 意な り。 

き  (六) 

陸 子 曰 はく、 學に 本末 あり、 顏子は 夫子の 三 轉語を 聞き、 其の 綱旣に 明かに して 然る 

後に 其の 目 を 請 ひ 問 ふ。 夫子 對 ふるに、 非 禮視る 勿れ、 聽く 勿れ、 一一 一一 " ふ 勿れ、 動く 勿 

れを 以てす。 顔 子此に 於て 洞 然として 疑な し。 故に 曰 はく、  r 囘 不敏な りと 雖も請 ふ 

斯の語 を 事と せん」 と。 本末の 序 蓋し 此の 如し。 今 世 率 を 論ずる 者、 本末 先 後一 時に 

顚 倒錯 亂し、 曾て 詳細の 處を 知らず。 未だ 遽に人 を 貴むべからず。 非禮は 視聽宵 動す 

る 勿れと いふ 如き は、 顏子已 に 道 を 知る ゆ ゑ 夫子 乃ち 之れ に 語る に 此れ を 以てせるな 

り。 今先づ 此れ を 以て 人を責 むる は、 正に 是れ 等を躐 ゆるな り。 

やしへ  (七) 

東 莞の陳 建 曰 はく、 四 勿の 訓は卽 ち 克己の 切要の 工夫に して、 ！^と兩截の^^-に非ず、 

學者身 を 修め 道に 入る は 此れより 急なる は莫 し。 象 山 何す れぞ 本末 先 後 を 分ち， 未 


の 目 を 問 へ る 

なり 

(七) 本末 又 

は 先 後と いふ 

如く 二つに 分 


のに 非す- 


(八) 象 山 先 

生 全集 卷 

五に 出づ 


だ先づ 此れ を 以て 人 を 貴むべからず と 謂 ふ を 得ん。 顔 子 已に道 を 知れば、 乃ち 此れ 

を 語らん や。 蓋し 其の 禪 見が、 言行 功過に 在らず して 直截に 心を說 き、 克己 を 以て 

明 心の 根本の 功と 爲 して 四 勿 を 粗迹の 事と 爲し 之れ を 末と 爲す、 妄りに 分別 を 生み， 

道 を 亂り人 を 誤るな り， - 象 山 は 專ら擧 者 心 を 明かに せんこと を 欲して、 視聽 言動の 

うれ  かか は 

非 禮は恤 へず。 正に 佛 氏が 直に 無上 菩提 一 切の 是非 管る 莫 きを 取る (と 同じ) なり。 

朱 子 嘗て 「良心と 日用 を 分ち て兩截 と爲す は、 此れ 其の 說 たる 乖戻狠 悖して 大ぃ 

きんじん 

に 吾が 道の 害を爲 す」 と 謂 ふ。 叉 「今人の 道 を 論ずる、 只 だ 心を說 いて 身を說 かず、 

外面に 過言 過 行 ある も 更に 管らず して、 却って 吾れ 其の 心 を 正しう すと 云 ふ」 と 曰 

へる は、 正に 此れ を 指せるな り。 

睦子曰 はく、 專ら事 を 論じ 末 を 論ずる こと をせ ず、 專ら心 上に 就いて 說く。 

陳建曰 はく、 象 山 一 生の 論擧總 腦此に 在り。 愚^^ふるに、 孔門 學を 論ずる や 罕に心 

を 言 ふ も， 專ら實 事を說 くこと、 非 禮視聽 言動す る 勿れ、 居 處は恭 に >  事 を 執る は 

敬に、 人の 與に 忠と說 くの 類の 如し。 未だ 事 を 論じ 末 を 論ぜず して 專ら心 上に. 就い 

て 說くを 聞かざる なり。 孟子 七篇 心を說 くこと 始めて 詳 なり。 然れ ども 其の 旨を究 

學問ニ  五 四. 九 
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むれば、 皆是れ 良心 を 以て 利欲に 對 して 言 ふ。 象 山の 心 を 言 ふが 若き は、 乃ち 審に 

對 して 言 ふ。 一は 寡 レ欲存 レ心を 主と し， 一は 棄， 事 澄， 心 を 主と す。 二者 は 一一！ n 似て 指 

殊 なり、 正. に 儒 釋毫筵 千里の 判たり。 

1 舉 者に 擧す 詩に 曰 はく、 讀 書切戒 在， I 荒忙； 涵： 冰 工夫 興味 長、 未， > 曉莫, 妨， 1 權放 過； 

切身 須レ要 二 急 恩 量.； 自家 主宰 常 精 健、 逐， 外 精神 徒 損傷、 寄， 語 同 遊 二三 子、 莫- >將 一一 

言語 ー壞 * 天 常よ と。 

^^M^ 或 ひと 問 ふ、 先生 何 ぞ書を 著 はさざる と。 陸 子 曰 はく、 六經は 我れ を 註し- 我れ は 六 

ii  ？ 註す。 

首 を 仰むけ て 南斗 を 攀ぢ、 身 を 翻して 北辰に 倚り、 頭 を 天外に 擧げて 望む も、 我が ぺ5 

般の 人な し。 

陳建曰 はく、 象 山の 精神 心 術氣象 言語、 一 として 禪味 にあらざる はなし。 此の ォ は 

其の 矜悻 自ら 高ぶり 氣象婉 然として 目に 在り。 古より 聖賢お ぞ 嘗て 此の 如くな らん * 

此れ 正に 佛 氏が 天上 天下 唯我獨 尊な り。 近世の 學者 狂. 誕大 言す、 其の 弊 皆 象 山に 始 

まる。 傳燈錄 の 智通禪 師の谒 に 曰 はく、 「手 を 擧げて 南斗 を 攀ぢ， 身 を 廻らして 北 


(二) をし 鳥 辰に 倚り、 頭 を 天外に 出して 見る も、 誰か 是れ 我が 般の 人， 一と。 叉 釋氏請 はく、 「一 

をね ひとる の 

00 大藏經 は 只 だ是れ 一 筒の 註 脚」 と。 鳴 呼、 來歷 明かな り。 

けられき 意 朱 子 曰 はく、 子 靜の說 話 は 嘗に是 れ兩頭 明かに して、 中間 暗し と。 或 ひと 問 ふ、 嗜し 

(三) 王 厚之、  かか  , 

ち" 一 1 進? s、 と は是れ 如何。 曰 はく、 是れ 他れ が 那の說 破せ ざるの 處 なり。 他の 說破 せざる 所以 は、 

ノ〕 東提 g  ェ ンァ ウノ シゥシ 二 ツマ カス ノル 二 レリ  ヌ  スルニ  か 

直 蹇閣に 至 便ち 是れ禪 家の 所謂 鴛鸯 繡出 從 二君 看； 莫下把 二 金 針 一度 S 與 人 上な り。 他の 禪家 自ら 

る。 復齋と S お を 

t 他サ巧  1 ひ 愛しむ こと 此の 如し。  1 

朱 子 iisn 子の  (さ  さき (Bn 

問 も して 陸 子が iir 順 伯に 與 ふる 書に 曰 はく、 兄 前に 家兄と 大概 儒 釋の同 を 謂 ふ。 某 嘗て 義 利の 

盛名 あり、 陸  わか  こ 

お？^ 二字 を 以て 儒釋 を！； つ。 又 曰 はく、 公私 其の 實は 卽ち義 利な り。 惟れ 義、 惟れ 公、 故 

.£4+1 褰. き 二  (五) 

に に に經 世な り。 惟れ 利、 惟れ 私、 故に 出世な り。 儒者 は聲 臭お 體 なきに 至る と雖 も、 皆 

抄出な り  i ど 

お I 山へ^ 經世を 主と し， 釋氏は 盡未來 際 普く 之れ を 度す と雖 も、 皆 出世 を 主と す。 其の 敎の由 

^；^？？頁ー^ つて 起る 所の 者より 之れ を觀 ると き は、 儒 釋の辨 判然たり。 

陸 九 齢 (字 は (さ さき 

ま r 復齋先 朱 子 曰 はく、 向に 子 靜が王 順 伯と 佛を 論ずる を るに、 云へ らく、 釋 氏と 吾が 儒と は 

生と 稱す) の 

！！；^^ち何 見る 所 亦 同じ、 只 だ 是れ義 利 公私の 間 同じから ざるの みと。 此の 說然ら ず。 若し 是れ 

(五) 方角 形 

體、 易の 髮辭 上傳の 語に 本づく  (六) 朱 孑 語類 卷百 二十 四に 出づ。 但し 文に 折 略 あり 


の は 異 に 政 つ 生 c^ 
み斯 端"^； iS^ こに 全 C 
レれを 子 第 出^ 
i 害攻曰 十^ づ卷象 
出 あむ は 六 語 三 山 
づ るるく 章爲 十 先 
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同じき 時 は、 何に 綵 つて 義 利の 不同 ある を 得ん。 只 だ 彼の 源 頭 便ち 同じから ず。 吾が 

. 儒 は 萬 理皆實 なり、 釋氏は 萬理皆 空な り。 

陳建曰 はく、 近世 儒佛を 論ずる に 多く 謂 はく * 本 同じう して 末 異なりと。 象 山卽ち 

へ 一に？！！ ^  是れ 此の 意な り。 朱 子 文集に 稱 する 所に (よれば) 李 伯 諫亦云 はく、 儒佛 の：： 15- る處旣 

ttr ゃタ 么タ集  (V**-) 

l-iMi 一一 にニ理 なし， 其の 敎を設 くる 何ぞ 異ならん。 蓋し 儒教 は 人事 を 本と し、 佛敎は 死生 

を 本と すと。 此の 言 卽ち象 山と 合 轍す。 人事 を 本と する は 卽ち是 れ經世 を 主と する 

こと、 死生 を 本と する は卽 ち是れ 出世 を 主と するな り。 

陸 子 曰 はく、 今 世の 儒者の 類 佛老を 指して 異端と 爲す。 孔子 曰 はく， 異端 を攻 むと。 

あら 

孔子の 時佛敎 未だ 中國に 入らず、 老子 ありと 雖も 其の 說 未だ 著 はれず、 却って 那筒を 

指して 異端と 爲す。 蓋し 異の字 は 同の 字と 對を爲 す。 同じく 堯 舜を師 とすと 雖も、 而 

も舉 ぶ所異 緒に して 堯舜と 同じから ざる、 此れ 異端と 爲す 所以な り。 因って^ 者 異端 

を攻 むる を儆 めて 曰 はく、 天下の 理、 將に 其の 簡 且つ 易なる 者に 從 つて 之れ を ST はん 

とする か、 將に 其の 繁 且つ 難なる 者に 從 つて 之れ を擧 ばんと する か。 學者 何ぞ繁 難の 

說に 苦しんで、 而 して 簡易に 從 ふを爲 さざる かと。 


十四に 出づ 

(五) 殺 は 獲 

の 意， もさに 

據 べき 他の 手 

段な しの 意の 

俗語 

(六) 傳 i、 

字 は 子 淵、 若 

水と す。 宋 


人、 象 山に 從 

つて 入 德の法 

を 悟る。 寧 都 

にきたり、 俗 

大 い に變 す。 

周 平 園 嘆 じて 


ありと 云 ふ。 

淸江 判に 遷り 

官に 卒す。 石 


と-嘴す" 彼. は 

ま  <ん 張 南 軒， 

朱 子に も 逢 ひ 


S  "下 朱 因に 坐 中に， 江 西の 土人 ありて 畢を爲 す こと を 問 ふ。 朱 子 曰 はく， 公が 門 都て 陸 子靜に 

誤られて 書 を 讀むを 要する 莫 しと 敎 へられ、 公の 一 生 を 誤 まり、 公 をして 今に 到って 

つぎ あた 

已に 老いて 此の 心 恨々 然として 村 愚拍盲 無知の 人が 墻に揎 り 壁に 撩 つて 知識す る 所な 

きが 如くなら しむ。 這の 心 飛揚 跳擲 する を 得しめば、 渺々 茫々 として 都て 主と する 所 

しばら， . 

なく、 大水 を涉 るに 浩 として 津涯 なきが 若し、 少 間して 便ち 失心し 去るべし。 何が 故 

ひ, * し 一二  (五)  (六 一 

ぞ、 此の 一等に 下れば、 只 だ 失心すべく して、 別に 合 殺な し。 傅 子 淵 便ち 是れ 此の 如 

し。 ぉ乂豈 聖人の 道を學 ぶこと あって、 臨 了 却 反て 心 を 失する 者 あらん や。 是れ. 

甚の 道理 ぞ。 吁人を 誤る、 人 を 誤る。 悲しむべし， 痛むべし e 分明に 是れ 他れ に 其の 

耳目 を 塗られて、 今に 至って 猶ほ覺 悟せ ず-" 

陳建曰 はく、 象 山 語 錄に云 ふ、 先生 門人に 於て 最も 意を屬 する 者 は 惟 だ 傅 子 淵な り = 

先生 臨終 前數 日、 子 淵が 周 益 公に 與 へて 道 を 論ずる の 五書 を 見て、 歎じて 曰 はく、 

子 淵 は 龍を擒 にし 鳳 を 打つ 底の 手段な りと。 叉 或 ひと 問 ふ、 今の 學者 誰と か爲 すと = 

(七) 局 平 E  お (ス)  (ち 

先生 指 を 屈して 之れ を數 へ、 傅 子 淵 を 以て 首に 居き、 教 文範 之れ に 次ぐ。 1 季 魯. 

山 門下、 擧 者直齋 先生と 稱す。 刑 部 侍郎に 至り、 晚年累 にか かって ，. I せらる。 至ろ 1^ 廉を 以て せらる (九) ！ 子 雲、 字 は季魯 *  51  々山と す， - 成 

童に して 象 山門に 入り、 as 文 yi? に 兄事す。 象 山 曰-はく、 子 雲 は 天下の 英才な り 易 傳* 誇 語 集 傳* 中庸 大學解 等の 著 あり 


學問ニ 


五 五三 


(一) 名 は «s 

0. 元 さは 字、 

象 山に 從^ す 

る I 淑もス し。 

象 山が 荆門軍 

に 知 4i る や、 

これに 從ひ、 

raK;: すると こ 

ろ を 記す、 荆 

州 日錄 これな 

り。 傅 子淵以 

下 H 人の こと， 

宋元 卷七 

十七、 s*f 站 

辠衆 に出づ 

(二)  良、 

字 は 君舉、 止 

齋と t: す。 宋 

の 端 安の 人。 

少 にして 文お 

のづ から 1 家 

をな し、 後に 

宜に從 ^して 

永 の 港を傳 


し； J;: されて 中 

書舍 人となり 

待 請 を 兼ぬ。 

泉 州に. g たり、 

閣 制に 

通んで 残す。 

文 と諡 す" 
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黄 元吉叉 之れ に 次ぐ。 又 象 山が 陳君擧 に 答 ふる 書に 曰 はく、 子 淵が 人品 だ」 ：1 し， 

餘 子の 比に 非ざる なりと。 愚案ず るに、 子 淵 は 高弟の 首稱 たり、 ..m も 乃ち 心 を 失す 

るに 至る。 陸舉 知る ベ し。 

文公說 く， 、江 西の 舉者 自ら 以て 陸 刪定の 舉を 得たり と爲し * 高談 大論略 ぼ 悼な し、 

忽ち 一 日 自ら 以て 道 を 悟る と爲す も、 明日 は 人と 酒を飮 み、 • 法の 如く 人 を 『£| る。 某 謂 

•  (sn 

へらく、 賈 誼が 云 ふ、 秦 二世 は 今日 卽 位し、 明日 人 を 射る と。 今の 江 西 の^者 は 乃ち 

今日 道 を 悟って 明日 人 を 篤る。 知らず 悟る 所の 者 は 果して 何の 道ぞ や。 

S)  もと 

許 行 父が 謂 はく、 陸 子 靜は只 だ 頓悟を 要め、 更に 工夫な しと。 朱 子 曰 はく- 此の 如く 

說 くこと を 得ず。 曾て 彼の 病處を 見て 說 かざれば、 他れ 倒れず。 大抵 今の 人 は 多く 是 

れ風を 望んで 便ち 篤り 將て 去り、 都て f て 到底 を根究 せず C 他の 不是 (處) を兒 なば、 

いかん  たづ 

須 らく子 細に 怎 生して 不是 なる か を 推し 原ぬべし、 始めて 得ん。 此れ 便ち 是れ 窮理な 

) 0 

陳建曰 はく、 近世の 舉者， 陸 を辨じ 最も 難ず。 其の 象 山 を 以て 孔孟の 學と爲 す 者 は 

固より 是れ 疎略に して 輕.' しく 信じて 他れ に f! し 倒さる るな り。 其の 以てず 一 德性ー 


に 偏す と爲す もの も 亦 他れ に遮掩 せらる るな り。 箇の好 題目 を 送って 他れ に與へ て. 

以て 禪 流に 似たり と爲す も、 禪に 於ても 亦 只 だ是れ 其の 皮膚 を 知る のみ。 此に 至つ 

て 風 を 望んで 罵り 去る は、 則ち 亦 未だ 陸を辨 ずる 所以の 要 を 知らざる なり。 何 を か 

睦を辨 ずるの 要と 謂 ふ、 養 神の 一路， 是れ已 に 首 終 載す る 所、 皆 陸を辨 ずるの 要な ■ 

た  あら は 

り。 或 ひと 曰 ふ、 朱 子の 陸 擧を辨 ずる、 止 だ 儒 を 陽に し佛を 陰に して 改換 遮掩 する 

の 處に說 き 到り、 未だ 嘗て 養 神の 一路に 說き 及ばず。 子 究めて 之れ を 言 ふ は 何ぞゃ 

と。 曰 はく、 養 神の 一路 は 卽ち象 山が 遮掩 する 所に して 佛を 陰に する の實 なり。 Ik 

かみ  あら は 

時 象 山 止 だ 門人と 私 授ロ傳 し、 未だ 嘗て 書疏 文字に 形さず。 是を 以て 朱子從 つて 之 

れを 知り 之れ を辨 ずる ことたき なり。 今 語 錄に據 つて 推究 して、 而 して 後に 其の 禪 

あきらか 

なる こと 實に 始めて 白な り。 

楊 慈 湖 靟 I 弟 15 慈 根 狀に云 ふ、 慈 湖 初め 太 學の循 理齋に 在り、 嘗て 夜に 入って 

先 訓を憶 ひ、 默 して 自ら 反觀 て、 已に 天地 萬 物 通じて 一 體 たり、 吾が 心外の 事に 非 ざ 

るを覺 る。 陸 先生の 新 第に 至り 富 陽に 歸來 する や、 之れ を留 む。 夜 雙明閣 上に 集まり、 

しば， 、 

(象 山) 數. > 本心の 二字 を提 す。 因って (慈 湖) 從容 として 問うて 曰 はく， 何 を か 本 

學問ニ  五 五 五 
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m へけ 巧、 心と 謂 ふと。 適. '平 旦嘗に 扇 訟を聽 く。 陸 先生 卽ち聲 を 揚げて 答へ て 曰 はく- 適. •，：，" 

キ： JrJS にあ 訟を斷 ず >  孰れ か是、 孰れ か 非なる を M 一得る 者卽ち 本心な りと。 慈 湖 之れ を^き， 々リ し 

h- たれば、 ！ K  すケゃ 

の 判 定せ しな ち 此の 心の 澄然淸 明なる を覺 る。 亟 かに 問うて 曰 はく、 止 だ斯の 如き かと。 陸 E はく. 

更に 何 か 有る やと。 慈 湖卽ち 北面 納拜 し、 終身 師事す。 ； 母に 謂へ らく， 某し 陸 先生に 

感ずる は、 尤も 是れ再 答の 一 語な り、 更に 云々 すれば 便ち 支 離し 去る。 已 にして 极に 

沿って 山間に 宿し 故 書 を 觀て猶 ほ 疑 ふ、 終夜 坐して 寐 ぬる 能 はず、 大隨々 として 曉な 

らんと 欲し、 忽ち 漉 然として 物の 脫去 する 如し • (此の 心」 乃ち 益. - 明かな り、 後に 

妣の 喪に 居り て 更に H 用の 應酬 未だ 無礙 なる 能 はざる を覺 え， 沈思す る こと！ l^H なり、 

偶. - 1 事相 提觸 し， 亟 かに 起って 草^の 中に 旋り、 始めて 大いに 變 化云爲 の： ila 縱^」 父 

錯萬變 する も、 虛明 にして 動かざる こと 鑑 中の 象の 如くなる を 悟れり。 

陳建曰 はく、 鑑中影 象の ：15- は 慈 湖 一 生 之れ を 言 ふ。 華 嚴經に 言 ふ、 第一 眞{ や； 絶 相觀、 

第二 事理 無 礙觀， 第三 事事 無 礙觀， 譬 へば 鏡燈の 類の 如き 萬 象 を 包含し 窮盡 あるな 

しと。 傳燈錄に盡十方世界は是れ^：！己の光明、 盡十方 世界 は 自己 光明の 內に 在りと 

謂 ひ、 心 は 明鏡の 臺の 如しと 謂 ひ、 心 月孤圓 にして 光 は 萬 象を吞 むと 謂 ふ。 此れ を 


llli 公 M ま』、 観れば 則ち 慈 湖が 鏡 象の 說の 來歷を 知る。 陳白沙 が、 一片の 虛靈 萬象存 すと 謂 ひ、 

Pf5^, の 油 王 陽 明が 良知の 體皦 なること 明鏡の 如しと 謂 ふ も、 亦 此の 意な り。 

の 理ー肇 はこの  ハク -ーチ ヲ-ー スモ キリ 

人 一 i^lb 一」 始 楊 慈 湖の 訓 語に 曰 はく、 子 曰、 朝 聞, 道 夕 死 可 矣。 心の 精神、 是れを 聖と謂 ふ。 精 

^-S^M^ 神は虛 明に して 體 なく、 未だ 嘗て 生きず、 未だ 嘗て 死せ ず。 人自覺 せざる を 患 ふるの 

し， 陽 明 擧 に 

影馨を あたへ み。 一 曰洞覺 すれば、 生死の 二に 非ざる を 知る、 則ち 虚 生なら ずと 爲す。 

安治 十 

H^.^^^^ 陳建曰 はく * 慈 湖の 此の 語 は 卽ち怫 氏の 形に 死生 ある も 眞性は 常に 在りと する も 0、 

二-二  i 卽ち 神識を 以て 不生 不滅と 爲す ものな り。 象 山が 人と 宇宙と は 皆無 究の 中に 在りと 

卷 0 中、？ 一 陸  きしへ 

第一 i 謂 ひ、 陳白沙 が 神理は 天地 萬 物の 主たり、 本 長に 在りて 滅せ ずと 謂 ふ も、 卽ち 此れ 

(ED 陸原靜  C 

が六齟 S 經に 

出. つ る 「善 を 

S. はす、 惡を 

思. はす、 正に 

.* くの ごとき  ：, I. 

め時- いづれ  王 學 

か是れ ro^ 上座  §  § 

ぽ」 本 *tH 王 陽 明が 人に 答 ふる 書に 曰 はく、 善 を 思 はず * を 思 はざる の 時， 本来の 面目 を認む 

m-^M^ と は、 赴れ 佛 氏の 未だ 本来の 面目 を識ら ざる 者の 爲に、 此の方 便 を 設けし なり。 本來 

.f  5f  、 の 面目 は 卽ち 吾が聖 門の 所謂 良知な り。 桥に隨 つて 格す と は、 是れ致 知の 功に して、 


面 utrr 吾が 

，の^に a つ 

て 格す の 功に 

同じから す」 

i ある 語より 

t つて 敎 へし 

な h- 

(1) 本心の 

g. おなる こと、 

傳は に、 瑞 

戒めて、 「主人 

公、 慢々 な h- 

や 否や」 と 出 

づ 

(二) 出典 同 

前 

(三) 金别經 

に出づ 


(E) 一 股の 

人 問の 意 
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卽ち佛 氏の 常 一 惺々、 亦是れ 常に 他れ の 本來の 面目 を存 する のみ。 體投 工夫 は 大略 相似 

たり。 但だ佛 氏 は 箇の自 私 自利の 心 あり、 始めより 同じから ざる もの ある 所以の み。 

又 曰 はく、 聖人 致 知の 功 は、 至誠に して 息む ことなし。 其の 良知の 體は嫩 なること 明 

鏡の 如くに して、 妍媸 の來る や、 物に 隨 つて 形 を 見し， 而も 明鏡 は 曾て 留染 するな し A 

所謂 情 は 萬 事に 順って 情なし とい ふ ものな り。 住する 所な くして 以て 其の 心 を 生ずと „ 

佛氏 曾て 是の言 あり、 未だ 非と 爲 さざる なり。 明鏡の 物に 應 ずる や、 妍 なる 者は妍 に- 

媸 なる 者は媸 に、 一照して 皆眞， 卽 ち是れ 其の 心 を 生ずる 處 なり。 妍 なる 者は妍 に、 

媸 なる 者は媸 に、 一過して 留まらず、 卽 ち是れ 住する 所な き處 なり。 

王 陽 明 人の 道 を 問へ るに 答 ふる 詩に 云 はく、 饑來 樊 レ 販倦來 眠、 只此 修行 玄更 玄、 說 

與 世人 渾不， 信、 却從， 一身 1, 1^3-, 一 神仙？ 

陳建曰 はく、 傳燈錄 に、 或 ひと 惠海禪 師に問 ふ、 修道 如何ん か 功 を 用 ふと。 曰 はく- 

飢ゑ 来れば 飯 を 樊し， 困し 来れば 卽ち 眠る。 一 切入 樊 釵の 時に 肯 へて 樊 せず して 百 

種 思量し、 陲 る時肯 へて 陲ら ずして 千般 計較 すと。 陽 明の 講舉 を考 ふるに、 一 切傳 

燈を 宗祖と す。 


王 陽 明の 雜 詩に 曰 はく、 至 道 不二：^ 得 一 一 悟 失， 一群 闇 1 と。 叉 云 ふ、 悟 後六經 無二 一  字.： 

靜餘 孤月 堪ニ虚 明 一と、 叉 云 ふ、 護 道 六 經皆註 脚、 憑 二 誰 一語 一悟 ニ眞機 一と。 又 云 ふ、 

悟 到 蔦 魚 飛躍 處， 工夫 原 不：， 在 ニ陳編 一と。 

陳建曰 はく、 朱 子 嘗て 謂 ふ、 悟 を 以て 則と 爲す とき は 乃ち 釋 氏の 法に して 吾が 儒の 

ゎづか  ふ ぜ 

有るな き 所な り。 叉 謂 ふ、 才に 悟を說 けば 便ち 不是 にして、 擧問窮 詰すべからず 

ひたすら 

研究すべからず、 一味 說虚談 に 入り、 最も 人 を 惑 はすと。 陽 明 奈何 ぞ 以て 道に 至る 

に 先賢の 棄 つる 所 を 拾って 以て 自ら 珍と する を爲 せる や。 嘗て 記す、 昔 人， 過 あり 

し 官吏 を擧 用す るの 判 語 一 聯を 作つ て 云 ふ、 將ニ唾 去 之 果核 一重 上 二 華 筵 一 吹 ニ已棄 

之 儘 灰 一再 張ニ虚 凝， と。 陽 明の 講學 亦當に 此の 語 を 以て 之れ を 判すべし。 

王 陽 明 門人に 示す 詩に 云 はく、 無聲 無臭 獨知 時、 此是 乾坤 萬 有 基、 抛 却 自家 無 盡藏、 

沿 門 持 レ鉢效 二 貧 兒- 

陳建曰 はく、 陽 明の 此の 詩、 禪を說 くこと 甚だ 高 妙な り、 首 句 は 卽ち鑑 象の 悟り を 

說く なり、 第二 句 は 心 法 天地 を起滅 するな り。 後の 二 句 は 皆 傳燈錄 の 語な り。 朱 子 

#n て 謂 ふ、 陸子靜 却って 一部の 禪を 成す と。 愚 謂へ らく、 陽 明 も 亦 一部の 禪を 成す 

學問ニ  五 五 九 


二)  都 

德夫 劣 I 序 

なり。 王^ 明 

全 お 七， 文 

に出づ 


(二) 傅 習：！ S 

卷之 中、 答，. 羅 

-番 


(一 0 論語 里 

仁！ S 第 十 章に、 

「子 曰、 君子 

之 於.，： 犬 下 I 也、 

無レ適 也、 無レ 

i. 義之與 

比」 と sr つ 
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なり。 -.^ 曰 はく、 象 山 • 陽 明 は街禪 なりと 雖も、 然れ ども 象 山は禪 機深密 にして 遮 

掩にェ なり、 故 を 以て 學者 極めて 他れ を識 得し 破り 難し。 陽 明の 若き は^ち 大段； I 

露 分明に 招認 端的、 君の 爲に陳 ぶるな り。 

王 陽 明 門人の 歸るを 送る の 文に、 或 ひと 問 ふ、 儒 と釋と 孰く か異 ると。 陽 明 子 R はく- 

子 其の 異同 を 儒釋に 求む る ことなく、 其の 是 なる 者 を 求めて 焉れを 舉んで 可な りと。 

0?- ひ- 6 ぜ ひ いづ  子) 

曰 はく、 是と 非と 孰く にか 辨 ぜんや。 曰 はく、 子 其の 是非 を 講說に 求む る ことなく、 

諸れ を 心に 求めて 焉れに 安ん ずる 者是 なりと。 

陳建曰 はく、 陽 明が 人に 答 ふる 書に 云 ふ、 「夫れ 舉は 之れ を 心に 得る こと を贵ぶ r 

之れ を 心に 求めて 非 なれば、 其の 一 百の 孔子に 出づる ものと 雖も敢 へ て 以て 是と爲 さ 

ざるな り、 之れ を 心に 求めて 是 なれば、 其の 言の 庸人に 出づる ものと 雖も敢 へて 以 

て 非と 爲 さざる なり」 と。 愚 惟へ らく、 心に 求む の 一言 正に 陽 明 寧 術の 病根な り。 

古より 衆 言 清亂し 諸れ を聖に 折す、 未だ ーーーー门 の 是非 ぎれ を 心に 折す を 聞かず。 孔子の 

言と 雖も敢 へ て以. て 是と爲 さざる や、 其れ 心を師 として 自ら 用 ふること^ 狂に. R ら 

恣 する こと 甚 しきに 陷 らん。 古より 聖賢 智 義理 を 主として 心に 任ぜず、 故に 「義と 


(SI) 孟子 雜 

專下篇 第 十 章 

に、 「孟子 曰、 

大人 者、 言不 

レ必レ 信、 行不 

レ必 レ果、 惟義 

所レ 在」 と出づ 

(五) 孟子 

«i 下篇 第二 十 

八 章に 、「君子 

人 一 者、 以 -1 其 

存 A 心 也、 君子 

以レ 仁存レ 心、 

W レ 禮存レ 心」 

と出づ る を 指 

すか 

(六) 大擧 の 

「欲レ 修，, 其 身 f 

者、 先 正 = 其 

心 こと ある を . 

云 ふべ し 


之れ 與に 比す」、 「惟 だ義の 在る 所の ままな り」 と 曰 はずん ば、 則ち 「禮を 以て 心 を 

制す」、 「其の 心 を 正す に 在り」 と 曰 ふ。 一毫 も 心に 任じ 心を師 とする こと 有る たし、 

惟 だ 釋氏は 乃ち 義理 を說 かずして 只 だ 心を說 く。 惟 だ 釋氏は 乃ち 自ら 謂へ らく、  了 

5 さ 

心 照 心、 應に 住する 所な くして 以て 其の 心 を 生ずべ しと。 而 して 猖狂 自ら 恣 にす。 

嗚呼、 此れ 儒釋の 分る る 所以に して、 陽 明の 陽 明た る 所以 か。 


五六 一 
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近 思  - 

0 軋デ而 1:4 則 F 田 t 而！ IVm ぎ アヤ ％ 朱 ま &) はく、  & れを 心に 求めず、 故き。 

くして 得る ことなし。 其の 事 を 習 はず、 故に 危 くして 安から ず、 程 子 曰 はく、 博學. 

審問. 慎 思 • 明辨. 篤行、 五 者 其の 一 を暖 すれば 學に 非ざる なり。 

朱 子 はく、 學 は是れ 其の 事を學 ぶな り。 書を讀 むが 如き は 是れ學 なる も、 須 らく 

精し く 其の 中の 義理 を 思うて 方に 得つべし。 此の 事 を 做す が 如き は 是れ學 なる も、 須 

らく 此の 事の 道理 如何と 思 ふべ し。 只 だ 恁 く 頭 を 低れ 做して 這の 道理 を 思 はざる と 

き は、 舉ぶ 所の 者粗迹 のみ、 故に 昧 くして 得る ことなし。 若し 只 だ 空しく 思索して、 

事 上に" 傍うて 體 察せざる とき は、 據 るべき の 地な くして、 而 して 終に 安穩 ならず、 須 


五. Ks: 


二) 朱 子 語 

83 は 事の 字に 

作る 

ニー)  語 

«i 卷 二十 ra に 

中マ つ 


不安め 


らく 是の學 と 思と 互に 相發 明すべし。 又闩 はく、  と 率の 字と は 相對 して 說く。 這の 

事を學 ベば 便ち 這の 事 を 思 ふ。 人 這の 事 合に 恁 地に 做すべし と說 くも， .G 家贫て 這の 

道理 は是れ 合に 如何 十べき こと を 思量せ ざれば、 則ち 罔然 たるの み。 罔 は 今の 人 罔： § 

と說 くに 似たり。 旣に 這の 事 を 思 ひ 得る も、 若し 這の 事 を 做し 去らず して 便ち 熟せ ざ 

二-一) 

ると き は、 臬兀 として 安から ず、 人の 射を學 ぶが 如し、 弓箭の 裏の 許 多の 模樣 を^ 得 

すると 雖も、 若し 曾て 這箇 は是れ 合に 如何すべき こと を 思量せ ざれば、 也た 得ず。 旣 

に 許 多の 模様 是れ 合に 如何すべき こと を 思 ひ 得る も、 却って 曾て 射し ら ずん ば、 也 

た 如何して 得ん。 に ふ舉 ぶと は、 聖賢が 言 ふ 所行 ふ 所 を視て 之れ に 效ふを 謂 ふなり。 

思 ふと は、 其の 理の 然る 所以 を 研究す る を 謂 ふなり。 徒に 寧んで 其の 理を 究めざる と 

き は 罔し、 罔し と は、 昏 くして 得る ことなき を 謂 ふ、 則ち 其の 率ぶ 所の 者粗迹 なる の 

み。 徒に 思うて 踐： g の實 なきと きは殆 し。 殆 しと は、 危 にして 安から ざる を 謂 ふ、 則 


ち 其の 思 ふ 所の 者 も 亦虛兑 なる のみ。 ^んで 思 ふとき は、 知 1^^, '精し， うて^ぶ と 

(き 

き は、 守 益. '同し。 舉ぶは 廣大を 致す 所以、 思 ふ は 精 微を盡 す 所以な り やと、、 曰 はく. 

寧ぶ と は 專ら踐 jgi に 於て せず、 學んで 以て 之れ を聚 むる が 如く、 正に 聞の 益の 爲に 


して 言 ふ。 

S)  i0  „^-n. 門人に 答へ て 曰 はく、 孔孟の 門， 豈皆 賢哲な らん や、 固より 衆人 多し、 衆人 を 

致 知 類に 出づ / 

以て 聖賢 を觀れ ば、 識ら ざる 者 多し、 惟 だ 其れ 敢 へて 己れ を 信ぜず して、 其の 師を信 

ず、 是の 故に 求めて 後 得。 今 諸君 頤が 言に 於て 纔に合 は ざれば 置きて 復た思 はず、 終 

に 異なる 所以な り。 便ち 放 下すべからず、 更に 且つ 之れ を 思へ、 致 知の 方な り。 

S)  35 典 同 一 橫渠に 答へ て 曰 はく、 論ずる 所 大概 心 を 苦しめ 力 を 極む るの 象 ありて、 寬裕溫 厚の 

氣 なし、 明睿の 照らす 所に 非ず して、 考 索して 此に 至る。 故に 意厦  >  偏りて 言 多く 窒 

がり- 小し の 出入 は 時に 之れ あらん， 更に 願 はく は 思慮 を完 養し. 義理 を涵： 冰 せよ、 

Jnl,  JT  ,^らnT  二 IfedlsJI  、、ゝ \0 田 S を 苦しめて 强 ひて 索む ると き は、 雪に 至り 易し、 以て 理 

他日 自ら j{a 田に 條？^ へ し に 達?： るに 足らす、 涵泳 深厚なる とき は、 wle^ 自ら 生す- 1 

n ハ) 同前、 (I:) ると 得ざる と を 知らん と 欲せば、 心氣の 上に 於て 之れ を驗 せよ。 思慮 得る こと あり 

て、 中心 悅豫 し、 沛然と して 裕 なること ある 者 は實に 得るな り。 思慮 得る こと あれ ど 

も、 心 氣勞耗 する 者 は、 實に 未だ 得ざる なり。 强 ひて 揣 度す るの み。 田 っ從 1  谷 

S^^^^P^^-.^^^.L 嘗て 人 ありて 言 はく、 比 道 を 寧ぶ に 因りて 思慮して 心虛す 

と。 曰 はく、 人の 血氣 固に 虚實 あり、 疾病の 來るは 聖賢 も 免れざる 所な り。 然れ ども 

學 問 三  五六 五 
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未だ 聞かず 古より 聖賢 寧に 因りて 心疾を 致す 者 を。 

二)  ij  ull.Ht3、l こ^！^づ く0  «^は^.を明にするを以て先と爲す、 善く 

む (ザ； 一； は 田ん に 原つ く 田 H とき は S 生じて、 5.格る べし。 (一-一一 

一一  1， 思に ぎと 曰 ふ。 思慮 久しくして 後 尊 自然に 生ず。 lis ま い ISI は^ い； 

害、 洪 S に 出  しばら 

づ  若し 一 事の 上に 於て、 思うて 未だ 得 ざれば 且く 別に 一 事を換 へ て 之れ を へ 。 _g -ら： ：3 

の 一事に 守 著 十べ からず。 蓋し 人の 知識、 這 裏に 於て 蔽著 すれば、 强 ひて 思 ふと 雖も， 

亦通ぜ ざるな り。 叉 曰 はく、 思に 審と曰 ふ。 赛は聖 を 作す。 思 を 致す は 井 を 掘る が 如 

し。 初 は渾水 あり、 久しくして 後 稍ゃ淸 める 者 を 引 動かし 得 出で 來る。 人の 慮 も：^ 

は 皆溷濁 十、 久しう して 自ら 明快な り。 

お t 近 S  (i ふ、 如何 ぞ是れ 近く 思 ふと。 曰 はく、 類 を 以て 推す と。 ほ s§ ，おが、 し？ 即 ss"? 、せ isi 

知る 所の 者に 卽 きて、 類 を 以て 之れ を 推す とき は、 心路 

通じ 易く して、 思に 條现 あり、 是れを 近く a ふ， 0 謂， r 

朱 子 曰 はく、 若し 是れ眞 筒に 初頭 を 劈きて 一 件 を 理會し 得る こと 分曉 透徹たら ば、 

便ち 逐 件に 此の 如く 理會し 去りて、 相次 づる こと も 亦 難から ずと。 又 S はく、 己が 

理會し 得る 處に從 つて、 推し 將て 去らば、 便ち 隔 越せず。 若し 遠く 去りて 尋 討せば * 

己れ に 切ならず と。 


橫渠曰 はく * 義理 疑 あるとき は 舊見を 濯 ひ 去って 以て 新 意 を 来せ。 心中 開く 所 あれば、 

卽ち 便ち 劄 記せよ。 思 はざる とき は 還って 之れ を 塞ぐ。 |籠は,|讀^^以？£ー^5|"!^4.- 

^B^^s^^  S^B^ 更に 須 らく 朋友の 助 を 得べ し。 一日の 間 意思 

わ  しばらく 

差 や 別な らん。 須 らく 日日 此の 如く 議論すべし。 久しき とき は 自ら 進む こと を覺 えん。 

凡そ 思 を 致して 說き 得ざる 處に 到りて、 始めて 復た審 思明辨 する を、 乃ち 善く 學 ぶと 

爲す。 吿 子の 若き は 則ち 說き 得ざる 處に 到りて、 遂に 已 めて 更に 復た 求めず。 

致 知 

伊川 朱 長文に 答へ て 曰 はく、 心 道に 通じて 然して 後 能く 是非 を辨 ずる は、 權衡を 持し 

て 以て 輕重 を較 ぶる が 如し。 孟子の 所謂 「言 を 知る」 是れ なり。 心 道に 通ぜ ずして、 

古人の 是非 を較 ぶる は、 猶ほ 權衡を 持せ ずして 輕重を 酌る が 如し。 其の 目 カを竭 し、 

ヌ) 

其の 心 智を勞 して、 時に 中ら しむと 雖も、 亦 古人の 所謂 「億れば 則ち 中る」 なり、 

君子 は 貴ばざる なり。 

二 0)  き 

問 ふ， 忠信 德に 進む の 事 は、 固より 勉强 すべ， し， 然して 致 知 は 甚だ 難し。 伊川 曰 はく 
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者 固より 當 に勉强 すべし、 然して 須 らく  mlli れ 知り， J りて 方に 行 ひ 得べ し。 若し 知ら 

ざれば 只 だ是れ 堯を覿 却して 他の 行事 を學 ぶと も， 堯の 許 多 の 聰明^^智 なくん ば、 

のぞく 

怎生 他の 動容 周旋 禮に 中る が 如くなる こと を 得ん。 子の 言 ふ 所の 如き は、 是れ く： ilE 

じて 之れ を SI. するな り、 之れ を 固有す るに 非ず。 ■g^iii に？^ 未だ 知 を 致 

さず して 便ち 意 を 誠に せんと 欲する は、 是れ等 を 媳 ゆるな り。 勉强 して 行 ふ^は、 安 

んぞ 能く 持す る こと 久し からん。 非 を 除き 理を燭 す こと 明か なれば、 自然に 理に^ ふ 

こと を樂 しむ。 性 本と 善な り、 理に循 ひて 行 ふ、 是れ理 に 順へば 事 は 本と 亦 難から ず- 

但し 人知ら ざるが 爲に旋 つて 安排し 著して 便ち 難しと S ふなり。 ば §S 、ち S 

然に ™- に循 ふを樂 しむ。 蓋し 人の 性 は 本と 善に して 理に循 ひて 行 ふ、 立し く 勉^ を^つ にと » かる；^ 丄。 W こ 多 > の ル k 

唯 だ现に 於て 未だ 知らざる こと あり、 未だ 盡 さざる こ i あり、 事に 臨んで 布 la す、 故に 其の 難き を « ふ。 ±^  ^ ^  ^  i 

數 あり、 だ深淺 あり、 舉者須 らく 是れ眞 に 知るべし。 饞に是 なること を 知り 得る と 

uyi.  UV  > つ き 尺 、、」- \c llj-.k きら. 0  !_»に知るは知の至りな.-^、 ほに其の足はることを知ると .11 

き は 便ち泰タ：としてた^^^;:>5^.^^ーまる き は、 順って 之れ を 行 ふ、 能く 之れ を？ S むる ことなし 一  . 

の 時- 經義 を解釋 する こと 今と 異なる ことなし， 然れ ども 今 H 覺り 得る 意味 を 思 ふに 

少時と 自ら 別な り。 

問 ふ、 人 に 志 あり、 然れ ども 知識 蔽固 にして 力量 至らざる とき は、 之れ を 如何。 H 


(二) 同前 


(一一 一) 尾 生と 

いふ 者 あり、 

女子と 梁 下に 

會ふ こと を 約 

す、 女子 來ら 

す、 水 至る も 

去らす、 ft を 

抱きて 遂に 死 

す。 史 記蘇秦 

傳 及び 莊子盜 

is 篇 に出づ 

近思録 

致. 類に 出づ 

(五) ； is 語 公 


(六) 論語 憲 

ratti 第二 十五 

a に 「子 曰， 

古 之學者 爲レ 

已、 今 之學者 

爲レ 人」 i 出づ 


はく、 只 だ 是れ知 を 致せ、 若し 智識 明か なれば、 則ち 力量 自ら 進む.^ 

問 ふ、 知 を 致す こと 先づ 之れ を 四 端に 求めば 如何。 曰 はく、 之れ を 情 性に 求む る は， 

固より 是れ 身に 切なり。 然れ ども 一 草 一 木皆理 あり、 須 らく 是れ 察すべ し。 

君子 は識を 以て 本と 爲す、 行 之れ に 次ぐ。 今人 あり、 力めて 能く 之れ を 行 ふ も， 而も 

識 以て 之れ を 知る に 足らざる とき は、 異端の 者 出づる ありと も、 彼れ 將た 沿って 反す 

(三) 

る を 知らず。 內好惡 を 知らず、 外 是非 を 知ら ざれば、 尾 生の 信、 曾 參の孝 ありと 雖も. 

吾れ 貴ばず。 

i ー渠曰 はく、 子 貢 謂 はく、 「夫子の 性と 天道と を 言 ふ は 得て 聞くべからず」 と。 旣に夫 

子の 言と 言 ふとき は、 則ち 是れ 居常 之れ を 語る。 聖 門の 學者は 仁 を 以て 己が 任と 爲す. 

苟も 知る を 以て 得たり とせず、 必ず 了 悟 を 以て 聞と す、 因りて 是の說 ありし 

朱 子孫 敬 甫に答 ふる 書に 曰 はく、 程 夫子 言 ふ、 涵養 は 必ず 敬 を 以てして 進む， 學は則 

ち キ&. に 在りと。 此の 兩言 は、 車の 兩 輪の 如く、 鳥の 兩 翼の 如し， 未だ 其の 一 を廢 

して 行くべく 飛ぶべき 者 あらざる なり。 其の 間 蓋し 全く 異端に 出で て、 而も 猶ほ 己れ 

が爲 にす る を 失 はざる 者 あり。 其の 他 は 則ち 皆 私 を 飾り 理に 反す、 而も 之れ を 學と謂 
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ふに 足らず。 

趙民 表に 答 ふる 書に 曰 はく、 古人の 舉は、 知 を 致む る を 以て 先と 爲す。 知 を 致む るの 

(1) 程 + 方 は、 物に 格る に 在り。 物に 格る と 云 ふ は、 "河南の 夫子の 所謂、 或は 寄 を諫み 義理 を 

講 明し、 古人 を尙 論し、 其の 是非 を^つ、 或は 事物に 應 接して、 其の 當否 を處 す、 皆 

物に 格る の 事な り。 物に 格り 知 至る とき は、 行 力めず とい ふこと なし、 而 して 事に 遇 

,  ひ 其の 立つな きを 患へ ず。 


(二) 近 as- 


可能の 


究 理 

伊川 曰 はく、 凡そ 一物 上に 一理 あり、 須 らく 是れ 其の 理を究 致すべし。^ 理も亦 多端 

なり。 或は 書 を讀み 義理 を講 明し、 或は 古今の 人物 を 論じ、 其の 是非 を^ち、 或は 事 

物に 應 接して 其の 當に處 す、 皆 理を窮 むるな り。 5^1ぱ|隱§5。 或 ひと 格 物 を 問 ふ、 須ら 

く 物々 之れ に 格るべき か、 還って 只 だ 一物に 格り て、 萬理皆 知る か。 曰 はく、 怎ぞ便 

ニー 一) 

ち 貫通し 會 ふこと を 得ん。 只 だ 一 物に 格り て 便ち 衆理に 通ず るが 若き は、 顔 子と 雖も 

亦敢 へて 此の.^  く 道 はず。 須 らく 是れ 今日 一 件に 格り、 明： U 又 一 件に 格る ベ し。 枝 習. 


承へ 

Is 

の 

篇詩 
經 


旣に 多くして、 然る 後脫 然として、 自ら 貫通す る處 あらん。 

朱 子 曰 はく、 程 子 格 物を說 いて 曰 はく、 格 は 至な り、 格 物して 物に 至る とき は、 物 

の理 I 凰く、 意 句倶に 至りて、 移 易すべからず、 天生 二 蒸民； IfA 物有レ 則。 物 は 形な 

り、 則は理 なり、 人 是の物 を 具へ て、 其の物の 理を 明かに する 能 はずん ば、 以て 性 

命の 正に 順って、 事物の 當に處 する ことなし。 故に 必ず 是の 物に 卽 して 以て 之れ を 

求め、 其の 理を 知り 求む。 而 して 物の 極に 至らざる とき は， 事の 理 未だ 窮めざる あ 

り、 而 して 吾れ の 知 も 亦 未だ 盡 さず、 故に 必ず 其の 極に 至りて 後已 む。 

叉 曰 はく、 ，セ (蕩 を務 むる 所の 者 は、 天下 萬 物の 理を盡 く 窮め 了る を is! ふに 非ず。 又 

是れ 一 墜を 窮め 得て 便ち 到る を 道 ふに あらず。 只 だ積累 多くして 後 自然に 見え 去かん 

とと を 要す。 

朱 子 曰 はく、 今の 人 博き を務 むる 者 は、 却って 天下の 理を 盡く究 むる こと を 要め、 

約を務 むる 者 は 叉 身に 反み て 誠 あるとき は、 天下の 物 我れ に 在らず とい ふこと なし 

と 謂 ふ、 &れ 皆不是 なり。 唯 だ 程 子の 積累貰 通の 說を 妙と す。 

一!. 一日 鬼 怪異 說を雜 信す る 者 は、 只 だ是れ 先づ理 を燭さ ざれば なり。 若し 事の 上に 於て 
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同 
前 
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一 々理會 するとき は. ^の盡 くる 期 あらん。 須 らく H だ ゆの 上に 於て 理會寸 べし。 

所謂 ZD 月に 至る と， 久しう して 息まざる 者と は、 33- る 所の 規模 略 ぼ 相似たり と雖も > 

其の 意味 氣象 は迴に 別な り。 須 らく 心 潜默識 すべし， 玩索 久しう して に 庶幾から 

ん" 擧者 聖人 を舉ば ざれば 則ち 已 みなん、 之れ を^ばん と 欲すれば 1^ らく 熟ら 聖人の 

氣象を 玩味すべし、 只 だ 名の 上に 於て 理會 すべから ず。 此の 如き は 只 だ是れ 文字 を講 

論す るな り。 

問 ふ、 物 を觀て 己れ を 察する は、 還って 物 を るに 因りて、 諸れ を 身に 反 求す る や 否 

や。 曰 はく > 必ずしも 此の 如く 說 かず、 物 我 一 理 なり、 纔に 彼れ に 明 なれば 卽ち 此れ 

を曉 る、 此れ 內外を 合する の 道な り。 

又 曰 はく、 一身の 中より、 以て 萬 物の 理に 至る まで、 但だ 理會し 得る こと 多くして 川 

次げば、 自然に 豁然と して 覺る處 あらん。 

凡そ 物の 名字、 自ら 音 義氣理 と 相 通ず。 除 だ 其れ 他の 體 質あって、 以て 指 論して 名 を 

得べき 者の 外 は、 天の 犬と 爲す 所以の 如し。 犬の 未だ 名 あらざる 時、 本より 亦 名な し. 

只 だ是れ 蒼々 然 たるな り。 何 を 以て 便ち 此の 名 あらん や。 蓋し n 然の理 に 出で、 昔聲 


其の 氣に發 し、 遂に 此の 名 此の 字 あり。 今の 聲を聽 くの 精なる 者 は 便ち 人の 性 を 知り、 

- 善 小者 は 人の 姓名 を 知る が 如し。 理 此れに 由るな り。 I き な i。 

天下の 理、 終りて 復た 始まる。 所以に 常にして 窮まらず。 常と は 一 定の 謂に 非ず、 一 

定 なるとき は 常なる 能 はず、 惟 だ 時に 隨 つて 變 易す る は、 乃ち 常の 道な り。 天地 常久 

の 道， 天下 常久 の理、 理を 知る 者に 非 ずん ば、 孰れ か 能く 之れ を識 らん。 

お！ 讀 橫渠曰 はく、 義理の 學、 亦須 らく 深， にして 方に き| る こと あるべし。 淺易輕 浮の 

得べき に 非ず。 

朱 子 曰 はく、 聖人の 言語 は、 一重 又 一重、 須 らく 深き に 入り 去って 看れば、 方に 得る 

3  こと あるべし。 若し 只 だ 皮膚 を 見れば、 便ち 差錯 あらん C 

(五) 近 田 ^  (五) 

致 知 類  擧 事理 を推究 する 能 はざる は、 只だ是 れ心蠤 なれば なり。 顏 子の 如きに 至りても. 未 

は J わ だ 聖人に 至らざる 處は、 猶ほ是 れ心蠤 なれば なり。 

讀 方に 從 へる (六)  も 

も、 和 刻 木版 朱 子 曰 はく、 痛く 理會 する こと 一 番血戰 する が 如く 相似たり。 然して 後 涵養し 將ち去 

本 語類に は 

「若 未の レ 得 れ。 因って 自ら 云 はく、 某 如 今 便ち 靜坐 すと 雖も、 道理 自ら 見 (得) たり。 $1  一し 未だ 

S1I 養 阔甚 一と  こ  なに 

返 附 せり 識 得する 能 は ざれば、 箇の甚 を か 涵養 せん。 
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s 集 門 はつ' 卷' fe:? つ 

b な 人 朱 °n 朱 C  C 
り と 子 但十文 

同 ののし 一公 同 
前 霄^ 本に 文莱 前 
卷 知卷出 かこ 先 


< 一) 朱 子 語 

l^swl 九に 出づ 


五十 三に 出づ、 

同じく 門 

人な り 

(五) 果、 


ろと い .1^ ほの 

俗語 

(六) 收 接の 

怠 

(七) 朱 子 

!K 卷百 十四に 

出づ 

(八) 類に 

はこの 次に 

「大^の 中に 

も 亦. R ら 説け 

るが 如し」 の 

一 句 あり 


修敎要 錄卷之 五  五 七 四 

又 曰 はく， 萬 事理 を究 むる (の 後) に 在り、 經 正しから ず理 明かなら ざれば、 ^よ 如 

何の 地に か 持 守 せん、 也た 只 だ是れ 空な り。 

又 曰 はく， 舉 者の 工夫 は、 唯 だ居レ 敬究, 理のニ 事に 在り。 此の 二 事 互に 相發 十。 能く 

理を究 むる とき は 敬に 居る の 工夫 日に 益-' 進む、 能く 敬に 居る とき は 理を究 むる のェ 

夫 日に 益. -密 なり。 又 瑪作肅 に 答 ふる 書に 曰 はく， 居， 敬窮, 理の 二者 偏錢 すべから ず. 

偏廢 すれば 德孤 にして 利し き 所な し。 

劉 公 度に 答 ふる 書に 曰 はく、 天下の 事物の 理、 方 冊 聖賢の 言 は、 皆須 らく子 細に 反復 

究竟すべし。 持 守に 至りて は、 却って 許 多の 事な し。 若し 覺り 得て 未だ 穩 なら ざれば、 

只 だ默々 として 功 を 加へ 力 を 著け 前に 向 ふ あるの み。 今 聞く 書を錢 して 講ぜず して、 

反って 持 守の 事 を 以て 講說の 資と爲 す、 是れ 乃ち 兩 ながら 其の 宜しき を 失 ふ。 下^ 弄 

し 得る も收 殺な し、 只 だ 杜撰 捏合を 成し 5：： るの み。 

葉 賀孫問 ふ、 往前敎 を 承け しに、 只 だ 窮理に 就いて 說 ける こと 較ゃ 多し、 此に來 りて 

より は 尊 M 德性 1 . 致 ニ廣大 1 • 極， 一高 明 一の 如き 上に 一 截數- '提警 を 蒙る。 此の 意 是れ如 

佝と。 曰 はく、 已前も 也た 說き 了れ り、 只だ是 れ^ 雜 して 說 けり。 但だ 近日 諸 公 去い 


て窮理 を理會 する の 工夫 多く、 叉 自ら 渐々 に 身 己 を 翁ざる を覺 得すれば なり。. 叉 曰 は 

く、 今學者 某の 門に 在る 者、 其の 理を考 ふるに 於て 精當 ならざる に 非ず、 說 得し 來っ 

て 水 を 置いても 漏らさず、 然も 爲す所 却って 顚 倒錯 緩して 全然と して 知る 所の 者と 相 

二 0) 

ひたすら  それがし ミ さ か  、. まに  わ-つら 

反する あり。 人 只管に 道 ふ、 某 合に 他れ を 引くべからず、 如 今 他れ に累 はさる と。 

却って 知らず、 渠れ實 に是れ 理會し 得る こと を。 某如何して他れの與に說かざら.<^ 

然も 爲す所 背馳す る 者 は、 只 だ是れ 曾て 源 頭上に 在って 力 を 用 ひざれば、 只 だ 是れ徒 

然 のみ。 

會疑 

伊川 曰 はく、 學 者先づ 疑を會 せんこと を 要す。 

朱 子 曰 はく、 書 始めて 讀む とき は 未だ 疑 ある を 知らず、 其の 次 漸く 疑 あり、 叉 其の 

次に は 節々 疑 あり。 此の 一 番を過 了して 後、 渐々 に釋 いて 以て 融會莨 通し、 都て 疑 

ふべき なきに 至って、 方に 始めて 是れ學 なり。 

凡そ 文字 を 看る、 先づ須 らく 其の 文 義を曉 るべ し。 然して 後 其の 意 を 求むべし。 未だ 

學 問 三  五 七 五 


二) 近 錄 

致 知 IS 

(二) 前文 «; 


り。 饥 し 原典 

に は 前文との 

問に 次の 句 あ 

り T 心中 開く 

あれば 卽ち 

便ち：？：， 叩" せよ。 

思 はざる と き 

は つて 之れ 

を 塞ぐ」 と。 

前 5,: 五六 七 H 

(一二) 近 S 錄 

致 知： 程 子 

外 *1 に 出づ。 

0, 姓 は 尹、 

{, ^は 0 明。 程 

顷 川 先生に 

ゆか- S! へるな，， 


修敎耍 錄卷之 五  五 七 六  . 

文義 を曉ら ずして 意を昆 る 者 あらざる なり。 

書 を觀る 所以の 者 は、 己れ の 疑を釋 き、 己れ が 未だ 達せざる を 明かに 十るな り。 毎に 

見て 毎に 新 益 を 知る とき は、 擧 進む。 疑 は ざり し 慮に 於て 疑あって、 方に 是れ 進む。 

毎に ！：_ さ *|« を 見て； 母に 新盆 を 知れば、 則ち^ 進む。 然れ ば^は H に 以て 疑ち 驟 くに 足. >、 而 して 承は+ ^疑 ある こと 

も贵 ぶ。 #1 し 疑 ふとき は 能く 思 ふ C  S ふとき は 能く 得。 疑な か り しに 於て 疑 あるとき は、 if ちお する こ i& なり。 

橫渠曰 はく、 義理 疑 あるとき は、 舊見を 濯 ひ 去って 以て 新 意 を 来せ。 

更に 須 らく 朋友の 助 を 得べ し、 一 日の 間 意思 差 や^ならん。 須 らく 闩々 此の 如く 講論 

すべし C 久しき とき は. {Z: ら進 むこと を覺 えん。 

讀 書 

5 一) 

惇 初めて 到り、 學を爲 すの 方 を 問 ふ。 伊川 曰 はく、 公 舉を爲 十 を 知らん と 要せば、 

須 らく 是れ書 を讀 むべ し。 書 は 必ず， しも 多く^ず、 其の 約 を 知らん こと を 要す。 多く 

看て 其の 約 を 知ら ざれば、 書肆の み。 頓ダ かりし 時 書 を讀み 多き を < ^るに 緣 つて、 如 

今 多く 忘れ 了る。 須 らく 是れ 聖人の 言語 を將 つて 玩味して 心に 入れて 記 著すべし。 然 

して 後 力めて 去いて 之れ を 行 はば、 C ら 得る 所 あらん。 又 貢 はく， 徒らに 多き をへ rit つ 


(ra) 近思錄 

致 知 類。 本文 

はもと 程 子 遣 

書の 語な り 

(五) 德の充 

實 なり 

(六) 容貌 威 

儀の 美なる こ 

と 

(七) 出典 前 

に 同じ 

(八) 論語 子 

路篇 第五 章に 

出づ 


(九) 誇 語 集 

註の 語な り 

二 〇) 詩經 

卷 頭の 國 風の 

うちの 二つ。 


の 二つ を 正風 

とし、 他の 十 

三國の 詩 を 

變 風と いふ 


て玩 習の 功な きとき は、 學ぶ 所の 者 我が 有に 非ず。 玩味して 忘れず、 而 して 又 力めて 

其の 知る 所 を 行 ふとき は、 得る 所實 得と 爲る。 

(Bn  し. A  あ ひ * さ 

凡そ 書 を觀る こと、 相 類す る を 以て 其の 義に 泥むべからず。 雨ら ざれば 則ち 字々 相梗 

がる。 當に 其の 文勢 上下の 意を觀 るべ し。 充實を 美と 謂 ふが 如き、 詩の 美と 同じから 

f  0 充實の 美 は 已れに 在り、 詩の 美と 種す る は 人に 在 

_  , り。 此の 如きの 類、 豈 泥んで 一義と 爲 すべ けんや。 

今人 書を讀 むこと を會 せず。 「il) 三百 を 誦して 之れ に授 くるに 政 を 以てして 達せず、 

四方に 使して 專り對 ふること 能 はずん ば、 多し と雖も 亦奚ぞ 以て 爲ん」 とい ふが 如き. 

須 らく 是れ 未だ 詩を讀 まざる 時 政に 達せず、 專り對 ふること 能 はず、 旣に 詩を讀 みて 

後便ち 政に 達し、 能く 專り 四方に 對ふ べし。 始めて 是れ 詩を讀 むな り。 

朱 子 曰 はく、 專は獨 なり。 詩 は 人情に 本 づき 物理 を該 ぬ， 以て 風俗の 盛衰 を 驗し政 

治の 得失 を 見るべし。 其の 言溫 厚和 平にして、 風諭に 長ず。 故に 之れ を 誦する 者 は 

必ず 政に 達して、 能く 專り對 ふるな り。 

二 0)  まな  かき 

人に して 周 南. 召 南 を爲ば ざれば、 其れ 猶ほ 正に 墻に 面する がごと し。 須 らく 是れ未 

だ 詩を讀 まざる 時墻に 面する が 如く， 讀み 了る 後に 到って 便ち 墻に 面せず、 方に 是れ 

學 問 三  五 七 七 


あ 列 但の類 g り 

す り m し 最卷ご 
'序 さ 初 百 
且 にく 0 に 二 朱 
っ^の 出 十 子 
折 同 配づ一 語 


(一) 程子 の 一 

0, 近 致； 


(二) 出典 前 

に 同じ。 誦は： 

S. 記す と 一 

は 記憶す るな 一 


(E)  i0 

致 知 及び 程 

子浪 書に 出づ ，. 


五 七べ 

驗 あり" 大抵 書を讀 むは 只 だ是れ 便ち 是の 法な り。 論語 を諌 むが 如き、 舊時 未だ 譲 ま 

ざると き は是れ 這箇の 人な り、 讀み 了る に 及んで 後 來叉只 だ是れ 這箇の 人なる は、 便 

ち是れ 曾て 讀ま ざるな り。 

書を讀 むこと 少 きとき は、 考 校して 義の精 を 得る に 由な し。 蓋し 書 は 以て 此の 心 を 維 

持す。 一時 放 下 するとき は、 一時 德性懈 る こと あり。 書を讀 むと き は 此の 心 常に 在り" 

書を讀 まざ ると き は 終に 義理 を 看る とも 兑 えず。 

書は須 らく 誦を 成すべし。 思 を 精し くす る は 多く 夜中に 在り、 或は 靜 坐しても 之れ を 

得ん。 記せざる とき は 思 起らず。 但だ大 原に 通 貫し 得て 後、 書 も 亦 記し 易し。 

ニー 一)  しばらく 

朱 子 曰 はく、 書は須 らく 誦を 成すべし。 少 間にして 知らず 覺 えず、 自然に 觸發 して 

曉り 得ん。 蓋し 一 段の 文義、 心 下に 橫 在して 自ら 是れ 放ち 得ず、 必ず 曉り 得て 而し 

て後已 む。 今の 人 記し 得ず 思 ひ 去らず、 心 下に 存す るが 若く 亡す るが 若き 所以 は、 

皆 不精 不 熟の 故な り。 又 曰 はく、 横 渠正蒙 を 作る 時， 或は 夜裏嘿 坐して 曉に 徹す。 

他れ 直に 是れ恁 地の 勇、 方に 做し 得たり。 

書) を讀む 者 は、 當に 聖人 經を 作る 所以の 意と 聖人 心 を 用 ふる 所以と、 聖人の 聖人に 至 


りし 所以と、 而 して 吾れ の 未だ 至らざる 所以の 者と 未だ 得ざる 所以の 者と を觀 るべ し。 

禁 、はおね 請 §1K 。ふ。 句々 にして 之れ を 求め、 晝 誦して 之れ を 味 ひ、 中 夜に して 之 

れを思 ひ、 其の 心 を 平 かにし、 其の 氣を 易く し、 其の 疑を闕 かば、 則ち 聖人の 意見え 

なん。 

S)  シ  (六 一 

LSJtlJf 朱 子 一 曰 諸 生に 謂って 曰 はく、 某 學者空 を 談じ妙 を 說くを 患 ふ。 姑ら く 先 づ文義 に 通 

1!^ 卷 百 ニ寸 】  (七) 

?^ハ1っ語類は 曉し 書に 就いて 意 を 求め し めんと 欲す。 下 梢 頭往々 叉 只 だ 冊子 上の 言語 を守定 して 

故の 字に 作る 

C 七) つ； つま 却って 看 得 己れ に 切ならず。 須 らく 是れ將 に 己れ に 切に して 看、 玩味して 心に 入れ 力 

ると ころ と 

いふ 意の 俗語 め 去って 之れ を 行ぶべし。 方に 益す る 所 あらん。 問.. - 平曰讀 書の 時 亦 見る 所 あるに 似 

たり、 旣に 書を釋 するとき は 則ち 別に 是れ 一般な り。 知らず 病根 安くに 在る か。 曰 は 

く、 此れ 乃ち 之れ を 身に 求めず して 專ら 之れ を 書に 求む、 固より 應に 此の 如くすべし。 

古人の 曰 ふ、 「仁 を 爲すは 己れ に 由って、 人に 由らん や」 と。 凡そ 吾が 身 日用の 間、 

道に 非ず とい ふこと なし。 書 は 此の 心 を接湊 する 所以の み。 故に 必ず 先づ 之れ を 身に 

求めて 後 之れ を 書に 求む ると き は、 讀書 方に 味 あらん。 

p^^^^^ 問 ふ、 向に 書を讀 むこと を敎 へらる る を 蒙る。 須 らく 涵養 を 要すべし、 須 らく 決 合 を 

學 問 一一 一  五 七 九 


五八 〇 


(一) 語類に 

は 看の 字に 作 

(二) 社預、 

字 は 元 IS  、 南 

北胡晉 の 寧 者 

にして 將 .車、 


つ て 有名な. C 

(三) 語類 原 

典 は、 「：： 遠 

し、. 却って 甚 

も-做 さんと 要 

す。 i ハ.； し！： y れ 

此の 如く 書 も 

讀 み、 此の 如 


聽か ば、 全く 

是れ云 々」 と 

あり 

は 把 柄と 同じ、 

手褂り 

(五) 出典 前 

に 同じ 

(六) 朱 子 語 


(七) 語類に 

よれば T 這の 

源頭是 れ甚麽 

なる を 知らん 

こと を 要せば、 


要すべし と。 因って 言 ふ、 孟子 千 言 萬 語 只 だ 是れ心 を 論ず。 七 篇の書 此の 如く 看る、 

シ  ろ まう  この 

是れ 涵養の 工夫な り や 否やと。 曰 はく、 某 人 書を讀 むこと い S 莽 なる を aj- るが 爲に、 所 

以に 書を讀 むこと 須 らく 當に 涵養す ベ しと 說く。 胸中 をして 得る 所 あらし めんと する 

のみ。 吾が 友說く 所の 如き は、 又 一 件の 意思 を 機 貼して 硬く 差排 せんこと を 要む。 ^ 

を 看る こと 豈是れ 此の 如く せんや。 叉  一 士 友の 曰 ふ、 「先生 涵 詠の 說は 乃ち 杜元 |g が 優 

にして 之れ を柔 にす とい ふの 意な らん や ，一 と。 曰 はく、 亦 此の 如く 解說 する を 用 ひず。 

ぉモ むね  、め 

所謂 涵： 冰と は、 是れ 子細に 書を讀 むの 異名な り。 太 率 人の 與に說 話す る こと 便ち 是れ 

難し。 某 只 だ 一箇の 涵： 冰を說 く。 一人 は 硬く 来って 差 排し、 一 人 は 硬く 来って 解說す C 

此 は是れ 語に 隨 つて 解 を 生じ、 支離延 凝して 少 問に 展轉 十、 只 だ是れ 添へ 得る こと 多 

(三) 

く、 說き 得る こと 遠し。 此の 如く 書を讀 めば、 全く 是れ 自ら 工夫 を 做す にあらず， 全 

(巧) 

く 巴 鼻な し。 知りぬ ベ し 是れ人 をして 舉を說 かしむ る も是れ 空談なる こと を。 

或 人 諸 經の疑 を 請 ふ。 先生 旣に 之れ に 答へ て、 復た曰 はく、， i 盡く 公の 與に說 き、 公 

(六 

盡く曉 り 得る と雖 も、 自家の 心地 上に 於て 工夫 を 做さ ざれば、 亦 事を濟 さじと。 又 曰 

(七) 

はく、 如 今 道理 を理會 する、 若し 筒の 頭 を識ら ざれば、 都て 是れ 閑話な り。 這の 源 If ゆ 


きせ 明 二 クン 二  ^淵 天に、 中 づ 

錢 語の 頁 躍 臭 鳶第旱 
卷 はか 參前 る り 飛 十 麓 詩 
之、 く 照出孟 し 、ん 二の 緩 

eg 二 解 。二子 i 魚で 章篇大 


是れ 甚麼。 只 だ 身 己の 上に 在りて 固有 底な り。 仁義 禮智 皆廣 めて 之れ を あたす こと、 

£1\疋1 む i 火の 始めて 然ぇ 泉の 始めて 達する が 若し。 這 箇是れ 源 頭、 這箇を 見得し 了り て、 方に 

固有 底。 仁義  ま さ 

00^, 以て 學を 講ずべ し。 恰も 人の 知り 得て 合 當に行 ふべき が 如く、 只 だ 聖賢の 言語 を假借 

^^,r^0 して 引路と 作す と 一 般 なり。 

1 めて 達する 何叔 京に 答 ふる 書に 曰 はく、 若し 道 をして 多 聞 博觀を 以てして 得べ しとせ しむる とき 

か 若し」 と あ  <. 熹) 

r<!) 何 镇、 は、 世の 道 を 知れる 者少 からず と爲 す。 某 近日 事に 因って 方に 少しく 省發 する 處 あり。 

字は叔 京、 邵 〔九) ビル  ズリ トス ル レ ァテ テス ル 

武の 人、 朱 子 鳶 飛魚 躍 を 明 道 は 以て 必有, 事焉、 勿, 正 の 意と 同じと 爲 すが 如き もの、 今 乃ち 曉然 

の 門人、 晦菴  . 

00 として 疑な し。 日用の 間、 此の 流行の 體 初めより 間斷 なき 處を觀 て 功夫 を 下す 處 あり。 

乃ち 知る、 日 前 自ら 誑し 人 を 誑す の 罪、 蓋し 勝げ て續 ふべ からず。 此れ 書冊 を 守り 言 

語に 泥む と 全く 交涉 なし、 幸に 日用の 間に 於て 之れ を 察せよ。 此れ を 知る とき は 仁 を 

知らん。 又 曰 はく、 某日 前 深 探 カ行の 志な かりし に緣 つて、 凡そ 論說 する 所 皆 口耳に 

ま さ 

出入す るの 餘 なり。 故 を 以て 全く 力 を 得ず。 今方に 覺 悟して、 勇 もて 舊習を 革 めんと 

欲す、 而も 血 氣已に 衰へ心 志 も 亦 復た彊 からず。 知らず 終に 能く 濟す所 あり や 否や。 

程 允夫に 答 ふる 書に 曰 はく * 大概 此の 事、 本 原 を 涵養す る を 以て 先と 爲す。 經 旨を講 


： 差 は：^  朱 S き 前 二 
： 誤」 二十 文 、出：： 
レ今此 六 公晦ニ 
と 幸是文 に 文 養七黃 
あ 得 向 集 出 集 先 頁!?: 
り 見 来に づ卷生 S  ' 


異な どに 一公 晦 二に 
なし も 十 及 文 港— 出 
乙  '三 ひ' 集 先リづ 
か 成 こ 逋词卷 生 

はの あ 別 (3 朱 程 
人語れ 集 十 文?' 0 


(三) 同前 卷 

111 十八に 出づ - 


同前 卷ー 

五十 五に 出づ 


(五) マ 


修敎耍 錄卷之 五  五八 二 

た  はんらん 

論す る は特だ 以て 此れ を輔 くるの み。 向 來泛濫 出入して 適從 する 所な し， 名 は^ 問と 

爲 して、 而も 實は何 か あらん、 亦 笑 ふべき のみ。 

黄 直 卿に 答 ふる 書に 曰 はく、 舉を爲 す こと 直 だ 是れ先 づ本を 立てん こと を 要 十。 文義 

じばら ため • 

は 却って 且く與 に 正意 を說き 出し- 其れ をして 心を寬 にし 玩味せ しむべし、 未だ 使ち 

同異 を考 校し 纖密を 研究せ しむべ からず。 恐らく は 其の 意思 促 迫して 11^ く 進む こと を 

得難 からん。 將來 大意 を 見得し、 略 ぼ 一 二の 節目 を 擧げ、 漸次に 理會 せんこと、 おし 

未だ 晚 からざる なり。 此 は是れ 向來定 の 誤りに して、 今 幸に 見得たり、 却って 須 

らく 勇 革す ベ し 、 も 畿笑を 避け て 却って 人 を 誤るべからざる なり。 

范文叔 に 答 ふる 書に 曰 はく、 尹 和靖が 門人 其の 師を赞 して 云 ふ、 不「なる哉聖_^^ 六輕 

の 編、 耳に 順 ひ 心に 得、 己れ が 言 を 誦する が 如しと。 要は 當に 此の 地位に 至って 始め 

て 是れ讀 書 人と すべきの み。 

劉定 夫に 答 ふる 書に 曰 はく、 舉者許 多の 狂妄の 身心 を 息 却し、 許 多の 閑 雜の說 話 を 

除却して、 實に 著き て 書 を 讀むを 得ん こと を 要す。 初 時 儘 や 且く數 墨 を 尋ね I： 一け、 な 

しう して 自ら 見る 慮 あらん。 最も 怕る らく は、 人 學を說 くこと 書に 在らず、 佔 维を務 


めず、 口耳 を專ら にせず、 下 梢說き 得て 張皇 なる も、 都て 收 拾な きこと。 只 だ是れ 

(直)  i 

場の 大脫 空、 .眞 に 是れ惡 むべ し。 


解 經 

(六) 近思錄 伊川 曰 はく、 凡そ 文字 を 解く、 伹だ 其の 心 を 易く して 自ら 理を 見よ。 理は只 だ 是れ人 

(七) シ ノ  ノキ r シ 

の理、 甚だ 分明な り、 一條の 平坦 底の 道路の 如し。 詩に 曰 ふ、 周 道 如， 硬、 其 直 如 

レ 矢と は 此の 謂な り。 或 ひと 曰 ふ、 「聖人の 言 は 恐らく は 淺近を 以て 他れ を 看る ベから 

ず」 と。 曰 はく， 聖人の 言 は 自ら 近き 處 あり、 深遠の 處 あり。 近き 處の 如き、 怎生ぞ 

强 ひて 鑿ち て 深遠なら しめ 得ん こと を 要せん。 揚 子が 曰 ふ、 「聖人の 言 は 遠くして 天 

(八) 伊 W の 如く、 賢人の 言 は 近くして 地の 如し 一 と。 頤 之れ を 改めん と 欲して 曰 はく、 聖人の 

言 は 其の 遠き こと 天の 如く、 其の 近き こと 地の 如しと 


麓 iter つ 


其の 遠き 者 は、 子 貢と 雖も猶 ほ 未だ 得て 聞 

き 易から す、 其の 近き 者 は、 夫と 雖も得 


て竭す 


(九) 近思錄 

致.^ 類に 出づ 


凡そ 經を 解く こと は 同じから ざる も 害な し、 伹だ 緊要の 處は 同じから ざるべ からざる 


D  緊要 は網頜 

のみ を 謂 ふなり。 

學 間 


五八 三 
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( T  )  たちまち 

y、) 讀 學者は 自得 せんこと を 要す。 六經 は浩渺 にして 乍 來に盡 く曉り 難し， 且つ 路^ を兑 

^.^^^ 得して 後 各自に 一 箇の門 庭 を 立て 得て、 ：！ つて 之れ を 求めば 可な り。 g|S 訇 £.^.;§f5 

M^^S0,k0B. 六 經は須 らく 循環して 理會 すべし。 義 现产 ぶりな し。 

1 說に從 へ 自家 一格 を 長 得する を 待つ とき は、 又 見得 別な り。 


學問四 後編 二  ， 

存 養 

(i 一道 曰 はく、 若し 存養 する こと 能 はずん ば、 只 だ 是れ說 話。 ISKf? つ さ？ £ 、に蠲 §85 は 一」 

李籲問 ふ" 常に 事に 遇 ふ 毎に 卽ち 能く 操 存の意 を 知る も， 事な き 時 は 如何 ぞ存 養し 

得て 熟せん。 曰 はく、 古人 tn^T の樂に 於け る、 目の 禮に 於け る， 左右 起居、 盤盂几 杖、 

銘 あり 戒 あり、 動に も 息に も 皆 養 ふ 所 あり。 今 皆 此れ を廢 す。 獨 り理義 の、 心 を 養 ふ 

あるの み。 但だ 此の 涵養の 意を存 せる、 久しければ 則ち 自ら 熟せん。 敬 以て 內を 直く 

f  5»  aE  xsiD^arx  ； o 李 s^r 字 ほ a! 伯、 程 子の 門人な り。 義理の 心 を 養 ふや、 本と 動静 を 兼ね。 但ダ -此は 事な 

すス。 曰 涵養 yfj- なり き 時 は 如何 ぞ存 養し 得て 熟せん とい ふに 答 ふ、 故に 但だ 涵養の 意. を存 せよ、 久しければ 

則ち 自ら 熟せん， 0 曰へ るな り。 敬 するとき は 心 

中に 存 して 越 逸する 所な し、 卽ち 涵養の 意な り。 

涵養 すれば、 吾れ 一 なり。 23:?;: 。き 

伊川 曰 はく、 存養 熟して 然して 後に 泰然と して 行 ひ將ち 去き て、 便ち 進む こと あり。 

養 ふ听享 きとき は、 

行うて 餘カ あり G 

動 息 節宣は 以て 生 を 養 ふなり、 飮食 衣服 は 以て 形 を 養 ふなり。 威儀 行義は 以て 德を養 

學問四  五八 五 
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ふなり。 己れ を 推して 物に 及ぼす は 以て 人 を 養 ふなり。 言語 を愼 むは 以て 其の 德を養 

ふなり、 飮貪を 節する は 以て 其の 體を養 ふなり。 事の 至近に して 繋る 所 至大なる 者 は. 

一 ki 吾 次 <5艮 より 通ぐ る 丈トェ し。 易の 頭 卦の傳 に sr つ。 威 は 穴， t 貌に兒 はれ、 行 義は事 に St は 

llgal 食， よ， --^ くる たし る。 言語 謹まざる とき は德を 敗り、 飲食 度な きとき は 身 を 敗る。 

聖人 は 事 を 記せず、 常に 記し 得る 所以な り。 今の 人 は 事 を 忘る、 其の 事 を 記す る 所 

以 なり。 事 を 記す る 能 はざる と， 事を處 して 精し からざる と は、 皆 之れ を 養 ふこと 完 

wm- - 0 r - 5 1  ； o  人 は 心して 事 を 記す るな し、 故に 其の 心 9! 明に して、 .a 然に常 記す。 今人 は 心 も けて 强 

、しさる よ ー  :h つ す、 故に 其の 心紛 接して 愈 ~ 記 する 能 はす。 然 らば 事 を 記して 能 はざる と、 ^をぬ して 51 はか 

らざ なと、 二者 又 皆 養 ふ 所の 厚から ざるに 出づ、 則ち W 德 日に 昏し。 故に 

S に 住く 者 は 記す る 能 はす、 方に 来らん とする 者 は 察する 能 はざる なり。 

邪 を 閑ぐ とき は 固に 一 なり。 然れ ども 一 を 主と するとき は、 邪 を 閑ぐ と 一 jn ふこと を m 

ひず。 一 を 以て 見 難く して 工夫 を 下すべからず 如何と 爲す もの あり。 一と は 他な し、 

只 だ 是れ整 齊嚴肅 なるとき は、 心 便ち 一な り。 一なる とき は. in ら是れ 非 僻の 千す こと 

なし。 此の 意伹だ 涵養 を 久しく すれば、 則ち 天理 自然に 明かな り。 ば？ S は。 を 

一 を 主と するとき は 3 ら私 邪の 念な く、 必す しも 閑がざる なり。 外 

整齊 にして 內 肅 なれば、 則ち 心 C ら 1 にして 现 C ら明 かなり。 

二  II)  な 0 

人 只 だ 一 箇の 天理 あり、 却って；；^ し 得る こ と 能 は ざれば、 更に 甚の 人と 做さん や。 

人の 萬 物に？ たる 所以の 者 は 特に 

其の 天理 を 全， する を W このみ。 


人 夢寐の 間に 於ても 亦 以て 自家 學ぶ 所の 淺深を 卜すべし。 夢寐に 顚 倒す るが 如き は、 

卽ち是 れ心志 定まらず、 操存 固から ざるな り。 朱う 曰 はく、 魂と 魄と交 はって 寐を成 

し、 心 は 其の 間に 在り、 舊に 依って 能く 思慮す、 夢 を 做し 出す 所以な り。 若し 心神 安 

定 すれば、 夢寐 も亦顚 倒す るに 至らず。 

邪 和叔言 はく、 吾が 曹 常に 須 らく 精力 を 愛 養すべし。 精力 稍 や 足らざる とき は 倦む、 

事に 臨む 所 皆勉强 すれ ども 誠意な し、 賓客に 接する 語 言尙ほ 見つべし、 況ゃ 大事に 臨 

む を や。 S 

i 川 曰 はく、 其の 志 を 持して 其の 氣を暴 ふこと たき は、 內 外交.' 相 養 ふなり。 $IJf 

る 者 ほ 中に 守る 所 あり、 其の 氣 も-暴 ふこと なき 者 は 外に 絵なる 所な し。 然して 中 守る 所 あ 

ると きは氣 自ら 完 く- 外縱 なる 所な きとき は 志 憨~ 固し" 故に 交 ~ 相 養 ふと 曰へ るな り。 

問 ふ、 辭氣を 出す は是れ 言語 上に 於て 工夫 を 用 ふること 莫きゃ 否や C 曰 はく、 須 らく 

是れ 中に 養って、 自然に 言語 理に 順ぶべし。 若し 是れ 言語 を 慎んで 妄りに 發せ ざれ 

七 ポ つて， rj -v,li;fb,  、く  言ナ曰 はく、 辭氣を 出す は、 斯ち Si 倍に 遠-さかる， 0。 中 養ふ听 あって 而 して 後に 

は 1 れ. W  V 一  ナ を 1 く ハ し 外に 發 する 者 ほ ty. なら チ。 言語 を 謹む， か 若き に 至る も、 此ん i* 者の 力 を 用 4 ベ 

き 所、 但 だ專ら 言語の 上 

に 於て ェを用 ふべ からす。 

朱 子、 楊子 直に 答 ふる 書に 曰 はく * 身心 內外 初めより 間隔な し。 所謂 心 は 固より 內に 

學問四  五八 七 


修敎耍 錄卷之 五  五八 八 

主たり、 而 して 凡そ 視聽言 動 出 處語默 の 外に 兑 はるる 者 も 亦卽ち 此の 心ん 用、 未だ fih 

て 離れざる なり。 今 其の 空虚 不用の 處に 於て 則ち 操りて 之れ を^し- 其の 流行 運用の 

實に 於て 則ち 棄 てて 省みざる、 此れ 心の 全體に 於て、 其の 半 を 川.^ たりと 雖も * 而も 共 

の 半 を 失 ふ。 然して 其の 得る 所の 半 も 又 必ず 安排 布置す る 所 ある を 待って、 然して 後 

能く 存す。 故に；：^ するとき は 苗 を揠き 助長す るの 患 あり、 否 なれば、 舍 てて芸 ら ざる 

の 失 あり。 是れ 則ち 其の 得る 所の 半 も 义將に 以て 自ら 存す るに 足らずして 之れ を 失 は 

ん とす。 一 に 敬 を 主として、 此の 心 卓 然として 內外 動静の 間 一毫の 隊 一 息の-:^ なきと 

孰若ぞ や。 

敬 

^^^00^ 明 道 曰 はく、 涵養 は須 らく 敬 を 用 ふべ し。 學に 進む に は 則ち 致， 知に 在り。 朱 子 臼 は 

く、 敬 を 主として 以て 其の 本 を 立て、 理を 究めて 以て 其の 知 を 進む。 二者 か i か&す 

ベから ず。 本 立ちて 知 益-明かに、 知 精し うして 本 益. - 固から しむ、 二者 亦 互に 相發 

す 0 


tjj 出. 1 子 遺 天地 位 を 設けて、 易 其の 中に 行 はる、 只 だ是れ 敬な り。 敬 するとき は間斷 なし。 物 

に體 して 遣すべからざる 者 は 誠 敬の み。 朱う 曰 はく、 天地 も 亦 是れ箇 の 主宰 あり、 方 

に 始めて 恁地 變易究 まりなし。 人心に 就いて 之れ を 言へば 惟 だ 敬、 然して 後に 流行 息 

まず。 敬纔 に間斷 すれば、 便ち 是れ 誠なら ず、 物な し。 

is4Rslf。 思 邪 なし， 敬せ ずと いふ こと 勿れ。 此の 二 句、 循 つて 之れ を 行 はば、 安ん ぞ差 ある 

|の語なり を 得ん。 差 ある 者 は、 昝不 k 不. 正に 由るな り。 思 お。 し JiligSj 、る 

おこ 

は、 則ち 之れ を 見、 

行 ふ 所 自ら 差な し。 

に S 出典 同 敬して 失 ふこと なき は、 便ち 是れ 「喜 怒哀樂 未だ 發 せざる 之れ を 中と 謂 ふ」 ものな り。 

^5 中 奢の 敬 は 中と 謂 ふべ からず。 但だ 敬して 失 ふこと なき、 卽ち 中なる 所以な り。 は； れ 1^;! に ヒ£ 

も 主と し、 事物 未だ 交らす、 心 敬 を 主として 不 £_i 不 倚なる は、 

、.s 所謂 未 S の 中な り。 敬 は 中に * す、 欹は 其の 中 を 養 ふ 所以な り。 

(六) 近思錄 H へ) シ 

Ms^fr 某 字 を 寫す時 甚だ 敬す。 是れ 字の 好き こと を 要するに 非ず、 只 だ此は 是れ學 なり e  § 

(七) 出典 同  iJt する に 篤き とき は、 住く として 

前、 藝越 £^&;!151ふ！；：：；な^な.0。 

M.^u 敬せ ずと いふ こと 毋れ、 以て 上帝に 對 越すべし。 叉 曰 はく > 敬 は 百 邪に 勝つ。 朱ョ曰 

る も、 今 S 本  ォ や 

に從 へり  はく， 擧者 常に 此の 心 を提醒 すれば、 日の 升る が 如く 群 邪 自ら 息む。 

學問四  五八 九 
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學者敬 を もて 此の 心 を 守る、 急迫に すべから ず。 當に 栽培す る こと 深厚に すべし。 其 

の 間に 涵： 冰 して 然して 後に 以て 自得 十べ し。 值だ 急迫に 之れ を 求む る は 只 だ 是れ私 己 

なり、 終に 以て 道に 達する に 足らず。 

(二)  ニー  一)  しばらく 

敬 以て 內を 直く する、 是れ 涵養の 意な り。 又 曰 はく、 中心 斯須も 和せ ず樂 しまざる と 

き は、 鄙 詐の心 之れ に 入る。 此れ 敬 以て 內を 直く すると 理を 同じう す。 敬 を 謂うて 和 

樂と爲 す は 則ち 不可な り。 然れ ども 敬す るに 和 樂を須 つて すれば、 只 だ是れ 中心 事な 

し。 

問 ふ、 必ず 事と する あり、 當に敬 を 用 ふべき や 否や。 曰 はく， 敬 は是れ 涵養の 一事。 

,  (五) 

必ず 事と する ある は、 須 らく 集 義を用 ふべ し。 只 だ 敬 を 用 ふる を 知って、 集義を 知ら 

ざれば、 却って 是れ 都て 事と する こと 無き なり。 

伊川 曰 はく、 道に 入る は 敬に 如く ことなし。 未だ 能く 知 を 致して、 敬に 在らざる 者 は 

ち， つ f  0 敬す るに 非 ざれば 心昏雜 し、 理 能く 

ュ VAt-^ 察なら すして 知 も 能く 至らざる あり。 

今擧者 敬して 自得せ ず、 又 安ん ぜ ざる 者 は、 只 だ 是れ心 生し ければ なり。 |ゅ| れ ：^?" 

^s.^^^^.^^.^^^^^ 亦 是れ太 だ 敬 を 以て 來 りて 事 を 做し 得る こと 重き、 此れ 恭 にし 


て、 禮 なきと きは勞 するな り。 恭とは 私に 恭を爲 すの 恭 なり。 禮とは 非 體の禮 にて、 

是れ 自然 底の 道理な り。 只だ恭 にして、 自然 底の 道理 を爲 さず、 故に 自在なら ざるな 

り。 須 らく 是れ 恭して 安 かるべし。 M^^ssss^^i^s 

設 ssfslIssiisK 。なき。 し Si お I? 珊 g ほ，。 今 容貌 は 必ず i しくして 言語 は必 

ず 正しう する は、 是れ獨 り 其の 身 を 善く せんと 道 ふに 非ず。 要は 人 如何と ^ ふ も、 只 

だ是れ 天理 合に 此の 如くなる ベく、 本と 私意な し、 只 だ 是れ箇 の 理に循 ふの み。 隱 

1 する の 意 も fll ふ。 理に循 ふとき は、 自然に 順 A 

當 然を盡 す、 何ぞ 安から ざる こと 之れ あらん や。 

敬 するとき は 自ら 虚靜 なり。 虚靜を 把って 敬と 喚び 做すべからず。 朱 子 曰 はく、 周 子 

の 說靜を 主と す、 正に 是れ人 其の 心 を靜定 して 自ら 主宰 を 作さん こと を 要す o 程 子 も 

ひたすら 

叉 人 只管に 靜を 求め、 遂に 事物と 交涉 せず、 却って 箇の 敬を說 かんこと を 恐れ、 敬す 

00 近 田 i ると き は 自ら 虚靜 なりと 云 ふ。 

存 類に 出づ (<; 

お) 孟子に 未だ 感ぜざる 時 は 何れの 所に か寓 する こと を 知らん と 言 ふ もの あり。 曰 はく、 「(|^ る 

とき は存 し、 舍 つると き は 亡す、 出入 時な く、 其の 鄉を 知る 莫し」 とい ふ。 更にお か ^ 

いふ  ぞ寓 する 所 を 尋ねん。 只 だ是れ 操る こと あるの み。 之れ を 操る の 道 は 敬 以て 內を 直く 

學問四  五 九 一 


修敎耍 錄卷之 五  五 九 二 

49-，3,ェり0  、心 常な し， 亦 惟 だ 之れ を 操る ときは^す。 s~ 者せ に 力 も- W ひて 斯に a る あるとき は、 

H  ？  ,  © に 心 をお する 所以の 要 を 得て、 出入 時な く、 其の 堪を 知るな き へざる なり。 

舉 者の 先務 は 固に 心 志に 在り。 然して 聞 見知 思を祥 けよ らんこと を 欲すと 謂 ふ もの あ 

らば、 是れ聖 を 絶ち 智を棄 つるな り。 思慮 を祥け 去らん こと を 欲する あり て、 其の 

紛亂を 患 ふるとき は、 須 らく 坐禪 入定すべし。 明 鑑此に 在って 萬 物畢く 照らす が 如き 

は 是れ鑑 の 常な り、 之れ をして 照 さ ざら しむる こと を爲し 難し。 人心 は 萬 物に 交感せ 

ざる 能 はず、 之れ をして 思慮せ ざら しむる こと を爲し 難し。 ？ぉ、っぉ^^?、る^|?5""詣^ 

絕？ 浸 I 讀 f の觀 し 此れ を 免れん こと を 欲せば、 惟 だ是れ -"; ^ろ 主 あれ。 

如何なる を 主と 爲ん。 敬の み。 主 あるとき は 虚し。 虛とは 邪 入る こと 能 はざる を 調 ふ n 

主な きとき は實 す。 實 すと は 物 来って 之れ を 奪 ふ を 謂 ふ。 は 51 ザ" れま中 gff お？？ 

i き は虚； t 其の 都 を 守り、 主な 

きときはぉ4^の室を翻ふ」 と。 

或 ひと 問 ふ、 程 子 「主 あるとき は實」 と 言 ひ、 又 「主 あるとき は ^ と 曰 ふ は佝ぞ 

や。 朱 子 曰 はく、 此は只 だ是れ 中に 主 あるとき は 外 邪 入る こと 能 はず。 其の 中に 主 

ある ことより して 言 ふとき は、 之れ を 實と謂 ひ、 其の 外 邪 入らざる ことより して 言 

ふとき は、 之れ を 虚と謂 ふなり。 


(一) 前の s 

子の 文の 續き 


(二)  S0 

.存 養 類に 出づ 


大凡 人心 は 一 一 つ に 用 ふべ からず。 一 事に 用 ふるとき は 他事 更に 入る こ.. -能 はざる は、 

事 之れ が 主 たれば なり。 事 之れ が 主たるす ら尙ほ 思慮 紛擾の 患な し。 若し 敬 を 主と せ 

ば、 叉 焉んぞ 此の 患 あらん や。 ほ糕？ gSSSIlS" 所謂 敬 は、 主 一 之れ を 敬と 謂 ふ。 所 

謂 一 は、 無 適 之れ を 一 と 謂 ふ。 且つ 主 一 の 義を涵 ：冰 せんと 欲す、 一 ならざる とき は 1 一 

こ ひね-. 6 

三な り。 敢 へて 欺かず、 敢 へて 馒ら ず、 屋 漏に 愧ぢ ざる を尙 ふに 至る まで、 皆 是れ敬 

の 事たり 0 在 一 無^と は；.、 や (やに 我. t-j ゼま k:^ て. 他， に 適く こと々 きなり。. ji し 若しく ほ 動き 若しくは 靜^ る. *-、 此の 心 常 


主 一 無 適- 

に 一 も &: して 二なら ざる は、 所謂 敬な り" 欺かす、 a らす、 尾 潟に e:vv ァと いふ ほ - た-なり， - 此< 


意 常に 存 して 主た 

る 所 は. H ら 一 な h -。 

朱 子 曰 はく、 程 子の 後 學に功 ある は、 最も 是れ 敬の 字 を： して 力む る あれば なり。 

敬す ると き は、 4-^ の 心 放 ならず、 事々 此れに 從 つて 做し 去る。 叉 曰 はく、 無 適と 

は 只 だ 是れ持 守 定まる を 得て、 馳鴛走 作せ ざるの 意の み。 無 適 は卽ち 是れ主 一、 主 

一 ュに卽 ち是れ 敬、 展轉 して 相 解せ よ。 無 適の 外 別に 主 一 あるに 非ず" 主 一 の 外 叉^ 

に^ある に 非ざる たり。 

嚴威 嚴恪は 敬の 道に 非ざる も， 伹だ敬 を 致す こと は須 らく 此れより 入る ベ 


鼓 ほ 中 

に 存 -.、 


st^ IS 嚴恪ほ 外に 著 ほ る る 者たり。 然して 未 だ 

貌ジ" へ慢 して 、じ 能く 敬なる ほ あら-さ るな 


學問四 


五 九 三 


五 九 四 


(一) 

存<«1^ に 出づ。 

蘇 *1- 明 (名 は 

明) と 伊川と 


舜は孳 々として 善を爲 す、 若し 未だ 物に 接ら ずん ば、 如何 ぞ善 を爲 さん。 只 だ是れ 

敬 を 主と す、 便ち 是れ 善を爲 すなり。 此れ を 以て 之れ を觀 ると き は、 聖人の 道 は是れ 

旦だ 吠、： と ンて te ニー 一 I 口なる ケこ ちら， す。 孳 * は として ffi まざる のお a なり。 es 人？？； を © す こと E に 間断な 

タ： と し マ. fi; 一 1 カス びみに.^ らす し。 然れ ども 其の 未だ 物に 抟ら ざるの 時に 方って は、 早 、おも 主と 

する あるの み。 是れ卽 ち 善の. 本な り。 是れ 5： だ嘿 然と レて無 首なる 

のみに あらす と は、 其の 靜 にして-: g も存 する 所 ある も- へるな h -。 

或 ひと 曰 はく、 敬 何 を 以て 功 を 用 ひんかと。 曰 はく、 主 一 に 若く は莫 しと。 季明曰 は 

く、 吶 嘗て 思慮の 定まらざる を 息 ふ、 或は 一事 を 思うて 未だ 了らざる に 他事 麻の 如く 

叉 生ず。 如何。 iS はく、 不可な り、 此れ 不， 誡 の 本な り。 須 らく 是れ習 ふべ し。 う 

て 能く 專 一なる 時 は 便ち 好し。 思慮と 應 ji とに 拘ら ず、 皆 一 を 求めん こと を 要す。 

心萬..ー；な；^_ぺ"：.-.^は,動—^.なし、 故に ぶ^の 本 はりと 日 ふ。 痛 ほ 实を擧 ぶ 者 一 心に 將に. 全らん とすと W ほへ るが ごとき 

とき は 实を學 ュに誠 あるに * さるたり。 _s 慮す る 者 は 心に 動き、 事に 應 する 者 は 言行に はる、 IS 1 を 主と せ-さるべからざる 


(二)  錄 

存養 類 


邵伯溫 問 ふ、 心 術 最も 難し、 如何して 執 持 せんや。 曰 はく、 敬せ よ。 

邪 を 閑ぐ とき は、 誡 c: ら存 す。 是れ 外面より 一 箇の誠 を捉り 將ち來 つて 存著 する にあ 

らず。 今の 人外 面 不善に 役せられ、 不善の 中に 於て 筒の 善 を 尋ね 來 つて 存 著す。 此 

の 如きと きは豈 入, 善の 理 あらん や。 只 だ 是れ邪 を 閑ぐ とき は 誠 自ら 存す。 


0ws,SUB^ 故に 孟子 性 善 を 言 ふ は、 皆內 より 出づ、 只だ誡 便ち 存 

する が爲 なり。 邪 を 閑ぐ こと 更に 甚の 工夫 を 著 けん。 但 惟是れ 容貌 を 動かし 思慮 を 整 

>^  5li-  t»  c^^^-fef  0 孟子 性 善き 一一 IB ふこと、 孩提の 親 も 愛し 兄 を 敬す とい ふが 如く、 赤子 井に 入る を 見 

ると さ) は 自タ に苟を # す て怵 惻隱の 心 ありと いふが 如く、 四 端の 發. .0 いふが 如き、 自然に 中より して 出 

づ るに 非す とい ふこと なし。 蓋し 實心 外より. 鑠 すに 非す、 之れ を 操れば 存す。 所 iS 邪 を 閑ぐ とい ：K.HrT ヽ，. こ sw  e お  一 

ふ も 亦 外 其の 容貌 を肅 しみ、 内 其の 思 盧を齊 ふるに 過ぎす して 則ち 敬 自然に 生じ 邪 自然に 息む。 =^1^ねにノ产6^^ォ.3  - 力 

り。 主 一 なれば 旣に 東に 之かず、 叉 西に 之かず。 是の 如きと き は， 只 だ是れ 中な り。 

旣に此 に 之かず、 又 彼に 之かず。 是の 如きと き は 只 だ 是れ內 なり。 此れ を存 するとき 

は 自然に 天理 明かな り。 擧者須 らく 是れ敬 以て 內を 直く する を將 つて 此の 意 を 涵養す 

Y  ノ。  ^tM<t5^B^^^^^  )  0 尹 S 明日 はく、 敬甚の 形影 あらん、 只 だ 身心 を收斂 すれば 便ち 是れ主 一な 

-し TP- を 確く する： S 曰 1^ れ た ー り。 且に 人の 神祠の 中に 到って 敬 を 致す 時 其の 心牧斂 して 更に 毫髮の 事 を 

まさ 

も 著け 得ざる が 如し、 主 

1 に 非す して 如何 ぞゃ。 

I 人 は 己れ を 修めて て 敬し、 以て 百姓 を 安ん ず、 篤恭 にして 天下 平 かなり。 惟 だ 

上下 恭敬に 一 なるとき は、 天地 自ら 位し 萬 物 自ら 育す。 氣和 せず とい ふこと なし. 四 

靈何ぞ 至らざる こと あらん。 此れ 信 を體し 順に 達する の 道な り。 子路 君子 を 問 ふ。 子 曰 

はく、 「己れ を 修めて 以て 敬す」 と。 曰 はく、  r 斯の 如きの みか」。 曰 はく、 「己れ を 修めて 以て 百 

姓 を 安ん ず」 と。 中庸に 曰 はく、 「君子 篤恭 にして 天下 平 かなり」 と。 自ら 其れ 敬して 以て 己れ 

(六) 

學 問 四  五 九 五 


二)  ^記の 

篇名 

《二)  i» 


(三) 近 as 

存養額 

(E) お出 三 

1 二 五お 參照 

(五) 0^ 


(六) 出典 同 

執事 敬， 與人 

第 十九 章 

の孔， f  €: 忠な 


^敎要 錄卷之 五  五 九. K 

を 修め、 充てて 之れ を廣 むる とき は、 政理濟 明に して ぼ 姓 安，、、 風化 縻，、 被 はれて、 ./、ド-^^かた 

り。 蓋し 惟. だ 上下 孚感 して 恭敬に 一 なる，： き は、 擧 1^ 爭凌 犯の 風な し、 和 ひ 淞 して，：：： 然に： は 

軌に從 ひ、 萬 物せ を 遂"、 。 禮 運に m はく、 「鳳凰 麒 峨ル： 教に 在リ、 鏃飽宫 沼に 在ノ-  .--。  w?i 

, .. 二) 

四 簾 * く 至るな り C 又. 曰 はく、 「信 を體し 以て 頓に 達す」 と， - 朱 子 曰 はく、 信 はれ？ -れ實 St. 、  .ml" 

是れ 和氣。 信を體 せば 是れ 一毫の 偽な， 人 順に 達せば 是れ發 して SS に 中り、 一物 其の 、は 

ずと いふ ことなし。 聰！： 容 智是れ より 出づ e 此れ を 以て 天に 事へ 帝 を 饗す。 ほひ〕.^ 

からす， 故に 明 fi! 生す。 此の 敬 を 推せば n て 天に 事へ 帝 も 突すべし 。天 は^を 以。 て 一一 ほふ、 故に、 事 1.^ お； ゆ 、に 

* すと いおこと なし。 帝と は 主宰 を 以て 1=11 ふ、 故に 饔 in ふ。 獎ほ の 類な り。 朱 子 曰 はく、  si-g-es- せ^れよ- - や-つ-. に： 

程 子 »_! に 敬 や-持す るに S つ て其の效を0！^ る 

に i:^ すん に、 w ち- W て か 誥此に 及ばん や， - 

s^) ふ、 人の 燕 居 するとき 形體 怠^す る も- 心慢せ ずん ば 可な り や 否や； 曰 は，、、 ん 

ぞ 梵^して 心慢 ならざる 者 あらん や。 昔 W: 與叔 六月 中に 候 氏よ リ來 る。 問 居の 屮、 ^ 

嘗て 之れ を 窺 ふに、 必ず 其の 儼然として 危坐す る を 見る、 敦篤 なりと 謂 ふべ し。 寧^ 

須 らく 恭敬すべし、 但だ拘 迫なら しむべからず。 拘迫 するとき は 久しう 十る こし-^ し" 

整 曲す る も a; と 曰 ひ， する ち 躍と 曰 ふ。 笑 躍 は 乃 情の に 兄 はるる 所 

なり。 祭 者 始めは 須 らく ii- 敬： 守すべし、 久しきを«|みて自然に^^<.»?ならん。 

『II ー處 恭しく，  #• を 執る こと 敬し、 人と 與 にして 忠 あり， 此は是れ徹ヒ傲下の：^^。  ^ 


一 じ こ 1 マ i 口/、  y〕  ふ は 敬の 外に 形 はるる 者な り。 平 31? の 時 はお 貌を ¥1 莊ぉ 傲然たら しむる。 み。 夫の 事 も 執る に， なん 

ノ-フ と I  l;^a.v< 'し は 敬ん I;- 事に 主たり、 人と 與に するとき は忠 もて 人に 推す，^ 始擧 より 成德に 至る 生で、 此れに 外な 

らゃ <- 但だ勉 强と安 行と 

の 異なる もの あるの み" 、i 

(七)  ひち わ-つ 

震 百 里 を 驚かす とも 匕 ID を 喪 はず， 大ぃ に 震懼十 る に 臨んで 能く 安んじて C 失せ ざ. 

る 者 は、 唯 だ 誠 敬の み。 此れ 震に 處十 るの 道な り。 ！f^gg;l;ni^s，gMsi:^?sli 

して？^ を 奉す る 者 其の 匕 io を 失 はす C  ！ Si 敬 もて 其の „ ^事 を？ $»,0 き ほ 震 ふと 雖も 驚き を爲さ ざれば なり。 是に 知る、 君子 大患 難 

大恐惧 に當る も、 之れ に 處 する こ i 安んじて ゥ1 失せざる は、 惟だ^^ゃ#すること篤く1^ゃればなり" 中に 主と する 所 あれば， 0. 

も W て 之れ を 動か  . 

すに 足らざる な 

子 曰 はく、 敬 は 乃ち 聖 門の 第一義、 徹頭徹尾 にして 頃刻 も間斷 すべから ず。 

敬 は 人欲 を抵 敵す る 所以な り。 人 常に 敬 十る とき は、 天理 自明に して、 人欲 上り 來 る- 

こと 一て 得ず。 叉 曰 はく、 敬 は是れ ii の 人 を 抉 策す る 底の 道理な リ， 人 放肆 怠惰の 時 

に當 つて 才に敬 すれば、 便ち 此の 心を扶 策し 得て 起 十。 常々 恁地 なれば、 些の放 僻 邪 

侈の 意思 ありと 雖も、 也た 自ら 退き 聽く。 

問 ふ、 居常 敬 を 持 十る こと、 靜の 時に 於て は 最も 好し e 事に 臨む に 及んで は 則ち-厭 ひ. 

倦む， - 或は 事に 臨む の 時に 於て 力 を 著 くれば、 則ち 紛擾 を覺 え、 然ら ざると き は、 正- 

に 敬を存 する 時に 於て 忽々  として 思慮の 爲に 引き去らる。  是の 三者 將に何 を 以て か. 

學問四  五 九 七 


二) 前 出 三 

二 頁參照 


(二) 前 出 五 

1 七 頁 さ 照 


五 九 八 

れに 勝たん。 曰 はく、 今の 人 敬 を 將ち來 つて^に 一事と 做す。 所以に- 肤 倦し 恩 45- の爲 

に 引 去らる る こと あり。 敬 は 只 だ是れ 自家 一個の 心 常に 惺々 たるな り、 便ち 是れ將 ち 

来って 別に 一 事と 做す ベ からず。 又 豈擎跪 曲举瑰 然として 此に 在る を 指して 而 して 後 

に 敬と 爲 すべ けんや。 

眞西山 曰 はく、 秦漢 以下の 諸 儒 皆 敬を舉 問の 本 を爲す こと を 知らず、 程 子に 至って 

指して 以て 人に 示す。 而 して 朱 子 又 之れ を發 明して 極めて 其れ 切なり。 二 先生に 至 

つて 聖 門に 功 ある こと、 此れ 其の 最も 犬なる 者な り。 

許 稃齋曰 はく、 學を爲 すの 初めは 先 づ敬を 持す る こと を 要す。 敬 するとき は 身心 

收斂 して 氣 粗暴なら ず、 淸き者 愈.' 淸 くして、 燭る者 も 長き こと を 川 付ず。 美なる 者 

愈 i 美に して 惡 なる 者 も 行 ふこと を 得ず。 靜 にして 敬 するとき は、 常に 天地 鬼神 之 

れに 臨む を 念うて 敢 へて 少しも 忽 にせず、 動いて 敬 するとき は， .21 ら視聽 色 貌言事 

疑 忿もー 々省察す る こと を 得 * 物 を遂ひ 去り 了る こと を 要せず、 千 萬 人の 中に 在り 

と雖も 常に 己れ を 有する こと を 知る。 此れ 持レ 敬の 大略な り。 禮 記の 一 書 は 十 萬 言 

に 近き も， 最初の 一 句に 曰 はく- 「敬せ ずと いふ こと 毋れ」 と。 犬 下 古今の 善 皆 敬 


の 字の 上より 起り、 天下 古今の 惡皆 不敬の 上より 生ず。 小學に 在っても 便ち 敬を耍 

する こと を 索め、 大學に 在っても 也た 敬 を 要する こと を 索む。 子と 爲て臣 と 爲て君 

と爲て 父と 爲て、 皆 敬 を 要する こと を 索む。 以て 小事に 當り 大事に 當 るに 至る まで、 

都て 敬 を 要する こと を 索む。 這の 一 件先づ 能く 力 を 著け て、 然して 後に 以て 擧を論 

ずべ し。 學 叉先づ 理を究 むる こと を 要す。 

朱 子 曰 はく， 蓋し 吾れ 之れ を 聞く、 敬の 一 字 は聖學 の始を 成し 終 を 成す 所以の 者な り。 

小擧を ir ぶ 者 も 此れに 由ら ずん ば、 固より 以て 本源 を 涵養して 夫の 灑掃 應對進 返の 節 

と 夫の 六 藝の敎 と を 謹む ことなし。 大舉を 爲ぶ者 も 此れに 由ら ずん ば、 亦 以て 聰明 を 

開發 し， 德に 進み i 正業 を 修めて 夫の 明德新 民の 功 を 致すな きなり。 是を 以て 程 子 

は袼 物の 道を發 明して、 必ず 是れを 以て 說と爲 十-。 

問 ふ、 敬の 字 は當に 小學を 得ざる べし。 朱 子 曰 はく、 看 来れば、 小學は 却って 未だ 

當に 敬に 得べ から ざれ ども、 敬 は已に 自ら 小學を 包ね 得たり。 敬 は是れ 徹上徹 下の 

工夫、 聖人の 田地に 到る こと を 做す と 雖も， 也た 只 だ 這の 敬 を 放 下す る こと 得ず。 

問.. -大學 の la に 明 德と云 ひ、 却って 曾て 主， 敬を說 かず。 是れ已 に 小 舉に具 はる 莫 

學閲四  五 九九 
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き や KD や。 曰 はく、 然り、 小舉傳 へざる に自 り、 伊川 却って 是れ 一の 敬の 字 を帶 

補 十。 陳^^が曰はく、 程 子 は 只 だ 一箇の 主 敬の 工夫 を說 く、  W て 小 學の缺 を 補 ふべ 

し、 蓋し 主 敬の H 夫 は 以て 放心 を收 めて 大本 を 立つべし。 大本 旣に 立って 然して 後 

工夫 序に 循 つて 進む、 往く として 通ぜ ずと いふ ことなし e 大抵 主 敬の 功 は 始終 を tr 

き、 動靜を 一 にし  >  內外を 合 十、 小 學 • 大舉 皆な かるべからざる なり。 

曰 はく、 然 らば 則ち 所謂 敬 は 又 若： E して 力 を 用 ひん や。 曰 はく、 程 子え に 於て 傳て主 

1 無 適 を 以て 之れ を 言 ふ。 

に. Lf な？  程 子 曰 はく、 主 一 之れ を 敬と 謂 ひ、 無 適 之れ を 一 と 謂 ふ、 米 子 曰 はく， 主 一 は 只 だ 

力. ri, に 

S  是 れ心審 一 にして 他念 を 以て 之れ に雜 へざる なり e 無 適 は， 乂是れ 走 作せ ず、 *t: を^ 

む 時の 如き は 只 だ 書を讀 み. 衣 を 著る 時 は 只 だ 衣 を 著る e 此の 一 件 を r して 乂 一  件 

を 做 十。 身 這の 裏に 在れば、 心 亦 這の 裏に 在り。 乂曰 はく、 今學を 講ずる、 更に .0 

らく 主 一 の 上に 於て H 夫 を 做 十べ し。 若し 主 一 の 工夫た きとき は、 講 底の 義瑰安 著 

の處 なく、 都て 是れ 自家の 物事に あらず。 i もし 主 一 底の 工夫 あるとき は、 卟 ..g 許 多 

の 義理 方に 始めて 我が 有と 爲り * 都て 是れ 〔豕の 物事たり。 工夫 到ろ^ 饞 にに 二 な 


五 語努さ 

頁 ' C 

る 後に 
照 出 出 未 


0 る 敬 


れば、 便ち 意思 好く して 卓 然として 精 明なる を覺 ゆ。 陳. 3. 溪曰 はく * 主 一 は 是の心 

只 だ此に 在りて、 二なら ず 三なら ず。 無 適 は 是の心 只 だ此に 在りて、 東せ ず 西せ ず。 

主 一 無 適 は 只 だ展轉 相解釋 して 分明な らんこと を 要 十。 主 一 の 外 叉 別に 無 適の 功 あ 

るに 非ざる なり。 

嘗 て 整 齊嚴肅 を 以て 之れ を 言 ふ 。 

〔、一一， レ頁 II 五 程 子 曰 はく、  R だ 整 齊嚴肅 なるとき は 心 一? 二た わ。 一なる とき は 非 僻の！ す こと 

なし。 盧玉溪 曰 はく、 主 一 無 適 は 未だ 曉し 易から ず、 故に 叉 事實の 上に 就いて 人に 

敎へ、 只 だ 眼前に 就いて 工夫 tv、 做さし む。 衣冠 を 正し- 瞻視を 尊び- 足の 容は 重く、 

手の 容は 恭しき の 類の 如き >  皆是れ なり、 內外 一致な り。 外面 整 齊霰肅 なれば 內面 

便ち 1 なり。 面 便ち 一 なれば、 外面 ち 非 僻の 干す ことなし。 

其 の 門人 謝 氏 の說に 至 つ て 則ち 叉 所謂 常惶 々法と い ふ 者 あり 。 

I，M??S* 上 蔡の謝 氏 臼 はく、 敬 は是れ 常惺々 法な り。 . ^于曰 はく、 惶々 は 乃ち 心昏 味せ ざる 

;1L  二 一 11 ヌ 

の 謂たり。 ロハ だ是れ 便ち 是れ 敬。 整 齊嚴肅 は 固より 是れ 敬な り- 然れ ども 心 若し 昏 

てら 

昧 にし て 理 を燭十 こと 明なら ざれば， 强 ひて 把捉 寸 と 雖も豈 敬と 爲す こ と を 得ん や。 

學問四  . 六 0 一. 


(1) 宋の禱 

師、 この 策 

せる こと 傳燈 

35 に出づ 


(二) 尹！ T 

字 は 彥明、 和 

靖は その 號、 

に從^  二 

十 年。 前 出 三 

三 七 頁 參 照 

S 祈は祁 

の 誤 か、 字 は 

居 之、 均 州 人， 

宋 代の «Mfr 

欲 山に 搭 居し 

て 仕へ す、 和 

靖 作の 論語 解 

は與 つて 力 あ 

りしと 云 ふ 
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修敎耍 錄卷之 五  六 〇 二 

曰 はく、 學 問は須 らく 是れ警 省すべし。 且つ 瑞厳 和尙の 如き は每 日常に 自ら 問 ふ 

らく， 「主人 翁惺々 なり や 否や」。 又 自ら 答へ て 曰 はく、  々なり」 と。 今時の 學 

者 却って 此の 如き こと 能 はず。 或 ひと 問 ふ、 佛氏も 亦 此の 語 ありし か。 曰 はく、 其 

の 此の 心 を 喚び 醒ま十 こと は 則ち 同じき も- 其の 道た る や 則ち 異なり。 吾が 儒の 此 

の 心 を 喚び 醒 ます は、 他の 許 多の 道理 を 照 管 せんこと を 欲す。 佛氏は 則ち. { 仝し く 喚 

び醒 ますこと 此に 在り、 作爲 する 所な し。 異なる 處 此れに 在り。 又 曰 はく、 心旣に 

•  じょうけん 

常に！^々 なる も、 又 規矩 を 以て 之れ を繩檢 す、 此れ 內 外交-相 養 ふの 道な り。 又 曰 

はく- 今人 心聲 然として 此に 在りて すら、 尙ほ惰 慢の氣 なし、 況ゃ心 常に 悔々 たる 

者と 曰 ふ を や。 故に 心 常に 惺々 たらば、 自ら 客 慮な し。 

尹 氏が 說は 則ち 又 所謂 其の 心收斂 して 一 物 を も容れ ずと いふ 者 あり。 

祈 直 問 ふ、 如何なる を か 是れ主 一 。 和 靖の尹 氏 曰 はく、 只 だ 身心 を收斂 すれば 便ち 

是れ主 一 。 且に人 神祠に 到って 敬 を 致す 時， 其の 心收斂 して 更に 毫髮の 事 を も 著け 

得ざる が 如し。 主 一 に 非ず して 何ぞ や。 朱 子 曰 はく， 心 這の 一事 を 主と し- 他： の 


(捲 力)  ffv  ^ 

爲 に蠻亂 せられ ざれば、 便ち 是れ 一 物 を も容れ ざるな り。 ふ 心收敛 して 一 物 


を容 


れ ざる を。 朱 子 曰 はく、 這の 心 都て 一 物 を 著け ざれば 便ち 他れ を收斂 す。 上文に 云 

ふ、 今人 神祠に 入る、 那の 時に 當 りて は、 直 だ是れ 更に 些 子の 事 を 著け 得ず して 只 

だ箇の 恭敬 ありと。 此れ 最も 見得て 親切な り。 今人 若し 能く 專 一 なれば、 此の 心 便 

ち收斂 し、 緊密に して 都て 些 子の 空 it なし。 若し 這の 事 思慮 未了なら ば、 叉 走って 

那邊と 做り 去り、 心 便ち 兩路を 成す。 

是の數 說を觀 て、 以て 其の 力 を 用 ふるの 方 を 見る に 足れり。 

程 子 • 謝 氏 • 尹 氏說く 所の 敬の 處を問 ふ。 朱 子 曰 はく、 譬 へば 此の 屋の 如し- 四方 

皆 入り 得。 若し 一方より 入って 這の 裏に 到る とき は、 那の 三 方の 入る 處は 都て 這の 

裏に 在り 了る。 問 ふ 敬 は 諸 先生の 說 各.' 同じから ず。 然れ ども 總 じて 之れ を 言へば、 

常に 此の 心 をして 常存 せし むと いひて 是 なり や 否や。 曰 はく、 其の 實は只 だ 一般な 

り。 若し 是れ 敬す る 時 は、 自然に 主 一 無 適、 自然に 整齊 嚴肅、 自然に 常 惺々、 其の 

心牧斂 して 一 物 を も容れ ず。 但だ程 子の 整 齊嚴肅 は 謝 氏 • 尹 氏の 說と又 更が曉 す。 

P ゆ 程 子 • 謝 氏の 說、 謝 氏 尤も 切 當なリ や。 曰 はく、 某が 見る 所の 如くん ば、 程 子 

說き 得て 切當 なり。 整 齊嚴肅 なれば 此の 心 便ち 存す、 便ち 能く 惺々 なり、 未だ 外面 

學問四  六0 三 


ff-^ 小て * 意. 了-::"  二つ 
欲 者, レ は に 上 こ 十し 
を はも 大 出 ほ 七 
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^お 耍錄卷 之 五  六0四  . 

樓齊嚴 ^にして 內情々 ならざる 者 あらず。 人 一時の 問 外面 整肅 なれば. ち 一時 

恨な り、 一時 放 寛し 了れば 便ち 昏怠 なり。 眞两 ー 曰 はく- 持 敬の 道、 三 先生の 言 を 

合せて 力 を 用 ひ、 然して 後に 內 外-. 父！ 相 養 ふの 功 始めて 備 はれり。 ク愤： ：！ はく， 

^齊 遍及 び收 敬して 一物 を も おれず とい ふ は 皆 敬の 始 たり。 主 一 無 適&び 常^々 

とい ふ は 皆 敬の 成たり。 主 一 無 適 は 敬の 純、 常懷々 は 敬して 明なる なり。 然して 主 

一 も 亦淺深 あり、 初學を 以て 之れ を 一 W ふとき は 一 を 主に せんこと を 欲し、 

て 之れ を 言 ふとき は、 主と 十る 所の 者 一 たり。 

曰 は/、、 敬 を 舉の始 と爲十 所以の 者然 り。 其の^の 終と 爲す 所以 は 也た 奈何。 曰 はく、 

敬 は 一 心の 主宰に して 萬享の 本 なり。 其の 力 を 用 ふる 所以の 方 を 知る とき は， 小^ 

の 此れに 頼る ことなくして 以て； i,= と爲 十能 はざる を 知り、 舉の 此れに 顿り て 以て 終 

と 爲すを 知る 者 は、 以て 一 以 ノ之 て 疑な かるべし。 蓋し 此の 心旣に 立って、 是れに 

山って 格物致知し 以て 事物の 理を 盡寸 とき は、 所謂^ 一一 德性 一而 道 一一 問 あ， なり。 ま f>,g 

B&Mm^0n.^^^^ 是れに 由って 誠 〕=^ あ.. 5 以て 其の 身を修 むる とき は- 所 

謂 先 さあ 大ぁ 一而. f 者 不.， た"。 而 USJJggus 化： 是れに 由って 齊. あ：^ 


«I に從 つて af. 

ひ， 朱 K の ts. 

.れ をゥ；-と し.^ 

太&洪 ifc! 
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(五) 敬齋の 

it? は これにて 

全文な り。 但 

敬 夫の 主 一 の 
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も 作り、 

齊 壁に 書して 

W て. H ら 警 む 
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て 平 二 天下, に 及ぶ とき は、 所謂 修, 己 以安ゴ 百姓 ハ 篤恭 天下 平たり。 是れ皆 未だ： is め 

より 一 日 も 敬 を 離れざる なり。 然 らば 則ち 敬の 一 字 は、 豈聖舉 始終の 要に 非ず や。 

朱 子 曰 はく、 敬 は 始終の 要な り、 未だ 知らざる とき は、 敬 以て 之れ を 知い、 已に知 

ると き は、 敬 以て 之れ を 守る。 若し 敬せ ざると き は、 其の心顚倒昏昧して^！ら知ら 

ず。 未だ 知らざる 者 は 敬に 非 ずん ば 以て 知るな く、 已に 知る 者 は 敬に 非 ずん ば 守る 

所な し。 

朱 子 敬 齋の箴 に 曰 はく、 「其の 衣冠 を 正しくし， 其の 瞻視を 尊く し、 心を潛 めて 以て 

おもく  I  うやく し 

居り、 上帝に 對 越せよ。 足の 容は 必ず 重 くし， 手の 容は 必ず 恭 くし， 地 を 擇んで 

蹈み、 蟻 封 を折旋 せよ。 門 を 出で て は賓の 如く、 事 を 承け て は 祭の 如く， 戰々 兢々、 

敢 へて 易る こと ある 罔 かれ。 口 を 守る こと 瓶の 如く、 意 を 防ぐ こと 城の 如；、 M 々場 

々、 敢 へて 輕 ずる こと ある 罔 かれ。 東して 以て 西せ ず、 南して 以て 北せ ず、 喜に 常つ 

て存 し- 其の 適く こと を 他に 十る 糠 かれ。 ^ふるに 二 を 以てせず、 參 ふるに 三 を 以て 

せず、 惟れ 心 惟れ 一 、 萬 變是れ を監す e 事に 斯に從 ふ、 是れを 敬 を 持 十と 曰 ふ、 動靜 

違 はず、 表裏 交-正し。 須臾 も 間 あれば、 私愁萬 端、 火け ずして 熱く， 冰ら ずして Ki 

學問 S  六 0 五 


し。 毫^ も 差 あれば、 天 壤も處 を 易へ、 三 綱 旣に淪 び， 九 法 も亦敎 れん。 於乎个 子、 

念 ほへ 哉 敬し め 哉、 墨 卿戒を 司り、 敢 へて 靈 臺に吿 ぐ」。 

敬 齋の箴 を 問 ふ。 朱 子 曰 はく、 此れ は是れ 敬の 目な り。 許 多の 地頭 去る 處 ある こと 

を說 く。 又 曰 はく、 須臾の 間と は 時 を 以て 言 ひ、 毫^の 差と は 事 を 以て 首 ふ。 il ふ、 

毫餞も 差 あれば、 天 壤も處 を 易 ふとい ふ を C 北 溪の陳 氏 曰 はく、 此れ 些 小の 事 も 敬し まざれば 

便ち 能く 大病に 做る と 謂 ふに 非. 十、 是れ 大病 痛 は 只 だ 微細の 虎の 失に 在りて 起る を贯 ふ。 故に 

千里の I- は 之れ を 亳餵に 差 ふ。 然して 亦 當に思 ふべ し、 微細の 處の差 失 は 甚だ 小さく 可なる に 

似た る も、 何の 故に 天地 變亂し 三 綱 淪び九 法 敷る るに 到る か を。 殆ど 空 貢 を 以て 解 釋し雜 し。 

须 らく 多く 人情 事 變を歷 る こと 之れ 熟すべし、 乃 も 此の 不敬の 害 を爲す こと 端的の 虚を 知らん、 

.;^ル乎として^^だ£ズるべし。 而も 理 明かに 義精 しきに 非 ずん ば、 亦發 して 此に 到る 能 はず、 IK; に 

切なり と爲 すべし。 巳に 之れ を 蔵し め、 人 を 救うて 夷狄 禽獸の に， S る を 免れし むるな り。 

問 ふ、 敬齋 の箴、 後面些 の從容 として 迫らざる の 意を少 く。 先生の 數語を 添 へられ 

ん こと を 欲す。 曰 はく、 如何 か 迫 切なる を 解す る や。 今 未だ 曾て 手 を 下さざる に、 

便ち 從容 として 迫らざる こと を 要せば、 却って 此の 理 なし。 除 非那の 人の 工夫 を 做 
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す こと 大段迫 切に して.' 然して 後に 他れ に 迫 (切) なること 勿れと 勸 む， 人の 相戰ふ 

もと 

とき 未だ 曾て 鋒 を 交へ ずして 便ち 引き 退かん こと を 要む るが 如し。 今 未だ 曾て 工夫 

を 做さず して、 便ち 後門 を 開かん こと を 要し、 然も 亦 迫 切なる を も 解さず。 只だ是 

れ 曾て 做さざる なり。 做し 著く る 時 は 其の 迫 切なる を 患へ ず。 某伹だ 常に 緩 寛 底の 

意思 多き を覺 得する のみ。 勉齋の 黄 氏 曰 はく、 此の 箴は 是れ 粗より 說 いて 精に 入り、 

淺 きょり 深き に 入る。 又 曰 はく、 動靜違 はず、 表裏 交.^ 正しと いふ、 是れー 篇の綱 

領 なり。 西 はの 眞 P- 曰 はく、 敬の 義 たる や、 nt 疋に 至って 復 た餘蘊 なし、 聖學に 志 あ 

る 者 宜しく 熟 之れ を復 すべ し。 臨 j の吳 P- 曰 はく、 敬齋 の箴、 凡そ 十 章、 章 ご と に 

四 句、 其の 一 は 靜の違 ふこと なき を 言 ひ、 其の 二 は 動の 違 ふこと なき を 言 ふ。 其の 

三 は 表の 正しき を 言 ひ、 其の 四 は 裏の 正しき を 言 ふ。 其の 五 は 心の 正しう して 事に 

達する を 言 ひ、 其の 六 は 事の 一 を 主として 心 を 本と する を 言 ふ。 其の 七 は 前の 六 章 

を總 ぶ。 其の 八 は 心無 適なる 能 はざる の 病 を 言 ひ、 其の 九 は 事 主 一 なる 能 はざる の 

あまね  つく 

病 を 言 ふ。 其の 十 は 一 篇を總 結し， 其の 持 敬の 工夫 を 言 ふこと 周く して 且つ 悉 せり。 

張子 類 曰 はく、 吾れ 十五 年 箇の恭 にして 安き を 擧んで 成らず。 明 道 先生 曰 はく、 知る 

學問四  六 〇 七 


^敎 耍錄^ 之.， I-  六？，、 

べし、 是 れ學ん r- 成らざる は • クタ 少の病 在る こと ある を。 

謝 氏 曰 はく、  そ 恭謹は 必ず 勉强 して は 安 錄 ならず。 助-おせ しむる， 刃れ とい ふ がれ 

し。 正に 當に 「忘る る. れ」 と 「助長せ しむる 勿れ. 一 との 間に 子細に 體"？ . ま し 取る ベ 

(一) この S し。 ふ (frj^ は 口へ だ是れ 硬く 把る、 故に 安から ざる や 否や。 朱 子 曰 はく， 他 わ はだ 

1i に 出 是れ 簡の恭 を舉 び- 自ら 驗 みて 酋て 熟せざる を 見る。 是れ茵 の恭を やひ 义？^ の- ¥vl 

寧ぶ にあらざる たり C 

或 ひと 問 ふ、 敬 を 持 十る こと 甚だ 安から ざる を覺 ゆ。 朱 子 曰 はく、 初^ 如何 ぞゅ 

ち 安き を 得ん。 除 だ是れ 孔子に して 方て 恭 にして 安し。 初め 持 敬を耍 十る や、 .0 ら 

く勉强 すべし。 .m だ些 子の 放 去 ある を覺り 見れば， 便ち 牧敛提 扱し 起せ。 敬 便ち ひ ルー 

の 裏に 在り、 常々 相 接して 久 L うして 後 自ら 熟せん。 問 ふ 今 工夫 を 下 十 の^に 2^、-  ■ 

痛く 自ら 警 策せ ずして、 遽 かに 栽培 涵 泳せば、 恐らく 或は 放 倒す るに 近 からん か。 

南 軒の 張 氏 曰 はく、 敬 は 此の 心 を 守るな り、 栽培 涵： 冰は 正に 是れ ェ夬を 下十虔 たい- 

若し 放 倒す るに 近ければ、 M の 栽培 涵： 冰か 之れ あらん。 

謝 氏 曰 はく、 事 至りて 之れ に應 ずる も >  之 れと與 に 柱かざる は、 敬に =5^ ず や。 ^褒 


して 而も 此れ 常に^す、 奚の 紛擾 か 之れ あらん。 夫子 曰、 事 思.， 敬と は 正に 此れ を 謂 

ふの み。  . 

ニー ) 

^ふ 敬 は 動 靜を通 貰して 言 ふ、 然して 靜の 時は少 く、 動の 時 は 多し， 恐らく は榜亂 

し、得^|からんか。 朱 子 曰 はく、 如何して ぎて 靜 にし 5：： ん。 事 あれば 須 らく 著應 すべ 

し。 人の 世間に 在る や、 未だ 無事の 時節 あらず、 早より 暮に 至る まで 許 多の 事 あり 

「事 多くして 撓亂 す、. 我れ 且く靜 坐し 去らん」 と說 くこと を 成さ ざれ。 敬 は 是れ此 

の 如くに あらず。 若し 事前に 至りて、 自家 却って 靜を 主と せんこと を 要め て 頑 然と 

して 應ぜ ざれば、 便ち 是れ心 都て 死し 了る。 事な き 時 は 敬 裏面に 在り、 事 ある 時 は 

敬 は 事の 上に 在り。 事 ある も 事な きも、 吾れ の 敬 は 未だ 嘗て 間斷 せざる なり。 故に 

呈子は 舉專ー たる 時に 到って 方に 好し と說 く。 蓋し 專ー たると き は、 事 あろ も 事な 

きも 皆是れ 此の 如し。 程 子の 此の 段の 這の 一 ， め、 是れ 緊要の 處 なり。 

敬 義 

I；〕 道 曰 はく、 敬 義ホ、 持して 直に 上る、 天 德に達 十る こと 此れより す。 


A  一  )  0  s 


一) 屮 ¥!M 


^敎要 錄卷之 i  ハー 〇 

朱 子：：： はく， 敬 は 中 を 主と す、 義は外 を 防ぐ >  二者 相. 、持 十れば、 放 下せん と 要す 

とも il^..^ もぜた S -、 只 だ 直に 上り 去る を 得， 故に 便ち 大徳に 達す。 义曰 はく、 衣 

裏.^ 持して、 更に 東に 走り 西に 作す ことなく、 魔に 上る 者 は、 物慾の 爲に累 はされ 

ざると き は、 上 fK 德に 達すべし。 

一 I ふ、 必ず 事と 十る こと あり、 當に敬 を 用 ふべき や 否や。 臼 はく、 敬 は是れ 涵養の 一 

事な り、 必ず 事と する こと ある は須 らく 集義を 用ぶべし、 只 だ 敬 を m ふること を 知り 

て、 集義を 知ら ざれば、 却って 是れ 都て 事と 十る ことなき たり。 

5^ 一問 ふ、 義は是 れ理に 中る こと 莫きゃ 否や。 口 はく、 理に 中る は 事に.^ り、 袭は 心に 

在り。 問 ふ、 敬 義!： して 刖 たん。 曰 はく、 敬 は 只だ是 わ 己れ を 持す るの 道な"。 ^は 

便ち 是 あり 非 ある を 知りて、 理に 順って 行 ふ、 是れを 義と爲 すたり。 i むし 只 だ 一 简の 

敬 を 守りて、 集義を 知ら ざれば、 却って 是れ 都て 事と する ことなき なり。 

張 南 軒 曰 はく， 居 敬集義 は、 工夫 並び 進み、 相須 つて 相 成るな り。 i 心し 只 だ 敬 を 能 

くせん こと を 要し、 集義を 知ら ざれば、 所謂 敬た るお も、 亦 塊 然として 爲す 所な き 

のみ。 s^」 心體の 周流 を 得ん。 义曰 はく、 集義 は：： ハだ是 れ桌々 箇の是 を 求む るの み „ 


<n じ 近 &g 

な 養 ¥ 、に 出 づ 


前文つ： 


.2)  as の坤 

卦文： 一 一一 C 傳 のこ 


朱 子！ II はく， 敬義の 工夫 は偏慶 すべから ず。 彼の 專ら 集義を 務めて、 敬 を 主と する 

を 知らざる 者 は、 固に 虛 11 急迫の 病 ありて、 所謂 義 なる 者 も、 或は 其の 義 に：^ ず、 

然して 專ら敬 を 主と する を 言 ひて、 日用の 間 念 慮の 起る 處に 就いて、 其の 公私 義利 

の 所在 を 分別し、 而 して 取 舍の幾 を 決する こと を 知ら ざれば、 亦昏憒 雜擾を 免れず 

して、 所謂 敬なる 者 も 亦 其の 敬に 非ず。 

ニニ) 

敬 以て 內を 直く し， 義 以て 外 を 方に する は 仁たり • 

あら  一て し J 

敬 立つ とき は內 直く、 義形 はるる とき は 外方な り。 內 より 外に 達し、 生理 條 直にし 

て 私欲 邪 托の累 なきと き は、 心德 至る。 

若し 敬 を 以て 內を 直く せば、 便ち 直なら ず。 必ず 事と する こと ありて、 正て 十る こと 

勿ければ 直な り。  . 

f 巧)  テク スヲ  テヲ クスヌ 

文 言に 敬 以直レ 內と曰 ひて、 以：， 敬 直 X 內と 01 はざる は、 蓋し 意 ある 力。 之れ を 以て 

內を直くするときは此の心已に偏倚する所ぁ^:^ て、 直に 非ず、 必ず 事と する こと あ 

りて 正て する こと 勿し とい ふ は、 當 になすべき 所 を 敬して、 必を 期し 效を 計るな き 

の 意たり。 

學問四  六 一 一 


二) 近， 

s*!ss に 出， つ、 


修敎耍 錄卷之 五  六  一 二 

(化 川 曰 はく、 君子 は 敬 を 主として 以て 其の 內 を^く し、 義を 守りて て 其の 外 を 方に 

す。 敬 立ちて 內 く、 義形 はれて 外方な り。 は 外に 形 はる、 外に 在る に^ず。 義 

旣に 立ちて、 其の 德 盛な り、 大を 期せず して 火に して、 德 孤なら ざるな り。 

坤の六 二の 文 言の 傳 なり。 敬 中に 主たると き は、 動靜の 間、 心 戒^ を ひし、 n 然に 

端 直にして 邪曲の 念な し。 義 外に はるる とき は* 應 削の 際、 審 其の 则 におり、 她 

然として 方正に して 囘撓の 私な し。 然して 義の用 は 外に 達する のみ。.， 凝 は 外に 在る 

に 非ず、 內^  く 外方に、 敬義交 i 養 ふ、 其の德^：！：然に盛尺なり、 故に 馓なら ずと：： 

ふなり。 


< 二) 近 SW3» 


誠 

i_ 一道 曰 はく、 辭を 修め 其の 誡を 立つ る こと、 子細に 现會せ ずん ば あるべ か. りず" 一 百 ふ 

こころ は 能く 一 百 辭 を修 省す る は、 便ち 是れ誠 を 立てん こと を 要 す 。 お し U た 疋 れ .in 0 

を 修飾す る を 心と 爲 さば、 只 だ是れ 偽を爲 すなり。 

朱 子 曰 はく、 橫；；^-は；百を立て後に体ふるを以て、 斜を 修め まに おる と爲 す。 明， 道の 


所謂 「辭 を修 む. 一 と は 但だ是 れ非禮 勿し 百な り。 

若し 其の 言 辭を修 むる こと、 正に 己れ が 誠意 を 立つ るが 爲 にせば、 乃ち 是れ G 家 敬 

以て 內を 直く し、 義 以て 外 を 方に する の實 事に 體當 す。 遽？ SiflSS お g ま 

(isl 纏 5n§ 細- い， 道の 浩々 たる、 何れの 處 にか 手 を 下さん。 惟 だ 誠 を 立 つれば、 

樣に 居るべき の處 あり、 居るべき の處 あれば 則ち 以て 業を修 むべき なり。 ま g い f き， 

すと は， 力 を 甲 ふる 處を言 ふ。 道の 賓大、 何れに 於て 功 を 用 ひん や、 惟 だ 已れの 誠意 を 立 冬 ョ.； € 々 ,. こ る ま、 ^vh,^ 

つて、 始めて 據 #の^ あ r 此 み.； に 立てば、 則ち 其の 業の 就る trB に W 一 i 大 なレ" 日： f£ ？^々 .K る： L  ,N.^TN 

の 事、 却って 只 だ是れ 忠信 德に 進む 所以 を、 實に手 を 下す 處 とし、 辭を. 修めて 其の 誠 

を 立つ る を、 實に 業を修 むる 所と す。 

1 一子 曰 はく、 心 を 誠に す る は 其 の 不善の 動 を 復す るの み。 

朱 子 曰 はく、 不善の 動 外に 息む とき は、 善心の 內に 生ずる 者、 實 たらずと いふ こと 

たし。 

がー 善の 動は妄 な. り。 妄復 十る とき は無妄 なり C 無妄 なるとき は 誠 あり。 

程 子 曰 はく、 無妄 之れ を 誠と 謂 ふ。 

(：s に 無 妄復に 次ぐ、 而 して 曰 はく、 一. 先王 茂 を 以て 時に 對し、 萬 物 を 育 十」 と。 深な 


諡卒の 人む 諫 省に 光, 《5  ^  ；;^ つ：^ 
す し',ミ£^  。^正 及丞光 は!;^ じご 
て と し 大字ん 相に ts 

お. いて 事 夫と でと 從之劉 同 [HI 
お ふ に な ^ な m  、 'も m  m 
と 。上 直進り 書る す 司 R- 


修敎耍 錄卷之 五  ，  六  一 s: 

る 戈 0 茂 は、 Itf-W.^ な ラベの おは、 稱ほ K の-ごとし。 J!l 

ふこ ころ は、； 大^に 配して て 物 も itr むたり。 

朱 子 曰 はく、 無 妄復に 次ぐ は 亦卦の 序な り。 先王 以下 は、 無 妄の卦 の 大-^ を 引いて" 

以て 明かに 十。 時に 對し物 を 育寸、 唯 だ； や： 誠なる 者 之れ を 能， 、して、 而 して 其の 匕：： 

の，！！ f きを！；： T 十るな り。 

二)  明^日 はく、 邪心な しと 雉 も、 苟も： 止 理に合 は ざれば、 則ち 妄 なり、 乃ち 邪心な り。 

rs- 坊に 5, ノっ 

旣に已 に無妄 なり， {且 しく 往 くこと あるべからず、 柱く とき は妄 なり。 故に 無妄の 

^；かに曰はく、 其れ 正に E れば督 あり、 往く攸 あるに 利し からず と。 ：：i■l^にfbぉtt:: 

g かなら ざれば、 ？所 或は 正理に 难 く、 是れ 卽ち妄 なり、 卽ち 邪心な り、 故に 舞- 妄 にして 正に IS るの あり。 父 事 無 1« に- ャ：. <> - 

とき は、 則ち i~i る 所 を 得、 宜しく 往： こと あるべ から 往く とき は 乃ち 過るな り、 過る とき は妄 な- ん 故に： St-:, 住く & 

あるに 利し 

からすと。 

(二 ) 

視聽 思慮 動作 は 皆； 大 なり。 人 は a: だ 其の 屮に 於て 眞と妄 とを識 5：： 十 る こ と を 要 十 る の 

み。 

伊川 曰 はく、 動く に 天 を 以てする を 無 妄と爲 す。 動く に 人欲 を 以てする とき は妄 なり * 

ffi  二お 3#z、  ,c  . ?J  震 下お 上な 無妄 と？。 農 は 釣な り， おは. 人な り、 故に：！はくぃ^；くに-人を 

0^  ^  ^  ^ てす と.^ 妄は 邪3£ なり、 iji; いて： 人 を 純ら に するとき は、 邪ぬな きな-た 

劉 忠定公 H ，厶 に！^】 え， 心 を 盡 し，」 れ を (仃 二の 要、 U て 身 を 終る まで 行 ふ ベ きの 者 を 問 


ふ。 公 曰 はく、 其れ 誠 か。 又 問 ふ、 之れ を 行 ふこと 何 を か 先に せん。 公 曰 はく、 妄； iii 

せざる より 始まる と。 劉 初め 甚だ 之れ を 易しと す-。 退いて 自ら 日に 行 ふ 所と 凡そ fn ふ 

(、w ん >かっ 

(五) 正しく 所と を讓 括す るに 及んで、 自ら 相 掣肘 矛盾す る 者 多し。 カ行す る こと 七 年に して 後に 

成る。 此れより 言行一致、 表裏 相應 ず。 事に 遇 ひて 坝 然として 常に 餘裕 あり。 

朱 子 曰 はく、 誠の 言た る實 なり。 然して 經傳 之れ を 用 ふるに、 备； 指す 所 ぁリ、 一 

概に 論ずべ からず。 周 子の 「誠 は 聖人の 本」 と 謂 ふが 如き は、 蓋し 實理を 指して 首 

ふ。 卽ち 中庸に 所謂 「天下の 至誠」 と 云 ふ ものな リ。 人の 實に 此の 理 ある 者 を 指し- 

て 言 ふなり。  溫 公の 所謂 誠 は、 卽ち 大擧に 所謂 「其の 意 を 誠にす る」 と 云 ふ ものな 

り。 人の 其の 心を實 にして 自ら 欺かざる 者 を 指すな り。 眞西— 曰 はく、 溫 公の 所謂 

誡は、 欺詐 せず 矯僞 なき を 主と す。 正に 舉者心 を 立つ るの 初め、 當に從 事すべき 所 

の 者な り。 誠の 至れる 者 を 指して 言へ るに 非ざる なり。 

趙致道 朱 子に 問うて 曰 はく、 周 子の 云 ふ 「誠 は無爲 * 幾 は善惡 あり」 と は、 此れ 人心 

B 雲 1 未 發の體 を 明かに して、 已發の 端 を 指す C 蓋し €^ 者 察を萌 動の 微に 致し、 決擇 して.^ 

第三に 出 取す る 所 を 知り、 以て 本心の 體を失 は ざらん こと を 欲する のみ。 或 ひと 之れ を 疑 ひ、. 

學問 S  .K 一  1a. 
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以て 謂 へ らく 胡子が 同體異 用の 一 K に 類す る 者 ありと。 遂に妄 り に 意 を 以て 揣 して^ • 

を爲る こと 右の 如し。 善惡 相對 十と 雖も、 <〕s にお 主に 分つべし。 天理 人欲 派 を 分つ と 

そつ：！.： つ あきらか  V ん 

雖も • 必ず 宗孽を 省に 十。 誠の 動く によりて 善に 之く とき は * 木の 本より して^ 幹 

よりして 末なる が 如し。 上下 相 十る^ は、 道心の 發見、 •  大理の 流行、 此の 心の 木 主 

にして、 誠の 正宗な り。 其の 或は 旁 榮側秀 し * 若しくは 寄生-比^ する 者 は * 此れ 亦 誠 

の 動な りと 雖も、 則ち 人心の 發 私欲の 流行に して、 所謂 惡 なり、 心の S 有に 非ず。 

蓋し 客. なり、 誡 の-, ^Kf ルに 非ず。 蓋し 庶孿 なり。 苟 くも 之れ を辨 ずる こと：： うからす、 

之れ を擇 ぶこと 精し からざる とき は、 客 或は 主に 乘じ、 iKif は 小に 代る。 风， -者 能く. W- 

動 幾微の 間に 於て、 其の 發 する 所の 向背 を 察し • 凡そ 直に 出 づる者 を大理 と爲し * 旁 

より 出づ る 者 を 人欲と 爲し、 魔に 出 づる者 を 善と 爲し • 旁より 出 づる者 を.# と爲 し、 

1^ に出づ る 者 は 之れ を 利し 道び き、 旁ょり^£づる者は之れを^め絕ち、 功力 旣に. 个； る. 

とき は、 此の 心發 する や- 自然に 一 途に 出で て； 大命 を 保有す。 此に 於て 未發の 前にお： 

あり 惡な きこと を： US- つべ し。 而 して 程 子の 所謂 「是の 性 中- 儿と 此の 兩端 ありて * 相對 

して 生ぜざる 者な り」 と は 蓋し 此れ を 謂 ふなり。 若し 善 "忠 を 以て 東西 相 對し. 彼此^ 


立 十と 爲す とき は、 天理 人欲 同じく 一原に 出で、 未發の 前に 已に兩 端 を 具 十、 所謂- 

「天命 之れ を 性 一 とい ふ もの、 亦 甚だ 汙雜 十。 此れ 胡 氏： 1: 體異 用の 說 なり。 朱 子 曰 は 

く、 之れ を 得たり と。 

張橫^ 曰 はく、 竊に 嘗て 病 ふ、 孔孟 旣に沒 して、 諸儒囂 然として、 約に 反り 源を究 む- 

る こと を 知らず、  苟 くも 作 十に 勇み、 不逮 の資を 持して、 後世に 知られん こと を 急に 

す。 明 者 は 一 たび 覽れば を： DS- るが 如し。 然れ ども 多く 其の 量 一 を 知らざる を 見る。 

方に 且つ 其の 弊 を創艾 して、 吾が 誠を默 養せば、 患 ふる 所 を 顧み、 日 力足らず して， 

未だ 他の 爲を ffl^ さざる たり。 

靜 

(二  ) 

明 道 曰 はく、 性靜 なる 者 は 以て 舉を爲 すべし。 g は g お 一」」 細 ひ" m ；^。 

、三)  (gn  - , 

謝顯 道、 明 道 先生に 扶 溝に 從ふ、 明 道 一 日 之れ に 謂 ひて 曰 はく、 雨が 輩 此れに 在りて 

相從 ふ、 只 だ 是れ顥 が 言語 を舉 ぶ。 故に 其の 學心 ロ相應 せず。 去 加ぞ若 之れ を 行 は ざ や 

しばら 

と。 請 ひ 問 ふ。 曰 は く、 且く靜 坐せ よ。 


修 Jls:. 耍錄卷 之： 立  . 六 一八 

m 川 曰 はく、 賴 にして 後 萬 物 を ：！^ れば、 n 然に皆 春 意 あり。 

明 道の 詩に 曰 はく、 萬 物 靜觀皆 £15:!:、 四時 住 與與. ^人：！：。 

に 一し) ハ _  ^川 常に 人の 靜坐十 る を はて は、 便ち 其 の 善く ぶこと を^ず。 

「《- く 薪|^  朱 子 曰 はく、 靜坐. するとき は * 收 拾し？：：， 精神 定まり、 道理：.^ に湊 泊の 處 にあり。 

y 一一つ- CS に ^川 蘇季 明に 謂 ひて 曰 はく、 賢 n4 つ 說け靜 なる 時 如何 C 曰 はく、 之れ を 物な しと へ 

ば不 町な り、 然れ ども， W ら知覺 する 處 あり。 顧 J 麵き 5。 曰 はく、  K に 知 SC や 

あれば 却って 是れ 動な り.、 怎 生ぞ靜 とず はん。 人 「復は 其れ 天 地の 心 を はる」 とい ふ 

を說 きて、 皆 以て 謂へ らく； や- 靜に して 能く： 大地の 心 を ：3- ると。 非な り。 俊の；^ 下而の 

1 畫は、 便ち 是れ 動な り。 安ん ぞ 之れ を 靜と謂 ふ を 5：： ん。 或 ひと 曰 はく、 是れ動 上に 

於て 靜を 求む る こと 莫きゃ 否や。 曰 はく、 固に是 なり、 然れ ども 最も 難し。 釋氏 多く 

定を言 ふ。 聖人 は 便ち 止まる こと を；  一！ 口 ふ。 人の 君と 爲 りて は 仁に 止まり- 人の はと 爲- 

りて は 敬に 止まる の 類の 如き、 是れ たり。 3^ の 及に 止の 義を言 つて 曰 はく、 「其の 4- に 

とど  . 

まる は、 其の 所に.^, まるな り」 と。 人 冬く  4- まること 能 はず。 蓋し 人 は 萬 物 皆備は 

る、 事に 遇 ふ. g. 各. '其の 心の 重んずる 所の 者に W りて、 更 互して 出づ- 緣に.：：5の^|„!-の 


(£) 來子語 

類 卷九 十六に 

出づ 

(五〕 邵雍、 

字は堯 夫、 范 

Si の 人、 司 馬 

温 公の 講 友、 

蘇 門 山 百 源の 

上に 住んで 刻 

せ： 勉 す。 熙 

寧 十 年 七 IT 残、 

年 六十 七、 康 

節と 諡す。 殊 

に 易に 精： 通す 

(.P 宋元學 

« 中、 百！^ «f 

S* に出づ る. も 

の 学 句 少しく 


重き を 見れば、 便ち 這の 事の 出づる あり。 若し 能く 物备. "物に 付 すれば、 便ち. {E ら 出 

で 来らざる なり。 ^^M^s^^s^  或 ひと 曰 はく、 先生 喜お 哀樂 未. 

發の 前に 於て 動の 字 を 下さん か、 靜の字 を 下さん か。 曰 はく、 之れ を 靜と謂 ふとき は、 

可な り、 然して 靜中須 らく 物 ありて 始めて 得べ し、 這の 裏 便ち 是れ 難き 處 なり。 M で 者 

且く先 づ敬を 理會し 得る に 若く は莫 し。 能く 敬 すれば 則ち 此れ を 知る。 

朱 子 曰 はく、 靜中物 ありと は、 只 だ 是れ敬 なれば 常に 惺々 として 這の 裏に 在り。 叉. 

曰 はく、 靜中物 あり、 只 だ 是れ知 覺不昧 なり。 或 ひと 伊川の r 纔 に知覺 あれば 便ち. 

是れ 動」 と 云へ る を 問 ふ。 曰 はく、 寒 を 知り 暖を覺 ゆと 云 ふ 若き は、 便ち 是れ知 覺_ 

巳に 動く。 今 未だ 曾て 事物に 著かず、 但だ 知覺の 在る あり-、 何ぞ 其の 靜 たる ことき 

妨げん。 靜坐は 便ち 只だ是 れ瞌陲 ならず。 

^康節 先生 百 原の 深山の 中に 書 齋を闢 き、 獨り 其の 中に 處る。 王 勝 之 常に 月に 乘 じて. 

之れ を訪 ふに、 必ず 其の 燈 下に 襟 を 正して 危坐す る を 見る。 夜 深し と 雖も亦 之の 如 

し。 

朱 子 曰 はく、 康節を 看る に、 這の 人は須 らく 極めて 事を處 置し 會ふ べし。 也の 祌, 


^敎 耍錄卷 之- i  六 二 〇 

かに 氣 定められ、 聲氣を 動かさず、 9- らく 處置 十る こと 精 明なる べし。 他れ の； 質 

本より お 明に して 义養ひ 5^ て 純 厚に、 义 曾て 心 を： げ用ひ 了らず。 他れ 那の心 を 用 

ふること 都て 緊要の 上に 在り、 他の 靜^ めら れ， J る、 所以に 大 下の 事理 を 十る 

こと 此の 如く 精 明. たり。 

^^^^ 朱 子 臼 はく、 靜を 主と する は， 夜氣の 一 章に：； S べし。 問 程 子 常に 人に 靜坐を 敎ふ。 

二 何。 曰 は，、、 1? 是れ 他れ 人の 盧を クタく せんこと を 要する を：： JT 且く人 をして 此の 心 

I にる P り を收 拾せ しむる のみ。 初^ 亦當に 此の 如くす ベ し。 乂  n: はく、 延平 先生 嘗て； H ふ、 

「道理 は-狼ら く 是れ： H 屮 に理會 し、 _ 伐 裏 却って いて 靜處坐 地して 思 I- 十べ し- 方に 

始めて 得る こと あらん」 と。 某 此の 說に 依って 做し 7^ 、る、 眞 筒是れ 同じから ず。 

又 曰 はく、 へ/人 皆 肯て权 本の 上に 於て 现會 せず，。 敬の 字の 如き、 只お 是れ 將ち來 つて 

づ  說け ども、 更に 做し 將 ち- かず。 根本 立たず、 故に其の他の：^^-碎の；丄夫も^^泊十るの 

處 なし。 明 道 * 延平は 皆 人 をして 靜 坐せ しむ。 看來 れば須 らく 是れ靜 坐す ベ し。 

先生、 伯！^ に 問 ふ、 如何 か ェを用 ふるや。 曰 はく、  n;- く靜 牛-を, び、 ^>£く《5.!|-を抑ふ 

-  /1  (朱 子)  4 

.  と。 曰 はく、 痛く 抑へ て 也た 得 ざれば、 只 だ 是れ放 退して： H- なり。 若し 全く 眼 を閉ぢ 


て 坐せば、 部って 思慮 あらん。 叉 言 ふ、 全く 慮 を 無くすべからず、 邪 思 を 無くす る 

のみ。 

き  ， £ 

又 曰 はく、 心 未だ 嘗て 事に 遇 はざる 時 は、 須 らく 是れ靜 にすべし、 ^に 臨んで 方に 用 

ふれば、 便ち 氣カ あり。 如し 靜 なる 時に 當 つて 靜 なら ずん ば、 田ね 慮 散 亂し， 事に 臨む 

に 至る に 及んで、 已 に先づ 倦み 了らん。 伊川， 靜專 の處を 解して 一 K ふ、 「專ー なら ざ 

ると き は 直に 遂 ぐる こと 能 はず、 閑なる 時須 らく 是れ 收斂 すべ し、 事 を 做 十と き i5{ ち 

精神 あり. 一 と。 

問 ふ、 一向に 把捉して 放 下 を 待てば、 便ち 恁 くに 衰 m する こと を覺 ゆ、 知らず 當 

こ  ひたすら か， c-f) と，、 

に 如何すべき。 曰 はく、 這箇は 也た 須 らく 只管 恁 地 に 把捉すべからず。 若し 把捉し 

去らん こと を 要すれば、 又 一箇の 心 を 添 ふるな り。 公 若し 放 下す る こと 好からざる を 

知り 得ば、 便ち 提 接し 起し 來れ、 便ち 敬たり と。 曰 はく、 靜坐 久しう して 一念 發 動す 

る こと を 免 かれず、 如何すべき-」 曰 はく  * 也た 須 らく 一念 是れず #5 の * を か 做さん と 

要む るか を 看るべし。 若し 是れ 好き 事に して 當に 做すべき もの なれば、 須 らく 餘し了 

り 去るべし。 或は 此の 事 思量 未だ 透ら ざれば、 須 らく 思量 を 著け て， J らしむべし。 若 


S に -：/•  m  m  %  "i- つ 二へ 說：： 

™>Uff  。出先 はじ 卞 じの >^ 

づ類こ 二  fl:. 直 な iti 
休 卷の 七と 卿^り： k な 六 
息 文 H 稱 ' お 群 () /* 
の 七 米 ^ す勉、 の 


修敎耍 錄卷之 •，f-  六 二- • 

し 是れ： ^からざる 底の 事 なれば、 便ち 做 十 こと を 要せず。 n 家 Si に^"^ る こと 此の 

如きと き は、 ：：M の 敬 便ち 這の 裏に 在り。 問 ふ、 せに 當 つて 事 多く、  ^ケ^々 たり、 A ル 

何。 ：！： はく、 他れ 自ら 膠擾 なり、 我れ 何 ぞ與 らん。 漆溪 の： ：4 はく，  r 之れ を定 むる に 

中正 仁， 森 を 以てして 靜を 主と 十」 と。 中と 仁と は 是れ發 動の 處、 ； 止に 是 れ當然 {* え f の 

處 なり。 は是 れ截斷 の處、 常に 靜を 主と する を 要 十。 rw- 只管 放出して 收 斂截斷 せぶ 

るべ けんや。 二字 最も 緊要な り。 

ile; 直 卿、 先生に， 且く 賓客 を 謝して 數月病 を將息 せんこと を勸 む。 先 牛： の ：！： はく、  X 

一箇の 人 を 生ず-、 便ち 須 らく 大 下の 事 を 管す る こと を 著くべし。 若し 管せ ざらん こと 

を 要せば、 須 らく 是れ 楊子の 爲 我の 如くに して 方に 5r へし。 ^却って 曾て 這般 の， を 

i)  つね  ん， 

學び 去らず。 又：：！ はく、 人； 母に 客 を 兄 ざらん こと を 欲す。 知らず 他れ は是れ 如何なる 

こと を。 右し 某 をして 1 月の 日 客 を 見 ざら しめば、 必ず 須 らく 大 に". むこと  一 GT なる 

べし。 今日 客と 說 話す るが 似き、 一 日 却って^ 思舒暢 なること をが 得 十。 知らず 他の 

門關、 門に 人 を：： 11^ ざる 底に 著 かば、 是れ 如何して u を 過す か を。 g;;il„:«f お^ 義： ijli^jl 

『七； 

iJC か-以て： 叔に ふると * おも 一 II じうす。 を 3^ るの 一車 も 亦 子の 「i: ，淑 らく 人 

をして ^ さしむ ベ し」 i*-:^ を： S じ-つす" w-i-a おの 效し んば ある. へ から 乙た リ 


(五) ！ r し，、 

朱 子； 語類 卷百 

七 

(六) 木版 本 

類に は 「他 

の 門、 門 を關 

して 人 を 見 

ざる. おは 是れ 

如何して 3 を 

過す こと も」 

と^15もす。 今 

本 みに 

從ふ 

(七) 與叔 

に 答 へしこの 


： 一 g 皿 I? 朱 朱 子、 許 順 之に 答 ふる 書に 曰 はく、 來 論に 「心 を 淡泊に 棲まし、 世ム與 にして 求む 

.尸 の aJ.A^、 な，  あ XT. は  二-一ろ 

：齊先 5 と？' る こと を少 くし、 聖賢の 言を玩 つて 以て 吾が 神を資 け、 吾が 眞を養 はんと 欲 十」 とい 

ふ は、 一 字 も 病 痛 あらず とい ふこと たし。 夫れ 人心 は 活物な り、 當に 動くべく して 動 

き、 當に靜 なるべくして-其の 時 を 失 はざる とき は、 其の 道 光明な り。 是れ 乃ち 本心の 

全體大 用な り。 如何 ぞ須 らく 之れ を 濃 泊に 棲まし む る こ と を 要め て 然して 後に 得 た り 

と爲 さんや。 且つ 此の 心 は 是れ箇 の 什 麼ぞ。 又 如何 ぞ 其れ 棲ます ベ けんや。 

張 敬 夫に 答 ふる 書に 曰 はく、 來 論に 謂 はく、 「靜 なるとき は 則ち 虚無に 溺る、 此の 二 

-s^) 象 r「l 字、 佛老の 論の 如し-一と。 誠に 此の 患 あり。 若し 大理を 以て 之れ を觀れ ば、 則ち 動の 靜 

^」 と 出 づ。 なき 能 はざる こと、 翁 ほ靜の 動な き 能 はざる がごと し。 靜の養はずんばぁるべ からざ 

^！^；日は冬至の 

來， る こと、 猶ほ 動の 察せ ずん ば あるべからざる がごと し。 但だー 動 ー靜、 互に 其の 根 を 

れ 爲し、 敬 義ホ、 持して 間斷 を容れ ざるの 意 を 見る とき は、 靜の字 を 下す と雖も 元と 死物 

て、 この 日處 

5§閉 ぢ に 非ず、 至 靜の中 自ら 動の 端 あり。 是れ 乃ち； 大地の 心 を 見る 所以の 者に して、 先王の 

人の 住 来 を 止 (^) 

^^VM^ 至 曰に 閉關 する 所以な り。 蓋し 此の 時に 當 つて は、 則ち 安静に して 以て 此れ を 養 ふの 

iH 長 も 助く る  ト  - 一つ ざ  .1U 一よ 

だり  み。 固に 事 を 遠ざけ 物 を 絕ち目 を 閉ぢ、 兀 坐して 靜に 偏る の 謂に 非ず。 但だ 未だ 物に 


要 錄卷， \ 一  ナ、 二  s: 

接せざる 時. 便ち 敬 以て 中 を 主 どる あれば、 事 ff.: り 物 来って 善の 端 昭-考 して、 之れ を 

< 一〕 察する 所以の 者 益.' 精 明の み。 乂謂 はく、 「某の. ず靜を て 本と 爲十。 若 かす 遂に 敬 

より ^ii の  一； Is 

を 以て 木と 爲 すと 1  一一 c はんに は. 一 と。 此れ 同に 然り。 然して 敬の 字の じん、 動！^ を^い 

iAi は 朱 子 D  かる，^ - 

f/e^- せり て、 必ず 靜を 以て 本と 爲す。 今 若し 遂に 易 i しく 敬を爲 さば、 完<^ たるが i おしと 雖も. 

却って 敬の 施す 所に 先 あり 後 ある こと を： す、 亦 未だ 的 常と 爲 さざる たり。 必ず 所^ 

一， 要は 靜を須 ひて 以て 動の 本づく 所を涵 し、 夫の 動 を-おして 以て 靜 の，：^ 十ろ： ゆ を 兒、 

動静ぎ 須ひ、 體用 離れず して、 而 して 後に 漆； 1 たしと 爲す. 一 とい ふが 如き、 此の 數ぉ 

卓 然として 意 語俱に 到る。 當に 之れ を」 m 右に 書し、 出ん 觀省 すべきたり。 

一一 一  iff 程 子 日 はく、  u,:: 與叔疑 ふ、 養 は 助け ありと 爲す を。 蓋し 前： n 思慮 紛擾 を爲 し- 亇 

虛靜を 要する、 故に 以て 助け ありと 爲す。 前：：！ 思慮 紛擾 十る は义 ：！^ 理にル す、 乂  故 

に 非ず。 是の 如きと き は 只だ是 れ狂妄 人の み。 此れに 懲りて 以て 病 を爲. V、 故に. 211^ 

を 得ん こと を 要し、 其の 極 稿 木 死灰の 如き を 得ん こと を 欲す、 又 却って 是 ならず。 蓝 

し 人 は 治 物な り、 又 安ん ぞ搞木 死灰た る を？：： ん。 旣に活 なれば、 須 らく 動作 あるべ レ 

項ら く 思慮 あるべ し。 忠：； ，2 は德に 進む 所 rf の 者と は：^ そや。 邪 を 閑？ とき は：^,; ：: らび 


(三) 誇 語 子 

罕篤第 S 章の 

「子 箱レ BI」 と 


たる を it す。 

張 橫％ "も 正 素 

。中正 第 八に 

「四. を絕 つの 

外、 心の 存す 

べき 慮 差し 必 

す 事 あらん 云 

*;」 とい ひ、 

この 四つ をな 


竟 すると こ 

ろ 心 は 依然と 

して 主と する S 


る 所 あるべ し 

と なり 

(ra) 正 蒙に 

出で 近 思錢爲 

is 類に 牧 めら 

る 

(五) 典 は 

「息に 養 ふこ 

t あり、 _i に 

存 する こと あ 

h-J と あり 

(六) 橫渠の 

語錄に 出で、 

近 思 $J 存養類 

に牧 めら る 


す、 誠と は斯の 忠信 を存 するな り e 如何して 是れ邪 を 閑がん。 鱧に 非ず して は 視聽言 

動す る ことな かれ、 邪斯に 閑が れん。 此れ を 以て 之れ を 言 ふとき は、 又 幾 時 か 身 枯木 

の 如く、 心 死灰の 如き を 要せん。 叉 四 を 結つ が 如き、 後 畢竟 如何。 又 幾 時 か 枯木 死灰 

もち 

の 如くた るを須 ひん、 敬 以て 內を 直く するとき は、 須 らく 君 は 則ち 是れ 君、 臣は 則ち 

是れ臣 なるべし。 凡そ 事 此の 如くん ば、 大小 大 直截たり。 

人、 多事なる を惡 む。 或 人 之れ を惘 ふ。 程 子 曰 はく、 世事 多し と 雖も盡 く是れ 人事、 

人事 を 人 をして 做さし めざれば、 更に 誰 を 貴んで 做さん や。 

(Kn  i 

張 橫渠曰 はく、 言に 敎 あり、 動に 法 あり、 晝に爲 す こと あり、 宵 は 得る こと あり、 瞬 

に 養 ふこと あり、 息に 存 する こと あり。 朱ョ曰 はく、 橫渠の 此の 語 極めて 好し。 君子 

終日 乾々 として 食 息の 間 あるべからず、 亦 必ずしも 盡曰 書を讀 まず- 或は 靜坐存 養す 

る- 皆 是れ功 を Es- ふるの 處 なり。 天地 生物 四時 を 以て 運動す。 春 生じ 夏 長ず、 固より 

是れ 息まず、 秋 冬 凋落す と雖 も、 生 意 未だ 嘗て 其の 中に 在ら ずん ば あらず。 學者 常に 

喚して、 此の 心 をして 死せ ざら しむる とき は、 日に 進む こと あらん。 

正 心の 始は、 當に 己が 心 を 以て 嚴師 と爲 すべし. レ 凡そ 動作す る 所 は 則ち 懼 るる 所 を 知 

學問四  ナ、 二 五 


づ錄 ぁ道づ iifi さ 
。存卷 g ざ 先 e 存卷 C 
明 養 三 な 生 伯 養 二 
道 類 、二 程 I き 類 '二 
のに 近 程 はに 近 程 
語 出 ほ、 語 の 明 出 ,11、  m 


二) 橫 荣の 

說に 出で、 

近 a- 錄存養 類 

に牧 めら る 


(二) 出典 同 


修敎耍 錄卷之 五  六 二 六 

る。 此の 如くす る こと  一二 年、 守り 得て 牢固なる とき は、 自然に 心 正し からん。 又 曰 

はく、 定まりて 然して 後に 始めて 光明 あり。 若し 常に 移 易して 定まら ざれば、 何ぞ光 

明 を 求めん。 易 は 大抵 及 を 以て 止まる と爲 す。 止まれば 乃ち 光明な り。 故に 大 攀に定 

まりて 能く 慮る に 至る、 人心 多ければ 光明なる に 由な し。 Mi はり。 

動靜 其の 時 を 失 は ざれば、 其の 道 光明な り。 學者 必ず 其の 動静 を 時に すれば、 其の 道 

乃ち 蔽昧 ならず して 明白な り。 今の 人 舉に從 ふこと 久しくして、 進 長 を 見ざる は、 正 

に 動 靜を識 る こと 莫 きを 以てな り。 他人の 擾々 たる を兒 て、 己れ に 干る 事に 非ず とし 

て、 修 むる 所 も亦廢 す。 聖學 よりして 之れ を觀れ ば、 冥々 悠々 たり。 是を 以て 身 を 終 

^» 1\|  T3  A.  一, CH;- 119  CIS つ レ Jl^o 良 卦の彖 S ^なり。 動靜 谷-其の 時 あり、 然して 舉 *p 多く ほに i; くべ か 

J 1ぇ、すを^»\と^11^^っ て可ならんゃ ら すしで 動く に 失し、 E 循 して aMH?-- 終に 何の 光明 か 之れ あらん。 

伯 淳昔長 安の 倉 中に 在りて、 閑 坐して 長 廊の柱 を 見て、 意 を 以て 之れ を數 ふ。 已 にし 

て 尙ほ疑 はず、 再び 之れ を數 ふるに、 合 はず。 人 をして 一 々聲言 して 之れ を數 へしむ 

る こと を 免れ ざり き。 乃ち 初め 數 ふる 者と 差 ふこと なし。 則ち 知りぬ 越-心 を 著け て 

把捉 すれば 越. - 定まらざる こと を" 

人心 主と 作り 定まら ざれば、 正に 一 筒の 鼸 車の 如し、 流 轉動搖 して 須臾 も 停まる こと 


なし。 感ずる 所 萬 端な り。 一箇の 主と 做さざる が 若き は、 怎生ぞ 奈何 せん。 張 天祺昔 

嘗て 言 ふ、 I 自ら 約す る こと 數年、 牀に上 著して より、 便ち 事 を 思量す る を 得ず、 事 を 

思量せ ざる 後、 須 らく 强 ひて 他の 這の 心 を 把り て 制 縛すべし、 亦須 らく 寄寓して 一箇 

の 形象に 在ら しむべし」 と。 皆 自然に 非ず。 君實 自ら 謂 ふ、 「吾れ 術 を 得たり、 只管に 

箇の 中の 字 を 念ず」 と。 此れ 又 中の 爲に繫 縛 せらる。 且つ 中 は 亦 何の 形象 あらん。 

張 戠字は 天祺、 强 ひて 思慮 を絕 たんこと を 欲す、 然れ ども 心安 頓 する 處 なし。 司 馬 

溫 公 此の 心 を 中の 字に 寓 せんと 欲する も、 亦 未だ 繁著 ある こと を 免れず。 朱 子 曰 は 

く、 譬 へば 人家の 自ら 主と 作らず して、 却って 別人 を 請 ひ 来りて 主と 作す がごと し _ 

士心 氣 

1; 一道 曰 はく、 人 あり 胸中 常に 兩人 あるが 若し。 善を爲 さんと 欲すれば 惡 ありて 以て 之 

れが 間を爲 すが 如く、 不善 を爲 さんと 欲すれば 叉 羞惡の 心 あるが 若き は、 本より 二人 

なき も、 此れ 正に 交.^ 戰 ふの 驗 なり。 其の 志 を 持して 氣 をして 亂 るる こと 能 は ざら し 

むれば、 此れ 大に驗 あるべし。 之れ を 要するに 聖賢 は 必ず 心疾に 害せられず。 


m 出 思 Q 

な づ錄 卷;: ： 

i)    °  5^  二 
明 已及ニ 
道 類び 程 
のに 近 語 


六 二八 


( 一 ) 

克 IJ 類に 出づ、 

SS. ナの なり 


(二) 同前 


S)  0m.0 

の！ r^is^ に 出 

で、 近 克 ，1 


或 ひと 謂 はく、 人 和 柔寬緩 を 知らざる は莫 し、 然れ ども 事に 臨みて は 反って 暴 に 至 

ると。 曰 はく、 只 だ是れ 志が 氣に 勝たず、 氣 反って 其の 心 を 動かすな り。 

人語 言 緊急なる は 是れ氣 定まらざる こと 莫きゃ 否やと。 曰 はく、 此れ 亦當に 習ぶべし" 

習 ひて 言語 自然に 緩なる 時に 到りて は、 便ち 是れ 氣質變 ずるな り、 舉は 氣質變 ずるに 

至って 方に 是れ功 あり。 

1 理と 客氣と 常に 相 勝つ、 只 だ 消長の 分數 多少 を 看て、 君子 小人 の^を 爲す。 義理 得 

る 所 漸く 多き とき は、 自然に 客氣 消散し 得て 漸く 少 きを 知得す。 消盡 する 者 は 是れ大 

賢な り。 

伊川 曰 はく、 其の 志 を 持して 其の 氣を暴 十る ことなき は、 內 外交.' 相 養 ふなり。 

橫渠曰 はく、 湛 一は 氣の 本たり、 攻取 は氣の 欲な り。 口腹の 飮 食に 於け る、 鼻孔の 臭 

味に 於け る、 皆攻 取の 性な り。 德を 知る 者は屬 厭す るの み、 ^欲 を 以て 其の 心を累 

はさず。 小 を 以て 大を 害し 末 は 本 を 喪 はざる のみ。 ？き はに， き £臭4 お； 153 お 

取る は、 氣の 欲に く 者な り。 攻取の性は卽ちん廖質の性な."^。 ほ は 足な り、 屈献は SS ほ飫 足の ごとし。 君子 

は 德の本 を 知る、 故に そ 飲食 臭^ 才！ 4 足る を 取る のみ。 好の * も 以て 此の 心の 本 も S* 、はさざる のみな り。 

、じ を 道に 晋 めて 忽々 として 它 慮の 爲に引 去らる る 者 あり、 此れ 氣 なり。 舊 習纏繞 して 


未だ 脫洒に 能から ず、 畢竟 益な し， 但だ舊 習を樂 しむの み。 

S) 

擧を爲 すの 大益は 自ら 氣質 を變 化する を 求む るに 在り。 雨ら ざれば 皆 人の 爲 にす るの- 

弊に して、 卒に發 明す る 所な し。 聖人の 奥 を 見る こと を 得ず。 

朱 子 曰 はく、 寬 にして 栗 >  柔 にして 立、 剛 にして 虐 なく、 簡 にして 傲な し、 便ち 是 

れ人 をして 氣 質を變 化せし む。 

d 謔は惟 だ 事に 害 あるの みに あらず、 志 も 亦 氣の爲 に 流さる。 戲謔 せざる も >  亦是れ 

氣を 持す るの 一 端な り。 

朱 子 曰 はく、 橫渠 の舉カ 人に 絶る、 尤も 過を改 むる に 勇む。 獨リ戲 を 以て 傷な しと 

爲す。 一 日 忽ち 曰 はく、 凡そ 人の 過 は、 猶ほ 知らず して 之れ を爲 すに 出づる あるが 

ごとき 者な り。 戲に 至って は 皆 心 ありて 之れ を爲 すなり。 其の 害た る や 尤も 甚 しと" 

遂に 東銘を 作る。 

不 已 

明 一道 曰 はく、 子 川上に 在りて 曰 はく、 逝く 者斯の 如き か、 夫れ 晝夜 を舍 かずと。 漢ょ 


修敎耍 錄卷之 五  六 三 〇 

り以來 儒者 皆 此の 義を 識ら ず。 此れ 聖人の 心 純に して 亦 ビ まざる を はるな り。 純に し 

て亦已 まざる は天德 なり。 ：大德 ありて 便ち 王道 を 語るべし。 共の 耍は只 だ獨り を^む 

に 在り。 

朱 子 曰 はく、 聖人 川 流の 息まざる を 見て、 逝く 者斯の 如き かと 歎ず。 其の 然る 所以 

を 原 ぬれば、 乃ち； 大命 流行して、 息まざる の體 なり、 惟 だ 聖人の 心 此に嘿 契 十。 故 

に 感ずる こと あり。 此に 於て 聖人 純に して 亦已 まざる の 心を兑 るべ し。 又 曰 はく、 

天德 あるとき は、 純ら 是れ 天理、 私意の 間斷 なく、 便ち 王道 を 做し 得。 又 曰 はく、 

舉者獨 を 謹む は、 已 まざる を爲す 所以な り。 少しも 謹まざる こと あるとき は、 人欲 

之れ に乘じ 便ち 間斷 す。 

橫渠曰 はく、 始學の 要は 當に 三月 違 はざる と、 日月に 至る と、 內外 主の 辨を 知りて- 

心意 をして 勉々 循々 として、 已 むこと 能 は ざら しむべし。 此れ を 過 ぐれば 幾 ど 我れ に 

在る 者に 非ず。 

朱 子 曰 はく、 仁に 違 はずと いふ は、 仁內に 在りて 主たり。 然れ ども 其の 未だ 熟せ ざ 

る も 亦 時 ありて 外に 出づ。 日月に 至る とい ふ は、 仁 外に 在りて 賓 たり。 時 ありて^ 


に 入る と雖 も、 久しう する 能 はざる なり。 

伊川 曰 はく、 感 あれば 必ず 應 あり。 凡そ 動く こと あれば 皆 感を爲 す。 感ずる とき は 則 

ち 必ず 應 あり。 應 ずる 所復た 感を爲 す。 感ずる 所 復た應 あり。 巳まざる 所以な り。 感 

通の 理、 道 を 知る 者は默 して 之れ を觀て 可な り。 11^- 

一 11  く &れを 身に 取れば、 百 理皆具 はる。 屈伸 往来の 義、 只 だ 鼻息の 間に 之れ を 見る。 

屈伸 往來 只だ是 れ理。 必ずしも 旣に 屈する の 氣を將 て復た 方に 伸ぶ るの 氣を爲 さず。. 

生々 の理、 自然に 息まず。 

無 欲 

(I ^一 ひと 問 ふ、 聖擧 ぶべき か。 據溪曰 はく、 可な り。 耍 あり や。 曰 はく， あり。 請 ひ 問 

ふ。 曰 はく、 一  を耍 とす。 一 と は 無欲な り。 無欲た ると きは靜 にして 虚、 動に して 直 

なり。 靜 にして 虛 なるとき は 明な リ。 明なる とき は 則ち 通ず。 動に して 直なる とき は 

公な り。 公なる とき は 則ち 溥し。 明 通公溥 なるとき は庶 からん か。 、り^ liiitfs" 

き は、 、： 3 乃ち 純 1 なり。 靜 にして 存 する 听の者 一 なるとき は、 人欲 消盡 す、 故に g なり。 虚 なるとき は 明 を 生す、 而 して 能く： 大 

下の 理に通 や。 動に して 存 する 所の 者 一 なるとき は、 天理 流行す、 故に 直な り C  なるとき は 大公に して 能く 天下の 務に 周く す * 
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！ I； 靜惟. だ 一 にして、 明： 並べん 尊なる と 

き は、 聖の功 用 を 作す に HI 幾 からん。 

あちは 

朱 子 曰 はく、 此の 章の 旨、 最も 要 切と 爲す。 舉者 能く 深く 玩 つて 之れ を カ行 十る と 

き は、 以て 無 極の 眞、 兩儀四 象の 本 皆 此の 心に 外なら ずして、 日用の 間 自ら^に 力 

を 用 ふるの 處 なき. こと を 知る あらん。 

伊川 曰 はく、 人の 其の 止に 安ん ずる こと 能 はざる 所以の 者 は、 欲に 動けば なり。 欲 前 

に牽 くと き は、 其の 止まる を 求む とも 得べ からざる なり。 故に：：^ の 道 は當に 其の 背に 

とど 

灵 まるべし。 兒る 所の 者 前に 在り、 而 して 背 は 乃ち 之れ に 北；！： く。 是れ： ざる 所な り。 

見ざる 所に 止まれば、 欲 以て 其の 心 を亂す ことなくして、 止まる こと 乃ち 安し。 

り。 可 欲 を 見 ざれば、 心亂れ す。 然して fwsB を屏 くるに 

* す。 蓋し 愁に牽 かれす して、 私 邪の 見なき のみな り。 

朱 子 曰 はく、 卽ち禮 に 非 ざれば 視聽 言動す る 勿れの 意な り。 

其の 身 を 獲ず と は、 其の 身 を 見ざる なり。 我 を 忘る る こと を 謂 ふなり。 我なければ 七 

まる。 我 をな くす る 能 は ざれば 止まる べきの 道な し。 

朱 子 曰 はく， 外旣 に非禮 の視聽 言動な きとき は、 內 .cn ら私 己の 愁 ある を ず。 

ニー 一)  に は 

其の 庭 を 行け ども、 其の 人 を 見ず、 庭 除の 問 は 至って 近し。 背に 在る とき は 至って 近 


しと 雖も 見ず。 物に 交 はらざる を 請 ふなり。 

朱 子 曰 はく、 奸聲亂 色 は 聰明に 留まらず、 淫樂慝 禮は心 術に 接せず、 惰慢邪 僻の 氣 

は 身體に 設けざる、 是れ なり。 

外物 接 はらず、 內欲萌 さず、 是の 如くに して 止まる は、 乃ち 止まる こと を 得る の 道 

-r-  ；  0  .LKUb こべ、、 C 人/ ラ M  \  i  ;o 内 欲) 萌さ ざれ n  、其の 身 を 獲す、 外物 接 は. つ ざれば， 其の 人 を 見す" 

なり 止まる にダ てち なしと^ うなり 人 TJg ながら 忘れ、 内外 各 >• 定まる。 是の 如くして 動靜の 問、 各.' 

其の 止まる 所 

を 得るな り。 

一伊 川 曰 はく、 知 を 致す は 養 ふ 所に 在り。 知 を 養 ふ は 寡慾の 二字に 過ぐ るは莫 し" 

損と は 過ぎた る を 損して 中に 就き、 浮 末 を 損して 本實に 就くな り。 天下の 害 は、 末の 

勝つ に 由ら ざろ ことなし。 峻 宇彫墻 は、 宮室に 本 づき、 酒池肉林 は飮 食に 本 づき、 淫 

け 1^ 

酷 殘忍は 刑罰に 本 づき、 兵 を 究め 武を黷 す は、 征討に 本 づく。 凡そ 人欲の 過ぐ る 者 は、 

皆 奉 養に 本づ く。 其の 流の 遠き は 則ち 害を爲 す。 先王 其の 本 を 制する 者 は、 天理な り。 

後人 末に 流る る 者 は、 人欲な り。 損の 義は 人欲 を 損して、 以て 天理に 復 する のみ。 損 

条傳 

(七 一 

夬の九 五に 曰 はく、  _a 陸 夬を夬 す、 中 行に おいて 咎 なしと。 象に 曰 はく、 中 行に お 
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いて 咎 なしと は、 中 未だ 光なら ざるな. り。 傳に曰 はく、 夫れ 人心： 止しく 意 誠 なれば， 

乃ち 能く 中正の 道 を 極めて 充實 光輝な り。 五 心 比する 所 あり、 義 の不！ なる を 以て、 

n) 一本、 決して 之れ を 去る。 外に 行 ひて 其の 中正の 義を 失せず、 以て， おなかる べしと 雖も、 然 

去の 字な く、 

〔J^ 作れ. f 決す」 れ ども 中道に 於て 未だ 光大た る こと を 得ざる なり。 蓋し 人心 一 も 欲する 所 あるとき は、 

道 を 離る。 夫子 此に 於て 人に 示す の し。 IB;! お" きさ SSSSg や 『し？ 默？ お 

し 去る。 京 も 亦 未だ 必 すし もま あらざる なり。 但だ九 五 は 中正な り。 故に 行 ふ 所猶ほ 中正の を 失 は ざれば、 ili に咎 なかるべし。 

然れ ども 心 比する 所 あれば、 かする こ， 0 なき 能 はす。 其れ 中 行の 道に 於て、 未だ 光大た る を 得す， - &X 此れ を して 人に 示す」 

人 もして 心 を 正し 意 を 誠にして  一 のお- 累 なく、 乃ち 能く 中 

正の 道 を e^- して、 充實 にして 光^ あらし めんと 欲するな り.' 

(二) 張子 全 橫渠曰 はく、 仁の 成し 難き こと 久し。 人々 其の 好む 所に 失す。 蓋し 人々 利欲の 心 あり 

書卷之 六に 出  • 

づ  て、 舉と 正に 相 背馳す。 故に 學者は 欲 を 寡く せんこと を 要す。 

(三) S0 伊川、 II に 謂 ひて 曰 はく、 吾れ 氣を受 くる こと 甚だ 薄し。 三十に して 浸く 盛な り、 

存養 類に 出づ  ん. んが 

iKS^ 十五 十に して 後に 完し。 今生れ て 七十 二 年な り。 前の 筋骨 を 盛年に 校 ふるに 損する こ 

子の PA  となし。 II 曰 はく、 先生 豈氣 を受 くる ことの 薄き を 以て、 厚く 生 を 保つ こと を爲す や。 

夫子 默 然として 曰 はく、 吾れ 生 を 忘れて 欲に 狗ふを 以て 深く 恥と 爲す。 

張 南 軒 曰 はく、 若し 他人の 生 を 養 ひ 康强を 要 むれば、 只 だ是れ 利な り。 伊川 說き出 


し來る は、 純ら 是れ 天理な り。 

內 外 

§ 張子の i) 渠明 道に 問うて 曰 はく、 性 を 定めん として 未だ 動かさざる こと 能 はず、 猶ほ 外物に 

0^^^0 累 はさる る は、 何 如と。 先生 曰 はく、. 所謂 定と は、 動に も 亦 定まり、 靜 にも 亦 定まり 

^迎 なく 內外 なし。 此の 章猶ほ 外物に 累 はさる 0 一句に 就いて、 1^ 覆して 辨 明す。 蓋し 萬 物 

同じ かちず して、 理外の 物な し、 萬理 同じ かちず して、 性 外の 理 なし。 凡そ 天下 0 物理、 酬 酢 萬. 

端、 皆 吾が 性の 具す る 所な リ。 所謂 性を定 むと は、 一 たび 定ま リて 應ぜ ざるに 非ざる なリ。 發 

して 節に 中る は、 動 も 亦 定まるな リ。 敬して 失な き は、 靜も亦 定まるな り。 將は 送な リ。 事の 往 

くも 將 なく、 事 0 來る も迎 なし。 動静 一定、 何 か將迎 にあ ちん。 寂然と して 動かざる は、 內 に存. 

するな リ。 感じて 遂に 通ず る 者 は、 外に 應 ずるな り。 體用 1 貫、 何 ぞ內外 を 間 てん。 苟も 外物 

を 以て 外と 爲し、 己れ を牽 いて 之れ に從ふ は、 是れ 己が 性 を 以て 內外 ありと 爲 すなり。 

且つ 性 を 以て 物に 外に 隨 ふと 爲 さば、 其の 外に 在る 時に 當 りて、 何者か 內に 在りと 爲 

さん。 是れ外 誘を絕 つに 意 ありて、 性の 內 外な きこと を 知らざる なり。 旣に內 外をム 

.  學問四  2 一  五 
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て 二 本と 爲す とき は、 叉烏ぞ 遠に 定を 語る ベ けんや。 3^; き？ ま Ji:siTvls ぽ？ LJis ひお に 

從ふ、 是れ性 を 以て 内外 ありと ほす。 是の 如きと き は 其の物 を逐. つて 外に 在る の に 方り， 内に 在， V- 「しに 此 り^な し。 fjfs な 

らん か。 蓋し 外物の 誘 を gro つに 怠 ありて、 性 本より 内外の 分な きな 知らざる なり。 ほに 内外 を 分ち、 兩？§ とほす とき は、 人人 地 

？ i;- ま 能 5,"ssi:^r"w-sl, 是 夫れ 天地の 常なる は、 其の 心 萬 物に 並：： くして 無心なる を以 

てな り。 聖人の 常なる は、 其の 情 萬 事に 順って 無情なる を 以てな り。 故に 君子の ゆ は、 

廓 然として 大公、 物來り て順應 する に 如く は莫 し。 易に 曰 はく、 1只 なるとき は士； I にして 

悔 亡ぶ。 僮々 として 往來 すれば、 朋爾が 思に 從 ふと。 苟も 外 誘の 除かる るに 規々 たら 

ば、 將た 東に 滅 えて 西に 生ずる を兑 るな り。 惟 だ： n の 足らざる のみに 非ず、 願 ふに 其 

の 端究 りなく、 得て 除くべからざる なり。 iii い f 謹 ipl 

杓の 誘を惡 み， 之れ を 除！ ^せんと 欲すれば、 將た 彼に 减び て此に 牛： する を 見ん。 惟 だ VDf^>-^t56.^>0), 

日に 其の 力 を 用 ふるの 不足 を 見る のみに =1^ す、 而も^ 得て 除？ s: すべから ざる 者 あり。 ノり f 名 ^ ^ ^-  fir i 

お ほむね . 

故に 道に 適 ふこと 能 はず。 大率患 は 自ら 私して 智を用 ふるに 在り。 ^ら 私する とき は、 

有爲を 以て 應迹 と爲十 こと 能 はず。 智を用 ひると き は、 明覺を 以て. cn 然と 爲す こと 能 

はず。 今 外物 を惡 むの 心 を 以て 無 物の 地 を 照らさん こと を 求む る は、 是れ鑑 を 反 し 

て 照らさん こと を 求む るな り。 人心 各. '蔽は ろる 所 ある は、 大槪 A ら私 する と^を 川 ふると 

Q 兩 端に 在り。 蓋し" 脉 然として 大公なる こと 能 はず、 故に 自. り 私す。 物來 つて .0 應 する 能 はず、 


(二)  S0 

集 解の 編者、 

前 出 二 〇頁<?|| 

照、 この 處近 

思錄集 解に は 

「愚 謂 はく」 

と出づ 

(三) 以下 前 

の橫渠 の 文の 

つづき。 易の 


彖 p. に 出づ。 

背 は： 享 る 所な 

く 不動の 地に 

して、 まさに 

止まる ベ き 所 

なり。 背に 止 

まって 其の 身 

を 獲す と は、 ， 


かくの ごとく 

して 人 ある 庭 

も 行きて 眼中 

人 を 見す、 卽 

ち 外物に 累せ 


S) 雜 《 下 

窵 第二 十六 章 


故に 智を用 ふ 3 自ら 私する 者 は 則ち 無 爲を樂 しんで、 有爲を 以て 應迹 の當 然と 爲す こと を 知らず。 

智を用 ふる 者 は 有爲を 作意して、 明覺を 以て 循理 Q 自然と 爲す こと を 知らず。 今 外物の 己れ を 

する を惡 むは、 是れ 自ら 私する の 心な リ、 而 して 無 物 0 地 を 照ち さん こと を 求む る は、 是 れ亦智 

を 用 ふるの 過な リ。 猶ほ鑑 を 反して 以て 照らさん こと を 索む るが ごとし。 寧ん ぞ 得べ けんや。 蓋 

し 自ら 私する と 智を用 ふ ると は 二 病の 若しと 雖も、 實 は展轉 して 相 因るな リ。 

或 ひと 問 ふ、 自ら 私して 智を用 ふとの 語、 恐らく は卽ち 是れ佛 氏の 自私 ならん。 朱 

子 曰 はく、 常の 人の 私意と 怫 氏の 自 私と、 皆 一 つ 私な り。 但だ明 道 は說き 得て 閱し. 

專ら佛 の 自私を 指す のみに 非ざる なり。 葉采諝 はく、 橫渠、 外物の 累を 去らん こと 

を 欲す、 便ち 已に釋 氏に 近し。 故に 程 子 其の 病 源 を 推す こと、 自然に 釋 氏と 相似た 

り。 然して 其の 自ら 私する は釋に 類して、 智を用 ふるとき は 叉老に 類す。 之れ を 要 

する に、 二 氏 意 を 用 ふる、 皆 外物に 累 せられ ざらん こと を 欲 十る のみ。 

ニー 一)  せなか とど 

易に 曰 はく、 其の 背に 見 まりて 其の 身 を 獲ず、 其の 庭 を 行きて 其の 人 を 見ず と。 孟子 

も 亦 曰 はく、 智に惡 む 所 は、 其の 鑿す るが 爲 なりと。 ^^3;、曰|2廓|55;け^|な^;^れ|け" 

i 、惡 まき ぽ S ひ。 其の 外 を 非と して 內を是 とせんより は、 內 外の i つながら 忘れ 

學問四  六 三 七 
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んには 若かず。 兩 ながら 忘 るるとき は、 澄 然として 無事な り。 無事なる とき は 定まる。 

定まれば 則ち 明かな り。 明か なれば、 尙 ほ何ぞ 物に 應 ずる こと を 累と爲 さんや。 .E 私 

用智の 患、 其の 根 は 内外 を 分って 二と 爲し、 外に 在る 者 を 以て 非と 爲し、 に 在る 者 を 是と爲 す 

に 在リ。 然れ ども 外に まる 者 終に 以て 寂滅すべからず、 故に 常に 外物の 爲に燒 めら る。 惟 だ 能く 

性に 內 外な きを 知って 兩 ながら 之れ を 忘 るるとき は、 ©靜 自然に 非ず とい ふこと なく、  ？は 然ヒし 

て 無事な リ。 所謂 廊然 大公なる 者な り。 無事なる とき は心累 せ、 りる る 所な し、 故に 能く w かな リ。 

明か なれば 則ち 物來 つて 順應 す、 尙 ほ何ぞ 外物の 累ぁ らん や。 蓋し. 5； 外" 兩 ながら 忘 るるとき は、 

自ら 私する に 非ず、 能く 定まりて 明かなる とき は、 知" を 用 ふるに 非ざる なり。 .Jif 子 H はく、 內外 

兩 ながら 忘る ると は、 忘に 非ず、 1 に 理に術 ひ、 內を是 にして 外 を 非と する にあらざる ことなり。 

聖人の 喜び は 物の 當に 喜ぶべき を 以てし、 聖人の 怒 は 物の 當に 怒るべき を 以てす。 是 

れ 聖人の 喜 怒 は 心に 繋らず して 物に 磐るな り。 是れ 則ち 聖人 豈 物に 應ぜ ざらん や。 烏 

ぞ 外に 從ふ者 を 以て 非と 爲 して、 更に 內に 在る 者 を 求む る を 是と爲 す こと を 5：： ん。 今 

自 私用 智の喜 怒 を 以て 聖人 喜 怒の 正に 視 へば、 如何と 爲ん や。 夫れ 人の 情、 發し 易く 

して 制し 難き 者 は、 唯 だ 怒 を^し と爲 す。 第 だ 能く 怒る 時に 於て、 速に 其の 怒 を 忘れ 


て理の 是非 を觀れ ば、 亦 外 誘の 惡 むに 足らざる を 見るべく、 而 して 道に 於ても 亦 思 ひ 


^  C _sr-/^o 朱 子 曰 はく、 怒 を 忘 るれば 

4にl^-^きん ヘムに、 理 も-観れば 頼な り。 


< 一 ) 近思錄 

存養類 

(二) 易の 蒙 

卦六 三の 爻辭 

なり 

(三) r 已れ 

も 立てす して 

後 云々」 と讀 

めば よく 通す 

る も、 今 底本 

の鑌 方に 從ふ 

(四) e ら擔 

當 してよ く處 


(五) 語錄に 

出で、 近思錄 

存養 類に 牧む 

(六) 張模 渠 

の 名 


剛 立 

fJJ  ,  (二) たも  よろし ところ  (三) 

存：： ：； 曰 はく 躬を 有たず、 利き 攸 なしと。 己れ を 立て ざれば なり.。 後に 好事に 向 ふ 

と雖 も、 猶ほ物 を 化し 得ず、 天下 萬 物 を 以て 己れ を撓 ますと 爲す。 己れ 立ちて 後は自 

ら 能く 天下 萬 物 を了當 す。 i^--p^-^_^^^n^^^^l_^^^^^^^s^^^l 

ム 叩を聽 く、 何の 痛 ま 

す こと 之れ あらん や。 

(五)  ルタ お ち- 

橫渠曰 はく、 ス叉剛 を 得ん こと を 要す。 太だ柔 なるとき は、 不, 立に 入； C -。 亦 人生れ 

て 喜 怒な き 者 あり、 則ち 叉剛を 得ん こと を耍 めよ。 剛 なるとき は 守り •  得 定めて 囘 なら 

ず、 道に 進む こと 勇敢な り。 載 は 則ち 他人に 比せば、 自ら 是れ 勇なる 處 多し。 
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